
実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営学基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 経営学の戦略、組織、管理の基本的な理論について学修する。

授業の目的及び概要
この科目は、経営学の基礎的知識を修得することを目的とします。経営学部では、企業が維持・発展するために行う各種活動について学修しますが、
本授業では、その中の中心となる、「経営戦略」「経営組織」「経営管理」の基礎を学修します。授業では学修課題とキーワードを基に、より具体的な企
業事例なども説明しながら、基礎的知識の修得を行います。

学修の到達目標
①企業戦略と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワーク、及び経営理念の意義について理解し、記述することができる。
②経営組織および人的資源管理に関する基本的な理論と実践を理解し、記述することができる。
③経営管理の視点で、会社の制度的特徴とコーポレート・ガバナンスについて理解し、記述することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
単元ごとに、キーワードの確認テストを行い内容を解説します。
コメントシートを実施して質問への回答や補足説明を行い、要望を受け付けます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①授業の予習・復習を必ず行ってください。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

藤田誠,経営学入門,中央経済社,2015

参考書

井原久光,経営学入門キーコンセプト,ミネルヴァ書房,2013

978-4502133916

978-4623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
経営学基礎で学修する内容と競争戦略の事例紹介

キーワード：ポーターの3つの基本戦略

事前にテキストを購入しておくこと。
事後学修として授業資料を復習して、第３回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面

第2回 競争戦略と事業システム①
ポーターの３つの基本戦略とファイブ・フォース分析その①

キーワード：ファイブ・フォース分析、経験効果、規模の経済、参入障
壁、先発者優位

事前学修としてテキスト６章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習して、第３回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面

第3回 競争戦略と事業システム②
ファイブ・フォース分析その②と業界構造

キーワード：業界、バリュー・チェーン、垂直統合、水平分業、M&A

確認テスト①

事前学修としてテキスト６章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第4回 企業戦略①
事業のライフ・サイクルと企業成長

キーワード：企業戦略、事業戦略、機能戦略、成長ベクトル、プロダクト・
ライフ・サイクル

事前学修としてテキスト５章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習して、第５回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面
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第5回 企業戦略②
事業機会と経営資源
戦略論全体の復習

キーワード：BCGマトリックス、SWOT分析、事業機会、経営資源

確認テスト②

事前学修としてテキスト５章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として第１回から第５回までの授業資料を復習し
て、中間テストに備えてください。

4時間対面

第6回 中間テスト①
テスト範囲　第１回目授業～第５回目授業

中間テスト①の解説とアンケート

経営理念・目的と戦略
キーワード：経営理念、スタートアップ

事前学修としてテキスト４章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料と中間テストの結果を復習してく
ださい。

4時間対面

第7回 組織構造
部門化と２つの組織構造

キーワード：部門化、組織は戦略に従う、事業部制組織、機能別組織、
限定合理性

確認テスト③

事前学修としてテキスト７章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第8回 人的資源管理
日本の雇用慣行の特徴

キーワード：新卒一括採用、終身雇用、ジョブ型、職能資格制度、ゼネ
ラリスト・スペシャリスト

確認テスト④

事前学修として別途配布する資料を読み、予習しておい
てください。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第9回 第1回目～第8回目までのまとめ
中間テスト①の復習

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予習して
おいてください。
事後学修として、オンデマンドの授業資料を復習するとと
もにコメントシートを提出してください。また、第1~9回の授
業資料を復習して、中間テストに備えてください。

4時間対面

第10回 中間テスト②
テスト範囲　第１回目授業～第９回目授業

中間テスト②の解説とアンケート

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予習して
おいてください。
事後学修として、中間テストの内容を復習してください。

4時間対面

第11回 リーダーシップ
リーダーシップ諸理論について

キーワード：リーダーとフォロアー、資質論、行動論、PM理論、コンティ
ンジェンシー・アプロ―チ

事前学修としてテキスト１０章を読み、予習しておいてくだ
さい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第12回 モチベーション
モチベーション諸理論について

キーワード：マズローの欲求段階説、動機づけ－衛生理論、期待理論、
自己効力感

事前学修としてテキスト１１章を読み、予習しておいてくだ
さい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第13回 企業と会社の制度的な特徴
コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任

キーワード：株式会社、所有と経営の分離、コーポレート・ガバナンス、
ステークホルダー、企業の分類

確認テスト⑤

事前学修としてテキスト２，３章を読み、予習しておいてく
ださい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第14回 復習①
第１回目～第１３回目までの復習
定期試験の意義の徹底

模擬テスト

事前学修として第１回～第１３回までの授業資料を予習し
ておいてください。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第15回 復習②

模擬テストの解説（第１回目～第１３回目までの復習）
定期試験の意義の徹底

事前学修として第１４回の授業資料を予習しておいてくだ
さい。
事後学修として定期試験にむけてキーワードを学修してお
いてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営学基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 経営学の戦略、組織、管理の基本的な理論について学修する。

授業の目的及び概要
この科目は、経営学の基礎的知識を修得することを目的とします。経営学部では、企業が維持・発展するために行う各種活動について学修しますが、
本授業では、その中の中心となる、「経営戦略」「経営組織」「経営管理」の基礎を学修します。授業では学修課題とキーワードを基に、より具体的な企
業事例なども説明しながら、基礎的知識の修得を行います。

学修の到達目標
①企業戦略と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワーク、及び経営理念の意義について理解し、記述することができる。
②経営組織および人的資源管理に関する基本的な理論と実践を理解し、記述することができる。
③経営管理の視点で、会社の制度的特徴とコーポレート・ガバナンスについて理解し、記述することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
単元ごとに、キーワードの確認テストを行い内容を解説します。
コメントシートを実施して質問への回答や補足説明を行い、要望を受け付けます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①授業の予習・復習を必ず行ってください。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

藤田誠,経営学入門,中央経済社,2015

参考書

井原久光,経営学入門キーコンセプト,ミネルヴァ書房,2013

978-4502133916

978-4623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
経営学基礎で学修する内容と競争戦略の事例紹介

キーワード：ポーターの3つの基本戦略

事前にテキストを購入しておくこと。
事後学修として授業資料を復習して、第３回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面

第2回 競争戦略と事業システム①
ポーターの３つの基本戦略とファイブ・フォース分析その①

キーワード：ファイブ・フォース分析、経験効果、規模の経済、参入障
壁、先発者優位

事前学修としてテキスト６章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習して、第３回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面

第3回 競争戦略と事業システム②
ファイブ・フォース分析その②と業界構造

キーワード：業界、バリュー・チェーン、垂直統合、水平分業、M&A

確認テスト①

事前学修としてテキスト６章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第4回 企業戦略①
事業のライフ・サイクルと企業成長

キーワード：企業戦略、事業戦略、機能戦略、成長ベクトル、プロダクト・
ライフ・サイクル

事前学修としてテキスト５章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習して、第５回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面
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第5回 企業戦略②
事業機会と経営資源
戦略論全体の復習

キーワード：BCGマトリックス、SWOT分析、事業機会、経営資源

確認テスト②

事前学修としてテキスト５章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として第１回から第５回までの授業資料を復習し
て、中間テストに備えてください。

4時間対面

第6回 中間テスト①
テスト範囲　第１回目授業～第５回目授業

中間テスト①の解説とアンケート

経営理念・目的と戦略
キーワード：経営理念、スタートアップ

事前学修としてテキスト４章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料と中間テストの結果を復習してく
ださい。

4時間対面

第7回 組織構造
部門化と２つの組織構造

キーワード：部門化、組織は戦略に従う、事業部制組織、機能別組織、
限定合理性

確認テスト③

事前学修としてテキスト７章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第8回 人的資源管理
日本の雇用慣行の特徴

キーワード：新卒一括採用、終身雇用、ジョブ型、職能資格制度、ゼネ
ラリスト・スペシャリスト

確認テスト④

事前学修として別途配布する資料を読み、予習しておい
てください。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第9回 第1回目～第8回目までのまとめ
中間テスト①の復習

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予習して
おいてください。
事後学修として、オンデマンドの授業資料を復習するとと
もにコメントシートを提出してください。また、第1~9回の授
業資料を復習して、中間テストに備えてください。

4時間対面

第10回 中間テスト②
テスト範囲　第１回目授業～第９回目授業

中間テスト②の解説とアンケート

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予習して
おいてください。
事後学修として、中間テストの内容を復習してください。

4時間対面

第11回 リーダーシップ
リーダーシップ諸理論について

キーワード：リーダーとフォロアー、資質論、行動論、PM理論、コンティ
ンジェンシー・アプロ―チ

事前学修としてテキスト１０章を読み、予習しておいてくだ
さい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第12回 モチベーション
モチベーション諸理論について

キーワード：マズローの欲求段階説、動機づけ－衛生理論、期待理論、
自己効力感

事前学修としてテキスト１１章を読み、予習しておいてくだ
さい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第13回 企業と会社の制度的な特徴
コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任

キーワード：株式会社、所有と経営の分離、コーポレート・ガバナンス、
ステークホルダー、企業の分類

確認テスト⑤

事前学修としてテキスト２，３章を読み、予習しておいてく
ださい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第14回 復習①
第１回目～第１３回目までの復習
定期試験の意義の徹底

模擬テスト

事前学修として第１回～第１３回までの授業資料を予習し
ておいてください。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第15回 復習②

模擬テストの解説（第１回目～第１３回目までの復習）
定期試験の意義の徹底

事前学修として第１４回の授業資料を予習しておいてくだ
さい。
事後学修として定期試験にむけてキーワードを学修してお
いてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営学基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 経営学の戦略、組織、管理の基本的な理論について学修する。

授業の目的及び概要
この科目は、経営学の基礎的知識を修得することを目的とします。経営学部では、企業が維持・発展するために行う各種活動について学修しますが、
本授業では、その中の中心となる、「経営戦略」「経営組織」「経営管理」の基礎を学修します。授業では学修課題とキーワードを基に、より具体的な企
業事例なども説明しながら、基礎的知識の修得を行います。

学修の到達目標
①企業戦略と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワーク、及び経営理念の意義について理解し、記述することができる。
②経営組織および人的資源管理に関する基本的な理論と実践を理解し、記述することができる。
③経営管理の視点で、会社の制度的特徴とコーポレート・ガバナンスについて理解し、記述することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
単元ごとに、キーワードの確認テストを行い内容を解説します。
コメントシートを実施して質問への回答や補足説明を行い、要望を受け付けます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①授業の予習・復習を必ず行ってください。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

藤田誠,経営学入門,中央経済社,2015

参考書

井原久光,経営学入門キーコンセプト,ミネルヴァ書房,2013

978-4502133916

978-4623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
経営学基礎で学修する内容と競争戦略の事例紹介

キーワード：ポーターの3つの基本戦略

事前にテキストを購入しておくこと。
事後学修として授業資料を復習して、第３回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面

第2回 競争戦略と事業システム①
ポーターの３つの基本戦略とファイブ・フォース分析その①

キーワード：ファイブ・フォース分析、経験効果、規模の経済、参入障
壁、先発者優位

事前学修としてテキスト６章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習して、第３回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面

第3回 競争戦略と事業システム②
ファイブ・フォース分析その②と業界構造

キーワード：業界、バリュー・チェーン、垂直統合、水平分業、M&A

確認テスト①

事前学修としてテキスト６章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第4回 企業戦略①
事業のライフ・サイクルと企業成長

キーワード：企業戦略、事業戦略、機能戦略、成長ベクトル、プロダクト・
ライフ・サイクル

事前学修としてテキスト５章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習して、第５回の確認テスト
に備えてください。

4時間対面
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第5回 企業戦略②
事業機会と経営資源
戦略論全体の復習

キーワード：BCGマトリックス、SWOT分析、事業機会、経営資源

確認テスト②

事前学修としてテキスト５章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として第１回から第５回までの授業資料を復習し
て、中間テストに備えてください。

4時間対面

第6回 中間テスト①
テスト範囲　第１回目授業～第５回目授業

中間テスト①の解説とアンケート

経営理念・目的と戦略
キーワード：経営理念、スタートアップ

事前学修としてテキスト４章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料と中間テストの結果を復習してく
ださい。

4時間対面

第7回 組織構造
部門化と２つの組織構造

キーワード：部門化、組織は戦略に従う、事業部制組織、機能別組織、
限定合理性

確認テスト③

事前学修としてテキスト７章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第8回 人的資源管理
日本の雇用慣行の特徴

キーワード：新卒一括採用、終身雇用、ジョブ型、職能資格制度、ゼネ
ラリスト・スペシャリスト

確認テスト④

事前学修として別途配布する資料を読み、予習しておい
てください。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第9回 第1回目～第8回目までのまとめ
中間テスト①の復習

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予習して
おいてください。
事後学修として、オンデマンドの授業資料を復習するとと
もにコメントシートを提出してください。また、第1~9回の授
業資料を復習して、中間テストに備えてください。

4時間対面

第10回 中間テスト②
テスト範囲　第１回目授業～第９回目授業

中間テスト②の解説とアンケート

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予習して
おいてください。
事後学修として、中間テストの内容を復習してください。

4時間対面

第11回 リーダーシップ
リーダーシップ諸理論について

キーワード：リーダーとフォロアー、資質論、行動論、PM理論、コンティ
ンジェンシー・アプロ―チ

事前学修としてテキスト１０章を読み、予習しておいてくだ
さい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第12回 モチベーション
モチベーション諸理論について

キーワード：マズローの欲求段階説、動機づけ－衛生理論、期待理論、
自己効力感

事前学修としてテキスト１１章を読み、予習しておいてくだ
さい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第13回 企業と会社の制度的な特徴
コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任

キーワード：株式会社、所有と経営の分離、コーポレート・ガバナンス、
ステークホルダー、企業の分類

確認テスト⑤

事前学修としてテキスト２，３章を読み、予習しておいてく
ださい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第14回 復習①
第１回目～第１３回目までの復習
定期試験の意義の徹底

模擬テスト

事前学修として第１回～第１３回までの授業資料を予習し
ておいてください。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間対面

第15回 復習②

模擬テストの解説（第１回目～第１３回目までの復習）
定期試験の意義の徹底

事前学修として第１４回の授業資料を予習しておいてくだ
さい。
事後学修として定期試験にむけてキーワードを学修してお
いてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営学基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 経営学の戦略、組織、管理の基本的な理論について学修する。

授業の目的及び概要
この科目は、経営学の基礎的知識を修得することを目的とします。経営学部では、企業が維持・発展するために行う各種活動について学修しますが、
本授業では、その中の中心となる、「経営戦略」「経営組織」「経営管理」の基礎を学修します。授業では学修課題とキーワードを基に、より具体的な企
業事例なども説明しながら、基礎的知識の修得を行います。

学修の到達目標
①企業戦略と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワーク、及び経営理念の意義について理解し、記述することができる。
②経営組織および人的資源管理に関する基本的な理論と実践を理解し、記述することができる。
③経営管理の視点で、会社の制度的特徴とコーポレート・ガバナンスについて理解し、記述することができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
単元ごとに、キーワードの確認テストを行い内容を解説します。
コメントシートを実施して質問への回答や補足説明を行い、要望を受け付けます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①授業の予習・復習を必ず行ってください。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

藤田誠,経営学入門,中央経済社,2015

参考書

井原久光,経営学入門キーコンセプト,ミネルヴァ書房,2013

978-4502133916

978-4623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
経営学基礎で学修する内容と競争戦略の事例紹介

キーワード：ポーターの3つの基本戦略

事前にテキストを購入しておくこと。
事後学修として授業資料を復習して、第３回の確認テスト
に備えてください。

4時間オンデマンド

第2回 競争戦略と事業システム①
ポーターの３つの基本戦略とファイブ・フォース分析その①

キーワード：ファイブ・フォース分析、経験効果、規模の経済、参入障
壁、先発者優位

事前学修としてテキスト６章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習して、第３回の確認テスト
に備えてください。

4時間オンデマンド

第3回 競争戦略と事業システム②
ファイブ・フォース分析その②と業界構造

キーワード：業界、バリュー・チェーン、垂直統合、水平分業、M&A

確認テスト①

事前学修としてテキスト６章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間オンデマンド

第4回 企業戦略①
事業のライフ・サイクルと企業成長

キーワード：企業戦略、事業戦略、機能戦略、成長ベクトル、プロダクト・
ライフ・サイクル

事前学修としてテキスト５章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習して、第５回の確認テスト
に備えてください。

4時間オンデマンド
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第5回 企業戦略②
事業機会と経営資源
戦略論全体の復習

キーワード：BCGマトリックス、SWOT分析、事業機会、経営資源

確認テスト②

事前学修としてテキスト５章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として第１回から第５回までの授業資料を復習し
て、中間テストに備えてください。

4時間オンデマンド

第6回 中間テスト①
テスト範囲　第１回目授業～第５回目授業

中間テスト①の解説とアンケート

経営理念・目的と戦略
キーワード：経営理念、スタートアップ

事前学修としてテキスト４章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料と中間テストの結果を復習してく
ださい。

4時間オンデマンド

第7回 組織構造
部門化と２つの組織構造

キーワード：部門化、組織は戦略に従う、事業部制組織、機能別組織、
限定合理性

確認テスト③

事前学修としてテキスト７章を読み、予習しておいてくださ
い。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間オンデマンド

第8回 人的資源管理
日本の雇用慣行の特徴

キーワード：新卒一括採用、終身雇用、ジョブ型、職能資格制度、ゼネ
ラリスト・スペシャリスト

確認テスト④

事前学修として別途配布する資料を読み、予習しておい
てください。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間オンデマンド

第9回 第1回目～第8回目までのまとめ
中間テスト①の復習

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予習して
おいてください。
事後学修として、オンデマンドの授業資料を復習するとと
もにコメントシートを提出してください。また、第1~9回の授
業資料を復習して、中間テストに備えてください。

4時間オンデマンド

第10回 中間テスト②
テスト範囲　第１回目授業～第９回目授業

中間テスト②の解説とアンケート

事前学修として第１回～第８回までの授業資料を予習して
おいてください。
事後学修として、中間テストの内容を復習してください。

4時間オンデマンド

第11回 リーダーシップ
リーダーシップ諸理論について

キーワード：リーダーとフォロアー、資質論、行動論、PM理論、コンティ
ンジェンシー・アプロ―チ

事前学修としてテキスト１０章を読み、予習しておいてくだ
さい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間オンデマンド

第12回 モチベーション
モチベーション諸理論について

キーワード：マズローの欲求段階説、動機づけ－衛生理論、期待理論、
自己効力感

事前学修としてテキスト１１章を読み、予習しておいてくだ
さい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間オンデマンド

第13回 企業と会社の制度的な特徴
コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任

キーワード：株式会社、所有と経営の分離、コーポレート・ガバナンス、
ステークホルダー、企業の分類

確認テスト⑤

事前学修としてテキスト２，３章を読み、予習しておいてく
ださい。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間オンデマンド

第14回 復習①
第１回目～第１３回目までの復習
定期試験の意義の徹底

模擬テスト

事前学修として第１回～第１３回までの授業資料を予習し
ておいてください。
事後学修として授業資料を復習してください。

4時間オンデマンド

第15回 復習②

模擬テストの解説（第１回目～第１３回目までの復習）
定期試験の意義の徹底

事前学修として第１４回の授業資料を予習しておいてくだ
さい。
事後学修として定期試験にむけてキーワードを学修してお
いてください。

4時間オンデマンド

－8－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会計学基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 会計学の全体像をつかむ。

授業の目的及び概要
この授業は、専門基礎科目の一つであり、会計学の本格的な学びに先立つ科目です。会計学分野の主要な内容である財務会計、管理会計、会計に関
する職業とその業務（会計監査を含む）等を財務分析から概観することにより、経営学部生として身につけるべき会計学の基礎知識を身につけることを
目的とします。さらに、会計学という学問領域の全体像をつかみ、経済社会、そして企業経営において果たされるべき会計の役割について理解できるよ
うになることを目指します。

学修の到達目標
① 会計学に関する専門用語の記憶、基礎・基本的な知識の理解および企業経営において果たされるべき会計の役割を理解し、これらを説明できる。 
② 財務分析の基本的手法を修得し、その結果から、何が読み取ることができるか、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

わが国では今、会計に関する知識が真に必要とされ、会計への関心が非常に高まっています。しかし、会計に対する知識や理解が十分に社会に浸透
しているとは言えません。そこで、個々の企業の健全な発展のためにも、また社会全体の利益のためにも、正しい会計知識・スキルや的確な分析力を
持つ人材が、今後必要とされます。会計の目的は、企業の経営実態を明らかにすることにより、利害関係者に必要かつ十分な情報提供を行うことにあ
ります。つまり、公表された会計情報を読み取り、経営実態を正しく把握した上で投資や取引などの重要な判断を下すために、会計情報を活用すること
が重視されているのです。この授業を通して、今後社会に出る皆さんが、会計に関する正しい知識・スキルや分析力を身に付けてくれることを願ってや
みません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克彦・片上孝洋・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2022年

参考書

ビジネス会計検定試験®公式テキスト3級〔第4版〕，大阪商工会議所 (編集) ，2019年

9784794415677

9784502301810

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
会計の本質・役割

【予習】序章「会計の本質・役割」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、序章「会計の本質・役割」を読み直し、
講義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第2回 財務諸表分析Ⅰ（財務諸表の理解） 【復習】配布資料及びテキストの付表１を読み直し、講義
で得た知識を確認すること。

4時間対面

第3回 財務諸表分析Ⅱ（財務諸表分析の目的、成長性分析） 【予習】第9章「財務諸表分析の基礎」を事前に読んでおく
こと。
【復習】配布資料、第9章「財務諸表分析の基礎」を読み直
し、講義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第4回 財務諸表分析Ⅲ（収益性分析、安全性分析） 【予習】第10章「財務諸表分析」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第10章「財務諸表分析」を読み直し、講
義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第5回 財務諸表分析Ⅳ（その他の重要な指標） 【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認する
こと。

4時間対面

第6回 財務諸表分析Ⅴ（問題演習：中間試験に向けて） 【復習】問題を解きなおし、中間試験に備えること。 6時間対面

第7回 第1回 中間試験 【予習】今までの配布資料、テキスト第9章及び第10章を
事前に読んでおくこと。（問題は解きなおすこと）
【復習】今までの配布資料、テキスト第9章及び第10章を
読み直し、中間試験までの知識を確実なものとすること。

4時間対面
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第8回 中間試験の解説
複式簿記

【予習】第1章「複式簿記」を事前に読んでおくこと。
【復習】
　・中間試験で間違った問題については、テキストに立ち
返り復習し、知識を確実なものにすること。
　・配布資料、第1章「複式簿記」を読み直し、講義で得た
知識を確認すること。

4時間対面

第9回 財務会計 【予習】第2章「財務会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第2章「財務会計」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること。

4時間対面

第10回 企業会計を支える仕組み
国際会計

【予習】第3章「企業会計を支える仕組み」及び第14章「国
際会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第3章「企業会計を支える仕組み」、第
14章「国際会計」を読み直し、講義で得た知識を確認する
こと。

4時間対面

第11回 管理会計 【予習】第8章「管理会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】
・配布資料、第8章「管理会計」を読み直し、講義で得た知
識を確認すること。
・第1回中間試験以降の範囲について、配布資料及びテ
キストを読み直し、中間試験に備えること。

6時間対面

第12回 第2回 中間試験 【予習】テキストの以下の章及び配布資料をよく読み、中
間試験に備えること。

4時間対面

第13回 監査 【予習】第13章「監査」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第13章「監査」を読み直し、講義で得た
知識を確認すること。

4時間対面

第14回 中間試験の解説及び復習 【復習】中間試験で間違った問題については、テキストに
立ち返り復習し、知識を確実なものにすること。

4時間オンデマンド

第15回 講義のまとめ 【予習】テキストとこれまでの配布資料を事前に読んでおく
こと。
【復習】テキストとこれまでの配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確実なものとすること。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会計学基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234引地　夏奈子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 会計学の全体像をつかむ。

授業の目的及び概要
この授業は、専門基礎科目の一つであり、会計学の本格的な学びに先立つ科目です。会計学分野の主要な内容である財務会計、管理会計、会計に関
する職業とその業務（会計監査を含む）等を財務分析から概観することにより、経営学部生として身につけるべき会計学の基礎知識を身につけることを
目的とします。さらに、会計学という学問領域の全体像をつかみ、経済社会、そして企業経営において果たされるべき会計の役割について理解できるよ
うになることを目指します。

学修の到達目標
① 会計学に関する専門用語の記憶、基礎・基本的な知識の理解および企業経営において果たされるべき会計の役割を理解し、これらを説明できる。 
② 財務分析の基本的手法を修得し、その結果から、何が読み取ることができるか、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

わが国では今、会計に関する知識が真に必要とされ、会計への関心が非常に高まっています。しかし、会計に対する知識や理解が十分に社会に浸透
しているとは言えません。そこで、個々の企業の健全な発展のためにも、また社会全体の利益のためにも、正しい会計知識・スキルや的確な分析力を
持つ人材が、今後必要とされます。会計の目的は、企業の経営実態を明らかにすることにより、利害関係者に必要かつ十分な情報提供を行うことにあ
ります。つまり、公表された会計情報を読み取り、経営実態を正しく把握した上で投資や取引などの重要な判断を下すために、会計情報を活用すること
が重視されているのです。この授業を通して、今後社会に出る皆さんが、会計に関する正しい知識・スキルや分析力を身に付けてくれることを願ってや
みません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克彦・片上孝洋・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2022年

参考書

ビジネス会計検定試験®公式テキスト3級〔第4版〕，大阪商工会議所 (編集) ，2019年

9784794415677

9784502301810

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
会計の本質・役割

【予習】序章「会計の本質・役割」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、序章「会計の本質・役割」を読み直し、
講義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第2回 財務諸表分析Ⅰ（財務諸表の理解） 【復習】配布資料及びテキストの付表１を読み直し、講義
で得た知識を確認すること。

4時間対面

第3回 財務諸表分析Ⅱ（財務諸表分析の目的、成長性分析） 【予習】第9章「財務諸表分析の基礎」を事前に読んでおく
こと。
【復習】配布資料、第9章「財務諸表分析の基礎」を読み直
し、講義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第4回 財務諸表分析Ⅲ（収益性分析、安全性分析） 【予習】第10章「財務諸表分析」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第10章「財務諸表分析」を読み直し、講
義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第5回 財務諸表分析Ⅳ（その他の重要な指標） 【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認する
こと。

4時間対面

第6回 財務諸表分析Ⅴ（問題演習：中間試験に向けて） 【復習】問題を解きなおし、中間試験に備えること。 6時間対面

第7回 第1回 中間試験 【予習】今までの配布資料、テキスト第9章及び第10章を
事前に読んでおくこと。（問題は解きなおすこと）
【復習】今までの配布資料、テキスト第9章及び第10章を
読み直し、中間試験までの知識を確実なものとすること。

4時間対面
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第8回 中間試験の解説
複式簿記

【予習】第1章「複式簿記」を事前に読んでおくこと。
【復習】
　・中間試験で間違った問題については、テキストに立ち
返り復習し、知識を確実なものにすること。
　・配布資料、第1章「複式簿記」を読み直し、講義で得た
知識を確認すること。

4時間対面

第9回 財務会計 【予習】第2章「財務会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第2章「財務会計」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること。

4時間対面

第10回 企業会計を支える仕組み
国際会計

【予習】第3章「企業会計を支える仕組み」及び第14章「国
際会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第3章「企業会計を支える仕組み」、第
14章「国際会計」を読み直し、講義で得た知識を確認する
こと。

4時間対面

第11回 管理会計 【予習】第8章「管理会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】
・配布資料、第8章「管理会計」を読み直し、講義で得た知
識を確認すること。
・第1回中間試験以降の範囲について、配布資料及びテ
キストを読み直し、中間試験に備えること。

6時間対面

第12回 第2回 中間試験 【予習】テキストの以下の章及び配布資料をよく読み、中
間試験に備えること。

4時間対面

第13回 監査 【予習】第13章「監査」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第13章「監査」を読み直し、講義で得た
知識を確認すること。

4時間対面

第14回 中間試験の解説及び復習 【復習】中間試験で間違った問題については、テキストに
立ち返り復習し、知識を確実なものにすること。

4時間オンデマンド

第15回 講義のまとめ 【予習】テキストとこれまでの配布資料を事前に読んでおく
こと。
【復習】テキストとこれまでの配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確実なものとすること。

6時間対面

－12－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会計学基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234島本　克彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 会計学の全体像をつかむ。

授業の目的及び概要
この授業は、専門基礎科目の一つであり、会計学の本格的な学びに先立つ科目です。会計学分野の主要な内容である財務会計、管理会計、会計に関
する職業とその業務（会計監査を含む）等を財務分析から概観することにより、経営学部生として身につけるべき会計学の基礎知識を身につけることを
目的とします。さらに、会計学という学問領域の全体像をつかみ、経済社会、そして企業経営において果たされるべき会計の役割について理解できるよ
うになることを目指します。

学修の到達目標
① 会計学に関する専門用語の記憶、基礎・基本的な知識の理解および企業経営において果たされるべき会計の役割を理解し、これらを説明できる。 
② 財務分析の基本的手法を修得し、その結果から、何が読み取ることができるか、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

わが国では今、会計に関する知識が真に必要とされ、会計への関心が非常に高まっています。しかし、会計に対する知識や理解が十分に社会に浸透
しているとは言えません。そこで、個々の企業の健全な発展のためにも、また社会全体の利益のためにも、正しい会計知識・スキルや的確な分析力を
持つ人材が、今後必要とされます。会計の目的は、企業の経営実態を明らかにすることにより、利害関係者に必要かつ十分な情報提供を行うことにあ
ります。つまり、公表された会計情報を読み取り、経営実態を正しく把握した上で投資や取引などの重要な判断を下すために、会計情報を活用すること
が重視されているのです。この授業を通して、今後社会に出る皆さんが、会計に関する正しい知識・スキルや分析力を身に付けてくれることを願ってや
みません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克彦・片上孝洋・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2022年

参考書

ビジネス会計検定試験®公式テキスト3級〔第4版〕，大阪商工会議所 (編集) ，2019年

9784794415677

9784502301810

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
会計の本質・役割

【予習】序章「会計の本質・役割」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、序章「会計の本質・役割」を読み直し、
講義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第2回 財務諸表分析Ⅰ（財務諸表の理解） 【復習】配布資料及びテキストの付表１を読み直し、講義
で得た知識を確認すること。

4時間対面

第3回 財務諸表分析Ⅱ（財務諸表分析の目的、成長性分析） 【予習】第9章「財務諸表分析の基礎」を事前に読んでおく
こと。
【復習】配布資料、第9章「財務諸表分析の基礎」を読み直
し、講義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第4回 財務諸表分析Ⅲ（収益性分析、安全性分析） 【予習】第10章「財務諸表分析」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第10章「財務諸表分析」を読み直し、講
義で得た知識を確認すること。

4時間対面

第5回 財務諸表分析Ⅳ（その他の重要な指標） 【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認する
こと。

4時間対面

第6回 財務諸表分析Ⅴ（問題演習：中間試験に向けて） 【復習】問題を解きなおし、中間試験に備えること。 6時間対面

第7回 第1回 中間試験 【予習】今までの配布資料、テキスト第9章及び第10章を
事前に読んでおくこと。（問題は解きなおすこと）
【復習】今までの配布資料、テキスト第9章及び第10章を
読み直し、中間試験までの知識を確実なものとすること。

4時間対面

－13－



第8回 中間試験の解説
複式簿記

【予習】第1章「複式簿記」を事前に読んでおくこと。
【復習】
　・中間試験で間違った問題については、テキストに立ち
返り復習し、知識を確実なものにすること。
　・配布資料、第1章「複式簿記」を読み直し、講義で得た
知識を確認すること。

4時間対面

第9回 財務会計 【予習】第2章「財務会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第2章「財務会計」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること。

4時間対面

第10回 企業会計を支える仕組み
国際会計

【予習】第3章「企業会計を支える仕組み」及び第14章「国
際会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第3章「企業会計を支える仕組み」、第
14章「国際会計」を読み直し、講義で得た知識を確認する
こと。

4時間対面

第11回 管理会計 【予習】第8章「管理会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】
・配布資料、第8章「管理会計」を読み直し、講義で得た知
識を確認すること。
・第1回中間試験以降の範囲について、配布資料及びテ
キストを読み直し、中間試験に備えること。

6時間対面

第12回 第2回 中間試験 【予習】テキストの以下の章及び配布資料をよく読み、中
間試験に備えること。

4時間対面

第13回 監査 【予習】第13章「監査」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第13章「監査」を読み直し、講義で得た
知識を確認すること。

4時間対面

第14回 中間試験の解説及び復習 【復習】中間試験で間違った問題については、テキストに
立ち返り復習し、知識を確実なものにすること。

4時間オンデマンド

第15回 講義のまとめ 【予習】テキストとこれまでの配布資料を事前に読んでおく
こと。
【復習】テキストとこれまでの配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確実なものとすること。

6時間対面

－14－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会計学基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 会計学の全体像をつかむ。

授業の目的及び概要
この授業は、専門基礎科目の一つであり、会計学の本格的な学びに先立つ科目です。会計学分野の主要な内容である財務会計、管理会計、会計に関
する職業とその業務（会計監査を含む）等を財務分析から概観することにより、経営学部生として身につけるべき会計学の基礎知識を身につけることを
目的とします。さらに、会計学という学問領域の全体像をつかみ、経済社会、そして企業経営において果たされるべき会計の役割について理解できるよ
うになることを目指します。

学修の到達目標
① 会計学に関する専門用語の記憶、基礎・基本的な知識の理解および企業経営において果たされるべき会計の役割を理解し、これらを説明できる。 
② 財務分析の基本的手法を修得し、その結果から、何が読み取ることができるか、説明することができる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等については、授業中に解説及び講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

わが国では今、会計に関する知識が真に必要とされ、会計への関心が非常に高まっています。しかし、会計に対する知識や理解が十分に社会に浸透
しているとは言えません。そこで、個々の企業の健全な発展のためにも、また社会全体の利益のためにも、正しい会計知識・スキルや的確な分析力を
持つ人材が、今後必要とされます。会計の目的は、企業の経営実態を明らかにすることにより、利害関係者に必要かつ十分な情報提供を行うことにあ
ります。つまり、公表された会計情報を読み取り、経営実態を正しく把握した上で投資や取引などの重要な判断を下すために、会計情報を活用すること
が重視されているのです。この授業を通して、今後社会に出る皆さんが、会計に関する正しい知識・スキルや分析力を身に付けてくれることを願ってや
みません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克彦・片上孝洋・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2022年

参考書

ビジネス会計検定試験®公式テキスト3級〔第4版〕，大阪商工会議所 (編集) ，2019年

9784794415677

9784502301810

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
会計の本質・役割

【予習】序章「会計の本質・役割」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、序章「会計の本質・役割」を読み直し、
講義で得た知識を確認すること。

4時間オンデマンド

第2回 財務諸表分析Ⅰ（財務諸表の理解） 【復習】配布資料及びテキストの付表１を読み直し、講義
で得た知識を確認すること。

4時間オンデマンド

第3回 財務諸表分析Ⅱ（財務諸表分析の目的、成長性分析） 【予習】第9章「財務諸表分析の基礎」を事前に読んでおく
こと。
【復習】配布資料、第9章「財務諸表分析の基礎」を読み直
し、講義で得た知識を確認すること。

4時間オンデマンド

第4回 財務諸表分析Ⅲ（収益性分析、安全性分析） 【予習】第10章「財務諸表分析」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第10章「財務諸表分析」を読み直し、講
義で得た知識を確認すること。

4時間オンデマンド

第5回 財務諸表分析Ⅳ（その他の重要な指標） 【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認する
こと。

4時間オンデマンド

第6回 財務諸表分析Ⅴ（問題演習：中間試験に向けて） 【復習】問題を解きなおし、中間試験に備えること。 6時間オンデマンド

第7回 第1回 中間試験 【予習】今までの配布資料、テキスト第9章及び第10章を
事前に読んでおくこと。（問題は解きなおすこと）
【復習】今までの配布資料、テキスト第9章及び第10章を
読み直し、中間試験までの知識を確実なものとすること。

4時間オンデマンド
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第8回 中間試験の解説
複式簿記

【予習】第1章「複式簿記」を事前に読んでおくこと。
【復習】
　・中間試験で間違った問題については、テキストに立ち
返り復習し、知識を確実なものにすること。
　・配布資料、第1章「複式簿記」を読み直し、講義で得た
知識を確認すること。

4時間オンデマンド

第9回 財務会計 【予習】第2章「財務会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第2章「財務会計」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること。

4時間オンデマンド

第10回 企業会計を支える仕組み
国際会計

【予習】第3章「企業会計を支える仕組み」及び第14章「国
際会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第3章「企業会計を支える仕組み」、第
14章「国際会計」を読み直し、講義で得た知識を確認する
こと。

4時間オンデマンド

第11回 管理会計 【予習】第8章「管理会計」を事前に読んでおくこと。
【復習】
・配布資料、第8章「管理会計」を読み直し、講義で得た知
識を確認すること。
・第1回中間試験以降の範囲について、配布資料及びテ
キストを読み直し、中間試験に備えること。

6時間オンデマンド

第12回 第2回 中間試験 【予習】テキストの以下の章及び配布資料をよく読み、中
間試験に備えること。

4時間オンデマンド

第13回 監査 【予習】第13章「監査」を事前に読んでおくこと。
【復習】配布資料、第13章「監査」を読み直し、講義で得た
知識を確認すること。

4時間オンデマンド

第14回 中間試験の解説及び復習 【復習】中間試験で間違った問題については、テキストに
立ち返り復習し、知識を確実なものにすること。

4時間オンデマンド

第15回 講義のまとめ 【予習】テキストとこれまでの配布資料を事前に読んでおく
こと。
【復習】テキストとこれまでの配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確実なものとすること。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング基礎＜マーケティング概論＞（経営学部）／マーケティング概論
（経済学部）

2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワークを理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修する。主に、マーケテイング基本概念である
STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマーケティングの4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説ができるよう
に、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となるものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケ
テイング戦略論Ⅰ）において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進める。主要なマーケティングの考え方を
理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方ができる基礎力をつけることを目標とする。

学修の到達目標
1．マーケティング発想（４Ｐ・ＳＴＰ）といった基本的フレームを理解し、記述できる。
2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解
し、記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求
められています。日常よりニュースや新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自分なりのマーケティング
の発想を持つよう心がけることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田章光・清水信年、碩学舎、2020年

参考書

9784502327711
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・（マーケティング発想の経営）
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。
マーケティング発想について学びます。
【キーワード】
マーケティング発想、マーケティング近視案、ニーズ、価値、顧客満足 
（教科書1章）

教科書を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 4時間対面

第2回 マーケティング論の成り立ち
マーケティング論の特徴、発展について学びます。
【キーワード】
マーケティング論、生産者、使用者、コミュニケーション（教科書２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第3回 マーケティングの基本概念
STPを中心に統合されたマーケティング活動について学びます。
【キーワード】
STP、4P（各項目含む）、セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニ
ング（教科書3章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第4回 マーケティング4P（製品のマネジメント）
製品マネジメントにおける製品戦略の概要やそのステップについて解説
します。
【キーワード】
製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製品ライフサイクル（教科書4章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面
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第5回 ★中間試験Ⅰ（講義中に実施）
第１回から４回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として第１回から４回までの教科書を読んで授業
で得た用語の意味を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 マーケティング4P（価格のマネジメント）
製品やサービスの価格設定の基本的な考え方を講義します。価格設定
における需要曲線、価格弾力性の概念や価格戦略について解説しま
す。
【キーワード】
需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、代替品、高付加価値（教科書
5章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第7回 マーケティング4P（チャネルのマネジメント）
チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジメントにおける選択・管理につ
いて解説します。
【キーワード】
チャネル選択、チャネル管理、流通経路、販社制度、チェーンストア制
度、オムニチャネル（教科書7章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第8回 営業のマネジメント
ビジネス市場における企業組織が購入対象となる製品・サービスに対し
てニーズを確立し、複数のブランドや供給業者を特定し、評価し、その
名から選択する意思決定プロセスにおいてキープレイヤーとなる営業
ついて学びます。
【キーワード】
境界連結者、資源動員、ネットワーク、属人信頼、システム信頼（教科
書9章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第9回 サプライチェーンのマネジメント
企業における在庫問題やSCM（サプライチェーン・マネジメント）の役割
について解説します。
【キーワード】
在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第10回 ★中間試験２（講義中に実施）
第６回から９回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として、第６回から９回までの教科書を読んで授
業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 マーケティング4P（広告のマネジメント）
消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロモーションミックス等につい
て解説します。
【キーワード】
消費者対応、競争対応、ブランド対応、プロモーション・ミックス、メディ
ア・ミックス（教科書6章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 顧客関係のマネジメント
ユーザーとしての消費者との関係作りや顧客関係の構築と関係維持に
ついて解説します。
【キーワード】
ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関係性パラダイム、コミットメント、
CRM（教科書10章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ビジネスモデルと顧客理解のマネジメント
顧客理解のためのマーケティング・リサーチについて解説します。
【キーワード】
価値志向、ビジネスエコシステム、成長マトリックス、事業コンセプト（教
科書11章）と市場調査2次データ、マーケティング・リサーチ、定性的調
査、定量的調査、粘着性（教科書１２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ブランドのマネジメント　　※テキスト２章分を１章に纏める
ブランドの意味や機能及びブランド・エクイティの概念やブランド組織の
マネジメントについて解説します。
【キーワード】
保証機能、識別機能、想起機能、ブランド認知、ブランド・パワー、ブラ
ンドエクイティ、ブランドマネージャー。（教科書１3・14章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（OD）　
これまでに学修した内容について復習するとともに、それぞれがマーケ
ティング発想におけるフレームのどの部分に位置づくかを説明します。
（総復習+試験対策）

事後学修としてテキストや授業で講義資料等でこれまで
学修した部分を復習しておくこと。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング基礎＜マーケティング概論＞（経営学部）／マーケティング概論
（経済学部）

2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワークを理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修する。主に、マーケテイング基本概念である
STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマーケティングの4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説ができるよう
に、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となるものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケ
テイング戦略論Ⅰ）において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進める。主要なマーケティングの考え方を
理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方ができる基礎力をつけることを目標とする。

学修の到達目標
1．マーケティング発想（４Ｐ・ＳＴＰ）といった基本的フレームを理解し、記述できる。
2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解
し、記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求
められています。日常よりニュースや新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自分なりのマーケティング
の発想を持つよう心がけることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田章光・清水信年、碩学舎、2020年

参考書

9784502327711
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・（マーケティング発想の経営）
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。
マーケティング発想について学びます。
【キーワード】
マーケティング発想、マーケティング近視案、ニーズ、価値、顧客満足 
（教科書1章）

教科書を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 4時間対面

第2回 マーケティング論の成り立ち
マーケティング論の特徴、発展について学びます。
【キーワード】
マーケティング論、生産者、使用者、コミュニケーション（教科書２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第3回 マーケティングの基本概念
STPを中心に統合されたマーケティング活動について学びます。
【キーワード】
STP、4P（各項目含む）、セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニ
ング（教科書3章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第4回 マーケティング4P（製品のマネジメント）
製品マネジメントにおける製品戦略の概要やそのステップについて解説
します。
【キーワード】
製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製品ライフサイクル（教科書4章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面
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第5回 ★中間試験Ⅰ（講義中に実施）
第１回から４回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として第１回から４回までの教科書を読んで授業
で得た用語の意味を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 マーケティング4P（価格のマネジメント）
製品やサービスの価格設定の基本的な考え方を講義します。価格設定
における需要曲線、価格弾力性の概念や価格戦略について解説しま
す。
【キーワード】
需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、代替品、高付加価値（教科書
5章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第7回 マーケティング4P（チャネルのマネジメント）
チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジメントにおける選択・管理につ
いて解説します。
【キーワード】
チャネル選択、チャネル管理、流通経路、販社制度、チェーンストア制
度、オムニチャネル（教科書7章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第8回 営業のマネジメント
ビジネス市場における企業組織が購入対象となる製品・サービスに対し
てニーズを確立し、複数のブランドや供給業者を特定し、評価し、その
名から選択する意思決定プロセスにおいてキープレイヤーとなる営業
ついて学びます。
【キーワード】
境界連結者、資源動員、ネットワーク、属人信頼、システム信頼（教科
書9章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第9回 サプライチェーンのマネジメント
企業における在庫問題やSCM（サプライチェーン・マネジメント）の役割
について解説します。
【キーワード】
在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第10回 ★中間試験２（講義中に実施）
第６回から９回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として、第６回から９回までの教科書を読んで授
業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 マーケティング4P（広告のマネジメント）
消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロモーションミックス等につい
て解説します。
【キーワード】
消費者対応、競争対応、ブランド対応、プロモーション・ミックス、メディ
ア・ミックス（教科書6章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 顧客関係のマネジメント
ユーザーとしての消費者との関係作りや顧客関係の構築と関係維持に
ついて解説します。
【キーワード】
ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関係性パラダイム、コミットメント、
CRM（教科書10章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ビジネスモデルと顧客理解のマネジメント
顧客理解のためのマーケティング・リサーチについて解説します。
【キーワード】
価値志向、ビジネスエコシステム、成長マトリックス、事業コンセプト（教
科書11章）と市場調査2次データ、マーケティング・リサーチ、定性的調
査、定量的調査、粘着性（教科書１２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ブランドのマネジメント　　※テキスト２章分を１章に纏める
ブランドの意味や機能及びブランド・エクイティの概念やブランド組織の
マネジメントについて解説します。
【キーワード】
保証機能、識別機能、想起機能、ブランド認知、ブランド・パワー、ブラ
ンドエクイティ、ブランドマネージャー。（教科書１3・14章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（OD）　
これまでに学修した内容について復習するとともに、それぞれがマーケ
ティング発想におけるフレームのどの部分に位置づくかを説明します。
（総復習+試験対策）

事後学修としてテキストや授業で講義資料等でこれまで
学修した部分を復習しておくこと。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング基礎＜マーケティング概論＞（経営学部）／マーケティング概論
（経済学部）

2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワークを理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修する。主に、マーケテイング基本概念である
STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマーケティングの4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説ができるよう
に、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となるものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケ
テイング戦略論Ⅰ）において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進める。主要なマーケティングの考え方を
理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方ができる基礎力をつけることを目標とする。

学修の到達目標
1．マーケティング発想（４Ｐ・ＳＴＰ）といった基本的フレームを理解し、記述できる。
2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解
し、記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求
められています。日常よりニュースや新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自分なりのマーケティング
の発想を持つよう心がけることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田章光・清水信年、碩学舎、2020年

参考書

9784502327711
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・（マーケティング発想の経営）
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。
マーケティング発想について学びます。
【キーワード】
マーケティング発想、マーケティング近視案、ニーズ、価値、顧客満足 
（教科書1章）

教科書を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 4時間対面

第2回 マーケティング論の成り立ち
マーケティング論の特徴、発展について学びます。
【キーワード】
マーケティング論、生産者、使用者、コミュニケーション（教科書２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第3回 マーケティングの基本概念
STPを中心に統合されたマーケティング活動について学びます。
【キーワード】
STP、4P（各項目含む）、セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニ
ング（教科書3章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第4回 マーケティング4P（製品のマネジメント）
製品マネジメントにおける製品戦略の概要やそのステップについて解説
します。
【キーワード】
製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製品ライフサイクル（教科書4章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面
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第5回 ★中間試験Ⅰ（講義中に実施）
第１回から４回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として第１回から４回までの教科書を読んで授業
で得た用語の意味を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 マーケティング4P（価格のマネジメント）
製品やサービスの価格設定の基本的な考え方を講義します。価格設定
における需要曲線、価格弾力性の概念や価格戦略について解説しま
す。
【キーワード】
需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、代替品、高付加価値（教科書
5章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第7回 マーケティング4P（チャネルのマネジメント）
チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジメントにおける選択・管理につ
いて解説します。
【キーワード】
チャネル選択、チャネル管理、流通経路、販社制度、チェーンストア制
度、オムニチャネル（教科書7章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第8回 営業のマネジメント
ビジネス市場における企業組織が購入対象となる製品・サービスに対し
てニーズを確立し、複数のブランドや供給業者を特定し、評価し、その
名から選択する意思決定プロセスにおいてキープレイヤーとなる営業
ついて学びます。
【キーワード】
境界連結者、資源動員、ネットワーク、属人信頼、システム信頼（教科
書9章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第9回 サプライチェーンのマネジメント
企業における在庫問題やSCM（サプライチェーン・マネジメント）の役割
について解説します。
【キーワード】
在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第10回 ★中間試験２（講義中に実施）
第６回から９回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として、第６回から９回までの教科書を読んで授
業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 マーケティング4P（広告のマネジメント）
消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロモーションミックス等につい
て解説します。
【キーワード】
消費者対応、競争対応、ブランド対応、プロモーション・ミックス、メディ
ア・ミックス（教科書6章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 顧客関係のマネジメント
ユーザーとしての消費者との関係作りや顧客関係の構築と関係維持に
ついて解説します。
【キーワード】
ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関係性パラダイム、コミットメント、
CRM（教科書10章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ビジネスモデルと顧客理解のマネジメント
顧客理解のためのマーケティング・リサーチについて解説します。
【キーワード】
価値志向、ビジネスエコシステム、成長マトリックス、事業コンセプト（教
科書11章）と市場調査2次データ、マーケティング・リサーチ、定性的調
査、定量的調査、粘着性（教科書１２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ブランドのマネジメント　　※テキスト２章分を１章に纏める
ブランドの意味や機能及びブランド・エクイティの概念やブランド組織の
マネジメントについて解説します。
【キーワード】
保証機能、識別機能、想起機能、ブランド認知、ブランド・パワー、ブラ
ンドエクイティ、ブランドマネージャー。（教科書１3・14章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（OD）　
これまでに学修した内容について復習するとともに、それぞれがマーケ
ティング発想におけるフレームのどの部分に位置づくかを説明します。
（総復習+試験対策）

事後学修としてテキストや授業で講義資料等でこれまで
学修した部分を復習しておくこと。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング基礎＜マーケティング概論＞（経営学部）／マーケティング概論
（経済学部）

2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能から基本的なフレームワークを理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、マーケティングとは何かについて、企業経営における役割・職能の点から学修する。主に、マーケテイング基本概念である
STP(Segmentation、Targeting、 Positioning)やマーケティングの4P(Product、Price、Place、 Promotion)等の専門用語に関する理解と解説ができるよう
に、マネジメントの観点から考察する。また、マーケテイング戦略コースの要となるものであり、各論であるマーケティングマネジメント関連の講義（マーケ
テイング戦略論Ⅰ）において理解を深めることができるよう、重要な用語についての理解を深めるように講義を進める。主要なマーケティングの考え方を
理解し、マーケティング志向に基づいた判断や考え方ができる基礎力をつけることを目標とする。

学修の到達目標
1．マーケティング発想（４Ｐ・ＳＴＰ）といった基本的フレームを理解し、記述できる。
2．マーケティング・マネジメントの基本的な各要素（製品・流通・価格・販促）や顧客との関係性、ブランドなどに関する基本的な概念・基本知識を理解
し、記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業を取り巻く環境が著しく変化するなか、企業経営においてマーケティングの重要性は増し、マーケティング志向に基づく判断力を身につけることが求
められています。日常よりニュースや新聞などで報じられる企業のマーケティング活動に関心をもち、ビジネス事例を通じて、自分なりのマーケティング
の発想を持つよう心がけることを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からのマーケティング （第４版）、石井淳蔵・廣田章光・清水信年、碩学舎、2020年

参考書

9784502327711
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・（マーケティング発想の経営）
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。
マーケティング発想について学びます。
【キーワード】
マーケティング発想、マーケティング近視案、ニーズ、価値、顧客満足 
（教科書1章）

教科書を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。 4時間対面

第2回 マーケティング論の成り立ち
マーケティング論の特徴、発展について学びます。
【キーワード】
マーケティング論、生産者、使用者、コミュニケーション（教科書２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第3回 マーケティングの基本概念
STPを中心に統合されたマーケティング活動について学びます。
【キーワード】
STP、4P（各項目含む）、セグメンテーション、ターゲティング、ポジショニ
ング（教科書3章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第4回 マーケティング4P（製品のマネジメント）
製品マネジメントにおける製品戦略の概要やそのステップについて解説
します。
【キーワード】
製品戦略、市場機会、製品コンセプト、製品ライフサイクル（教科書4章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面
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第5回 ★中間試験Ⅰ（講義中に実施）
第１回から４回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として第１回から４回までの教科書を読んで授業
で得た用語の意味を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 マーケティング4P（価格のマネジメント）
製品やサービスの価格設定の基本的な考え方を講義します。価格設定
における需要曲線、価格弾力性の概念や価格戦略について解説しま
す。
【キーワード】
需要曲線、価格弾力性（仕組みも含む）、代替品、高付加価値（教科書
5章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第7回 マーケティング4P（チャネルのマネジメント）
チャネル別ブランド戦略、チャネルマネジメントにおける選択・管理につ
いて解説します。
【キーワード】
チャネル選択、チャネル管理、流通経路、販社制度、チェーンストア制
度、オムニチャネル（教科書7章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第8回 営業のマネジメント
ビジネス市場における企業組織が購入対象となる製品・サービスに対し
てニーズを確立し、複数のブランドや供給業者を特定し、評価し、その
名から選択する意思決定プロセスにおいてキープレイヤーとなる営業
ついて学びます。
【キーワード】
境界連結者、資源動員、ネットワーク、属人信頼、システム信頼（教科
書9章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第9回 サプライチェーンのマネジメント
企業における在庫問題やSCM（サプライチェーン・マネジメント）の役割
について解説します。
【キーワード】
在庫、鮮度、不良在庫、SCM（教科書８章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第10回 ★中間試験２（講義中に実施）
第６回から９回までに学修した用語についての理解を確認します。

事前学修として、第６回から９回までの教科書を読んで授
業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 マーケティング4P（広告のマネジメント）
消費者ニーズの明確化、消費者対応、プロモーションミックス等につい
て解説します。
【キーワード】
消費者対応、競争対応、ブランド対応、プロモーション・ミックス、メディ
ア・ミックス（教科書6章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 顧客関係のマネジメント
ユーザーとしての消費者との関係作りや顧客関係の構築と関係維持に
ついて解説します。
【キーワード】
ライトユーザー、ロイヤルカスタマー、関係性パラダイム、コミットメント、
CRM（教科書10章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ビジネスモデルと顧客理解のマネジメント
顧客理解のためのマーケティング・リサーチについて解説します。
【キーワード】
価値志向、ビジネスエコシステム、成長マトリックス、事業コンセプト（教
科書11章）と市場調査2次データ、マーケティング・リサーチ、定性的調
査、定量的調査、粘着性（教科書１２章）

事後学修として教科書を読んで授業で得た知識を復習し
ておくこと。

4時間対面

第14回 ブランドのマネジメント　　※テキスト２章分を１章に纏める
ブランドの意味や機能及びブランド・エクイティの概念やブランド組織の
マネジメントについて解説します。
【キーワード】
保証機能、識別機能、想起機能、ブランド認知、ブランド・パワー、ブラ
ンドエクイティ、ブランドマネージャー。（教科書１3・14章）

事後学修としてテキストの教科書を読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 総括（OD）　
これまでに学修した内容について復習するとともに、それぞれがマーケ
ティング発想におけるフレームのどの部分に位置づくかを説明します。
（総復習+試験対策）

事後学修としてテキストや授業で講義資料等でこれまで
学修した部分を復習しておくこと。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス情報基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1宮崎　裕

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド

－26－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス情報基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1李　鍾賛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス情報基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1前川　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面

－29－



第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス情報基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1森下　浩平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス情報基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1李　鍾賛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス情報基礎　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1森下　浩平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス情報基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1李　鍾賛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 情報処理とICTに関する基礎的な知識・スキルの修得、情報リテラシー（情報活用能力）

授業の目的及び概要
・本科目は、情報処理とICT（情報通信技術）に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー（情報活用能力）の修得を目的とします。これら能力は、こ
れからの大学生活を送る上で基本となる「汎用的技能」であり、卒業後の仕事でも必須となる「就業力」といえます。例えば、大学では、特定のテーマに
ついて調査し、レポートを作成後、プレゼンテーションを実施します。また、現代の情報化社会にあっては、あらゆる場面でICTが利用され、利活用するこ
とが求められます。
・本科目では、PCの基本操作に慣れるとともに、大学生活やビジネス現場で最も使われているワープロ、表計算、プレゼンテーション等の基本ソフトの
「使い方」（操作知識とスキル）の基礎を修得します。また、本学の教学システム、関連したSNS（Social Networking Services）・クラウドサービス・メール
サービスの利活用、図書館情報システム・インターネットを使った情報の検索方法、コンピュータ、情報通信ネットワーク、情報モラル・情報セキュリティ
（ITパスポート出題内容）についても学修します。

学修の到達目標
・本科目の到達目標は、大学４年間及び入社時に最低限必要となるICT（情報通信技術）・情報処理に関する基礎的な知識とスキル、情報リテラシー
（情報活用能力）の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）PCを操作し、本学の教学システム、関連したSNSやクラウドサービスを適切に利用できる。
2）インターネットを使った適切な情報検索（図書館利用法・文献探索・データベース活用法等を含む）ができる。
3）情報化社会の特性を踏まえ、情報モラル・情報セキュリティ・個人情報・著作権等について説明できる。
4）キーボードを使って文字入力ができる（5分間で日本語300文字以上）。
5）プレゼンテーションソフト（PowerPoint）を用いて簡易なスライド資料の作成ができる。
6）ワープロソフト（Word）を用いて簡易な文書作成ができる。
7）表計算ソフト（Excel）を用いて、情報を分析評価・整理等するために簡易な集計表やグラフの作成ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技を実施するため、適宜学生の質問等に回答します。
・教学システムを利用したテストを実施した場合には、受験後、採点結果等をフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

毎回の授業に出席し課題に取り組めば、PC、タイピング、ワープロ・表計算・プレゼンテーションソフト等に関する基本的な操作スキルを身につけること
が可能です。これらスキルの修得には一定の時間と量が必要です。４年間の大学生活だけでなく卒業後の仕事においても必須のスキルとなるため、集
中して取り組み修得して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
ー

030

3002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

情報リテラシー入門編　Windows10／Office 2019対応型番（FPT1918），FOM，FOM出版，2020年

参考書

ー

9784865104165

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 1）ガイダンス
2）本学の情報通信機器及び教学システムの概要や基本操作
・本学ICT環境(1)：Learning Portal、Universal Passport、クラウドサービ
ス（Microsoft/Office365）等
・Windowsの操作(1)
・情報セキュリティ・パスワード変更
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP1Windowsについて～STEP6アプリを操作しよう，STEP10 Windows
を終了しよう

○事前学修
・全15回のシラバスをすべて読んで授業計画を確認して
下さい。
・学内システムのパスワードをどのようにするかについて
決めてきてください（パスワードは半角英数字記号を利用
します）。
○事後学修
・以後、本学の教学システムに毎日ログインし、学内の連
絡事項を確認してください。
・自宅PCから本学の教学システムにアクセスし授業資料
をダウンロードし閲覧してください。

4時間対面
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第2回 1）教学システムの基本操作
・Windowsの操作(2)
・本学ICT環境(2)：学修ポートフォリオ、クラウドサービス/SNS 
Microsoft/Office365（Outlook、OneDrive等）
【テキスト】ウィンドウズ編
STEP7ファイルを上手に管理しよう～STEP9インターネットを使ってみよ
う

○事前学修
・第1回の操作を基本としますので、第1回の内容を事前に
復習して下さい。
○事後学修
・自宅PCにてメール操作やOneDrive操作して下さい。

4時間対面

第3回 1）教学システムの基本操作
　・本学ICT環境(3)：
2）Windowsの操作(3)・タイピングの基礎
　・Windowsの基本操作
　・日本語入力・タイピングの基礎
  ・作成ファイルのアップロード
【テキスト】ウィンドウズ編全体

○事前学修
・テキストの「Windowsを使ってみよう」に従って自宅PC等
で操作して下さい。
○事後学修
・授業内で指定してたタイピング課題を作成し、学内シス
テムを通じて提出してください。
・以後、少なくとも「5分間で日本語300文字以上」を第12回
目の授業では超えるように、タイピング練習をしてくださ
い。

4時間対面

第4回 1）情報検索と図書館蔵書検索
2）プレゼンテーションソフトの基本操作(1)
【テキスト】プレゼンテーション編
・STEP1　PowerPointについて～STEP6　プレゼンテーションを印刷しよ
う

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」を事前に確認しておき
ましょう。STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の操作を復習しておき
ましょう。

4時間対面

第5回 1）プレゼンテーションソフトの基本操作(2)
【テキスト】プレゼンテーション編
・前回の続き
・練習問題
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「プレゼンテーション編」の練習問題を事前に
確認しましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 1）ワープロソフトの基本操作(1)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・STEP1　Wordについて～STEP6長文のレポートを編集しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「文章作成編」を事前に確認しておきましょう。
STEP1～STEP6。
○事後学修
・テキストの「文章作成編」の操作を復習しておきましょう。
STEP1～STEP6。

4時間対面

第7回 1）ワープロソフトの基本操作(2)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 1）ワープロソフトの基本操作(3)
【テキスト】ワープロソフトを活用しよう
・練習問題2と3
2）情報モラル＆情報セキュリティ【テキスト】ネット社会で情報を安全に
使いこなそう
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題2と3を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題2と3を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 1）表計算ソフトの基本操作(1)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP1　Excelについて～STEP5　表を印刷しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP1
～5の操作を復習しておきましょう。

4時間対面

第10回 1）表計算ソフトの基本操作(2)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
STEP6　グラフを作成しよう～STEP8　複数のシートを操作しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP6
～8の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第11回 1）表計算ソフトの基本操作(3)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・前回の続き
・練習問題1と2
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの練習問題1と2を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・練習問題1と2を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 1）表計算ソフトの基本操作(4)
【テキスト】表計算ソフトを活用しよう
・STEP9　関数を使いこなそう～STEP11　条件付き書式を設定しよう
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストの「表計算編」を事前に確認しておきましょう。
○事後学修
・テキストの「表計算編」表計算ソフトを活用しようSTEP9
～11の操作を復習しておきましょう

4時間対面

第13回 1）総合演習1
・総合演習課題(1)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(1)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第14回 1）総合演習2
・総合演習課題(2)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(2)を完成させ提出しましょう。

4時間対面

第15回 1）総合演習3
・総合演習課題(3)
2）情報モラル＆情報セキュリティ
3) タイピングスコアの提出

○事前学修
・テキストを使って操作を確認しておきましょう
○事後学修
・総合演習課題(3)を完成させ提出しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234森下　浩平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234李　鍾賛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234前川　淳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234李　鍾賛

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面
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第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面

－46－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 データサイエンス基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234森下　浩平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）

授業の目的及び概要
・本科目は、学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力を育
成することを目的とします。
・数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーは、Society 5.0の実現やSDGsを達成する上で必要となる「汎用的技能」であり、また、卒業後の仕事でも
必要となる「就業力」といえます。
・データやAIに関する法的性質を知り、現代ビジネスの諸課題に取り組み、社会で活躍できる力を育成する上でも数理・データサイエンス・AIに関する基
礎的知識やスキルは必須の能力と言えます。
・本科目では、このような数理・データサイエンス・AIに関する能力の修得に向けて、各オフィスソフトを操作しながら課題に取り組みます。また、社会に
おける実課題や実データを活用する実践的な学修のため、企業等から提供される実課題や実データを活用します。
・また、情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理（ITパスポート出題内容）についても学修します。
・本科目は「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しています。

学修の到達目標
本科目の到達目標は、数理・データサイエンス・ＡＩに関する能力の修得です。具体的には以下の項目を到達目標とします。
1）社会で起きている変化、社会で活用されているデータ、データ・AIの活用領域、データ・AI利活用の現場、データ・AI利活用の最新動向について説明
できる。
2）データを読み、説明し、扱うことができる。
3）データ・AIを扱う上での留意事項及びデータを守る上での留意事項、情報倫理・情報セキュリティなど情報の取扱いに係る法規・倫理について説明で
きる。
4）企業等から提供される実データを活用して、実データを処理・分析し実課題の解決に資する報告資料を作成できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・PCを用いた実技も行いますので、適時学生の質問に答えていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・毎回の授業に出席し、課題に取り組めば、「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）」に関する知識や技能を身につける事が可能です。
・欠席した場合はLearningPortalを確認し、課題がある場合は提出しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
最終課題

00

2003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

AIデータサイエンスリテラシー入門，吉岡剛志，技術評論社，2022年

参考書

ー

9784297130428

ー

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起きている変化
・情報倫理・情報セキュリティなど、情報の取扱いに係る法規・倫理(※
以降、ELSI&S：Ethical, Legal and Social Issues & Securityと略記を用い
る)
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を事前に読んでおきましょう。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用　1-1　社会で起き
ている変化を復習しておきましょう。

4時間対面

第2回 ELSI&Sテスト
第1章　1-2　社会で活用されているデータ①、第2章　データリテラシー
　2-1　Excelの基本的な操作
・モデルカリキュラムとの対応：社会で起きている変化、データ・AI利活
用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上での留意事項

○事前学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　1-2　社会で活用されているデータ、第2章　データ
リテラシー　2-1　Excelの基本的な操作を復習してくださ
い。

4時間対面

－47－



第3回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用されているデー
タ②、第2章　データリテラシー　2-2　時系列データの可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-2　社会で活用さ
れているデータ、第2章　データリテラシー　2-2　時系列
データの可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第4回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの活用領域、第2
章　データリテラシー　2-3　平均の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-3　データ・AIの
活用領域、第2章　データリテラシー　2-3　平均の算出と
その可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第5回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術①、第2章　データリテラシー　2-4　標準偏差の算出とその可視化
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

ELSI&Sテスト
○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化とその可視化を事前に読んでく
ださい。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-4　標準
偏差の算出とその可視化を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第6回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利活用のための
技術②、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-4　データ・AI利
活用のための技術、第2章　データリテラシー　2-5　大量
のデータを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第7回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
①、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデータを扱う方法②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-5　大量のデー
タを扱う方法を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第8回 ELSI&Sテスト
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利活用の現場
②、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図①
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を事前に読んでください。
○事後学修
第1章　社会におけるデータ・AI利活用 1-5　データ・AI利
活用の現場、第2章　データリテラシー　2-6　基本統計量
の算出と箱ひげ図を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第9回 ELSI&Sテスト
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データリテラシー　2
-6　基本統計量の算出と箱ひげ図②
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を事前に
読んでください。
○事後学修
第1章　1-6　データ・AI利活用の最新動向、第2章　データ
リテラシー　2-6　基本統計量の算出と箱ひげ図を復習し
てください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第10回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1①、第2章　データリテ
ラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
モデルカリキュラムとの対応：社会で活用されているデータ、データを説
明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-7　度数分布表とヒストグラムの作成
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第11回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1②、第2章　データリテ
ラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で活用されている
データ、データを説明する・データを読む・データを扱う・データ・AIの活
用領域

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を事前に読んでください。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-1、第2章　
データリテラシー　2-8　散布図の作成と相関係数の算出
を復習してください。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第12回 ELSI&Sテスト
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データを守る上での
留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　定性データの扱い方とクロス
集計
・モデルカリキュラムとの対応（追加資料含む）：社会で起きている変
化、データ・AI利活用の現場、データ・AIの活用領域・データ・AIを扱う上
での留意事項

○事前学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を事前に読んでおきま
しょう。
○事後学修
第3章　データ・AI利活用における留意事項　3-2　データ
を守る上での留意事項、第2章　データリテラシー　2-9　
定性データの扱い方とクロス集計を復習しておきましょう。
出題された課題を完成させ提出して下さい。

4時間対面

第13回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(1) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間オンデマンド

第14回 ・企業等から提供される実データを用いた処理・分析と報告書の作成(2) ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させてください。

4時間対面

第15回 総合演習（最終課題） ○事前学修
テキスト全体を復習しておきましょう。
○事後学修
出題された課題を完成させ提出してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理に関する基本知識を学びます。

授業の目的及び概要
経営管理の実際の業務は、企業内部で行われており、中々表に出てこないため、難しいと思われるかもしれません。この授業では、それを学ぶ第一歩
として、企業がどのような構造を持っているのか、企業とはどのようなものかや経営資源（カネ・ホト・モノ）がどのようなものか、そして、実際にどうやって
管理し、作り出しているのかを学びます。日本で企業を経営する際には、どういったことを知っておくべきかを学び、企業がどのような活動を行っている
かをイメージでき、経営管理の基本理論が企業の活動にどのように影響を及ぼしているかを理解しましょう。

学修の到達目標
①日本企業の特徴を表す基本用語を理解する。 
②企業の諸活動の詳細を理解するための基本用語を理解する。  
③経営管理論の代表的な理論を理解する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
知識定着を確認するための中間テストを2回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミングアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果に
ついて講義中にフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①教科書、参考書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するために小テストを実施し、解答を提出していただきます。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。
③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。
④学修内容の確認と定着のため、課題を課すことがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野 恭裕 ,馬場 大治 編著(2016) 『経営管理論』中央経済社 
授業では、教科書、参考書を参照しながら、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行い
ます。

参考書

井原久光,経営学入門キーコンセプト,ミネルヴァ書房,2013

978-4502190612

978-4623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・経営管理とは

参考書対応項目：管理過程論(41)
キーワード：経営管理、管理職能、トップ・マネジメント

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認するこ
と。教科書第1章（pp.12-25）、参考書の対応項目を事前に
確認し、キーワードについて調べること。
【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的につい
て確認すること。教科書、参考書、授業資料を再度確認
し、講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

3.5時間対面

第2回 第2回：企業を起業する！！でも会社と個人商店は何が違うのか

現在は、誰でも簡単に起業することが出来ます。しかし、起業した企業
が「会社」と呼ばれるには、様々なしくみが必要です。日本で会社と呼ば
れるにはどのようなしくみが必要なのか学びましょう。

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、所有と経営の分離(5)
キーワード：日本的経営、株式会社、有限責任、所有と経営の分離、株
式相互持合い

【事前学習】教科書の第2章（pp.26-42）、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面
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第3回 第3回：どうやってお金を集めるのか？株主からの投資と銀行からの借
金の違い

会社の形を整え、事業を始めようとする際、自分のお金だけでは不足し
ます。投資を募りましょう。その際、どこからお金を調達したらよいでしょ
うか？日本企業の資金調達方法の特徴や仕組みについて学びます。

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、所有と経営の分離(5)
キーワード：コーポレート・ガバナンス、間接金融、直接金融、メインバン
ク制

【事前学習】教科書第15章(pp.238-247)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第4回 第4回：人を雇って、給料をきめよう

起業をして事業の元手となる資金を集めたら、それを活用する人材を集
めないといけません。その際、どんな給料体系にしたら良いでしょうか？
様々な人事制度の特徴について学びます。

日本企業の人事制度
参考書対応項目：人事評価制度(59)、賃金体系(61)、OJTと
OFFJT(64)、日本的経営(67)"
キーワード：日本的経営、職位、職能、スタッフ、ライン、人事評価制度、
OJT

【事前学習】教科書第13章(pp.206-217)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第5回 中間テスト①
第1回から第４回の授業内容についての中間テストを行います。

【事前学習】第1回～第4回の内容を確認し、復習するこ
と。
【事後学修】テスト内容、参考書、授業資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第6回 第6回：製品を作ろう！！だが、その前に

行う事業が決まり、ヒトも雇ったら、いよいよ事業を展開していきましょ
う。製品の生産です。しかし、生産のやり方にはそれぞれ特徴がありま
す。それらの違いについて学びましょう。

生産管理の基本
参考書対応項目：生産形態(71)、見込み生産と受注生産(72)、ライン生
産とセル生産(73)
キーワード：見込み生産、受注生産、ライン生産、セル生産

【事前学習】参考書：項目 71-73(pp.152～p.157)を事前に
確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第7回 第7回：製品を作ろう！！大量生産するには① フォードシステム

製品はたくさん作れば良いというわけではありませんし、たくさん作るた
めには、さまざまな工夫が必要です。今まで行われた大量生産のやり
方を学び、大量生産にはどのようなことが必要なのか知りましょう。

参考書対応項目：オートメーション(74)、フォードシステムとフォーディズ
ム(75)
キーワード：フォードシステム、フォーディズム、オートメーション（自動
化）

【事前学習】教科書第14章(pp.221-225)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第8回 第8回：製品を作ろう！！大量生産するには② トヨタ生産方式

トヨタ生産方式は、大量生産をしながらたくさんの品種展開にも対応す
るというフォードシステムを発展させたものでした。それがどのようなも
のかを学び、これを実行するにはどのようなことが必要なのか知りま
しょう。

参考書対応項目：フォードシステムとフォーディズム(75)、デトロイト方式
とトヨタ方式(76)
キーワード：デトロイト方式、かんばん方式、JIT、QC活動

【事前学習】トヨタ生産方式について、また、６回～８回の
授業の内容を事前に確認し、キーワードについて調べるこ
と。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 中間テスト②前のまとめ
日本企業の財務・人材・生産管理の特徴（第2回～第8回の内容）につ
いて復習します。

【事前学習】第1回～第8回の内容を事前に確認し、キー
ワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 中間テスト②
第1回～第8回の内容についてのテストを行います。

【事前学習】第1回～第8回の内容を確認し、復習するこ
と。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第11回 第11回：従業員がサボらないようにするためにはどうしたらいいのか？
理論から学ぶ経営管理①
企業を経営する際、「ヒト（従業員）をやる気にさせるにはどうすればい
いのか？」ということは大きな問題です。経営管理でも大きなテーマで
す。そのベースとなる理論を学び、今まで学んだことにどのように反映さ
れているかを学びます。

科学的管理法と人間関係論（伝統的管理論）
参考書対応項目：科学的管理法(40)、人間関係論(42)
キーワード：科学的管理法、ホーソン実験、人間関係論

【事前学習】教科書第3章(pp.49-p.56)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第12回 第12回：仕事とプライベートは別物か一緒なのか？理論から学ぶ経営
管理②
近代的管理論
仕事とプライベートを両立するべきか否か。日本企業でも働き方に対す
る考え方が変化してきました。働き方に関する考え方の変化を近代的
管理論を通して学びます。

キーワード：自律型人材モデル、協働、共通（組織）目的、協働意思（貢
献意欲）

【事前学習】教科書第4章(pp.60-p.69)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第13回 第13回：周りの状況によってやり方も変えないといけない？理論から学
ぶ経営管理③
コンティンジェンシー理論
状況によってうまくいったり、うまくいかなかったり…。変化にすばやく対
応することも企業経営をうまくやるコツの一つです。コンティンジェンシー
理論の学修を通して、環境適応の功罪を学びます。

参考書対応項目：コンティンジェンシー理論(56)
キーワード：コンティンジェンシー理論、組織構造、分権化、集権化

【事前学習】教科書第9章(pp.142-146,pp.150-152)、参考
書の対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ
ること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第14回 第11～13回のまとめ
第10回から第13回の授業内容についてまとめを行います。

【事前学習】11回～13回の内容を事前に確認し、キーワー
ドについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第15回 【全体のまとめ】
本授業全体のまとめと内容の確認

【事前学習】これまでの授業内容に該当する教科書の箇
所をもう一度確認すること。
【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でまとめ
たノートや資料を確認すること。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理に関する基本知識を学びます。

授業の目的及び概要
経営管理の実際の業務は、企業内部で行われており、中々表に出てこないため、難しいと思われるかもしれません。この授業では、それを学ぶ第一歩
として、企業がどのような構造を持っているのか、企業とはどのようなものかや経営資源（カネ・ホト・モノ）がどのようなものか、そして、実際にどうやって
管理し、作り出しているのかを学びます。日本で企業を経営する際には、どういったことを知っておくべきかを学び、企業がどのような活動を行っている
かをイメージでき、経営管理の基本理論が企業の活動にどのように影響を及ぼしているかを理解しましょう。

学修の到達目標
①日本企業の特徴を表す基本用語を理解する。 
②企業の諸活動の詳細を理解するための基本用語を理解する。  
③経営管理論の代表的な理論を理解する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
知識定着を確認するための中間テストを2回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミングアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果に
ついて講義中にフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①教科書、参考書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するために小テストを実施し、解答を提出していただきます。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。
③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。
④学修内容の確認と定着のため、課題を課すことがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野 恭裕 ,馬場 大治 編著(2016) 『経営管理論』中央経済社 
授業では、教科書、参考書を参照しながら、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行い
ます。

参考書

井原久光,経営学入門キーコンセプト,ミネルヴァ書房,2013

978-4502190612

978-4623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・経営管理とは

参考書対応項目：管理過程論(41)
キーワード：経営管理、管理職能、トップ・マネジメント

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認するこ
と。教科書第1章（pp.12-25）、参考書の対応項目を事前に
確認し、キーワードについて調べること。
【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的につい
て確認すること。教科書、参考書、授業資料を再度確認
し、講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

3.5時間対面

第2回 第2回：企業を起業する！！でも会社と個人商店は何が違うのか

現在は、誰でも簡単に起業することが出来ます。しかし、起業した企業
が「会社」と呼ばれるには、様々なしくみが必要です。日本で会社と呼ば
れるにはどのようなしくみが必要なのか学びましょう。

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、所有と経営の分離(5)
キーワード：日本的経営、株式会社、有限責任、所有と経営の分離、株
式相互持合い

【事前学習】教科書の第2章（pp.26-42）、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面
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第3回 第3回：どうやってお金を集めるのか？株主からの投資と銀行からの借
金の違い

会社の形を整え、事業を始めようとする際、自分のお金だけでは不足し
ます。投資を募りましょう。その際、どこからお金を調達したらよいでしょ
うか？日本企業の資金調達方法の特徴や仕組みについて学びます。

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、所有と経営の分離(5)
キーワード：コーポレート・ガバナンス、間接金融、直接金融、メインバン
ク制

【事前学習】教科書第15章(pp.238-247)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第4回 第4回：人を雇って、給料をきめよう

起業をして事業の元手となる資金を集めたら、それを活用する人材を集
めないといけません。その際、どんな給料体系にしたら良いでしょうか？
様々な人事制度の特徴について学びます。

日本企業の人事制度
参考書対応項目：人事評価制度(59)、賃金体系(61)、OJTと
OFFJT(64)、日本的経営(67)"
キーワード：日本的経営、職位、職能、スタッフ、ライン、人事評価制度、
OJT

【事前学習】教科書第13章(pp.206-217)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第5回 中間テスト①
第1回から第４回の授業内容についての中間テストを行います。

【事前学習】第1回～第4回の内容を確認し、復習するこ
と。
【事後学修】テスト内容、参考書、授業資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第6回 第6回：製品を作ろう！！だが、その前に

行う事業が決まり、ヒトも雇ったら、いよいよ事業を展開していきましょ
う。製品の生産です。しかし、生産のやり方にはそれぞれ特徴がありま
す。それらの違いについて学びましょう。

生産管理の基本
参考書対応項目：生産形態(71)、見込み生産と受注生産(72)、ライン生
産とセル生産(73)
キーワード：見込み生産、受注生産、ライン生産、セル生産

【事前学習】参考書：項目 71-73(pp.152～p.157)を事前に
確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第7回 第7回：製品を作ろう！！大量生産するには① フォードシステム

製品はたくさん作れば良いというわけではありませんし、たくさん作るた
めには、さまざまな工夫が必要です。今まで行われた大量生産のやり
方を学び、大量生産にはどのようなことが必要なのか知りましょう。

参考書対応項目：オートメーション(74)、フォードシステムとフォーディズ
ム(75)
キーワード：フォードシステム、フォーディズム、オートメーション（自動
化）

【事前学習】教科書第14章(pp.221-225)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第8回 第8回：製品を作ろう！！大量生産するには② トヨタ生産方式

トヨタ生産方式は、大量生産をしながらたくさんの品種展開にも対応す
るというフォードシステムを発展させたものでした。それがどのようなも
のかを学び、これを実行するにはどのようなことが必要なのか知りま
しょう。

参考書対応項目：フォードシステムとフォーディズム(75)、デトロイト方式
とトヨタ方式(76)
キーワード：デトロイト方式、かんばん方式、JIT、QC活動

【事前学習】トヨタ生産方式について、また、６回～８回の
授業の内容を事前に確認し、キーワードについて調べるこ
と。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 中間テスト②前のまとめ
日本企業の財務・人材・生産管理の特徴（第2回～第8回の内容）につ
いて復習します。

【事前学習】第1回～第8回の内容を事前に確認し、キー
ワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 中間テスト②
第1回～第8回の内容についてのテストを行います。

【事前学習】第1回～第8回の内容を確認し、復習するこ
と。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第11回 第11回：従業員がサボらないようにするためにはどうしたらいいのか？
理論から学ぶ経営管理①
企業を経営する際、「ヒト（従業員）をやる気にさせるにはどうすればい
いのか？」ということは大きな問題です。経営管理でも大きなテーマで
す。そのベースとなる理論を学び、今まで学んだことにどのように反映さ
れているかを学びます。

科学的管理法と人間関係論（伝統的管理論）
参考書対応項目：科学的管理法(40)、人間関係論(42)
キーワード：科学的管理法、ホーソン実験、人間関係論

【事前学習】教科書第3章(pp.49-p.56)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第12回 第12回：仕事とプライベートは別物か一緒なのか？理論から学ぶ経営
管理②
近代的管理論
仕事とプライベートを両立するべきか否か。日本企業でも働き方に対す
る考え方が変化してきました。働き方に関する考え方の変化を近代的
管理論を通して学びます。

キーワード：自律型人材モデル、協働、共通（組織）目的、協働意思（貢
献意欲）

【事前学習】教科書第4章(pp.60-p.69)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第13回 第13回：周りの状況によってやり方も変えないといけない？理論から学
ぶ経営管理③
コンティンジェンシー理論
状況によってうまくいったり、うまくいかなかったり…。変化にすばやく対
応することも企業経営をうまくやるコツの一つです。コンティンジェンシー
理論の学修を通して、環境適応の功罪を学びます。

参考書対応項目：コンティンジェンシー理論(56)
キーワード：コンティンジェンシー理論、組織構造、分権化、集権化

【事前学習】教科書第9章(pp.142-146,pp.150-152)、参考
書の対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ
ること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第14回 第11～13回のまとめ
第10回から第13回の授業内容についてまとめを行います。

【事前学習】11回～13回の内容を事前に確認し、キーワー
ドについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第15回 【全体のまとめ】
本授業全体のまとめと内容の確認

【事前学習】これまでの授業内容に該当する教科書の箇
所をもう一度確認すること。
【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でまとめ
たノートや資料を確認すること。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理に関する基本知識を学びます。

授業の目的及び概要
経営管理の実際の業務は、企業内部で行われており、中々表に出てこないため、難しいと思われるかもしれません。この授業では、それを学ぶ第一歩
として、企業がどのような構造を持っているのか、企業とはどのようなものかや経営資源（カネ・ホト・モノ）がどのようなものか、そして、実際にどうやって
管理し、作り出しているのかを学びます。日本で企業を経営する際には、どういったことを知っておくべきかを学び、企業がどのような活動を行っている
かをイメージでき、経営管理の基本理論が企業の活動にどのように影響を及ぼしているかを理解しましょう。

学修の到達目標
①日本企業の特徴を表す基本用語を理解する。 
②企業の諸活動の詳細を理解するための基本用語を理解する。  
③経営管理論の代表的な理論を理解する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
知識定着を確認するための中間テストを2回実施し、その中間テスト準備のためのウォーミングアップテストも必要に応じて実施します。その試験結果に
ついて講義中にフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

①教科書、参考書は必ず持参してください。毎回、講義内容の定着を確認するために小テストを実施し、解答を提出していただきます。
②授業で習ったキーワードについては、必ず復習するようにして下さい。
③毎回、授業前に必ずラーニングポータルで課題や資料の掲示がないか確認してください。
④学修内容の確認と定着のため、課題を課すことがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野 恭裕 ,馬場 大治 編著(2016) 『経営管理論』中央経済社 
授業では、教科書、参考書を参照しながら、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行い
ます。

参考書

井原久光,経営学入門キーコンセプト,ミネルヴァ書房,2013

978-4502190612

978-4623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・経営管理とは

参考書対応項目：管理過程論(41)
キーワード：経営管理、管理職能、トップ・マネジメント

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認するこ
と。教科書第1章（pp.12-25）、参考書の対応項目を事前に
確認し、キーワードについて調べること。
【事後学修】シラバスを確認し、授業の構成と目的につい
て確認すること。教科書、参考書、授業資料を再度確認
し、講義中に作成したノートや資料を参考に復習するこ

3.5時間対面

第2回 第2回：企業を起業する！！でも会社と個人商店は何が違うのか

現在は、誰でも簡単に起業することが出来ます。しかし、起業した企業
が「会社」と呼ばれるには、様々なしくみが必要です。日本で会社と呼ば
れるにはどのようなしくみが必要なのか学びましょう。

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、所有と経営の分離(5)
キーワード：日本的経営、株式会社、有限責任、所有と経営の分離、株
式相互持合い

【事前学習】教科書の第2章（pp.26-42）、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面
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第3回 第3回：どうやってお金を集めるのか？株主からの投資と銀行からの借
金の違い

会社の形を整え、事業を始めようとする際、自分のお金だけでは不足し
ます。投資を募りましょう。その際、どこからお金を調達したらよいでしょ
うか？日本企業の資金調達方法の特徴や仕組みについて学びます。

参考書対応項目：株式会社のしくみ(4)、所有と経営の分離(5)
キーワード：コーポレート・ガバナンス、間接金融、直接金融、メインバン
ク制

【事前学習】教科書第15章(pp.238-247)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第4回 第4回：人を雇って、給料をきめよう

起業をして事業の元手となる資金を集めたら、それを活用する人材を集
めないといけません。その際、どんな給料体系にしたら良いでしょうか？
様々な人事制度の特徴について学びます。

日本企業の人事制度
参考書対応項目：人事評価制度(59)、賃金体系(61)、OJTと
OFFJT(64)、日本的経営(67)"
キーワード：日本的経営、職位、職能、スタッフ、ライン、人事評価制度、
OJT

【事前学習】教科書第13章(pp.206-217)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第5回 中間テスト①
第1回から第４回の授業内容についての中間テストを行います。

【事前学習】第1回～第4回の内容を確認し、復習するこ
と。
【事後学修】テスト内容、参考書、授業資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第6回 第6回：製品を作ろう！！だが、その前に

行う事業が決まり、ヒトも雇ったら、いよいよ事業を展開していきましょ
う。製品の生産です。しかし、生産のやり方にはそれぞれ特徴がありま
す。それらの違いについて学びましょう。

生産管理の基本
参考書対応項目：生産形態(71)、見込み生産と受注生産(72)、ライン生
産とセル生産(73)
キーワード：見込み生産、受注生産、ライン生産、セル生産

【事前学習】参考書：項目 71-73(pp.152～p.157)を事前に
確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第7回 第7回：製品を作ろう！！大量生産するには① フォードシステム

製品はたくさん作れば良いというわけではありませんし、たくさん作るた
めには、さまざまな工夫が必要です。今まで行われた大量生産のやり
方を学び、大量生産にはどのようなことが必要なのか知りましょう。

参考書対応項目：オートメーション(74)、フォードシステムとフォーディズ
ム(75)
キーワード：フォードシステム、フォーディズム、オートメーション（自動
化）

【事前学習】教科書第14章(pp.221-225)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第8回 第8回：製品を作ろう！！大量生産するには② トヨタ生産方式

トヨタ生産方式は、大量生産をしながらたくさんの品種展開にも対応す
るというフォードシステムを発展させたものでした。それがどのようなも
のかを学び、これを実行するにはどのようなことが必要なのか知りま
しょう。

参考書対応項目：フォードシステムとフォーディズム(75)、デトロイト方式
とトヨタ方式(76)
キーワード：デトロイト方式、かんばん方式、JIT、QC活動

【事前学習】トヨタ生産方式について、また、６回～８回の
授業の内容を事前に確認し、キーワードについて調べるこ
と。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 中間テスト②前のまとめ
日本企業の財務・人材・生産管理の特徴（第2回～第8回の内容）につ
いて復習します。

【事前学習】第1回～第8回の内容を事前に確認し、キー
ワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 中間テスト②
第1回～第8回の内容についてのテストを行います。

【事前学習】第1回～第8回の内容を確認し、復習するこ
と。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第11回 第11回：従業員がサボらないようにするためにはどうしたらいいのか？
理論から学ぶ経営管理①
企業を経営する際、「ヒト（従業員）をやる気にさせるにはどうすればい
いのか？」ということは大きな問題です。経営管理でも大きなテーマで
す。そのベースとなる理論を学び、今まで学んだことにどのように反映さ
れているかを学びます。

科学的管理法と人間関係論（伝統的管理論）
参考書対応項目：科学的管理法(40)、人間関係論(42)
キーワード：科学的管理法、ホーソン実験、人間関係論

【事前学習】教科書第3章(pp.49-p.56)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第12回 第12回：仕事とプライベートは別物か一緒なのか？理論から学ぶ経営
管理②
近代的管理論
仕事とプライベートを両立するべきか否か。日本企業でも働き方に対す
る考え方が変化してきました。働き方に関する考え方の変化を近代的
管理論を通して学びます。

キーワード：自律型人材モデル、協働、共通（組織）目的、協働意思（貢
献意欲）

【事前学習】教科書第4章(pp.60-p.69)、参考書の対応項
目を事前に確認し、キーワードについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第13回 第13回：周りの状況によってやり方も変えないといけない？理論から学
ぶ経営管理③
コンティンジェンシー理論
状況によってうまくいったり、うまくいかなかったり…。変化にすばやく対
応することも企業経営をうまくやるコツの一つです。コンティンジェンシー
理論の学修を通して、環境適応の功罪を学びます。

参考書対応項目：コンティンジェンシー理論(56)
キーワード：コンティンジェンシー理論、組織構造、分権化、集権化

【事前学習】教科書第9章(pp.142-146,pp.150-152)、参考
書の対応項目を事前に確認し、キーワードについて調べ
ること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第14回 第11～13回のまとめ
第10回から第13回の授業内容についてまとめを行います。

【事前学習】11回～13回の内容を事前に確認し、キーワー
ドについて調べること。
また、時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞
や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】教科書、参考書、授業資料を再度確認し、講
義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第15回 【全体のまとめ】
本授業全体のまとめと内容の確認

【事前学習】これまでの授業内容に該当する教科書の箇
所をもう一度確認すること。
【事後学修】授業で説明した箇所を中心に、自分でまとめ
たノートや資料を確認すること。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理全般について、基礎から専門科目へステップアップするための基本内容を学修します。

授業の目的及び概要
経営管理論Ⅰでは、「古典的管理論」と「近代管理論」の議論を検討し経営管理論の全体像を明らかにします。また、モティベーションやリーダーシップ
について講義を展開します。
経営管理論Ⅱでは、「組織内部・外部のマネジメント」等について講義を展開します。
この授業を受講することにより、経営の知識を活かしながら考え、企業、行政、NPOなどでマネジメント能力を発揮し、地域や企業の発展に貢献できる基
本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
・古典的管理論、近代管理論等についての基礎知識を修得することができる。
・関心のある経営管理領域を見つけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業内で解説し、フィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後は直ちにⅡを履修してください。
・企業経験も織り混ぜながら具体的な組織マネジメントについて実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野恭裕・馬場大治編著『経営管理論』(中央経済社,2016年)

参考書

P・ドラッカー著, 上田惇生訳 『マネジメント　基本と原則』(ダイヤモンド社 ,2001年)

978-4-502-19061-2

978-4478410233

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。
「経営管理論とはどのような学問か(1)」
① 現代社会における基本問題② 管理とは何かについて学修します。"

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込み、受講するにあたっての
ポイントについて確認しておいて下さい。また、テキストの
第1章を一通り読み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第1章の当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第2回 「経営管理論とはどのような学問か(2)」
③経営管理の担い手④経営管理論の歴史について学修します。

(事前学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第3回 「企業とはどのような存在か(1)」
　①企業と会社②株式会社の特徴、について学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面
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第4回 「企業とはどのような存在か(2)」
③株式会社におけるトップ・マネジメントの構造④株式会社の実際につ
いて学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第5回 「マネジメントの誕生(1)」
①科学的管理法について学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第6回 「マネジメントの誕生(2)」
②人間関係論③マネジメントへの役立ちについて学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在す
る企業の取り組む経営管理についての事例を取り上げ、これまで学修
した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第3章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。また、当該部分のレジュメ資料を一通り
読み込み、予習して下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 「組織マネジメントの展開(1)」
①個人と組織②組織の存続条件について学修します。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第9回 「組織マネジメントの展開(2)」
③意思決定のマネジメント④組織マネジメントの価値について学修しま
す。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第10回 「モティベーション論(1)」
①モティベーションとは②実体理論―人は何によって意欲が生まれる
のか―について学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第11回 「モティベーション論(2)」
③プロセス理論④モティベーションを生み出すマネジメントについて学
修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第12回 「リーダーシップ論(1)」
①リーダーシップの基礎②リーダーシップのコンティンジェンシー理論に
ついて学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第13回 「リーダーシップ論(2)」
③トップとミドルのリーダーシップ④リーダーシップ研究の新展開につい
て学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在
する企業の取り組む経営管理についての事例を取り上げ、これまで学
修した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第4章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間対面

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅰ（経営学部）／経営組織（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。

授業の目的及び概要
この科目は、会社などの組織において従業員やそのチームの働く場における行動や態度について学ぶ組織行動論という学問分野です。
卒業後の自分をイメージしてみましょう。会社に入ったら、次のようなキャリアを歩むのが典型的です。志望した会社に入社し、やる気や忠誠心が高まり
ながらも、時には萎えることもあります。やがて仕事が難しくなります。入社当初は、先輩の指示に従っているだけでよかったけれど、次第に意思決定や
意見調整に関わります。数年ごとに色々な部署を経験し、そして昇進もあり、責任も増してきます。部下も出来ます。リーダーシップを発揮すると同時
に、部下や自分自身のストレスも考えないといけません。更に昇進して組織の長にもなれば、今までの考え方の根本的な見直しも求められます。部下で
ある若い従業員の定着も大事です。会社の文化を理解させ、馴染んでもらうにはどうすれば良いか考えないといけません。更にダイバーシティの時代。
年齢・性別・国籍といった属性の違いを超えて、組織メンバーを統合することが大事です。
この授業では、こういったキャリアの階段を上がっていく皆さんに、国内外の理論・事例を紹介し、有用な知識を修得して頂きます。
なお、この科目とあわせ、経営組織論Ⅱにて、外部環境との関係性から組織の構造や戦略を考察する学問を学ぶことで、組織の状況を的確に捉え、
リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目標とします。

学修の到達目標
モチベーション論、組織コミットメント論、リーダーシップ論、キャリア・マネジメント論などに関する基本的な知識を習得し、理論や概念を体系的に理解
し、特に代表的な理論や概念について、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
定期試験の他に、２回の中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図ります。 
また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下さい。 
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事を把握して下さい。 
・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認します。 
・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになることが大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言
及します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

400100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019年

参考書

稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理と組織の論理 第2版，有斐閣，２０２２年

978-4-502-29561-4

978-4-641-22201-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」 
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。 
 
「組織行動論への招待」 
組織行動論を学ぶ準備として、会社などの「組織」で働くとはどういうこ
とか、について考察します。

(事前学修) 
この科目のシラバスを読み込むとともに、参考書第1章、
配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてください（２時
間）。 
(事後学修) 
テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第2回 「モチベーション：会社と仕事に慣れる」
①モチベーションとは何か②何によって動機づけられるか③どのように
動機づけられるか④多様なモチベーション理論とその捉え方について
学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデル、動機付け‐衛生理論、期
待理論、職務特性理論

(事前学修) 
 参考書第３章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください(2時間)。
(事後学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間オンデマンド
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第3回 「組織コミットメント：愛着／一体感はどう育まれる？」
①組織コミットメントとは②組織コミットメントが強いことの意味③組織コ
ミットメントに影響を与える要因④組織コミットメントの変化⑤日本にお
ける組織コミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの変化、見えざる出資

(事前学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第4回 「意思決定と合意形成：集団の意見をまとめるには？　対立を解消する
には？」
①「経営人」の意思決定②意思決定におけるヒューリスティックとバイア
ス③合意形成④問題解決の実践と第三者による支援について学修しま
す。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決定、ヒューリスティック、バイア
ス、協調的問題解決

(事前学修) 
参考書第6・8章、、配布資料（レジュメ）を事前に読んでお
いてください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 「キャリア・マネジメント：人事異動とは？　会社の中でのキャリア開
発？」
①キャリアに対する関心の高まり②キャリアとは③何がキャリアを形づ
くるのか④キャリア・マネジメントにおける今後の課題について学修しま
す。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデル、キャリア・アンカー、「遅い選
抜」、自律的キャリア

(事前学修) 
参考書第４章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第6回 「組織ストレス：ストレスの原因は色々。どんな目配りが要る？」 
①人間と環境の相互作用としての組織ストレス②組織の中の人間に対
する外圧とその反応③ストレスへの対処④組織ストレスに関する課題
について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイン、モデレータ、ソーシャル・サ
ポート

(事前学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第7回 第1回〜第6回の学修内容の再確認および中間テストⅠ 
第1回〜第6回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点を無くすようにしておいて
下さい。 
(事後学修) 
当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返
し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら復
習して下さい。

4時間対面

第8回 中間テストⅠの解答・解説および「リーダーシップ：優れた上司とは？ 」
①リーダーシップとは何か②初期のリーダーシップ研究③フォロワーの
視点を重視するリーダーシップ研究④変革型リーダーシップについて学
修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況アプローチ、特異性－信頼理
論

(事前学修) 
参考書第５章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第9回 「組織学習：組織が学習するとは？　環境変化に対応した学びとは？」 
①組織学習とは②誰が学習するのか③どうやって学習するのか④実践
共同体による学習⑤組織学習を進めようについて学修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニング、ルーティン、パラダイム、
ダブル・ループ学習、SECIモデル

(事前学修) 
参考書第７章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第10回 「組織文化：会社の文化に馴染む／馴染ませるとは？」
①組織文化とは②組織文化のメリットとデメリット③組織文化を知る④
組織文化のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化の４タイプ、下位文化、対抗
文化

(事前学修) 
参考書第2章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第11回 「組織社会化：入社したての従業員の定着のためには？」 
①組織社会化②組織社会化の概念整理③組織社会化を促進する社会
化エージェント④組織社会化の成果⑤組織社会化の組織への影響⑥
組織社会化の展望について学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内社会化、職業的社会化、文
化的社会化、役割的社会化、メンター、社会化戦術、プロアクティブ行
動

(事前学修) 
参考書第２章（再）、配布資料（レジュメ）を事前に読んで
おいてください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第12回 「ダイバーシティ・マネジメント：ダイバーシティは経営成果に結びつく
か？」 
①ダイバーシティ・マネジメントへの注目②ダイバーシティ・マネジメント
の必要性③ダイバーシティ・マネジメントのプロセス④ダイバーシティと
経営成果の関係⑤ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダイバーシ
ティ・マネジメントにおける今後の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社会的カテゴリー理論、統計的差
別理論

(事前学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第13回 第8回～第12回の学修内容の再確認および中間テストⅡ 
第8回～第12回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テス
トを実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）ノー
トを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認しておい
て下さい（２時間）。 
(事後学修) 
配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい（2時
間）。

4時間対面

第14回 中間テストⅡの解答・解説および全体の総括（これまでの学修内容の
再確認） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認して
おいて下さい（２時間）。 
(事後学修) 
当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、あら
ためてポイントになるところは何かを考えながら復習して
下さい（２時間）。

4時間対面

第15回 全体の総括（これまでの学修内容の再確認：続） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点がないようにしておいて下
さい（２時間）。 
(事後学修) 
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、配布資
料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して下さい（２時
間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅰ（経営学部）／経営組織（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。

授業の目的及び概要
この科目は、会社などの組織において従業員やそのチームの働く場における行動や態度について学ぶ組織行動論という学問分野です。
卒業後の自分をイメージしてみましょう。会社に入ったら、次のようなキャリアを歩むのが典型的です。志望した会社に入社し、やる気や忠誠心が高まり
ながらも、時には萎えることもあります。やがて仕事が難しくなります。入社当初は、先輩の指示に従っているだけでよかったけれど、次第に意思決定や
意見調整に関わります。数年ごとに色々な部署を経験し、そして昇進もあり、責任も増してきます。部下も出来ます。リーダーシップを発揮すると同時
に、部下や自分自身のストレスも考えないといけません。更に昇進して組織の長にもなれば、今までの考え方の根本的な見直しも求められます。部下で
ある若い従業員の定着も大事です。会社の文化を理解させ、馴染んでもらうにはどうすれば良いか考えないといけません。更にダイバーシティの時代。
年齢・性別・国籍といった属性の違いを超えて、組織メンバーを統合することが大事です。
この授業では、こういったキャリアの階段を上がっていく皆さんに、国内外の理論・事例を紹介し、有用な知識を修得して頂きます。
なお、この科目とあわせ、経営組織論Ⅱにて、外部環境との関係性から組織の構造や戦略を考察する学問を学ぶことで、組織の状況を的確に捉え、
リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目標とします。

学修の到達目標
モチベーション論、組織コミットメント論、リーダーシップ論、キャリア・マネジメント論などに関する基本的な知識を習得し、理論や概念を体系的に理解
し、特に代表的な理論や概念について、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
定期試験の他に、２回の中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図ります。 
また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下さい。 
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事を把握して下さい。 
・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認します。 
・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになることが大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言
及します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

400100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019年

参考書

稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理と組織の論理 第2版，有斐閣，２０２２年

978-4-502-29561-4

978-4-641-22201-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」 
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。 
 
「組織行動論への招待」 
組織行動論を学ぶ準備として、会社などの「組織」で働くとはどういうこ
とか、について考察します。

(事前学修) 
この科目のシラバスを読み込むとともに、参考書第1章、
配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてください（２時
間）。 
(事後学修) 
テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第2回 「モチベーション：会社と仕事に慣れる」
①モチベーションとは何か②何によって動機づけられるか③どのように
動機づけられるか④多様なモチベーション理論とその捉え方について
学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデル、動機付け‐衛生理論、期
待理論、職務特性理論

(事前学修) 
 参考書第３章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください(2時間)。
(事後学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間オンデマンド
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第3回 「組織コミットメント：愛着／一体感はどう育まれる？」
①組織コミットメントとは②組織コミットメントが強いことの意味③組織コ
ミットメントに影響を与える要因④組織コミットメントの変化⑤日本にお
ける組織コミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの変化、見えざる出資

(事前学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第4回 「意思決定と合意形成：集団の意見をまとめるには？　対立を解消する
には？」
①「経営人」の意思決定②意思決定におけるヒューリスティックとバイア
ス③合意形成④問題解決の実践と第三者による支援について学修しま
す。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決定、ヒューリスティック、バイア
ス、協調的問題解決

(事前学修) 
参考書第6・8章、、配布資料（レジュメ）を事前に読んでお
いてください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 「キャリア・マネジメント：人事異動とは？　会社の中でのキャリア開
発？」
①キャリアに対する関心の高まり②キャリアとは③何がキャリアを形づ
くるのか④キャリア・マネジメントにおける今後の課題について学修しま
す。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデル、キャリア・アンカー、「遅い選
抜」、自律的キャリア

(事前学修) 
参考書第４章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第6回 「組織ストレス：ストレスの原因は色々。どんな目配りが要る？」 
①人間と環境の相互作用としての組織ストレス②組織の中の人間に対
する外圧とその反応③ストレスへの対処④組織ストレスに関する課題
について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイン、モデレータ、ソーシャル・サ
ポート

(事前学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第7回 第1回〜第6回の学修内容の再確認および中間テストⅠ 
第1回〜第6回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点を無くすようにしておいて
下さい。 
(事後学修) 
当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返
し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら復
習して下さい。

4時間対面

第8回 中間テストⅠの解答・解説および「リーダーシップ：優れた上司とは？ 」
①リーダーシップとは何か②初期のリーダーシップ研究③フォロワーの
視点を重視するリーダーシップ研究④変革型リーダーシップについて学
修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況アプローチ、特異性－信頼理
論

(事前学修) 
参考書第５章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第9回 「組織学習：組織が学習するとは？　環境変化に対応した学びとは？」 
①組織学習とは②誰が学習するのか③どうやって学習するのか④実践
共同体による学習⑤組織学習を進めようについて学修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニング、ルーティン、パラダイム、
ダブル・ループ学習、SECIモデル

(事前学修) 
参考書第７章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第10回 「組織文化：会社の文化に馴染む／馴染ませるとは？」
①組織文化とは②組織文化のメリットとデメリット③組織文化を知る④
組織文化のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化の４タイプ、下位文化、対抗
文化

(事前学修) 
参考書第2章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第11回 「組織社会化：入社したての従業員の定着のためには？」 
①組織社会化②組織社会化の概念整理③組織社会化を促進する社会
化エージェント④組織社会化の成果⑤組織社会化の組織への影響⑥
組織社会化の展望について学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内社会化、職業的社会化、文
化的社会化、役割的社会化、メンター、社会化戦術、プロアクティブ行
動

(事前学修) 
参考書第２章（再）、配布資料（レジュメ）を事前に読んで
おいてください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第12回 「ダイバーシティ・マネジメント：ダイバーシティは経営成果に結びつく
か？」 
①ダイバーシティ・マネジメントへの注目②ダイバーシティ・マネジメント
の必要性③ダイバーシティ・マネジメントのプロセス④ダイバーシティと
経営成果の関係⑤ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダイバーシ
ティ・マネジメントにおける今後の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社会的カテゴリー理論、統計的差
別理論

(事前学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第13回 第8回～第12回の学修内容の再確認および中間テストⅡ 
第8回～第12回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テス
トを実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）ノー
トを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認しておい
て下さい（２時間）。 
(事後学修) 
配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい（2時
間）。

4時間対面

第14回 中間テストⅡの解答・解説および全体の総括（これまでの学修内容の
再確認） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認して
おいて下さい（２時間）。 
(事後学修) 
当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、あら
ためてポイントになるところは何かを考えながら復習して
下さい（２時間）。

4時間対面

第15回 全体の総括（これまでの学修内容の再確認：続） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点がないようにしておいて下
さい（２時間）。 
(事後学修) 
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、配布資
料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して下さい（２時
間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅰ（経営学部）／経営組織（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織が成立・機能する仕組みについて、ミクロ組織論の諸理論を通じて学修します。

授業の目的及び概要
この科目は、会社などの組織において従業員やそのチームの働く場における行動や態度について学ぶ組織行動論という学問分野です。
卒業後の自分をイメージしてみましょう。会社に入ったら、次のようなキャリアを歩むのが典型的です。志望した会社に入社し、やる気や忠誠心が高まり
ながらも、時には萎えることもあります。やがて仕事が難しくなります。入社当初は、先輩の指示に従っているだけでよかったけれど、次第に意思決定や
意見調整に関わります。数年ごとに色々な部署を経験し、そして昇進もあり、責任も増してきます。部下も出来ます。リーダーシップを発揮すると同時
に、部下や自分自身のストレスも考えないといけません。更に昇進して組織の長にもなれば、今までの考え方の根本的な見直しも求められます。部下で
ある若い従業員の定着も大事です。会社の文化を理解させ、馴染んでもらうにはどうすれば良いか考えないといけません。更にダイバーシティの時代。
年齢・性別・国籍といった属性の違いを超えて、組織メンバーを統合することが大事です。
この授業では、こういったキャリアの階段を上がっていく皆さんに、国内外の理論・事例を紹介し、有用な知識を修得して頂きます。
なお、この科目とあわせ、経営組織論Ⅱにて、外部環境との関係性から組織の構造や戦略を考察する学問を学ぶことで、組織の状況を的確に捉え、
リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目標とします。

学修の到達目標
モチベーション論、組織コミットメント論、リーダーシップ論、キャリア・マネジメント論などに関する基本的な知識を習得し、理論や概念を体系的に理解
し、特に代表的な理論や概念について、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
定期試験の他に、２回の中間テストを行なったうえで、解答・解説を示して理解の定着を図ります。 
また、受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後はⅡを履修して下さい。 
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事を把握して下さい。 
・経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践につながる知識が習得出来ているか確認します。 
・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになることが大事ですので、現実に起こり得る事例についても、適宜言
及します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

400100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

組織行動論，開本浩矢，中央経済社，2019年

参考書

稲葉祐之他，キャリアで語る経営組織 -- 個人の論理と組織の論理 第2版，有斐閣，２０２２年

978-4-502-29561-4

978-4-641-22201-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」 
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。 
 
「組織行動論への招待」 
組織行動論を学ぶ準備として、会社などの「組織」で働くとはどういうこ
とか、について考察します。

(事前学修) 
この科目のシラバスを読み込むとともに、参考書第1章、
配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいてください（２時
間）。 
(事後学修) 
テキスト第１章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第2回 「モチベーション：会社と仕事に慣れる」
①モチベーションとは何か②何によって動機づけられるか③どのように
動機づけられるか④多様なモチベーション理論とその捉え方について
学修します。 

（特に重要な事項）欲求段階説、ERGモデル、動機付け‐衛生理論、期
待理論、職務特性理論

(事前学修) 
 参考書第３章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください(2時間)。
(事後学修) 
テキスト第２章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間オンデマンド

－61－



第3回 「組織コミットメント：愛着／一体感はどう育まれる？」
①組織コミットメントとは②組織コミットメントが強いことの意味③組織コ
ミットメントに影響を与える要因④組織コミットメントの変化⑤日本にお
ける組織コミットメントについて学修します。 

（特に重要な事項）組織コミットメントの変化、見えざる出資

(事前学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第3章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第4回 「意思決定と合意形成：集団の意見をまとめるには？　対立を解消する
には？」
①「経営人」の意思決定②意思決定におけるヒューリスティックとバイア
ス③合意形成④問題解決の実践と第三者による支援について学修しま
す。 

（特に重要な事項）満足化原理の意思決定、ヒューリスティック、バイア
ス、協調的問題解決

(事前学修) 
参考書第6・8章、、配布資料（レジュメ）を事前に読んでお
いてください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第4章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 「キャリア・マネジメント：人事異動とは？　会社の中でのキャリア開
発？」
①キャリアに対する関心の高まり②キャリアとは③何がキャリアを形づ
くるのか④キャリア・マネジメントにおける今後の課題について学修しま
す。 

（特に重要な事項）組織内キャリアモデル、キャリア・アンカー、「遅い選
抜」、自律的キャリア

(事前学修) 
参考書第４章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第5章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第6回 「組織ストレス：ストレスの原因は色々。どんな目配りが要る？」 
①人間と環境の相互作用としての組織ストレス②組織の中の人間に対
する外圧とその反応③ストレスへの対処④組織ストレスに関する課題
について学修します。 

（特に重要な事項）ストレッサ、ストレイン、モデレータ、ソーシャル・サ
ポート

(事前学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第7章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第7回 第1回〜第6回の学修内容の再確認および中間テストⅠ 
第1回〜第6回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点を無くすようにしておいて
下さい。 
(事後学修) 
当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返
し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら復
習して下さい。

4時間対面

第8回 中間テストⅠの解答・解説および「リーダーシップ：優れた上司とは？ 」
①リーダーシップとは何か②初期のリーダーシップ研究③フォロワーの
視点を重視するリーダーシップ研究④変革型リーダーシップについて学
修します。 

（特に重要な事項）行動アプロ―チ、状況アプローチ、特異性－信頼理
論

(事前学修) 
参考書第５章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第9章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重
要な内容について自分なりの発見を加えながら復習して
下さい（2時間）。

4時間対面

第9回 「組織学習：組織が学習するとは？　環境変化に対応した学びとは？」 
①組織学習とは②誰が学習するのか③どうやって学習するのか④実践
共同体による学習⑤組織学習を進めようについて学修します。 

（特に重要な事項）組織学習、アンラーニング、ルーティン、パラダイム、
ダブル・ループ学習、SECIモデル

(事前学修) 
参考書第７章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第10章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第10回 「組織文化：会社の文化に馴染む／馴染ませるとは？」
①組織文化とは②組織文化のメリットとデメリット③組織文化を知る④
組織文化のマネジメントについて学修します。 

（特に重要な事項）基本的仮定、組織文化の４タイプ、下位文化、対抗
文化

(事前学修) 
参考書第2章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおいて
ください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第12章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第11回 「組織社会化：入社したての従業員の定着のためには？」 
①組織社会化②組織社会化の概念整理③組織社会化を促進する社会
化エージェント④組織社会化の成果⑤組織社会化の組織への影響⑥
組織社会化の展望について学修します。 

（特に重要な事項）予期的社会化、組織内社会化、職業的社会化、文
化的社会化、役割的社会化、メンター、社会化戦術、プロアクティブ行
動

(事前学修) 
参考書第２章（再）、配布資料（レジュメ）を事前に読んで
おいてください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第14章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第12回 「ダイバーシティ・マネジメント：ダイバーシティは経営成果に結びつく
か？」 
①ダイバーシティ・マネジメントへの注目②ダイバーシティ・マネジメント
の必要性③ダイバーシティ・マネジメントのプロセス④ダイバーシティと
経営成果の関係⑤ダイバーシティ・マネジメントと差別⑥ダイバーシ
ティ・マネジメントにおける今後の課題について学修します。 

（特に重要な事項）同化・分離・統合、社会的カテゴリー理論、統計的差
別理論

(事前学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）を事前に読んでおい
てください（２時間）。 
(事後学修) 
テキスト第15章、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、
重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習し
て下さい（2時間）。

4時間対面

第13回 第8回～第12回の学修内容の再確認および中間テストⅡ 
第8回～第12回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テス
トを実施します。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）ノー
トを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認しておい
て下さい（２時間）。 
(事後学修) 
配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい（2時
間）。

4時間対面

第14回 中間テストⅡの解答・解説および全体の総括（これまでの学修内容の
再確認） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点が内容に再読、確認して
おいて下さい（２時間）。 
(事後学修) 
当該部分の配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、あら
ためてポイントになるところは何かを考えながら復習して
下さい（２時間）。

4時間対面

第15回 全体の総括（これまでの学修内容の再確認：続） 
これまで学修した内容を総復習し、更なる深い理解を図ります。

(事前学修) 
あらためて当該部分のテキスト、配布資料（レジュメ）、
ノートを一通り読み返し、不明点がないようにしておいて下
さい（２時間）。 
(事後学修) 
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、配布資
料（レジュメ）、ノートを読み返し、復習して下さい（２時
間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅰ（経営学部）／経営組織（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 「組織の基本・内部組織のマネジメント」について学修します。

授業の目的及び概要
経営組織論Ⅰでは、「組織の基本・内部組織のマネジメント」を学修し、個別の経営学テーマとして、組織の基礎理論、組織デザイン、モチベーション、集
団力学、意思決定等について講義を展開します。
経営組織論Ⅱでは、「組織内外のダイナミクス」を学修し、個別の経営学テーマとして、組織構造のダイナミクス、組織関係、組織変革、組織のパラドック
ス等について、講義を展開します。
この授業を受講することにより、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
経営組織論がどのような学問であるか理解したうえで、『組織の基本・内部組織のマネジメントについて説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業内で解説しフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後は直ちにⅡを履修してください。
・企業経験も織り混ぜながら具体的な組織マネジメントについて実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹著『経営組織』(中央経済社, 2019年)

参考書

スティーブン・P・ロビンス著,高木晴夫訳『【新版】組織行動のマネジメント-入門から実践へ-』(ダイヤモンド
社,2009年)

978-4-502-32661-5

978-4478004593

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。
「組織とは何か(1)」
組織とは何かについて理解するため、①組織の重要性、②組織の役割
について学修します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込むとともに、受講するにあ
たってのポイントについて確認しておいて下さい。また、テ
キストの第1章を一通り読み、予習して下さい。（2時間程
度）
(事後学修)テキストの第1章の当該部分のレジュメ資料、
ノートを読み返し、あらためてポイントになるところは何か

4時間対面

第2回 「組織とは何か(2)」
③経営資源、④経営資源の獲得と資源化について学修します。

(事前学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第1章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第3回 「組織の基礎理論(1)」
組織の基礎理論を理解するため、①古典的組織管理論、②近代組織
理論について学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面
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第4回 「組織の基礎理論(2)」
③組織均衡論、④組織理論の現代的意義について学修します。

(事前学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第2章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第5回 「組織構造と組織デザイン(1)」
組織構造と組織デザインについて理解するため、①組織デザインの要
諦、②組織の基本構造と特徴について学修します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第6回 「組織構造と組織デザイン(2)」
③組織デザインの応用と実例、④組織デザインの留意点について学修
します。

(事前学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第3章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、具体的
な企業の事例を取り上げ、組織構造の特徴について議論します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第3章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。また、当該部分のレジュメ資料を一通り
読み込み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。（2
時間程度）

4時間オンデマンド

第8回 「組織におけるモチベーション(1)」
組織におけるモチベーションについて理解するため、①モチベーション
の重要性、②モチベーションの内容理論について学修します。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第9回 「組織におけるモチベーション(2)」
③モチベーションの過程理論、④仕事とモチベーションについて学修し
ます。

(事前学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第4章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第10回 「集団力学(グループ・ダイナミクス)(1)」
集団力学（グループ・ダイナミクス）について理解するため、①集団の概
念、②集団の生産性について学修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第11回 「集団力学(グループ・ダイナミクス) (2)」
③集団の意思決定バイアス④集団力学を左右する諸要因について学
修します。

(事前学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第5章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第12回 「組織の意思決定(1)」
組織の意思決定について理解するため、①合理的な意思決定、②限定
合理性について学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第13回 「組織の意思決定(2)」
③限定合理性を克服する組織④ごみ箱モデルについて学修します。

(事前学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第6章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、主に
実在する企業の取り組む組織戦略についての事例を取り上げ、これま
で学修した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第4章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。（2時間程度）
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。（2
時間程度）

4時間対面

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第1章～第6章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。（2時間程度）
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

奥　康平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 事業戦略に関する諸理論を企業事例とともに学ぶことで、事業戦略の考え方を理解する。

授業の目的及び概要
経営戦略は、ごく簡単にいうと「多数の企業がある中で、自社が他社との競争に打ち勝つことで利益をあげ続けるための長期の方針」ということができま
す。一般的に、経営戦略は、企業戦略（企業全体の長期方針）、事業戦略（企業が有する各事業ごとに応じた長期方針）、そして職能別戦略（それぞれ
の職場で効率的に事業運営を行うための長期方針）の3つのレベルで説明されます。
　この科目では、事業戦略に注目していきます。具体的には、競争戦略と呼ばれる経営戦略に関わる分野を中心に企業事例を交えながら、各理論の説
明を行っていきます。
流れとしては、経営戦略の定義などを説明した後、事業領域の策定（何を作って販売するのか）、競争戦略（どうやって他社に勝つのか）の2つに絞って
講義を展開していきます。
　これらの講義を通じて、経営戦略の全体像を説明できるようになることに加えて、事業戦略とはどのようなものであるのかを具体的な企業事例を交え
つつ他人に説明できるようになっていただくことを最終目標に設定したいと思います。
　なお、経営戦略論Ⅱも履修しておくと、総合的な経営戦略に関する知識がつくと思います。

学修の到達目標
経営戦略及び事業戦略の重要な概念や理論を説明することができる。
経営戦略及び事業戦略に関する知識を使用して事例を分析することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義資料及び講義内容についての質問について、対面講義の場合は、講義開始前・講義終了後及び随時メールにて受け付けますので積極的にご利
用ください。
　オンライン（オンデマンド）講義の場合は、メールにて随時お受けいたしますので積極的にご利用ください。
　また、この科目は、小テストや理解度テストなどをしばしば課し、その成果によって成績評価をします。
そのフィードバックについては、評価結果の通知や模範解答の公表などを通じて可能な限り行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

対面講義の場合は、資料をもとに、講義形式にて学修をすすめます。資料は事前に印刷またはダウンロードしておくようにしてください。加えて、講義内
容で疑問に思った点、理解が難しかった箇所については、遠慮なく質問などしてください。後日、メールなどでも構いません。
また、講義内に何度か、理解度を確認するための簡単なテストと積極的な受講態度を確認するために、簡単な課題などを課す予定です。この2つは成
績評価の対象となりますので出席が重要となります。
その他、受講生様の興味・関心に応じて、講義内容を適宜修正しながら進めて参ります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
Learning Portalに出題予定の毎回の
講義に関するテストの正解率に応じ
て最大30％として評価致します。

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

使用しません。適宜資料などを配布、配信致します。

参考書

配布資料は以下の参考書をベースに作成する予定です。参考書は購入必須ではありません。
　しかし、より深い学修と理解のために、ご一読いただけますと、さらに深い知識と見識を得ることができます。
①『経営戦略（第3版）』，大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田智，有斐閣アルマ，2016年
②『経営戦略の方程式』，松崎和久，税務経理協会，2018年
③『経営戦略の課題と解明』，大月博司編，文眞堂，2019年
④『経営戦略論を学ぶ』，稲田 賢次、伊部 泰弘、名渕 浩史、吉村 泰志，創成社，2015年
⑤『経営戦略をつかむ』，淺羽 茂、牛島 辰男，有斐閣，2010年

特になし。

①9784641220652
②9784419064983
③9784830950308
④9784794424600
⑤9784641177130

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回：ガイダンス─受講上の諸注意と成績評価について 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面
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第2回 第2回：戦略とは─孫氏の兵法を読む 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第3回 第3回：戦略から経営戦略へ─戦略は戦争から企業経営へ 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第4回 第4回：事業戦略とは─他社に打ち勝つための方針 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第5回 第5回：事業領域の設定─経営資源は有限である 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第6回 第6回：事業領域の変更─外部環境への適応、変わりゆく社会 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第7回 第7回：事業の成長と多角化─企業事例を通じた学修 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第8回 第8回：競争優位の基本─シナジー、コアコンピタンス 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第9回 第9回：競争戦略①─ポーターの競争戦略論 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第10回 第10回：競争戦略②─アンゾフの成長マトリクス 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第11回 第11回：競争戦略③─コトラーの戦略定石 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第12回 第12回：競争戦略④─リーダー、チャレンジャーの戦略 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第13回 第13回：競争戦略⑤─ニッチャーとフォロワーの戦略 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第14回 第14回：競争と協調の戦略─競争戦略から市場創造へ 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第15回 第15回：まとめ─経営戦略を日常生活へ応用してみよう 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義などに随時確認するよう
にしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

－67－



第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面
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第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略の理論・概念・フレームワークについて学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略の良し悪しは、企業経営の成否に関わる重要な意思決定です。「経営戦略論I」は専攻にかかわらず、すべての学生が学ぶべき、経営戦略論
の基本的な理論・概念・フレームワークのそれぞれの役割や関係性について学び、様々な経営現象と関連づけられるようになることの橋渡しとなること
を目指します。経営戦略論にはさまざまな分類がありますが、この講義では①企業成長のための経営戦略論、②競争環境の中で生き抜くための経営
戦略論、③変化の時代の中で企業が生き抜くための経営戦略論と大きく3つのトピックで構成されています。具体的な事例を用いながら、重要なキー
ワードを中心に知識の体系的な修得を目指します。
　「経営学基礎」、「経営戦略論II」と合わせて受講することで、より体系的に、そして、深く経営戦略論の知識を修得することができます。

学修の到達目標
①企業成長・競争環境・環境変化に対する経営戦略に関する代表的な理論・概念・フレームワークについて理解し、記述することができる。
②企業成長と競争戦略に関する基本的な理論・概念・フレームワークとそれらに関連する諸概念について、体系的に理解し、記述することができる。
③企業成長と競争戦略に関する基本的なフレームワークを用いて、事例を当てはめ、そこから導き出される戦略的意思決定について説明することがで
きる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内で行うミニッツペーパーで特に優れていた解答について紹介をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所について告知を行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②また、ほとんど毎回の講義で小テストを行います。試験内容は積み上げ方式となっているため、もし、1度良い点が取れなくても、諦めず、復習をしっ
かりして次に臨むことで良い成績を目指しましょう。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。必ず、毎週確認しておきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業では、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行いますが、テキストの重要なページについ
ても告知するため、必ずテキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 【経営戦略の発生史】(小テスト①）
なぜ経営戦略論が必要とされるようになったのかについて学びます。
■キーワード：経営管理、経営組織、経営戦略論の変遷、経営管理論
と経営組織論と経営戦略論の関係

【事前学習】
・テキストの序章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面
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第3回 【企業戦略①企業の成長戦略】（小テスト②）
企業が成長するためにはどんな方法があるのかについて学びます。
■キーワード：内部成長、外部成長、製品・市場マトリックス、シナジー、
多角化の動機、多角化の分類、多角化と企業業績の関係性

【事前学修】
・テキストの第4,5章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第4回 【企業戦略②事業ポートフォリオ・マネジメント】　(小テスト③）
どのような事業に投資をするべきか判断するためのフレームワークにつ
いて学びます。
■キーワード：選択と集中、資源配分、キャッシュ・フロー、経営資源の
蓄積、PLC、PPM、経験曲線

【事前学修】
・テキストの第6章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第5回の中間試験①に備えておくこと。

4時間対面

第5回 【中間試験①（第1回〜第4回の内容について）】
【中間試験①の解説】

【事前学修】
・第1回〜第4回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験①で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 【競争戦略①】（小テスト④）
同じ商品を扱う会社間に収益差が生まれる理由について、競争戦略の
観点から学びます。
■キーワード：競争優位、3つの基本戦略、競争地位、ファイブ・フォース
分析、参入障壁、先発者優位、後発者優位
■中間試験①のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第8,9章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第7回 【競争戦略②】（小テスト⑤）
同じ業界に携わっている会社間に収益差が生まれる理由について、
ポーターのファイブ・フォース分析を用いて学びます。
■キーワード：バリュー・チェーン、マージン、メイク・オア・バイ、垂直統
合、水平分業、コーペティション

【事前学修】
・テキストの第8,10章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第8回 【脱・競争のための経営戦略】(小テスト⑥）
競争のない市場を切り拓くためにはどうすればいいのかについて学び
ます。
■キーワード：レッド・オーシャン戦略、ブルー・オーシャン戦略、価値曲
線、（マイケル・ポーターの）差別化戦略

【事前学修】
・テキスト第11章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第9回 【事業機会と経営資源】（小テスト⑦）
企業の経営戦略について分析する観点のうち、代表的なものについて
学びます。
■キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、SWOT分析、クロ
スSWOT分析、バランス・スコアカード

【事前学修】
・テキスト第3章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、第10回の中間試験②に備えておくこ
と。

4時間対面

第10回 【中間テスト②（第1回〜第9回の内容について）】
【中間テスト②の解説】

【事前学修】
・第1回〜第9回までの講義資料と小テストを復習して、試
験に備えておくこと。
【事後学修】
・中間試験②で自信を持って回答できなかった箇所を中
心に復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 【企業変革の方法①】（小テスト⑧）
企業戦略に対して大きな影響を及ぼす、ミッションとドメインについて学
びます。
■キーワード：ミッション、ビジョナリー・カンパニー、ベンチャー企業、
マーケティング近視眼、コア・コンピタンス、ナレッジ・マネジメント
■中間試験②のフィードバックも行います。

【事前学修】
・テキストの第1,2章を読んで予習をしておくこと。
・第9回の講義内容とも関係するため、第9回の復習をして
おくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第12回 【企業変革の方法②】（小テスト⑨）
具体的に企業が成長・変化するためにはどんな方法があるのかについ
て学びます。
■キーワード：グローバル戦略、戦略的提携、M&A、取引費用、ダイナ
ミック・ケイパビリティ、両利きの経営
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第13回 【企業変革の方法②】（小テスト⑩）
「イノベーション」という言葉にはさまざまな意味があります。環境変化を
自ら起こす戦略に関係する概念について学びます。
■キーワード：持続的イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・
イノベーション、バリュー・イノベーション
■テキストにあまり含まれていないことについても学びます。配布資料
をしっかり保存しておきましょう。

【事前学修】
・テキスト第７章を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで復習用小テストを満点になるまで
受験しておくこと。
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第14回 【経営戦略論Ⅰのまとめ】
【模擬テスト①】

【事前学修】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験の内容
を復習し、自信のない単元の講義資料を持参しておくこ
と。
【事後学修】
・講義資料を見て、定期試験に備えておくこと。

4時間対面

第15回 【オンデマンド：定期試験に向けて】
【模擬テスト②】
■今までの復習と試験の勉強方法について説明します。動画視聴後、
忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてください。

【事前学習】
・第1回〜第13回までの小テストの内容と中間試験、模擬
テストの内容を復習して本番のつもりで第15回の模擬テス
ト②に臨むこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド

－72－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略とは何か、企業戦略論・競争戦略論の理論・概念・フレームワークについて

授業の目的及び概要
「すぐに潰れてしまう会社と長く続く会社の差はどこにあるのか」、「会社の業績差は何によって決まるのか」、「かつては業界No.1だった企業が、後発企
業に追い抜かされるのはなぜか」、経営戦略論はこうした企業活動の成否についての根本的な問いに答えようとする学問領域です。本科目では、「①経
営戦略とは何か」、「②企業戦略論」、「③競争戦略論」を中心とした経営戦略の基本的な考え方について学びます。

学修の到達目標
①経営戦略とは何かについて、主な研究の変遷と策定プロセスの観点から理解することができる。
②市場成長率、市場占有率、企業の収益性と事業ポートフォリオ形成の関係に関する概念・フレームワークを理解し、それらに基づいて、事例について
解釈することができる。
③企業間競争の基本的理論・概念・フレームワークである、ポーターの競争戦略、コトラーの競争地位戦略、バーニーらの資源ベース理論、脱・競走の
ための戦略について理解し、それらに基づいて企業がとるべき戦略について理解することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内外で行うワークシートや発表について、口頭でフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■履修について：
・「経営学基礎」で学んだ知識を前提として、理論・概念・フレームワークを活用することを目指します。自信がない人は、経営戦略論の分野の復習をしな
がら、講義を受講することをお勧めします。
・より具体的な企業の戦略的行動や企業の枠組みを超えた経営戦略に関しては、「経営戦略論II」で扱います。本科目の履修後に、履修することで、よ
り実践的な経営戦略に関する知識を修得することができます。
■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所の朗読、書き込みを行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②予習や復習用のワークシートを配布します。必ず取り組み、保管して何度も見返すようにしてください。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。授業後に毎週確認をしておくようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業内でテキストに書き込みをするため、必ず毎回テキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 ■経営学基礎と経営戦略論I
2023年度春学期経営戦略論第1~5回の復習を行います。経営学基礎で
学んだ知識をどのように深めるのかについて理解し、この講義の目的
を理解しましょう。特に、第1回の復習テストでわからなかった箇所は、
経営学基礎のテキストを読み直して、復習をしておきましょう。

【事前学習】
・復習テストの問題と答案を見て、わからなかった箇所を
明らかにしておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで受講後小テストを受験しておくこ
と。

4時間オンデマンド
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第3回 ■経営戦略とは何か１：戦略の策定プロセス
経営戦略とは何かについて、実際の経営戦略の策定プロセスに沿って
理解をしていきます。新しい用語もたくさん出てくるので、予習をしておき
ましょう。
キーワード：経営戦略の階層、経営理念、ドメイン、（エーベルの）３次元
定義、マーケティング近視眼、計画的戦略、創発的戦略、分析麻痺症
候群

【事前学修】
・キーワードをテキストで探し、マーカーをつけておくこと。
また、序章・第1章中心を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第4回 ■経営戦略とは何か２：経営戦略の発生史
経営戦略はなぜ必要とされるようになったのでしょうか。管理（マネジメ
ント）だけではなく、戦略（ストラテジー）が必要とされるようになった理由
について、歴史を振り返りながら学びます。
キーワード：経営管理、科学的管理法、フォード・システム、戦略計画、
SWOT分析、企業成長、競争戦略論

【事前学修】
・テキストの序章、LPに掲載される資料を読んで、キー
ワードを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第5回 ■企業戦略論１：成長のための多角化戦略
アンゾフは企業成長の方法の一つとして、多角化戦略を提案しました。
では、どのような事業に多角化をすれば良いのでしょうか。この回では、
事業同士の関係性と業績の関係についての法則生について学びます。
キーワード：成長ベクトル、多角化企業、関連型多角化・非関連型多角
化、シナジー、範囲の経済

【事前学修】
・テキストの４、５章、LPに掲載される資料を読んで、キー
ワードを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 ■企業戦略論２：市場成長率と市場占有率
会計学基礎では、（企業の）成長性・収益性・安全性について学びまし
た。これらと市場の成長率と市場占有率には重要な関係があります。な
ぜ、市場が成長していることはいいことなのでしょうか？なぜ、市場占有
率を上げなければいけないのでしょうか。今までに学んだ知識を使いな
がら、業績と戦略の関係について理解します。
キーワード：PLC、イノベーション普及のS字曲線、市場成長率、市場占
有率、PPM、規模の経済、経験効果

【事前学修】
・テキスト６章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に向け
て、総復習をすること。

4時間対面

第7回 ■競争戦略１：競争戦略とは何か、３つの基本戦略
ポーターは、企業が収益を獲得するためには3つしか方法がないと言い
ます。なぜ、その3つなのでしょうか。この回は、競争とは何か、収益は
何によって生まれるのかについて、考えます。また、中間試験①に向け
た復習を行います。
キーワード：競争戦略、業界構造、ポジショニング理論、3つの基本戦略

【事前学修】
・テキスト９章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に向け
て、第１回から第6回の総復習をすること。

4時間対面

第8回 ■中間試験１・競争戦略論の復習
第1回〜第6回（企業戦略論２まで）が試験範囲です。用語の暗記だけ
ではなく、正しい使い方を問う問題が出ます。ワークシート類をしっかり
見て、復習をしておきましょう。

【事前学修】
・第1回から第6回のノートまとめやワークシートの振り返り
等を行い、試験勉強をしておくこと。
【事後学修】
・わからなかった箇所をよく復習しておくこと。

4時間対面

第9回 ■競争戦略２：ファイブ・フォース分析１（顧客の奪い合い）
競争は激しくない方が良い。では、どのような特徴のある業界やどのよ
うな戦略を取れば、競争を避けられるのでしょうか。ファイブ・フォースの
強さに着目して、収益の得やすい業界の特徴について理解しましょう。
キーワード：競争業者の敵対関係、新規参入の脅威、代替品の脅威、
参入障壁、撤退障壁

【事前学修】
・テキスト８章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１で間違え
た箇所を復習しておくこと。中間試験２に向けて復習をして
おくこと。

4時間対面

第10回 ■競争戦略３：ファイブフォース分析２（利益の奪い合い）
ファイブ・フォースの中でも、利益を取り合う関係にある競争相手に対抗
し、良い関係を築くためにはどのように振る舞うべきかについて、考えま
す。また、自社の価値創出のポイントになる活動は何か、事業全体を通
してみる考え方について学びます。
キーワード：供給業者の交渉力、買い手の交渉力、バリュー・チェーン、
垂直統合、水平統合

【事前学修】
・テキスト10章、LPに掲載される資料を読んで、キーワー
ドを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験２に向けて
復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 ■中間試験２
第1回〜第10回についての中間試験を行います。中間試験１も試験範
囲に含まれるので、しっかり復習して取り組みましょう。

【事前学修】
・第1回から第10回の復習をして、試験勉強をしておくこ
と。
【事後学修】
・わからなかった点を中心に復習しておくこと。

4時間対面

第12回 ■競争戦略４：競争地位戦略
競争優位にある企業と劣位にある企業は同じ戦略をとるべきなのでしょ
うか。この回では、業界の中での相対的な立ち位置によって最適な戦
略が異なるという考え方を学びます。
キーワード：競争地位、リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッ
チャー、同質化競争

中間試験２の返却を行います。

【事前学修】
・テキスト９章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験２で間違え
た箇所は復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ■競争戦略５：資源ベース理論
せっかく差別化をしても他社から真似されてしまうと、価格競争に陥りま
す。他社からの模倣から身を守るためにはどうすればいいのかについ
て、学びます。
キーワード：経営資源、資源ベース理論、持続的な競争優位、VRIO分
析、コア・コンピタンス

【事前学修】
・テキスト３章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。定期試験に向けて、
復習をしておくこと。

4時間対面

第14回 ■競争戦略６：脱競争の戦略論
絶え間のない競争から抜け出すにはどうすれば良いでしょうか、また、
後発者になってしまった企業はどのような戦略をたてるべきでしょうか。
この回は、競争から抜け出すための戦略論について学びます。
キーワード：ブルー・オーシャン戦略、タイムベース戦略、プラット・フォー
ム戦略

【事前学修】
・テキスト11章、LPに掲載される資料を読んで、キーワー
ドを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。定期試験に向けて、
復習をしておくこと。

4時間対面

第15回 ■経営戦略の考え方（経営戦略論Iのまとめ）
今までの講義を振り返り、経営戦略とはどのような考え方をするのかに
ついて理解し、2年生からの学びにつなげます。また、定期試験に向け
た問題演習を行います。

【事前学習】
・第1回〜第14回までの復習をしておくこと。特に中間試験
１、２、宿題を中心に復習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略とは何か、企業戦略論・競争戦略論の理論・概念・フレームワークについて

授業の目的及び概要
「すぐに潰れてしまう会社と長く続く会社の差はどこにあるのか」、「会社の業績差は何によって決まるのか」、「かつては業界No.1だった企業が、後発企
業に追い抜かされるのはなぜか」、経営戦略論はこうした企業活動の成否についての根本的な問いに答えようとする学問領域です。本科目では、「①経
営戦略とは何か」、「②企業戦略論」、「③競争戦略論」を中心とした経営戦略の基本的な考え方について学びます。

学修の到達目標
①経営戦略とは何かについて、主な研究の変遷と策定プロセスの観点から理解することができる。
②市場成長率、市場占有率、企業の収益性と事業ポートフォリオ形成の関係に関する概念・フレームワークを理解し、それらに基づいて、事例について
解釈することができる。
③企業間競争の基本的理論・概念・フレームワークである、ポーターの競争戦略、コトラーの競争地位戦略、バーニーらの資源ベース理論、脱・競走の
ための戦略について理解し、それらに基づいて企業がとるべき戦略について理解することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内外で行うワークシートや発表について、口頭でフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■履修について：
・「経営学基礎」で学んだ知識を前提として、理論・概念・フレームワークを活用することを目指します。自信がない人は、経営戦略論の分野の復習をしな
がら、講義を受講することをお勧めします。
・より具体的な企業の戦略的行動や企業の枠組みを超えた経営戦略に関しては、「経営戦略論II」で扱います。本科目の履修後に、履修することで、よ
り実践的な経営戦略に関する知識を修得することができます。
■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所の朗読、書き込みを行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②予習や復習用のワークシートを配布します。必ず取り組み、保管して何度も見返すようにしてください。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。授業後に毎週確認をしておくようにしてください。

オフィスアワー
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授業期間中の小テ
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成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業内でテキストに書き込みをするため、必ず毎回テキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 ■経営学基礎と経営戦略論I
2023年度春学期経営戦略論第1~5回の復習を行います。経営学基礎で
学んだ知識をどのように深めるのかについて理解し、この講義の目的
を理解しましょう。特に、第1回の復習テストでわからなかった箇所は、
経営学基礎のテキストを読み直して、復習をしておきましょう。

【事前学習】
・復習テストの問題と答案を見て、わからなかった箇所を
明らかにしておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで受講後小テストを受験しておくこ
と。

4時間オンデマンド
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第3回 ■経営戦略とは何か１：戦略の策定プロセス
経営戦略とは何かについて、実際の経営戦略の策定プロセスに沿って
理解をしていきます。新しい用語もたくさん出てくるので、予習をしておき
ましょう。
キーワード：経営戦略の階層、経営理念、ドメイン、（エーベルの）３次元
定義、マーケティング近視眼、計画的戦略、創発的戦略、分析麻痺症
候群

【事前学修】
・キーワードをテキストで探し、マーカーをつけておくこと。
また、序章・第1章中心を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第4回 ■経営戦略とは何か２：経営戦略の発生史
経営戦略はなぜ必要とされるようになったのでしょうか。管理（マネジメ
ント）だけではなく、戦略（ストラテジー）が必要とされるようになった理由
について、歴史を振り返りながら学びます。
キーワード：経営管理、科学的管理法、フォード・システム、戦略計画、
SWOT分析、企業成長、競争戦略論

【事前学修】
・テキストの序章、LPに掲載される資料を読んで、キー
ワードを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第5回 ■企業戦略論１：成長のための多角化戦略
アンゾフは企業成長の方法の一つとして、多角化戦略を提案しました。
では、どのような事業に多角化をすれば良いのでしょうか。この回では、
事業同士の関係性と業績の関係についての法則生について学びます。
キーワード：成長ベクトル、多角化企業、関連型多角化・非関連型多角
化、シナジー、範囲の経済

【事前学修】
・テキストの４、５章、LPに掲載される資料を読んで、キー
ワードを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 ■企業戦略論２：市場成長率と市場占有率
会計学基礎では、（企業の）成長性・収益性・安全性について学びまし
た。これらと市場の成長率と市場占有率には重要な関係があります。な
ぜ、市場が成長していることはいいことなのでしょうか？なぜ、市場占有
率を上げなければいけないのでしょうか。今までに学んだ知識を使いな
がら、業績と戦略の関係について理解します。
キーワード：PLC、イノベーション普及のS字曲線、市場成長率、市場占
有率、PPM、規模の経済、経験効果

【事前学修】
・テキスト６章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に向け
て、総復習をすること。

4時間対面

第7回 ■競争戦略１：競争戦略とは何か、３つの基本戦略
ポーターは、企業が収益を獲得するためには3つしか方法がないと言い
ます。なぜ、その3つなのでしょうか。この回は、競争とは何か、収益は
何によって生まれるのかについて、考えます。また、中間試験①に向け
た復習を行います。
キーワード：競争戦略、業界構造、ポジショニング理論、3つの基本戦略

【事前学修】
・テキスト９章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に向け
て、第１回から第6回の総復習をすること。

4時間対面

第8回 ■中間試験１・競争戦略論の復習
第1回〜第6回（企業戦略論２まで）が試験範囲です。用語の暗記だけ
ではなく、正しい使い方を問う問題が出ます。ワークシート類をしっかり
見て、復習をしておきましょう。

【事前学修】
・第1回から第6回のノートまとめやワークシートの振り返り
等を行い、試験勉強をしておくこと。
【事後学修】
・わからなかった箇所をよく復習しておくこと。

4時間対面

第9回 ■競争戦略２：ファイブ・フォース分析１（顧客の奪い合い）
競争は激しくない方が良い。では、どのような特徴のある業界やどのよ
うな戦略を取れば、競争を避けられるのでしょうか。ファイブ・フォースの
強さに着目して、収益の得やすい業界の特徴について理解しましょう。
キーワード：競争業者の敵対関係、新規参入の脅威、代替品の脅威、
参入障壁、撤退障壁

【事前学修】
・テキスト８章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１で間違え
た箇所を復習しておくこと。中間試験２に向けて復習をして
おくこと。

4時間対面

第10回 ■競争戦略３：ファイブフォース分析２（利益の奪い合い）
ファイブ・フォースの中でも、利益を取り合う関係にある競争相手に対抗
し、良い関係を築くためにはどのように振る舞うべきかについて、考えま
す。また、自社の価値創出のポイントになる活動は何か、事業全体を通
してみる考え方について学びます。
キーワード：供給業者の交渉力、買い手の交渉力、バリュー・チェーン、
垂直統合、水平統合

【事前学修】
・テキスト10章、LPに掲載される資料を読んで、キーワー
ドを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験２に向けて
復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 ■中間試験２
第1回〜第10回についての中間試験を行います。中間試験１も試験範
囲に含まれるので、しっかり復習して取り組みましょう。

【事前学修】
・第1回から第10回の復習をして、試験勉強をしておくこ
と。
【事後学修】
・わからなかった点を中心に復習しておくこと。

4時間対面

第12回 ■競争戦略４：競争地位戦略
競争優位にある企業と劣位にある企業は同じ戦略をとるべきなのでしょ
うか。この回では、業界の中での相対的な立ち位置によって最適な戦
略が異なるという考え方を学びます。
キーワード：競争地位、リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッ
チャー、同質化競争

中間試験２の返却を行います。

【事前学修】
・テキスト９章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験２で間違え
た箇所は復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ■競争戦略５：資源ベース理論
せっかく差別化をしても他社から真似されてしまうと、価格競争に陥りま
す。他社からの模倣から身を守るためにはどうすればいいのかについ
て、学びます。
キーワード：経営資源、資源ベース理論、持続的な競争優位、VRIO分
析、コア・コンピタンス

【事前学修】
・テキスト３章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。定期試験に向けて、
復習をしておくこと。

4時間対面

第14回 ■競争戦略６：脱競争の戦略論
絶え間のない競争から抜け出すにはどうすれば良いでしょうか、また、
後発者になってしまった企業はどのような戦略をたてるべきでしょうか。
この回は、競争から抜け出すための戦略論について学びます。
キーワード：ブルー・オーシャン戦略、タイムベース戦略、プラット・フォー
ム戦略

【事前学修】
・テキスト11章、LPに掲載される資料を読んで、キーワー
ドを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。定期試験に向けて、
復習をしておくこと。

4時間対面

第15回 ■経営戦略の考え方（経営戦略論Iのまとめ）
今までの講義を振り返り、経営戦略とはどのような考え方をするのかに
ついて理解し、2年生からの学びにつなげます。また、定期試験に向け
た問題演習を行います。

【事前学習】
・第1回〜第14回までの復習をしておくこと。特に中間試験
１、２、宿題を中心に復習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅰ（経営学部）／経営戦略論（事業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略とは何か、企業戦略論・競争戦略論の理論・概念・フレームワークについて

授業の目的及び概要
「すぐに潰れてしまう会社と長く続く会社の差はどこにあるのか」、「会社の業績差は何によって決まるのか」、「かつては業界No.1だった企業が、後発企
業に追い抜かされるのはなぜか」、経営戦略論はこうした企業活動の成否についての根本的な問いに答えようとする学問領域です。本科目では、「①経
営戦略とは何か」、「②企業戦略論」、「③競争戦略論」を中心とした経営戦略の基本的な考え方について学びます。

学修の到達目標
①経営戦略とは何かについて、主な研究の変遷と策定プロセスの観点から理解することができる。
②市場成長率、市場占有率、企業の収益性と事業ポートフォリオ形成の関係に関する概念・フレームワークを理解し、それらに基づいて、事例について
解釈することができる。
③企業間競争の基本的理論・概念・フレームワークである、ポーターの競争戦略、コトラーの競争地位戦略、バーニーらの資源ベース理論、脱・競走の
ための戦略について理解し、それらに基づいて企業がとるべき戦略について理解することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間試験の採点後、間違いが多かった箇所について詳しく説明をします。
・コメントシート（アンケート）を実施し、質問への回答や補足説明を行います。
・講義内外で行うワークシートや発表について、口頭でフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■履修について：
・「経営学基礎」で学んだ知識を前提として、理論・概念・フレームワークを活用することを目指します。自信がない人は、経営戦略論の分野の復習をしな
がら、講義を受講することをお勧めします。
・より具体的な企業の戦略的行動や企業の枠組みを超えた経営戦略に関しては、「経営戦略論II」で扱います。本科目の履修後に、履修することで、よ
り実践的な経営戦略に関する知識を修得することができます。
■勉強方法：
①講義中にテキストの中でも特に重要な箇所の朗読、書き込みを行います。テキストは毎回必ず持参してください。
②予習や復習用のワークシートを配布します。必ず取り組み、保管して何度も見返すようにしてください。
③重要なお知らせは、ラーニングポータルを経由して行います。授業後に毎週確認をしておくようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営戦略入門（第2版），井上善海・大杉奉代・森宗一，中央経済社，2022 年
授業内でテキストに書き込みをするため、必ず毎回テキストを持参してください。

参考書

①経営戦略，井上達彦・中川功一・川瀬真紀，中央経済社，2019 年
②経営学入門キーコンセプト，井原久光・平野賢哉・菅野洋介・福地宏之，ミネルヴァ書房，2013 年

978450242131

①9784502325014
②9784623064410

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・経営戦略の役割と命題】（確認テスト）
なぜ大学生が経営戦略論を学ぶのか、この講義で扱う経営戦略とは何
なのかについて学びます。
■キーワード：経営戦略の役割、経営戦略の階層、経営戦略の策定プ
ロセス、戦略計画、創発的戦略
■ 確認テスト（経営学基礎で学んだ経営戦略に関する知識について）
を行います。

【事前学習】
・経営学基礎のテキスト「経営学入門」第5,6章を読んで、
確認テストに備えておくこと。
・シラバスに目を通して、授業を受けるにあたってわからな
いことがあれば、メモをしておくこと。
【事後学修】
・確認テストで正解ができなかった箇所を重点的に、復習
をしておくこと。

4時間対面

第2回 ■経営学基礎と経営戦略論I
2023年度春学期経営戦略論第1~5回の復習を行います。経営学基礎で
学んだ知識をどのように深めるのかについて理解し、この講義の目的
を理解しましょう。特に、第1回の復習テストでわからなかった箇所は、
経営学基礎のテキストを読み直して、復習をしておきましょう。

【事前学習】
・復習テストの問題と答案を見て、わからなかった箇所を
明らかにしておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルで受講後小テストを受験しておくこ
と。

4時間オンデマンド
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第3回 ■経営戦略とは何か１：戦略の策定プロセス
経営戦略とは何かについて、実際の経営戦略の策定プロセスに沿って
理解をしていきます。新しい用語もたくさん出てくるので、予習をしておき
ましょう。
キーワード：経営戦略の階層、経営理念、ドメイン、（エーベルの）３次元
定義、マーケティング近視眼、計画的戦略、創発的戦略、分析麻痺症
候群

【事前学修】
・キーワードをテキストで探し、マーカーをつけておくこと。
また、序章・第1章中心を読んで予習しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第4回 ■経営戦略とは何か２：経営戦略の発生史
経営戦略はなぜ必要とされるようになったのでしょうか。管理（マネジメ
ント）だけではなく、戦略（ストラテジー）が必要とされるようになった理由
について、歴史を振り返りながら学びます。
キーワード：経営管理、科学的管理法、フォード・システム、戦略計画、
SWOT分析、企業成長、競争戦略論

【事前学修】
・テキストの序章、LPに掲載される資料を読んで、キー
ワードを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第5回 ■企業戦略論１：成長のための多角化戦略
アンゾフは企業成長の方法の一つとして、多角化戦略を提案しました。
では、どのような事業に多角化をすれば良いのでしょうか。この回では、
事業同士の関係性と業績の関係についての法則生について学びます。
キーワード：成長ベクトル、多角化企業、関連型多角化・非関連型多角
化、シナジー、範囲の経済

【事前学修】
・テキストの４、５章、LPに掲載される資料を読んで、キー
ワードを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。

4時間対面

第6回 ■企業戦略論２：市場成長率と市場占有率
会計学基礎では、（企業の）成長性・収益性・安全性について学びまし
た。これらと市場の成長率と市場占有率には重要な関係があります。な
ぜ、市場が成長していることはいいことなのでしょうか？なぜ、市場占有
率を上げなければいけないのでしょうか。今までに学んだ知識を使いな
がら、業績と戦略の関係について理解します。
キーワード：PLC、イノベーション普及のS字曲線、市場成長率、市場占
有率、PPM、規模の経済、経験効果

【事前学修】
・テキスト６章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に向け
て、総復習をすること。

4時間対面

第7回 ■競争戦略１：競争戦略とは何か、３つの基本戦略
ポーターは、企業が収益を獲得するためには3つしか方法がないと言い
ます。なぜ、その3つなのでしょうか。この回は、競争とは何か、収益は
何によって生まれるのかについて、考えます。また、中間試験①に向け
た復習を行います。
キーワード：競争戦略、業界構造、ポジショニング理論、3つの基本戦略

【事前学修】
・テキスト９章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１に向け
て、第１回から第6回の総復習をすること。

4時間対面

第8回 ■中間試験１・競争戦略論の復習
第1回〜第6回（企業戦略論２まで）が試験範囲です。用語の暗記だけ
ではなく、正しい使い方を問う問題が出ます。ワークシート類をしっかり
見て、復習をしておきましょう。

【事前学修】
・第1回から第6回のノートまとめやワークシートの振り返り
等を行い、試験勉強をしておくこと。
【事後学修】
・わからなかった箇所をよく復習しておくこと。

4時間対面

第9回 ■競争戦略２：ファイブ・フォース分析１（顧客の奪い合い）
競争は激しくない方が良い。では、どのような特徴のある業界やどのよ
うな戦略を取れば、競争を避けられるのでしょうか。ファイブ・フォースの
強さに着目して、収益の得やすい業界の特徴について理解しましょう。
キーワード：競争業者の敵対関係、新規参入の脅威、代替品の脅威、
参入障壁、撤退障壁

【事前学修】
・テキスト８章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験１で間違え
た箇所を復習しておくこと。中間試験２に向けて復習をして
おくこと。

4時間対面

第10回 ■競争戦略３：ファイブフォース分析２（利益の奪い合い）
ファイブ・フォースの中でも、利益を取り合う関係にある競争相手に対抗
し、良い関係を築くためにはどのように振る舞うべきかについて、考えま
す。また、自社の価値創出のポイントになる活動は何か、事業全体を通
してみる考え方について学びます。
キーワード：供給業者の交渉力、買い手の交渉力、バリュー・チェーン、
垂直統合、水平統合

【事前学修】
・テキスト10章、LPに掲載される資料を読んで、キーワー
ドを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験２に向けて
復習をしておくこと。

4時間対面

第11回 ■中間試験２
第1回〜第10回についての中間試験を行います。中間試験１も試験範
囲に含まれるので、しっかり復習して取り組みましょう。

【事前学修】
・第1回から第10回の復習をして、試験勉強をしておくこ
と。
【事後学修】
・わからなかった点を中心に復習しておくこと。

4時間対面

第12回 ■競争戦略４：競争地位戦略
競争優位にある企業と劣位にある企業は同じ戦略をとるべきなのでしょ
うか。この回では、業界の中での相対的な立ち位置によって最適な戦
略が異なるという考え方を学びます。
キーワード：競争地位、リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッ
チャー、同質化競争

中間試験２の返却を行います。

【事前学修】
・テキスト９章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。中間試験２で間違え
た箇所は復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ■競争戦略５：資源ベース理論
せっかく差別化をしても他社から真似されてしまうと、価格競争に陥りま
す。他社からの模倣から身を守るためにはどうすればいいのかについ
て、学びます。
キーワード：経営資源、資源ベース理論、持続的な競争優位、VRIO分
析、コア・コンピタンス

【事前学修】
・テキスト３章、LPに掲載される資料を読んで、キーワード
を確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。定期試験に向けて、
復習をしておくこと。

4時間対面

第14回 ■競争戦略６：脱競争の戦略論
絶え間のない競争から抜け出すにはどうすれば良いでしょうか、また、
後発者になってしまった企業はどのような戦略をたてるべきでしょうか。
この回は、競争から抜け出すための戦略論について学びます。
キーワード：ブルー・オーシャン戦略、タイムベース戦略、プラット・フォー
ム戦略

【事前学修】
・テキスト11章、LPに掲載される資料を読んで、キーワー
ドを確認しておくこと。
【事後学修】
・宿題を解いて、復習をしておくこと。定期試験に向けて、
復習をしておくこと。

4時間対面

第15回 ■経営戦略の考え方（経営戦略論Iのまとめ）
今までの講義を振り返り、経営戦略とはどのような考え方をするのかに
ついて理解し、2年生からの学びにつなげます。また、定期試験に向け
た問題演習を行います。

【事前学習】
・第1回〜第14回までの復習をしておくこと。特に中間試験
１、２、宿題を中心に復習しておくこと。
【事後学修】
・ラーニングポータルの【テスト】に掲載される課題を解くこ
と。
・定期試験に備えて、テキストの重要箇所や小テスト、中
間試験、模擬テストを復習しておくこと。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理に関する所論の歴史的発展経緯を辿り、他の領域との関連性を学びます。

授業の目的及び概要
この科目では、企業をはじめとする組織体の内部要素である、組織構造と組織メンバーのマネジメントについて、その生成と発展の足跡をたどりなが
ら、内部要素のマネジメントにはどのようなバリエーションがあるのか、それらはどのような背景や事情のもとに生まれてきたのか、どのような機能を果
たすのかについて理解を深めることによって、企業をはじめとする組織体の行動を深く理解することを目的とします。この科目の内容は、経営管理論Ⅰ
の内容と併せ、経営管理全体を構成します。
　経営戦略論や経営組織論と関連する経営学を学修するための基本的な科目です。

学修の到達目標
①経営管理論に関する代表的な理論がなぜ生み出されたのか、その特徴とともに理解できる。
②経営管理論に関する代表的な理論を理解し、歴史的経緯を踏まえながら、その応用として管理手法の意義と限界を説明できる。
③経営管理と経営戦略、経営組織との関連性について理解し、企業経営への経営管理の影響を分析できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートでの受講生からの質問や代表的な意見をいくつかとりあげて紹介し、それに対する私の意見を述べます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この経営管理論Ⅱでは、経営管理理論の歴史的発展経緯をメインに説明します。経営組織論や管理モデルについての基礎知識を歴史的経緯と共に
習得したいと考えている受講生さん向けの科目です。ただし、この科目では、経営組織論や経営戦略論と管理モデルの相互関連にも注意して講義して
いきます。履修にあたっては、専門用語や断片的知識をただ集積するのではなく、講義やプリントがどのような話の流れ(論理)で進んでいるのか、話と
話のつながりにつねに留意することが大切です。経営管理論Ⅰの内容を踏まえた構成となりますので、履修にあたり、経営管理論Ⅰを前もって復習す
ることをおすすめします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし。
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

監修 吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』,　同文舘出版.

特になし。

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業全体の進め方と経営管理論Ⅰとの関連を説明します。

【事前学習】シラバスを確認し、日々発生する企業にかか
わるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】シラバスを確認し復習すること。

3.5時間対面

第2回 組織管理と経営管理
企業の経営において直面する二つの問題について説明し、経営管理と
組織管理は、それらとどのような関連があるかを学びます。

キーワード：集団と組織、経営管理、組織管理

【事前学修】組織管理とは何かを調べ、経営管理との違い
を確認すること。同時に日々発生する企業にかかわる
ニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】経営管理論Iで扱った経営戦略と経営管理と
の関連との違いを確認すること。

4時間対面

第3回 科学的管理法
科学的管理法の歴史的背景、経営管理論の源流とされる理由、その体
系性、当時の社会への影響等について解説し、伝統的管理論の特徴
について学びます。

キーワード：成行管理、組織的怠業、科学的管理法、課業管理、動作研
究、計画部、職能別組織、経済人モデル

【事前学習】F.W.テイラーの科学的管理法について調べ、
それが生み出された背景を確認すること。同時に日々発
生する企業にかかわるニュース・出来事についてチェック
すること。
【事後学修】科学的管理法が必要とされたあるいは必要だ
と思われたのはなぜか、講義内容・ノートを確認して復習
してください。

4時間対面
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第4回 管理原則と管理過程論
伝統的管理論が契機となって生まれてきた多様な管理職能論について
解説し、それらの吟味と帰結について考察します。
出来高給から職務給までの歴史的発展の論理について解説し、伝統
的管理論の基本的考え方について考察します。

キーワード：管理原則、マネジメントサイクル

【事前学習】アンリ・ファヨールの管理原則論を調べ、科学
的管理法からどのように発展したかを確認すること。同時
に日々発生する企業にかかわるニュース・出来事につい
てチェックすること。
【事後学修】出来高給と職務給の違いについて説明できる
か、マネジメントサイクルについて講義内容・ノートを参照
して復習してください。

4時間対面

第5回 フォードとGM
伝統的管理論の特徴を色濃く反映する２つの現代的な管理への応用
（ケース）について解説し、考察します。

キーワード：移動組み立て方式、奉仕動機、分権組織、フルライン戦略

【事前学習】伝統的管理論を企業経営に取り入れ、より実
践的に修正するとしたらどのようになるか検討すること。
同時に日々発生する企業にかかわるニュース・出来事に
ついてチェックすること。
【事後学修】ケースでとりあげた二社の違いを講義内容・
ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第6回 ホーソン実験と人間関係論学派
伝統的管理論の検証実験に失敗したホーソン実験と新たに提起された
人間関係モデルについて解説し、このモデルの意義について考察しま
す。

キーワード：社会人モデル、人間関係、動機づけ、非公式組織

【事前学習】伝統的管理論の内容を確認し、その問題点を
検討すること。同時に日々発生する企業にかかわる
ニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】ホーソン実験はどのような実験なのかを講義
内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第7回 自己実現と社会人モデル
モティべーションについてその一般的意義、欲求理論、過程理論につい
て考察します。

キーワード：自己実現欲求、５段階欲求、ERG理論、公平理論、期待理
論

【事前学習】人間関係論学派の内容を確認し、人を動機付
けるにはどうしたらいいかを検討すること。同時に日々発
生する企業にかかわるニュース・出来事についてチェック
すること。
【事後学修】マズローの五段階欲求仮説をはじめとしたモ
ティベーションに関する理論の発展経緯についてを講義
内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第8回 中括
伝統的管理論と人間関係論学派までのまとめ

【事前学習】1920年代～第二次世界大戦前（戦間期）の社
会状況を調べ、企業がどのような状況であったかを確認
すること。同時に日々発生する企業にかかわるニュース・
出来事についてチェックすること。
【事後学修】科学的管理法～人間関係論学派に至るまで
の理論的変遷を講義内容・ノートを参照して復習してくださ
い。

4時間対面

第9回 近代的組織管理論と経営人モデル
従業員の動機付けと組織の管理を両立させるにはどうしたら良いか。
それの論理を提案したのが近代的組織管理論です。ここで示されたモ
デルは、今現在でも非常に大きな影響力を持っています。それについて
説明し、組織と個人の管理ついて考えます。

キーワード：誘因、貢献意欲、個人目標、組織目標、コミュニケーショ
ン、自律型モデル、有効性、効率性

【事前学習】人間関係論と伝統的組織管理論を統合する
方法を検討すること。同時に日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】C.I.バーナードの誘因ー貢献モデルやH.A.サ
イモンの経営人モデルについてを講義内容・ノートを参照
して復習してください。

4時間対面

第10回 動機づけと組織学習
動機付けの具体的な方法として、組織学習や欲求仮説が考え出されま
した。それらの内容について説明し、学習効果や動機付けについて考
えます。

キーワード：X理論、Y理論、衛生要因、期待要因、ダブルループ学習、
アンラーニング

【事前学習】どのようなことがあれば意欲が湧くかそして、
新しいことの学習を人に促すにはどうしたら良いかそれを
検討してみてください。同時に日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】マクレガーやハーズバーグ、アージリスなどの
諸論についてを講義内容・ノートを参照して復習してくださ
い。

4時間対面

第11回 経営管理と経営戦略
企業が巨大化、複雑化するにつれ、「戦略的経営」が必要だといわれる
ようになってきました。
経営管理のためになぜ経営戦略が必要なのでしょうか？それについて
学習します。

キーワード：経営戦略、戦略的経営、全社戦略、経営理念、意思決定、
乱気流的環境

【事前学習】組織が大きく、複雑になった際、どうやって管
理していけばよいかを検討してみてください。同時に日々
発生する企業にかかわるニュース・出来事についてチェッ
クすること。
【事後学修】経営戦略についてを講義内容・ノートを参照し
て復習してください。

4時間対面

第12回 組織文化と組織構造
1980年代に日本企業が欧米に進出すると欧米の企業とは異なる行動
から、組織構造とは別の組織内の個人の行動へ影響を及ぼす組織文
化に焦点が当てられました。
ここでは、組織内の個人の意識を高めたりするもの組織文化の組織内
の個人への影響や弊害について説明します。

キーワード：組織文化、公式組織、非公式組織、組織文化の逆機能、事
業部制組織、マトリックス組織、SBU、プロジェクト組織、カンパニー制組
織

【事前学習】特定の組織の構造や文化でしにくこと・しやす
いことはあるのでしょうか。それを検討してみてください。
同時に日々発生する企業にかかわるニュース・出来事に
ついてチェックすること。
【事後学修】組織文化と組織構造や経営理念との関係に
ついてを講義内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第13回 リーダーシップとコミュニケーション
組織内の仕組みを変革しても、そのなかで実際に活動する個人が行動
してくれなければ意味がありません。人の行動を変えるにはどうしたら
良いでしょうか。人と人とのコミュニケーション、あるいは、リーダーシッ
プについて考察します。

キーワード：リーダーシップ、コンティンジェンシー、リーダー、フォロワー

【事前学習】仕組みやルールを変えただけで、それに他人
はついていくでしょうか、人の行動を変えるにはどういうこ
とが必要とされるかを検討してください。同時に日々発生
する企業にかかわるニュース・出来事についてチェックす
ること。
【事後学修】コミュニケーションとリーダーシップについてを
講義内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第14回 企業の国際化と組織管理
国を跨いだ企業において発生する異文化経営について学びます。

キーワード：文化の次元、国際化、異文化理解、グローバル組織、現地
化

【事前学習】国を跨いで組織を拡大させる際には何が必要
とされるかを検討してください。同時に日々発生する企業
にかかわるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】企業組織内で国際化はどのような効果をもた
らすかを講義内容・ノートを参照して復習してください。

4時間対面

第15回 総括【オンデマンド】
授業全体の総括とまとめを行います。
各回のポイントと要点をおさらいします。これまでの授業資料を参照しな
がら、動画を視聴し、自分のノートをまとめてください。

【事前学習】組織管理と経営管理、そして経営戦略の関連
性を検討してください。同時に日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】組織と戦略、そして環境を調整するにはどうし
たら良いかを講義内容・ノートを参照して検討してくださ
い。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理全般について、基礎から専門科目へステップアップするための基本内容を学修します。

授業の目的及び概要
経営管理論Ⅰでは、「古典的管理論」と「近代管理論」の議論を検討し経営管理論の全体像を明らかにします。また、モティベーションやリーダーシップ
について講義を展開します。
経営管理論Ⅱでは、「組織内部・外部のマネジメント」等について、講義を展開します。
この授業を受講することにより、経営の知識を活かしながら考え、企業、行政、NPOなどでマネジメント能力を発揮し、地域や企業の発展に貢献できる基
本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
経営内部・外部のマネジメント等についての基礎知識を見つけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、授業内で解説し、フィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後は直ちにⅡを履修してください。
・企業経験も織り混ぜながら具体的な組織マネジメントについて実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

上野恭裕・馬場大治編著『経営管理論』(中央経済社,2016年)

参考書

P・ドラッカー著, 上田惇生訳 『マネジメント　基本と原則』(ダイヤモンド社 ,2001年)

978-4-502-19061-2

978-4478410233

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。
「組織構造のマネジメント(1)」
①組織構造とは何か②官僚制組織について学修します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込むとともに、受講するにあ
たってのポイントについて確認しておいて下さい。また、テ
キストの第7章当該部分を一通り読み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第7章当該部分、ノートを読み返し、あらためて
ポイントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間対面

第2回 「組織構造のマネジメント(2)」
③組織形態④組織構造の発展について学修します。

(事前学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第3回 「組織文化のマネジメント(1)」
①組織文化とは何か②組織文化の機能と逆機能③組織文化の形成と
変革について学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面
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第4回 「組織文化のマネジメント(2)」
③組織文化の形成と変革について学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第5回 「経営組織の環境適応(1)」
①環境適応の必要性②コンティンジェンシー理論の誕生について学修
します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第6回 「経営組織の環境適応(2)」
③コンティンジェンシー理論の発展④コンティンジェンシー理論の意義と
限界について学修します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在す
る企業の取り組む経営管理についての事例を取り上げ、これまで学修
した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第7章～第9章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 「企業戦略のマネジメント(1)」
①経営戦略とは何か②ドメインの設定について学修します。

(事前学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第9回 「企業戦略のマネジメント(2)」
③多角化④多角化企業の資源配分について学修します。

(事前学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第10回 「競争優位のマネジメント(1)」
①競争優位とは何か②ポジショニング・アプローチについて学修しま
す。

(事前学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第11回 「競争優位のマネジメント(2)」
③経営資源アプローチ④競争優位のタイプについて学修します。

(事前学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第12回 「イノベーションのマネジメント(1)」
①イノベーションとは何か②イノベーションの発生について学修します。

(事前学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第13回 「イノベーションのマネジメント(2)」
③イノベーションの全体像④イノベーション・メカニズムの解明に向けて
について学修します。

(事前学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。
(事後学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。

4時間対面

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在
する企業の取り組む経営管理についての事例を取り上げ、これまで学
修した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第10章～第12章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。

4時間対面

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第7章～第12章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。
(事後学修)
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営管理論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営管理の内部要素である組織と個人のマネジメントについて学びます。

授業の目的及び概要
この科目では、計画、組織、命令、調整、統制という経営管理の諸機能について、経営管理論Ⅰで学修した基本的な理論や概念を確かめます。そして、
世の中に実在する企業事例を通じて、企業をはじめとする組織体の行動、マネジャーの役割や直面する課題等を学ぶことで、経営管理に対する理解を
一層深くすることを目的とします。
この科目の内容は、経営管理論Iの内容と併せ、経営管理全体を構成します。 経営戦略論や経営組織論と関連する経営学を学修するための基本的な
科目です。

学修の到達目標
①経営管理論に関する代表的な理論がなぜ生み出されたのか、その特徴とともに理解できる。
②経営管理論に関する代表的な理論から修得した知識を用いて、現実の経営現象が理解できる。
③経営管理の経営戦略や経営組織との関連性、企業経営における経営管理の影響を理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートでの受講生からの質問や代表的な意見をいくつかとりあげて紹介し、それに対する私の意見を述べます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

春学期の経営管理論Ⅰでは、経営管理そのものを理解するため、管理の基盤になる内部マネジメントに関連する組織理論や経営活動に関連する戦略
理論の基本的な内容について学修しました。経営管理論Ⅱでは、計画、組織、命令、調整、統制という経営管理の機能別に講義を進めていき、春学期
で学習した内容を確かめながら、日本や海外の事例を通じて、視野を広げながら経営管理についての理解を深めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

スティーブンP.ロビンス他(2014)『マネジメント入門』ダイヤモンド社.

参考書

①上野 恭裕 ,馬場 大治 編著(2016) 『経営管理論』中央経済社 
②東北大学経営学グループ(2019)『ケースに学ぶ経営学[第3版]』有斐閣ブックス.

978-4-478-02816-2

①978-4-502-19061-2
②978-4-641-18448-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的や構成、授業の進め方、評価などを説明します。

「マネジャーとマネジメント」
マネジャーやマネジメントの定義、役割、そして必要性について学びま
す。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第1章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第2回 「マネジメント環境」
マネジメントにおける外部環境と組織文化について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第2章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第3回 「マネジメント全般に関わる課題」
グローバリゼーション、社会の期待、そして倫理的行動などマネジメント
全般に関わる課題について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第3章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第4回 「意思決定の基礎」
マネジャーによる意思決定のプロセスや条件、そして課題について学び
ます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第4章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面
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第5回 「計画策定の基本」
マネジメントの主要活動である計画策定の意味、目的、方法について学
びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第5章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第6回 「組織の構造と設計」
組織設計における重要要素、条件、課題について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第6章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第7回 「人材管理」
人材管理のプロセスや影響要因、人材の選抜や評価、そして補償につ
いて学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第7章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第8回 「中間テスト」
第1回～第7回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

【事前学修】
第1回～第7回までのテキストや配布資料（レジュメ）、各自
のノートをよく振り返っておいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第9回 「変革とイノベーションのマネジメント」
組織変革とそのプロセス、そして抵抗について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第8章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第10回 「個人行動の基礎」
組織行動の基礎的概念を理解するため、マネジメントに影響を与える
組織内の個人の態度、性格、認知などについて学びます。

「チームマネジメント」
組織内のグループの発展過程、行動、そして有効なチームマネジメント
について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第9章、第10章を事前に読
むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

5時間対面

第11回 「モチベーション」
モチベーションの定義、理論、課題について学びます。

「リーダーシップとマネジメント・コミュニケーション」
リーダーシップの定義、理論、課題、そして効果的なコミュニケーション
やその影響要因について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第11章、第12章を事前に読
むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

5時間対面

第12回 「コントロール」
コントロールの本質、重要性、そしてその内容や課題について学びま
す。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第14章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第13回 「オペレーション・マネジメント」
バリューチェーン・マネジメントの特性、目的、手法について学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、テキストの第15章を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

4時間対面

第14回 「日本企業のマネジメント」
日本企業の人のマネジメント、生産管理、コーポレートガバナンスにつ
いて学びます。

【事前学習】
シラバスを確認し、春学期の経営管理論Ⅰのテキストで
あった上野、馬場編著の『経営管理論』の第4部(第13章、
第14章、第15章)を事前に読むこと。
【事後学修】
テキスト、レジュメ資料、ノートを読み返し、ポイントになる
ことを復習すること。

5時間対面

第15回 「総括」
授業全体の内容を振り返ることとともに、改めて重要なポイントを確認し
ます。

【事前学習】組織管理と経営管理、そして経営戦略の関連
性を検討してください。同時に日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】組織と戦略、そして環境を調整するにはどうし
たら良いかを講義内容・ノートを参照して検討してくださ
い。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング戦略論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 戦略の観点からマーケティングの基本概念、基本理論について理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、企業活動におけるマーケティングの役割に焦点を合わせ、主に、デモグラフィック、サイコグラフィック等の市場細分化の軸の選択、決定と
市場細分化の実施、標的市場の選択、決定、ポジショニングや、マーケティング・ミックスにおける、製品（商品）、価格、チャネル、プロモーションの最適
決定について、戦略の観点から考察する。さらに、それらの役割や機能等のメカニズムについて理解し、市場（顧客）に対しアプローチしていくための戦
略を構築できる力をつけることを目指す。

学修の到達目標
1．マーケティングの役割や機能等のメカニズムについて理解する。
2．市場（顧客）に対してアプローチしていくための戦略を構築できる知識、ノウハウを理解する。
3．事例をもとに、企業においてどうようなマーケティング活動が行われているか説明する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズムについて戦略の観点から、学んでいきます。自分自身
がめざす進路に向けて、自ら行動し積極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に基本を学んでいきましょう。またマーケティング概論、
マーケティング戦略論Ⅱをあわせて履修することをお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで「マーケティ
ング戦略論Ⅰ」の概要等を復習しておくこと。

2時間対面

第2回 4P(1)
企業の製品戦略について説明し、事例を解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第3回 4P(2)
価格戦略について説明し、事例を解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第4回 4P(3)
チャネル戦略について説明し、事例を解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第5回 4P(4)
コミュニケーションについて説明し、事例を解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第6回 デジタル・マーケティング
デジタル社会のビジネスモデルについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として参考書のを読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第7回 サービス・マーケティング
サービス経営のマネジメントとサービスによる価値創造について解説し
ます。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面
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第8回 中間試験
第2回～第7回までに学修してきた内容について中間試験を行います。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面

第9回 STP(1)
セグメンテーションの定義や基準について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として参考書のを読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第10回 STP(2)
ターゲッティングの重要なアプローチについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 市場地位別戦略(1)
市場地位の分類とトップ・シェアについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第12回 市場地位別戦略(2)
リーダーの戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第13回 市場地位別戦略(3)
チャレンジャーの戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第14回 市場地位別戦略(4)
ニッチャーとフォロワーの戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修としてこれまでの講義資料の学修した内容を読
んで復習しておくこと。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング戦略論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 戦略の観点からマーケティングの基本概念、基本理論について理解する。

授業の目的及び概要
この授業は、企業活動におけるマーケティングの役割に焦点を合わせ、主に、デモグラフィック、サイコグラフィック等の市場細分化の軸の選択、決定と
市場細分化の実施、標的市場の選択、決定、ポジショニングや、マーケティング・ミックスにおける、製品（商品）、価格、チャネル、プロモーションの最適
決定について、戦略の観点から考察する。さらに、それらの役割や機能等のメカニズムについて理解し、市場（顧客）に対しアプローチしていくための戦
略を構築できる力をつけることを目指す。

学修の到達目標
1．マーケティングの役割や機能等のメカニズムについて理解できる。
2．市場（顧客）に対してアプローチしていくための戦略を構築できる知識、ノウハウを理解できる。
3．企業におけるマーケティング活動の背景を説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズムについて戦略の観点から、学んでいきます。自分自身
がめざす進路に向けて、自ら行動し積極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に基本を学んでいきましょう。またマーケティング概論、
マーケティング戦略論Ⅱをあわせて履修することをお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで「マーケティ
ング戦略論Ⅰ」の概要等を復習しておくこと。

2時間対面

第2回 4P(1)
企業の製品戦略について説明し、事例を解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第3回 4P(2)
価格戦略について説明し、事例を解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第4回 4P(3)
チャネル戦略について説明し、事例を解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第5回 4P(4)
コミュニケーションについて説明し、事例を解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第6回 近年の新たなマーケティング
デジタル社会のビジネスモデルやサービスによる価値創造について解
説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として参考書のを読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第7回 小括
中間試験における前半の振り返りを行います。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間オンデマンド
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第8回 中間試験
第2回～第7回までに学修してきた内容について中間試験を行います。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面

第9回 STP(1)
セグメンテーションの定義や基準について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として参考書のを読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第10回 STP(2)
ターゲッティングの重要なアプローチについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 市場地位別戦略(1)
市場地位の分類とトップ・シェアについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第12回 市場地位別戦略(2)
リーダーの戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第13回 市場地位別戦略(3)
チャレンジャーの戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第14回 市場地位別戦略(4)
ニッチャーとフォロワーの戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修としてこれまでの講義資料の学修した内容を読
んで復習しておくこと。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 現代企業経営論Ⅰ＜現代産業論Ⅰ＞（経営学部）／現代産業論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 現代における国内外の様々なビジネス（業界）の最新動向の理解

授業の目的及び概要
この授業は、基本的にはマクロの視点からも国内外のビジネス（業界）の最新動向等に関する知識を踏まえ、ビジネス（業界）の全体像を捉えていくこと
を目標としますが、ミクロの視点からビジネス（業界）固有の課題を考察することもします。このため、様々な業種を扱い、理論的・実務的なアプローチか
らの説明を加えていきます。また、企業からも実務者を招いて授業を進めます。
商品（サービス）の概要と提供方法、業界の構造、市場の動向、収益、経営環境の変化、経営戦略、求められる人材、今後の展望等を幅広く学びます。

学修の到達目標
①現代の企業の経営環境・各業界の状況について理解できる。
②現代の産業が抱えている課題について確認し、理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日頃より、経営に関する書籍や新聞、雑誌の経営に関する記事を読み、現代におけるビジネスの現状に対して興味関心を持ちながら授業に臨んでくだ
さい。
また、ゲストスピーカーとの関係から授業内容が入れ替わる可能性があります。その際には、入れ替わりが発生次第、連絡します。
また、ほぼ毎回、授業中に述べたキーワードを理解しているかを確認する小テスト、または授業中レポートを課します。それを念頭に、授業でメモを取る
ことを心掛けてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

060

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

講義資料については授業ごとに提示します。

参考書

参考書は授業中に随時指示します

特になし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
　この講義の進め方や評価方法、授業の計画などについて説明いたし
ます。

授業での説明の内容を基に復習してください。 3.5時間対面

第2回 【日本の産業構造の特徴】　
　我が国の産業の見方について学ぶ。また、戦後の我が国の産業の変
化について概観し、同時に最近の変化や国の構想であるSociety5.0に
ついて学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第3回 【環境の変化】　
　我が国の産業に影響を与える諸要因のうち、少子高齢化、グローバ
ル化、デジタル化、脱炭素等を取り上げ、その意味や我が国産業構造
への具体的な影響について学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第4回 【主要産業の動向（小売り・流通業界）】　
　生活に密着した産業として小売り・流通産業の国内外の様々な業態
の企業動向について学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第5回 【主要産業の動向（自動車業界）】　
　戦後のリーディング産業である自動車製造業について、国際事業展
開の動向、環境問題への取り組み、EV化の動きや競争力向上に向け
た取り組み等を学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面
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第6回 【主要産業の動向（物流・倉庫業界）】　
　コロナ禍やネット通販の拡大に伴う取扱量の増大、ドライバー不足
等、深刻な問題を抱える物流業界のDX動向も含めて学びます。
※ゲストスピーカーを予定

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第7回 【主要産業の動向（IT業界）】　
　21世紀の成長産業である情報関連（IT)産業の動向、とりわけ、
GAFA+Mを取り上げて、成長産業として発展した要因について学びま
す。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第8回 【主要産業の動向（エネルギー業界）】　
　電力、ガスに代表されるエネルギー業界、脱炭素時代に向けて様々
な取り組みがされています。その最新動向を学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第9回 【主要産業の動向（電機・家電業界）】　
　高度成長期には白物家電は、成長産業でした。しかし、現在では業界
内での大きな変動が起きています。変貌する電機・家電業界の動向に
ついて学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第10回 【主要産業の動向（中小企業）】　
日本の産業構造の98％を占める中小企業について学びます。
※ゲストスピーカーを予定

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第11回 【主要産業の動向（ヘルスケア産業）】　
　今後期待される成長産業としてヘルスケア関連産業の動向について
学ぶ。ヘルスケア関連産業は、医薬品、介護、医療サービス等多様で
あるが、今年度は製薬企業を中心に学ぶ。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第12回 【主要産業の動向（印刷業界）】　
　年々縮小している市場規模、生き残りをかけた活動を展開している印
刷業界を外観することにより、日本の産業構造の変化について学びま
す。
※ゲストスピーカーを予定

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第13回 【主要産業の動向（建設業界）】　
　3Kの代表と言われた建設業界でもロボットの導入により構造変化が
進んでいます。その最新動向について学びます。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第14回 【SDG’s】　
　持続可能な社会を作るために必要な知識をSDG’sについて学びま
す。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4時間対面

第15回 【まとめ】　
　この講義のまとめを行います。

授業で取り上げたテーマについて、配布資料や講義内容
を基に復習してください。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 現代企業経営論Ⅱ＜現代産業論Ⅱ＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 変化する現代の企業経営と事業システム、産業構造について実践的に学ぶ

授業の目的及び概要
本科目は、「現代企業経営論Ⅰ」に引き続き、前半は、企業のしくみに視点を置き、現代の企業経営の管理、運営に関する方法やノウハウとしてマネジ
メントについての学びを深める。後半は、個別企業の枠組みを越えた事業のしくみに視点を置き、ビジネスシステムについての学びを深めます。現代産
業は製品やサービスの差別化からそれらを生み出すシステムの差別化を通じた持続的な優位性が問われているのです。また、各業界の企業から実務
者による外部講師を招いて実際のビジネスに関わる講演を受けていきます。戦略、マーケティング、組織などの現代の経営手法を理解するとともに、ビ
ジネスシステムやビジネスモデルをめぐる新たな競争や優位性を見抜く力をつけ、グローバルなビジネスリーダーに必要な知識と資質を身につけること
を目指します。

学修の到達目標
①企業経営のしくみを理解できる。
②ビジネスで用いられる実践的な手法の違いについて区別できる。
③現代の企業のビジネスの仕組みについて認識し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートあるいはラーニングポータルのディスカッションを通じて個別の質問を受け付けます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指す。
履修上の注意点は次のとおりである。
・授業計画と評価基準については多少変更する可能性がある。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の産業に関する出来事を把握する。
・後半では、ビジネスで使われるフレームワークを理解するために授業中に課題を設定する。理解を深めるためにも出席をすること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

遠藤功著『企業経営の教科書』日本経済新聞出版　2021年　 ISBN  978-4532114312
テキストは授業で使います。必ず購入してください。

参考書

①遠藤功『企業経営の教科書』日本経済新聞出版　2021年　
②平野敦史カール『ビジネスモデル』朝日新聞出版社　2015年
③株式会社アンド 『ビジネスフレームワーク図鑑 すぐ使える問題解決・アイデア発想ツール70』　翔泳社 2018

ISBN  978-4532114312

①ISBN  978-4532114312
②ISBN  978-4023313798
③ISBN   978-4798156910

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行う。
特に「現代企業経営論Ⅱ」の本科目のねらいについてお話しします

・テキストおよびラーニング・ポータルに掲載する授業資料
（レジュメ）をプリントアウトし、授業前に読んで授業に臨む
こと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第2回 社会の中の「生き物」として企業経営を考える

キーワード：付加価値、競争優位性、CSR

・テキスト第1章およびラーニング・ポータルに掲載する授
業資料（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第3回 企業の「人格」としての企業理念、価値観の形成

キーワード：経営理念、VUCA

・テキスト第２章およびラーニング・ポータルに掲載する授
業資料（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第4回 「戦い方」のしくみとしての戦略の策定

キーワード：戦略の階層、イノベーション、DX

・テキスト第３章およびラーニング・ポータルに掲載する授
業資料（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第5回 「売れるしくみ」のためのマーケティング

キーワード：マーケティングのステップ、マーケティング・ミックス、サービ
ス

・テキスト第４章およびラーニング・ポータルに掲載する授
業資料（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面
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第6回 戦い方に適した「組織」の編成

キーワード：組織構造、持ち株会社、コーポレートガバナンス

・テキスト第５章およびラーニング・ポータルに掲載する授
業資料（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第7回 「人の強み」を生かすマネジメント

キーワード：モティベーション、インセンティブ、キャリア、

・テキスト第６章およびラーニング・ポータルに掲載する授
業資料（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第8回 中間まとめ

前半で学んだことのまとめを行います。

・前半までのテキストおよび授業資料（レジュメ）を授業前
に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第9回 成長と再生のマネジメント

キーワード：リエンジニアリング、ビジネスエコシステム、M＆A

・テキスト第9章および・ラーニング・ポータルに掲載する授
業資料（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第10回 デジタルの企業経営への影響

キーワード：DX, IoT, AI

・テキスト第10章および・ラーニング・ポータルに掲載する
授業資料（レジュメ）を授業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第11回 ビジネス・フレームワークとは
ビジネスに求められる思考法

キーワード：演繹法、帰納法、仮説思考、批判的思考、ブレインストーミ
ング

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）を授
業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は｢課題」を提出すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第12回 ビジネス・フレームワーク
戦略立案・組織運営に用いられるフレームワーク

キーワード：PPM、ビジネスモデルキャンパス、ロードマップ、ジョハリの
窓、動機づけ・衛生要因

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）を授
業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は｢課題」を提出すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第13回 現場から学ぶ企業のしくみと事業システム
業界から外部講師を招聘

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）を授
業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は｢課題」を提出すること

4時間対面

第14回 現場から学ぶ企業の仕組みと事業システム
業界から外部講師を招聘

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）を授
業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は｢課題」を提出すること

4時間対面

第15回 全体まとめ　ふりかえり ・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）を授
業前に読んで授業に臨むこと
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。

授業の目的及び概要
この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設されるものであり、企業の経理事務や経理関連書類の読み
取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象に商業簿記の基本的な考え方とその計算
実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会計処理、決算手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履
修することによって、「日本商工会議所簿記検定3級」程度の簿記技能を修得することができる。

学修の到達目標
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや中間試験は講義内で解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

初級簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す方には必須の知識です。また、初級簿記で扱う内容は
ビジネスに関わる人すべてに関わる重要な知識・技能・考え方になります。
【履修にあたっての注意】
・簿記の知識・技能は自主学習なしでは身に付けることは困難です。毎日復習を怠らないようにしてください。
・6月の日商簿記検定3級の合格を目指して講義を進めます。
・会計職基礎講座（Sコース）と連動していますので、Sコースの受講登録を強く推奨します。。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版，2023年
② 合格トレーニング 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版，2023年

参考書

① 9784300104880
② 9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・簿記の基礎
・日常の手続き

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第2回 ・商品売買Ⅰ
・商品売買Ⅱ

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第3回 ・現金・預金
・小口現金

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面
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第4回 ・クレジット売掛金
・手形取引
・電子記録債権債務

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第5回 ・さまざまな帳簿の関係
・その他の取引Ⅰ
・その他の取引Ⅱ

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第6回 ・その他の取引Ⅲ
・訂正仕訳
・試算表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第7回 ・決算
・決算整理Ⅰ（現金過不足）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第8回 ・決算整理・Ⅱ（貯蔵品・当座貸越）
・決算整理・Ⅲ（売上原価）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第9回 ・決算整理・Ⅳ（貸倒れ）
・決算整理・Ⅴ（減価償却）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第10回 ・決算整理・Ⅵ（経過勘定項目）
・決算整理後残高試算表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第11回 ・精算表
・帳簿の締め切り（英米式決算）
・損益計算書と貸借対照表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第12回 ・株式の発行
・剰余金の配当と処分

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第13回 ・税金
・証憑と伝票

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第14回 ・仕訳総復習 間違った問題及び迷った問題について、テキスト及び問
題集を使用し復習すること。

4時間対面

第15回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第16回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第17回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第18回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第19回 ・問題演習 【復習】ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロード
し、復習を行うこと。
【予習】中間試験に向けて、仕訳問題を解けるようにする
こと。

4時間対面

第20回 ・中間試験（仕訳問題） 中間試験でわからなかった論点及び迷った論点の復習を
行い、必ずできるようにすること

4時間対面

第21回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第22回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第23回 ・中間試験の解説及び復習 中間試験で間違った問題及び迷った問題について、復習
すること

4時間オンデマンド

第24回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第25回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第26回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第27回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第28回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第29回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間オンデマンド

第30回 まとめ（定期試験に向けて） 定期試験に向けて全てのテーマをできるまで復習すること 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234島本　克彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の基礎的な考え方の学修、計算実践を通して、日商簿記検定３級合格を目指します。

授業の目的及び概要
この授業では、簿記の基本的資格と位置づけられている『日本商工会議所 簿記検定試験３級』に合格するための知識と計算能力に加え、同検定２級
の基礎を身につけてもらうことを目的としています。授業で取り扱う商業簿記を要約すると「商業を営む企業（株式会社）を対象として、当該企業において
日々行われる経済活動を二面的（複式）に把握し、継続的に記録・計算・整理する一連のシステム（複式簿記システム）」のことです。簿記・会計の初学
者を対象として商業簿記の基礎から中級程度までの内容を扱います。

学修の到達目標
この授業では、下記を目標とします。
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テスト等は採点の上で返却します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

簿記は、自学自習が基本です。とにかく繰り返し問題を解くことが肝要です。また欠席は簿記を理解不能にする原因になります。学修上の疑問など小さ
なことでも「まあいいか」と済まさずに相談に来てください。将来に備えてどんどん日商簿記検定試験に挑戦しましょう。本授業でさらに興味が湧けば秋
学期に「中級簿記」「工業簿記」を履修して２級、さらに次年度には「上級簿記」「原価計算」を履修して１級にもチャレンジしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

20020０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①TAC簿記検定講座『よくわかる簿記シリーズ　合格テキスト 日商簿記3級　Ver.14.0』TAC出版。
②TAC簿記検定講座『よくわかる簿記シリーズ　合格トレーニング 日商簿記3級　Ver.14.0』TAC出版。

参考書

必要に応じて指示します。

①9784300104880
②9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスと簿記を学ぶことの意義についてお話しします。株式会社に
ついて、説明します　テーマ1 　簿記の基礎（「合格テキスト日商簿記３
級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（２時間半程
度）。

4時間対面

第2回 テーマ2　 日常の手続き　仕訳・転記（「合格テキスト日商簿記３級」「合
格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第3回 テーマ2 　日常の手続きー仕訳・転記・試算表（「合格テキスト日商簿記
３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第4回 テーマ3　 商品売買ー売買時の処理（「合格テキスト日商簿記３級」「合
格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）

4時間対面
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第5回 テーマ4 　商品売買ー仕入帳・商品有高帳・売上帳（「合格テキスト日商
簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第6回 テーマ5 　現金・預金、テーマ6 　小口現金（「合格テキスト日商簿記３
級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第7回 第１回から第６回の振り返り（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレー
ニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第8回 テーマ7 　クレジット売掛金、テーマ8 　手形取引（「合格テキスト日商簿
記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第9回 テーマ10 　電子記録債権・債務　、テーマ11 　その他の取引（「合格テ
キスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第10回 テーマ12 　その他の取引、テーマ13 　その他の取引、　テーマ14 　訂
正仕訳（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３
級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第11回 テーマ15　 試算表その１（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニン
グ日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。
事前学修：「合格テキスト日商簿記３級テーマ11」を事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）

4時間対面

第12回 テーマ15 　試算表その２（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニン
グ日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。
事

4時間対面

第13回 テーマ17 決算整理I(現金過不足)　、テーマ18 決算整理II(貯蔵品・当座
借越)、　テーマ19 決算整理III(売上原価)、　テーマ20 決算整理IV(貸倒
れ)、テーマ21 決算整理V(減価償却)、テーマ22 決算整理VI(経過勘定
項目)（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第14回 テーマ24　 精算表（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日
商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第15回 テーマ24 精算表（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商
簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第16回 テーマ25 帳簿の締め切り(英米式決算)テーマ26 損益計算書と貸借対
照表（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第17回 テーマ27 株式の発行　テーマ28 剰余金の配当と処分　テーマ29 税金
（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第18回 テーマ30　 証ひょうと伝票（「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニ
ング日商簿記３級」）

事前学修は、会計職基礎講座を受講するなどして該当箇
所を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間対面

第19回 日商簿記3級の仕訳の総復習を行います。 事前学修は、「合格テキスト・トレーニング日商簿記３級」
の該当箇所を理解し復習しておいてください（１時間半程
度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように
該当箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程
度）。

4時間オンデマンド

第20回 日商簿記3級の仕訳の総復習を行います。 事前学修は、「合格テキスト・トレーニング日商簿記３級」
の該当箇所を理解し復習しておいてください（１時間半程
度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」等を使用し
て、中間試験の範囲を復習し問題演習をしておいてくださ
い（2時間半程度）。

5時間オンデマンド
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第21回 日商簿記検定3級の範囲を対象に、中間試験を実施します。 事前学修は、「日商簿記３級」の予告した決算問題(プリン
ト）を理解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用して、
次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように該当
箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）。

4時間対面

第22回 「日商簿記３級」の決算問題ーその１ 事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題(プリント）を理
解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用して、
次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように該当
箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）。

4時間対面

第23回 「日商簿記３級」の決算問題ーその２ 事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題(プリント）を理
解しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用して、
次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように該当
箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）。

4時間対面

第24回 「日商簿記３級」の決算問題ーその３ 事前学修は、「日商簿記３級」の決算問題を理解しておく
ようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「日商簿記３級プリント問題」等を使用して、
次回の授業始めに実施する復習問題を解けるように該当
箇所の問題演習をしておいてください（2時間半程度）。

4時間対面

第25回 総合問題および特殊問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復
習をします。

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」の問題を
使用して演習をしておいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第26回 総合問題および特殊問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復
習をします。

事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、「合格トレーニング日商簿記３級」の問題を
使用して演習をしておいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第27回 総合問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復習をします。 事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習をして
おいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第28回 総合問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復習をします。 事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習をして
おいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第29回 特殊な問題を使用して、日商簿記検定3級の範囲の総復習をします。 事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、授業で使用した問題を使用して演習をして
おいてください（２時間半程度）。

4時間対面

第30回 日商簿記検定３級の範囲を対象に、まとめ・総括を行います。 事前学修は、これまで学修した日商簿記３級の範囲を復
習しておくようにしてください（１時間半程度）。
事後学修は、この授業で扱った全範囲について、自身の
特に不得意分野について身につくよう復習してください（２
時間半程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。

授業の目的及び概要
この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設されるものであり、企業の経理事務や経理関連書類の読み
取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象に商業簿記の基本的な考え方とその計算
実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会計処理、決算手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履
修することによって、「日本商工会議所簿記検定3級」程度の簿記技能を修得することができる。

学修の到達目標
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや中間試験は講義内で解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

初級簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す方には必須の知識です。また、初級簿記で扱う内容は
ビジネスに関わる人すべてに関わる重要な知識・技能・考え方になります。
【履修にあたっての注意】
・簿記の知識・技能は自主学習なしでは身に付けることは困難です。毎日復習を怠らないようにしてください。
・6月の日商簿記検定3級の合格を目指して講義を進めます。
・会計職基礎講座（Sコース）と連動していますので、Sコースの受講登録を強く推奨します。。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版，2023年
② 合格トレーニング 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版，2023年

参考書

① 9784300104880
② 9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・簿記の基礎
・日常の手続き

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第2回 ・商品売買Ⅰ
・商品売買Ⅱ

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第3回 ・現金・預金
・小口現金

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面
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第4回 ・クレジット売掛金
・手形取引
・電子記録債権債務

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第5回 ・さまざまな帳簿の関係
・その他の取引Ⅰ
・その他の取引Ⅱ

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第6回 ・その他の取引Ⅲ
・訂正仕訳
・試算表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第7回 ・決算
・決算整理Ⅰ（現金過不足）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第8回 ・決算整理・Ⅱ（貯蔵品・当座貸越）
・決算整理・Ⅲ（売上原価）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第9回 ・決算整理・Ⅳ（貸倒れ）
・決算整理・Ⅴ（減価償却）

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第10回 ・決算整理・Ⅵ（経過勘定項目）
・決算整理後残高試算表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第11回 ・精算表
・帳簿の締め切り（英米式決算）
・損益計算書と貸借対照表

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第12回 ・株式の発行
・剰余金の配当と処分

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第13回 ・税金
・証憑と伝票

問題集（トレーニング）を使用し、次回授業までに復習を行
うこと。
【復習にあたって】
1回目：すべての問題に取り組む（間違った論点はテキスト
に立ち返り理解する）
2回目：間違った問題に取り組む

4時間対面

第14回 ・仕訳総復習 間違った問題及び迷った問題について、テキスト及び問
題集を使用し復習すること。

4時間対面

第15回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第16回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第17回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第18回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第19回 ・問題演習 【復習】ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロード
し、復習を行うこと。
【予習】中間試験に向けて、仕訳問題を解けるようにする
こと。

4時間対面

第20回 ・中間試験（仕訳問題） 中間試験でわからなかった論点及び迷った論点の復習を
行い、必ずできるようにすること

4時間対面

第21回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第22回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第23回 ・中間試験の解説及び復習 中間試験で間違った問題及び迷った問題について、復習
すること

4時間オンデマンド

第24回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第25回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第26回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第27回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第28回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間対面

第29回 ・問題演習 ラーニングポータルに掲載の問題をダウンロードし、復習
を行うこと。

4時間オンデマンド

第30回 まとめ（定期試験に向けて） 定期試験に向けて全てのテーマをできるまで復習すること 4時間対面

－99－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡野　彩可

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。日商簿記検定3級の合格を目指します。

授業の目的及び概要
この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設されるものであり、企業の経理事務や
経理関連書類の読み取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象
に商業簿記の基本的な考え方とその計算実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会計処理、決算
手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履修することによって、「日本商工会議所簿記検定3級」程度の簿記技能
を修得することができる。

学修の到達目標
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験は採点した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を
行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

資格取得を目標とした授業です。
　自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰り返し問題を解くことが肝要です。
　学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。

　将来に備えてどんどん日商簿記検定試験に挑戦してください。本授業でさらに興味がわけば翌学期以降「中級簿記」「工業簿記」を履修して２級、さら
に次年度には「上級簿記」「原価計算」を履修して１級にもチャレンジしてください。欠席・遅刻・早退について特段の事情(就職活動、クラブ活動など)があ
る場合には必ず事前に相談してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

①9784300104880
②9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
簿記の基礎

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第2回 日常の手続き 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面
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第3回 日常の手続き／商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第4回 商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第5回 商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第6回 現金・預金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第7回 小口現金、クレジット売掛金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第8回 手形取引、電子記録債券債務 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第9回 さまざまな帳簿の関係 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第10回 借入金、貸付金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第11回 有形固定資産、未収入金、未払金、仮払金、仮受金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第12回 給与、訂正仕訳 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第13回 試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第14回 試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第15回 中間試験のための復習 中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しましょう。 4時間対面

第16回 中間試験 中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しましょう。 4時間対面

第17回 現金過不足 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第18回 貯蔵品、当座借越、売上原価 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面
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第19回 貸倒、減価償却 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第20回 減価償却、経過勘定 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第21回 経過勘定項目 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第22回 決算整理後残高試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第23回 精算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第24回 帳簿の締め切り 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第25回 損益計算書と貸借対照表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第26回 株式の発行、剰余金の配当と処分 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第27回 税金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第28回 証ひょうと伝票 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第29回 演習 学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

第30回 演習 学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

－102－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 初級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡野　彩可

科目ナンバリングは下記を参照してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の初級論点の学修、計算実践。日商簿記検定3級の合格を目指します。

授業の目的及び概要
この授業は、ビジネスの「言語」といわれる、会計の基礎となる簿記を修得するために開設されるものであり、企業の経理事務や
経理関連書類の読み取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるようになることが目的である。簿記の初学者を対象
に商業簿記の基本的な考え方とその計算実践を学修する。勘定や仕訳といった複式簿記の基礎と簡易な期中取引の会計処理、決算
手続きが行えるようになることを目標とする。この授業を履修することによって、「日本商工会議所簿記検定3級」程度の簿記技能
を修得することができる。

学修の到達目標
・小規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・小規模企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定３級レベルの簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。 
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験は採点した上で返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を
行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

資格取得を目標とした授業です。
　自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰り返し問題を解くことが肝要です。
　学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。

　将来に備えてどんどん日商簿記検定試験に挑戦してください。本授業でさらに興味がわけば翌学期以降「中級簿記」「工業簿記」を履修して２級、さら
に次年度には「上級簿記」「原価計算」を履修して１級にもチャレンジしてください。欠席・遅刻・早退について特段の事情(就職活動、クラブ活動など)があ
る場合には必ず事前に相談してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記3級（ver14.0），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

①9784300104880
②9784300104897ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
簿記の基礎

「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第2回 日常の手続き 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド
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第3回 日常の手続き／商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第4回 商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第5回 商品売買 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第6回 現金・預金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第7回 小口現金、クレジット売掛金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第8回 手形取引、電子記録債券債務 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第9回 さまざまな帳簿の関係 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第10回 借入金、貸付金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第11回 有形固定資産、未収入金、未払金、仮払金、仮受金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第12回 給与、訂正仕訳 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第13回 試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第14回 試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第15回 中間試験のための復習 中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

第16回 中間試験 中間試験に向けて、今までの学習範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

第17回 現金過不足 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第18回 貯蔵品、当座借越、売上原価 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド
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第19回 貸倒、減価償却 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第20回 減価償却、経過勘定 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第21回 経過勘定項目 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第22回 決算整理後残高試算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第23回 精算表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第24回 帳簿の締め切り 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第25回 損益計算書と貸借対照表 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第26回 株式の発行、剰余金の配当と処分 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第27回 税金 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第28回 証ひょうと伝票 「合格テキスト日商簿記３級」「合格トレーニング日商簿記
３級」　該当箇所
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間オンデマンド

第29回 演習 学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド

第30回 演習 学期末試験に向けて、今までの範囲を復習しましょう。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会計学（経営学部）／会計学Ⅰ（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 会計学の基本的な知識とスキルを修得する。

授業の目的及び概要
この授業は、「会計学基礎」で学んだ、財務会計、管理会計、監査といった会計学の各領域における学修の基礎をさらに身につけることを目標としてい
る。会計とは企業活動を取引という形で把握し、一定のルールにしたがって貨幣単位に変換して測定・記録し、会計情報として情報利用者（代表的に
は、一般投資家・株主・債権者）に伝達する行為である。会計学という学問領域の全体像を理解し、経済社会、そして企業経営において果たされるべき
会計の役割について説明できるようになることを目指す。

学修の到達目標
・財務会計に関する基礎理論を中心に会計学に関する専門用語及び理論を理解し、説明できる。
・基本的な指標の理解を前提に、財務諸表分析を行い、その結果を評価できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
確認テストについては、採点後に返却したうえで、解説と講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・授業の【予習】と【復習】を怠らないようにしてください。
・事前に通知した授業回には電卓（12桁以上）を持参してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克彦・片上孝洋・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2022年

参考書

9784794415677
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト（会計学基礎の復習）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第2回 財務会計（基礎理論） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第3回 財務会計（利益計算） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第4回 連結会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第5回 中間試験① 【事前学修】中間試験の範囲を復習し、試験の準備をして
おくこと（４時間程度）。

4時間対面

第6回 キャッシュフロー計算書 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面
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第7回 ・中間試験の解説及び復習 【事後学修】中間試験でわからなかったところについて。テ
キストを再度読み、授業での説明事項とともに復習してお
くこと（４時間程度）。

4時間オンデマンド

第8回 財務分析（指標の修得） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第9回 財務分析（指標の修得） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第10回 財務分析（演習） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第11回 財務分析（演習） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第12回 中間試験② 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（４時間程度）。

4時間対面

第13回 ・中間試験の解説
・国際会計

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第14回 監査 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第15回 まとめ 【事前学修】テキストの全頁を再度読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱ったまとめの事項を、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 会計学（経営学部）／会計学Ⅰ（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 会計学の基本的な知識とスキルを修得する。

授業の目的及び概要
この授業は、「会計学基礎」で学んだ、財務会計、管理会計、監査といった会計学の各領域における学修の基礎をさらに身につけることを目標としてい
る。会計とは企業活動を取引という形で把握し、一定のルールにしたがって貨幣単位に変換して測定・記録し、会計情報として情報利用者（代表的に
は、一般投資家・株主・債権者）に伝達する行為である。会計学という学問領域の全体像を理解し、経済社会、そして企業経営において果たされるべき
会計の役割について説明できるようになることを目指す。

学修の到達目標
・財務会計に関する基礎理論を中心に会計学に関する専門用語及び理論を理解し、説明できる。
・基本的な指標の理解を前提に、財務諸表分析を行い、その結果を評価できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験等については、採点後に返却したうえで、解説と講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・授業の【予習】と【復習】を怠らないようにしてください。
・事前に通知した授業回には電卓（12桁以上）を持参してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

会計・ファイナンスの基礎・基本，島本克彦・片上孝洋・粂井淳子・引地夏奈子・藤原大花，創成社，2022年

参考書

9784794415677
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト（会計学基礎レベル）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第2回 財務会計Ⅰ 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第3回 財務会計Ⅱ（企業会計を支える仕組み） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第4回 連結会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第5回 キャッシュ・フロー計算書 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第6回 中間試験① 【事前学修】中間試験の範囲を復習し、試験の準備をして
おくこと（４時間程度）。

4時間オンデマンド
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第7回 管理会計（中間試験の解説含む） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第8回 財務諸表分析Ⅰ 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第9回 財務諸表分析Ⅱ 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第10回 中間試験② 【事前学修】中間試験の範囲を復習し、試験の準備をして
おくこと（４時間程度）。

4時間オンデマンド

第11回 ファイナンス・税務会計（中間試験の解説含む） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第12回 監査 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第13回 監査（分析） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第14回 国際会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第15回 まとめ 【事前学修】テキストの全頁を再度読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱ったまとめの事項を、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営情報論Ⅰ（経営学部）／経営情報概論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業におけるIT活用について学修する。

授業の目的及び概要
企業の情報化は、経営情報システムの発展とともに進化を遂げており、経営情報システムは、企業の意思決定、さらには競争力の源泉として活用され
ています。また、デジタル情報技術が劇的に進化した今日のDX（デジタルトランスフォーメーション）環境は、ビジネスの世界だけでなく、われわれ個々
人の多様な日常の社会的活動をあらゆる面で支えています。授業では、企業における情報化の発展の経緯やこれからの情報システムの利活用で重要
な先端ITについて学修します。

学修の到達目標
①経営情報システムの発展過程や基礎的な知識を身につける。
②情報化が企業経営や社会に与える影響について説明することができる。
③今後のITの発展、社会の変革に対応するための情報システムのあるべき姿を説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

事前事後の学修を行い、目的意識を持って授業に臨むようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

0０3010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストの指定は行いません。資料を配布します。

参考書

現代経営情報論、遠山曉、村田潔、古賀広志、有斐閣アルマ、2021年

なし

978-4-641-22178-9

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
企業におけるデジタルトランスフォーメーションを学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第2回 経営組織論、経営戦略論、システムズアプローチの基礎理論をベース
に「組織能力」「プロセス革新」について学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第3回 経営情報システムの変遷について解説し、今後の展望について学修し
ます。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第4回 情報通信技術の進展について解説し、それが企業や社会にどう影響
し、どのような課題があるかについて学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第5回 情報システムの開発方法論が生まれた背景や意義について解説し、問
題点について学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面
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第6回 情報システムを適切に運用するための組織体制や運用の仕組みにつ
いて学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第7回 企業が競争優位を獲得するために必要とされるビジネスイノベーション
の関連性について学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第8回 ネット・ビジネスについて解説し、今後の展望について学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第9回 情報通信技術によってコミュニケーション活動は大きく変化した。特にコ
ロナ禍によりどのような変化をもたらしたのかについて学修します。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第10回 ビジネスにおけるデータ活用についてビックデータ、データエンジニアリ
ング、データアナリシスについて学修します

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第11回 サプライチェーンにおける物流システムの役割を学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第12回 オムニチャネル戦略における情報システムの役割を学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第13回 IOT,AIがどこまで普及しているのかを学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第14回 企業の情報システム全体像を学修します。 【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第15回 復習
授業全体の総括を⾏います。

【予習】Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習し
ておいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
て、定期試験に備えてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス統計学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ AI・データサイエンス時代の統計分析に必要な基礎的素養

授業の目的及び概要
この授業では、AI・データサイエンス時代のビジネスの現場で、経営戦略、ファイナンス、人材マネジメント、マーケティング、財務分析等に汎用的に生か
せる実証分析を修得するため、その基盤を形成すべく、Excelを使用して統計学の基礎と、大量のデータにも対応する計算の考え方を修得する。修得し
た知識が、専門ソフトやプログラミングの学修の基礎となり理解を助けるよう、事後の発展科目への接続にも配慮する。

学修の到達目標
1． Excelを利用して、基本的な関数計算、相対番地、絶対番地を参照して表計算ができる。
2． Excelを利用して、数字のデータを状況に応じてグラフを使い分け、視覚化できる。
3． 実務の現場で使用する売上、構成比、増加率、寄与度などの計算ができる。
4． 平均、分散、相関分析などの基礎統計の概念を理解している。
5． ∑記号やΠ記号などの数式を理解し、Excelを利用して計算できる。
6． 行列やベクトルの概念を理解し、Excelを利用して大量のデータを一度に計算できる。
7． 相関の概念を統計学的、幾何学的に理解し、分析に活用できる。
9． 確率分布や期待値の概念を理解している。
10．Excelを利用して、正規分布を仮定した確率の計算ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストを実施して授業の理解度を確認し、正解を解説すとともにフィードバックします。
試験の点数を気にするよりも、間違えた箇所をできるようになることが大切です。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

私たちは目指す目的地によって、地下鉄、環状線、新快速、などと乗り分けますが、感覚的にいうと、本州の最果て辺りまで統計分析を学びたい人は、
まずはこの授業を履修して下さい。超特急ではないので、のんびりと「ビジネス統計学Ⅱ」「マーケティングリサーチ」に乗り継いで、遠くまで旅をしましょ
う。という気分で履修をお待ちしています。理数系が苦手な人も、学習曲線の形状は非線形で右上がりなので、初期値よりも長く取り組むことが大切だと
考えています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

300

250450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

資料を配付する

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスとExcelの基本計算１

第１講　ガイダンス
第２講　加減乗除の計算
第３講　べき乗の計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第2回 Excelの基本計算２

第1講　角度の計算
第2講　三角関数の計算
第3講　対数関数の計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第3回 相対参照・絶対参照による複写計算

第１講　セル番地参照による計算
第２講　オートフィル利用による一括計算
第３講　相対番地参照と絶対番地参照
第４講　2元配置の関数計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面
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第4回 ∑記号の計算

第１講　Σ記号の計算法
第２講　ファイナンスの計算
第３講　マーケティングの計算
第4講　加重平均と期待値
第5講　統計学の初歩的な計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第5回 ベクトルと行列を利用した集計

第１講　CSE関数とベクトルの基本計算　　
第２講　平方和と積和（内積）
第3講　行列の計算ルール　
第4講　ビジネスへの応用（売上げ集計・物価指数）

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第6回 行列の統計計算への応用
　
第1講　行列の積
第2講　逆行列
第3講　分散と共分散
第4講　共分散行列と相関行列
第5講　リスク分散の計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第7回 構成比・変化率・指数化とグラフ

第1講　構成比と按分計算
第2講　経済成長率と年率換算
第3講　比の計算
第4講　指数化とデータ調整（実質化、季節調整）
第5講　寄与度と寄与率
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてください
【復習】PC実習課題を提出して下さい

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第8回 顧客満足度分析

第1講　状況設定とアンケート調査概要
第2講　構成比・平均点による分析
第3講　CSポートフォリオ分析
第4講　相関行列の計算
第5講　偏差値変換とポートフォリオ図
第6講　改善度の計算

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

5時間オンデマンド

第9回 中間テスト
第2回～第7回までに学修してきた内容について中間テストを行います。

事前学修として、あらためて参考書の第2章～第5章、当
該部分のレジュメ資料、ノートを一通り読み返しておくこ
と。
事後学修として、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習しておくこと。

4時間対面

第10回 ΣΣ記号の計算と周辺確率、相関分析

第1講　カテゴリデータと数量データ
第2講　カテゴリデータを含む相関指標
第3講　クロス集計
第4講　∑∑記号の計算
第5講　周辺確率と相関比
第6講　クラメールの独立係数とカイ二乗検定

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第11回 Π（総乗）記号の計算

第１講 　Π記号の計算
第２講 　幾何平均
第３講 　金融の計算
第４講 　最尤法
第５講 　順列・組み合わせ
第６講 　2項分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第12回 確率分布とモンテカルロシミュレーション

第1講　モンテカルロシミュレーション
第2講　相対度数分布と累積相対度数分布
第3講　相対度数分布と確率分布
第4講　EXCELによる確率実験
第5講　大数の法則と中心極限定理

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第13回 正規分布を仮定した確率計算

第１講　正規分布の発見
第２講　正規分布と標準正規分布
第３講　定積分記号の計算
第４講　確率密度関数
第５講　正規分布を仮定した確率計算
第６講　実務における正規分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第14回 多様な確率分布の計算

第１講　正規分布と標準正規分布（復習）
第２講　平均と分散
第３講　ニ項分布
第４講　ポアソン分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】PC実習課題を提出して下さい

4時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として授業で配布した資料を事前に読み、予習
しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料と参考書のこれまで
学修した部分を読んで復習しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス統計学Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスにおいて必要となる基礎統計の理論と手法を理解する。

授業の目的及び概要
PCの普及と分析手法の高度化に促されて、社会に様々なデータが溢れるようになった。ビジネスの世界においても、仕事に生かせるヒントをデータから
獲得することが求められている。そのためには、統計学の知識と手法を身につけておくことは必須の要件である。この授業は、経営戦略、ファイナンス、
人材マネジメント、マーケティング、財務分析等、情報化時代のビジネスの現場で汎用的に生かせる統計学を修得するため、その基盤を形成すべく、統
計の記述の仕方、統計的推測の考え方と技術を養う。並行して、具体的に演習課題に取り組むことによって、履修者に統計的な見方・考え方が身につく
ようにすることを目的とする。

学修の到達目標
1．データ分析の必要性や手順を理解し、説明することができる。
2．データ分析における仮説とサンプリングについて理解し、説明することができる。
3．平均、分散、相関分析などの基礎統計の概念を理解し、Excelを利用して分析を実行できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネス業界において、データに基づく戦略の重要性がより強調されています。本講義はデータ分析における必要な基礎統計の概念や手法について説
明します。
とくに統計手法についてExcelを用いて演習します。秋学期のビジネス統計学IIを履修することをお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①　１からのマーケティング分析、恩藏直人・冨田健司、碩学舎、2011年 
②　経営・商学のための統計学入門、竹内広宜、講談社、2021年

なし

①　9784502683602
②　9784065251614

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修とし講義資料やノートを読んでビジネス統計学I
の講義の流れを確認しておくこと。

2時間対面

第2回 マーケティング分析の手順
マーケティング分析における問題設定やリサーチ・デザインについて説
明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第2章 マーケティ
ング分析の手順」を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料やノートを読んで授業で得た知
識を復習しておくこと。

4時間対面

第3回 仮説検証
仮説の概念や仮説検証の手順について説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第3章 仮説検証」
を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第4回 サンプリング
母集団とサンプリングについて説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第4章 サンプリン
グ」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第5回 データの収集
分析するデータの収集について解説し、演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 データの前処理
Excelを用いて、データを処理する方法について解説し、演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面
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第7回 グラフ(1)
グラフの種類と読み方、表現法について説明します。

事前学修として配布資料や参考書1の「第5章 グラフ」を事
前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第8回 グラフ(2)
Excelを用いて、データをグラフで表現する手法を演習します。

事前学修として配布資料や参考書1の「第5章 グラフ」を事
前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で演習
した内容を復習しておくこと。

4時間対面

第9回 第2回～第8回の学修内容の再確認
第2回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、主に事
例として取り上げ、これまで学修した理論を使ってどのように考えられる
のかを再確認します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第10回 代表値と分散(1)
データにおいて代表値について説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第6章 平均と標準
偏差」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 代表値と分散(2)
Excelを用いて、平均、分散などのデータの代表値を算出する手法を演
習します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第6章 平均と標準
偏差」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 相関分析(1)
相関関係の概念と相関分析の仕組みについて説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第7章 相関分析」
を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 相関分析(2)
Excelを用いて、相関分析を演習します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第7章 相関分析」
を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第14回 正規分布
正規分布について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料やメモを読んで授業で得た知識
を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 最終レポート
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料やメモを読んで授業で得た知識
を復習しておくこと。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 企業論（経営学部）／企業論Ⅰ（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234奥　康平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 次の2つです。
（１）企業はいつ、どのようにできたのかについて知っていただきます。
（２）21世紀の日本の企業の特徴や課題についても学んでいただきます。

授業の目的及び概要
本講義の目的はただ1つ！「なぜ企業があるのか？」という基本的な問いに対して「平易な言葉で誰にでも回答できるようになること」です。
　講義の概要は、①資料配布による講義形式がメインとなり、②講義中、時折理解度を試す簡単なテストや課題にチャレンジし、③一定期間ごとに、さら
に深い理解を目指すために課題を出題し、それにチャレンジしていただきます、の3点から構成されます。加えて、講義中に、受講生の皆様の意見など
を伺うこともあります。

学修の到達目標
（１）企業と会社の違いを「知識のない人にも」説明できる。
（２）企業の存在意義について「知識のない人にも」説明できる。
（３）21世紀の日本の企業の特徴や抱える課題について自分なりの回答を持つことができる。
の3点を目指したいと考えます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義資料及び講義内容についての質問について、対面講義の場合は、講義開始前・講義終了後及び随時メールにて受け付けますので積極的にご利
用ください。
オンライン（オンデマンド）講義の場合は、メールにて随時お受けいたしますので積極的にご利用ください。
　また、この科目は、小テストや理解度テストなどをしばしば課しますので、その成果によって成績評価をします。
そのフィードバックについては、評価結果の通知や模範解答の公表などを通じて可能な限り行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

（１）評価基準にある通り、授業への積極的な参加度・取組み30％、授業期間中の小テスト、レポート課題等40％で合計70％に達するため、日々の講義
への出席や講義内に課す課題などへの回答が単位取得のために重要となります。逆に言えば、講義に出席し、日々の課題やテストに取り組めばある
程度の点数は保証されるともいえます。
（２）定期のレポート試験、定期試験はありません。あくまで、日々の学修の積み重ねを大事に評価したいと考えています。
（３）その他は、受講生の皆様の興味・関心に応じて適宜微調整、さらには講義内容のより良いものへの修正・変更などもしながら講義を展開して参りた
いと考えます。
（４）お気づきの点などありましたら、いつでもお知らせください。それが良い講義へのヒントになる可能性が高いです。お力お貸しくださいませ。
（５）オンデマンド（遠隔）講義になった場合、（１）についてはWEB配信のテストや課題などにて代替致します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
毎回の講義後、Learning Portalに出
題予定のテスト問題の正解率に応じ
て最大30％として評価致します。

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。必要な配布・配信資料を適宜用いて授業を行います。

参考書

参考書は購入必須ではありません。さらに深い学修を行う場合は、お読みいただけると便利かつ有益かと思
います。
①三戸 浩・池内 秀己・勝部 伸夫，『企業論（第4版）』，有斐閣，2018年
②小松章，『企業形態論（第3版）』，新世社，2006年
③細川 孝・桜井 徹，『転換期の株式会社―拡大する影響力と改革課題 (現代社会を読む経営学)』，ミネル
ヴァ書房，2009年

特になし。

①978-4641221192
②978-4883840984
③978-4623054893

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回：ガイダンス（受講上の注意、成績評価についてなど） 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第2回 第2回：現代企業を見る視点①これまでの企業観～19世紀の企業観 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第3回 第3回：現代企業を見る視点②20世紀の企業観 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第4回 第4回：財・サービスの提供機関としての企業①経済発展と生活の変化 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面
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第5回 第5回：財・サービスの提供機関としての企業②大企業の実態 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第6回 第6回：財・サービスの提供機関としての企業③企業の長期戦略 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第7回 第7回：株式会社としての企業①株式会社の機能と特徴 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第8回 第8回：株式会社としての企業②株式会社の現実 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第9回 第9回：大企業としての企業①大企業の支配構造 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第10回 第10回：大企業としての企業②日本の大企業の経営者支配の実態 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第11回 第11回：大企業としての企業③コーポレートガバナンス（企業統治） 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第12回 第12回：組織としての企業①官僚制と企業形態 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第13回 第13回：組織としての企業②企業組織の諸形態 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第14回 第14回：社会的器官としての企業─企業の社会的責任（CSR） 【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間対面

第15回 第15回：まとめ─企業の社会的責任からSDGsへ─企業は誰のために
あるのか？

【予習】事前に配信・配布した資料を確認しておくこと。
【復習】資料をよく読んで気になることがあれば適宜質問
またはメールなどでお問合せください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス法入門（経営学部）／経営と法（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　1234

田坂　駿佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスにかかわる法律（民法、商法、会社法、経済法等）の横断的学習

授業の目的及び概要
・ビジネスにかかわる法律（民法、商法、会社法、経済法等）を横断的に通覧してそれぞれのイメージをつかみ、専門科目の学修へとつなげる
・企業キャリアコースの導入科目として「ビジネス実務法務検定」３級レベルの法的知識を習得し、２級レベルの法分野の概要を理解する

学修の到達目標
１．ビジネスにかかわる法律の概要を理解し、基本的で重要な概念や事項について、具体例を挙げながら説明できる。
２．ビジネスにかかわる法律の機能、役割、相互の関係について理解し、法知識を実務において活用できる。
３．「ビジネス実務法務検定」３級レベルの法的知識を身に着け、２級レベルの法分野の概要を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・理解度確認のための小テストを、クリッカーを用いたり、ラーニングポータルを通じて複数回実施し、回答について解説を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

法律の細かな知識より、全体像を理解することを目指します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しない。六法は最新のものを必ず持参すること。

参考書

「ビジネス実務法務検定」に関するテキスト（公式のものでなくともよい）を、予習・復習の手がかりとして推奨す
る。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要、授業計画の説明 予習：シラバス等を確認し、本講義で取り扱う内容の確認
をしておくこと。
復習：本講義で取り扱う分野の体系を確認しておくこと。

4時間対面

第2回 事例で学ぶビジネス法 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第3回 契約法総論 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第4回 契約と不履行 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面
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第5回 契約の解消１ 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第6回 契約の解消２ 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第7回 取引の主体：人 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第8回 取引の客体：物 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第9回 権利の移転：物権変動と債権譲渡 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第10回 損害賠償法 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第11回 知的財産法（特許法、意匠法、著作権法） 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第12回 競争法（独占禁止法、消費者法） 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第13回 会社法１ 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第14回 会社法２ 予習（２時間程度）：事前にレジュメをダウンロードして目を
通
し、わからない箇所をメモしておくこと。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間対面

第15回 総括 予習（２時間程度）：すべてのレジュメおよび参考書等に一
通り
目を通し、わからない箇所を確認すること。
復習（２時間程度）：問題演習を解き、解説を読んで、理解
度を
確かめること。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスプレゼンテーション　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスプレゼンテーションの手法と実践力を身につける。

授業の目的及び概要
ビジネスにおけるプレゼンテーションの手法を理解し、状況に応じたプレゼンの実践力を養うことを目的とします。
実社会でのプレゼンテーションとはどんなものか、構成の立て方・コミュニケーションと表現技術・視覚資料の作り方・動画の撮影や編集方法について講
義を行う。
テーマ毎に資料を作成し発表する。
ディスカッションをしてスキルアップを図る。
※受講人数等によっては授業計画の変更があります。

学修の到達目標
①プレゼンテーションを行うための基本や手法を説明することができる。
②企画書や視覚資料を作りプレゼンテーションができる。
③動画を組み合わせたプレゼンテーションができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
◇初回の授業で、学修意欲を確認した後、ワークとテストにて、２０名程度の受講者を確定します。
全ての授業に出席する意思がある人
パソコンの基本操作ができる。
プレゼンテーションソフト（ＰＰＴ等）の基本操作ができる。
もしくは、独力で習得する意思がある。
毎回、人前でプレゼンテーション・スピーチを実施する意思がある。
人前で、ビデオ撮影・フィードバックを受け、自身のプレゼンテーション技術を改善する意思がある。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間・最終発表でフィードバック・ディスカッションやリポート提出をおこないスキル向上の指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネスはもとより学生生活でも、相手に説明したり説得するにはプレゼンは欠かせません。
デジタルツールはあくまで補助手段ですが、使い方によっては効果的なプレゼンが行えます。
上達にはコミュニケーション及びプレゼンテーション技法を学び、発表とフィードバックを繰り返すことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①必要に応じテキストを配布

参考書

①KP法　シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーション、川嶋直、みくに出版、2018
②瞬時に「話す」「書く」技術、橋本淳司、すばる舎、2011
③論理的に話す技術、山本昭生、ソフトバンククリエイティブ、2014
④ビジネスプレゼンテーション改訂版

なし

①948-4-8403-0532-7
②978-4-88399-986-6
③978-4-7973-5566-6
④978-4-407-32261-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価等について説明し
ます
募集定員20名を越えた場合、選抜試験を行ないます

【事前】
シラバスを読み授業の目標を考えておいてください
【事後】
授業後目標について見直してください

4時間対面

第2回 【コミュニケーション能力】
基礎知識と能力チェック

【事前】
配布資料を読み自分の考えをまとめておく
【事後】
レポート提出

4時間オンデマンド

第3回 【ビジネスプレゼンテーションとは】
目的・事例・ツール等

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面

第4回 【プレゼンテーションの構成①】
構成のたて方を学ぶ

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面
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第5回 【プレゼンテーションの構成②】
企画書を作る

【事前】
課題の企画書作成
【事後】
企画書を作りプレゼン準備

4時間対面

第6回 【中間発表】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第7回 【コミュニケーションと表現技術】 【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面

第8回 【プレゼンテーションのツール①】
アナログツールとデジタルツールの使い分け

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
課題にそった発表準備

4時間対面

第9回 【プレゼンテーションのツール②】
アナログツールとデジタルツールの実習

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
課題にそった発表準備

4時間対面

第10回 【中間発表①】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第11回 【中間発表②及び中間まとめ】
プレゼンテーション発表
フィードバック
ここまでの振り返り

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第12回 【デジタルツール動画①】
わかりやすく伝える撮影・編集のテクニック

【事前】
動画撮影編集
【事後】
発表の準備

4時間対面

第13回 【デジタルツール動画②】
わかりやすく伝える撮影・編集のテクニック

【事前】
動画撮影編集
【事後】
発表の準備

4時間対面

第14回 【最終発表①】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第15回 【最終発表②及びまとめ】
プレゼンテーション発表
フィードバック
これまでのまとめと総括

【事前】
発表準備
【事後】
全体を振り返る

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスプレゼンテーション　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスプレゼンテーションの手法と実践力を身につける。

授業の目的及び概要
ビジネスにおけるプレゼンテーションの手法を理解し、状況に応じたプレゼンの実践力を養うことを目的とします。
実社会でのプレゼンテーションとはどんなものか、構成の立て方・コミュニケーションと表現技術・視覚資料の作り方・動画の撮影や編集方法について講
義を行う。
テーマ毎に資料を作成し発表する。
ディスカッションをしてスキルアップを図る。
※受講人数等によっては授業計画の変更があります。

学修の到達目標
①プレゼンテーションを行うための基本や手法を説明することができる。
②企画書や視覚資料を作りプレゼンテーションができる。
③動画を組み合わせたプレゼンテーションができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
◇初回の授業で、学修意欲を確認した後、ワークとテストにて、２０名程度の受講者を確定します。
全ての授業に出席する意思がある人
パソコンの基本操作ができる。
プレゼンテーションソフト（ＰＰＴ等）の基本操作ができる。
もしくは、独力で習得する意思がある。
毎回、人前でプレゼンテーション・スピーチを実施する意思がある。
人前で、ビデオ撮影・フィードバックを受け、自身のプレゼンテーション技術を改善する意思がある。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間・最終発表でフィードバック・ディスカッションやリポート提出をおこないスキル向上の指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネスはもとより学生生活でも、相手に説明したり説得するにはプレゼンは欠かせません。
デジタルツールはあくまで補助手段ですが、使い方によっては効果的なプレゼンが行えます。
上達にはコミュニケーション及びプレゼンテーション技法を学び、発表とフィードバックを繰り返すことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①必要に応じテキストを配布

参考書

①KP法　シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーション、川嶋直、みくに出版、2018
②瞬時に「話す」「書く」技術、橋本淳司、すばる舎、2011
③論理的に話す技術、山本昭生、ソフトバンククリエイティブ、2014
④ビジネスプレゼンテーション改訂版

なし

①948-4-8403-0532-7
②978-4-88399-986-6
③978-4-7973-5566-6
④978-4-407-32261-3

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価等について説明し
ます
募集定員20名を越えた場合、選抜試験を行ないます

【事前】
シラバスを読み授業の目標を考えておいてください
【事後】
授業後目標について見直してください

4時間対面

第2回 【コミュニケーション能力】
基礎知識と能力チェック

【事前】
配布資料を読み自分の考えをまとめておく
【事後】
レポート提出

4時間オンデマンド

第3回 【ビジネスプレゼンテーションとは】
目的・事例・ツール等

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面

第4回 【プレゼンテーションの構成①】
構成のたて方を学ぶ

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面
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第5回 【プレゼンテーションの構成②】
企画書を作る

【事前】
課題の企画書作成
【事後】
企画書を作りプレゼン準備

4時間対面

第6回 【中間発表】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第7回 【コミュニケーションと表現技術】 【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
講義内容の振り返り

4時間対面

第8回 【プレゼンテーションのツール①】
アナログツールとデジタルツールの使い分け

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
課題にそった発表準備

4時間対面

第9回 【プレゼンテーションのツール②】
アナログツールとデジタルツールの実習

【事前】
配布資料を読んでおく
【事後】
課題にそった発表準備

4時間対面

第10回 【中間発表①】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第11回 【中間発表②及び中間まとめ】
プレゼンテーション発表
フィードバック
ここまでの振り返り

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第12回 【デジタルツール動画①】
わかりやすく伝える撮影・編集のテクニック

【事前】
動画撮影編集
【事後】
発表の準備

4時間対面

第13回 【デジタルツール動画②】
わかりやすく伝える撮影・編集のテクニック

【事前】
動画撮影編集
【事後】
発表の準備

4時間対面

第14回 【最終発表①】
プレゼンテーション発表
フィードバック

【事前】
発表準備
【事後】
フィードバックを受けレポート提出

4時間対面

第15回 【最終発表②及びまとめ】
プレゼンテーション発表
フィードバック
これまでのまとめと総括

【事前】
発表準備
【事後】
全体を振り返る

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 商業学　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 商業学の基本的な概念・理論について学修する。

授業の目的及び概要
この授業は、商業の世界がどのような現状にあり、どのような変化の中にあり、そしてどのような課題を抱えているのかについて捉えていくために、はじ
めに商業の仕組みや社会的役割といった基本的な観点についておさえていく。続いて、メーカー、卸売業、小売業の実態と課題について、昨今の経営
環境の変化、消費者の価値観の多様化等の影響を踏まえた上で考察していく。その際、マーケティングや流通システムの考え方等についてもおさえる
形で見ていく。

学修の到達目標
①商業学はどのような学問であるのかについて、説明することができる。
②流通と商業の仕組み、役割等に関する基本的な概念・理論について説明することができる。
③流通と商業の現状、変化の要因等に関する基本的な概念・理論について説明することができる。
④流通と商業のこれからの展開予想とあり方に関する基本的な概念・理論について説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、ディスカッション、メールでフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目で扱う内容は、消費者の一人である受講生にとっても身近なものが多く含まれています。言わば普段の生活そのものが生きた教材にもなりま
す。この点をぜひ意識し、学修した内容を含めて、普段の生活の中から事例を探してみて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からの流通論（第２版）、石原武政・竹村正明・細井謙一、碩学舎、2018年

参考書

9784502283611
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで商業学講義
の流れを確認しておく。

2時間対面

第2回 「商業・流通とは」
消費者側、生産者側からの流通について説明します。

事前学修としてテキストの「第1章 流通とは」を事前に読ん
でおくこと。
事後学修としてテキストの「第1章 流通とは」を読んで授業
で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第3回 「発展する商業：百貨店と総合スーパー」
百貨店と総合スーパーの歴史と課題について説明します。

事前学修としてテキストの「第2章 百貨店と総合スー
パー」を事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第2章 百貨店と総合スー
パー」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第4回 「発展する商業：食品スーパーとコンビニエンス・ストア」
ケースを中心に食品スーパーとコンビニエンス・ストアの発展と課題に
ついて説明します。

事前学修としてテキストの「第3章 食品スーパーとコンビニ
エンス・ストア」を事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第3章 食品スーパーとコンビニ
エンス・ストア」を読んで授業で得た知識を復習しておくこ
と。

4時間対面

第5回 「発展する商業：ディスカウント・ストアとSPA」
当たらな小売業としてディスカウント・ストアとSPAについて説明します。

事前学修としてテキストの「第4章 ディスカウント・ストアと
SPA」を事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第4章 ディスカウント・ストアと
SPA」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面
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第6回 「発展する商業：商店街とショッピングセンター」
街づくりの中心となる商店街とショッピングセンターについて説明しま
す。

事前学修としてテキストの「第5章 商店街とショッピングセ
ンター」を事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第5章 商店街とショッピングセ
ンター」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第7回 「小売業態」
コンビニエンス・ストアを中心に業態の概念と課題について説明します。

事前学修としてテキストの「第6章 小売業態とは何か」を
事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第6章 小売業態とは何か」を
読んで授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第8回 中間テスト
第2回～第7回までに学修してきた内容について中間テストを行います。

事前学修として、あらためてテキストの第2章～第5章、当
該部分のレジュメ資料、ノートを一通り読み返しておくこ
と。
事後学修として、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習しておくこと。

5時間対面

第9回 「小売業とロジスティクス」
流通の役割と機能について説明します。

事前学修としてテキストの「第7章 小売を支えるロジスティ
クス」を事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第7章 小売を支えるロジスティ
クス」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第10回 「インターネット技術と新しい小売業態」
インターネット技術による新たに登場した業態について説明します。

事前学修としてテキストの「第8章 インターネット技術と新
しい小売業態」を事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第8章 インターネット技術と新
しい小売業態」を読んで授業で得た知識を復習しておくこ
と。

4時間対面

第11回 「卸売業」
卸売りの概念と役割について説明します。

事前学修としてテキストの「第9章 小売を支える卸」を事前
に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第9章 小売を支える卸」を読ん
で授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 「流通構造」
流通構造の概念と発展、課題について説明します。

事前学修としてテキストの「第10章 流通構造とその変容」
を事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第10章 流通構造とその変容」
を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 「売買集中の原理と品揃え形成」
商業者の概念と役割について説明します。

事前学修としてテキストの「第13章 売買集中の原理と品
揃え形成」を事前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第13章 売買集中の原理と品
揃え形成」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第14回 「製販連携の進展」
需要に対する小売業の投機的対応と延期的対応の概念や違いについ
て説明します。

事前学修としてテキストの「第15章 製販連携の進展」を事
前に読んでおくこと。
事後学修としてテキストの「第15章 製販連携の進展」を読
んで授業で得た知識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 「総括」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として授業で配布した資料を事前に読み、予習
しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料と教科書のこれまで
学修した部分を読んで復習しておくこと。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本経営史　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234荒木　康代

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 日本企業の歴史や経営の変化、経営者について学ぶことで、現代の企業経営を理解し、変化する時代の経営のヒントを探る。

授業の目的及び概要
日頃、みなさんがテレビCMなどで目にする企業はいつ、どのようにして生まれたのでしょうか、企業をとりまく環境はどのように変化してきたのでしょう
か、日本の企業はそれにどのように対処してきたのでしょうか。日本には200年以上の歴史を持つ企業が少なくありません。そのような企業はどのように
して激変する時代の荒波を生き残ってきたのでしょう。過去の歴史を知ることは、未来を切り開くヒントになります。本授業では、経営の歴史を学び、これ
までの魅力的な多くの企業経営者の経営方法を知ることによって、これからの企業経営を考えます。

学修の到達目標
・経営史を学ぶ意義について理解し、説明できる。
・明治以前から今日までの日本企業の経営の仕組みがどのように変化してきたか理解し、説明できる。
・日本の主な企業や企業家について、その経営理念や経営活動について説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業に関する質問・意見等についてはコメントに記入してください。次回授業で質問に答えます。またはメールでも返答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・日頃から企業や企業経営者について関心をもって日本経済新聞の記事などを見ておいてください。
・状況によっては、授業内容についての計画を多少変更することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０500

００3020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。毎回レジメを配布します。

参考書

「ゼロからわかる日本経営史」，橘川武郎，日本経済新聞出版社，2018年

なし

978-4532114008

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス　授業の内容、進め方、成績評価などについての説明
・江戸期の経営

・「ゼロからわかる日本経営史」の「はじめに」を読んでおく
こと（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第2回 明治の近代化と産業革命について学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第3回 ・明治期に日本に入ってきた西欧式経営の普及と明治期の企業家につ
いて学ぶ

・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第4回 明治期の社会的企業と社会的企業家について学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第5回 大正期における産業の発達と都市的ビジネスについて学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第6回 財閥の誕生と発展、専門経営者について学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面
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第7回 財閥からコンチェルンへの変化と戦時統制について学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第8回 これまでの復習と戦前の経営者についてのレポート作成（オンデマンド
授業）

・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（１時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（１時
間）
・課題レポートの作成（2時間）

4時間オンデマンド

第9回 戦後の民主化・合理化と企業経営の変化について学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第10回 戦後の革新的企業家、ソニーとホンダについて学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第11回 高度経済成長期の家電メーカーの躍進と生活の変化について学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第12回 流通革命　スーパーからコンビニへの変化について学ぶ ・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）
・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第13回 戦後日本の経営者たち①、外部講師の話を聞く ・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（４時
間）

4時間対面

第14回 戦後日本の経営者たち➁、外部講師の話を聞く ・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（2時
間）

4時間対面

第15回 これまでの授業内容についての復習 ・レジメと参考書を読み直して、復習をしておくこと。（１時
間）
・課題に基づいてレポートを作成する事（4時間）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234二替　大輔

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 初めて経済学を学ぶ学生を対象に，経済学の基礎を説明する。

授業の目的及び概要
本講義は，経営学部生の皆さんに，「経済」の現象に関心を持ってもらうことを目的としています。また，経済学を学ぶために必要な基本的な知識をつけ
ることも目的としています。経済学の基礎を学びながら，私たちの身の回りで起きている問題について考えていきます。また，講義内容の理解を深める
ために問題演習を実施します。

学修の到達目標
この科目の目標は，以下の通り設定しています。
（1）経済学で⽤いられる用語・経済現象を理解し説明することができる。
（2）市場メカニズムの働きとその限界について説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
問題演習については，採点した上で返却します。
期末試験については，Learning Portalで解答・解説を公開します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義では問題演習を⾏って理解度を確かめるので，必ず復習を⾏ってください。
新聞やニュース等で講義で取り扱った理論に関する記事について関⼼を持ってください。講義内容の理解が進みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

7020

00100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

アクティブ・ラーニングで学ぶ日本の経済，根岸毅宏・中泉真樹編著，東洋経済新報社，2021年

参考書

①ろけっとぽっぽー＆ホッホー博士と学ぶミクロ経済学入門 「市場」ってなんだろう？，竹内建蔵，有斐閣，
2021年
②ミクロ経済学の基礎（ベーシック+），小川 光・家森信善，中央経済社，2016年
③マクロ経済学の基礎（ベーシック+）第2版，家森信善，中央経済社，2021年

9784492315347

①9784641165908
②9784502179518
③9784502371318

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：授業の概要や到達目標についてのガイダンスを⾏います。
また，経済とは何かについて説明します。

【予習】：シラバスと講義資料を事前に読んで，基本的な内
容について予習してください。
【復習】：テキスト第1章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第2回 市場経済（需要と供給，市場メカニズム）について学びます。 【予習】：テキスト第2章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第2章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第3回 市場経済の長所について学びます。 【予習】：テキスト第3章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第3章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第4回 市場経済の短所（市場の失敗）について学びます。 【予習】：テキスト第3章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第3章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第5回 経済の大きさを測るGDPについて学びます。 【予習】：テキスト第4章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第4章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第6回 GDPがどのようにして決まるのかを学びます。 【予習】：テキスト第5章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第5章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面
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第7回 前半のまとめと中間テストを行います。 【予習】：テキスト第1章から第5章を事前に読んで，基本的
な内容について予習してください。
【復習】：テキスト第1章から第5章と授業で配布した資料を
読み直し，授業内容の復習をしてください。

4時間オンデマンド

第8回 企業と会計の役割について学びます。 【予習】：テキスト第6章と第7章を事前に読んで，基本的な
内容について予習してください。
【復習】：テキスト第6章と第7章と授業で配布した資料を読
み直し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第9回 雇用について市場経済の仕組みから学びます。 【予習】：テキスト第8章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第8章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第10回 日本的雇用慣行の特徴と問題点について学びます。 【予習】：テキスト第9章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第9章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第11回 貨幣の役割と金融の基本的な仕組みについて学びます。 【予習】：テキスト第10章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第10章を授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第12回 日本銀行の基本的な業務と金融政策について学びます。 【予習】：テキスト第11章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第11章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第13回 政府の役割と財政の基礎について学びます。 【予習】：テキスト第12章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第12章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第14回 輸出・輸入の役割と為替相場について学びます。 【予習】：テキスト第13章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第13章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第15回 講義内容のまとめ 【予習】：これまでのテキストおよび配布資料を読んで理解
できなかったところをまとめておいてください。
【復習】：授業で示されたポイントを中心に，定期試験に備
えて総復習を行ってください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経済学基礎　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234二替　大輔

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 初めて経済学を学ぶ学生を対象に，経済学の基礎を説明する。

授業の目的及び概要
本講義は，経営学部生の皆さんに，「経済」の現象に関心を持ってもらうことを目的としています。また，経済学を学ぶために必要な基本的な知識をつけ
ることも目的としています。経済学の基礎を学びながら，私たちの身の回りで起きている問題について考えていきます。また，講義内容の理解を深める
ために問題演習を実施します。

学修の到達目標
この科目の目標は，以下の通り設定しています。
（1）経済学で⽤いられる用語・経済現象を理解し説明することができる。
（2）市場メカニズムの働きとその限界について説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
問題演習については，採点した上で返却します。
期末試験については，Learning Portalで解答・解説を公開します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義では問題演習を⾏って理解度を確かめるので，必ず復習を⾏ってください。
新聞やニュース等で講義で取り扱った理論に関する記事について関⼼を持ってください。講義内容の理解が進みます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

7020

00100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

アクティブ・ラーニングで学ぶ日本の経済，根岸毅宏・中泉真樹編著，東洋経済新報社，2021年

参考書

①ろけっとぽっぽー＆ホッホー博士と学ぶミクロ経済学入門 「市場」ってなんだろう？，竹内建蔵，有斐閣，
2021年
②ミクロ経済学の基礎（ベーシック+），小川 光・家森信善，中央経済社，2016年
③マクロ経済学の基礎（ベーシック+）第2版，家森信善，中央経済社，2021年

9784492315347

①9784641165908
②9784502179518
③9784502371318

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス：授業の概要や到達目標についてのガイダンスを⾏います。
また，経済とは何かについて説明します。

【予習】：シラバスと講義資料を事前に読んで，基本的な内
容について予習してください。
【復習】：テキスト第1章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第2回 市場経済（需要と供給，市場メカニズム）について学びます。 【予習】：テキスト第2章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第2章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第3回 市場経済の長所について学びます。 【予習】：テキスト第3章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第3章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第4回 市場経済の短所（市場の失敗）について学びます。 【予習】：テキスト第3章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第3章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第5回 経済の大きさを測るGDPについて学びます。 【予習】：テキスト第4章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第4章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第6回 GDPがどのようにして決まるのかを学びます。 【予習】：テキスト第5章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第5章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面
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第7回 前半のまとめと中間テストを行います。 【予習】：テキスト第1章から第5章を事前に読んで，基本的
な内容について予習してください。
【復習】：テキスト第1章から第5章と授業で配布した資料を
読み直し，授業内容の復習をしてください。

4時間オンデマンド

第8回 企業と会計の役割について学びます。 【予習】：テキスト第6章と第7章を事前に読んで，基本的な
内容について予習してください。
【復習】：テキスト第6章と第7章と授業で配布した資料を読
み直し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第9回 雇用について市場経済の仕組みから学びます。 【予習】：テキスト第8章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第8章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第10回 日本的雇用慣行の特徴と問題点について学びます。 【予習】：テキスト第9章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第9章と授業で配布した資料を読み直し，
授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第11回 貨幣の役割と金融の基本的な仕組みについて学びます。 【予習】：テキスト第10章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第10章を授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第12回 日本銀行の基本的な業務と金融政策について学びます。 【予習】：テキスト第11章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第11章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第13回 政府の役割と財政の基礎について学びます。 【予習】：テキスト第12章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第12章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第14回 輸出・輸入の役割と為替相場について学びます。 【予習】：テキスト第13章を事前に読んで，基本的な内容に
ついて予習してください。
【復習】：テキスト第13章と授業で配布した資料を読み直
し，授業内容の復習をしてください。

4時間対面

第15回 講義内容のまとめ 【予習】：これまでのテキストおよび配布資料を読んで理解
できなかったところをまとめておいてください。
【復習】：授業で示されたポイントを中心に，定期試験に備
えて総復習を行ってください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織の存続・成長のために必要な事柄を、マクロ組織論の諸理論を通じて学修します。

授業の目的及び概要
この授業は、「経営組織論I」に引き続き、組織内個人行動に関する理論と組織の環境適応や構造の変革に関する理論等に大別される経営組織論を学
修します。前者をミクロ組織論といい、後者はマクロ組織論と呼ばれます。この授業では、マクロ組織論について学修し、「経営組織論I」で学修するミク
ロ組織論と合わせて２つの複眼的な視点を持つことにより、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得
を目標とします。

学修の到達目標
・経営組織論の基本となる概念を理解し、説明できる。
・マクロな視点から経営組織の理論的理解を深められている。
・これらを通じ、社会に出て現実に直面し得る問題に対処できる知識がついている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・受講生からの有意義な質問や意見を紹介し、それに対する答えを提示します。
・レポートの提出期限後、その内容を授業内で解説にコメントを附します。
・受講生からの示唆に富んだ質問や秀逸な意見を紹介し、それに対する回答を提示します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後にⅡを履修してください。
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事を把握してください。
・試験やレポートでは、経営組織論の基本概念を理解した上で、その実践諸理論について自らの考えを説明できるかを問います。
・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになることが大事ですので、 現実に起こり得る事例についても、適宜言
及します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

経営組織，安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹『経営組織』中央経済社，2019年

参考書

978-4-502-32661-5
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。

「組織とは何か」
①組織の基本　②組織の役割　③経営資源　④経営資源の獲得と資
源化について学修します。
（特に重要な事項）限定（された）合理性、協業・分業、経営資源

【事前学修】
テキストの第1章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第2回 「組織の基礎理論」
①古典的組織管理論　②近代組織理論　③組織均衡論　④組織理論
の現代的意義について学修します。
（特に重要な事項）科学的管理法、管理過程論、官僚制、組織均衡

【事前学修】
テキストの第2章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間オンデマンド

第3回 「組織構造と組織デザイン」
①組織デザインの要諦　②組織の基本構造とその特徴　③組織デザイ
ンの応用と実例　④組織デザインの留意点について学修します。
（特に重要な事項）部門化、集権／分権、機能別組織、事業部制組織、
マトリックス組織

【事前学修】
テキストの第3章を事前に読んでおいてください――また、
経営学基礎の「組織構造」の単元を復習すること。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。
4時間

4時間対面
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第4回 [組織におけるモチベーション」
①モチベーションの重要性や３つの要素　②モチベーションの内容理論
　③モチベーションの過程理論　④仕事とモチベーションについて学修
します。
（特に重要な事項）欲求段階説、動機付け‐衛生理論、期待理論、職務
特性モデル

【事前学修】
テキストの第4章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第5回 「集団力学(グループ・ダイナミクス)」
①集団の概念　②集団の生産性　③集団による意思決定バイアス　④
集団力学を左右する諸要因について学修します。
（特に重要な事項）ホーソン実験、社会的手抜き、同調行動、集団浅慮

【事前学修】
テキストの第5章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第6回 「組織の意思決定」
①合理的な意思決定　②限定された合理性による意思決定　③限定さ
れた合理性を克服するための組織づくり　④組織的決定のゴミ箱モデ
ルについて学修します。
（特に重要な事項）プログラム、ルーティン、ゴミ箱モデル

【事前学修】
テキストの第6章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認し、それに関する事例
を取り上げて議論します。

【事前学修】
第1回～第6回までのテキストや配布資料（レジュメ）を読
んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第8回 「組織と環境」
①環境の変動に対処することを示す事例　②合理的モデルと自然シス
テム・モデル　③技術と環境からの影響の遮断　④タスク環境と依存関
係のマネジメントについて学修します。
（特に重要な事項）J.D.トンプソンのいう「行為する組織」

【事前学修】
テキストの第7章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第9回 「組織構造のダイナミックス」
①コンティンジェンシー理論と不確実性　②組織デザインの基本モデル
　③情報処理　④横断的関係の構築について学修します。
（特に重要な事項）J.R,ガルブレイスの主張する不確実性への対処（＝
横断組織）

【事前学修】
テキストの第8章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい。

4時間対面

第10回 「組織間関係」
①組織間関係　②組織間関係から享受できるメリット　③組織間関係か
ら被るデメリット　④組織間ネットワークについて学修します。
（特に重要な事項）取引コスト理論 、資源依存理論

【事前学修】
テキストの第9章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第11回 「組織変革の捉え方」
①組織変革の必要性　②組織変革の対象　③組織変革のプロセス　④
変革への抵抗について学修します。
（特に重要な事項）組織のライフサイクル仮説、変革の３段階モデル、
計画的な組織変革プロセス、創発的な組織変革プロセス

【事前学修】
テキストの第10章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第12回 「組織変革の進め方」
①組織変革の理論的アプローチ　②各々のアプローチの落とし穴　③
統合的な発想　④カスタマイズの必要性について学修します。
（特に重要な事項）8ステップの理論、学修する組織、ダブル・ループ学
習、整合性モデル

【事前学修】
テキストの第11章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第13回 「組織のパラドックス」
①組織のパラドックスの定義　②組織におけるパラドックスの分類　③
学習のパラドックス　④パラドックスと両利き組織について学修します。
（特に重要な事項）スミス＝ルイスのパラドックス論

【事前学修】
テキストの第12章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第14回 「組織エコロジー論 」
①環境決定と自己決定　②組織の個体群生態学　③生存の方策　④リ
ビングカンパニーについて学習します。
（特に重要な事項）ハナン＝フリーマンの個体群生態学、ディマジオ＝
パウエルのいう「同型化」、「正統性」

【事前学修】
テキストの第13章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第15回 「第8回～第14回の学修内容の再確認」
第8回～第14回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、事例
を取り上げ、これまで学修した理論を使ってどのように考えられるのか
を確認します。

【事前学習】
第8回～第14回までのテキスト、配布資料（レジュメ）、各
自のノートをよく振り返っておいてください。
【事後学習】
テキスト、配布資料、各自のノートを振り返り、重要な内容
について自分なりの発見を加えながら復習して下さい。

4時間対面

－133－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織の存続・成長のために必要な事柄を、マクロ組織論の諸理論を通じて学修します。

授業の目的及び概要
この授業は、「経営組織論I」に引き続き、組織内個人行動に関する理論と組織の環境適応や構造の変革に関する理論等に大別される経営組織論を学
修します。前者をミクロ組織論といい、後者はマクロ組織論と呼ばれます。この授業では、マクロ組織論について学修し、「経営組織論I」で学修するミク
ロ組織論と合わせて２つの複眼的な視点を持つことにより、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得
を目標とします。

学修の到達目標
・経営組織論の基本となる概念を理解し、説明できる。
・マクロな視点から経営組織の理論的理解を深め、説明できる。
・これらを通じ、社会に出て現実に直面し得る問題に対処できる力がつく。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・受講生からの有意義な質問や意見を紹介し、それに対する答えを提示します。
・レポートの提出期限後、その内容にコメントを附します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／クリッカー等の理解度把握システムの利用

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目はⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後にⅡを履修してください。
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の企業事情に関する出来事を把握してください。
・試験やレポートでは経営組織論の基本概念を理解した上で、諸理論について自らの考えを説明できるかを問います。
・テキストや授業で学んだ知識・理論を覚えるだけでなく、実際に活用できるようになることが大事ですので、ケーススタディにも挑戦してもらいます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300100

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹『経営組織』中央経済社，2019年

参考書

978-4-502-32661-5
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。

「組織とは何か」
①組織の基本　②組織の役割　③経営資源　④経営資源の獲得と資
源化について学修します。
(特に重要な事項)限定(された)合理性、協業・分業、経営資源

【事前学修】
テキストの第1章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第2回 「組織の基礎理論」
①古典的組織管理論　②近代組織理論　③組織均衡論　④組織理論
の現代的意義について学修します。
(特に重要な事項)　科学的管理法、管理過程論、官僚制、組織均衡論

【事前学修】
テキストの第2章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第3回 「組織構造と組織デザイン」
①組織デザインの要諦　②組織の基本構造とその特徴　③組織デザイ
ンの応用と実例　④組織デザインの留意点について学修します。
(特に重要な事項)　部門化、集権／分権、機能別組織、事業部制組
織、マトリックス組織

【事前学修】
テキストの第3章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。また、経営学基礎の「組織構造」の単元を復習するこ
と。

4時間対面
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第4回 「組織におけるモチベーション」
①モチベーションの重要性や３つの要素　②モチベーションの内容理論
　③モチベーションの過程理論　④仕事とモチベーションについて学修
します。
(特に重要な事項)　欲求段階説、動機付け・衛生理論、期待理論、職務
特性モデル

【事前学修】
テキストの第4章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。また、経営学基礎の「モチベーション」の単元を復習す
ること。

4時間対面

第5回 「集団力学(グループ・ダイナミックス)」
①集団の概念　②集団の生産性　③集団による意思決定バイアス　④
集団力学を左右する諸要因について学修します。
(特に重要な事項)　ホーソン実験、社会的手抜き、同調行動、集団浅慮

【事前学修】
テキストの第5章をを事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第6回 「組織の意思決定」
①合理的な意思決定　②限定された合理性による意思決定　③限定さ
れた合理性を克服するための組織づくり　④組織的決定のゴミ箱モデ
ルについて学修します。
(特に重要な事項)　プログラム、ルーティン、ごみ箱モデル

【事前学修】
テキストの第6章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第7回 「組織と環境」
①環境の変動に対処することを示す事例　②合理的モデルと自然シス
テム・モデル　③技術と環境からの影響の遮断　④タスク環境と依存関
係のマネジメントについて学修します。
(特に重要な事項)　J.D.トンプソンのいう「行為する組織」

【事前学修】
テキストの第7章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返り、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第8回 「第1回～第７回の学修内容の再確認および中間テスト」
第1回～第7回までに学修してきた内容の再確認をした上で、中間テスト
を実施します。

【事前学修】
第1回～第7回までのテキストや配布資料（レジュメ）、各自
のノートをよく振り返っておいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第9回 「組織構造のダイナミックス」
①コンティンジェンシー理論と不確実性　②組織デザインの基本モデル
　③情報処理　④横断的関係の構築について学修します。
(特に重要な事項)　J.R、ガルフレイスの主張する不確実性への対処(＝
横断組織)

【事前学修】
テキストの第8章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい。

4時間対面

第10回 「組織間関係」
①組織間関係　②組織間関係から享受できるメリット　③組織間関係か
ら被るデメリット　④組織間ネットワークについて学修します。
(特に重要な事項)　取引コスト理論、資源依存理論

【事前学修】
テキストの第9章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第11回 「組織変革の捉え方」
①組織変革の必要性　②組織変革の対象　③組織変革のプロセス　④
変革への抵抗について学修します。
(特に重要な事項)　組織のライフサイクル仮説、変革の3段階モデル、
計画的な組織変革プロセス、創発的な組織変革プロセス

【事前学修】
テキストの第10章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第12回 「組織変革の進め方」
①組織変革の理論的アプローチ　②各々のアプローチの落とし穴　③
統合的な発想　④カスタマイズの必要性について学修します。
(特に重要な事項)　8ステップの理論、学習する組織、ダブル・ループ学
習、整合性モデル

【事前学修】
テキストの第11章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第13回 「組織のパラドックス」
①組織のパラドックスの定義　②組織におけるパラドックスの分類　③
学習のパラドックス　④パラドックスと両利き組織について学修します。
(特に重要な事項)　スミス＝ルイスのパラドックス論

【事前学修】
テキストの第12章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第14回 「組織エコロジー論」
①環境決定と自己決定　②組織の個体群生態学　③生存の方策　④リ
ビングカンパニーについて学習します。
(特に重要な事項)　ハナン＝フリーマンの個体群生態学、ディマジオ＝
パウエルのいう「同型化」、「正統性」

【事前学修】
テキストの第13章を事前に読んでおいてください。
【事後学修】
テキスト、配布資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な
内容について自分なりの発見を加えながら復習して下さ
い。

4時間対面

第15回 「全体の学修内容の再確認」
第1回～第14回までに学修してきた内容の再確認を進める。

【事前学習】
第1回～第14回までのテキスト、配布資料（レジュメ）、各
自のノートをよく振り返っておいてください。
【事後学習】
テキスト、配布資料、各自のノートを振り返り、重要な内容
について自分なりの発見を加えながら復習して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営組織論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234水野　清

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 組織内外のダイナミクスについて学修します。

授業の目的及び概要
経営組織論Ⅰでは、「組織の基本・内部組織のマネジメント」を学修し、個別の経営学テーマとして、組織の基礎理論、組織デザイン、モチベーション、集
団力学、意思決定等について講義を展開します。
経営組織論Ⅱでは、「組織内外のダイナミクス」を学修し、個別の経営学テーマとして、組織構造のダイナミクス、組織関係、組織変革、組織のパラドック
ス等について、講義を展開します。
この授業を受講することにより、組織の状況を的確に捉え、リーダーシップやマネジメントが発揮できる基本的な知識の修得を目的とします。

学修の到達目標
「経営組織論Ⅰの履修と合わせ、経営組織論がどのような学問であるか理解したうえで、『組織内外のダイナミクス』をについて説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートについては、適宜授業内で解説しフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティング戦略の企画・立案や組織のマネジメント業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活か
した授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・この科目は「連続履修」であり、ⅠとⅡの両方を履修して内容が完結するので、Ⅰの単位習得後は直ちにⅡを履修してください。
・企業経験も織り混ぜながら具体的な組織マネジメントについて実践的な内容を提供します。
・日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の経営事情に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

002020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

安藤史江・稲水伸行・西脇暢子・山岡徹著『経営組織』(中央経済社, 2019年)

参考書

スティーブン・P・ロビンス著,高木晴夫訳『【新版】組織行動のマネジメント-入門から実践へ-』(ダイヤモンド
社,2009年)

978-4-502-32661-5

978-4478004593

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
この科目の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについ
て、授業計画の詳細とともに説明します。
「組織と環境(1)」
組織と環境について理解するため、①合理的モデルと自然システム・モ
デル,②技術と環境からの影響の遮断について学修します。

(事前学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第2回 「組織と環境(2)」③タスク環境と依存関係のマネジメントについて学修し
ます。

(事前学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第7章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第3回 「組織構造のダイナミクス(1)」
①コンティンジェンシー理論と不確実性②組織デザインの基本モデル③
情報処理の必要性を低減させる方法と能力を増大させる方法について
学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面
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第4回 「組織構造のダイナミクス(2)」
④横断的関係の構築について学修します。

(事前学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第8章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第5回 「組織間関係(1)」
組織間関係について理解するため、①組織単体での限界、②組織間関
係のメリットについて学修します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第6回 「組織間関係(2)」
③組織間関係のデメリット④組織間ネットワークについて学修します。

(事前学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料を一通り読み、
予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第9章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第7回 「第1回～第6回の学修内容の再確認」
第1回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在す
る企業の取り組む組織戦略についての事例を取り上げ、これまで学修
した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第7章～第9章、当該部分のレジュメ
資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないように
しておいて下さい。（2時間程度）
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。（2
時間程度）(事前学修)

4時間オンデマンド

第8回 「組織変革の捉え方(1)」
組織変革の捉え方について理解するため、①組織変革の必要性、②組
織変革の対象、③組織変革のプロセスについて学修します。

テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第9回 「組織変革の捉え方(2)」
④変革への抵抗について学修します。

(事前学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第10章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第10回 「組織変革の進め方(1)」
組織変革の進め方について理解するため、①理論的アプローチ、②ア
プローチの落とし穴、について学修します。

(事前学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第11回 「組織変革の進め方(2)」
③統合的な発想が持つ力、④カスタマイズの必要性について学修しま
す。

(事前学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第11章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第12回 「組織のパラドックス(1)」
組織のパラドックスについて理解するため、①組織における多様な緊張
関係、②パラドックスの分類について学修します。

(事前学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第13回 「組織のパラドックス(2)」
③重要性の高い学習、④両利き組織について学修します。

(事前学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料を一通り読
み、予習して下さい。（2時間程度）
(事後学修)
テキストの第12章、当該部分のレジュメ資料、ノートを読み
返し、あらためてポイントになるところは何かを考えながら
復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面

第14回 「第8回～第13回の学修内容の再確認」
第8回～第13回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、実在
する企業の取り組む組織変革についての事例を取り上げ、これまで学
修した理論を使ってどのように考えられるのかを確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第10章～第12章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。（2時間程度）
(事後学修)
当該部分のレジュメ資料、ノートを読み返し、あらためてポ
イントになるところは何かを考えながら復習して下さい。（2
時間程度）

4時間対面

第15回 「全体のまとめ」
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

(事前学修)
あらためてテキストの第7章～第12章、当該部分のレジュ
メ資料、ノートを一通り読み返し、わからない所がないよう
にしておいて下さい。（2時間程度）
(事後学修)
授業で確認された重要ポイントを中心にテキスト、レジュメ
資料、ノートを読み返し、復習して下さい。（2時間程度）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅱ（経営学部）／経営戦略論（企業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234奥　康平

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業戦略（全社戦略）に関する諸理論を企業事例とともに学ぶことで、企業戦略の考え方を理解する。

授業の目的及び概要
経営戦略は、ごく簡単にいうと「多数の企業がある中で、自社が他社との競争に打ち勝つことで利益をあげ続けるための長期の方針」ということができま
す。一般的に、経営戦略には、企業戦略（企業全体の長期方針）、事業戦略（企業が有する各事業ごとに応じた長期方針）、そして職能別戦略（それぞ
れの職場で効率的に事業運営を行うための長期方針）の3つのレベルで説明されます。
　この科目では、企業戦略に注目していきます。具体的には、ドメインの設定にはじまり、それに応じた、多角化戦略、M&A戦略、提携戦略、国際化戦略
などについて、企業事例を交えつつお話していきます。
　これらの講義を通じて、経営戦略の全体像を説明できるようになることに加えて、企業戦略とはどのようなものであるのかを具体的な企業事例を交え
つつ他人に説明できるようになっていただくことを最終目標に設定したいと思います。
　なお、経営戦略Ⅰも履修しておくと、総合的な経営戦略に関する知識がつくと思います。

学修の到達目標
経営戦略及び企業戦略（全社戦略）の重要な概念や理論を説明することができる。
経営戦略及び企業戦略（全社戦略）に関する知識を使用して事例を分析することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義資料及び講義内容についての質問について、対面講義の場合は、講義開始前・講義終了後及び随時メールにて受け付けますので積極的にご利
用ください。
　オンライン（オンデマンド）講義の場合は、メールにて随時お受けいたしますので積極的にご利用ください。
　また、この科目は、小テストや理解度テストなどをしばしば課しますので、その成果によって成績評価をします。
そのフィードバックについては、評価結果の通知や模範解答の公表などを通じて可能な限り行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

対面講義の場合は、資料をもとに、講義形式にて学修をすすめます。資料は事前に印刷またはダウンロードしておくようにしてください。加えて、講義内
容で疑問に思った点、理解が難しかった箇所については、遠慮なく質問などしてください。後日、メールなどでも構いません。
　また、講義内に何度か、理解度を確認するための簡単なテストを実施します。このテストは、評価基準の1つである積極的な受講態度を確認するため
に実施致します。
さらにこの課題は、講義の進捗状況によって適宜実施しますので、講義の何回目に実施するかは講義内に「事前に」ご案内いたします。加えて、本課題
の出来栄え（正解率なども含む）はその他（30％）の評価にもなります。
　当然に、これらの課題は講義への出席が前提となりますのでご留意ください。
その他、受講生様の興味・関心に応じて、講義内容を適宜修正しながら進めて参ります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
Learning Portalに出題予定のテスト
の正解率に応じて最大30％として評
価致します。

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

使用しません。適宜資料などを配布、配信致します。

参考書

配布資料は以下の参考書をベースに作成する予定です。参考書は購入必須ではありません。
しかし、より深い学修と理解のために、ご一読いただけますと、さらに深い知識と見識を得ることができます。
①『経営戦略（第3版）』，大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田智，有斐閣アルマ，2016年
②『経営戦略の方程式』，松崎和久，税務経理協会，2018年
③『経営戦略の課題と解明』，大月博司編，文眞堂，2019年
④『経営戦略論を学ぶ』，稲田 賢次、伊部 泰弘、名渕 浩史、吉村 泰志，創成社，2015年
⑤『経営戦略をつかむ』，淺羽 茂、牛島 辰男，有斐閣，2010年

特になし。

①9784641220652
②9784419064983
③9784830950308
④9784794424600
⑤9784641177130

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回：ガイダンス─受講上の諸注意と成績評価について 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面
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第2回 第2回：経営戦略基礎講座─身近にある経営戦略の考え方 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第3回 第3回：企業ドメインの設定─経営資源の有効な使い方を学ぶ 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第4回 第4回：企業ドメインと全社戦略の重要性─広く浅く？狭く深く？ 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第5回 第5回：多角化戦略①─理論編 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第6回 第6回：多角化戦略②─事例研究 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第7回 第7回：多角化戦略③─競争戦略との関連 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第8回 第8回：M&A戦略①─メリット 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第9回 第9回：M&A戦略②─デメリット 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第10回 第10回：M&A戦略③─事例研究 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第11回 第11回：提携①─提携の理論 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第12回 第12回：提携②─事例研究 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第13回 第13回：国際化戦略─世界を市場に 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第14回 第14回：国際化戦略─事例研究 【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間対面

第15回 第15回：まとめ─グローバル化と日本企業、そして皆さんの日常生活に
応用してみよう

【予習】資料を事前に読んでおいてください。その上でわか
らない部分や難しい部分は講義時などに随時確認するよ
うにしてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。わからない言葉や概念などは自分で調べる。ま
たは適宜質問するようにしてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅱ（経営学部）／経営戦略論（企業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略の重要な知識を用いて、象徴的な事例の分析を行います。

授業の目的及び概要
この講義では、経営学基礎、経営戦略論Iで学んだ知識を用いて、事例に分析に応用することを目指します。単に専門用語を知っているだけではなく、
実例をみて、ある理論に当てはめてみると何が言えるのかを考察できるようになるために必要な知識や思考方法を学びます。講義はテキストに沿って
すすめますので、必ずテキストを購入してください。また、単元ごとに小テストを行います。中間試レポートでは、講義で学んだことを文章化することで、更
なる理解に繋げます。定期試験は記述式の試験を行います。事例と専門用語を関連づけ、どのように専門知識を使うのかについてよく理解しましょう。

学修の到達目標
① 経営戦略論の代表的な理論・概念・フレームワークについて、関連する諸概念・事象と関連づけて理解し、説明することができる。
②経営戦略論の諸理論の違いを認識し、実際の事例に当てはめて説明することができる。
③経営戦略の代表的理論・概念・フレームワークに基づいて、企業の戦略について分析・説明することができる。
④企業経営における経営戦略の役割を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間レポートのの採点後、間違いが多かった箇所を説明します。
・ディスカッションの際に巡回し、適宜アドバイスをします。
・アンケート形式のコメントシートを実施し、質問への回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■授業計画について
講義内容や順番は他の科目、学内イベント等を考慮して変更する可能性があります。ただし、修得すべき知識は同じですので、予習をしっかりしましょ
う。
■成績評価について
この科目は、単元ごとの小テスト、中間レポート、定期試験によって成績評価を行います。中間レポートの提出期限を第7回に予定していますが、研究発
表大会、他の科目の中間試験との兼ね合いで、締切日を検討します。大まかな内容について第1回で告知をするので、毎回発表されるミニワークに取り
組んでおきましょう。また、用語を暗記するだけではなく、授業内での事例分析の内容・思考法が小テスト、中間レポート、定期試験に関係してきます。
講義をしっかり聞き、わからないことはその都度聞くようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

00400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

１からの戦略論，嶋口充輝・内田和成・黒岩健一郎，碩学舎，2016年

参考書

9784502167416
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス　
・この授業の流れと勉強の仕方
確認テスト（経営学基礎・経営戦略論Iの復習テストを行います。）

【事前学修】
経営学基礎の経営戦略論パート、経営戦略論Iを復習して
おきましょう。
テキストを購入しておきましょう。
【事後学修】
確認テストでわからなかったことを再度復習しておきましょ
う。

4時間対面

第2回 戦略とは
事例：あさひ

キーワード：フラグメンテッド・インダストリー、戦略の自由度、戦略の要
素

【事前学修】
テキスト序章、第3節を読んでわからない言葉に印をつけ
ておきましょう。
【事後学修】
テキスト序章、第2節を読んで復習をしましょう。

4時間対面

第3回 経営環境① 業界構造
事例：シャープの液晶事業

キーワード：ファイブ・フォース分析、戦略グループ、移動障壁

【事前学修】
テキスト第1章、第3、4、5節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第1章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面
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第4回 経営環境② 環境変化
事例：トヨタ自動車

キーワード：PEST分析、3C分析、SWOT分析、かんばん方式、カイゼ
ン、フルライン戦略

小テスト①

【事前学修】
テキスト第2章、第3、4、5節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第2章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第5回 事業戦略① 基本戦略
事例：しまむら

キーワード：３つの基本戦略、経験曲線、規模の経済性、DX

【事前学修】
テキスト第3章、第3節を読んでわからない言葉に印をつけ
ておきましょう。
【事後学修】
テキスト第3章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第6回 事業戦略② 製品ライフサイクル別戦略
事例：富士ゼロックス

キーワード：PLC

【事前学修】
テキスト第４章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第４章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第7回 事業戦略③ 市場地位別戦略
事例：アサヒビール

キーワード：市場地位別戦略

【事前学修】
テキスト第５章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第５章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第8回 事業戦略④ リソース・ベースド・ビュー
事例：富士フィルム

キーワード：リソース・ベースド・ビュー、VRIO分析、見えざる資産、暗黙
知と形式知、多角化

【事前学修】
テキスト第６章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第６章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第9回 事業戦略⑤ 事業システム
事例：アスクル

キーワード：バリュー・チェーン、競争優位、勝ちシステム、戦略的提携

小テスト②

【事前学修】
テキスト第７章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第７章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第10回 企業戦略① 事業領域
事例：ふくや

キーワード：事業ドメイン、企業成長

中間レポートのフィードバック

【事前学修】
テキスト第８章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第８章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第11回 企業戦略② 成長戦略
事例：ニコン、キヤノン

キーワード：多角化、シナジー効果、ブルー・オーシャン戦略

【事前学修】
テキスト第９章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
【事後学修】
テキスト第９章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第12回 企業戦略③　資源展開
事例：サントリー

キーワード：PPM、市場成長率、市場占有率、営業利益率

小テスト③

【事前学修】
テキスト第10章、３、４、５節を読んでわからない言葉に印
をつけておきましょう。
第7回の講義を復習しておきましょう。
【事後学修】
テキスト第10章、第2節を読んで復習をしておきましょう。

4時間対面

第13回 経営戦略の役割について
動画教材ワーク
・なぜ経営戦略が必要なのか
・マーケティングか戦略か、生産管理か戦略か

【事前学修】
今までに学んだ用語を復習しておきましょう。
【事後学修】
ミニッツレポートを作成しましょう。

4時間対面

第14回 経営戦略論IIのまとめ
第1回から第13回までの復習
模擬テスト

【事前学修】
今までに学んだ用語と事例の関係を復習しておきましょ
う。
【事後学修】
模擬テストでできなかった箇所を復習しておきましょう。

4時間対面

第15回 【オンデマンド】
・今後の学修のために
・定期試験に向けて
今までの復習と試験の勉強方法について説明します。
動画視聴後、忘れずに、【ラーニングポータルの課題を解く】ようにしてく
ださい。

【事前学修】
今までに学んだ用語と事例の関係を復習しておきましょ
う。
【事後学修】
ラーニングポータルの課題をときましょう。模擬テストでで
きなかった箇所を復習しておきましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営戦略論Ⅱ（経営学部）／経営戦略論（企業戦略）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略論の緒論についてその発展経緯を辿りながら、それぞれの特徴や違い、関連性を学びます。

授業の目的及び概要
経営戦略論Ⅱでは、企業全体の組織構造や目的、ミッションなどとも関連する企業戦略を中心に経営戦略論の成り立ちとその対象について学びます。
日本語で言われるいわゆる経営戦略は、対象とする組織レベルによって1.企業戦略 2.事業（競争）戦略 3.競争戦略 4.機能別戦略に分類されます。この
科目では、経営戦略論Ⅰで学んだ諸理論やフレームワークを基盤に、企業目的と経営戦略との関連性、そして戦略的経営などを理論の成り立ちなどの
歴史的背景に基づいて学修します。これらの学修と経営戦略論Ⅰでの学修を合わせることで、経営戦略論の緒論についての専門知識を修得できるよう
になることを目指します。

学修の到達目標
①経営戦略論の理論体系を理解できる。
②経営戦略論の諸理論の違いを認識し、歴史的背景を基に分析できる。
③企業経営における経営戦略の役割を理解し説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートで示された皆さんの代表的意見を適宜取り上げ、その意見に対して私の見解を述べます。
また、授業冒頭にて、皆さんが興味がある時事的なニュース・話題をとりあげ、それについてコメント・議論します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業は、資料をベースに板書とパワーポイントを用いて行います。
その際には、口頭による説明も行うため、休まず出席し、自分でノートをとることが求められます。
また、中間レポートと別に時折、授業内容の理解度を確認するために小テスト・授業内レポートを行います。
授業内レポートは、成績評価に含めます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし。
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

監修 吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』,　同文舘出版.

なし。

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業全体の構成と進め方ついてシラバスを参照しながら説明します。

【事前学習】シラバスを確認し、日々発生する企業にかか
わるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】シラバスを確認し復習すること。

3.5時間対面

第2回 事業戦略と競争戦略
事業戦略と競争戦略の違いについて学びます。

キーワード：企業戦略、事業戦略、競争戦略、機能別戦略、三つの意思
決定

【事前学修】事業戦略と競争戦略は何が違うかを調べて
おいてください。
【事後学修】事業戦略や競争戦略が企業の何を重視して
いるかを確認してください。

4時間対面

第3回 企業目的と企業戦略
企業が何を求めて活動するのか、それが変化することで企業戦略も変
わってきます。
企業目的論の類型と経営理念・ミッションについて説明し、企業戦略に
それらがなぜ必要なのかを学びます。

キーワード：企業理念、経営理念、ミッション、企業目標、利益目標、生
産目標

【事前学習】現代の企業の目的が何かを調べること。同時
に、経営学基礎・経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードにつ
いて触れている回について復習すること。また、授業冒頭
で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないよう
に新聞や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】目的を一つに絞ること、たくさんの目的を持つ
ことのメリット・デメリットについて講義中に作成したノート
や資料を参考に復習すること。

4時間対面
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第4回 企業戦略の策定と事業ポートフォリオ・マネジメント
SWOT分析、事業ポートフォリオ・マネジメント（PPM)・成長マトリックスな
ど企業戦略の策定において用いられる手法について説明し、
企業内の資源をどこに配分すべきかを分析・判断するための理論・ツー
ルを学びます。

キーワード：外部環境分析、内部環境分析、統合環境分析、経営資源、
SWOT分析、PPM、3C分析

【事前学習】経営戦略とはどのようなものか、企業内の誰
が策定にかかわるのか調べること。同時に、経営学基礎・
経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れている
回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる時
事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・
経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】企業戦略を策定するのに必要な能力とその
手順を講義中に作成したノートや資料を参考に復習する
こと。

4時間対面

第5回 組織構造と戦略①
「組織構造が先か企業戦略が先か」。かつて、この命題で議論がなされ
ました。それはそれぞれかつての企業の発展経緯を観察して述べられ
た見解です。
その歴史的経緯を辿り、企業戦略と組織構造の関係を学びます。

キーワード：組織構造、企業戦略、事業部制組織、多角化戦略、戦略的
経営

※この回から歴史的な社会背景とともに経営戦略論の理論を辿りま
す。第４回までの基礎概念をよく確認すること。また、それらは経営学基
礎、経営戦略論Ⅰでも学修した内容です。よく確認すること。

【事前学習】戦間期（第一次世界大戦と第二次世界大戦
の間）～1960年代の欧米・日本の企業や経済状況につい
て調べること。また、授業冒頭で取り上げる時事的ニュー
ス・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・経営関連の
ニュースをチェックすること。
【事後学修】企業が経営環境や経済状況を無視すること
ができる状況とはどのような状況なのかを講義中に作成
したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第6回 組織構造と戦略②
企業戦略が策定・実行されると組織構造にも影響を及ぼすことが分
かってきました。では、うまく企業戦略を策定・実行するには、何を見な
ければならないのでしょうか。
そして、激変する経済環境に適応するにはどうしたらよいのでしょうか。
それらについて学びます。

キーワード：コンティンジェンシー理論、機械的組織、有機的組織、オー
プンシステム、クローズドシステム、分化と統合

【事前学習】1970年代頃から世界の状況が激変しました。
その原因はなにか調べてみましょう。同時に、経営学基
礎・経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れてい
る回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる
時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経
済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】経営戦略論におけるコンティンジェンシー論の
メリット・デメリットを講義中に作成したノートや資料を参考
に復習すること。

4時間対面

第7回 マネージャーの仕事
ミンツバーグ(H.Mintzberg)が示したマネージャーの多岐に渡る役割とそ
の分類を説明し、企業戦略を策定するには、どの役割が不可欠かを学
びます。
ミンツバーグの所論は非常に特徴的であり、様々な経営戦略論の緒論
に影響を及ぼしました。この回では、彼の所論を個別にとりあげます。

キーワード：創発戦略、マネージャーの役割

【事前学習】経営者や企業戦略を策定するためにはどの
ような役割が必要かを調べること。同時に、経営学基礎・
経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れている
回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる時
事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・
経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に復習
し、自分が実際に戦略を策定するとしたらどの役割を担う
割合が多くなるかをイメージしてみること。

4時間対面

第8回 中間レポートの講評と中間のまとめ
これまでの授業で説明した、経営戦略論の基礎概念についてのまとめ
企業戦略論の歴史的経緯のまとめ。

【事前学習】企業戦略の策定プロセスや企業目的、意思
決定などの基礎概念、そしてこれまでの説明した経営戦
略論の歴史的経緯について改めて調べること。また、授
業冒頭で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れな
いように新聞や経済・経営関連のニュースをチェックする
こと。
【事後学修】どのような順序で環境分析をするのかや企業
目的が異なると戦略がどう変わるのかを講義中に作成し
たノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 企業戦略と競争戦略
1970～80年代に企業の外部環境の分析を重視する競争戦略論が隆盛
しました。その中心となったポーターの所論を中心に、企業戦略と競争
戦略との関連を学びます。

キーワード：5フォース分析、競争優位、バリューチェーン分析、ポジショ
ニング、三つの基本戦略、ポジショニングスクール

【事前学習】ポーターが主張した三つの基本戦略や5
フォース分析について調べること。同時に、経営学基礎・
経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れている
回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる時
事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・
経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】ポーターの示した競争戦略論の欠点について
講義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 企業戦略と事業戦略
1980年代以降に企業の内部の経営資源の分析を重視する事業戦略
論、RBV(リソース・ベースド・ビュー)が隆盛しました。その中心となった
バーニーの所論を中心に、企業戦略と事業戦略、RBVとの関連を学び
ます。
またそれ以降に生み出されたコア・コンピタンスを重視した戦略論への
影響について学びます。

キーワード：経営資源、VRIO分析、資源の再配置、リエンジニアリング、
組織能力

【事前学習】RBVについて調べること。同時に、経営学基
礎・経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードについて触れてい
る回について復習すること。また、授業冒頭で取り上げる
時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経
済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】RBVとポジショニングスクールとの違いと関連
性について講義中に作成したノートや資料を参考に復習
すること。

4時間対面

第11回 知識の管理とコア・コンピタンス経営
地球規模の競争環境の中で、いかにうちかつのか、その方策として、企
業が蓄えている「知識」や「競争優位性」をいかに管理・創造していくか
ということが問題となりました。
それらを管理することあるいは、戦略に組み込むことを目指した経営戦
略の理論について説明します。

キーワード：暗黙知、形式知、SECIモデル、コア・コンピタンス、

【事前学習】暗黙知や形式知について調べること。同時
に、経営学基礎・経営戦略論Ⅰにおいて、キーワードにつ
いて触れている回について復習すること。また、授業冒頭
で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないよう
に新聞や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】SECIモデルとは何か、そして知識の管理が重
要視されるようになった背景について講義中に作成した
ノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第12回 新しい経営戦略論
2000年代に生み出された新しい経営戦略論の理論である、ブルーオー
シャン戦略、ダイナミックケイパビリティ論について学びます。

キーワード：レッドオーシャン、ブルーオーシャン、バリューイノベーショ
ン、戦略キャンパス、ケイパビリティ

【事前学習】2000年代に起きた経済的出来事について調
べること。同時に、経営学基礎・経営戦略論Ⅰにおいて、
キーワードについて触れている回について復習すること。
また、授業冒頭で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗
り遅れないように新聞や経済・経営関連のニュースを
チェックすること。
【事後学修】ここで挙げた二つの理論がどのような社会状
況を背景に生み出されたのかを講義中に作成したノート
や資料を参考に復習すること。

4時間対面

第13回 情報化の発展の経営戦略への影響
情報技術の発展によって可能となった国際分業と分社化、そして新しい
戦略？をとるAmazon、Metaとデジタル技術の特徴を利用した「無料ア
プリ」の戦略

キーワード：「消えゆく手」論、アウトソーショング、プラットホーム戦略、
フリーミアム

【事前学習】情報技術が発達するとどのようなことができ
かを検討してみましょう。また、授業冒頭で取り上げる時
事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・
経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】AmazonやMeta(旧Facebook)はどうやって収
益を上げているのでしょうか？また、無料アプリを配布して
も採算がとれるのでしょうか？その狙いを講義中に作成し
たノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第14回 他の学問領域からの経営戦略論へのアプローチ
経済学の一領域でも経営戦略について検討されています。多角化戦略
を例にそれらを紹介します。

キーワード：取引費用、限定合理性、機会主義、情報の非対称性、囚人
のジレンマ

【事前学習】経営学基礎・経営戦略論Ⅰにおいて学んだ多
角化戦略について復習すること。また、授業冒頭で取り上
げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や
経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】経済学からのアプローチでどのようなことが分
かるかを講義中に作成したノートや資料を参考に復習す
ること。

4時間対面

第15回 総括【オンデマンド】
本授業を総括し、各回でのポイントを確認する。
授業全体の流れの説明をしながら、各回のポイントを説明します。

【事前学習】各回の授業内容についてのポイントを自分な
りに整理すること。
【事後学修】講義中に作成したノートや資料を参考に講義
動画を視聴しながら復習し、経営戦略論の発展過程を歴
史的経緯に確認すること。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 人的資源管理論（経営学部）／労務管理論Ⅰ（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本企業等の組織において、人が仕事をすること、人に仕事をさせることに関する管理について、学修します。

授業の目的及び概要
人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必
要となります。また、就職活動をする上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解
し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつか
ることと思います。その際に、役立つ知識・考え方を学修します。

学修の到達目標
人的資源管理の理論・概念を理解し、説明することができる。
人的資源管理の仕組み、現状、課題について、理解し、実際の事例に当てはめて考えることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストは、採点した上で返却し、講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「働くこと」について、知ることは、これから社会に出る学生にとって重要です。インターンシップ、就職活動にも役立ちます。また、業種によっては、若い
頃から様々な人を動かしながら仕事をしていかなければならない場合もあり、経営学の科目の中でも、就職後実践で最も活用するものです。新聞、雑
誌、ニュース、ドキュメンタリーなどでも「働くこと」は頻繁に取り上げられる題材です。これらにも広く関心を持つとともに、身近な働いている人に「職場が
どのようなものなのか」を色々な機会に聞いておいてください。
授業では、履修人数によりますが、各回のテーマについて1人、1人と対話をしながら、始めて行きたいと思っていますので、各回のテーマについての予
習は欠かさないようにしていてください。また、期間中に小レポートを提出して頂くことを考えています。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

3002010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

人的資源管理（ベーシック＋），上林憲雄編，中央経済社，2016年

参考書

経験から学ぶ人的資源管理 新版，上林憲雄・厨子直之・森田雅也，有斐閣，2018年

9784502169618

9784641184398

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の進め方、概要、成績評価の方法など、ガイダンスを行います。
第1章人的資源管理入門
人的資源管理とは何か、役割、特徴

【予習】テキストを購入し、全体を見て、どのような内容が
あるのかを認識しておいてください。テキストの第1章を一
読し、わからない用語などを調べておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第2回 日本的雇用慣行、日本的働き方の仕組み 【予習】日本的雇用慣行、大部屋主義、メンバーシップ型
雇用について調べておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、配付資料を読んで理解し
ておきます。

4時間オンデマンド

第3回 第2章人間モデル
人間モデル、経済人モデル、社会人モデル、テイラーの科学的管理法、
ホーソン実験

【予習】第2章を一読し、わからない用語などを調べておき
ます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第4回 第3章戦略的人的資源管理
企業の戦略と人の管理との関係
第4章組織能力
戦略と競争優位、人的資源管理の関係性

【予習】第3・4章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面
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第5回 第5章組織構造
組織設計、職務設計、分業と調整
第6章モチベーション
マズローの欲求階層説、ハーズバーグの動機付け－衛生理論、マグレ
ガーのX理論・Y理論

【予習】第5・6章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第6回 第7章リーダーシップ
リーダーシップの意義、資質、行動パターン
第8章コミットメント
情緒的コミットメント、功利的コミットメント

【予習】第7・8章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第7回 中間総括
第1回～第6回までの復習

【予習】第1回～第6回までの授業を思い出し復習し、学修
した知識の整理・確認をしておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。

4時間対面

第8回 中間テスト 【予習】第1回～第7回までの授業を思い出し復習し、学修
した知識の整理・定着をしておきます。
【復習】中間テストの内容を思い出し、解答の自信のな
かった箇所について、テキスト等の該当箇所を読んで知
識の確認をしておきます。

4時間対面

第9回 第9章雇用
人と職務のマッチング、採用、異動、昇進・昇格、退職

【予習】第9章を一読し、わからない用語などを調べておき
ます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第10回 第10章人材育成
OJT、Off-JT、自己啓発、キャリア

【予習】第10章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第11回 第11章評価
目標管理、評価の4要素、評価パイアス

【予習】第11章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第12回 第12章昇進
昇進競争、昇進ルール、キャリアプラトー

【予習】第12章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第13回 第13章賃金
職能給、職務給

【予習】第13章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第14回 第14章労使関係
労働組合、労使交渉、労使協議制
第15章国際人的資源管理
多国籍企業、海外派遣者

【予習】第14章、第15章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第15回 全体総括
第1回～第14回までの復習

【予習】第1回～第14回までの授業を思い出し復習し、学
修した知識の整理をしておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、自信のない箇所を中心に
テキスト等をもう一度読み込み、知識の定着を図ります。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 人的資源管理論（経営学部）／労務管理論Ⅰ（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本企業等の組織において、人が仕事をすること、人に仕事をさせることに関する管理について、学修します。

授業の目的及び概要
人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必
要となります。また、就職活動をする上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解
し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつか
ることと思います。その際に、「使える知識・考え方」を学修します。

学修の到達目標
人的資源管理の理論を理解し、説明することができる。
人的資源管理の仕組み、現状、課題について、理解し説明することができる。
日本的な働き方について、理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストは、採点した上で返却します。
頂いたコメントには、適宜、回答・補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「働くこと」について、知ることは、これから社会に出る学生にとって重要です。インターンシップ、就職活動にも役立ちます。また、業種によっては、若い
頃から様々な人を動かしながら仕事をしていかなければならない場合もあり、経営学の科目の中でも、就職後実践で最も活用するものです。新聞、雑
誌、ニュース、ドキュメンタリー、ドラマや映画などでも「働くこと」は頻繁に取り上げられる題材です。これらにも広く関心を持つとともに、働いている身近
な人に、「職場がどのようなものなのか」を色々な機会に聞いておいてください。

なお、
・レジュメなどの紙資料は、印刷の上配付の上、ラーニング・ポータルにも入れておきますので、復習や試験勉強に活用してください。
・評価は、各回授業中のコメント・シートまたは小テストの内容、中間試験、定期試験を以って行ないます。レポートはありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

人的資源管理，上林憲雄編著，中央経済社，2016年

参考書

9784502169618
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の進め方、概要、成績評価の方法など、ガイダンスを行ないます。

第1章人的資源管理入門
人的資源管理とは何か、役割、特徴

【予習】シラバスを熟読。および、テキスト第1章を一読し、
わからない用語などを調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第2回 第2章人間モデル
人間モデル、経済人モデル、社会人モデル、テイラーの科学的管理法、
ホーソン実験

【予習】テキスト第2章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間オンデマンド

第3回 第3章戦略的人的資源管理
企業の戦略と人の管理との関係

第4章組織能力
戦略と競争優位、人的資源管理の関係性

【予習】テキスト第3・4章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面
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第4回 第5章組織構造
組織設計、職務設計、分業と調整

第6章モチベーション
マズローの欲求階層説、ハーズバーグの動機付け－衛生理論、マグレ
ガーのX理論・Y理論

【予習】テキスト第5・6章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第5回 第7章リーダーシップ
リーダーシップの意義、資質、行動パターン

【予習】テキスト第7章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第6回 第8章コミットメント
情緒的コミットメント、功利的コミットメント
　
【小テスト実施】

【予習】テキスト第8章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第7回 中間総括
第1章～第8章までの復習
中間テスト

【予習】テキスト第1～8章までを授業を思い出し復習し、学
修した知識の整理をしておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。

4時間対面

第8回 第9章雇用
人と職務のマッチング、採用、異動、昇進・昇格、退職

【予習】テキスト第9章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第9回 第10章人材育成
OJT、Off-JT、自己啓発、キャリア

【予習】テキスト第10章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第10回 第11章評価
目標管理、評価の4要素、評価バイアス

【予習】第11章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第11回 第12章昇進
昇進競争、昇進ルール、キャリアプラトー

【予習】テキスト第12章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第12回 第13章賃金
職能給、職務給

【予習】テキスト第13章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第13回 第14章労使関係
労働組合、労使交渉、労使協議制

【予習】テキスト第14章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第14回 第15章国際人的資源管理
多国籍企業、海外派遣者
日本的働き方の仕組み

【小テスト実施】

【予習】テキスト第15章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第15回 全体の総復習。特に日本的な働き方の復習。 【予習】テキストおよび配付資料を使ってこれまでの授業を
思い出し、学修した知識の整理をしておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 人的資源管理論（経営学部）／労務管理論Ⅰ（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本企業等の組織において、人が仕事をすること、人に仕事をさせることに関する管理について、学修します。

授業の目的及び概要
人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必
要となります。また、就職活動をする上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解
し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつか
ることと思います。その際に、「使える知識・考え方」を学修します。

学修の到達目標
人的資源管理の理論を理解し、説明することができる。
人的資源管理の仕組み、現状、課題について、理解し説明することができる。
日本的な働き方について、理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストは、採点した上で返却します。
頂いたコメントには、適宜、回答・補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「働くこと」について、知ることは、これから社会に出る学生にとって重要です。インターンシップ、就職活動にも役立ちます。また、業種によっては、若い
頃から様々な人を動かしながら仕事をしていかなければならない場合もあり、経営学の科目の中でも、就職後実践で最も活用するものです。新聞、雑
誌、ニュース、ドキュメンタリー、ドラマや映画などでも「働くこと」は頻繁に取り上げられる題材です。これらにも広く関心を持つとともに、働いている身近
な人に、「職場がどのようなものなのか」を色々な機会に聞いておいてください。

なお、
・レジュメなどの紙資料は、印刷の上配付の上、ラーニング・ポータルにも入れておきますので、復習や試験勉強に活用してください。
・評価は、各回授業中のコメント・シートまたは小テストの内容、中間試験、定期試験を以って行ないます。レポートはありません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

300200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

人的資源管理，上林憲雄編著，中央経済社，2016年

参考書

9784502169618
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の進め方、概要、成績評価の方法など、ガイダンスを行ないます。

第1章人的資源管理入門
人的資源管理とは何か、役割、特徴

【予習】シラバスを熟読。および、テキスト第1章を一読し、
わからない用語などを調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第2回 第2章人間モデル
人間モデル、経済人モデル、社会人モデル、テイラーの科学的管理法、
ホーソン実験

【予習】テキスト第2章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間オンデマンド

第3回 第3章戦略的人的資源管理
企業の戦略と人の管理との関係

第4章組織能力
戦略と競争優位、人的資源管理の関係性

【予習】テキスト第3・4章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面
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第4回 第5章組織構造
組織設計、職務設計、分業と調整

第6章モチベーション
マズローの欲求階層説、ハーズバーグの動機付け－衛生理論、マグレ
ガーのX理論・Y理論

【予習】テキスト第5・6章を一読し、わからない用語などを
調べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第5回 第7章リーダーシップ
リーダーシップの意義、資質、行動パターン

【予習】テキスト第7章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第6回 第8章コミットメント
情緒的コミットメント、功利的コミットメント
　
【小テスト実施】

【予習】テキスト第8章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第7回 中間総括
第1章～第8章までの復習
中間テスト

【予習】テキスト第1～8章までを授業を思い出し復習し、学
修した知識の整理をしておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。

4時間対面

第8回 第9章雇用
人と職務のマッチング、採用、異動、昇進・昇格、退職

【予習】テキスト第9章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第9回 第10章人材育成
OJT、Off-JT、自己啓発、キャリア

【予習】テキスト第10章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第10回 第11章評価
目標管理、評価の4要素、評価バイアス

【予習】第11章を一読し、わからない用語などを調べてお
きます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第11回 第12章昇進
昇進競争、昇進ルール、キャリアプラトー

【予習】テキスト第12章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第12回 第13章賃金
職能給、職務給

【予習】テキスト第13章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第13回 第14章労使関係
労働組合、労使交渉、労使協議制

【予習】テキスト第14章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第14回 第15章国際人的資源管理
多国籍企業、海外派遣者
日本的働き方の仕組み

【小テスト実施】

【予習】テキスト第15章を一読し、わからない用語などを調
べておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で理解しておきます。（2時間）

4時間対面

第15回 全体の総復習。特に日本的な働き方の復習。 【予習】テキストおよび配付資料を使ってこれまでの授業を
思い出し、学修した知識の整理をしておきます。（2時間）
【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を読ん
で知識の定着を図ります。（2時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 生産管理論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234八井田　收

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 生産マネジメント関する理論と実践知識の習得（生産管理に関する専門知識の習得）

授業の目的及び概要
日本は、優れた製造技術によって信頼性の高い製品を生み出し、世界各国から「ものづくり大国」とまで言われた国である。しかし、日本をものづくり大
国たらしめた現場力は、今やデジタルの力に追い越されつつあり、製造業の現状はさまざまな課題に直面している。
本科目は、「生産マネジメント」をテーマに、企業における生産管理に関する歴史や概観から入り、生産マネジメントの中心的機能である生・販サイクル、
需要予測、在庫管理、生産計画など「生産管理」について学修し、社会において実践に活かせる内容を身につけることを目指します。

学修の到達目標
以下の内容を到達レベルとします。
・生産管理の歴史について説明できる。
・企業の製品開発や生産活動について説明できる。
・生・販サイクル、需要予測、在庫管理、生産計画、工程設計について説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の理解度テストやレポートについては、ラーニング・ポータルを通じて模範解答を示し、理解の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、製品開発部門、生産管理部門、貿易取引部門などの部署を経験し、それらに対する豊
富なマネジメント経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かし、生産管理における理論だけでなく現場の経験や知見を授業の中で提供す
る。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。製造業の中核機能の一つである生産マネジメントについて学修するので、特に製造企
業（メーカー）に関心があれば、履修することを勧めます。
２．関連する科目として「経営管理論」、「経営工学概論」なども合わせて履修することを勧めます

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

30０30０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布する。）

参考書

生産管理の基本、富野貴弘、日本実業出版社、2017年

なし

978-4534054739

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
前半の授業の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行う。
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第2回 【生産管理の歴史(1)】
生産管理の歴史や考え方として、テーラーの科学的管理法、フォードの
ライン生産方式について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第3回 【生産管理の歴史(2)】
生産管理の歴史や考え方として、トヨタ生産方式（TPS)、資材所要量計
画（MRP）、制約理論（TOC）、全社的資源計画（ERP）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第4回 【製品開発と生産活動(1)】
製品開発から量産に至るプロセスと生産活動の概略について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面
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第5回 【製品開発と生産活動(2)】
製品イノベーションとその必要性、企業で起こる「イノベーションのジレン
マ」について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第6回 【生・販サイクル(1)】
プロダクト・ライフ・サイクル（PLC）、製品ポートフォリオ・マネジメント
（PPM）、生・販サイクルの基本形態について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第7回 【生・販サイクル(2)】
生産工期、月次生販、週次生販、負荷計算について例題と演習を行い
ながら理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第8回 【需要予測(1)】
需要予測とは、統計的予測について例題と演習を行いながら理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第9回 【需要予測(2)】
発注量、発注タイミングについて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第10回 【在庫管理(1)】
在庫管理の目的と機能、在庫の種類、在庫の功罪について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第11回 【在庫管理(2)】
在庫の評価、適正在庫・安全在庫、棚卸しについて例題と演習を行い
ながら理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第12回 【生産計画(1)】
少品種多量生産、多品種少量生産、受注生産、見込み生産について理
解する。MRPについて例題と演習を行いながら理解する。
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第13回 【生産計画(2)】
個別生産、ロット生産、連続生産／ジャスト・イン・タイム（JIT）、制約理
論について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第14回 【最新のテーマ】
インダストリー4.0をはじめ、各国・地域の製造業の特徴について理解す
る
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第15回 【授業の総括】
これまでの内容の総括を行う

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 生産管理論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234八井田　收

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 生産マネジメント関する理論と実践知識の習得（生産管理に関する専門知識の習得）

授業の目的及び概要
日本は、優れた製造技術によって信頼性の高い製品を生み出し、世界各国から「ものづくり大国」とまで言われた国である。しかし、日本をものづくり大
国たらしめた現場力は、今やデジタルの力に追い越されつつあり、製造業の現状はさまざまな課題に直面している。
本科目は、「生産マネジメント」をテーマに、購買管理、原価管理、品質管理、工程管理、物流管理およびサプライチェーンマネジメントなどについて学修
し、社会において実践に活かせる内容を身につけることを目指します。

学修の到達目標
本科目は、以下の内容について理解することを到達目標とします。
・購買管理について説明できる。
・原価管理について説明できる。
・品質管理について説明できる。
・工程管理について説明できる。
・物流管理およびサプライチェーンマネジメントについて説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の理解度テストやレポートについては、ラーニング・ポータルを通じて模範解答を示し、理解の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、製品開発部門、生産管理部門、貿易取引部門などの部署を経験し、それらに対する豊
富なマネジメント経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かし、生産管理における理論だけでなく現場の経験や知見を授業の中で提供す
る。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１．本科目を履修するにあたり、「生産管理論Ⅰ」を履修しておくこと。
２．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。製造業の中核機能の一つである生産マネジメントについて学修するので、特に製造企
業（メーカー）に関心があれば、履修することを勧めます。
３．関連する科目として「経営管理論」、「経営工学概論」なども合わせて履修することを勧めます

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

30０30０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストは指定しないが、適宜レジュメを配布します）

参考書

『生産管理の基本』、富野貴弘、日本実業出版社、2017年

なし

978-4534054739

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
前半の授業の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行う。
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第2回 第2回：購買・外注管理(1)
購買の目的と機能、ビジネスパートナーとの取引構築について理解す
る
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第3回 第3回：購買・外注管理(2)
購買・外注の日常管理、ビジネスパートナー評価と改善について理解す
る
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第4回 第4回：原価管理(1)
原価管理の目的と機能、製造原価、標準原価、CVP分析、キャッシュフ
ローについて例題と演習を行いながら理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面
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第5回 第5回：原価管理(2)
生産性、規模の経済、範囲の経済、経験曲線効果について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第6回 第6回：品質管理(1)
品質管理の目的と機能、QC７つ道具、品質改善を理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第7回 第7回：品質管理(2)
品質マネジメントシステム（ISOなど）、全社的品質管理（TQC）、標準化
について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第8回 第8回：工程管理(1)
工程管理の目的と機能、工程計画（作業計画から負荷計画）について
例題と演習を行いながら理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第9回 第9回：工程管理(2)
工程管理の基礎情報、工程統制、IE（インダストリアル・エンジニアリン
グ）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第10回 第10回：物流管理(1)
物流管理の目的と機能、各種物流センターについて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第11回 第11回：物流管理(2)
倉庫管理システム（WMS）、サード・パーティー・ロジスティクス（3PL）に
ついて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第12回 第12回：物流管理（3）
海外物流と輸出入管理について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第13回 第13回：サプライチェーン・マネジメント(2)
・SCMの目標や考え方、SCMの構成について理解する
・最近のSCM（グリーンSCM）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第14回 第14回：PERT（Program Evaluation and Review Technique）
製品開発の日程計画を立てる時に用いられる技法のPERTについて理
解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第15回 【授業の総括】
これまでの内容の総括を行う

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 世界経営史　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂出　健

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 嗜好品・ファッション・貴金属などのビジネスの論理を、パクス・ブリタニカ（紅茶帝国主義）からパクス・アメリカーナ（コカ・コーラ帝国主義）への世界史的
転換から学ぶ。

授業の目的及び概要
恋愛と贅沢の経営史

授業の目的は「恋愛と贅沢」という分野での世界経営史を学ぶことである。「買ってみたい」よく知っている商品・サービスの背景にある経営戦略を学び
ます。レベル感としてはあまり予習をせず「贅沢」の背景にある企業行動を学べます。全体として有閑階級の消費が資本主義にどのような役割をどつか
という学問的主題を扱うます。この授業を受講することによって高級消費の背景にある企業戦略をについて知的成長を遂げることができます。
１ ラグジュアリ・ブランド（エルメスとシャネル）
２ ラグジュアリ・ブランド（グッチとLVMH）
３ 「紅茶帝国主義」
４ 続・紅茶帝国主義～阿片とダイヤモンド
５ コカ・コーラ帝国主義 
６ コーラ戦争（コカ・コーラvsペプシ） 
７ スカリーとアップル
８ コーヒーとチョコレート
９ 真珠（ミキモト）
１０ IKEA・ニトリ・大塚家具
１１ スターバックス・ドトール
１２ マクドナルドと藤田田「ユダヤの商法」
１３ オランダとイギリスの東インド会社～世界最初の株式会社
１４ ゾンバルト『恋愛と贅沢の経済史』ヴェブレン『有閑階級の理論』とウェーバー
１５ マルクス「ユダヤ人問題によせて」と山田盛太郎再生産様式

（２）紅茶帝国主義からコカ・コーラ帝国主義へ（『入門歴史総合Q&A100』）
①Q78
②Q74
③Q80
④Q58
⑤Q59
⑥Q50
⑦Q35
⑧Q31
⑨Q32
⑩Q18
⑪Q17
⑫Q16
⑬Q15
⑭Q14
⑮Q13

学修の到達目標
企業戦略を身につけるというのは、一講義で完結するには難易度が高い目標ではないかと思います。「この科目の履修にあたって」と「授業計画」を拝
見し、下記のような到達目標を作成してみました。ご参考までに、ご一読いただけますと幸いです。採用の可否、修正等は先生にお任せ致します。
・イギリスで興った産業革命とその時代における企業経営の歴史について、理解し、説明できる。
・アメリカを舞台とする大企業の時代の企業経営の歴史について、理解し、説明できる。
・戦後の大競争時代における、ラグジュアリをめぐる企業経営の歴史について、説明し、理解できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業後のメール等による質疑応答を通じ、フィードバックをはかる。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

イギリスで興った産業革命、アメリカを舞台とする大企業の時代、日本をはじめとする各国による戦後の大競争時代という３つの時代区分において、繁
栄した企業がどのうような背景をもち、いかにして時代に適応したか考え、今後の日本の企業経営に必要な適応力について考えてほしい。

この科目の履修に
あたって

055

00045

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

坂出健(2023)『入門 歴史総合Q&A100』、中央経済社

参考書

ー

ISBN未発行
ISBN

ISBN
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オフィスアワー

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ラグジュアリ・ブランド（エルメスとシャネル） ①Q78 アジアは「貧しかった」か？　アジア物産 4時間オンデマンド

第2回 ラグジュアリ・ブランド（グッチとLVMH） ②Q74 黒人奴隷制がイギリス産業革命を生み出したの
か？　ウィリアムズ・テーゼ

4時間オンデマンド

第3回 「紅茶帝国主義」 ③Q80 紅茶文化はイギリス資本主義においてどのような
意味
をもつか？　紅茶帝国主義

4時間オンデマンド

第4回 続・紅茶帝国主義～阿片とダイヤモンド ④Q58 植民地時代のアメリカはどのような経済だった
か？　三角貿易

4時間オンデマンド

第5回 コカ・コーラ帝国主義 ⑤Q59 ボストン人はなぜ茶を港へ投げ入れたのか？　ア
メリカ独立戦争

4時間オンデマンド

第6回 コーラ戦争（コカ・コーラvsペプシ） ⑥Q50 パクス・ブリタニカの３００年をどう見るか？　大英
帝国

4時間オンデマンド

第7回 スカリーとアップル ⑦Q35 英米覇権交替をどうみるか？　覇権交替 4時間オンデマンド

第8回 コーヒーとチョコレート ⑧Q31 ニクソン・ショック（外交）はアメリカ外交に何をもた
らしたか？　キッシンジャー外交

4時間オンデマンド

第9回 真珠（ミキモト） ⑨Q32 なぜニクソン政権は金＝ドル交換を停止いたの
か？　ニクソン・ショック

4時間オンデマンド

第10回 IKEA・ニトリ・大塚家具 ⑩Q18 なぜトランプ支持者は連邦議事堂に乱入したの
か？　合衆国議会議事堂襲撃事件

4時間オンデマンド

第11回 スターバックス・ドトール ⑪Q17 アメリカは国内に回帰していくのか？　デジタル・モ
ンロー主義

4時間オンデマンド

第12回 マクドナルドと藤田田「ユダヤの商法」 ⑫Q16 新興デジタル専制国家群は今後経済成長する
か？　デジタル・ガーシェンクロン・モデル

4時間オンデマンド

第13回 オランダとイギリスの東インド会社～世界最初の株式会社 ⑬Q15 アメリカと中国の覇権衝突をどうみるか？　新興デ
ジタル専制国家

4時間オンデマンド

第14回 ゾンバルト『恋愛と贅沢の経済史』ヴェブレン『有閑階級の理論』と
ウェーバー

⑭Q14 デジタル時代において民主政治・専制政治はどち
らが勝つか？

4時間オンデマンド

第15回 マルクス「ユダヤ人問題によせて」と山田盛太郎再生産様式 ⑮Q13 God（価値観・人々のこころの拠り処）　主体意識 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 世界経営史　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234坂出　健

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 嗜好品・ファッション・貴金属などのビジネスの論理を、パクス・ブリタニカ（紅茶帝国主義）からパクス・アメリカーナ（コカ・コーラ帝国主義）への世界史的
転換から学ぶ。

授業の目的及び概要
恋愛と贅沢の経営史

授業の目的は「恋愛と贅沢」という分野での世界経営史を学ぶことである。「買ってみたい」よく知っている商品・サービスの背景にある経営戦略を学び
ます。レベル感としてはあまり予習をせず「贅沢」の背景にある企業行動を学べます。全体として有閑階級の消費が資本主義にどのような役割をどつか
という学問的主題を扱うます。この授業を受講することによって高級消費の背景にある企業戦略をについて知的成長を遂げることができます。
１ ラグジュアリ・ブランド（エルメスとシャネル）
２ ラグジュアリ・ブランド（グッチとLVMH）
３ 「紅茶帝国主義」
４ 続・紅茶帝国主義～阿片とダイヤモンド
５ コカ・コーラ帝国主義 
６ コーラ戦争（コカ・コーラvsペプシ） 
７ スカリーとアップル
８ コーヒーとチョコレート
９ 真珠（ミキモト）
１０ IKEA・ニトリ・大塚家具
１１ スターバックス・ドトール
１２ マクドナルドと藤田田「ユダヤの商法」
１３ オランダとイギリスの東インド会社～世界最初の株式会社
１４ ゾンバルト『恋愛と贅沢の経済史』ヴェブレン『有閑階級の理論』とウェーバー
１５ マルクス「ユダヤ人問題によせて」と山田盛太郎再生産様式

（２）紅茶帝国主義からコカ・コーラ帝国主義へ（『入門歴史総合Q&A100』）
①Q78
②Q74
③Q80
④Q58
⑤Q59
⑥Q50
⑦Q35
⑧Q31
⑨Q32
⑩Q18
⑪Q17
⑫Q16
⑬Q15
⑭Q14
⑮Q13

学修の到達目標
企業戦略を身につけるというのは、一講義で完結するには難易度が高い目標ではないかと思います。「この科目の履修にあたって」と「授業計画」を拝
見し、下記のような到達目標を作成してみました。ご参考までに、ご一読いただけますと幸いです。採用の可否、修正等は先生にお任せ致します。
・イギリスで興った産業革命とその時代における企業経営の歴史について、理解し、説明できる。
・アメリカを舞台とする大企業の時代の企業経営の歴史について、理解し、説明できる。
・戦後の大競争時代における、ラグジュアリをめぐる企業経営の歴史について、説明し、理解できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業後のメール等による質疑応答を通じ、フィードバックをはかる。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

イギリスで興った産業革命、アメリカを舞台とする大企業の時代、日本をはじめとする各国による戦後の大競争時代という３つの時代区分において、繁
栄した企業がどのうような背景をもち、いかにして時代に適応したか考え、今後の日本の企業経営に必要な適応力について考えてほしい。

この科目の履修に
あたって

055

00045

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

坂出健(2023)『入門 歴史総合Q&A100』、中央経済社

参考書

ー

ISBN未発行
ISBN

ISBN
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オフィスアワー

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ラグジュアリ・ブランド（エルメスとシャネル） ①Q78 アジアは「貧しかった」か？　アジア物産 4時間オンデマンド

第2回 ラグジュアリ・ブランド（グッチとLVMH） ②Q74 黒人奴隷制がイギリス産業革命を生み出したの
か？　ウィリアムズ・テーゼ

4時間オンデマンド

第3回 「紅茶帝国主義」 ③Q80 紅茶文化はイギリス資本主義においてどのような
意味
をもつか？　紅茶帝国主義

4時間オンデマンド

第4回 続・紅茶帝国主義～阿片とダイヤモンド ④Q58 植民地時代のアメリカはどのような経済だった
か？　三角貿易

4時間オンデマンド

第5回 コカ・コーラ帝国主義 ⑤Q59 ボストン人はなぜ茶を港へ投げ入れたのか？　ア
メリカ独立戦争

4時間オンデマンド

第6回 コーラ戦争（コカ・コーラvsペプシ） ⑥Q50 パクス・ブリタニカの３００年をどう見るか？　大英
帝国

4時間オンデマンド

第7回 スカリーとアップル ⑦Q35 英米覇権交替をどうみるか？　覇権交替 4時間オンデマンド

第8回 コーヒーとチョコレート ⑧Q31 ニクソン・ショック（外交）はアメリカ外交に何をもた
らしたか？　キッシンジャー外交

4時間オンデマンド

第9回 真珠（ミキモト） ⑨Q32 なぜニクソン政権は金＝ドル交換を停止いたの
か？　ニクソン・ショック

4時間オンデマンド

第10回 IKEA・ニトリ・大塚家具 ⑩Q18 なぜトランプ支持者は連邦議事堂に乱入したの
か？　合衆国議会議事堂襲撃事件

4時間オンデマンド

第11回 スターバックス・ドトール ⑪Q17 アメリカは国内に回帰していくのか？　デジタル・モ
ンロー主義

4時間オンデマンド

第12回 マクドナルドと藤田田「ユダヤの商法」 ⑫Q16 新興デジタル専制国家群は今後経済成長する
か？　デジタル・ガーシェンクロン・モデル

4時間オンデマンド

第13回 オランダとイギリスの東インド会社～世界最初の株式会社 ⑬Q15 アメリカと中国の覇権衝突をどうみるか？　新興デ
ジタル専制国家

4時間オンデマンド

第14回 ゾンバルト『恋愛と贅沢の経済史』ヴェブレン『有閑階級の理論』と
ウェーバー

⑭Q14 デジタル時代において民主政治・専制政治はどち
らが勝つか？

4時間オンデマンド

第15回 マルクス「ユダヤ人問題によせて」と山田盛太郎再生産様式 ⑮Q13 God（価値観・人々のこころの拠り処）　主体意識 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中小企業経営論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234荒木　康代

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 中小企業及び中小企業の経営について理解し、その課題について考える。

授業の目的及び概要
現在、働く人の約7割が中小企業で働いています。企業数では、99％が中小企業です。日本の産業は、このような中小企業によって成り立っていると
いっても過言ではありません。このような中小企業には、大企業とは異なる性質があります。本科目では、そのような特質を見据えながら、中小企業が
日々どのように活動しているのか、どのように直面する問題を解決しているのか、詳しく見ていきます。一口に中小企業といっても、その内容は様々で
す。本授業では、個々の具体的な事例に基づきながら、激変する現代の産業・経済のなかで、中小企業が直面する課題について様々な角度から見るこ
とによって、中小企業の経営について考えていきます。このことは皆さんが社会に出て企業等で働くとき、企業経営や現実の経済について理解する助け
になると考えます。授業レベルとしては、初級に相当しますので、特に専門的知識は必要ありません。

学修の到達目標
・中小企業とは何かについて、定義や事例を用いて説明できる。
・戦後の中小企業の歩みについて経済社会環境の変化とともに説明できる。
・中小製造業の現状と課題について説明できる。
・中小商業の現状と課題について説明できる。
・現代の中小企業が直面する課題とそれに対する方策について意見が言える知識を身に着けている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業に関する質問・意見等についてはコメントシートに記入してください。次回授業で質問に答えます。またはメールでも返答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・評価の詳細は以下のようになっていますので、毎回の授業内容を理解し、自分なりの意見を持てるように努めてください。
　授業への積極的な参加度（２０％）については、授業全15回中５回以上コメントペーパー（意見、質問等）を提出してもらい、それによって、授
　業内容をどの程度理解しているか判断します。また、授業期間中に、授業で取り上げたテーマについての小レポート（３０％）を課します。
・最新のトピックを取り上げるため、授業内容についての計画を多少変更することがあります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０500

００3020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用しません。毎回レジメを配布します。

参考書

以下を参考に用います。
　「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」
　　　https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2022/PDF/chusho.html
　「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書概要」
　https://www.meti.go.jp/press/2022/04/20220426003/20220426003-2.pdf
　「21世紀中小企業論」　渡辺幸男他　有斐閣アルマ

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス　授業の内容、進め方、成績評価などについての説明
・中小企業について

・「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書概要」
https://www.meti.go.jp/press/2022/04
/20220426003/20220426003-2.pdf
　に目を通しておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第2回 中小企業の現状、中小企業の定義、中小企業の範囲、規模等について ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第3回 中小企業の経営とその課題について　外部講師（中小企業診断士）の
話

・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面
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第4回 中小企業の環境変化と歴史 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第5回 ・モノづくりと下請けからの脱却 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第6回 モノづくりと下請けからの脱却　外部講師（中小企業経営者）の話 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第7回 中小企業のマーケティング・ネットワーク戦略 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第8回 産業集積とネットワーク ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第9回 中小企業と地域商業① ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第10回 中小企業と地域商業② ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第11回 中小企業の人材活用　外部講師（中小企業診断士・社会保険労務士）
の話

・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第12回 事業承継、起業・創業、廃業 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第13回 事業承継、起業業・創業、廃業について、外部講師（中小企業経営者）
の話

・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第14回 中小企業の金融調達 ・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・次週の授業テーマについて、参考書等で下調べをしてお
くこと。（2時間）

4時間対面

第15回 オンデマンド動画を視聴後、復習問題をすることによって、これまでの授
業内容についての復習をします。

・配布レジメと「2022年版　中小企業白書・小規模企業白
書概要」「2022年版　中小企業白書・小規模企業白書」で
復習をしておくこと。（2時間）
・これまでの授業内容から自分なりにこれからの中小企業
のありかたについて考え、まとめておくこと。（3時間）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際経営概論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

四宮　由紀子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ この講義では、（１）国際経営の基本的な概念や理論を学ぶこと、（２）国際経営が抱える課題と解決について考えること、（３）国際経営の実態を理解す
ること、の３つをテーマとしています。

授業の目的及び概要
この講義では、国際経営の理論と歴史、仕組みと企業活動、実態と様々な課題について知識を深め、国際経営の課題と解決について考えます。国際
経営とは「企業が国境を越えてビジネス活動を行うこと」です。企業はなぜ国際化するのか、また国際経営における戦略、組織、ビジネス活動の特徴は
どのようなものか、日本および海外の企業の国際経営にはどのような特徴がありどのような課題を抱えているのか、これらの視点から国際経営への理
解を深めます。
　この講義の目的は、国際経営とは何か、また国際経営をする企業にはどのような特徴があるのかを理解できるようになることです。初めて国際経営に
ついて学ぶ人でも理解しやすいように、実際の企業の事例を多く用いながら解説します。なお、経営学の基礎的な知識があると、より国際経営について
の理解が深まります。
　具体的には、貿易と直接投資、多国籍企業の歴史と理論、国際経営の所有政策／経営管理／経営組織／技術と研究開発／マーケティング／人的
資源管理／リスク、そして日本や海外の国際経営事例について学びます。

学修の到達目標
国際経営の基礎概念と理論、歴史と現状、および課題について理解し、以下のようなレベルに到達すること。
1.　国際経営の歴史的背景と基礎的な知識を理解し、国際化のメカニズムについて説明することができる。
2.　企業の国際経営について理解を深め、現実の企業活動について分析できるようになる。
3.　日本企業および外資系企業の国際経営の実態や課題を理解し、その解決について考察することができる。
4.　国際的な視野を養い、世界で活躍できる知識を持つことが出来る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の小テストやレポートについて、翌週の授業の冒頭で正答や解答例を解説します。
また、質問やコメントについては授業内でフィードバックし、共有します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ実際の企業の事例を盛り込みながら、理論と実践に関してわかりやすく講義します。
国際経営について実践的で幅広い知識を身につけるとともに、「なぜ国際化するのか」、「国際経営の課題は何か」、「どうすれば解決できるのか」、につ
いて分析し考える力を養いましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①国際経営論への招待、吉原英樹編著、有斐閣ブックス、2002年
②新グローバル経営論、安室憲一編著、白桃書房、2007年
③テキストブック国際経営[新版]、山崎清・竹田志郎、有斐閣ブックス、1993年

なし

①9784641086661
②9784561264668
③9784641085220

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス：国際経営とは】
　この講義の進め方や評価方法、国際経営慨論の授業計画の全体像
について説明する。
　国際経営の概要とデータについてクイズ形式で紹介し、解説する。

国際経営とは何か、考えてみよう。
国際経営に関して身近な企業の例を、ニュースや新聞な
どから調べてみよう。

2時間対面

第2回 【貿易と直接投資】
　「企業の国際化と国際経営」にとって不可欠である貿易と直接投資に
ついて学ぶ。
　また国際貿易の歴史と世界経済の現状についても解説する。

貿易と直接投資の違いについて正しく理解しよう。
日本の貿易と直接投資の規模について調べ、諸外国と比
べてみよう。

4時間対面

第3回 【多国籍企業の誕生と発展】
　多国籍企業の誕生と発展の歴史について学ぶ。また多国籍企業の定
義や形態についても紹介し、時代の変化に伴う変遷についても理解を
深める。
　さらに日本、欧米、新興国の多国籍企業の特徴について考える。

多国籍企業とは何か、説明できるようにしよう。
日本や海外の多国籍企業について調べよう。

4時間対面

第4回 【多国籍企業の理論】
　企業はなぜ国際化するのか、その理論として①プロダクト・ライフサイ
クル、②ダニングの折衷理論、③内部化理論について学ぶ。

企業が国際化する理由や意義について考えよう。
多国籍企業の様々な理論について正しく理解し、その違
いについて整理しよう。

4時間対面
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第5回 【国際経営と所有政策】
　企業が海外に進出する際にどのような形態で国際化するのか、特に
企業の所有方式について学ぶ。
　完全所有、ジョイントベンチャー、M&A等の方式についてそれぞれの
特徴とその方式を選択する背景について解説する。

企業が国際化するときに、どのような所有方式があるの
か、考えてみよう。
それぞれの所有方式のメリット・デメリットを正しく理解し、
実際の企業の事例を調べてみよう。

4時間対面

第6回 【国際経営と経営管理】
　企業が国際化すると、経営管理においてどのような特徴や課題があ
るのか解説する。
　経営管理の中央集権化、現地化（ローカル化）、グローバル化のそれ
ぞれの特徴と、メリット・デメリットについて学ぶ。

中央集権型／現地化／グローバル化の多国籍企業の事
例について調べよう。
経営管理のそれぞれの方式の問題点や課題について分
析しよう。

4時間対面

第7回 【国際経営と組織構造】
　企業が国際化するにつれ、企業の組織の在り方が変化する。国際化
のフェーズと組織構造(事業部制組織／マトリックス組織）について学
ぶ。
　また、国際経営組織のマルチナショナル型／インターナショナル型／
グローバル型／トランスナショナル型、地域統括本社制などについても
解説する。

企業が国際化し、拡大する中で、最適な組織構造は何
か、考えよう。
実際の企業組織の事例から、なぜその組織構造を選択し
たのか分析しよう。

4時間対面

第8回 【国際経営と研究開発】
　企業の成長や発展のために研究開発は不可欠である。国際研究開
発について、その目的と要因、発展段階と現状について学ぶ。
　また、研究開発の国際化においてどのような課題があるのか解説す
る。

研究開発が国際化することで、どのような問題が生じるの
か考えてみよう。
実際の企業の国際研究開発の事例を調べてみよう。

4時間対面

第9回 【国際経営とマーケティング】
　企業が国際化すると、世界中の顧客をターゲットにした国際マーケ
ティング活動が必要になる。
　国際マーケティングの役割と重要性について学び、標準化vs適応化
問題やグローバル・サプライチェーンマネジメントについても言及する。

国際マーケティングの標準化と適応化問題について、そ
れぞれのメリット・デメリットを正しく理解しよう。
世界的に有名な企業のマーケティングについて調べ、そ
の特徴について分析しよう。

4時間対面

第10回 【国際経営と人的資源管理】
　企業が国際化するに従い、人材もグローバル化し、国際的な人的資
源管理が必要である。
　実際の事例を紹介しながら、国際人的資源管理の在り方や特徴、課
題について学び、異文化経営への理解を深める。

多様な国籍や文化的背景を持つ人々が働く企業では、ど
のような人的資源管理が必要か考えよう。
実際の企業の国際人的資源管理について調べ、その特
徴を比較してみよう。

4時間対面

第11回 【国際経営とリスク】
　企業が国際化する中で、多様な国において異なる経済制度や経営習
慣、異文化などに直面し、企業は様々なリスクにさらされている。
　国際経営を取り巻く環境とリスクについて学び、その課題と解決につ
いて考察する。

企業の国際化においてどのようなリスクが考えられるか、
考察しよう。
実際の企業国際化のリスクの事例について調べてみよ
う。

4時間対面

第12回 【日本企業の国際経営事例】
　日本企業の国際化について、事例を中心に学ぶ。

国際化した日本企業について挙げてみよう。
日本企業の国際化にはどのような特徴があるか考えよ
う。

4時間対面

第13回 【諸外国の企業の国際経営事例】
　主に、欧米企業と中国企業の国際化について、事例を中心に学ぶ。

国際化した外資系企業について挙げてみよう。
欧米企業／中国企業の国際化にはどのような特徴がある
か考えよう。

4時間対面

第14回 【サービス企業の国際化】
　サービス企業の国際化は、製造業の国際化とは異なる特徴やモデル
がある。
　サービス企業の国際化の理論的直腸と事例について学ぶ。

国際化したサービス企業について挙げてみよう。
サービス企業の国際化にはどのような特徴があるか考え
よう。

4時間対面

第15回 【総括】
　これまでの講義を振り返り、今後の国際経営の発展と拡大について
考察する。
オンデマンド動画を視聴して復習し、定期試験に向けて学修する。

配信したオンデマンド動画を見て、これまでの講義で学修
した国際経営の理論や知識について整理しよう。
国際経営の現状と課題について正しく把握し、その解決に
ついて考えよう。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 国際経営概論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

四宮　由紀子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ この講義では、（１）国際経営の基本的な概念や理論を学ぶこと、（２）国際経営が抱える課題と解決について考えること、（３）国際経営の実態を理解す
ること、の３つをテーマとしています。

授業の目的及び概要
この講義では、国際経営の理論と歴史、仕組みと企業活動、実態と様々な課題について知識を深め、国際経営の課題と解決について考えます。国際
経営とは「企業が国境を越えてビジネス活動を行うこと」です。企業はなぜ国際化するのか、また国際経営における戦略、組織、ビジネス活動の特徴は
どのようなものか、日本および海外の企業の国際経営にはどのような特徴がありどのような課題を抱えているのか、これらの視点から国際経営への理
解を深めます。
　この講義の目的は、国際経営とは何か、また国際経営をする企業にはどのような特徴があるのかを理解できるようになることです。初めて国際経営に
ついて学ぶ人でも理解しやすいように、実際の企業の事例を多く用いながら解説します。なお、経営学の基礎的な知識があると、より国際経営について
の理解が深まります。
　具体的には、貿易と直接投資、多国籍企業の歴史と理論、国際経営の所有政策／経営管理／経営組織／技術と研究開発／マーケティング／人的
資源管理／リスク、そして日本や海外の国際経営事例について学びます。

学修の到達目標
国際経営の基礎概念と理論、歴史と現状、および課題について理解し、以下のようなレベルに到達すること。
1.　国際経営の歴史的背景と基礎的な知識を理解し、国際化のメカニズムについて説明することができる。
2.　企業の国際経営について理解を深め、現実の企業活動について分析できるようになる。
3.　日本企業および外資系企業の国際経営の実態や課題を理解し、その解決について考察することができる。
4.　国際的な視野を養い、世界で活躍できる知識を持つことが出来る。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の小テストやレポートについて、翌週の授業の冒頭で正答や解答例を解説します。
また、質問やコメントについては授業内でフィードバックし、共有します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

できるだけ実際の企業の事例を盛り込みながら、理論と実践に関してわかりやすく講義します。
国際経営について実践的で幅広い知識を身につけるとともに、「なぜ国際化するのか」、「国際経営の課題は何か」、「どうすれば解決できるのか」、につ
いて分析し考える力を養いましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①国際経営論への招待、吉原英樹編著、有斐閣ブックス、2002年
②新グローバル経営論、安室憲一編著、白桃書房、2007年
③テキストブック国際経営[新版]、山崎清・竹田志郎、有斐閣ブックス、1993年

なし

①9784641086661
②9784561264668
③9784641085220

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス：国際経営とは】
　この講義の進め方や評価方法、国際経営慨論の授業計画の全体像
について説明する。
　国際経営の概要とデータについてクイズ形式で紹介し、解説する。

国際経営とは何か、考えてみよう。
国際経営に関して身近な企業の例を、ニュースや新聞な
どから調べてみよう。

2時間対面

第2回 【貿易と直接投資】
　「企業の国際化と国際経営」にとって不可欠である貿易と直接投資に
ついて学ぶ。
　また国際貿易の歴史と世界経済の現状についても解説する。

貿易と直接投資の違いについて正しく理解しよう。
日本の貿易と直接投資の規模について調べ、諸外国と比
べてみよう。

4時間対面

第3回 【多国籍企業の誕生と発展】
　多国籍企業の誕生と発展の歴史について学ぶ。また多国籍企業の定
義や形態についても紹介し、時代の変化に伴う変遷についても理解を
深める。
　さらに日本、欧米、新興国の多国籍企業の特徴について考える。

多国籍企業とは何か、説明できるようにしよう。
日本や海外の多国籍企業について調べよう。

4時間対面

第4回 【多国籍企業の理論】
　企業はなぜ国際化するのか、その理論として①プロダクト・ライフサイ
クル、②ダニングの折衷理論、③内部化理論について学ぶ。

企業が国際化する理由や意義について考えよう。
多国籍企業の様々な理論について正しく理解し、その違
いについて整理しよう。

4時間対面
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第5回 【国際経営と所有政策】
　企業が海外に進出する際にどのような形態で国際化するのか、特に
企業の所有方式について学ぶ。
　完全所有、ジョイントベンチャー、M&A等の方式についてそれぞれの
特徴とその方式を選択する背景について解説する。

企業が国際化するときに、どのような所有方式があるの
か、考えてみよう。
それぞれの所有方式のメリット・デメリットを正しく理解し、
実際の企業の事例を調べてみよう。

4時間対面

第6回 【国際経営と経営管理】
　企業が国際化すると、経営管理においてどのような特徴や課題があ
るのか解説する。
　経営管理の中央集権化、現地化（ローカル化）、グローバル化のそれ
ぞれの特徴と、メリット・デメリットについて学ぶ。

中央集権型／現地化／グローバル化の多国籍企業の事
例について調べよう。
経営管理のそれぞれの方式の問題点や課題について分
析しよう。

4時間対面

第7回 【国際経営と組織構造】
　企業が国際化するにつれ、企業の組織の在り方が変化する。国際化
のフェーズと組織構造(事業部制組織／マトリックス組織）について学
ぶ。
　また、国際経営組織のマルチナショナル型／インターナショナル型／
グローバル型／トランスナショナル型、地域統括本社制などについても
解説する。

企業が国際化し、拡大する中で、最適な組織構造は何
か、考えよう。
実際の企業組織の事例から、なぜその組織構造を選択し
たのか分析しよう。

4時間対面

第8回 【国際経営と研究開発】
　企業の成長や発展のために研究開発は不可欠である。国際研究開
発について、その目的と要因、発展段階と現状について学ぶ。
　また、研究開発の国際化においてどのような課題があるのか解説す
る。

研究開発が国際化することで、どのような問題が生じるの
か考えてみよう。
実際の企業の国際研究開発の事例を調べてみよう。

4時間対面

第9回 【国際経営とマーケティング】
　企業が国際化すると、世界中の顧客をターゲットにした国際マーケ
ティング活動が必要になる。
　国際マーケティングの役割と重要性について学び、標準化vs適応化
問題やグローバル・サプライチェーンマネジメントについても言及する。

国際マーケティングの標準化と適応化問題について、そ
れぞれのメリット・デメリットを正しく理解しよう。
世界的に有名な企業のマーケティングについて調べ、そ
の特徴について分析しよう。

4時間対面

第10回 【国際経営と人的資源管理】
　企業が国際化するに従い、人材もグローバル化し、国際的な人的資
源管理が必要である。
　実際の事例を紹介しながら、国際人的資源管理の在り方や特徴、課
題について学び、異文化経営への理解を深める。

多様な国籍や文化的背景を持つ人々が働く企業では、ど
のような人的資源管理が必要か考えよう。
実際の企業の国際人的資源管理について調べ、その特
徴を比較してみよう。

4時間対面

第11回 【国際経営とリスク】
　企業が国際化する中で、多様な国において異なる経済制度や経営習
慣、異文化などに直面し、企業は様々なリスクにさらされている。
　国際経営を取り巻く環境とリスクについて学び、その課題と解決につ
いて考察する。

企業の国際化においてどのようなリスクが考えられるか、
考察しよう。
実際の企業国際化のリスクの事例について調べてみよ
う。

4時間対面

第12回 【日本企業の国際経営事例】
　日本企業の国際化について、事例を中心に学ぶ。

国際化した日本企業について挙げてみよう。
日本企業の国際化にはどのような特徴があるか考えよ
う。

4時間対面

第13回 【諸外国の企業の国際経営事例】
　主に、欧米企業と中国企業の国際化について、事例を中心に学ぶ。

国際化した外資系企業について挙げてみよう。
欧米企業／中国企業の国際化にはどのような特徴がある
か考えよう。

4時間対面

第14回 【サービス企業の国際化】
　サービス企業の国際化は、製造業の国際化とは異なる特徴やモデル
がある。
　サービス企業の国際化の理論的直腸と事例について学ぶ。

国際化したサービス企業について挙げてみよう。
サービス企業の国際化にはどのような特徴があるか考え
よう。

4時間対面

第15回 【総括】
　これまでの講義を振り返り、今後の国際経営の発展と拡大について
考察する。
オンデマンド動画を視聴して復習し、定期試験に向けて学修する。

配信したオンデマンド動画を見て、これまでの講義で学修
した国際経営の理論や知識について整理しよう。
国際経営の現状と課題について正しく把握し、その解決に
ついて考えよう。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスプランニング実践Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 八尾市の商業・産業の活性化等、地方創生型ビジネスモデル構築による課題解決型学修

授業の目的及び概要
この授業は、本学経営学部で学ぶ専門分野である、経営戦略、組織人材マネジメント、マーケティング及び会計学等を総合的に実践できるように学修し
ます。それらの実践の学びとして新たにビジネスモデル理論を学修することにより、地域の活性化における企業・組織・団体の経営にかかわる課題解決
型学修として新たな学びに結びつけることを目的としています。地域との継続的なかかわりによって学修効果をあげるため、「ビジネスプランニング実践
Ⅰ」「ビジネスプランニング実践Ⅱ」は連続して履修する必要があります。この授業では、新たなビジネスモデルについての学修をふまえながら、中小企
業家同友会八尾支部等が企画するビジネスプランコンテスト(調整中)を活用して地域活性化事業に参画します。各コースの専門的知識を生かしなが
ら、企画や課題解決力、コミュニケーション力を身につけていきます。

学修の到達目標
本授業では、新しいビジネスモデルの企画・運営を通して、実践的能力を身につけること目標とします。
具体的には以下の項目となります。
①企画立案の際に目的や課題を設定でき必要な情報収集や手順が理解できる。
②企画立案にあたり適正な役割分担によりグループワークを進めることができ実行可能な5W1Hが策定できる。
③グループの中での相互信頼及び協力関係を構築できる。
④地域の様々な企業人と最終成果物（事業企画書）を通してコミュニケーションをとることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表やプレゼンテーション、グループワークを通じた講評あるいは補足説明、質問への回答をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

地方創成の新たなビジネス企画を成功させるためには、市民、顧客や利害関係者を惹きつけ、全国の競合（地方自治体）に対して、差別化できるビジネ
スモデルがあるか否かが、成否を分けます。独創性や魅力を強固なものにし、かつ、実現性あるビジネスモデルを立案するために、どのような考え方・
方法で行えばいいのか、アイデア創出、リーダーシップ、プロジェクトマネジメント、収益モデル等、将来の就業力の向上に役立ててください。
授業では、自分がもっている考えを述べること、さらには他の人々がもっている多様な考えを受け入れ、共通の目的や課題を建設的にまとめ上げること
に努めてください。
尚、募集定員25名を越えた場合、選抜試験を行ないます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
最終成果物(ビジネスモデル企画提
案書）00

030０20

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価等について説明し
ます。
実践活動は主として中小企業家同友会八尾支部の会員企業様と連携
した地域活性化ビジネスモデルの策定になります。
なお、各回の授業計画の順序は企業様との調整で変更することがあり
ます。
ヒアリング調査やフィールドワークなど、教室外における課外活動を行
います。

事前に，シラバスを読み授業の目標を考えておいてくださ
い。 
授業後、目標について見直してください。

4時間対面

第2回 自己紹介とアイスブレイク
八尾市が抱える課題や地域活性化に関するブレインストーミング

事前に、地域活性化について調査し自分の考えをまとめ
ておくこと。
授業後に、他の学生の意見等をふりかえること。

4時間対面

第3回 事業者講演（中小企業家同友会八尾支部）①
テーマ｢八尾市の地域活性化の課題とその取組みについて」

事前に、八尾市の地域活性化に関する情報収集を行うこ
と
授業後に、講演内容についてふりかえること

4時間対面

第4回 事業者講演（八尾市担当者もしくはみせるばやお会員企業様）②
テーマ｢八尾市の地域活性化の課題とその取組みについて」

事前に、八尾市の地域活性化についての情報収集を行う
こと。
授業後に、講演内容についてふりかえること。

4時間対面
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第5回 理論学修
ビジネスモデルデザインを学ぶ①

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第6回 理論学修
ビジネスモデルデザインを学ぶ②

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第7回 地方創生に関するビジョニングワークショップ①
テーマ｢八尾市の地域活性化のあるべき姿」

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第8回 地方創生に関するビジョニングワークショップ②
テーマ｢八尾市の地域活性化のあるべき姿」

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第9回 課題学修
八尾市の地域活性化のテーマ創出ワークショップ
「取り組むべきテーマの設定」

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第10回 テーマ別グループ編成
事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
グループ別活動計画の策定

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、活動計画を振り返り決定しておくこと。

4時間対面

第11回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
到達ゴールイメージの検討（グループワーク）

事前に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」に
ついて考えておくこと。
授業後に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」
の企画･立案についてふりかえること

4時間対面

第12回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
到達ゴールイと現状とのギャップ分析調査設計（グループワーク）

事前に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」に
ついて考えておくこと。
授業後に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」
の企画･立案についてふりかえること

4時間対面

第13回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
到達ゴールイメージと現状とのギャップ分析調査実践（先行研究、先行
事例の調査、グループワーク）

事前に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」に
ついて考えておくこと。
授業後に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」
の企画･立案についてふりかえること

4時間対面

第14回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
到達ゴールイメージと現状とのギャップ分析調査実践（先行研究、先行
事例の調査、グループワーク）

事前に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」に
ついて考えておくこと。
授業後に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」
の企画･立案についてふりかえること

4時間対面

第15回 まとめ・振り返りの講義（オンデマンド） 事前に、取り組むべき課題の抽出・整理をおこない仮説-
検証型の論理的展開のスキームを準備する

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスプランニング実践Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 八尾市の商業・産業の活性化等地方創生型ビジネスモデル構築による課題解決型学修

授業の目的及び概要
この授業は、本学経営学部で学ぶ専門分野である、経営戦略、組織人材マネジメント、マーケティング及び会計学等を総合的に実践できるように学修し
ます。それらの実践の学びとして新たにビジネスモデル理論を学修することにより、地域の活性化における企業・組織・団体の経営にかかわる課題解決
型学修として新たな学びに結びつけることを目的としています。地域との継続的なかかわりによって学修効果をあげるため、「ビジネスプランニング実践
Ⅰ」「ビジネスプランニング実践Ⅱ」は連続して履修する必要があります。この授業では、新たなビジネスモデルについての学修をふまえながら、中小企
業家同友会八尾支部等が企画するビジネスプランコンテスト(調整中)を活用して地域活性化事業に参画します。各コースの専門的知識を生かしなが
ら、企画や課題解決力、コミュニケーション力を身につけていきます。

学修の到達目標
本授業では、新しいビジネスモデルの企画・運営を通して、実践的能力を身につけること目標とします。
具体的には以下の項目となります。
①企画立案の際に目的や課題を設定でき必要な情報収集や手順が理解できる。
②企画立案にあたり適正な役割分担によりグループワークを進めることができ実行可能な5W1Hが策定できる。
③グループの中での相互信頼及び協力関係を構築できる。
④地域の様々な企業人と最終成果物（事業企画書）の作成プロセスを通してコミュニケーションをとることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「ビジネスプランニング実践Ⅰ」の単位を修得済みであること、あるいは同時履修であること。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表やプレゼンテーション、グループワークを通じた講評あるいは補足説明、質問への回答をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

地方創成の新たなビジネス企画を成功させるためには、市民、顧客や利害関係者を惹きつけ、全国の競合（地方自治体）に対して、差別化できるビジネ
スモデルがあるか否かが、成否を分けます。独創性や魅力を強固なものにし、かつ、実現性あるビジネスモデルを立案するために、どのような考え方・
方法で行えばいいのか、アイデア創出、リーダーシップ、プロジェクトマネジメント、収益モデル等、将来の就業力の向上に役立ててください。
授業では、自分がもっている考えを述べること、さらには他の人々がもっている多様な考えを受け入れ、共通の目的や課題を建設的にまとめ上げること
に努めてください。
尚、募集定員25名を越えた場合、選抜試験を行ないます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
最終成果物(ビジネスモデル企画提
案書）00

030020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
課題解決策の立案（グループワーク）

なお、各回の授業計画の順序は企業様との調整で変更することがあり
ます。
ヒアリング調査やフィールドワークなど、教室外における課外活動を行
います。

事前に，シラバスを読み授業の目標（課題設定）を考えて
おいてください。
授業後、目標（課題設定）について見直してください。

4時間対面

第2回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
課題解決策の立案（グループワーク）

事前に、地域活性化について調査し自分の考えをまとめ
ておくこと。
授業後に、他の学生の意見等をふりかえること。

4時間対面

第3回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
課題解決策の実行可能性の検証（グループワーク、フィールドワーク）

事前に、八尾市の地域活性化に関する情報収集を行うこ
と
授業後に、収集した情報についてふりかえること

4時間対面

第4回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
課題解決策の実行可能性の検証（グループワーク、フィールドワーク）

事前に、八尾市の地域活性化に関する情報収集を行うこ
と
授業後に、収集した情報についてふりかえること

4時間対面
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第5回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
グループワーク、フィールドワークで収集した情報・データの分析

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第6回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
グループワーク、フィールドワークで収集した情報・データの分析

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第7回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
ビジネスモデルデザイン①（グループワーク）

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第8回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
ビジネスモデルデザイン②（グループワーク）

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第9回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
ビジネスモデルデザイン③（グループワーク）

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、研究論文、講義資料を復習しておくこと

4時間対面

第10回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
ビジネスモデルデザイン④（グループワーク）

事前に、研究論文、講義資料を読んでおくこと
授業後に、活動計画を振り返り決定しておくこと。

4時間対面

第11回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
事業者様へのプレゼン①（１グループ持ち時間、発表20分、Q&A5分）

事前に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」に
ついて考えておくこと。
授業後に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」
の企画･立案についてふりかえること

4時間対面

第12回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画･立案
事業者様へのプレゼン②（１グループ持ち時間、発表20分、Q&A5分）

事前に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」に
ついて考えておくこと。
授業後に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」
の企画･立案についてふりかえること

4時間対面

第13回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画提案書
完成
事業者様及び教員からのコメントを反映させて企画書を仕上げる。

事前に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」に
ついて考えておくこと。
授業後に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」
の企画･立案についてふりかえること

4時間対面

第14回 事業者と連携した地域活性化の新たなビジネスモデルの企画提案書
完成
事業者様及び教員からのコメントを反映させて企画書を仕上げる。

事前に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」に
ついて考えておくこと。
授業後に、八尾の地域活性化の「新たなビジネスモデル」
の企画･立案についてふりかえること

4時間対面

第15回 まとめ・振り返りの講義（オンデマンド） 最終成果物としての企画提案書に対して最終チェックを行
う。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営心理学　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234上田　智巳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 組織（特に企業、職場）における人間の行動、消費者の行動

授業の目的及び概要
この授業では、企業経営活動を円滑に進めていくためにどのようなことが求められるのかについて、主に心理学の面から考察していきます。より具体的
には、組織内の人間関係やコミュニケーションの取り方、効果的なリーダーシップ、ワークモチベーション、職場のストレスとメンタルヘルスの問題、消費
者行動などについて、実験や調査の結果なども紹介しつつ、解説します。

学修の到達目標
組織（企業、職場）における成員（労働者）の心理・行動傾向を科学的に（研究によって見出された客観的事実に基づいて）理解できるようになること。
また、消費者の心理・行動傾向を科学的に（研究によって見出された客観的事実に基づいて）理解できるようになること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストについては、実施後に正解と解説を公開します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の主なテーマは、企業や職場といった組織における人間の心理・行動です。この科目で紹介する知見の中には、アルバイトの場や就職後の企
業等での活動において活かせるものもあると思います。また、企業や職場に限らず、組織や集団での活動一般（例えばクラブ・サークル活動など）にお
いても参考になるかと思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

産業・組織心理学［改訂版］，馬場晶雄・馬場房子・岡村一成（監修） 小野公一・関口和代（編著），白桃書房，
2017年

なし

9784561266839

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 この講義の概要、全体像について学びます。 【予習】シラバスの内容をよく確認しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第2回 組織とは何かについて学びます。 【予習】前回の授業資料、ノートを読み直し、前回の内容を
整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第3回 組織への参入と適応について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第4回 組織内の人間関係について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第5回 組織内のコミュニケーションについて学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第6回 ワークモチベーションについて学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

－168－



第7回 職場におけるストレスとメンタルヘルスについて学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第8回 これまでの講義内容を振り返ります。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、これまでの
講義で得た知識を再確認・整理してください。

4時間オンデマンド

第9回 リーダーシップについて学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第10回 組織における意思決定について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第11回 能力や業績の評価、能力の学習・開発について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第12回 組織の変革について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第13回 消費者行動（個々の消費者の意思決定）について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第14回 消費者行動（集合行動・群集心理）について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第15回 これまでの講義内容を全体的に振り返ります。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】これまでの授業資料、ノートを読み直し、これまで
の講義で得た知識を総復習してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営倫理論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 現代企業の経営倫理・理念と社会的役割について学びます。

授業の目的及び概要
現代企業は社会からの支援なくしては存続できません。高い経営倫理観に基づく経営理念を組織全体に浸透させ、コーポレート・ガバナンス（企業統
治）体制を築き、多様なステークホルダー（利害関係者）の要請に応えるＣＳＲ（企業の社会的責任）を果たし、社会との最低限のルールを守るコンプライ
アンス（法令順守）体制を確立しなければなりません。この授業では、それが時代によってどのように変化して来たのか、なぜ、企業は、現代社会では大
きな役割が求められるようになったのか、それに企業を従事させるためにステークホルダーが、どのように監視・評価しようとしているか、その仕組みや
企業の対応行動について学修します。

学修の到達目標
①企業経営における企業倫理、経営倫理などの用語の意味の違いを理解し、説明できる。
②企業の社会的責任について理解し、法令遵守や社会貢献活動との関連について説明できる
③企業に倫理的な行動をさせるためにどのようなことが必要なのかを分析し、それについての自分の意見を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出課題等については、優秀なものについては、授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

世の中には賞賛を受ける企業もあれば、連続的に不祥事を起こす企業もあります。何がこのような違いを生むのでしょうか。経営者(企業)が何を最も重
要だと考えるかによって、またどのような会社にしたいと考えるかによって違ってくるのでしょうか。この授業では、時代とともに社会からの評価が変化し
た企業（フォルクス・ワーゲン、東京電力など）について詳しく説明する予定です。興味のある方の履修を歓迎します。
また、成績評価について、授業中のレポートの評価は、授業期間中の中間レポートとミニッツレポートによる評価、授業中の参加度は、授業内容の復習
のために行う、確認テストへの参加（解答と解説・自己採点をしているか、質問の有無等）によって評価します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし。
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

①吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改訂
版』,　同文舘出版
②企業不祥事の研究，井上泉，文眞堂，2015年

なし

①978-4495357160
②9784830948725

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業についてのガイダンスを行います。また、序章「企業倫理とは何か」
について、講義します。

【事前学習】シラバスを確認し、日々発生する企業にかか
わるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】シラバスを確認し復習すること。

3.5時間対面

第2回 経済倫理・企業倫理・経営倫理・経営者倫理
企業に関する「倫理」について学びます。

【事前学習】経済倫理・企業倫理・経営倫理・経営者倫理
の違いについて検討すること。同時に、授業冒頭で取り上
げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や
経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】経営倫理と経営者倫理の違い、それらの背景
は何かについて講義中に作成したノートや資料を参考に
復習すること。

4時間対面

第3回 企業と経営倫理①
企業の誕生当時の経済状況を説明し、企業に倫理性がなぜ必要とされ
たかを学修します。

【事前学習】企業が生まれた時代の世界状況について確
認すること。同時に、授業冒頭で取り上げる時事的ニュー
ス・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・経営関連の
ニュースをチェックすること。
【事後学修】企業が生まれた時代にはどのような倫理観に
基づいて企業が経営されていたと考えることができるかを
講義中に作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面
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第4回 企業と倫理②
近代的な企業が成立した時代の経済状況を説明し、企業の社会に対
する影響の拡大と倫理性の関係を学修します。

【事前学習】企業が大規模化した時代に起きた社会的事
件について検討すること。同時に、授業冒頭で取り上げる
時事的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経
済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】企業が近代化される過程において倫理が企
業に必要とされるようになった歴史的背景を講義中に作
成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第5回 企業と倫理③
企業活動が地球環境へも影響を及ぼしていることが指摘されるように
なった時代に企業の倫理に何が求められるようになったか、それを学修
します。

【事前学習】公害問題と企業との関連について検討するこ
と。同時に、授業冒頭で取り上げる時事的ニュース・出来
事に乗り遅れないように新聞や経済・経営関連のニュース
をチェックすること。
【事後学修】時代によって企業に求められた倫理の変化に
ついてを講義中に作成したノートや資料を参考に復習す
ること。

4時間対面

第6回 社会と経営倫理
国々によって倫理観が異なるように企業に対するイメージも国によって
異なります。それを学修します。

【事前学習】アメリカと日本における企業観の違いについ
て検討すること。同時に、授業冒頭で取り上げる時事的
ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・経営
関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】社会の違いによって企業に求められる倫理観
がどのように異なるかを講義中に作成したノートや資料を
参考に復習すること。

4時間対面

第7回 コーポレート・ガバナンスと経営倫理
企業をどのように統治するか、その仕組みの違いにも倫理観の違いが
反映されています。コーポレート・ガバナンスに関する考え方の違いに
ついて学修します。

【事前学習】日本とアメリカのコーポレート・ガバナンスの
仕組みの違いについて検討すること。同時に、授業冒頭
で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないよう
に新聞や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】日本とアメリカのコーポレート・ガバナンスの
仕組みがどのように異なるかを講義中に作成したノートや
資料を参考に復習すること。

4時間対面

第8回 中括 【事前学習】これまでの授業内容でわからないところを検
討すること。同時に、授業冒頭で取り上げる時事的ニュー
ス・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・経営関連の
ニュースをチェックすること。
【事後学修】経営倫理の歴史的・国ごとの変化を講義中に
作成したノートや資料を参考に復習すること。

4時間対面

第9回 環境問題・社会問題と経営倫理
昨今では、環境問題への企業への取り組みが期待されています。それ
は、環境問題がより顕在化してきたことも影響しています。経営倫理の
中に環境問題への取り組みも含まれるようになった原因や経緯につい
て説明します。

【事前学習】明治時代や戦後直後に発生した公害問題な
どに対する企業の対応と現在の企業の態度を比較し、そ
の違いを生み出した原因を考えてみること。同時に、授業
冒頭で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れない
ように新聞や経済・経営関連のニュースをチェックするこ
と。
【事後学修】環境問題や社会問題への取り組みは企業に
どのような効果をもたらすかを講義中に作成したノートや
資料を参考に復習すること。

4時間対面

第10回 企業の社会的責任とCSR
企業が果たすべき役割は、時代・国によって変わっています。その変化
をどのように捉えればよいでしょうか。CSRに関する概念とその発展に
ついて学びます。

【事前学習】コンプライアンスと社会貢献活動、そして企業
内クラブ活動の違いを考えてみること。同時に、授業冒頭
で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れないよう
に新聞や経済・経営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】どれほどCSR活動に従事すれば、「CSRを果
たした」といえるのでしょうか、それを講義中に作成した
ノートや資料を参考に検討すること。

4時間対面

第11回 CSVと経営倫理
CSRと経営戦略を結びつける概念としてCSVが、提唱されました。経営
戦略とCSRを結びつけるとはどういう意味か、この概念によって経営倫
理にどのような影響を及ぼすのか、それを学びます。

【事前学習】マイケル・ポーターらによって提唱された
CSV(Creating Shared Value)について調べること。同時
に、授業冒頭で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り
遅れないように新聞や経済・経営関連のニュースをチェッ
クすること。
【事後学修】企業の利益とCSV、そしてCSRは、共有するこ
とができるのか否か、講義中に作成したノートや資料を参
考に検討すること。

4時間対面

第12回 SRIとESG投資
株主から企業に倫理性を促す手段としてSRIそして、ESG投資が生み出
されました。それらは、どのようなものでしょうか。それを学びます。

【事前学習】SRI(社会的責任投資)とESG投資について調
べること。同時に、授業冒頭で取り上げる時事的ニュー
ス・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・経営関連の
ニュースをチェックすること。
【事後学修】SRIやESG投資によって企業に倫理性を促す
ことができるのでしょうか、講義中に作成したノートや資料
を参考に検討すること。

4時間対面

第13回 東京電力の事例
東日本大震災の際に、重大な事故を引き起こした東京電力の事例につ
いて学びます。

【事前学習】東京電力は、どのような経緯で設立されたか
について調べること。同時に、授業冒頭で取り上げる時事
的ニュース・出来事に乗り遅れないように新聞や経済・経
営関連のニュースをチェックすること。
【事後学修】事件当時、東京電力の隠ぺい体質が批判さ
れましたが、その体質は、何を起因としているのか、講義
中に作成したノートや資料を参考に検討すること。

4時間対面

第14回 フォルクス・ワーゲン社の性能偽装事件について
ドイツの世界的企業であるフォルクス・ワーゲン(VolksWagen)が、かつて
性能に関して虚偽報告をしていました。その事件は企業の倫理性に問
題があったのか否かを学びます。

【事前学習】フォルクス・ワーゲン(VolksWagen)は、どのよ
うな経緯で設立されたかについて調べること。同時に、授
業冒頭で取り上げる時事的ニュース・出来事に乗り遅れな
いように新聞や経済・経営関連のニュースをチェックする
こと。
【事後学修】事件当時、フォルクス・ワーゲン(VolksWagen)
の巧妙な隠蔽手法が批判されましたが、なぜそこまでして
性能をごまかしたのか講義中に作成したノートや資料を参
考に検討すること。

4時間対面

第15回 総括・まとめ【オンデマンド】
授業全体の総括を行います。
各授業回のポイントのおさらいと確認を行います。

【事前学修】これまでの授業資料を復習し授業全体の流
れをつかんでおいてください。
【事後学修】授業資料全体を読み直し、授業で得た知識を
総復習してください。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 リスクマネジメント論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ リスク・マネジメント、企業危機について学びます。

授業の目的及び概要
リスク・マネジメントとは、リスクを組織的に管理（マネジメント）し、損失等の回避又は低減を図るプロセスのことを意味します。この授業では、リスク・マ
ネジメントについての主要な用語や分析手法を説明し、企業で発生するリスクにどのように対処すれば良いかを検討します。企業は浮き沈みの激しい
競争社会のなかでリスクにどのように対処しているかを失敗、成功の事例を辿って学修します。また、将来起こりうるリスクにどのように対処すればよい
かの基本原理についても説明します。

学修の到達目標
1.企業が抱えるリスクを理解できる。
2.リスク・マネジメントの手法と企業経営との関連性について理解できる。
3.リスク・マネジメントにおける経営者や管理者の役割を理解し、説明できる。
4.リスクに対処する際にどのような判断や対処をしなければならないかを理解し、それに対する自分なりの考えを述べることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間レポートやコメントシートにおいて、代表的な質問や意見を紹介し、それについて授業中に議論する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業は、資料をベースに板書とパワーポイントを用いて行います。
その際には、口頭による説明も行うため、休まず出席し、自分でノートをとることが求められます。
また、授業内では、経営管理や経営戦略、または経営組織に関する用語が頻出します。関連する科目をよく復習し、用語の意味をよく確認しておいてく
ださい。

成績評価について、授業中のレポートの評価は、授業期間中の中間レポートとミニッツレポートによる評価、授業中の参加度は、授業内容の復習のた
めに行う、確認テストへの参加（解答と解説・自己採点をしているか、質問の有無等）によって評価します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし。
授業では、板書、パワーポイントと資料(Learning Portalに掲載)を用いて行います。

参考書

監修 吉田 和夫, 大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) ,『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』,　同文舘出版.

なし

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業全体のガイダンス
本授業の全体の構成と注意事項をシラバスに基づいてガイダンスを行
います。

【事前学習】シラバスを参考に、授業の構成を確認するこ
と。日々発生する企業にかかわるニュース・出来事につい
てチェックすること。
【事後学修】シラバスを確認し復習すること。

3.5時間対面

第2回 不確実性・リスク・危機
リスク・不確実性、企業危機などの用語の意味の違いを学びます。

【事前学習】危機とリスクなどの意味の違いは何なので
しょうか、それを考えてみて下さい。日々発生する企業に
かかわるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】ニュースで言われるリスクと危機を分類してみ
ましょう。授業資料を確認し考えてみてください。

4時間対面

第3回 リスク・マネジメントと危機マネジメント
危機のマネジメントとリスクのマネジメントについて学びます。

【事前学習】危機の察知とリスクの把握、何が違うのでしょ
うか？それを考えてみて下さい。また、日々発生する企業
にかかわるニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】リスク・マネジメントと危機マネジメントでは、
行われることが違うのでしょうか。授業資料を確認し考え
てみてください。

4時間対面
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第4回 リスクマネジメントの歴史
リスク・マネジメントとは、最近できた言葉なのでしょうか。その概念の歴
史的経緯を学びます。

【事前学習】リスク・マネジメントという言葉はなぜ最近取り
沙汰されるのでしょうか？それを考えてみて下さい。また、
日々発生する企業にかかわるニュース・出来事について
チェックすること。
【事後学修】企業活動のどの領域がリスク・マネジメントに
含まれるのでしょうか。授業資料を確認し考えてみてくださ
い。

4時間対面

第5回 リスクの分類
企業が抱えるリスクには、多くの種類があります。それらについて学び
ます。

【事前学習】身の回りのリスクとは何でしょうか？それを考
えてみて下さい。また、日々発生する企業にかかわる
ニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】リスクが企業活動に及ぼす影響について授業
資料を確認し考えてみてください。

4時間対面

第6回 リスクの性質
リスクとは企業にとってどのようなものでしょうか。その性質について学
びます。

【事前学習】「リスクをとる」といった場合、どのようなイメー
ジをもちますか。考えてみて下さい。また、日々発生する
企業にかかわるニュース・出来事についてチェックするこ
と。
【事後学修】リスクの予知や把握にはどのような能力や知
識あるいは方策が必要になるでしょうか。授業資料を確認
し考えてみてください。

4時間対面

第7回 企業危機の段階
リスクをいつ発見し、それにどうやって対処するかによってそれが企業
危機へと発展するか否かに影響します。それによって訪れる企業危機
の段階について学びます。

【事前学習】企業が倒産や規模縮小に追い込まれる際、
その原因は何でしょうか。それを考えてみて下さい。また、
日々発生する企業にかかわるニュース・出来事について
チェックすること。
【事後学修】企業危機の段階において、それぞれの段階
で考えられる対処方法について授業資料を参照に復習し
てください。

4時間対面

第8回 リスクの対処手段・ディスカッション
リスクの対処にはどのような手法があるのかを学びます。また、中間レ
ポートについての講評を行います。

【事前学習】リスクを未然に防ぐことは可能でしょうか。そ
れを考えてみて下さい。また、日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】リスクの対処手段とそれぞれの効果について
授業資料を参照に復習してください。

4時間対面

第9回 リスク・マネジメントの形態と実行
リスクの管理を実際に行う際には、どのような体制あるいは仕組みを
作っておくことが必要でしょうか。それについて学びます。

【事前学習】「リスクを管理する」というのは実際にどのよう
なことを行うことでしょうか。考えてみて下さい。また、日々
発生する企業にかかわるニュース・出来事についてチェッ
クすること。
【事後学修】リスクの管理体制について授業資料を参照に
復習してください。

4時間対面

第10回 経営戦略とリスク・マネジメント
経営戦略の策定、あるいは立案に影響を及ぼすリスクや経営戦略の中
で対処するリスクについて学びます。

【事前学習】経営戦略は何のために策定・立案するのか
考えてみて下さい。また、日々発生する企業にかかわる
ニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】経営戦略は、リスク・マネジメントとどれほど関
連があるのか授業資料を参照に復習してください。

4時間対面

第11回 生産管理とリスク・マネジメント
様々な生産体制やシステムは、多くの場合は、そこで発生するリスクに
対処するために構築されています。それについて学びます。

【事前学習】生産システムが企業や業種によって異なる理
由を考えてみて下さい。また、日々発生する企業にかかわ
るニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】生産システムによって対処されるリスクを授業
資料を参照に復習してください。

4時間対面

第12回 財務リスクとリスク・マネジメント
企業が資金を調達しようする際にもリスクは発生します。資金調達時に
かかわるリスクについて学びます。

【事前学習】投資家は、倒産の可能性が高い企業に出資
するでしょうか？それを可能にする方法を考えてみて下さ
い。また、日々発生する企業にかかわるニュース・出来事
についてチェックすること。
【事後学修】企業の資金調達時に抱える資本コストと流動
性の危機について授業資料を参照にして復習してくださ
い。

4時間対面

第13回 事例①　マイクロソフト
巨大企業であるマイクロソフトは、急激に変化する業界・市場環境にど
う対処したのでしょうか。マイクロソフト社のリスクの対処法について学
びます。

【事前学習】マイクロ・ソフトは、何の会社かそれを調べて
みて下さい。また、日々発生する企業にかかわるニュー
ス・出来事についてチェックすること。
【事後学修】マイクロ・ソフトのリスク・マネジメントについて
授業資料を参照にして復習してください。

4時間対面

第14回 事例②　Preussang-Konzern(現TUI)
この企業は、現在では、全くその姿を変えてしまいました。それは、なぜ
そのような方針をとったのでしょうか。かつて鉱山会社であったプロイセ
ン鉱山会社が、旅行会社(TUI)に変貌していった経緯を辿り、なにをリス
クととらえていたのかを学びます。

【事前学習】ヨーロッパの企業の中には、かつての姿とは
似てもにつかないような企業がいくつもあります。それを調
べてみて下さい。また、日々発生する企業にかかわる
ニュース・出来事についてチェックすること。
【事後学修】TUIの業種転換はなぜ行われたかについて授
業資料を参照にして復習してください。

4時間対面

第15回 総括【オンデマンド】
授業全体のまとめ
※定期試験に向けてのポイントを確認します。

【事前学習】過去の授業資料を参照に、要点をまとめてみ
てください。
【事後学修】リスク・マネジメントとは何でしょうか、授業資
料を参照に自分の意見を考えてみて下さい。

4.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 リーダーシップ論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織で求められるリーダーシップの基本概念を理解・修得する。

授業の目的及び概要
この授業は、現在の経営環境を踏まえた上で、主に企業組織において求められるリーダーシップとは何か、さらに今後の社会経済情勢の変化を見通し
た環境下に置いて、その時代において必要とされるリーダーシップとは何かについて、理論からのアプローチを含めて考察していく。その際、経営者とし
て求められるリーダーシップの他にビジネスパーソンとして活躍していくために必要であるリーダーシップのあり方についても注目していく。
なお、本科目履修にあたっては、経営組織論Ⅰを履修済であることが望ましい。

学修の到達目標
１．経営学におけるリーダーシップ論の基本概念の系譜と関係を理解できている。
２．企業組織のリーダー、管理者に求められる行動及び基本的な考え方を理解できている。
３．リーダーシップ開発を今後進めていくための方法論を修得できている。
４．ゼミ、クラブ、アルバイト先、就職活動（インターンシップ含む）等に向けて、自分なりのリーダーシップの発揮に係る知識を記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
試験、ワークについては、模範解答・解説を示し、理解の定着を図ります。
優秀な答案は授業で紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・古典的理論、最新理論と共に経営者の事例も織り混ぜながら、リーダーシップについての実践的内容を提供します。
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本のリーダーに関する情報を把握し、検討しておいてください。
・ケーススタディをしつつ、リーダーシップの理論を実践に結びつけながら深く理解することを目指します。
・期末試験、ケーススタディでは理論と実践とについて、事例に当てはめて説明できるかを問います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

リーダーシップ徹底講座：すぐれた管理者を目指す人のために，小野善生，中央経済社，2018年

参考書

9784502259715
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の進め方、評価方法、受講者の心得などの説明を行う。
ガイダンスの後、導入部として、リーダーシップと似た概念であるマネジ
メントを講義し、それらの異同について考察します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込むとともに、テキスト序章・第
1章を事前に読み疑問点を整理しておいてください（２時
間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第2回 リーダーとは何者か。マネジャーとの異同。 (事前学修)
テキスト第２－３章を事前に読み疑問点を整理しておいて
ください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 リーダーシップに関する理論①：資質アプロ―チ、行動アプローチ (事前学修)
テキスト第４章pp.65-74を事前に読み疑問点を整理してお
いてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面
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第4回 リーダーシップに関する理論②：コンティンジェンシー理論、経路－目標
理論、カリスマ的リーダーシップ

(事前学修)
テキスト第４章pp.74-87を事前に読み疑問点を整理してお
いてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 リーダーシップに関する理論③：変革型リーダーシップ、サーバント・
リーダーシップ

(事前学修)
テキスト第４章pp.87-92および配付資料を事前に読み疑
問点を整理しておいてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第6回 リーダーシップに関する理論④：フォロワーシップ (事前学修)
テキスト第５章を事前に読み疑問点を整理しておいてくだ
さい（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第7回 リーダーシップに関する理論⑤：フォロワーシップ（続） (事前学修)
テキスト第６章を事前に読み疑問点を整理しておいてくだ
さい（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第8回 「第1回～第７回の学修内容の再確認」
第1回～第7回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、これま
で学修した理論の内容を復習します。

(事前学修)
これまでの配付資料（レジュメ）を熟読しておいてください
（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい（2時
間）。

4時間対面

第9回 リーダーに求められる行動とは：リーダーシップ・フォロワーシップを踏ま
えて

(事前学修)
テキスト第７章を事前に読み疑問点を整理しておいてくだ
さい（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第10回 ケーススタディ①（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第11回 ケーススタディ②（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
 (事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第12回 ケーススタディ③（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
 (事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第13回 ケーススタディ④（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
 (事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第14回 ケーススタディ⑤（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
 (事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第15回 「全体の総括：これまでの学修内容の再確認」
これまでに学修してきた内容の再確認を進めるため、理論・ケーススタ
ディ含め、総復習します。

(事前学修)
これまで配付した資料（レジュメ）を事前に読み、疑問点を
整理しておいてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 リーダーシップ論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 企業組織で求められるリーダーシップの基本概念を理解・修得する。

授業の目的及び概要
この授業は、現在の経営環境を踏まえた上で、主に企業組織において求められるリーダーシップとは何か、さらに今後の社会経済情勢の変化を見通し
た環境下に置いて、その時代において必要とされるリーダーシップとは何かについて、理論からのアプローチを含めて考察していく。その際、経営者とし
て求められるリーダーシップの他にビジネスパーソンとして活躍していくために必要であるリーダーシップのあり方についても注目していく。
なお、本科目履修にあたっては、経営組織論Ⅰを履修済であることが望ましい。

学修の到達目標
１．経営学におけるリーダーシップ論の基本概念の系譜と関係を理解できている。
２．企業組織のリーダー、管理者に求められる行動及び基本的な考え方を理解できている。
３．リーダーシップ開発を今後進めていくための方法論を修得できている。
４．ゼミ、クラブ、アルバイト先、就職活動（インターンシップ含む）等に向けて、自分なりのリーダーシップの発揮に係る知識を記述できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
試験、ワークについては、模範解答・解説を示し、理解の定着を図ります。
優秀な答案は授業で紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・古典的理論、最新理論と共に経営者の事例も織り混ぜながら、リーダーシップについての実践的内容を提供します。
・日頃からビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本のリーダーに関する情報を把握し、検討しておいてください。
・ケーススタディをしつつ、リーダーシップの理論を実践に結びつけながら深く理解することを目指します。
・期末試験、ケーススタディでは理論と実践とについて、事例に当てはめて説明できるかを問います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

リーダーシップ徹底講座：すぐれた管理者を目指す人のために，小野善生，中央経済社，2018年

参考書

9784502259715
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の進め方、評価方法、受講者の心得などの説明を行う。
ガイダンスの後、導入部として、リーダーシップと似た概念であるマネジ
メントを講義し、それらの異同について考察します。

(事前学修)
この科目のシラバスを読み込むとともに、テキスト序章・第
1章を事前に読み疑問点を整理しておいてください（２時
間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第2回 リーダーとは何者か。マネジャーとの異同。 (事前学修)
テキスト第２－３章を事前に読み疑問点を整理しておいて
ください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間オンデマンド

第3回 リーダーシップに関する理論①：資質アプロ―チ、行動アプローチ (事前学修)
テキスト第４章pp.65-74を事前に読み疑問点を整理してお
いてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面
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第4回 リーダーシップに関する理論②：コンティンジェンシー理論、経路－目標
理論、カリスマ的リーダーシップ

(事前学修)
テキスト第４章pp.74-87を事前に読み疑問点を整理してお
いてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 リーダーシップに関する理論③：変革型リーダーシップ、サーバント・
リーダーシップ

(事前学修)
テキスト第４章pp.87-92および配付資料を事前に読み疑
問点を整理しておいてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第6回 リーダーシップに関する理論④：フォロワーシップ (事前学修)
テキスト第５章を事前に読み疑問点を整理しておいてくだ
さい（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第7回 リーダーシップに関する理論⑤：フォロワーシップ（続） (事前学修)
テキスト第６章を事前に読み疑問点を整理しておいてくだ
さい（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第8回 「第1回～第７回の学修内容の再確認」
第1回～第7回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、これま
で学修した理論の内容を復習します。

(事前学修)
これまでの配付資料（レジュメ）を熟読しておいてください
（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、ノートを読み返し、重要な内容につ
いて自分なりの発見を加えながら復習して下さい（2時
間）。

4時間対面

第9回 リーダーに求められる行動とは：リーダーシップ・フォロワーシップを踏ま
えて

(事前学修)
テキスト第７章を事前に読み疑問点を整理しておいてくだ
さい（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面

第10回 ケーススタディ①（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第11回 ケーススタディ②（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
 (事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第12回 ケーススタディ③（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
 (事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第13回 ケーススタディ④（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
 (事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第14回 ケーススタディ⑤（これまで学習した内容をベースに、具体的事例を通
じ、自分ならどうするか、考察してもらいます）

(事前学修)事前に問題を提示しますので、考えを整理して
おいてください（２時間）。
 (事後学修)
配付資料（レジュメ）を読み返し、自分の答案をブラッシュ
アップして下さい（2時間）。

4時間対面

第15回 「全体の総括：これまでの学修内容の再確認」
これまでに学修してきた内容の再確認を進めるため、理論・ケーススタ
ディ含め、総復習します。

(事前学修)
これまで配付した資料（レジュメ）を事前に読み、疑問点を
整理しておいてください（２時間）。
(事後学修)
配付資料（レジュメ）、テキストの該当箇所、ノートを読み返
し、重要な内容について自分なりの発見を加えながら復習
して下さい（2時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ベンチャービジネス論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ベンチャービジネスに関する基本的な考え方を学修し、実践・起業できるセンス及び最低限のノウハウを身につける。

授業の目的及び概要
ベンチャービジネスを起こし発展させるためには、アントレプレナーシップが必要とされます。アントレプレナーとは、独創性と冒険性に富んだ企業家また
は起業家のことを指します。この講義は、ベンチャー企業を起業したり、アントレプレナーシップをもって既存の企業や組織・団体でイノベーションを実践
したいという想いがある受講生に対して、実践的なヒント・ノウハウを提供するものです。
　本講義では、アントレプレナーシップの本質的な理解と起業に向けての構想作りと経営的視点からの企業の運営方法に関する基本的な知識や会社
設立のノウハウを学修します。

学修の到達目標
この授業における到達目標は、アントレプレナーシップの概念を理解し、ベンチャービジネスを起業するための基礎的なノウハウの修得をすることです。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

実務家・起業家としての経験則(失敗談を含めて）に基づいて、理論と実務/事例をわかりやすく説明していきますので、安心して受講してください。理屈
を覚えるよりも、身近な事例に目を向け、アントレプレナーシップの「思考」と会社設立の手法を身に付けましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

070

00030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

講義資料は授業ごとに提示します。

参考書

参考書は授業中に随時指示します

特になし

特になし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
　この講義の進め方や評価方法、ベンチャービジネス論の全体像につ
いて説明いたします。

授業での説明の内容を基に復習してください。 2時間対面

第2回 【アントレプレナーシップとは】　
　ベンチャー・ブームの歴史、ベンチャー企業観の変遷からアントレプレ
ナーシップとは何かの基礎知識を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第3回 【事業構想①】　
　事業機会の認識、アイデア創出等起業に必要な基礎知識を学びま
す。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第4回 【事業構想②】　
　引き続き、事業機会の認識、アイデア創出等起業に必要な基礎知識
を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第5回 【ビジネスモデルの構築①】　
　ビジネスモデルデザインの手法を学び「儲かるビジネス構想」の実践
的手法を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第6回 【ビジネスモデルの構築②】　
　引き続き、ビジネスモデルデザインの手法を学び「儲かるビジネス構
想」の実践的手法を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第7回 【起業・運営①】　
　実際の会社設立の手順、設立後の運営（資金調達含む）の基本的な
知識を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

－178－



第8回 【起業・運営②】　
　引き続き、実際の会社設立の手順、設立後の運営（資金調達含む）の
基本的な知識を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第9回 【事例研究①】　
　楽天、三木谷にみるアントレプレナーシップの本質を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第10回 【事例研究②】　
　日本のスタートアップ企業事例を通して起業に関する要諦を学びま
す。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第11回 【事例研究③】　
　実際に起業されたゲストスピーカーを招聘し、起業及び経営の本質に
ついて学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第12回 【事例研究④】　
　欧米、アジア等グローバルのスタートアップ企業事例を通して起業に
関する要諦を学びます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第13回 【事業企画書の書き方①】　
　前回までの講義をもとにテーマを設定し、事業企画書及び収益計算
書の書き方を説明します。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第14回 【事業企画書の書き方②】　
　前回までの講義をもとにテーマを設定し、事業企画書及び収益計算
書の作成の個人ワークをして頂きます。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 4時間対面

第15回 【振り返りとまとめ】　
　1回～14回の授業に関する補足説明と振り返り及び定期試験（事業計
画書作成）の説明を行います。

授業での説明や授業配布資料を基に復習してください。 6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 キャリアマネジメント論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ キャリアを考える上で必要なキャリア理論等について学修する。

授業の目的及び概要
キャリアに関する関心は、高齢者雇用の拡大、職業人生の長期化、個人主導のキャリア形成へのシフトなどを背景に、高まっている状況である。しかし
ながら、キャリアの理論については、難しい部分も多く、ともすれば、実践との乖離が問題となっているところである。授業では、古典的・基礎的なキャリ
ア理論から、最近の理論に関しても幅広く取り上げ、さらに、カウンセリング理論やキャリアコンサルティングについても触れていきたいと考えている。
なお、キャリア関係の科目をいくつか履修済みで、自分自身のキャリアについて、授業等で真剣に考えてきた経験がある者を前提に講義を行うこととな
る。

学修の到達目標
キャリアに関する理論等について、理解することができる。
キャリア理論を自分のキャリア形成に当てはめて、考えることができ、それを説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出課題等については、優秀なものについては、授業中に紹介する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目は今年度初開講となることから、履修者数、履修者の既存知識等未知数の要素が多く、シラバスの授業スケジュール・内容については、履修者
の反応も踏まえ、修正していくこともあり得ることをあらかじめ承知頂きたい。また、授業外レポートやレポート試験については、本格的に考える課題であ
り、まとまった字数の記載が必要となるレポートであることを、あらかじめ承知して履修して頂きたい。なお、授業での内容を自分のキャリア形成の参考
として考えていくことがこの科目のねらいであり、自分のキャリア形成についての考え方なども授業での対話を通じて語って頂くことを考えている。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0040

004020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし
(注）テキストについては、第1回ガイダンス時に説明します。

参考書

①新版 キャリアの心理学【第2版】―キャリア支援への発達的アプローチ―，渡辺三枝子，ナカニシヤ出版，
2018年
②新時代のキャリアコンサルティング―キャリア理論・カウンセリング理論の現在と未来，労働政策研究研修
機構 (編集)，労働政策研究研修機構，2016年
③キャリアコンサルティング理論と実際 6訂版，木村周・下村英雄，雇用問題研究会，2022年
④キャリア論研究[補訂版]，柏木仁，文眞堂，2020年
⑤キャリアコンサルタント・人事パーソンのためのキャリアコンサルティング，浅野浩美，労務行政，2022年

なし

①9784779512940
②9784538411590
③9784875632719
④9784830950780
⑤9784845224227

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業についてのガイダンスを行う。また、「キャリア理論を学習する意
味」について、学修する。

【予習】シラバスを確認し、今まで大学で学修したキャリア
関係の授業内容を復習しておく。
【復習】講義を思い出し、キャリア理論を学習する意味に
ついて考えるとともに、ガイダンスで説明したテキスト、参
考書等について購入し、関心のある箇所を読んでおくこ
と。

4時間対面

第2回 大学卒業以降のキャリア形成について、現在の状況の中で、どのよう
に考えるべきかについて学修する。

【予習】自分自身の大学卒業後の進路を考え、どのような
キャリア形成をしたいのかを考える。
【復習】講義を思い出し、自身のキャリア形成について再
考する。

4時間オンデマンド

第3回 キャリアの基礎理論について概観する。 【予習】キャリアの基礎理論について、ざっとテキスト、参
考書等の目次等を拾い読みしておく。
【復習】講義を思い出し、当該理論について基礎的理解を
する。

4時間対面

第4回 Donald E. Superの現象学的理論的アプローチについて、学修する。 【予習】Donald E. Superについてのテキスト、参考書等の
該当箇所をよく読み、考え方を整理・検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面
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第5回 John L. Hollandのキャリア理論について学修する。 【予習】John L. Hollandについてのテキスト、参考書等の
該当箇所をよく読み、考え方を整理・検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第6回 Mark L. Savickasのキャリア構築理論について、学修する。 【予習】Mark L. Savickasのキャリア構築理論についてのテ
キスト、参考書等の該当箇所をよく読み、考え方を整理・
検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第7回 Harry b. Gelattの意思決定に関する研究について、学修する。 【予習】Harry b. Gelattの意思決定に関する研究について
のテキスト、参考書等の該当箇所をよく読み、考え方を整
理・検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第8回 John D. Krumboltzの学習理論について、学修する。 【予習】John D. Krumboltzの学習理論についてのテキス
ト、参考書等の該当箇所をよく読み、考え方を整理・検討
しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第9回 Edgar H. Scheinのキャリア・アンカー等について学修する。 【予習】Edgar H. Scheinのキャリア・アンカー等の理論につ
いてのテキスト、参考書等の該当箇所をよく読み、考え方
を整理・検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第10回 Douglas T. Hallの関係性アプローチについて、学修する。 【予習】Douglas T. Hallの関係性アプローチについてのテ
キスト、参考書等の該当箇所をよく読み、考え方を整理・
検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第11回 Nancy K. Schlossbergのトランジションについての考え方を、学修する。 【予習】Nancy K. Schlossbergのトランジションについての
テキスト、参考書等の該当箇所をよく読み、考え方を整
理・検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第12回 Sunny Hansenの統合的人生設計の理論について、学修する。 【予習】Sunny Hansenの統合的人生設計の理論について
のテキスト、参考書等の該当箇所をよく読み、考え方を整
理・検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第13回 その他のキャリア理論等について、学修する。 【予習】その他のキャリア理論についてのテキスト、参考書
等の該当箇所をざっと読み、考え方を整理・検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第14回 カウンセリング理論について、学修する。 【予習】カウンセリング理論についてのテキスト、参考書等
の該当箇所をざっと読み、考え方を整理・検討しておく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該理論について理解する。

4時間対面

第15回 キャリアコンサルティングについて、学修する。 【予習】キャリアコンサルティングについてのテキスト、参
考書等の該当箇所をざっと読み、考え方を整理・検討して
おく。
【復習】当該箇所についてもう一度よく読み、講義を思い出
し、当該概念等について理解する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 流通システム論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 流通に関する基本原理と現状の理解

授業の目的及び概要
生産と消費を架橋する流通は、経済活動において重要な役割を果たしています。経済活動において重要な役割を果たしている流通の機能や役割など
流通の基本的枠組みを理解することが本講義の目標です。具体的には、消費者（我々）にとって身近な存在である流通の機能、役割などの基本概念や
百貨店、スーパー、コンビニエンスストアなどの各業態の歴史や現状などについて学習したうえで、流通担当者の活動について理解を深めていきます。
なお、授業は、流通をはじめて学ぶ学生を想定し、流通の基礎から解説していきます。

学修の到達目標
1．流通の機能や役割を理解し、説明することができる
2．各業態の歴史や現状を理解し、説明することができる
3．流通業の現状や流通業者が抱える課題やその対応策について、自分の考えや意見をまとめることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメントを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

我々にとって身近な存在である流通に興味、関心をもち、授業に主体的に参加することを期待します。講義の形式を基本として行いますが、積極的に授
業に参加すること（質疑応答など）を希望します。授業中に教員から質問をしますので、積極的に自ら考え、答えるようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

3001515

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません。
必要に応じて資料を配布します。

参考書

参考になる文献、論文、資料等は、授業中に適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。流
通とは何かについて説明します。

事前学修：シラバスを読み、授業の目的、授業の全体の
流れ等を事前に把握しておいてください。
事後学修：授業で配布した資料を読み、流通システム論
の概略、流通とは何かについて復習してください。

4時間対面

第2回 流通の役割
　流通の役割について学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第3回 卸売業
　卸売業の機能と役割を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第4回 小売業①
　小売業の機能と役割を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第5回 小売業②
　小売業の業種と業態を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第6回 百貨店の歴史と現状
　百貨店の歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第7回 スーパーマーケットの歴史と現状
　スーパーマーケットの歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面
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第8回 中間試験
　これまでの内容について中間試験を実施します。

事前学習：これまでの配布資料を読み、中間試験の準備
をしてください。
事後学習：確認テストの振り返りをしてください。

4時間対面

第9回 コンビニエンスストアの歴史と現状①
　コンビニエンスストアの歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第10回 コンビニエンスストアの歴史と現状②
　コンビニエンスストアの歴史について、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第11回  POSシステム
　POSシステムについて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第12回  各業態の動向
　これまでの内容（各業態の現状）を踏まえたうえで、各業態の動向に
ついて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第13回 事例研究①
　SPAのビジネスモデルについて、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第14回 事例研究②
　プライベートブランドについて、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第15回 総括
　これまでのまとめを行います。

事前学習：これまでに配布した授業資料を再度、確認して
ください。
事後学習：これまでの授業内容を復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 流通システム論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 流通に関する基本原理と現状の理解

授業の目的及び概要
生産と消費を架橋する流通は、経済活動において重要な役割を果たしています。経済活動において重要な役割を果たしている流通の機能や役割など
流通の基本的枠組みを理解することが本講義の目標です。具体的には、消費者（我々）にとって身近な存在である流通の機能、役割などの基本概念や
百貨店、スーパー、コンビニエンスストアなどの各業態の歴史や現状などについて学習したうえで、流通担当者の活動について理解を深めていきます。
なお、授業は、流通をはじめて学ぶ学生を想定し、流通の基礎から解説していきます。

学修の到達目標
1．流通の機能や役割を理解し、説明することができる
2．各業態の歴史や現状を理解し、説明することができる
3．流通業の現状や流通業者が抱える課題やその対応策について、自分の考えや意見をまとめることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメントを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

我々にとって身近な存在である流通に興味、関心をもち、授業に主体的に参加することを期待します。講義の形式を基本として行いますが、積極的に授
業に参加すること（質疑応答など）を希望します。授業中に教員から質問をしますので、積極的に自ら考え、答えるようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

3001515

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません。
必要に応じて資料を配布します。

参考書

参考になる文献、論文、資料等は、授業中に適宜紹介します。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。流
通とは何かについて説明します。

事前学修：シラバスを読み、授業の目的、授業の全体の
流れ等を事前に把握しておいてください。
事後学修：授業で配布した資料を読み、流通システム論
の概略、流通とは何かについて復習してください。

4時間対面

第2回 流通の役割
　流通の役割について学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第3回 卸売業
　卸売業の機能と役割を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第4回 小売業①
　小売業の機能と役割を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第5回 小売業②
　小売業の業種と業態を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第6回 百貨店の歴史と現状
　百貨店の歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第7回 スーパーマーケットの歴史と現状
　スーパーマーケットの歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面
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第8回 中間試験
　これまでの内容について中間試験を実施します。

事前学習：これまでの配布資料を読み、中間試験の準備
をしてください。
事後学習：確認テストの振り返りをしてください。

4時間対面

第9回 コンビニエンスストアの歴史と現状①
　コンビニエンスストアの歴史と現状を中心に学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第10回 コンビニエンスストアの歴史と現状②
　コンビニエンスストアの歴史について、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第11回  POSシステム
　POSシステムについて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第12回  各業態の動向
　これまでの内容（各業態の現状）を踏まえたうえで、各業態の動向に
ついて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第13回 事例研究①
　SPAのビジネスモデルについて、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第14回 事例研究②
　プライベートブランドについて、事例を交えて学びます。

事前学習：配布資料を事前に読んでおいてください。
事後学習：配布資料を読み重要な点や授業で得た知識を
まとめ、復習してください。

4時間対面

第15回 総括
　これまでのまとめを行います。

事前学習：これまでに配布した授業資料を再度、確認して
ください。
事後学習：これまでの授業内容を復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 流通システム論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234加藤　司

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 情報化やグローバル化が進む中、私達の生活のなかで流通がどのような役割を果たしているか、その歴的発展や仕組みについて理解します。

授業の目的及び概要
流通システム論は、需要と供給とを「斉合する(matching)」という流通システムの役割について理解することが目的です。情報化とグローバル化が進む
中、流通の役割も変化しています。本講義では、なぜ、どのように変化するか、流通の背後で働いているメカニズムを、主要な流通に関する理論を学ぶ
とともに、具体的な小売業態の発展と結び付けながら、理解することにします。

学修の到達目標
①  流通の基礎理論について理解する。
②  小売業態の歴史的発展プロセスを理解し、業態別の異なる経営課題を理解し、説明できる。
③  小売業の生産を含めたチェーンオペレーションのシステムと課題を理解することができる。
④  小売業のグローバル化の課題を理解する。
⑤  小売業とメーカーとの関係の歴史的変化を理解し、その背後にどのようなメカニズムが働いているかを説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義内容についての質問は、次回の講義で説明します。途中で、理解度を確認するために、小テストを行い、採点したうえで返却し、理解度を自ら確認
できるようにします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

流通は学生にとっても身近な存在です。しかも、流通の変化や仕組みは、誰にとってもとても面白いものです。常に興味を持って「なぜ」という疑問を持っ
て、講義に参加しほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

040

005010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。
必要な資料は、適宜配布します。

参考書

➀はじめての流通,崔容熏・原頼利他,有斐閣, 2014年。
②流通,大阪市立大学商学部編,有斐閣,2002年

なし

➀ 978-4641150102
② 978-4641052680

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回  流通システム論を学ぶ意義ならびに講義全体の流れについて説明す
る

授業で話題となった企業、業態などについて、自分で調べ
て、復習すること(２時間)
次回の講義のテーマである「商業の存立根拠論」につい
て事前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは
調べておくこと(２時間)

4時間対面

第2回 商業の存立根拠論:　なぜ、生産者と消費者の間に商業が介在するの
か?

授業で話題となった企業、業態などについて、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「品揃え形成の理論」について
事前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調
べておくこと(２時間)

4時間対面

第3回 品揃え形成の理論: 流通の最終目的は、消費者の手元に品揃え物を
形成すること、という考え方を学ぶ

授業で話題となった企業、業態などについて、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「中央卸売市場の仕組み」に
ついて事前に配布したレジュメを読み、分からない用語な
どは調べておくこと(２時間)

4時間対面

第4回 中央卸売市場の仕組み: 品揃え形成が行われる最も代表的な「場」のメ
カニズムを説明する

授業で話題となった企業、業態などについて、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「食品スーパーの仕組み」に
ついて事前に配布したレジュメを読み、分からない用語な
どは調べておくこと(２時間)

4時間対面
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第5回 食品スーパーの仕組み:多様な業種店が一つ屋根の下に集まった小売
市場→食品スーパーへの発展を消費者の買い物行動から説明する

授業で話題となった企業(関西スーパー)について、自分で
調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「価格を引き下げる仕組み」に
ついて事前に配布したレジュメを読み、分からない用語な
どは調べておくこと(２時間)

4時間対面

第6回 DS (価格引き下げの仕組み): 百貨店からディスカウント・ストア(DS)へ
の発展を説明する、価格引き下げは、メーカーの価格政策にどのような
影響を与えるか?

授業で話題となった企業(ドン・キホーテなど)について、自
分で調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「チェーンオペレーションの仕
組み」について事前に配布したレジュメを読み、分からな
い用語などは調べておくこと(２時間)

4時間対面

第7回 チェーン・オペレーションの仕組み: あらゆる小売業態の発展を支える
チェーン・オペレーションの仕組みを理解する

授業で話題となった企業(ワークマンなど)について、自分
で調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「CVS」について事前に配布し
たレジュメを読み、分からない用語などは調べておくこと(２
時間)

4時間対面

第8回 CVS (情報システムによる在庫と品揃えのトレードオフの克服): なぜ、
CVSでは、売場面積が狭いにもかかわらず、多様な商品を在庫すること
が可能なのか?

授業で話題となった企業(セブンイレブン)について、自分
で調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「SPAの仕組み」について事前
に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調べて
おくこと(２時間)

4時間対面

第9回  SPA (実需の変化に適応する製造小売)　ユニクロなどのSPAというい
われる業態がなぜ成長したのか、その仕組みを理解する

授業で話題となった企業(ユニクロ)について、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「投機・延期の理論」について
事前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調
べておくこと(２時間)

4時間対面

第10回 投機・延期の理論: すべての業界で、できるだけ商品の形態や在庫場
所の決定を消費が行われるギリギリの点まで延期しようとするのか?

授業で話題となった企業(ワールド)について、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「バリーチェーン」について事
前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調べ
ておくこと(２時間)

4時間対面

第11回  バリューチェーンの分析枠組みを使って、企業間の競争を説明する 授業で話題となった企業(タビオ)について、自分で調べ
て、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「チェーンにおける標準化と地
域対応」について事前に配布したレジュメを読み、分から
ない用語などは調べておくこと(２時間)

4時間対面

第12回  チェーンにおける標準化と地域対応:チェーンは、なぜ地域のニーズに
対応できないのか?

授業で話題となった企業などについて、自分で調べて、復
習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「小売業のグローバル化」につ
いて事前に配布したレジュメを読み、分からない用語など
は調べておくこと(２時間)

4時間対面

第13回 小売業のグローバル化: 国境を越えて事業を展開する小売業の直面す
る課題を説明する

授業で話題となった企業(イオン)などについて、自分で調
べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「PB」について事前に配布した
レジュメを読み、分からない用語などは調べておくこと(２
時間)

4時間対面

第14回 PBの開発:なぜ、小売業は、自社ブランド(PB)を持とうとするのか? 授業で話題となった企業(トップバリューとセブンプレミア
ム)について、その違いを調べて、復習しておくこと(２時間)
次回の講義のテーマである「オムニチャネル」について事
前に配布したレジュメを読み、分からない用語などは調べ
ておくこと(２時間)

4時間対面

第15回 オムニチャネル: リアル店舗とネット通販はどのように競争しているの
か?  講義のまとめをしながら、期末レポートの内容、書き方について指
導する。

講義全体として、何を学んだか復習して、期末レポートに
備える(4時間)

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング戦略論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 戦略の観点からマーケティング活動を企画する。

授業の目的及び概要
この授業は、企業活動におけるマーケティングの役割に焦点を合わせ、主に、デモグラフィック、サイコグラフィック等の市場細分化の軸の選択、決定と
市場細分化の実施、標的市場の選択、決定、ポジショニングや、マーケティング・ミックスにおける、製品（商品）、価格、チャネル、プロモーションの最適
決定について、戦略の観点から考察する。さらに、それらの役割や機能等のメカニズムについて理解し、市場（顧客）に対しアプローチしていくための戦
略を構築できる力をつけることを目指す。

学修の到達目標
1．マーケティングの役割や機能等のメカニズムについて理解できる。
2．市場（顧客）に対してアプローチしていくための戦略を構築できる知識、ノウハウを理解できる。
3．マーケティング発想に基づき、企業のマーケティング戦略を企画することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズムについて戦略の観点から、学んでいきます。自分自身
がめざす進路に向けて、自ら行動し積極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に基本を学んでいきましょう。またマーケティング概論、
マーケティング戦略論Ⅱをあわせて履修することをお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

060400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで「マーケティ
ング戦略論Ⅰ」の概要等を復習しておくこと。

2時間対面

第2回 消費者ニーズの発見
マーケティングにおける課題設定の重要性について解説し、消費者の
ニーズについて議論します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第3回 セグメンテーション
セグメンテーションの定義や基準について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第4回 ターゲッティング
ターゲッティングの重要なアプローチについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第5回 製品戦略
製品戦略について説明し、具体的な商品について企画します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第6回 ポジショニング
差別化を図るポジショニング戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として参考書のを読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第7回 中間発表1
商品企画についてプレゼンテーションを行います。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面
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第8回 中間発表2
商品企画についてプレゼンテーションを行います。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面

第9回 小括
中間発表の内容についてまとめ、コメントやアドバイスを行います。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として参考書のを読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

3時間オンデマンド

第10回 価格戦略と流通戦略
適切な市場参入のための価格戦略と流通戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 プロモーション戦略
プロモーション戦略について解説し、広告案について議論します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第12回 最終発表1
グループでの最終のプレゼンテーションを行います。受講生の皆さんの
発表をもとに、マーケティング戦略について議論していきます。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

5時間対面

第13回 最終発表2
グループでの最終のプレゼンテーションを行います。受講生の皆さんの
発表をもとに、マーケティング戦略について議論していきます。

事前学修として授業でこれまで配布した資料を事前に読
み、発表準備をする。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面

第14回 最終発表3
グループでの最終のプレゼンテーションを行います。受講生の皆さんの
発表をもとに、マーケティング戦略について議論していきます。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修としてこれまでの講義資料の学修した内容を読
んで復習しておくこと。

2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティング戦略論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 戦略の観点からマーケティング活動を企画する。

授業の目的及び概要
この授業は、企業活動におけるマーケティングの役割に焦点を合わせ、主に、デモグラフィック、サイコグラフィック等の市場細分化の軸の選択、決定と
市場細分化の実施、標的市場の選択、決定、ポジショニングや、マーケティング・ミックスにおける、製品（商品）、価格、チャネル、プロモーションの最適
決定について、戦略の観点から考察する。さらに、それらの役割や機能等のメカニズムについて理解し、市場（顧客）に対しアプローチしていくための戦
略を構築できる力をつけることを目指す。

学修の到達目標
1．マーケティングの役割や機能等のメカニズムについて理解できる。
2．市場（顧客）に対してアプローチしていくための戦略を構築できる知識、ノウハウを理解できる。
3．マーケティング発想に基づき、企業のマーケティング戦略を企画することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業活動におけるマーケティングの役割に焦点をあわせ、マーケティングの機能等のメカニズムについて戦略の観点から、学んでいきます。自分自身
がめざす進路に向けて、自ら行動し積極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に基本を学んでいきましょう。またマーケティング概論
をあわせて履修することをお勧めします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

060400

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで「マーケティ
ング戦略論Ⅰ」の概要等を復習しておくこと。

2時間対面

第2回 消費者ニーズの発見
マーケティングにおける課題設定の重要性について解説し、消費者の
ニーズについて議論します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第3回 セグメンテーション
セグメンテーションの定義や基準について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第4回 ターゲッティング
ターゲッティングの重要なアプローチについて解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第5回 製品戦略
製品戦略について説明し、具体的な商品について企画します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第6回 ポジショニング
差別化を図るポジショニング戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として参考書のを読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

4時間対面

第7回 中間発表1
商品企画についてプレゼンテーションを行います。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面
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第8回 中間発表2
商品企画についてプレゼンテーションを行います。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面

第9回 小括
中間発表の内容についてまとめ、コメントやアドバイスを行います。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として参考書のを読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

3時間オンデマンド

第10回 価格戦略と流通戦略
適切な市場参入のための価格戦略と流通戦略について解説します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第11回 プロモーション戦略
プロモーション戦略について解説し、広告案について議論します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

4時間対面

第12回 最終発表1
グループでの最終のプレゼンテーションを行います。受講生の皆さんの
発表をもとに、マーケティング戦略について議論していきます。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として講義資料と参考書のこれまで学修した内
容を読んで復習しておくこと。

5時間対面

第13回 最終発表2
グループでの最終のプレゼンテーションを行います。受講生の皆さんの
発表をもとに、マーケティング戦略について議論していきます。

事前学修として授業でこれまで配布した資料を事前に読
み、発表準備をする。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面

第14回 最終発表3
グループでの最終のプレゼンテーションを行います。受講生の皆さんの
発表をもとに、マーケティング戦略について議論していきます。

事前学修として講義資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として講義資料を読んで授業で得た知識を復習
しておくこと。

5時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修としてこれまでの講義資料の学修した内容を読
んで復習しておくこと。

2時間対面

－191－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティングリサーチ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 実証研究事例から学ぶ「消費者心理と購買行動分析」のための多変量解析、共分散分析、調整効果分析、媒介効果分析

授業の目的及び概要
マーケティング・商品開発、行動経済学、人的資源管理、管理会計分野等の卒業論文の作成において、学術的な実証的研究をするために必要な統計
分析手法について手ほどきをする。
授業で採り上げる分析手法については、経営学分野を中心とする様々な社会科学・人文科学系の学会を梯子して拝聴し、最近の学会報告の中で用い
られていた手法の中から比較的易しく、初心者にも扱えそうなものを集めている。「意識・感情」等の目に見えない「構成概念」の統計量の測定や、潜在
的な原因による結果への影響力を分析するためには、社会心理学的なアプローチによる分析手法が有益である。さらに、本学経営学科の教育特色と
する「顧客や同僚など他者の気持ちを推察する」ための分析にもこだわり、人的資源管理における「能力・モチベーション」、財務分析におけるブランドや
社風等の「無形資産」をはじめ、先端的な分析に対応する。
心理統計学を基礎とするマーケティングリサーチではいずれも一般的な手法だが、様々な実証研究事例を暗記するのではなく、アイディアを学び各自
の研究に生かす「応用力」に期待する。

学修の到達目標
到達目標は、マーケティング・商品開発、行動経済学、人的資源管理、管理会計分野の研究で、下記の統計分析手法を理解し、使えるようになることで
ある。具体的な項目に分解すると多くなるが、到達度を測定する項目を予め絞り混み公開する。授業期間中に全てに到達することは想定していない。そ
れぞれの所属ゼミでの研究活動に応用し、実践する中で定着していけば良い。

1．因子分析
・潜在因子を正しく抽出し、測定尺度としての妥当性を判断できる。
・因子得点から標本を類型化できる。
2．重回帰分析
・出力結果からモデルの妥当性を判断し、目的変数への各説明変数の影響力を分析できる。
・単回帰係数、非標準化偏回帰係数、標準化偏回帰係数の意味の違いを説明できる。
・説明変数を過剰に用いた場合に発生する問題を理解し、解決できる。
3．共分散構造分析
・ｔ検定と分散分析を使い分けることができる。
・複数の要因が重なって発生する交互作用の存在を判定できる。
・2要因の比較で、要因以外の条件の違いを統計的に調整して分析できる。
4．調整効果分析
・重回帰分析に、促進要因や抑制要因を加えた場合の説明変数の影響力の変化を分析できる。
5．媒介効果分析
・複数の要因が混ざった原因と結果の因果関係を、直接効果と媒介変数を経由する間接効果とに分解できる。
・間接効果の存在を、ブートストラップ検定により示せる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１．講義内容に関する質問については、授業内で受け付けて回答する。
２．PC実習の質問については、復習時にオンデマンド動画で対応する。
３．テストに対しては、正解と講評を示しフィードバックする。
４．授業改善のためのアンケートを実施し、回答結果に対する改善案を示しフィードバックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

英国で研究をされた亀田教授によれば、世界標準の経営学研究は、理論をより厳密化し科学的に考察するために、統計分析を重視する潮流がみられ
るそうである。
現在では、研究手法が従来のケーススタディを中心とする帰納法的アプローチから、仮説を立ててデータを集め、統計処理して分析する演繹的アプ
ローチが主流になっている。
ここで、研究テーマは無数にあるが、分析に用いる統計手法は限られていることに気づいて欲しい。つまり分野横断的に分析の流れは類似しており、特
にマーケティング分野では、消費者心理、購買行動、商品開発、広告効果、デザイン選好等の分析に心理学的な統計手法が積極的に導入されてきた
のである。

本授業で扱う多変量解析や媒介効果分析等は、大学院生も共通に学んでいる分析手法で、Excelで分析できるレベルを超えているため、PC実習では
専門のフリーソフトを用いる。
原則として、「ビジネス統計学Ⅰ・Ⅱ」の単位を取得し、マーケィングや製品開発の専門職、大学院進学志望、学生研究発表大会や懸賞論文等で勝負に
出たい人等を対象としている。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

300

250450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

清水裕士・荘島宏二朗『社会心理学のための統計学』
誠信書房　2800円+税

参考書

石川美智子・松本みゆき『教育を科学する力、教師のための量的・質的研究法』
学術研究出版 3000円＋税

ISBN978-4-414-30189-
2　C3311

ISBN978--86584-319-4 
C0037

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第１章　心についての構成概念の測定①
「構成概念」の測定尺度と実習で使うソフトウエア１

「態度」とは、体験より獲得する心の状態で、人の周りの対象に対して、
行動を起こしたり変えたりする構成概念である。例えばファンの心理を
直接に測定することはできないが、支援願望、憧憬、到達目標、生き甲
斐、献身・自己犠牲等の感情の度合いより推定される。このようにそれ
自体は直接には観測できないが、現象を説明するのに便利な科学的な
仮定を構成概念という。構成概念の測定法を「態度」を事例として講義
する。
テキストpp.1-18を理解すること。

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】フリーソフトウエアをインストールして、動作を確認
して下さい。

4時間対面

第2回 第１章　心についての構成概念の測定②
「構成概念」の測定尺度と実習で使うソフトウエア２

第１講　「自尊心」の測定方法
第２講　分析に用いる統計手法
第3講　フリーソフトウエアによるPC実習：　データ読込、データ変換、基
本統計、ヒストグラム、I-T相関

【予習】テキストpp.1-18を熟読してくること
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第3回 第２章　対人認知構造を明らかにする
因子分析1　潜在因子の抽出

無数にある色彩も、わずか３色の原色で構成されている。このように複
雑な観測データ（結果）を、少ない潜在因子（原因とする構成概念）に集
約し、因子の意味を割り出す統計手法を因子分析という。
「他人に対する印象形成の構造解明」を分析事例とし、因子分析の手
法を説明する。
ある人物Aの印象について10項目の質問を行い得られた回答者200人
の評価結果より、人の印象がどのような潜在的要因によって形成され
ているのか、因子分析による構造解明を実習する。
実習では、因子数の決定、計算手法・軸回転手法の選択、出力結果の
解釈の順に通して進めるが、オプション選択の組合せの調整を加えて、
分析結果の向上向けた試行錯誤も必要である。

第1講　他者への印象形成と対人認知次元
第2講　因子分析の考え方
第3講　因子分析を体験してみる
第4講　因子分析のための行列計算

テキストpp.20-28を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい。

4時間対面

第4回 第２章　対人認知構造を明らかにする②
因子分析2　因子得点と尺度得点による類型化とポジショニング

人は幼児期の親子関係から愛情を得るための心の仕組み（愛着）を形
成し（内的作業モデル）、成人後の自己や他者に対して持つ期待や信
念の個人差のことを「成人の愛着スタイル」という。
「成人の愛着スタイル」について、Bartholmew&Hoerwitz(1991)は、「自
己に対する自信」と「他者に対する信頼」の測定尺度による座標系を想
定し、それぞれの回答者を座標上の因子得点（構成概念の測定値）に
位置付け、４タイプに類型化した。ここでは、日本の測定尺度研究事例
の短縮版を用いて、サンプルデータの類型化を実習する。

第１講　因子分析の理論
第２講　因子分析の手順と分析
第３講　パソコン実習（別の動画）
第４講　マーケティングリサーチへの応用

テキストpp.29-39を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】オンデマンドのPC実習動画教材を視聴し。実習課
題を提出して下さい（2時間）。

4時間対面

第5回 第３章　他者への期待や信念の類型化－尺度の信頼性と妥当性
因子分析3　因子分析のディテールおよび分析結果の評価

前回作成した因子得点を測定する評価尺度の信頼性（安定性と一貫
性）をクローンバックα係数、ω係数等を用いて評価し、妥当性（関連基
準、内容的、構成概念）についても検討をする。

第1項　マーケティングにおける他者理解の意義
第2講　愛着スタイルと先行研究
第3講　実習の分析内容：「学生の恋人に対する想い」
第4講　因子分析３（上級者編）
第5講　尺度の信頼性と妥当性の検討
第6講　被験者の測定結果

テキストpp.40-56を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第6回 STP戦略におけるポジショニング
因子分析の応用

テキストにはありません。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い。
【復習】実習課題を提出して下さい。

4時間対面

第7回 第４章　似ている人は好き 
回帰分析1　単回帰分析と分析結果の評価

他者のことを好きになることを「対人魅力」という。Byrne＆Nelson
（1965）による「初対面でも、自分と「態度」が似ている人を好きになる」と
する「類似性魅力仮説」の実証事例について、単回帰分析の実習をす
る。単回帰の既習者も多いだろうが、ここではより専門的に、回帰分析
を実行するための前提（残差の独立性・分散均一性・正規性）や予測力
の評価にも留意する。

第1講　類似性魅力仮説
第2講　回帰分析の理論
第3講　本日の実習概要
第4講　出力結果の解釈

テキストpp.57-72を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い。
【復習】実習課題を提出して下さい。

4時間対面

第8回 第５章　一緒にいたい気持ちを予測する　
回帰分析2　重回帰分析に因子分析の結果を利用する

「ある対象と関りをもちたい」という心理的な強度を「コミットメント」とい
う。Rusbult（1980）は、「対人関係へのコミットメントがどのように形成さ
れるのか」について、「コミットメント＝関係に近づける力−遠避ける力＋
留めようとする力」の葛藤であるとする「投資モデル」を用いて解明し
た。しかし、分析に用いるデータは構成概念であり直接には計測できな
い。そこで因子分析によりこれらの因子得点を測定し、重回帰分析に利
用するのである。
「コミットメントを予測する投資モデル」にいて、３つの説明変数の影響力
を比較し、多重共線性の問題とその解決について検討する。

第1講　イントロダクション
第2講　ラズバルトの投資モデル
第3講　本日の実習概要
第4講　重回帰分析と偏回帰係数
第5講　効果量と標準偏回帰係数
第6講　多重共線性の問題

テキストpp.73-90を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面
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第9回 中間試験の講評と正解

第１講　中間試験の講評
第２講　中間試験の正解
第３講　授業改善アンケート結果報告

試験範囲の復習（3時間）
中間試験を受験（1時間）

4時間オンデマンド

第10回 共第6章　集団への所属意識を予測するものは①
分散分析(ANCOVA)1　効果比較の分析

変数間の因果関係を分析する「共分散構造分析」と、グループ間の平
均との差を検定する「共分散分析」は別な分析手法である。共分散分析
を学ぶ前の準備として、分散分析を復習しておく。

第1講　一要因分散分析
第2講　2要因分散分析とは
第3講　2要因分散分析の理論
第4講　多重比較の補足説明

テキストにはありません
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第11回 第6章　集団への所属意識を予測するものは②
共分散分析(ANCOVA)2　共分散分析と重回帰分析の関係

自分を集団によって定義したり認識することを「社会的アイデンティティ」
といい、それは集団内における他集団との区別の意識の有無より実証
される。「他社との比較」により、「自社への愛着度」が高まるかを共分
散分析により検証する。この分析に必要な不等価群事前事後テスト計
画、余剰変数の統制、共変量などの考え方について講義する。「他社と
の比較」意識による「自社への愛着度」の促進効果について、①実験群
と統制群との

テキストpp.91-106を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い。
【復習】オ実習課題を提出して下さい。

4時間対面

第12回 第7章　リーダーシップ・スタイルの相乗効果
階層的重回帰分析と調整効果分析1　調整効果分析の概要

三隅(1996)のPM理論では、リーダーシップの機能には、P
（Performance：課題達成）機能と M(Maintenance：関係維持)機能の２つ
があるとし、リーダーシップ・スタイルを両機能の高低の組合せで４つに
類型化した。P型リーダー、M型リーダーによるモチベーション管理にお
いて、残る他方の機能による調整効果（相乗効果）について、階層的重
回帰分析を用いて検証する。単純勾配変化からも検討する。
なお、この考え方を、新製品の開発、顧客満足度改善等、多方面の
マーケティング戦略に応用することを期待している。

第1講　リーダーシップ研究の系譜
第2講　交互作用とは
第3講　ＰＭ理論と本日の分析概要
第4講　調整効果分析の理論

テキストpp.107-125を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第13回 第８章　心の文化差を説明する媒介効果分析
媒介効果分析

「自分に対して、人は危害を加えない」という意識を一般的信頼という。
Yuuki et al.(2007)は、「流動性が高い環境では一般的信頼が必要だ
が、人間関係が固定的な環境では不要」、すなわち、「関係流動性が一
般的信頼に関する文化の差の要因である」とした。「日米間の一般的信
頼の文化の差に、関係流動性が影響している」という仮説について、媒
介分析による4段階の手続きを踏む実証を実習する。さらに「日米間の
一般的信頼の文化の差における関係流動性による間接効果」の有意
性について、①ソベル検定、②ブートストラップ法を用いた検定を実習
する。

テキストpp126-141を理解すること。
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第14回 一般化線形回帰

第１講　一般化線形回帰分析
第２講　ロジスティック回帰分析の考え方
第３講　ロジスティック回帰分析の例題
第４講　シグモインド関数とロジスティック関数
第５講　プロビット回帰分析とトービット回帰分析
テキストにはありません

テキストにはありません
【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い
【復習】実習課題を提出して下さい

4時間対面

第15回 総括

後半の授業で学習してきたことを総括し、質疑応答の時間を確保して、
不明な点、研究の相談に対応する。

これまで勉強してきた実習課題を中心に復習し、不明な点
を確認すること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 マーケティングリサーチ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 消費者調査の仕組みと分析方法を理解する。

授業の目的及び概要
商品の売り上げは大きくは市場の趨勢に従うが、商品力、価格、販売促進、販売チャネル等のマーケティング戦略にも左右される。この授業は、マーケ
ティング実務において、データから顧客の潜在的な心理を把握するために、統計分析の応用能力を養う。将来の市場規模を定量的に予測するほか、顧
客別の購買予測、ニーズに合致する商品ブランドの提案、商品開発や広報展開のための潜在的ニーズの把握や感性的評価等の定性的な分析に用い
る統計的な手法を修得することを目的とする。具体的には、消費者調査およびデータ収集を行い、分散分析と回帰分析の実践を通して、統計的仮説検
定に立脚したデータ分析の基本的な考え方と技法を学ぶ。実習では具体的な分析課題を想定し、分析結果について考察する。

学修の到達目標
1．消費者調査の進め方について理解し、実践することができる。
2．調査を遂行し、適切な統計的手法を用いて分析することができる。
3．統計的分析の結果をまとめ、プレゼンすることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、ディスカッション、メールでフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本講義はマーケティング・リサーチにおいて実際の消費者調査を行い、分析から結果を読み解く、一連のプロセスを演習します。マーケティング概論を
履修していることが望ましいです。自分自身がめざす進路に向けて、自ら行動し積極的なアクションがとれるビジネスパーソンを目指して一緒に基本を
学んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

010900

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

参考書の指定は行いません。必要な資料は適宜授業内で指示します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで本講義の流
れを確認しておくこと。

2時間対面

第2回 マーケティングリサーチの進め方
マーケティングリサーチを行うための手順について解説します。

事前学修として配布資料や参考書の第2章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第3回 リサーチ・デザインとデータ形式
調査目的に応じたデザインとデータ形式の決定について解説します。

事前学修として配布資料や参考書の第4章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第4回 リサーチ対象の選定
調査目的にあった対象の選定やサンプルサイズの決め方について解
説します。

事前学修として配布資料や参考書の第5章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第5回 量的調査
量的データの収集方法や調査方法について解説します。

事前学修として配布資料や参考書の第7章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面
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第6回 調査設計(1)
第2回から第5回までの講義内容を振り返り、調査設計を行います。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第7回 調査設計(2)
第2回から第5回までの講義内容を振り返り、調査設計を行います。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第8回 調査実施
第6、7回に設計した調査を行います。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第9回 データの前処理
量的データを分析するために収集したデータを操作します。

事前学修として配布資料や参考書の第8章を事前に読ん
でおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第10回 データの分析(1)
データを簡略にまとめる単純集計を実習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 データの分析(2)
調査目的にあった分析手法を用い、データの分析を行います。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 結果の解釈
分析した結果の解釈やまとめ方について解説します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 マーケティング・リサーチのまとめ
調査目的、調査設計、分析、結果の一連のプロセスのまとめ方を実習
します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第14回 最終発表1
まとめた資料を発表します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

5時間対面

第15回 最終発表2
まとめた資料を発表します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス統計学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 学生研究発表大会報告や卒業研究に統計手法を活用しよう

授業の目的及び概要
区間推定、仮説検定、影響分析、予測、最適化等の基礎的な推測統計学をPC実習形式で学びます。現代の経済、経営、社会、心理、教育、医学等の
分野に応用されているので手強そうにみられていますが、扱う統計理論は100年以上も昔、コンピュータも電卓もなかった時代の英国を中心に研究され
たもので、今ではExcelの分析ツールで、誰でも簡単に計算ができてしまいます。授業では統計学的な考え方と出力結果の解釈をしっかり学んで下さ
い。学生研究発表大会や卒業研究にぜひ活用して下さい。ただし、学内で上位入賞を目指すには、上位科目の「マーケティングリサーチ」まで必要で

学修の到達目標
１．標本データの分布状況について、基本統計量を中心とする要約ができる。
２．標本データから、母集団の平均値を区間推定できる。
３．複数の標本のデータ間の統計量の差について、適切な手法を使い分けて仮説検定を行うことができる。
４．分散分析の概念を理解し、分析結果を正確に解釈することができる。
５．分散共分散行列や相関係数行列を使用して、データ分析ができる。
６．最小2乗法を理論的に理解し、回帰分析を用いた分析ができる。
７．Excelのソルバーを利用して、最適化や数値解を求められる。
８．データに基づき原因と結果の間の関係を、数学的に関係づけることができる。
９．単回帰分析の出力結果を正確に解釈できる。
10．回帰分析で初歩的な統計上の問題が生じた場合に、適切な処置ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

反転授業

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「ビジネス統計学I」と「ビジネス統計学Ⅱ」の関係は、「初級」と「中級」というよりも、むしろ「手動運転」と「自動運転」の関係に近いイメージです。両方学
ぶことが望ましい。

春学期開講「ビジネス統計学I」（深瀬）：Exclの基本操作（プログラム化されてない）
秋学期開講「ビジネス統計学Ⅱ」（深瀬）Exclのデータ解析ツール（プログラム化）　　　　　　　
春学期開講「マーケティングリサーチ」（深瀬）：Excel非対応の多変量解析（プログラム化）

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

300

2003614

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『Excelで簡単統計学  分析ツールを使いこなそう！』，上田太一郎監修　近藤宏・淵上美喜・末吉正成・村田
真樹，オーム社，2007年，２８００円

参考書

『ビジネスデータの分析リテラシーと活用』、寺島和夫編著、文能照之、西岡久允、小林正樹、伊藤伸一、栢木
紀哉、日野和則、野間圭介、同文館2020年、2900円

9784274066917

9748-4-495-39033-4

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 基本統計量1

（1）平均
（2）最小、最大、範囲
（3）中央値（メジアン）、最頻値（モード）
（4）標準偏差、分散
（5）尖度、歪度
（6）合計、標本数

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第2回 基本統計量2

第１講　標準偏差と偏差値
第２講　標本抽出
第３講　標準誤差

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面
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第3回 標準誤差の補足説明　

中心極限定理
確率密度関数
区間推定

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第4回 統計分析に用いる数式と確率分布関数

第１講　ガンマ関数
第２講　ベータ関数
第３講　ｔ分布
第４講　Ｆ分布
第５講　χ2乗分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第5回 仮説検定1

第１講　平均の差の検定（1）z検定、　
第２講　分散の差の検定　F検定
第３講　トピックス：Studentのｔ分布

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第6回 仮説検定2

第１講　平均の差の検定（2）　t検定（等分散／異分散）
第２講　平均の差の検定（3）　t検定（対応あり）

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第7回 中間テスト
第2回～第7回までに学修してきた内容について中間テストを行います。

【予習】今までの授業をよく復習して下さい（3時間）
【復習】動画を視聴して、正解と解き方を確認して下さい（1
時間）

4時間対面

第8回 分散分析（ANOVA)1

第１講　平均周り変動の分解
第２講　一元配置の分散分析

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第9回 分散分析(ANOVA)2

第１講　二元配置の分散分析（繰り返しなし）
第２講　二元配置の分散分析（繰り返しあり）

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間オンデマンド

第10回 相関と共分散

第講　1．共分散と相関
第講　2．行列の積の計算
第講　3．分散共分散行列
第講　4．相関係数行列
第講　5．資産運用への応用

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第11回 回帰分析１

第1講：回帰直線と最小2乗法（OLS）
第2講：Excelソルバーの使い方
第3講：ExcelソルバーによるOLS推定
第4講：Excelソルバーの応用

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第12回 回帰分析２

単回帰分析から重回帰分析へ
第講　(1)最小2乗法の復習と補足説明
第講　(2)Excel分析ツールによる回帰分析
第講　(3)単回帰分析から重回帰分析へ
第講　(4)多重共線性問題

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第13回 回帰分析３

回帰分析の応用１
第講　(1)ダミー変数の利用
第講　(2)数量化理論I類
第講　(3)変数変換と非線形回帰

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第14回 時系列予測

第１講　TCSI要因分解
第２講　移動平均
第３講　指数平滑法
第４講　周波数領域

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してきてくださ
い（2時間）
【復習】実習課題を提出して下さい（2時間）

4時間対面

第15回 総括
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として授業で配布した資料を事前に読み、予習
しておくこと。
事後学修として授業で配布した資料と参考書のこれまで
学修した部分を読んで復習しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネス統計学Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスにおいて必要となる基礎統計の理論と手法を理解する。

授業の目的及び概要
情報化時代のビジネス・経営の世界では、仕事の経験から得られる知識や勘に加え、取組事業の効果検証及び評価、採算性・収益性の予測、経営資
源配分の変化に伴う効率化等々の科学的なデータ分析による支援が、戦略的な意思決定を成功に導く鍵となっている。この授業は、ビジネスの世界で
頻繁に遭遇する問題・課題を取り上げ、分析の幅を広げ、経営戦略上の新たな発見につなげるような知識と手法を身につけることによって、将来に生か
せる統計学を修得することを目的とする。

学修の到達目標
1．データ分析の必要性や手順を理解し、説明することができる。
2．データの分布を理解し、応用することができる。
3．データの特性や目的における適切な分析手法について理解し、Excelを利用して分析を実行できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネス業界において、データに基づく戦略の重要性がより強調されています。本講義はデータ分析における必要な基礎統計の概念や手法について説
明します。とくに統計手法についてExcelを用いて演習します。春学期のビジネス統計学Iを受講した方の履修を勧奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0040

00600

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

①　１からのマーケティング分析、恩藏直人・冨田健司、碩学舎、2011年 
②　経営・商学のための統計学入門、竹内広宜、講談社、2021年

なし

①　9784502683602
②　9784065251614

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。
事後学修として講義資料を読んでマビジネス統計学IIの講
義の流れを確認しておくこと。

2時間対面

第2回 ビジネス統計学1の振り返り
データの特徴と仮説について説明します。

事前学修として講義義資料や参考書1の「第2章〜第7章」
を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第3回 データの背景
確率変数、確率分布、期待値について解説します。

事前学修として講義資料や参考書2の「Chapter 10 確率
変数、確率分布、期待値」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第4回 代表的な分布(1)
正規分布、t分布について解説します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第5回 代表的な分布(2)
カイ二乗分布について解説します。

事前学修として配布資料や参考書1の「第8章 χ2検定」を
 事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第6回 代表的な分布(3)
二項分布、指数分布について解説します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面
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第7回 「第2回～第6回の学修内容の再確認」
第2回～第6回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、主に事
例として取り上げ、これまで学修した理論を使ってどのように考えられる
のかを再確認します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第8回 分布を用いた課題解決(1)
Excelを用いて、正規分布、t分布を用いた課題解決を演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第9回 分布を用いた課題解決(2)
Excelを用いて、カイ二条分布を用いた課題解決を演習します。

事前学修として配布資料や参考書1の「第8章 χ2検定」を
 事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第10回 分布を用いた課題解決(3)
Excelを用いて、二項分布、指数分布を用いた課題解決を演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第11回 「第8回～第10回の学修内容の再確認」
第8回～第10回までに学修してきた内容の再確認を進めるため、主に
事例として取り上げ、これまで学修した理論を使ってどのように考えられ
るのかを再確認します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第12回 データの前処理
Excelを用いて、データを処理する方法について解説し、演習します。

事前学修として配布資料を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第13回 回帰分析(1)
回帰分析の目的と分析手順について説明します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第11章 回帰分
析」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第14回 回帰分析(2)
Excelを用いて、回帰分析を演習します。

事前学修として講義資料や参考書1の「第11章 回帰分
析」を事前に読んでおくこと。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

4時間対面

第15回 最終レポート
これまで取り扱ってきた内容について振り返るとともに、あらためて重要
なポイントは何かについて確認します。

事前学修として講義資料を事前に読み、予習しておくこ
と。
事後学修として授業で配布した資料を読んで授業で得た
知識を復習しておくこと。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 広告論＜広告心理論＞（経営学部）／広告心理論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石川　靖之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 広告作成のワークを通じた論理的思考力とコミュニケーション力の養成

授業の目的及び概要
「広告はラブレター」と言われます。すぐれた広告とは、伝えたい相手に的確に自分の言いたいことを伝えることです。本授業では、実際の広告制作手法
の基礎を学び、実際のキャッチフレーズ制作を通して、社会人基礎力として重要な論理的思考力やコミュニケーション力を身につけていただくことを目的
としています。
また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定し、授業終了後に達成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得
と目標達成意識の醸成につなげます。

学修の到達目標
就活で使える「自分キャッチフレーズ」など５回の「キャッチフレーズ」の企画及び論理的文章の作成及びそれに対する解説を通して、論理理的思考力を
養うことができます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義後の授業は前回の復習を行います。実践課題はラーニングポータルに提出していただき、講評します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を5年、制作会社でイベントや各種広告・販促物・音楽の企画制作等で15年の勤務経験を経た後、自
らの会社を起業。大手企業から行政、中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で30年以上の実務経験を有しており、現在も
現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今
後の可能性について解説する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるか
がポイントです。
課題が全５回と多い授業のため、受講者自身の積極的な参加と継続的な向上心が必要。課題未提出では単位取得できません。
※コピーライティング中心の授業のため、日本語が問題なく使える語学力が必要です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。ラーニングポータルにアップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ガイダンス
教員自己紹介。授業の進め方・注意点説明

事前：シラバスをよく読み、受講によって達成したい目標を
考えておくこと（1時間程度）

1時間対面

第2回 ●伝わる広告とは？
広告制作手法の基礎知識

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間対面

第3回 ●自分を知る
マーケティング分析手法のひとつ「３Ｃ分析」を学んだ後、将来の仕事を
考える時、どうしても譲れないこと＝自分のキャリアアンカーを知るワー
ク

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間対面

第4回 ●相手を知る
ターゲット設定方法として「ペルソナ分析」を学ぶワーク

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間対面

第5回 ●課題①
自分キャッチフレーズ制作（ラーニングポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面
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第6回 ●課題①
提出分の中から発表・講評・ディスカッション。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（2時間程度）

3時間対面

第7回 ●課題②
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面

第8回 ●課題②
提出分の中から発表・講評・ディスカッション。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第9回 ●課題③
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面

第10回 ●課題③
提出分の中から発表・講評・ディスカッション。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第11回 ●課題④
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面

第12回 ●課題④
提出分の中から発表・講評・ディスカッション。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第13回 ●課題⑤
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間対面

第14回 ●課題⑤
提出分の中から発表・講評・ディスカッション

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：これまでの資料を復習しておくこと（4時間程度）

5時間対面

第15回 講義の総括。これまでの振り返りをオンデマンド動画で行います。 事前：これまでたてた目標の達成状況を確認しておくこと
（1時間程度）
事後：これまで学んだ事を復習しておく（4時間程度）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 広告論＜広告心理論＞（経営学部）／広告心理論（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石川　靖之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 広告作成のワークを通じた論理的思考力とコミュニケーション力の養成

授業の目的及び概要
「広告はラブレター」と言われます。すぐれた広告とは、伝えたい相手に的確に自分の言いたいことを伝えることです。本授業では、実際の広告制作手法
の基礎を学び、実際のキャッチフレーズ制作を通して、社会人基礎力として重要な論理的思考力やコミュニケーション力を身につけていただくことを目的
としています。
また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と
目標達成意識の醸成につなげます。

学修の到達目標
就活で使える「自分キャッチフレーズ」など５回の「キャッチフレーズ」の企画及び論理的文章の作成及びそれに対する解説を通して、論理理的思考力を
養うことができます。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実践課題はラーニングポータルに提出していただき、次回授業で全体講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を5年、制作会社でイベントや各種広告・販促物・音楽の企画制作等で15年の勤務経験を経た後、自
らの会社を起業。大手企業から行政、中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で30年以上の実務経験を有しており、現在も
現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今
後の可能性について解説する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるか
がポイントです。
課題が全５回と多い授業のため、課題未提出者は単位取得できません。
※コピーライティング中心の授業のため、日本語が問題なく使える語学力が必要です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

005050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。ラーニングポータルにアップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ガイダンス
教員自己紹介。授業の進め方・注意点説明

事前：シラバスをよく読み、受講によって達成したい目標を
考えておくこと（1時間程度）

1時間オンデマンド

第2回 ●伝わる広告とは？
広告制作手法の基礎知識

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間オンデマンド

第3回 ●自分を知る
マーケティング分析手法のひとつ「３Ｃ分析」を学んだ後、将来の仕事を
考える時、どうしても譲れないこと＝自分のキャリアアンカーを知るワー
ク

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間オンデマンド

第4回 ●相手を知る
ターゲット設定方法として「ペルソナ分析」を学ぶワーク

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（2時間程度）

3時間オンデマンド

第5回 ●課題①
自分キャッチフレーズ制作（ラーニングポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド
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第6回 ●課題①
提出分の中から発表・講評。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（2時間程度）

3時間オンデマンド

第7回 ●課題②
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド

第8回 ●課題②
提出分の中から発表・講評。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第9回 ●課題③
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド

第10回 ●課題③
提出分の中から発表・講評。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第11回 ●課題④
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド

第12回 ●課題④
提出分の中から発表・講評。次回課題発表

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：次回課題の情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第13回 ●課題⑤
課題のオリエンの後、個別ワークにてキャッチフレーズを制作（ラーニン
グポータルに提出）

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題を制作し「Learning Portal」にアップすること（4
時間程度）

5時間オンデマンド

第14回 ●課題⑤
提出分の中から発表・講評。

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：これまでの資料を復習しておくこと（4時間程度）

5時間オンデマンド

第15回 講義の総括 事前：これまでたてた目標の達成状況を確認しておくこと
（1時間程度）
事後：これまで学んだ事を復習しておく（4時間程度）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 社会心理学　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

上田　智巳

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 社会における人間の心理と行動、他者が個人の行動に及ぼす影響

授業の目的及び概要
わたしたちは、さまざまな他者や集団・組織との関わりの中で、社会生活を営んでいます。この授業では、自己とは何か、他者についての印象はどう
やって形成されるのか、対人関係や対人コミュニケーション、集団心理などについて、事例（実験や調査など）も紹介しつつ、解説します。

学修の到達目標
社会生活における人と人との関わりや、人と社会の関わりの中で生じる事柄を科学的に（研究によって見出された客観的事実に基づいて）理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストについては、実施後に解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

わたしたちは、「ある個人の行動は、主にその人自身が持つ要因（性格、能力、信念など）によって決定される」と考えがちです。しかし、多くの社会心理
学的研究によって、他者の存在が個人の行動や意思決定に大きな影響を及ぼしていることが明らかになりました。社会心理学を学ぶことで、人間とそ
の行動について、以前とは違った見方ができるようになると思います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

社会心理学〔補訂版〕，池田謙一・唐沢穣・工藤恵理子・村本由紀子，有斐閣 ，2019年

なし

9784641053878

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 この講義の概要、全体像について学びます。 【予習】シラバスの内容をよく確認しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第2回 社会心理学の定義、成り立ち、研究方法などについて学びます。 【予習】前回の授業資料、ノートを読み直し、前回の内容を
整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第3回 対人認知（他者がどのような人物であるかを推論すること）について学
びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第4回 原因帰属（ある出来事の原因を推論し、自分なりに原因を特定するこ
と）について学びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第5回 態度（ある対象に対する感情や評価のこと）について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面

第6回 自己について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

3時間対面
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第7回 対人関係について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第8回 これまでの講義内容を振り返ります。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、これまでの
講義で得た知識を再確認・整理してください。

4時間オンデマンド

第9回 コミュニケーションについて学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第10回 集団・組織について学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第11回 集合行動（不特定多数の人々が、それぞれに影響を及ぼし合いつつ、
同様の行動にいたるような現象）について学びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第12回 個人の判断や意思決定に他者の存在がどのように影響するかについ
て学びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第13回 文化による思考様式等の違いについて学びます。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第14回 社会心理学と他の学問分野の繋がりや、社会心理学的知見の現実場
面への応用について学びます。

【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】この回の授業資料、ノートを読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

5時間対面

第15回 これまでの講義内容を全体的に振り返ります。 【予習】前回までの授業資料、ノートを読み直し、前回まで
の内容を整理しておいてください。
【復習】これまでの授業資料、ノートを読み直し、これまで
の講義で得た知識を総復習してください。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 商品開発論＜製品開発論＞（経営学部）／製品開発論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石川　靖之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商品開発のプロセスの学修を通じたマーケティング能力の養成

授業の目的及び概要
商品開発の流れを通してマーケティングの基礎知識を学んだ後、後半はその知識をもとに、具体的な商品開発の企画書を作成し、論理的思考の習得
にもつなげます。マーケティングの基礎知識から講義をするので、マーケティング関連の受講がなくても大丈夫です。
また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と
目標達成意識の醸成につなげます。

学修の到達目標
あらゆる仕事に役立つマーケティングの考え方を習得するため、SWOT分析、ターゲティング、差別化、ベネフィット、4P分析の各課題をなんらかの根拠
をもって作成することで論理的思考力が身につきます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義授業の翌週は前回の復習を行います。また、提出した課題は受講者にフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を5年、制作会社でイベントや各種広告・販促物・音楽の企画制作等で15年の勤務経験を経た後、自
らの会社を起業。大手企業から行政、中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で30年以上の実務経験を有しており、現在も
現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今
後の可能性について解説する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるか
がポイントです。実務で使えるレベルの内容のため、全授業の出席はもとより、受講者自身の積極的な参加と継続的な向上心が必要。単位取得のみの
目的ではついてこれません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

007030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。ラーニングポータルにアップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ガイダンス
教員自己紹介。授業の進め方・注意点について説明

事前：シラバスをよく読み、本授業で達成したい目標を決
めておくこと

1時間対面

第2回 ●商品開発の流れ～マーケティングの基礎知識 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第3回 ●環境分析方法（PEST、3C、SWOT分析） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと。（3時間程度）

4時間対面

第4回 ●ベネフィット／ターゲティング／差別化 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第5回 ●４Ｐ分析～Product（アイデア発想法） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第6回 ●４Ｐ分析～Product（商品コンセプト作成） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面
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第7回 ●４Ｐ分析～Price 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第8回 ●４Ｐ分析～Place/Promotion
これまでの内容についての理解度テストを行います

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと。課題をラーニングポータルに提
出（3時間程度）

4時間対面

第9回 ●購買までの流れ～採用される企画書作成のポイント 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第10回 ●実践１～ミッション提示：開発コンセプトから４Ｐ分析 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
次週に向けて情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間対面

第11回 ●実践２～SWOT分析 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間対面

第12回 ●実践３～ターゲット設定～Product（商品コンセプト文作成） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間対面

第13回 ●実践４～Price/Place/Promotion企画 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間対面

第14回 ●まとめ
最終の理解度テストに向け、これまで学んだことをおさらい

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：最終理解度テストにむけて復習をしておくこと（3時
間程度）

4時間対面

第15回 全授業の理解度を見るための最終理解度テストをオンデマンド動画で
出題します。理解度テストはラーニングポータルで提出していただきま
す。

事前：最終理解度テストにむけて復習しておくこと 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 商品開発論＜製品開発論＞（経営学部）／製品開発論（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234石川　靖之

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商品開発のプロセスの学修を通じたマーケティング能力の養成

授業の目的及び概要
商品開発の流れを通してマーケティングの基礎知識を学んだ後、後半はその知識をもとに、具体的な商品開発の企画書を作成し、論理的思考の習得
にもつなげます。マーケティングの基礎知識から講義をするので、マーケティング関連の受講がなくても大丈夫です。
また、毎回授業前に達成すべき目標を「目標管理シート」を使って自ら設定。授業終了後に達成できたかを自己評価することで、目標達成のコツ習得と
目標達成意識の醸成につなげます。

学修の到達目標
あらゆる仕事に役立つマーケティングの考え方を習得するため、SWOT分析、ターゲティング、差別化、ベネフィット、4P分析の各課題をなんらかの根拠
をもって作成することで論理的思考力が身につきます。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義授業の翌週は前回の復習を行います。また、提出した課題は受講者にフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、リクルートで採用広告制作を5年、制作会社でイベントや各種広告・販促物・音楽の企画制作等で15年の勤務経験を経た後、自
らの会社を起業。大手企業から行政、中小企業まで幅広いクライアントを対象に広告・マーケティング分野で30年以上の実務経験を有しており、現在も
現役プランナーとして活動している。本科目では、これらの実務経験を活かして、具体的な事例を挙げながら、メディアと広告の関連性や機能、課題、今
後の可能性について解説する。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「約束を守る」こと。これが社会人になってまず問われる能力です。授業を通して約束を守る習慣を身につけながら、いかに自ら積極的に行動できるか
がポイントです。実務で使えるレベルの内容のため、全授業の出席はもとより、受講者自身の積極的な参加と継続的な向上心が必要。単位取得のみの
目的ではついてこれません。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

007030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。ラーニングポータルにアップする講義資料（パワーポイント等）を用いて行います。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ガイダンス
教員自己紹介。授業の進め方・注意点について説明

事前：シラバスをよく読み、本授業で達成したい目標を決
めておくこと

1時間オンデマンド

第2回 ●商品開発の流れ～マーケティングの基礎知識 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第3回 ●環境分析方法（PEST、3C、SWOT分析） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと。（3時間程度）

4時間オンデマンド

第4回 ●ベネフィット／ターゲティング／差別化 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第5回 ●４Ｐ分析～Product（アイデア発想法） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第6回 ●４Ｐ分析～Product（商品コンセプト作成） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド
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第7回 ●４Ｐ分析～Price 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第8回 ●４Ｐ分析～Place/Promotion
これまでの内容についての理解度テストを行います

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと。課題をラーニングポータルに提
出（3時間程度）

4時間オンデマンド

第9回 ●購買までの流れ～採用される企画書作成のポイント 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
不明点をなくしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第10回 ●実践１～ミッション提示：開発コンセプトから４Ｐ分析 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：「Learning Portal」に掲載した授業資料に目を通し、
次週に向けて情報収集をしておくこと（3時間程度）

4時間オンデマンド

第11回 ●実践２～SWOT分析 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間オンデマンド

第12回 ●実践３～ターゲット設定～Product（商品コンセプト文作成） 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間オンデマンド

第13回 ●実践４～Price/Place/Promotion企画 事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：課題作成（4時間程度）

5時間オンデマンド

第14回 ●まとめ
最終の理解度テストに向け、これまで学んだことをおさらい

事前：当日の授業で達成したい目標を決めておくこと（1時
間程度）
事後：最終理解度テストにむけて復習をしておくこと（3時
間程度）

4時間オンデマンド

第15回 全授業の理解度を見るための最終理解度テストを行います。 事前：最終理解度テストにむけて復習しておくこと 4時間オンデマンド

－210－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ホスピタリティ論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ホスピタリティの内容を深く理解し、実践する。

授業の目的及び概要
成熟社会となった我が国では、サービス産業のみならず、製造業をはじめとする様々な分野で「顧客満足」を重視しています。また、一部のサービス業
は「ホスピタリティ産業」とも呼ばれるようになりました。
「顧客満足」につながる「ホスピタリティ」とは何であるか、何をすれば達成できるのか、メリット・デメリット、リスクは何かを考察し、社会のニーズを適切に
理解して、将来社会人として職場や顧客とのより良い関係性を構築できる人材、求められる人材になることを目指します。

学修の到達目標
社会や企業から求められる、次のような人になることを到達目標とします。
①「ホスピタリティ」の重要性を理解し、適切なコミュニケーションができる。
②他者の考え方や感じ方を推測し、適切な対応や配慮ができる。
③産業やビジネスにおける「ホスピタリティ」のあり方を理解し、実践できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求めます。
コメントシートで提出された問題や質問、傑出したコメントなどをピックアップし、次回授業で紹介して解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

感動体験を創る！「ホスピタリティ・マネジメント」〔改訂版〕，　山口一美著、創成社，2019年

参考書

指定の参考書はありません。必要な資料はパワーポイントで作成し、ラーニングポータルで公開します。

ISBN:978-4-7944-2555-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、ホスピタリティの基本的な概念について紹介します。

授業後に、テキスト第1章を読んで予習して下さい. 4時間対面

第2回 ホスピタリティとサービス：
ホスピタリティとサービスの違いについて理解し、ホスピタリティ産業で
提供するサービスの特性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章）を復習し、テ
キスト第2章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 経営管理（サービス・マーケティング）：
サービスの特性と、社会における位置づけ、ビジネスシーンにおける役
割を理解し、マーケティングとの関連性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章）を復習し、テ
キスト第3章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第4回 サービス・リカバリー、エンパワーメント：
顧客クレームに対応する考え方、従業員へのエンパワーメント（権限委
譲）の重要性やリスク（メリット・デメリット）について、考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章）を復習し、テ
キスト第4章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第5回 顧客満足（1）：
顧客の選択行動を理解し、対応するサービスの品質、リピーターを生む
サービスについて、考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章）をよく復習し
て下さい。次回は更に関連の内容について考察を深めま
す。

4時間対面

第6回 顧客満足（2）：
サービスの品質、リピーターを生むサービスと、マーケティングとの関連
性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章）を復習し、テ
キスト第5章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第7回 従業員満足：
ホスピタリティ産業、サービス業における従業員のモチベーションについ
て考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第5章）を復習し、テ
キスト第6章を読んで予習して下さい。

4時間対面
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第8回 従業員とコミュニケーション（1）：
人のパーソナリティとコミュニケーションについて理解し、言語コミュニ
ケーションと非言語コミュニケーションについて考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章―1,2）を復習
し、テキスト第6章―3を読んで予習して下さい。

4時間対面

第9回 従業員とコミュニケーション（2）：
コミュニケーションとマナーについて、事例を紹介しながら理解を深めま
す。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章-3）を復習し、
テキスト第7章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第10回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：旅行ビジネス
旅行ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第7章）を復習し、テ
キスト第8章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第11回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：航空ビジネス
航空ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第8章）を復習し、テ
キスト第9章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第12回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊ビジネス（1）
宿泊ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第9章）をよく復習し
て下さい。次回は具体的な事例について、考察します。

4時間対面

第13回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊ビジネス（2）
宿泊ビジネスの具体的な事例を研究し、理解を深めます。

授業後に、宿泊ビジネス（テキスト第9章及び事例研究）に
ついて復習し、テキスト第10章を読んで予習して下さい。

4時間対面

第14回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：テーマパーク・ビジネス（1）
テーマパーク・ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題につい
て学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第10章）をよく復習し
て下さい。次回は具体的な事例について、考察します。

4時間対面

第15回 講義の総括：
講義内容全体を振り返り、ホスピタリティの概念、実践とビジネスシーン
での応用について、総合的に考えます。

授業後に、テキスト全編を振り返って復習して下さい。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ホスピタリティ論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ホスピタリティの内容を深く理解し、実践する。

授業の目的及び概要
成熟社会となった我が国では、サービス産業のみならず、製造業をはじめとする様々な分野で「顧客満足」を重視しています。また、一部のサービス業
は「ホスピタリティ産業」とも呼ばれるようになりました。
「顧客満足」につながる「ホスピタリティ」とは何であるか、何をすれば達成できるのか、メリット・デメリット、リスクは何かを考察し、社会のニーズを適切に
理解して、将来社会人として職場や顧客とのより良い関係性を構築できる人材、求められる人材になることを目指します。

学修の到達目標
社会や企業から求められる、次のような人になることを到達目標とします。
①「ホスピタリティ」の重要性を理解し、適切なコミュニケーションができる。
②他者の考え方や感じ方を推測し、適切な対応や配慮ができる。
③産業やビジネスにおける「ホスピタリティ」のあり方を理解し、実践できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求めます。
コメントシートで提出された問題や質問、傑出したコメントなどをピックアップし、次回授業で紹介して解説を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

感動体験を創る！「ホスピタリティ・マネジメント」〔改訂版〕，　山口一美著、創成社，2019年

参考書

指定の参考書はありません。必要な資料はパワーポイントで作成し、ラーニングポータルで公開します。

ISBN:978-4-7944-2555-3
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、ホスピタリティの基本的な概念について紹介します。

授業後に、テキスト第1章を読んで予習して下さい. 4時間オンデマンド

第2回 ホスピタリティとサービス：
ホスピタリティとサービスの違いについて理解し、ホスピタリティ産業で
提供するサービスの特性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章）を復習し、テ
キスト第2章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 経営管理（サービス・マーケティング）：
サービスの特性と、社会における位置づけ、ビジネスシーンにおける役
割を理解し、マーケティングとの関連性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章）を復習し、テ
キスト第3章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 サービス・リカバリー、エンパワーメント：
顧客クレームに対応する考え方、従業員へのエンパワーメント（権限委
譲）の重要性やリスク（メリット・デメリット）について、考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章）を復習し、テ
キスト第4章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 顧客満足（1）：
顧客の選択行動を理解し、対応するサービスの品質、リピーターを生む
サービスについて、考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章）をよく復習し
て下さい。次回は更に関連の内容について考察を深めま
す。

4時間オンデマンド

第6回 顧客満足（2）：
サービスの品質、リピーターを生むサービスと、マーケティングとの関連
性を考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章）を復習し、テ
キスト第5章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 従業員満足：
ホスピタリティ産業、サービス業における従業員のモチベーションについ
て考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第5章）を復習し、テ
キスト第6章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド
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第8回 従業員とコミュニケーション（1）：
人のパーソナリティとコミュニケーションについて理解し、言語コミュニ
ケーションと非言語コミュニケーションについて考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章―1,2）を復習
し、テキスト第6章―3を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 従業員とコミュニケーション（2）：
コミュニケーションとマナーについて、事例を紹介しながら理解を深めま
す。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第6章-3）を復習し、
テキスト第7章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：旅行ビジネス
旅行ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第7章）を復習し、テ
キスト第8章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：航空ビジネス
航空ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第8章）を復習し、テ
キスト第9章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊ビジネス（1）
宿泊ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題について学修し
ます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第9章）をよく復習し
て下さい。次回は具体的な事例について、考察します。

4時間オンデマンド

第13回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：宿泊ビジネス（2）
宿泊ビジネスの具体的な事例を研究し、理解を深めます。

授業後に、宿泊ビジネス（テキスト第9章及び事例研究）に
ついて復習し、テキスト第10章を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 ホスピタリティ産業の主要ビジネス：テーマパーク・ビジネス（1）
テーマパーク・ビジネスの歴史（これまでの発展）と、現状や課題につい
て学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第10章）をよく復習し
て下さい。次回は具体的な事例について、考察します。

4時間オンデマンド

第15回 講義の総括：
講義内容全体を振り返り、ホスピタリティの概念、実践とビジネスシーン
での応用について、総合的に考えます。

授業後に、テキスト全編を振り返って復習して下さい。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 観光論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 観光の歴史や産業的役割を理解すると共に、ウィズコロナ、アフターコロナ、高齢化、スマート化などを踏まえた新たな時代のツーリズムについて考える

授業の目的及び概要
「観光」は21世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。特に日本では、近年インバウンド観光客が大幅に増加し、様々な産
業の成長や発展を促す大きなトレンドとなりました。
しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会
に向かっていることなどを踏まえ、新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まっています。
本講義では、観光学の基礎を理解したうえで、「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決する力」をつ
けることをポイントにしています。観光関連業界を進路として目指すかどうかによらず、「人間力向上」に役立つものです。

学修の到達目標
多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような人になることを到達目標とします。
①社会や環境の変化を適切に分析できる。
②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、プランすることができる。
③関連ビジネスの実践において、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題を解決する力がある。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
また、対面の場合は双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求め、理解を深めます。コメント
シートの中で提起された問題や質問、傑出したコメントについては、次回授業で紹介して解説を行います。
オンデマンドの場合は毎回のテストで学修内容の確認を行い、理解を深めます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に発言して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①「観光再生」，村山慶輔著，プレジデント社，2020年

参考書

「新・観光学入門」中村忠司・王静（編著）、晃洋書房
〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介しますので、購入の必要はありません〕

①9784833423854

ISBN：978-4-7710-3137-1

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、「観光」の意義や概念について、紹介します。
（参考書「新・観光学入門」に基づく教師作成のパワーポイント資料を使
用）

授業後に、パワーポイントの内容を復習し、次回用パワー
ポイント（第1回時に提供）を読んで予習して下さい。

4時間対面

第2回 観光の歴史、位置づけ：
日本の観光の歴史、世界の観光の歴史、観光事業が関連する分野に
ついて理解を深めます。
（参考書「新・観光学入門」に基づく教師作成のパワーポイント資料を使
用）

授業後に、今回のパワーポイント資料の内容を復習し、テ
キスト第1章01～02を読んで予習して下さい。（約1時間）

4時間オンデマンド

第3回 「サステナブル」という視点：サステナブル・ツーリズム、リジェネラティ
ブ・トラベル:
持続可能な観光のガイドライン、「環境にやさしい」だけでなく「環境をよ
くする」取り組みについて、学修します。
また、その分野における世界（フィンランド、メキシコ）の観光の取り組み
を検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章01～02）を復
習し、テキスト第1章03～04を読んで予習して下さい。

4時間対面
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第4回 地域教育とシビック・プライド、コミュニティ・ツーリズム：
地域住民が地元に誇りや愛着を持ち、地域をよりよくするために取り組
むツーリズム、地域振興に貢献するアクションについて、学修します。
また、その分野における日本（秋田県、兵庫県）や世界（スペイン、エク
アドル）の取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章03～04）を復
習し、テキスト第1章05～06を読んで予習して下さい。

4時間対面

第5回 観光貢献度の可視化、量から質への「発想の転換」：
観光公害、オーバーツーリズムについて、学修します。
また、「マスツーリズム」からの脱却、「量から質へ」の転換を図るオース
トリア・ウィーンの取り組みを検証します。。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章05～06）を復
習し、テキスト第1章07を読んで予習して下さい。

4時間対面

第6回 BCPの策定：
観光事業におけるリスク管理、リスク対策となるBCP（事業継続計画）に
ついて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章07）を復習し、
テキスト第2章08～09を読んで予習して下さい。

4時間対面

第7回 「新技術」でネクストステップへ進む：マイクロモビリティ、観光型MaaS。
都市型・郊外型など、タイプに合わせた移動手段の導入、SDG’sにつな
がるMaaSについて、学修します。
また、日本（大分、奈良、）や世界（ニュージーランド、スコットランド）の
観光地における具体的な取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章08～09）を復
習し、テキスト第2章10～11を読んで予習して下さい。

4時間対面

第8回 デジタルトランスフォーメーション、スマートツーリズム：
データやデジタルを活用した新たな観光サービス、システムを学修しま
す。
また、シンガポール、スペインでの取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章10～11）を復
習し、テキスト第2章12～13を読んで予習して下さい。

4時間対面

第9回 バーチャルツーリズム、ライブコマース：
オンライン体験とリアル体験の整合、観光分野における「企画力」を学
修します。また、インタラクティブコミュニケーションを導入した「ライブコ
マース」の発展について考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章12～13）を復
習し、テキスト第2章14を読んで予習して下さい。

4時間対面

第10回 AI・ロボット/非接触型機器：
接客やサービスにおけるシステム、ロボットの導入について学修しま
す。
また、メキシコなど世界における導入の現状を検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章14）を復習し、
テキスト第3章15～16を読んで予習して下さい。

4時間対面

第11回 観光の新たなトレンドを捉え、対応する：アフターインスタ映え、食の多
様化。
「美味しい、きれい、かわいい」以外の価値、多様化（ベジタリアン、ムス
リム、ヴィーガン、グルテンフリーなど）への観光ビジネスの対応につい
て、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章15～16）を復
習し、テキスト第3章17～19を読んで予習して下さい。

4時間対面

第12回 アドベンチャーツーリズム、ロングステイヤー／ワーケーション、レスポ
ンシブルツーリズム：
ニューノーマルに合致する新たな観光や滞在の形、ビジネスの取り組
みについて、学修します。
また、世界（ニュージーランド、エストニア、アメリカなど）の取り組みを検
証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章17～19）を復
習し、テキスト第4章20～22を読んで予習して下さい。

4時間対面

第13回 「新戦略」で未来のニーズを先取りする：高付加価値化、富裕層マー
ケット、ニューマーケットの開拓。
観光ビジネス、旅行業において不可欠な「高付加価値化」と、ターゲット
となる市場について、学修します。
また、富裕層向けの観光資源に恵まれた日本、観光付加価値の向上
に取り組むタイについて、検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章20～22）を復
習し、テキスト第4章23～24を読んで予習して下さい。

4時間対面

第14回 観光CRM、リスク分散／事業の多様化：
観光ビジネス、観光行政における顧客管理の位置づけ、重要性につい
て、学修します。
また、観光ビジネスの成長を考える上での、リスクや問題を分析し、解
決を考えます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章23～24）を復
習し、テキスト第5章27を読んで予習して下さい。

4時間対面

第15回 ダイバーシティの理解、講義の総括：
観光ビジネスにおける多様化について、考察します。
また、講義内容を総括します。

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り返って
復習して下さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 観光論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234仙波　慶子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 観光の歴史や産業的役割を理解すると共に、ウィズコロナ、アフターコロナ、高齢化、スマート化などを踏まえた新たな時代のツーリズムについて考える

授業の目的及び概要
「観光」は21世紀型産業といわれ、世界中が注目し、取り組んでいる成長産業です。特に日本では、近年インバウンド観光客が大幅に増加し、様々な産
業の成長や発展を促す大きなトレンドとなりました。
しかしながら、新型コロナウィルスの世界的流行により世界的にヒト、モノ、カネの往来が限定的になったこと、世界中が持続可能な発展を重視する社会
に向かっていることなどを踏まえ、新たな時代には、従来タイプの観光に加え、新たな形や概念のツーリズムのニーズも高まっています。
本講義では、観光学の基礎を理解したうえで、「社会の変化に合わせて事業も適切に変化する」ことに重点を置いて、「状況を分析し、解決する力」をつ
けることをポイントにしています。観光関連業界を進路として目指すかどうかによらず、「人間力向上」に役立つものです。

学修の到達目標
多種多様なビジネスシーンにおいて活躍できる、次のような人になることを到達目標とします。
①社会や環境の変化を適切に分析できる。
②周辺環境や条件の変化に応じて、様々な形の新しい観光ビジネスや周辺ビジネスをイメージ、プランすることができる。
③関連ビジネスの実践において、具体的なメリットやデメリットに注目し、問題を解決する力がある。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業時には、テキストの他、教師作成のパワーポイントで内容補充、事例紹介をします。
また、対面の場合は双方向のディスカッションや質疑のほか、不定期にコメントシート（記載内容は都度指示）の提出を求め、理解を深めます。コメント
シートの中で提起された問題や質問、傑出したコメントについては、次回授業で紹介して解説を行います。
オンデマンドの場合は毎回のテストで学修内容の確認を行い、理解を深めます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

現実の経済社会とリンクしながら、社会や産業のトレンドをより良く理解し、社会に出てからの第一歩で差をつける考え方やスキルを身につける、具体
性のある講義です。
社会の現状を知り、様々な角度から分析し、積極的に取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①「観光再生」，村山慶輔著，プレジデント社，2020年

参考書

「新・観光学入門」中村忠司・王静（編著）、晃洋書房
〔内容をピックアップして、パワーポイントで紹介しますので、購入の必要はありません〕

①9784833423854

ISBN：978-4-7710-3137-1

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義概要の説明：
授業の内容や目標、評価方法などについてガイダンスを行います。
また、「観光」の意義や概念について、紹介します。
（参考書「新・観光学入門」に基づく教師作成のパワーポイント資料を使
用）

授業後に、パワーポイントの内容を復習し、次回用パワー
ポイント（第1回時に提供）を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 観光の歴史、位置づけ：
日本の観光の歴史、世界の観光の歴史、観光事業が関連する分野に
ついて理解を深めます。
（参考書「新・観光学入門」に基づく教師作成のパワーポイント資料を使
用）

授業後に、今回のパワーポイント資料の内容を復習し、テ
キスト第1章01～02を読んで予習して下さい。（約1時間）

4時間オンデマンド

第3回 「サステナブル」という視点：サステナブル・ツーリズム、リジェネラティ
ブ・トラベル:
持続可能な観光のガイドライン、「環境にやさしい」だけでなく「環境をよ
くする」取り組みについて、学修します。
また、その分野における世界（フィンランド、メキシコ）の観光の取り組み
を検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章01～02）を復
習し、テキスト第1章03～04を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド
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第4回 地域教育とシビック・プライド、コミュニティ・ツーリズム：
地域住民が地元に誇りや愛着を持ち、地域をよりよくするために取り組
むツーリズム、地域振興に貢献するアクションについて、学修します。
また、その分野における日本（秋田県、兵庫県）や世界（スペイン、エク
アドル）の取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章03～04）を復
習し、テキスト第1章05～06を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 観光貢献度の可視化、量から質への「発想の転換」：
観光公害、オーバーツーリズムについて、学修します。
また、「マスツーリズム」からの脱却、「量から質へ」の転換を図るオース
トリア・ウィーンの取り組みを検証します。。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章05～06）を復
習し、テキスト第1章07を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第6回 BCPの策定：
観光事業におけるリスク管理、リスク対策となるBCP（事業継続計画）に
ついて、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第1章07）を復習し、
テキスト第2章08～09を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 「新技術」でネクストステップへ進む：マイクロモビリティ、観光型MaaS。
都市型・郊外型など、タイプに合わせた移動手段の導入、SDG’sにつな
がるMaaSについて、学修します。
また、日本（大分、奈良、）や世界（ニュージーランド、スコットランド）の
観光地における具体的な取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章08～09）を復
習し、テキスト第2章10～11を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 デジタルトランスフォーメーション、スマートツーリズム：
データやデジタルを活用した新たな観光サービス、システムを学修しま
す。
また、シンガポール、スペインでの取り組みを検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章10～11）を復
習し、テキスト第2章12～13を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 バーチャルツーリズム、ライブコマース：
オンライン体験とリアル体験の整合、観光分野における「企画力」を学
修します。また、インタラクティブコミュニケーションを導入した「ライブコ
マース」の発展について考察します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章12～13）を復
習し、テキスト第2章14を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 AI・ロボット/非接触型機器：
接客やサービスにおけるシステム、ロボットの導入について学修しま
す。
また、メキシコなど世界における導入の現状を検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第2章14）を復習し、
テキスト第3章15～16を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 観光の新たなトレンドを捉え、対応する：アフターインスタ映え、食の多
様化。
「美味しい、きれい、かわいい」以外の価値、多様化（ベジタリアン、ムス
リム、ヴィーガン、グルテンフリーなど）への観光ビジネスの対応につい
て、学修します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章15～16）を復
習し、テキスト第3章17～19を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 アドベンチャーツーリズム、ロングステイヤー／ワーケーション、レスポ
ンシブルツーリズム：
ニューノーマルに合致する新たな観光や滞在の形、ビジネスの取り組
みについて、学修します。
また、世界（ニュージーランド、エストニア、アメリカなど）の取り組みを検
証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第3章17～19）を復
習し、テキスト第4章20～22を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 「新戦略」で未来のニーズを先取りする：高付加価値化、富裕層マー
ケット、ニューマーケットの開拓。
観光ビジネス、旅行業において不可欠な「高付加価値化」と、ターゲット
となる市場について、学修します。
また、富裕層向けの観光資源に恵まれた日本、観光付加価値の向上
に取り組むタイについて、検証します。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章20～22）を復
習し、テキスト第4章23～24を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 観光CRM、リスク分散／事業の多様化：
観光ビジネス、観光行政における顧客管理の位置づけ、重要性につい
て、学修します。
また、観光ビジネスの成長を考える上での、リスクや問題を分析し、解
決を考えます。

授業後に、今回の授業内容（テキスト第4章23～24）を復
習し、テキスト第5章27を読んで予習して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 ダイバーシティの理解、講義の総括：
観光ビジネスにおける多様化について、考察します。
また、講義内容を総括します。

授業後に、パワーポイント及びテキスト全編を振り返って
復習して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 スポーツマネジメント論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234朴　永炅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ スポーツの現状及び課題を習得する。

授業の目的及び概要
スポーツマネジメント論の基礎知識を把握するとともに、スポーツ組織や地域スポーツの経営のあり方について、実践的な理解をしてもらうことを目的と
する。具体的には、学校、地域、民間、そして公共スポーツ施設組織などのスポーツ事業におけるプログラムの構成や演出方法についての理解を深め
るとともに、競技スポーツ及び生涯スポーツの振興を図るための効率的な経営戦略についても追究を行う。

学修の到達目標
授業では、以下の到達目標を掲げる
１．スポーツマネジメントに関する幅広い知識を身につける。
２．スポーツ組織や地域スポーツの経営のあり方についての理解ができる。
３．競技スポーツ及び生涯スポーツの振興を図るための効率的な経営戦略について理解をする。
４．地域社会における文化・社会活動としてのスポーツを理解する力を養う。
５．授業で得られた知識や考え方を自らのキャリアデザインに反映していく。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内に、適時、口頭によるフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

スポーツマネジメントという学問領域を理解するためには、問題意識をもつとともに幅広い知識を身につけることが求められる。そのためにはネットなど
を活用したスポーツマネジメントに関する予備知識、そして授業に臨む学修者の積極的な姿勢が重要である。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

400

003030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

スポーツ白書2020、笹川スポーツ財団、2020年

参考書

なし

9784915944741

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達⽬標等について、ガイダンスを⾏います。 【予習】シラバスとガイダンス資料を事前に読んでおいてく
ださい。
【復習】シラバスとガイダンス資料を読み直し、講義で得た
知識を確認してください。

4時間対面

第2回 スポーツ政策及び法律について学びます。（国策スポーツとスポーツ法
律—スポーツ基本法、スポーツ振興法、スポーツ立国戦略など—）

【予習】「スポーツ政策及び法律」に関する配布資料を事
前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツ政策及び法律」に関する配布資料を読
み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第3回 スポーツグローバルマネジメントについて学びます。（国際化におけるス
ポーツの位置づけ）

【予習】「スポーツグローバルマネジメント」に関する配布
資料を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツグローバルマネジメント」に関する配布
資料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 地域スポーツクラブのマネジメントについて学びます。（総合型地域ス
ポーツクラブのマネジメント）

【予習】「地域スポーツクラブのマネジメント」に関する配布
資料を事前に読んでおいてください。
【復習】「地域スポーツクラブのマネジメント」に関する配布
資料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 スポーツボランティアについて学びます。（スポーツボランティアの概念
及びマネジメント）

【予習】「スポーツボランティア」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください。
【復習】「スポーツボランティア」に関する配布資料を読み
直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面
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第6回 スポーツ組織のマネジメントについて学びます。（FIFA/IOCのスポーツ
組織及び経営戦略）

【予習】「スポーツ組織のマネジメント」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツ組織のマネジメント」に関する配布資料
を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第7回 ドーピングとスポーツ倫理について学びます。（なぜ，選手がドーピング
に手を出してしまうのかを説明する。スポーツ倫理が求められる理由に
ついて学習する）

【予習】「ドーピングとスポーツ倫理」に関する配布資料を
事前に読んでおいてください。
【復習】「ドーピングとスポーツ倫理」に関する配布資料を
読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第8回 スポーツイベントのマネジメントについて学びます。（オリンピック及びス
ポーツイベントのビジネス）

【予習】「スポーツイベントのマネジメント」に関する配布資
料を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツイベントのマネジメント」に関する配布資
料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第9回 スポーツ事業のプロモーションについて学びます。（スポーツ事業にお
けるプロモーションの概要と計画策定）

【予習】「スポーツ事業のプロモーション」に関する配布資
料を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツ事業のプロモーション」に関する配布資
料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 スポーツ施設のマネジメントについて学びます。（スポーツ施設のマネジ
メントー指定管理者制度、エンターテインメント事業など—）

【予習】「スポーツ施設のマネジメント」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツ施設のマネジメント」に関する配布資料
を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第11回 スポーツスポンサーシップについて学びます。（スポーツスポンサーシッ
プのロジック）

【予習】「スポーツスポンサーシップ」に関する配布資料を
事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツスポンサーシップ」に関する配布資料を
読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第12回 プロスポーツクラブのマネジメントについて学びます。（プロスポーツクラ
ブの現状と課題）

【予習】「プロスポーツクラブのマネジメント」に関する配布
資料を事前に読んでおいてください。
【復習】「プロスポーツクラブのマネジメント」に関する配布
資料を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第13回 スポーツの商業化とビジネスについて学びます。（スポーツの商業化—
スポーツビジネス、スポーツとメディアー）

【予習】「スポーツの商業化とビジネス」に関する配布資料
を事前に読んでおいてください。
【復習】「スポーツの商業化とビジネス」に関する配布資料
を読み直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第14回 スポーツファイナンスについて学びます。（スタジアムの建設及び施設
整備・維持管理の運営主体のあり方）

【予習】「スポーツファイナンス」に関する配布資料を事前
に読んでおいてください。
【復習】「スポーツファイナンス」に関する配布資料を読み
直し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第15回 授業全体の総括を⾏います。 【予習】これまでの授業回の配布資料を事前に読んでおい
てください。
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し、講義で
得た知識を総復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 貿易論Ⅰ（経営学部）／貿易論（貿易基礎）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234八井田　收

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 貿易に関する理論と実践知識の修得

授業の目的及び概要
現代において、海外との貿易取引なくして日本経済は成り立ちません。将来もグローバルな貿易取引がますます拡大していくものと考えられます。この
ような現状を踏まえ、本科目では貿易取引の基礎的な理論と実践的な知識の習得を目指し、社会において実務に活かせる内容を提供します。
この授業は、貿易の果たす経済効果に対して、貿易に関する諸問題を分析するのに必要な貿易理論や貿易政策についてミクロ的基礎を学びます。そ
して、最新のトピックスである産業内貿易の動向を取りあげ、アジアと欧米の事例を挙げて経済理論の理解を深めることができるようにします。また、外
国為替や国際収支についてマクロ的基礎を学び、さらに、WTOや各EPA等の貿易協定についても触れ、現実の国家間の政策の理解や評価に役立てる
ことを配慮した構成とします。

学修の到達目標
以下の内容を到達レベルとします。
・貿易の意義を理論的に説明できる
・貿易の種類と内容を説明できる
・輸出入管理の制度を説明できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の理解度テストやレポートについては、ラーニング・ポータルに模範解答を示し、理解の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、海外との国際ビジネスや取引契約から交渉、さらには税関との対応といった貿易実務
およびマネジメント経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かし、貿易論における理論だけでなく現場の経験や知見を授業の中で提供す
る。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。商社もしくは企業の海外担当部署や輸出入管理部署に関心があれば、履修することを
勧めます。
２．関連科目として、「国際経営概論」、「ビジネス取引法」を履修することを勧めます。
３．日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の貿易に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
０

400

30０30０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストは指定しませんが、レジュメを配布します）

参考書

①入門・貿易実務＜第３版＞、椿 弘次 、日本経済新聞出版社 、2011年
②図解 貿易実務ハンドブック ベーシック版 第7版 「貿易実務検定®」C級オフィシャルテキスト 、日本貿易実
務検定協会、日本能率協会マネジメントセンター、2020年

なし

①978-4-532112448
②978-4820728016

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行います。
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第2回 【貿易の意義と特色（基礎）】
本科目の概要として、国内取引との違い、貿易取引の流れ、商流/物
流、貿易の便益を理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第3回 【伝統的貿易論（基礎）①】
貿易理論の基本として、アダム・スミスの絶対優位論とリカードの比較
優位論を理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第4回 【伝統的貿易論（基礎）②】
貿易理論の基本として、ヘクシャー=オリーンモデルを理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面
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第5回 【現代の国際貿易論（基礎）】
新しい貿易理論として、規模の経済性や産業内貿易について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第6回 【貿易政策（基礎）】
貿易政策として行われる①関税、②輸入割当、③輸出補助金、④輸入
禁止、⑤輸出自主規制について経済理論から理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第7回 【産業内貿易（基礎）】
垂直的産業内貿易と水平的産業内貿易の違いや、近年盛んな国際分
業について理解する
アジアと欧米の具体的な貿易事例などを紹介する・
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第8回 【世界の貿易体制と日本の貿易】
世界の貿易環境と枠組み、および日本の貿易取引状況について観察
する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第9回 【国際収支統計と為替レート】
貿易による国際収支や為替の影響について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第10回 【貿易の基礎知識】
貿易の流れ、貿易に関する国際ルール、多国籍企業の市場参入につ
いて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第11回 【貿易取引の形態】
貿易の種類（輸出入、三国間貿易、加工貿易）や貿易の形態（売主、買
主、代理人の関係）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第12回 【取引準備と契約交渉】
貿易取引の準備と契約締結に向けた準備について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第13回 【契約条件（インコタームズ）】
貨物の引渡しと危険負担の範囲および費用負担を定めるインコターム
ズについて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第14回 【日本の輸出入貿易管理制度】
輸出入管理法令および該非判定などの管理制度について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第15回 【授業の総括】
これまでの内容の総括を行う

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 貿易論Ⅱ（経営学部）／貿易論（貿易実務）（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234八井田　收

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 貿易に関する理論と実践知識の修得

授業の目的及び概要
現代において、海外との貿易取引なくして日本経済は成り立ちません。将来もグローバルな貿易取引がますます拡大していくものと考えられます。この
ような現状を踏まえ、本科目では貿易取引の基礎的な理論と貿易における決済やリスク、保険、クレーム、輸出入通関の手続き等の実践的な知識の習
得を目指し、社会において実務に活かせる内容を提供します。
この授業は、「貿易論Ⅰ」に引き続き、国際貿易の理論的背景をもとに、貿易実務に欠かせない輸出入管理について取り上げます。授業で 、貿易取引
の形態についての特徴や役割等、貿易取引に欠かせない取引準備や契約交渉、代金決済方法、インコタームズ等の各種貿易の具体的な仕組み、そ
れに輸出入規制に関する法令遵守等を説明します。さらに、インボイス等の輸出入通関書類の具体的な内容を説 明しながら輸出入取引の全体的な流
れを理解することを目標とします。

学修の到達目標
以下の内容を到達レベルとします。
・貿易の目的と意義を理論的に説明できる。
・貿易における決済やリスクと保険、クレームについて理解できる。
・輸出入通関の手続きについて理解できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の理解度テストやレポートについては、ラーニング・ポータルに模範解答を示し、理解の定着を図ります。

アクティブ・ラーニング
の取組み

クリッカー等の理解度把握システムの利用

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、海外との国際ビジネスや取引契約から交渉、さらには税関との対応といった貿易実務
およびマネジメント経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かし、貿易論における理論だけでなく現場の経験や知見を授業の中で提供す
る。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

１．本科目は、「貿易論Ⅰ（経営学部）」/「貿易論（貿易基礎）（経済学部）」を履修しておくこと
２．本科目は、理論と実践の両方をカバーすることを目指します。商社もしくは企業の海外担当部署や輸出入管理部署に関心があれば、履修することを
勧めます。
３．関連科目として、「国際経営概論」、「ビジネス取引法」を履修することを勧めます。
４．日頃から日本経済新聞やビジネス誌を読んで、世界や日本の貿易に関する出来事を把握してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0400

30０300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストは指定しないが、適宜レジュメを配布します）

参考書

①入門・貿易実務＜第３版＞、椿 弘次 、日本経済新聞出版社 、2011年
②図解 貿易実務ハンドブック ベーシック版 第7版 「貿易実務検定®」C級オフィシャルテキスト、日本貿易実務
検定協会、  日本能率協会マネジメントセンター、2020年

なし

①978-4-532112448
②978-4820728016

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行います。
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第2回 【貿易の意義と特色（応用）】
貿易の意義と概要および貿易を行う企業と業務について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第3回 【伝統的貿易論（応用）①】
絶対優位論と比較優位論に加えて顕示的比較優位指数と貿易特化係
数について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面
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第4回 【伝統的貿易論（応用）②および現代の貿易理論】
・伝統的貿易論のヘクシャー=オリーンモデルに加えて生産可能性フロ
ンティアについて理解する
・新貿易理論（クルーグマンの新貿易理論やメリッツの新々貿易論）と
産業内貿易について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第5回 【外国為替による代金決済①】
貿易における代金決済方法（L/C決済、D/P、D/A決済）と外国為替に
ついて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第6回 【外国為替による代金決済②】
貿易における代金決済方法（外国為替送金）と外国為替について理解
する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第7回 【運送契約と貨物の受け渡し】
運送契約や船荷証券（B/L）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第8回 【貿易取引のリスクと保険】
貿易における保険（海上保険、貿易保険、P/L保険）について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第9回 【契約条件（インコタームズ）】
11種類の規則による費用負担と危険負担の違いについて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第10回 【輸出入通関の手続き①】
輸出通関の手続きおよび申告に必要な書類について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第11回 【輸出入通関手続き②】
輸入通関の手続きおよび申告に必要な書類について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。
※中間試験またはレポート課題を課す

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第12回 【輸出入通関手続き③】
輸入消費税の仕組みおよび評価申告について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第13回 【運送クレームと貿易クレーム】
貿易におけるクレーム（運送クレームと貿易クレーム）について対処およ
び手続きについて理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第14回 【税関と事後調査】
税関が貿易を行う企業に対して実施する「事後調査」について理解する
※授業期間中はラーニングポータルにおける小テストで理解度の評価
を行う。

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと
・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第15回 【授業の総括】
これまでの内容の総括を行う

・ラーニング・ポータルに掲載する授業資料（レジュメ）をプ
リントアウトし、授業前に読んで授業に臨むこと

・授業ではメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 サプライチェーンマネジメント論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ サプライチェーンを効率的に運用するための原材料の調達、製品の生産計画立案、ロジスティクス計画、情報システム構築などについて学修する

授業の目的及び概要
SCM（サプライチェーンマネジメント）は、複数の企業や企業内の複数組織が緊密に連携しながら、国を越えてグローバルに商品生産し、円滑に顧客へ
届けるための戦略である。現在企業にとってSCMを円滑に運営することが、経営課題となっている。この講義は、経営手法や経営戦略としてのSCMだけ
でなく、SCMを支える運輸や物流のネットワークについても対象とします。また、SCMを実行するために必要となる情報システムについても学修します。

学修の到達目標
サプライチェーン・マネジメントの基本的な考え方を理解し、企業がサプライチェーンをマネジメントする意義を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

サプライチェーンマネジメントが分かれば、その会社のビジネスモデルのポイントが分かります。現代企業の大きな課題でもありますので、ぜひ知識を深
めてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

003010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

サプライチェーン・マネジメント概論、苦瀬博仁[編著]、白桃書房、2017年

参考書

978-4561752158
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション

サプライチェーンマネジメントを学ぶ意義

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第2回 サプライチェーンマネジメントの定義と内容①
定義と事例

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p18-p35
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第3回 サプライチェーンマネジメントの定義と内容②
事例と内容

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p18-p35
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第4回 サプライチェーンにおける流通チャネルの計画 【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p38-p48
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第5回 サプライチェーンにおける生産時期と在庫ポイント①
考え方と受注生産と見込み生産の特徴

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p50-p65
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第6回 サプライチェーンにおける生産時期と在庫ポイント②
生産タイミングと在庫ポイントの特徴

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p50-p65
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面
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第7回 サプライチェーンにおける物流ネットワーク①
サプライチェーンと物流ネットワーク

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p68-p80
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第8回 サプライチェーンにおける物流ネットワーク②
物流センターの役割

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p68-p80
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第9回 サプライチェーンにおける物流ネットワーク③
物流情報システムの役割

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p68-p80
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第10回 サプライチェーンにおける調達・生産・販売の計画①
販売・生産計画

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p82-p96
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第11回 サプライチェーンにおける調達・生産・販売の計画②
調達計画

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p82-p96
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第12回 サプライチェーンと情報システム①
情報システムの全体像

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p150-p169
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第13回 サプライチェーンと情報システム②
オムニチャネル

【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p150-p169
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第14回 グローバルサプライチェーンの構築 【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。教科書
p216-p231
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
てください。

4時間対面

第15回 復習 【予習】LPの講義プリントを読んでおいてください。
【復習】授業で説明した内容を振り返り、ポイントを見直し
て、定期試験に備えてください。

4時間オンデマンド

－226－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 証券論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

粂井　淳子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 証券投資と企業金融

授業の目的及び概要
この授業は、CSR等を念頭に置いた企業の存在意義、その中でも特に株式会社を取り上げ、株式会社の成立過程と資金調達の手段、株式会社の資
金調達手段において重要な役割を果たしている証券市場の仕組み、証券市場における証券会社の役割、証券投資のリスクとリターン、証券の価格形
成及び価格決定の要因といった証券投資に係る基礎知識を理解できることを目標とする。さらに、近年の証券市場の国際的な改編を理解し、その目的
を探ることができることを目標とする。

学修の到達目標
金融経済を中心とする幅広い専門知識や、現代社会における証券投資や証券市場の重要性を理解し、今後の学修や生活の場で活用する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
確認テストについては授業中に講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

配布資料は、書き込み式です。授業に出席し、抜けているところを埋めてください。授業に出席できなかった場合には、ラーニングポータルの教材を確認
してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『ファイナンス論・入門　イチからわかる証券投資と企業金融』，俊野雅司、白須洋子、時岡紀夫著，有斐閣，
2020年

参考書

授業中に提示します。

ISBN:978-4-641-16570-0
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 金融のしくみ 【予習】事前にシラバスを確認し、テキストのCHAPTER1の
部分を読んでおきましょう。
【復習】テキストのCHAPTER1の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第2回 財務諸表の活用 【予習】事前にテキストのCHAPTER2の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER2の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第3回 ファイナンスの基礎概念 【予習】事前にテキストのCHAPTER3の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER3の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 割引率･現在価値･将来価値 【予習】事前にテキストのCHAPTER4の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER4の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 証券市場とファイナンス論 【予習】事前にテキストのCHAPTER5,6の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER5,6の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面
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第6回 証券価格の評価とリスク管理 【予習】事前にテキストのCHAPTER7の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER7の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第7回 アントレプレナーシップと新規株式公開 【予習】起業や新規株式公開について調べてみましょう。
【復習】起業や新規株式公開について調べたことや講義で
得た知識をまとめてみましょう。

4時間対面

第8回 株式の理論価格 【予習】事前にテキストのCHAPTER8の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER8の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第9回 債券の理論価格 【予習】事前にテキストのCHAPTER9の部分を読んでおき
ましょう。
【復習】テキストのCHAPTER9の部分や配布資料を読み返
し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 ポートフォリオ理論 【予習】事前にテキストのCHAPTER10の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER10の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第11回 資本資産評価モデル 【予習】事前にテキストのCHAPTER11の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER11の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第12回 デリバティブ取引 【予習】事前にテキストのCHAPTER12の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER12の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第13回 コーポレートファイナンス 【予習】事前にテキストのCHAPTER13の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER13の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第14回 コーポレートガバナンス 【予習】事前にテキストのCHAPTER17の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストのCHAPTER17の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】事前にテキストや配布資料をもとに復習しておきま
しょう。
【復習】テキストや配布資料をもとに復習し、講義で得た知
識を確認してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 銀行論＜銀行論Ⅰ＞（経営学部）／銀行論（銀行制度）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34小巻　善郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 銀行の役割とその業務

授業の目的及び概要
この銀行論Ⅰ（銀行制度）を受講することによって、銀行が経済社会で果たしている役割・機能やその業務内容を知識を習得できることはもとより、実務
経験に基づいた講義を通じて、「実学としての経済学」の知識、具体的には社会に出てから必要となる金融全般の知識と、銀行を使った資金の運用・調
達の知識を身につけることを目的としています。
授業では、制度的な面を中心にして、銀行の役割とその業務内容を学修します。
具体的には、まず銀行が金融市場で担っている役割を学び、次いで銀行の預金業務、貸出業務、為替業務、証券業務、国際業務などの業務の内容を
学びます。加えて、明治維新から現在までの銀行制度の歩みや、銀行に対する規制・監督、中央銀行である日本銀行の機能、預金保険制度のしくみを
学ぶことにより、銀行の役割とその業務に対する理解を補強します。

学修の到達目標
以下の３点を学修の到達目標とします。
・金融市場の構造と銀行が果たしている役割・機能を理解できるようになる。
・銀行の主な業務内容を理解できるようになる。
・銀行に対する規制・監督の内容を理解できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
パワーポイントを使った講義中心の授業を行います。パワーポイント資料は、事前にラーニングポータルに「授業レジュメ」として掲載します。
授業中に毎回課題を出しますので、授業終了時にその課題を提出することが必要です。課題の結果は、授業において口頭でフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わって
きた。本科目では、そうした長年にわたる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例の紹介などを基とし
た実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

「銀行の経済社会における地位は、あたかも人体における心臓のようなものである」。１９世紀のドイツの学者が述べた言葉です。
戦後のわが国の経済社会は大きな変貌を遂げ、銀行も大きな変化を遂げてきました。そうであっても、銀行が「人、企業、国・自治体などにお金という血
液を送り込む心臓のような存在」であることは、今も昔も変わっていません。むしろ銀行の重要性は、一層高まっていると思います。
そうした銀行の姿を、証券会社など銀行以外の金融機関との比較も加えながら分かりやすく解説します。しっかりと学修してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

550

00450

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定はありません。

参考書

➀図説 わが国の銀行，全国銀行協会企画部金融調査室，財経詳報社，2017

なし

➀9784881774434

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の概要や進め方について、ガイダンスを行います。

・参考書の第１章「わが国の金融構造」を予習する。 2時間対面

第2回 金融市場のしくみ
間接金融と直接金融、短期金融市場と長期金融市場などの金融市場
のしくみについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第２章「銀行の基本的機能」、第４章「金融市
場」を予習する。

4時間対面

第3回 金融機関の種類、銀行の機能
金融機関の種類と、銀行の基本的な３つの機能（資金仲介・信用創造・
資金決済）について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第５章「預金業務」を予習する。

4時間対面

第4回 預金業務
銀行の固有業務である預金業務で取り扱っている預金の種類のほか、
信託、利子課税などについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第６章「貸出業務」を予習する。

4時間対面

第5回 貸出業務①
銀行の固有業務である貸出業務の基本５原則と、企業向け貸出の種
類、銀行取引約定書などについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第６章「貸出業務」を予習する。

4時間対面

第6回 貸出業務②
銀行の個人向けローンの種類、貸出のリスク管理、自己査定などにつ
いて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第７章「為替業務」を予習する。

4時間対面
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第7回 為替業務
銀行の固有業務である為替業務の種類のほか、手形・小切手および手
形交換制度のしくみについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第９章「証券業務」、第１０章「デリバティブ・証
券化」、第１１章「銀行の国際業務」を予習する。

4時間対面

第8回 証券業務・国際業務
銀行本体と証券子会社による証券業務の種類と、海外展開を中心とし
た銀行の国際業務について学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「わが国の金融制度と金融機関」を予習
する。

4時間対面

第9回 銀行制度の歩み①－明治維新から終戦まで
明治維新後の日本における銀行制度の創設から、戦時体制下におけ
る１県１行主義までの銀行制度の歩みについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「わが国の金融制度と金融機関」を予習
する。

4時間対面

第10回 銀行制度の歩み②－戦後復興からバブル期まで
戦後の護送船団行政とメインバンク制度から、１９９０年代までの金融
の自由化・国際化・証券化に至るまでの銀行制度の歩みについて学び
ます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「わが国の金融制度と金融機関」を予習
する。

4時間対面

第11回 銀行制度の歩み③－バブル崩壊から現在
バブル崩壊による不良債権問題と１９９０年後半の金融ビッグバンか
ら、現在に至るまでの銀行制度の歩みについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１２章「銀行に対する規制・監督」を予習す
る。

4時間対面

第12回 銀行に対する監督・規制
自己資本比率規制や株式保有制限、マネー・ローンダリング規制など
の銀行に対する規制や、銀行の監督官庁である金融庁の監督方針な
どについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第１２章「銀行に対する規制・監督」を予習す
る。

4時間対面

第13回 預金保険制度
預金者の保護と破綻金融機関の資金決済の確保を目的とする預金保
険制度のしくみについて学びます。

・講義資料を復習する。
・参考書の第３章「わが国の金融制度と金融機関」を予習
する。

4時間対面

第14回 日本銀行の機能
中央銀行である日本銀行の機能と役割について学びます。

・講義資料を復習する。
・学期末の定期試験に向けた春学期全体の復習を行う。

4時間対面

第15回 春学期の総括
春学期の学修内容の総括を行い、学期末の定期試験についての説明
を行います。

・講義資料を復習する。
・学期末の定期試験に向けた春学期全体の復習を行う。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 保険論　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

伏原　敬三

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ リスクマネジメント論および損害保険論

授業の目的及び概要
日本における経済活動は、個人の活動・社会（事業）の活動を問わず、リスク（危険・危機）の前提の上に成立しています。地震・台風などの天災や交通
事故、あるいはサイバー攻撃等の大きな事故が勃発するたびに高度情報社会の脆い一面が露呈し、リスクからは決して逃れられないことを実感させら
れます。この様なリスクを管理して行く仕組みの一つが「リスクマネジメント」であり「保険」です。この授業では本学の柱である「実学としての経済学」の
観点より、リスクマネジメントの内容および保険の仕組みや機能等を詳細に説明するとともに、日常生活におけるリスク（交通事故・風水害・ケガ）や事
業活動におけるリスク（商取引・債務不履行・偶発的事故）に対する対処方法としての保険を詳細に学んでいきます。併せ、保険がどの様に発展し運営
されていったのかを学ぶとともに、今後時代の変化につれてどの様に変容していくのかを考察します。

学修の到達目標
この授業の到達目標は以下のとおりです。
（１）知識・技能の観点より、リスクマネジメントや保険の基礎知識および実務の実態について正しく理解することができる。
（２）思考力・判断力の観点より、リスクマネジメントや保険に関する正しい応用力・判断力を身につけ、実際の日常生活や社会生活で活用できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説および講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の授業にあたっては、あらかじめ配布します資料（レジュメ）を利用して予習・復習を行ってください。
また、適宜市販されております「リスクマネジメント論」「保険論」の書籍等を読むことを推奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

成績評価は90点以上秀、80～89点
優、70点～79点良、60～69点可、59
点以下不可、の5段階基準とします。

700

0００30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

市販の書籍・教科書などは使用しません。
あらかじめ作成した資料（レジュメ）を用いて授業を行います。

参考書

特にありません。

テキスト指定は行いません。
必要な資料を適宜配布しま
す。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標などについて、オリエンテーションを行います。 【予習】シラバスおよび配布資料の「オリエンテーション」に
関する箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】シラバスおよび配布資料の「オリエンテーション」に
関する箇所を読み直し、理解を深めてください。

4時間対面

第2回 「リスクおよびリスクマネジメント」について学びます。 【予習】配布資料の「リスクおよびリスクマネジメント」に関
する箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「リスクおよびリスクマネジメント」に関
する箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理
解を深めてください。

4時間対面

第3回 「日常生活におけるリスクと事業生活におけるリスク」について学びま
す。

【予習】配布資料の「日常生活におけるリスクと事業生活
におけるリスク」に関する箇所を事前に読んでおいてくださ
い。

【復習】配布資料の「日常生活におけるリスクと事業生活
におけるリスク」に関する箇所を読み直し、授業で取得し
た知識を確認して理解を深めてください。

4時間対面
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第4回 「保険の仕組み①」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の仕組み①」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の仕組み①」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間対面

第5回 「保険の仕組み②」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の仕組み②」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の仕組み②」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間対面

第6回 「保険法・保険業法」について学びます。 【予習】配布資料の「保険法・保険業法」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険法・保険業法」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間対面

第7回 「保険の『仲介者』」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の『仲介者』」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の『仲介者』」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間対面

第8回 「自動車保険・自賠責保険①」について学びます。 【予習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険①」に関す
る箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険①」に関す
る箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理解を
深めてください。

4時間対面

第9回 「自動車保険・自賠責保険②」について学びます。 【予習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険②」に関す
る箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険②」に関す
る箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理解を
深めてください。

4時間対面

第10回 「火災保険①」について学びます。 【予習】配布資料の「火災保険①」に関する箇所を事前に
読んでおいてください。

【復習】配布資料の「火災保険①」に関する箇所を読み直
し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間対面

第11回 「火災保険②」について学びます。 【予習】配布資料の「火災保険②」に関する箇所を事前に
読んでおいてください。

【復習】配布資料の「火災保険②」に関する箇所を読み直
し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間対面

第12回 「地震保険」について学びます。 【予習】配布資料の「地震保険」に関する箇所を事前に読
んでおいてください。

【復習】配布資料の「地震保険」に関する箇所を読み直し、
授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間対面

第13回 「その他の保険」について学びます。 【予習】配布資料の「その他の保険」に関する箇所を事前
に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「その他の保険」に関する箇所を読み
直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくださ
い。

4時間対面

第14回 「保険の未来像」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の未来像」に関する箇所を事前
に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の未来像」に関する箇所を読み
直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくださ
い。

4時間対面

第15回 定期試験に向け、定期試験の内容と授業全体の総まとめの講義動画
をオンデマンドにて実施します。

【予習】配布資料全体を事前に読んでおいてください。

【復習】授業動画でコメントした箇所を重点的に配布資料
を再度精読し、定期試験に備えてください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 保険論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

伏原　敬三

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ リスクマネジメント論および損害保険論

授業の目的及び概要
日本における経済活動は、個人の活動・社会（事業）の活動を問わず、リスク（危険・危機）の前提の上に成立しています。地震・台風などの天災や交通
事故、あるいはサイバー攻撃等の大きな事故が勃発するたびに高度情報社会の脆い一面が露呈し、リスクからは決して逃れられないことを実感させら
れます。この様なリスクを管理して行く仕組みの一つが「リスクマネジメント」であり「保険」です。この授業では本学の柱である「実学としての経済学」の
観点より、リスクマネジメントの内容」および保険の仕組みや機能等を詳細に説明するとともに、日常生活におけるリスク（交通事故・風水害・ケガ等）や
事業活動におけるリスク（商取引・債務不履行・偶発的事故等）に対する対処方法としての保険を詳細に学んでいきます。併せ、保険がどの様に発展し
運営されていったのかを学ぶとともに、今後時代の変化につれてどの様に変容していくのかを考察します。

学修の到達目標
この授業の到達目標は以下のとおりです。
（１）知識・技能の観点より、リスクマネジメントや保険の基礎知識および実務の実態について正しく理解することができる。
（２）思考力・判断力の観点より、リスクマネジメントや保険に関する正しい応用力・判断力を身につけ、実際の日常生活や社会生活で活用できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題については、授業中に解説および講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の授業にあたっては、あらかじめ配布します資料（レジュメ）を利用して予習・復習を行ってください。
また、適宜市販されております「リスクマネジメント論」「保険論」等の書籍を読むことを推奨します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０
成績評価は90点以上秀、80～89点
優、70点～79点良、60～69点可、59
点以下不可、の5段階基準とします。

０70

0０30０

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

市販の書籍・教科書などは使用しません。
あらかじめ作成した資料（レジュメ）を用いて授業を行います。

参考書

特にありません。

テキスト指定は行いません。
必要な資料を適宜配布しま
す。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要や到達目標などについて、オリエンテーションを行います。 【予習】シラバスおよび配布資料の「オリエンテーション」に
関する箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】シラバスおよび配布資料の「オリエンテーション」に
関する箇所を読み直し、理解を深めてください。

4時間オンデマンド

第2回 「リスクおよびリスクマネジメント」について学びます。 【予習】配布資料の「リスクおよびリスクマネジメント」に関
する箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「リスクおよびリスクマネジメント」に関
する箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理
解を深めてください。

4時間オンデマンド

第3回 「日常生活におけるリスクと事業生活におけるリスク」について学びま
す。

【予習】配布資料の「日常生活におけるリスクと事業生活
におけるリスク」に関する箇所を事前に読んでおいてくださ
い。

【復習】配布資料の「日常生活におけるリスクと事業生活
におけるリスク」に関する箇所を読み直し、授業で取得し
た知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド
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第4回 「保険の仕組み①」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の仕組み①」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の仕組み①」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間オンデマンド

第5回 「保険の仕組み②」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の仕組み②」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の仕組み②」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間オンデマンド

第6回 「保険法・保険業法」について学びます。 【予習】配布資料の「保険法・保険業法」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険法・保険業法」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間オンデマンド

第7回 「保険の『仲介者』」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の『仲介者』」に関する箇所を事
前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の『仲介者』」に関する箇所を読
み直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくだ
さい。

4時間オンデマンド

第8回 「自動車保険・自賠責保険①」について学びます。 【予習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険①」に関す
る箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険①」に関す
る箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第9回 「自動車保険・自賠責保険②」について学びます。 【予習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険②」に関す
る箇所を事前に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「自動車保険・自賠責保険②」に関す
る箇所を読み直し、授業で取得した知識を確認して理解を
深めてください。

4時間オンデマンド

第10回 「火災保険①」について学びます。 【予習】配布資料の「火災保険①」に関する箇所を事前に
読んでおいてください。

【復習】配布資料の「火災保険①」に関する箇所を読み直
し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド

第11回 「火災保険②」について学びます。 【予習】配布資料の「火災保険②」に関する箇所を事前に
読んでおいてください。

【復習】配布資料の「火災保険②」に関する箇所を読み直
し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド

第12回 「地震保険」について学びます。 【予習】配布資料の「地震保険」に関する箇所を事前に読
んでおいてください。

【復習】配布資料の「地震保険」に関する箇所を読み直し、
授業で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド

第13回 「その他の保険」について学びます。 【予習】配布資料の「その他の保険」に関する箇所を事前
に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「その他の保険」に関する箇所を読み
直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくださ
い。

4時間オンデマンド

第14回 「保険の未来像」について学びます。 【予習】配布資料の「保険の未来像」に関する箇所を事前
に読んでおいてください。

【復習】配布資料の「保険の未来像」に関する箇所を読み
直し、授業で取得した知識を確認して理解を深めてくださ
い。

4時間オンデマンド

第15回 授業全体の総まとめを実施します。 【予習】配布資料全体を事前に読んでおいてください。

【復習】授業でコメントした箇所を重点的に読み直し、授業
で取得した知識を確認して理解を深めてください。

4時間オンデマンド

－234－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ファイナンシャル・プランニングⅠ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　久敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ ファイナンシャル・プランニングの基礎知識

授業の目的及び概要
当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。
ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知
識」が必要不可欠となる。
そこで当授業の概要としては、教育資金・住宅資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保険・損害保険・金融経済・資産運用・税金・不動産・相続な
ど、それら幅広い「お金の知識」を分かりやすく説明することとなる。
なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講する
ことが望ましい。

学修の到達目標
１．ファイナンシャル・プランニングの基礎知識（人生設計に必要なお金の知識）を身に付け、説明することができる。
　　それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）について、総合的な資産設計を考えることができるようになる。

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定３級レベルの知識を身に付け、説明することができる。
　　この授業では、ＦＰ技能検定３級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベ
ルに達することができる。
　　※ＦＰ受検はあくまでも推奨であり、本科目の単位取得とは無関係である

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。
小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからもほとんどないであろう。
しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

850

00105

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

みんなが欲しかった！FPの教科書３級22-23年版，
著者名：滝澤ななみ，
出版社：ＴAC出版，
出版年：2022年

参考書

978-4-3001-0139-1
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難易度、成績評価等について）
・ファイナンシャル・プランニングの意義
・ファイナンシャル・プランナーとは？
・ＦＰ技能検定の概要

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認
FP技能検定について調べ、受検するか否かを考えておく
（受検は任意）

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇所にて
読み込んでおくこと

4時間対面

第2回 ・ライフプランの考え方（キャッシュフロー表、個人バランスシート）
・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・老後資金）

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるようにしておく
人生の３大資金の全体像を把握しておく

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の３大資
金」の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第3回 ・社会保険制度（健康保険・介護保険・労災保険・雇用保険） 社会保険制度のしくみについて、実生活の中での関わり
を実感しながら、確認しておく

上記を、テキストの「社会保険制度」の箇所にて読み込ん
でおくこと

4時間対面
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第4回 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保険） 国民年金のしくみについては、被保険者区分や保険料、
年金額など、数字まできっちり把握しておくこと
厚生年金のしくみについては、年金額など、数字まできっ
ちり把握しておくこと

上記を、テキストの「公的年金制度」の箇所にて読み込ん
でおくこと

4時間対面

第5回 ・所得税の基礎知識
・10種類の所得

所得の概念について、しっかり理解・把握すること
各種所得の計算（とくに給与所得・退職所得）について
は、しっかり計算できること

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇所にて
読み込んでおくこと

4時間対面

第6回 ・所得税計算の流れ
・所得税の申告と納付

損益通算、所得控除、超過累進税率、税額控除、確定申
告等については正確に理解すること

上記を、テキストの「所得税（所得控除・税額控除）」の箇
所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第7回 ・生命保険のしくみと種類 定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類を
しっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第8回 ・損害保険のしくみと種類
・保険と税金

火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険と
いった、主な損害保険の種類をしっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第9回 ・株式
・債券

株式については、PER、PBRといった株式投資指標の理
解が必須である
債券については、利回り計算をしっかりできるようにするこ
と

上記を、テキストの「株式」「債券」の箇所にて読み込んで
おくこと

4時間対面

第10回 ・投資信託
・外貨建て金融商品

投資信託については、そのしくみについて、しっかり理解し
ておくこと
外国為替相場（円高・円安）のしくみについて、しっかり理
解しておくこと

上記を、テキストの「投資信託」「外貨建て商品」の箇所に
て読み込んでおくこと

4時間対面

第11回 ・不動産登記
・不動産取引（売買の留意点）

不動産登記のしくみについては、講義での板書等を読み
返し、しっかり理解しておくこと
不動産売買の留意点では、手付金・危険負担・瑕疵担保
責任について、確認しておくこと

上記を、テキストの「不動産登記」「不動産取引（売買）」の
箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第12回 ・建築基準法
・不動産の税金

建築基準法については、建ぺい率と容積率の計算は必須
である
不動産の税金については、マイホーム売却の特例につい
て、確認しておくこと

上記を、テキストの「建ぺい率・容積率」「不動産の税金
（譲渡所得）」の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第13回 ・相続の基礎知識（相続人・相続割合） 具体的な家族関係図から、「相続人と、その法定相続分」
については、様々なケースに対応できるようにしておくこと

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第14回 ・相続税
・贈与税

相続税計算の流れについては、大まかでも捉えておくこと
相続税と贈与税、いずれも基礎控除額の計算は、必ず確
認しておくこと

上記を、テキストの「相続税」「贈与税」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第15回 定期試験に向けた学修を促すため、定期試験の内容と授業の復習の
講義動画を公開する。
演習問題も含めて、これまでの総まとめとなる。

第１回～１４回までの講義で取り上げた論点の総確認と、
第１５回講義でピックアップした項目の復習。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ファイナンシャル・プランニングⅠ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　久敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ ファイナンシャル・プランニングの基礎知識

授業の目的及び概要
当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。
ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知
識」が必要不可欠となる。
そこで当授業の概要としては、教育資金・住宅資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保険・損害保険・金融経済・資産運用・税金・不動産・相続な
ど、それら幅広い「お金の知識」を分かりやすく説明することとなる。
なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講する
ことが望ましい。

学修の到達目標
１．ファイナンシャル・プランニングの基礎知識（人生設計に必要なお金の知識）を身に付け、説明することができる。
　　それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）について、総合的な資産設計を考えることができるようになる。

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定３級レベルの知識を身に付け、説明することができる。
　　この授業では、ＦＰ技能検定３級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベ
ルに達することができる。
　　※ＦＰ受検はあくまでも推奨であり、本科目の単位取得とは無関係である

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。
小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからもほとんどないであろう。
しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

850

00105

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

みんなが欲しかった！FPの教科書３級22-23年版，
著者名：滝澤ななみ，
出版社：ＴAC出版，
出版年：2022年

参考書

978-4-3001-0139-1
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難易度、成績評価等について）
・ファイナンシャル・プランニングの意義
・ファイナンシャル・プランナーとは？
・ＦＰ技能検定の概要

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認
FP技能検定について調べ、受検するか否かを考えておく
（受検は任意）

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇所にて
読み込んでおくこと

4時間対面

第2回 ・ライフプランの考え方（キャッシュフロー表、個人バランスシート）
・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・老後資金）

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるようにしておく
人生の３大資金の全体像を把握しておく

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の３大資
金」の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第3回 ・社会保険制度（健康保険・介護保険・労災保険・雇用保険） 社会保険制度のしくみについて、実生活の中での関わり
を実感しながら、確認しておく

上記を、テキストの「社会保険制度」の箇所にて読み込ん
でおくこと

4時間対面
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第4回 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保険） 国民年金のしくみについては、被保険者区分や保険料、
年金額など、数字まできっちり把握しておくこと
厚生年金のしくみについては、年金額など、数字まできっ
ちり把握しておくこと

上記を、テキストの「公的年金制度」の箇所にて読み込ん
でおくこと

4時間対面

第5回 ・所得税の基礎知識
・10種類の所得

所得の概念について、しっかり理解・把握すること
各種所得の計算（とくに給与所得・退職所得）について
は、しっかり計算できること

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇所にて
読み込んでおくこと

4時間対面

第6回 ・所得税計算の流れ
・所得税の申告と納付

損益通算、所得控除、超過累進税率、税額控除、確定申
告等については正確に理解すること

上記を、テキストの「所得税（所得控除・税額控除）」の箇
所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第7回 ・生命保険のしくみと種類 定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類を
しっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第8回 ・損害保険のしくみと種類
・保険と税金

火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険と
いった、主な損害保険の種類をしっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第9回 ・株式
・債券

株式については、PER、PBRといった株式投資指標の理
解が必須である
債券については、利回り計算をしっかりできるようにするこ
と

上記を、テキストの「株式」「債券」の箇所にて読み込んで
おくこと

4時間対面

第10回 ・投資信託
・外貨建て金融商品

投資信託については、そのしくみについて、しっかり理解し
ておくこと
外国為替相場（円高・円安）のしくみについて、しっかり理
解しておくこと

上記を、テキストの「投資信託」「外貨建て商品」の箇所に
て読み込んでおくこと

4時間対面

第11回 ・不動産登記
・不動産取引（売買の留意点）

不動産登記のしくみについては、講義での板書等を読み
返し、しっかり理解しておくこと
不動産売買の留意点では、手付金・危険負担・瑕疵担保
責任について、確認しておくこと

上記を、テキストの「不動産登記」「不動産取引（売買）」の
箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第12回 ・建築基準法
・不動産の税金

建築基準法については、建ぺい率と容積率の計算は必須
である
不動産の税金については、マイホーム売却の特例につい
て、確認しておくこと

上記を、テキストの「建ぺい率・容積率」「不動産の税金
（譲渡所得）」の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第13回 ・相続の基礎知識（相続人・相続割合） 具体的な家族関係図から、「相続人と、その法定相続分」
については、様々なケースに対応できるようにしておくこと

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第14回 ・相続税
・贈与税

相続税計算の流れについては、大まかでも捉えておくこと
相続税と贈与税、いずれも基礎控除額の計算は、必ず確
認しておくこと

上記を、テキストの「相続税」「贈与税」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第15回 定期試験に向けた学修を促すため、定期試験の内容と授業の復習の
講義動画を公開する。
演習問題も含めて、これまでの総まとめとなる。

第１回～１４回までの講義で取り上げた論点の総確認と、
第１５回講義でピックアップした項目の復習。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ファイナンシャル・プランニングⅡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　久敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ ファイナンシャル・プランニングの応用知識

授業の目的及び概要
当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。
ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知
識」が必要不可欠となる。
そこで当授業の概要としては、「ファイナンシャル・プランニングⅠ」に続き、教育資金・住宅資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保険・損害保険・
金融経済・資産運用・税金・不動産・相続など、それら幅広い「お金の知識」を分かりやすく説明することとなる。
なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講する
ことが望ましい。

学修の到達目標
１．ファイナンシャル・プランニングの応用知識（人生設計に必要な、実践的なお金の知識）を身に付け、説明することができる。
　　それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）について、総合的な資産設計を考えることができるようになる。

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定２級レベルの知識を身に付け、説明することができる。
　　この授業では、ＦＰ技能検定２級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベ
ルに達することができる。
　　※ＦＰ受検はあくまでも推奨であり、本科目の単位取得とは無関係である

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。
小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからもほとんどないであろう。
しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。

なお、この授業の内容は、「ファイナンシャル・プランニングⅠ」で習得した知識を前提としている。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

850

00105

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

みんなが欲しかった！FPの教科書2級・AFP22-23年版，
著者名：滝澤ななみ，
出版社：ＴAC出版，
出版年：2022年

参考書

978-4-3001-0140-7
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難易度、成績評価等について）
・ファイナンシャル・プランニングの意義
・ファイナンシャル・プランナーとは？
・ＦＰ技能検定の概要

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認
FP技能検定について調べ、受検するか否かを考えておく
（受検は任意）

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇所にて
読み込んでおくこと

4時間対面

第2回 ・ライフプランの考え方（キャッシュフロー表、個人バランスシート）
・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・老後資金）

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるようにしておく
人生の３大資金の全体像を把握しておく

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の３大資
金」の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第3回 ・社会保険制度（健康保険・介護保険・労災保険・雇用保険） 社会保険制度のしくみについて、実生活の中での関わり
を実感しながら、復習しておく

上記を、テキストの「社会保険制度」の箇所にて読み込ん
でおくこと

4時間対面
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第4回 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保険） 国民年金のしくみについては、被保険者区分や保険料、
年金額など、数字まできっちり把握しておくこと
厚生年金のしくみについては、年金額など、数字まできっ
ちり把握しておくこと

上記を、テキストの「公的年金制度」の箇所にて読み込ん
でおくこと

4時間対面

第5回 ・所得税の基礎知識
・10種類の所得

所得の概念について、しっかり理解・把握すること
各種所得の計算（とくに給与所得・退職所得）について
は、しっかり計算できること

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇所にて
読み込んでおくこと

4時間対面

第6回 ・所得税計算の流れ
・所得税の申告と納付

損益通算、所得控除、超過累進税率、税額控除、確定申
告等について正確に理解すること

上記を、テキストの「所得税（所得控除・税額控除）」の箇
所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第7回 ・生命保険のしくみと種類 定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類を
しっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第8回 ・損害保険のしくみと種類
・保険と税金

火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険と
いった、主な損害保険の種類をしっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第9回 ・株式
・債券

株式については、PER、PBRといった株式投資指標の理
解が必須である
債券については、利回り計算をしっかりできるようにするこ
と

上記を、テキストの「株式」「債券」の箇所にて読み込んで
おくこと

4時間対面

第10回 ・投資信託
・外貨建て金融商品

投資信託については、そのしくみについて、しっかり理解し
ておくこと
外国為替相場（円高・円安）のしくみについて、しっかり理
解しておくこと

上記を、テキストの「投資信託」「外貨建て商品」の箇所に
て読み込んでおくこと

4時間対面

第11回 ・不動産登記
・不動産取引（売買の留意点）

不動産登記のしくみについては、講義での板書等を読み
返し、しっかり理解しておくこと
不動産売買の留意点では、手付金・危険負担・瑕疵担保
責任について、確認しておくこと

上記を、テキストの「不動産登記」「不動産の取引（売買）」
の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第12回 ・建築基準法
・不動産の税金

建築基準法については、建ぺい率と容積率の計算は必須
である
不動産の税金については、マイホーム売却の特例につい
て、確認しておくこと

上記を、テキストの「建ぺい率・容積率」「不動産の税金
（譲渡所得）」の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第13回 ・相続の基礎知識（相続人・相続割合） 具体的な家族関係図から、「相続人と、その法定相続分」
については、様々なケースに対応できるようにしておくこと

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第14回 ・相続税
・贈与税

相続税計算の流れについては、大まかにでも捉えておくこ
と
相続税と贈与税、いずれも基礎控除額の計算は、必ず確
認しておくこと

上記を、テキストの「相続税」「贈与税」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第15回 定期試験に向けた学修を促すため、定期試験の内容と授業の復習の
講義動画を公開する。
演習問題も含めて、これまでの総まとめとなる。

第１回～第１４回までの講義で取り上げた論点の総復習
と、第１５回講義でピックアップした項目の復習。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ファイナンシャル・プランニングⅡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　久敏

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ ファイナンシャル・プランニングの応用知識

授業の目的及び概要
当授業の目的は、ファイナンシャル・プランニングの修得である。
ファイナンシャル・プランニングとは、ライフプラン上の目標を達成するため、総合的な資産設計の提案を行うものであり、そのため、幅広い「お金の知
識」が必要不可欠となる。
そこで当授業の概要としては、「ファイナンシャル・プランニングⅠ」に続き、教育資金・住宅資金・老後資金・社会保障・公的年金・生命保険・損害保険・
金融経済・資産運用・税金・不動産・相続など、それら幅広い「お金の知識」を分かりやすく説明することとなる。
なお、ファイナンシャル・プランニングとは、銀行・保険・証券会社など、あらゆる金融機関で求められる能力であり、金融機関に興味があれば、受講する
ことが望ましい。

学修の到達目標
１．ファイナンシャル・プランニングの応用知識（人生設計に必要な、実践的なお金の知識）を身に付け、説明することができる。
　　それによって、幅広いお金の知識を得ることができ、自身の人生設計（ライフプラン）について、総合的な資産設計を考えることができるようになる。

２．ＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）技能検定２級レベルの知識を身に付け、説明することができる。
　　この授業では、ＦＰ技能検定２級（国家資格）の受検を推奨しており、しっかりと授業を受け、十分な復習・試験対策をすれば、十分に合格できるレベ
ルに達することができる。
　　※ＦＰ受検はあくまでも推奨であり、本科目の単位取得とは無関係である

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業中に数回程度、小テストや小レポート、アンケートを実施予定である。
小テストや小レポートについては、その結果について、授業内で講評を行う予定である。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

お金について体系的にしっかり学ぶ機会は、これまでなかったであろうし、そしてこれからもほとんどないであろう。
しかし、お金の知識があるかないかで、人生は大きく変わると言っても過言ではない。社会に出る前に、ぜひお金についてしっかり学んでほしい。

なお、この授業の内容は、「ファイナンシャル・プランニングⅠ」で習得した知識を前提としている。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

850

00105

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

みんなが欲しかった！FPの教科書2級・AFP22-23年版，
著者名：滝澤ななみ，
出版社：ＴAC出版，
出版年：2022年

参考書

978-4-3001-0140-7
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス（授業の概要、到達目標、難易度、成績評価等について）
・ファイナンシャル・プランニングの意義
・ファイナンシャル・プランナーとは？
・ＦＰ技能検定の概要

ファイナンシャル・プランニングという概念の確認
FP技能検定について調べ、受検するか否かを考えておく
（受検は任意）

上記を、テキストの「FP技能検定」「FPと倫理」の箇所にて
読み込んでおくこと

4時間対面

第2回 ・ライフプランの考え方（キャッシュフロー表、個人バランスシート）
・人生の３大資金（教育資金・住宅資金・老後資金）

キャッシュフロー表の計算を確実にこなせるようにしておく
人生の３大資金の全体像を把握しておく

上記を、テキストの「キャッシュフロー表」「人生の３大資
金」の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第3回 ・社会保険制度（健康保険・介護保険・労災保険・雇用保険） 社会保険制度のしくみについて、実生活の中での関わり
を実感しながら、復習しておく

上記を、テキストの「社会保険制度」の箇所にて読み込ん
でおくこと

4時間対面
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第4回 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保険） 国民年金のしくみについては、被保険者区分や保険料、
年金額など、数字まできっちり把握しておくこと
厚生年金のしくみについては、年金額など、数字まできっ
ちり把握しておくこと

上記を、テキストの「公的年金制度」の箇所にて読み込ん
でおくこと

4時間対面

第5回 ・所得税の基礎知識
・10種類の所得

所得の概念について、しっかり理解・把握すること
各種所得の計算（とくに給与所得・退職所得）について
は、しっかり計算できること

上記を、テキストの「所得税（10種類の所得）」の箇所にて
読み込んでおくこと

4時間対面

第6回 ・所得税計算の流れ
・所得税の申告と納付

損益通算、所得控除、超過累進税率、税額控除、確定申
告等について正確に理解すること

上記を、テキストの「所得税（所得控除・税額控除）」の箇
所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第7回 ・生命保険のしくみと種類 定期保険や終身保険といった、主な生命保険の種類を
しっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「生命保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第8回 ・損害保険のしくみと種類
・保険と税金

火災保険、地震保険、自動車保険、個人賠償責任保険と
いった、主な損害保険の種類をしっかり理解しておくこと

上記を、テキストの「損害保険の種類」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第9回 ・株式
・債券

株式については、PER、PBRといった株式投資指標の理
解が必須である
債券については、利回り計算をしっかりできるようにするこ
と

上記を、テキストの「株式」「債券」の箇所にて読み込んで
おくこと

4時間対面

第10回 ・投資信託
・外貨建て金融商品

投資信託については、そのしくみについて、しっかり理解し
ておくこと
外国為替相場（円高・円安）のしくみについて、しっかり理
解しておくこと

上記を、テキストの「投資信託」「外貨建て商品」の箇所に
て読み込んでおくこと

4時間対面

第11回 ・不動産登記
・不動産取引（売買の留意点）

不動産登記のしくみについては、講義での板書等を読み
返し、しっかり理解しておくこと
不動産売買の留意点では、手付金・危険負担・瑕疵担保
責任について、確認しておくこと

上記を、テキストの「不動産登記」「不動産の取引（売買）」
の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第12回 ・建築基準法
・不動産の税金

建築基準法については、建ぺい率と容積率の計算は必須
である
不動産の税金については、マイホーム売却の特例につい
て、確認しておくこと

上記を、テキストの「建ぺい率・容積率」「不動産の税金
（譲渡所得）」の箇所にて読み込んでおくこと

4時間対面

第13回 ・相続の基礎知識（相続人・相続割合） 具体的な家族関係図から、「相続人と、その法定相続分」
については、様々なケースに対応できるようにしておくこと

上記を、テキストの「相続人」「相続分」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第14回 ・相続税
・贈与税

相続税計算の流れについては、大まかにでも捉えておくこ
と
相続税と贈与税、いずれも基礎控除額の計算は、必ず確
認しておくこと

上記を、テキストの「相続税」「贈与税」の箇所にて読み込
んでおくこと

4時間対面

第15回 定期試験に向けた学修を促すため、定期試験の内容と授業の復習の
講義動画を公開する。
演習問題も含めて、これまでの総まとめとなる。

第１回～第１４回までの講義で取り上げた論点の総復習
と、第１５回講義でピックアップした項目の復習。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 販売管理論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡阪　寿人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 流通・小売業で必要なマーケティングの基本的な考え方や知識を習得し、「リテールマーケティング（販売士）3級」検定試験合格に向けた基礎力を身に
つけます。

授業の目的及び概要
この授業は、身近なコンビニエンスストアやドラッグストアなどの各種小売業のマーケティングや、流通・小売業で必要な経営に関する基礎知識の習得
を目的としており、接客販売や効果的な売場づくり等、小売業での販売担当として必要な知識・技術を身につけた人材を目指します。また、授業で学ん
だ知識を客観的に証明するため「リテールマーケティング（販売士）3級」の受験を推奨し、講義内容も検定試験合格に向けた内容になっています。

学修の到達目標
この授業では「小売業の経営に関する基本的な知識を有し、仕入や販売業務ができる」ことを目指しています。また、検定試験の受験自体は任意です
が、2023年度に実施される日本商工会議所主催の「リテールマーケティング（販売士）3級」検定の本試験合格のための基礎力を身につけます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各科目終了時に「確認テスト」を宿題として配布しますので、自宅で取り組み、次の授業で提出してください。提出された確認テストは採点した上で返却
します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

身近なコンビニエンスストアやネットショップなどの事例を取り上げますので、普段の買物時に役立つ知識や、マーケティング的なモノの考え方が身に付
きます。さらに、この授業の履修後や3級検定合格後は、秋学期の「販売管理論Ⅱ」（リテールマーケティング2級対策）を履修し、上級資格にも、是非
チャレンジしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

リテールマーケティング（販売士）3級サブノート，株式会社イーイノベーション，自社出版，2020年

参考書

販売士ハンドブック（基礎編），日本商工会議所，株式会社カリアック，2019年

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 本授業の概要や到達目標、リテールマーケティング（販売士）3級検定
試験についてガイダンスを行います。また、「①小売業の類型」科目の
小売業の定義、組織小売業の種類と特徴について講義を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第1章「流通における
小売業の基本」、第2章「組織形態別小売業の基本」につ
いて復習してください。

3時間対面

第2回 「①小売業の類型」科目のインターネット社会と小売業、業種と業態の
違いについて講義を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第2章「組織形態別
小売業の基本」、第3章「店舗形態別小売業の基本的役
割」について復習してください。

3時間対面

第3回 「①小売業の類型」科目の百貨店やスーパーマーケット、コンビニエン
スストアなどの特徴について講義を行います。また、授業の最後に「小
売業の類型」確認テストを配布します。

テキストの「①小売業の類型」科目の第3章「店舗形態別
小売業の基本的役割」について復習し、配布された「小売
業の類型」確認テストに取り組み、次回の講義で提出して
ください。

6時間対面

第4回 「②マーチャンダイジング」科目の商品の品質や商品分類、コンビニエ
ンスストアのマーチャンダイジングについて講義を行います。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第1章「商品
の基本」、第2章「マーチャンダイジングの基本」について
復習してください。

3時間対面

第5回 「②マーチャンダイジング」科目の商品計画の基本と仕入計画の基本、
価格設定の基本について講義を行います。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第3章「商品
計画の基本」、第4章「販売計画・仕入計画の基本」、第5
章「価格設定の基本」について復習してください。

3時間対面

第6回 「②マーチャンダイジング」科目の値入率や粗利益率、商品回転率、
POSシステムの活用について講義を行います。また、授業の最後に
「マーチャンダイジング」確認テストを配布します。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第6章「在庫
管理の基本」、第7章「販売管理の基本」ついて復習し、配
布された「マーチャンダイジング」確認テストに取り組み、
次回の講義で提出してください。

6時間対面

第7回 「③ストアオペレーション」科目の小売店舗の日常業務や、発注システ
ムについて講義を行います。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第1章「ストア
オペレーションの基本」について復習してください。

3時間対面

－243－



第8回 「③ストアオペレーション」科目の和式進物包装や、各種商品のディスプ
レイ技法について講義を行います。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第2章「包装技
術の基本」、第3章「ディスプレイの基本」について復習して
ください。

3時間対面

第9回 「③ストアオペレーション」科目のディスプレイ技法やカラーコーディネー
トについて講義を行います。また、授業の最後に「ストアオペレーション」
確認テストを配布します。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第3章「ディス
プレイの基本」について復習し、配布された「ストアオペ
レーション」確認テストに取り組み、次回の講義で提出して
ください。

6時間対面

第10回 「④マーケティング」科目のメーカーと小売業のマーケティングの考え方
の違いや、顧客満足経営の基本について講義を行います。

テキストの「④マーケティング」科目の第1章「小売業の
マーケティングの基本」、第2章「顧客満足経営の基本」に
ついて復習してください。

3時間対面

第11回 「④マーケティング」科目の小売業の商圏と立地、プロモーションの方策
について講義を行います。

テキストの「④マーケティング」科目の第3章「商圏の設定
と出店の基本」、第4章「リージョナルプロモーションの基
本」について復習してください。

3時間対面

第12回 「④マーケティング」科目のリージョナルプロモーション、インバウンド対
応、売場づくりの基本について講義を行います。また、授業の最後に
「マーケティング」確認テストを配布します。

テキストの「④マーケティング」科目の第4章「リージョナル
プロモーションの基本」、第5章「顧客志向型売場づくりの
基本」について復習し、配布された「マーケティング」確認
テストに取り組み、次回の講義で提出してください。

6時間対面

第13回 「⑤販売・経営管理」科目の敬語の基本や、事業の許認可に関する各
種法令知識などについて、講義を行います。

テキストの「⑤販売・経営管理」科目の第1章「販売員の役
割の基本」、第2章「販売員の法令知識」について復習して
ください。

3時間対面

第14回 「⑤販売・経営管理」科目の販売活動や商品に関する法規、各種リサイ
クル法の基本などについて講義を行います。

テキストの「⑤販売・経営管理」科目の第2章「販売員の法
令知識」について復習してください。

3時間対面

第15回 これまでに学習した４科目（小売業の類型、マーチャンダイジング、スト
アオペレーション、マーケティング）の総まとめを行い、定期試験に向け
た重点ポイントについて具体的に説明します。

15回目のオンデマンド授業の視聴後は、これまでに配布
された4科目の確認テストを中心にして、定期試験に向け
た準備をしてください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 販売管理論Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡阪　寿人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 流通・小売業で必要なマーケティングの基本的な考え方や知識を習得し、「リテールマーケティング（販売士）3級」検定試験合格に向けた基礎力を身に
つけます。

授業の目的及び概要
この授業は、身近なコンビニエンスストアやドラッグストアなどの各種小売業のマーケティングや、流通・小売業で必要な経営に関する基礎知識の習得
を目的としており、接客販売や効果的な売場づくり等、小売業での販売担当として必要な知識・技術を身につけた人材を目指します。また、授業で学ん
だ知識を客観的に証明するため「リテールマーケティング（販売士）3級」の受験を推奨し、講義内容も検定試験合格に向けた内容になっています。

学修の到達目標
この授業では「小売業の経営に関する基本的な知識を有し、仕入や販売業務ができる」ことを目指しています。また、検定試験の受験自体は任意です
が、2023年度に実施される日本商工会議所主催の「リテールマーケティング（販売士）3級」検定の本試験合格のための基礎力を身につけます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各科目終了時に「確認テスト」を宿題として配布しますので、自宅で取り組み、次の授業で提出してください。提出された確認テストは採点した上で返却
します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

身近なコンビニエンスストアやネットショップなどの事例を取り上げますので、普段の買物時に役立つ知識や、マーケティング的なモノの考え方が身に付
きます。さらに、この授業の履修後や3級検定合格後は、秋学期の「販売管理論Ⅱ」（リテールマーケティング2級対策）を履修し、上級資格にも、是非
チャレンジしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

リテールマーケティング（販売士）3級サブノート，株式会社イーイノベーション，自社出版，2020年

参考書

販売士ハンドブック（基礎編），日本商工会議所，株式会社カリアック，2019年

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 本授業の概要や到達目標、リテールマーケティング（販売士）3級検定
試験についてガイダンスを行います。また、「①小売業の類型」科目の
小売業の定義、組織小売業の種類と特徴について講義を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第1章「流通における
小売業の基本」、第2章「組織形態別小売業の基本」につ
いて復習してください。

3時間対面

第2回 「①小売業の類型」科目のインターネット社会と小売業、業種と業態の
違いについて講義を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第2章「組織形態別
小売業の基本」、第3章「店舗形態別小売業の基本的役
割」について復習してください。

3時間対面

第3回 「①小売業の類型」科目の百貨店やスーパーマーケット、コンビニエン
スストアなどの特徴について講義を行います。また、授業の最後に「小
売業の類型」確認テストを配布します。

テキストの「①小売業の類型」科目の第3章「店舗形態別
小売業の基本的役割」について復習し、配布された「小売
業の類型」確認テストに取り組み、次回の講義で提出して
ください。

6時間対面

第4回 「②マーチャンダイジング」科目の商品の品質や商品分類、コンビニエ
ンスストアのマーチャンダイジングについて講義を行います。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第1章「商品
の基本」、第2章「マーチャンダイジングの基本」について
復習してください。

3時間対面

第5回 「②マーチャンダイジング」科目の商品計画の基本と仕入計画の基本、
価格設定の基本について講義を行います。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第3章「商品
計画の基本」、第4章「販売計画・仕入計画の基本」、第5
章「価格設定の基本」について復習してください。

3時間対面

第6回 「②マーチャンダイジング」科目の値入率や粗利益率、商品回転率、
POSシステムの活用について講義を行います。また、授業の最後に
「マーチャンダイジング」確認テストを配布します。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第6章「在庫
管理の基本」、第7章「販売管理の基本」ついて復習し、配
布された「マーチャンダイジング」確認テストに取り組み、
次回の講義で提出してください。

6時間対面

第7回 「③ストアオペレーション」科目の小売店舗の日常業務や、発注システ
ムについて講義を行います。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第1章「ストア
オペレーションの基本」について復習してください。

3時間対面
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第8回 「③ストアオペレーション」科目の和式進物包装や、各種商品のディスプ
レイ技法について講義を行います。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第2章「包装技
術の基本」、第3章「ディスプレイの基本」について復習して
ください。

3時間対面

第9回 「③ストアオペレーション」科目のディスプレイ技法やカラーコーディネー
トについて講義を行います。また、授業の最後に「ストアオペレーション」
確認テストを配布します。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第3章「ディス
プレイの基本」について復習し、配布された「ストアオペ
レーション」確認テストに取り組み、次回の講義で提出して
ください。

6時間対面

第10回 「④マーケティング」科目のメーカーと小売業のマーケティングの考え方
の違いや、顧客満足経営の基本について講義を行います。

テキストの「④マーケティング」科目の第1章「小売業の
マーケティングの基本」、第2章「顧客満足経営の基本」に
ついて復習してください。

3時間対面

第11回 「④マーケティング」科目の小売業の商圏と立地、プロモーションの方策
について講義を行います。

テキストの「④マーケティング」科目の第3章「商圏の設定
と出店の基本」、第4章「リージョナルプロモーションの基
本」について復習してください。

3時間対面

第12回 「④マーケティング」科目のリージョナルプロモーション、インバウンド対
応、売場づくりの基本について講義を行います。また、授業の最後に
「マーケティング」確認テストを配布します。

テキストの「④マーケティング」科目の第4章「リージョナル
プロモーションの基本」、第5章「顧客志向型売場づくりの
基本」について復習し、配布された「マーケティング」確認
テストに取り組み、次回の講義で提出してください。

6時間対面

第13回 「⑤販売・経営管理」科目の敬語の基本や、事業の許認可に関する各
種法令知識などについて、講義を行います。

テキストの「⑤販売・経営管理」科目の第1章「販売員の役
割の基本」、第2章「販売員の法令知識」について復習して
ください。

3時間対面

第14回 「⑤販売・経営管理」科目の販売活動や商品に関する法規、各種リサイ
クル法の基本などについて講義を行います。

テキストの「⑤販売・経営管理」科目の第2章「販売員の法
令知識」について復習してください。

3時間対面

第15回 これまでに学習した４科目（小売業の類型、マーチャンダイジング、スト
アオペレーション、マーケティング）の総まとめを行い、定期試験に向け
た重点ポイントについて具体的に説明します。

15回目のオンデマンド授業の視聴後は、これまでに配布
された4科目の確認テストを中心にして、定期試験に向け
た準備をしてください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 販売管理論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡阪　寿人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 流通・小売業で必要なマーケティングの実践的な考え方や知識を習得し、「リテールマーケティング（販売士）2級」検定試験合格に向けた基礎力を身に
つけます。

授業の目的及び概要
この授業は、コンビニエンスストアや専門店、百貨店など様々な小売業態や各店舗の商品政策（品ぞろえ）、店舗運営等の事例を取り上げながら、小売
ビジネスの実践的な知識とマネジメントについて学びます。売場で販売されている商品の品ぞろえの方策や価格設定、効果的なディスプレイや店舗業
務、顧客戦略や効果的なプロモーションの方策、店舗運営に必要な法令知識や基本的な経営分析等、内容は多岐にわたりますが、身近な店舗や商品
等の事例を取り上げながら、店舗マネジャーレベルに求められる実践力を養成します。

学修の到達目標
この授業では「小売業の経営に関する知識を有し、小売ビジネスの問題点や課題点を改善できる」ことを目指しています。また、検定試験の受験自体は
任意ですが、2023年度に実施される日本商工会議所主催の「リテールマーケティング（販売士）2級」検定の本試験合格のための基礎力を身につけま
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各科目終了時に「確認テスト」を宿題として配布しますので、自宅で取り組み、次の授業で提出してください。提出された確認テストは採点した上で返却
します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

普段よく利用するコンビニエンスストアやドラッグストアなどを取り上げ、またネットショップなどのICTを活用したこれからの小売ビジネスについても講義
しますので、普段の買物に役立つ知識や、アルバイトなどで活用できる知識なども身につけることができます。さらに、この授業で身につけた知識をベー
スに資格（リテールマーケティング2級検定）にも、是非チャレンジしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

リテールマーケティング（販売士）2級サブノート，株式会社イーイノベーション，自社出版，2020年

参考書

販売士ハンドブック（応用編），日本商工会議所，株式会社カリアック，2020年

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 本授業の概要や到達目標、リテールマーケティング（販売士）2級検定
試験等についてガイダンスを行います。また、「①小売業の類型」科目
の「流通と小売業の役割」について講義を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第1章「流通と小売
業の役割」について復習をしてください。

3時間対面

第2回 「①小売業の類型」科目の「組織小売業（チェーンストア）」について講義
を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第2章「組織形態別
小売業の運営特性」について復習をしてください。

3時間対面

第3回 「①小売業の類型」科目の「業態特性（専門店や百貨店、食品スーパー
等）」について講義を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第3章「店舗形態別
小売業の運営特性」について復習をしてください。

3時間対面

第4回 「①小売業の類型」科目の業態特性（ドラッグストアやコンビニエンスス
トア等）と、「商業集積」について講義を行います。また、授業の最後に
「小売業の類型」ミニテストを配布します。

テキストの「①小売業の類型」科目の第3章「店舗形態別
小売業の運営特性」について復習し、配布された「小売業
の類型」確認テストに取り組み、次回の授業で提出してく
ださい。

5時間対面

第5回 「②マーチャンダイジング」科目の「マーチャンダイジング・サイクル」に
ついて講義を行います。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第1章「マー
チャンダイジングの戦略的展開」について復習をしてくださ
い。

4時間対面

第6回 「②マーチャンダイジング」科目の「販売計画や仕入計画」について講義
を行います。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第２章「商品
計画の戦略的立案」～第4章「仕入計画の策定」について
復習をしてください。

5時間対面

第7回 「②マーチャンダイジング」科目の「価格政策や商品管理」について講義
を行います。また、授業の最後に「マーチャンダイジング」確認テストを
配布します。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第5章「販売
政策の戦略的展開」～第6章「商品管理政策」について復
習し、配布された「マーチャンダイジング」確認テストに取り
組み、次回の授業で提出してください。

5時間対面

－247－



第8回 「③ストアオペレーション」科目の「売上と利益向上のための店舗運営」
について講義を行います。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第1章「戦略的
ストアオペレーションの展開視点」について復習してくださ
い。

3時間対面

第9回 「③ストアオペレーション」科目の「発注システム」と「戦略的ディスプレ
イ」について講義を行います。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第2章「店舗運
営サイクルの実践と管理」、第3章「戦略的ディスプレイの
実施方法」について復習してください。

3時間対面

第10回 「③ストアオペレーション」科目の「LSP」「人時生産性や労働分配率」に
ついて講義を行います。また、授業の最後に「ストアオペレーション」確
認テストを配布します。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第4章「レイ
バースケジューリングプログラムの役割と仕組み」につい
て復習し、配布された「ストアオペレーション」確認テストに
取り組み、次回の授業で提出してください。

5時間対面

第11回 「④マーケティング」科目の「小売業のマーケティングミックス」について
講義を行います。

テキストの「④マーケティング」科目の第1章「リテールマー
ケティング戦略の考え方」について復習してください。

3時間対面

第12回 「④マーケティング」科目の「マーケットリサーチ」「CRMとFSP」について
講義を行います。

テキストの「④マーケティング」科目の第2章「リテールマー
ケティング戦略の実施方法」、第3章「顧客戦略の展開方
法」について復習してください。

4時間対面

第13回 「④マーケティング」科目の「プル戦略・プッシュ戦略・プット戦略」および
「商圏調査」について講義を行います。また、授業の最後に「マーケティ
ング」確認テストを配布します。

テキストの「④マーケティング」科目の第4章「リージョナル
プロモーションの企画と実践」、第5章「商圏分析」について
復習し、配布された「マーケティング」確認テストに取り組
み、次回の授業で提出してください。

5時間対面

第14回 「販売経営管理」科目の「小売業の基本的な法令」について講義を行い
ます。

テキストの「⑤販売経営管理」科目の第1章「販売管理者
の法令知識」について復習してください。

3時間対面

第15回 これまでに学習した4科目（小売業の類型、マーチャンダイジング、スト
アオペレーション、マーケティング）の総まとめを行い、定期試験に向け
た重点ポイントについて具体的に説明します。

15回目のオンデマンド授業の視聴後は、これまでに配布
された4科目の確認テストを中心にして、定期試験に向け
た準備をしてください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 販売管理論Ⅱ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡阪　寿人

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 流通・小売業で必要なマーケティングの実践的な考え方や知識を習得し、「リテールマーケティング（販売士）2級」検定試験合格に向けた基礎力を身に
つけます。

授業の目的及び概要
この授業は、コンビニエンスストアや専門店、百貨店など様々な小売業態や各店舗の商品政策（品ぞろえ）、店舗運営等の事例を取り上げながら、小売
ビジネスの実践的な知識とマネジメントについて学びます。売場で販売されている商品の品ぞろえの方策や価格設定、効果的なディスプレイや店舗業
務、顧客戦略や効果的なプロモーションの方策、店舗運営に必要な法令知識や基本的な経営分析等、内容は多岐にわたりますが、身近な店舗や商品
等の事例を取り上げながら、店舗マネジャーレベルに求められる実践力を養成します。

学修の到達目標
この授業では「小売業の経営に関する知識を有し、小売ビジネスの問題点や課題点を改善できる」ことを目指しています。また、検定試験の受験自体は
任意ですが、2023年度に実施される日本商工会議所主催の「リテールマーケティング（販売士）2級」検定の本試験合格のための基礎力を身につけま
す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各科目終了時に「確認テスト」を宿題として配布しますので、自宅で取り組み、次の授業で提出してください。提出された確認テストは採点した上で返却
します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

普段よく利用するコンビニエンスストアやドラッグストアなどを取り上げ、またネットショップなどのICTを活用したこれからの小売ビジネスについても講義
しますので、普段の買物に役立つ知識や、アルバイトなどで活用できる知識なども身につけることができます。さらに、この授業で身につけた知識をベー
スに資格（リテールマーケティング2級検定）にも、是非チャレンジしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

リテールマーケティング（販売士）2級サブノート，株式会社イーイノベーション，自社出版，2020年

参考書

販売士ハンドブック（応用編），日本商工会議所，株式会社カリアック，2020年

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 本授業の概要や到達目標、リテールマーケティング（販売士）2級検定
試験等についてガイダンスを行います。また、「①小売業の類型」科目
の「流通と小売業の役割」について講義を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第1章「流通と小売
業の役割」について復習をしてください。

3時間対面

第2回 「①小売業の類型」科目の「組織小売業（チェーンストア）」について講義
を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第2章「組織形態別
小売業の運営特性」について復習をしてください。

3時間対面

第3回 「①小売業の類型」科目の「業態特性（専門店や百貨店、食品スーパー
等）」について講義を行います。

テキストの「①小売業の類型」科目の第3章「店舗形態別
小売業の運営特性」について復習をしてください。

3時間対面

第4回 「①小売業の類型」科目の業態特性（ドラッグストアやコンビニエンスス
トア等）と、「商業集積」について講義を行います。また、授業の最後に
「小売業の類型」ミニテストを配布します。

テキストの「①小売業の類型」科目の第3章「店舗形態別
小売業の運営特性」について復習し、配布された「小売業
の類型」確認テストに取り組み、次回の授業で提出してく
ださい。

5時間対面

第5回 「②マーチャンダイジング」科目の「マーチャンダイジング・サイクル」に
ついて講義を行います。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第1章「マー
チャンダイジングの戦略的展開」について復習をしてくださ
い。

4時間対面

第6回 「②マーチャンダイジング」科目の「販売計画や仕入計画」について講義
を行います。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第２章「商品
計画の戦略的立案」～第4章「仕入計画の策定」について
復習をしてください。

5時間対面

第7回 「②マーチャンダイジング」科目の「価格政策や商品管理」について講義
を行います。また、授業の最後に「マーチャンダイジング」確認テストを
配布します。

テキストの「②マーチャンダイジング」科目の第5章「販売
政策の戦略的展開」～第6章「商品管理政策」について復
習し、配布された「マーチャンダイジング」確認テストに取り
組み、次回の授業で提出してください。

5時間対面
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第8回 「③ストアオペレーション」科目の「売上と利益向上のための店舗運営」
について講義を行います。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第1章「戦略的
ストアオペレーションの展開視点」について復習してくださ
い。

3時間対面

第9回 「③ストアオペレーション」科目の「発注システム」と「戦略的ディスプレ
イ」について講義を行います。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第2章「店舗運
営サイクルの実践と管理」、第3章「戦略的ディスプレイの
実施方法」について復習してください。

3時間対面

第10回 「③ストアオペレーション」科目の「LSP」「人時生産性や労働分配率」に
ついて講義を行います。また、授業の最後に「ストアオペレーション」確
認テストを配布します。

テキストの「③ストアオペレーション」科目の第4章「レイ
バースケジューリングプログラムの役割と仕組み」につい
て復習し、配布された「ストアオペレーション」確認テストに
取り組み、次回の授業で提出してください。

5時間対面

第11回 「④マーケティング」科目の「小売業のマーケティングミックス」について
講義を行います。

テキストの「④マーケティング」科目の第1章「リテールマー
ケティング戦略の考え方」について復習してください。

3時間対面

第12回 「④マーケティング」科目の「マーケットリサーチ」「CRMとFSP」について
講義を行います。

テキストの「④マーケティング」科目の第2章「リテールマー
ケティング戦略の実施方法」、第3章「顧客戦略の展開方
法」について復習してください。

4時間対面

第13回 「④マーケティング」科目の「プル戦略・プッシュ戦略・プット戦略」および
「商圏調査」について講義を行います。また、授業の最後に「マーケティ
ング」確認テストを配布します。

テキストの「④マーケティング」科目の第4章「リージョナル
プロモーションの企画と実践」、第5章「商圏分析」について
復習し、配布された「マーケティング」確認テストに取り組
み、次回の授業で提出してください。

5時間対面

第14回 「販売経営管理」科目の「小売業の基本的な法令」について講義を行い
ます。

テキストの「⑤販売経営管理」科目の第1章「販売管理者
の法令知識」について復習してください。

3時間対面

第15回 これまでに学習した4科目（小売業の類型、マーチャンダイジング、スト
アオペレーション、マーケティング）の総まとめを行い、定期試験に向け
た重点ポイントについて具体的に説明します。

15回目のオンデマンド授業の視聴後は、これまでに配布
された4科目の確認テストを中心にして、定期試験に向け
た準備をしてください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 消費者行動論　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ この授業では、マーケティング論の観点から消費者行動の購買と消費について、様々なモデルを用いながら学びます。

授業の目的及び概要
消費者の購買・消費行動をマーケティングの諸理論を使ってモデル化できる知識を学修します。従来の4Pマーケティング（Product, Price, Place, 
Promotion）に加えてサービスドミナントロジック（SDロジック）という新しい概念も取り入れてマーケテイングの新しい役割としての顧客価値共創という企
業戦略に沿った側面からも消費者行動のモデルを取り上げていきます。消費者行動に関連するマーケティング理論の理解を通して消費者行動モデル
の分析や判断力を身につけることを目的とします

学修の到達目標
1.消費財マーケテイングの理論的枠組みが理解できるようになる。
2.消費者の購買・消費（利用）の様々なモデルを理解でき、消費者の行動パターンを理解できるようになる。
3.消費者の購買意思決定プロセスと購買決定要因を理解できるようになる。
4.SDL（サービス・ドミナント・ロジック）という消費者行動に影響を及ぼす新しい理論の基本を理解できるようになる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題について授業内で適宜フィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

実務家として或いは一消費者としての経験則に基づいて、理論と実務/事例をわかりやすく説明していきますので、安心して受講してください。理屈を覚
えるよりも、身近な事例に目を向け、マーケティングと消費者行動の要諦を楽しく学びましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

500

002030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定はしない

参考書

参考書は授業中に随時指示します

特になし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】　
　この講義の進め方や評価方法、消費者行動の全体像について説明
いたします。

授業での説明の内容を基に復習してください。（1時間程
度）

1時間対面

第2回 【マーケティングと消費者行動(1）】　
　変化する消費者像に対するマーケテイングの役割の変化、戦略志向
及び新しいマーケティングの概念、このような視点から消費者行動につ
いて学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第3回 【マーケティングと消費者行動(2）】　　
　前回に続きマーケテイングと消費者行動について学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第4回 【消費財市場の動向】　　
　日用品・食料品を中心に我々の生活に密接に関連する業界について
学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第5回 【企業と顧客の価値共創の基本概念】　
　従来の4Pマーケテイングとの違いを確認しながら新たな概念として
サービス・ドミナント・ロジック(S-Dロジック）と企業と顧客の価値共創に
ついて学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第6回 【消費者行動のモデル化（1）】　　
　消費者の購買行動と消費行動、購買に至る意思決定プロセス及び消
費者行動の統合モデルであるハワード＝シェスモデル等を使って消費
者行動のモデル化について学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第7回 【消費者行動のモデル化（2）】　
　前回に続き消費者行動のモデル化について学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面
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第8回 【消費者の心理（1）】　　
　消費者が購買行動の動機付けや購買行動に直接影響を与える要因
（製品、ブランド、店舗、価格、広告等）の手掛かりを得ることができる知
覚、学習、態度について学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第9回 【消費者の心理（2）】　
　前回に続き消費者の心理について学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第10回 【消費者行動と社会との関係】　
　消費者の購買・消費に影響を与えている社会集団、特に家族にフォー
カスし消費者の所属する集団と購買・消費活動について学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第11回 【消費者行動とライフスタイル】　
　消費者の経験に焦点を当てた事業展開ガ注目されるようになってきお
り「経験価値」、「経験マーケテイング」といった視点からアプローチす
る。更に、ライフスタイル分析を行う上でのポイントを学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第12回 【消費者行動とコミュニケーション】　
　消費者行動を理解するために、消費者と企業のコミュニケーション及
び消費者同士のコミュニケーションの仕組みについて学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第13回 【消費者行動の分析フレーム】　
　現実の多面的且つ多様な消費者行動を意味ある分析対象に区分し、
その各々デ必要となる視点や枠組を学びます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第14回 【消費者行動事例研究】　
　最新の事例や過去のケースの事例研究とワークショップを組み合わ
せた手法で消費者行動に関する理解を深めていただきます。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

3時間対面

第15回 【振り返りとまとめ・オンデマンド】　
　1回～14回の授業に関する補足説明と振り返りテストを行います。

授業での説明や授業事前配布資料を基に予習・復習して
ください。

4.5時間オンデマンド

－252－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中級簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡野　彩可

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ◇商業簿記の中級論点の学習、計算実践。 
◇日商簿記検定２級取得を目指します。

授業の目的及び概要
この授業は、「初級簿記」もしくは「日本商工会議所簿記検定3級」程度の知識を前提に、株式会社の複式簿記について、発
展的内容を理解することが目的である。小規模企業・中規模企業及び連結企業における取引に関する適切な会計処理がで
き、さらにこれら企業の財務諸表作成における基礎知識を修得することを目標とし、この授業を履修することによって、商
業簿記について「日本商工会議所簿記検定2級」程度の技能を修得することができる。

学修の到達目標
・中規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・中規模企業の財務諸表及び連結財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定2級レベルの商業簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験は採点した上で返却します。
（その他提出物は各自採点の上提出）

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、税理士の資格を持ち、税理士事務所にて税務に関わる業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を
行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

◇「初級簿記」の単位を「秀」「優」で取得した学生、あるいは日商簿記検定3級を取得済であることが強く推奨されます。該当しない学生は、日商簿記検
定3級を合格してから本科目を受講してください。

◇日商簿記検定２級は工業簿記からも出題されます。そのため、本科目の履修者は必ず秋学期に開講される「工業簿記」も履修してください。

◆資格取得を目標とした授業です。
　自身のスキルアップに繋がりますが、授業時間以外での復習が必須となります。とにかく繰り返し問題を解くことが肝要です。
　学修上の疑問など小さなことでも「まあいいか」と済まさずにすぐに相談してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記2級 商業簿記（ver16.0），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記2級 商業簿記（ver16.0），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

① 9784813299035
② 9784813299066ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンスを行います。
簿記一巡の手続きについて学習します。（3級の復習）

「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ00
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第2回 損益計算書と貸借対照表について学習します。
商品売買について学習します。

「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ1～2
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面
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第3回 現金および預金について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ3
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第4回 債券・債務について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ4
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第5回 有価証券について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ5
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第6回 有形固定資産について学習します。（１） 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ6
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第7回 有形固定資産について学習します。（２） 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ7
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第8回 リース取引について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ8
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第9回 無形固定資産等と研究開発費について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ9
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第10回 引当金について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ10
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第11回 外貨換算会計について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ11
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第12回 税金について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ12
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第13回 課税所得の算定と税効果会計について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ13
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第14回 株式の発行について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ14
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第15回 剰余金の配当と処分について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ15
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第16回 決算手続について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ16
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第17回 収益の認識基準について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ17
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第18回 演習問題 予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間対面
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第19回 演習問題 予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間対面

第20回 中間試験 出題範囲・・・これまでの全範囲 4時間対面

第21回 本支店会計について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ18
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第22回 合併と事業譲渡について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ19
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第23回 連結会計（１）について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ20
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第24回 連結会計（２）について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ21
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第25回 連結会計（３）について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ22
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第26回 連結会計（４）について学習します。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ23
予習としてテキストに目を通しておいてください。わからな
い箇所があっても構いませんが、何が書いてあるのかを
理解するよう努めてください。復習として授業で学習した範
囲のトレーニングを完璧に解けるようにして、次回の講義
に臨んでください。

4時間対面

第27回 総合問題に取り組みます。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ全範囲
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間対面

第28回 総合問題に取り組みます。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ全範囲
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間対面

第29回 総合問題に取り組みます。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ全範囲
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間オンデマンド

第30回 総合問題に取り組みます。 「合格テキスト日商簿記2級」「合格トレーニング日商簿記2
級」　テーマ全範囲
予習・復習ともに、自分の苦手箇所を探し、各自演習を
行ってください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 中級簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 商業簿記の中級論点の学習、計算実践。

授業の目的及び概要
この授業は、「初級簿記」もしくは「日本商工会議所簿記検定3級」程度の知識を前提に、株式会社の複式簿記について、発展的内容を理解することが
目的である。小規模企業・中規模企業及び連結企業における取引に関する適切な会計処理ができ、さらにこれら企業の財務諸表作成における基礎知
識を修得することを目標とし、この授業を履修することによって、商業簿記について「日本商工会議所簿記検定2級」程度の技能を修得することができ
る。

学修の到達目標
・中規模企業の取引を理解し、仕訳できる。
・中規模企業の財務諸表及び連結財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定2級レベルの商業簿記の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや中間試験は講義内で解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

中級簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す方には必要な知識です。
【履修にあたっての注意】
中級簿記は日商簿記検定試験２級の範囲を対象としています。そのため、この科目を履修する前に初級簿記の単位を取得していること、又は、日商簿
記検定試験３級に合格していることが望ましいです（第1回の授業で実力確認テストを実施します）。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記2級 商業簿記（ver16.0），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記2級 商業簿記（ver16.0），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

―

① 9784813299035
② 9784813299066ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト

【事前学修】初級簿記の総復習（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第2回 簿記の一巡の手続き
財務諸表

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第3回 商品売買
現金および預金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第4回 債権債務
有価証券

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第5回 有形固定資産①
有形固定資産②（前半）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面
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第6回 有形固定資産②（後半）
リース取引

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第7回 無形固定資産等と研究開発費
引当金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第8回 外貨換算会計
税金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第9回 税効果会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第10回 株式の発行
剰余金の配当と処分

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第11回 決算手続
収益・費用の認識基準

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第12回 本支店会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第13回 合併と事業譲渡
連結会計Ⅰ（資本連結）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第14回 連結会計Ⅰ（資本連結）
連結会計Ⅱ（資本連結）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第15回 連結会計Ⅱ（資本連結）
連結会計Ⅲ（成果連結）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第16回 連結会計Ⅳ（連結株主資本等変動計算書）
製造業会計

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第17回 第１回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第18回 第２回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】中間試験に向けて総復習すること（2時間程
度）。

4時間対面

第19回 仕訳問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】中間試験に向けて総復習すること（2時間程
度）。

4時間対面

第20回 中間試験（仕訳問題４０問） 中間試験対策を行ってください。 4時間対面

第21回 第３回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第22回 第４回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第23回 中間試験の解説・復習 中間試験で間違った問題について、周辺論点も含め、復
習するようにしてください。

4時間オンデマンド

第24回 第５回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第25回 第６回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第26回 第７回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第27回 第８回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第28回 第９回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第29回 第１０回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第30回 まとめ 定期試験に向けて復習をすること。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 工業簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234島本　克彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 工業簿記・原価計算の学修

授業の目的及び概要
製造業における工業簿記および原価計算に関する知識と技能の基礎を習得することを目的とします。具体的には日商簿記２級（工業簿記）レベルの範
囲を習得することを目標にしています。

学修の到達目標
本授業では、下記を目標とします。
・工業簿記・原価計算に関する企業の経営活動を理解し、計算・記録・管理を行うことができる。
・日商簿記検定2級レベルの工業簿記・原価計算の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストおよび授業テストは採点の上で返却します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

工業簿記は税理士、公認会計士や企業の経理担当といった会計に関する仕事を考えている方には必要な知識です。また、そうした職業を目指していな
い学生にとっても、工業簿記の知識をもつことで簡単なコスト計算ができるようになります。3級から2級へのステップアップは自主学習が必要なため少し
大変かもしれませんが、その分知識の新しい世界をのぞくことを可能にし,達成感があります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

200200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

毎回の授業で下記テキスト・問題集を使うので、必ず購入し、電卓(12桁）も持参してください。
①TAC株式会社編『よくわかる簿記シリーズ　合格テキスト　日商簿記2級工業簿記  Ver.9.1』TAC出版。
②TAC株式会社編『よくわかる簿記シリーズ　合格トレーニング　日商簿記2級工業簿記　Ver.9.1』TAC出版。
なお、適宜練習プリントを配布します。

参考書

プリントで補充しますので、参考書はいりません。

①9784813299042
②9784813299073ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス・テーマ1 工業簿記の基礎 事前学修：工業簿記についてテキストを事前に読み、設例
問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第2回 テーマ2 工業簿記の勘定連絡 事前学修：工業簿記の勘定連絡についてテキストを事前
に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第3回 テーマ3 ・４材料費(I)(II) 事前学修：材料費(I)(II)についてテキストを事前に読み、設
例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第4回 テーマ5 労務費(I)
テーマ6 労務費(II)

事前学修：労務費(I)(II)についてテキストを事前に読み、設
例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面
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第5回 テーマ7 経費
テーマ8 個別原価計算(I)

事前学修： 経費・ 個別原価計算(I)についてテキストを事
前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第6回 テーマ9 個別原価計算(II)
テーマ10 部門別個別原価計算(I)テーマ11 部門別個別原価計算(II)

事前学修：  個別原価計算(II)・ 部門別個別原価計算(I)・ 
部門別個別原価計算(II)についてテキストを事前に読み、
設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）

4時間対面

第7回 テーマ12 総合原価計算(I)・ 13総合原価計算(II) 事前学修： 総合原価計算(I)・ 13総合原価計算(II)につい
てテキストを事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時
間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第8回 テーマ14 総合原価計算(III)仕損・減損 事前学修：総合原価計算(III)仕損・減損についてテキスト
を事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第9回 テーマ15 総合原価計算(IV)工程別総合原価計算 事前学修： 総合原価計算(IV)工程別総合原価計算につ
いてテキストを事前に読み、設例問題を解いておくこと（2
時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間オンデマンド

第10回 テーマ16 総合原価計算(V)組別総合原価計算 事前学修： テーマ16 総合原価計算(V)組別総合原価計算
についてテキストを事前に読み、設例問題を解いておくこ
と（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）

4時間オンデマンド

第11回 総合原価計算・等級別総合原価計算（テキスト・資料） 事前学修：  総合原価計算・等級別総合原価計算につい
てテキストを事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時
間）。
事後学修：授業後にテキスト・資料の該当箇所を読んで復
習しておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう
一度解くこと（2時間）。

4時間対面

第12回 テーマ17 財務諸表 事前学修： テーマ17 財務諸表についてテキストを事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第13回 振り返り・授業中テスト 事前学修：指示された授業中テストについてテキストを再
度事前に読み、設例問題を解いて準備しておくこと（2時
間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第14回 標準原価計算(I) 事前学修：標準原価計算(I) についてテキストを事前に読
み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4.5時間対面

第15回 標準原価計算(II) 事前学修：標準原価計算(II) についてテキストを事前に読
み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第16回 テーマ19 標準原価計算(II)続きー製造間接費の差異分析 事前学修：テーマ19 標準原価計算(II)続きー製造間接費
の差異分析 についてテキストを事前に読み、設例問題を
解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第17回 テーマ20 直接原価計算(I) 事前学修： 直接原価計算(I)についてテキストを事前に読
み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第18回 テーマ21 直接原価計算(II) 事前学修:： 直接原価計算(II)についてテキストを事前に読
み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第19回 テーマ22 本社工場会計 事前学修：本社工場会計についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第20回 振り返りと応用：総合原価計算・仕損・減損 事前学修： 総合原価計算・仕損・減損についてテキストを
再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

5時間対面

第21回 振り返りと応用：工程別総合原価計算 事前学修：工程別総合原価計算についてテキストを再度
事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業テストの準備のためにテキストの該当箇
所を読んで復習しておくこと。また、間違えたトレーニング
の問題をもう一度解くこと（2時間）。

4時間対面

第22回 振り返りと応用：等級別総合原価計算 事前学修：等級別総合原価計算の問題について、テキス
トを再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業テスト後にテキストの該当箇所を読んで復
習しておくこと。また、間違えた類似問題をトレーニングで
もう一度解くこと（2時間）。

4時間対面

第23回 振り返りと応用：標準原価計算の総合問題（その１） 事前学修：標準原価計算についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面
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第24回 振り返りと応用：標準原価計算の総合問題（その2） 事前学修：標準原価計算についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第25回 振り返りと応用：直接原価計算の特殊問題（その１） 事前学修：直接原価計算についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第26回 振り返りと応用：直接原価計算の特殊問題（その2） 事前学修：直接原価計算についてテキストを再度事前に
読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第27回 振り返りと応用：工業簿記の総論問題―原価の意味・仕訳 事前学修：工業簿記の勘定連絡についてテキストを再度
事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面

第28回 振り返りと応用：第1回〜27回に関する特殊問題演習1 事前学修：工業簿記についてテキストの指示されたところ
を再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）

4時間対面

第29回 振り返りと応用：第1回〜27回に関する特殊問題演習2と定期試験に向
けての連絡

事前学修：工業簿記についてテキストを全体にわたって再
度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、期末試験に向けて間違えたトレーニング
の問題をもう一度解くこと（2時間）。

4時間対面

第30回 振り返りと応用：第1回〜27回に関する問題演習3 事前学修：工業簿記についてテキストの指示されたところ
を再度事前に読み、設例問題を解いておくこと（2時間）。
事後学修：授業後にテキストの該当箇所を読んで復習し
ておくこと。また、間違えたトレーニングの問題をもう一度
解くこと（2時間）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 工業簿記　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 工業簿記の論点の学修、計算実践。

授業の目的及び概要
この授業は、製造業における製品原価等の計算方法ならびに記帳体系を学修するために開設されるものであり、原価計算・工業簿記の基礎から中級
程度を理解することが目的である。「初級簿記」の履修、もしくは「日本商工会議所簿記検定3級」程度の知識を前提に、個別原価計算、部門別原価計
算、総合原価計算、標準原価計算、直接原価計算の基本を学修する。この授業を履修することによって、工業簿記について「日本商工会議所簿記検定
2級」程度の技能を修得することができる。

学修の到達目標
・工業簿記・原価計算に関する企業の経営活動を理解し、計算・記録・管理を行うことができる。
・日商簿記検定2級レベルの工業簿記・原価計算の知識・技能を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
—

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストや中間試験は講義内で解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

工業簿記は会計専門職はもちろんのこと、企業の経理担当といった会計に関する仕事を目指す方には必要な知識です。
【履修にあたっての注意】
工業簿記は日商簿記検定試験２級の範囲を対象としています。そのため、この科目を履修する前に初級簿記の単位を取得していること、又は、日商簿
記検定試験３級に合格していることが望ましいです。
※初回の授業で実力確認テストを行います。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

① 合格テキスト 日商簿記2級 工業簿記（ver9.1），TAC簿記講座，TAC出版
② 合格トレーニング 日商簿記2級 工業簿記（ver9.1），TAC簿記講座，TAC出版

参考書

① 9784813299042
② 9784813299073ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト

【事前学修】初級簿記の範囲の総復習（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第2回 工業簿記の基礎
工業簿記の勘定連絡

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第3回 材料費Ⅰ
材料費Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第4回 労務費Ⅰ
労務費Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第5回 経費 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面
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第6回 個別原価計算Ⅰ
個別原価計算Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第7回 部門別個別原価計算Ⅰ
部門別個別原価計算Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第8回 総合原価計算Ⅰ
総合原価計算Ⅱ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第9回 総合原価計算Ⅲ（仕損と減損） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第10回 総合原価計算Ⅳ（工程別総合原価計算）
総合原価計算Ⅴ（組別総合原価計算）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第11回 総合原価計算Ⅵ（等級別総合原価計算） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第12回 財務諸表 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第13回 標準原価計算Ⅰ
標準原価計算Ⅱ（前半）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第14回 標準原価計算Ⅱ（後半）
直接原価計算Ⅰ

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第15回 直接原価計算Ⅱ 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第16回 本社工場会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第17回 第1回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第18回 第2回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第19回 第3回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第20回 中間試験 【事前学修】中間試験に備えて総復習しておくこと（4時間
程度）。

4時間対面

第21回 第4回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第22回 第5回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第23回 中間試験解説 【事後学修】中間試験で間違った論点（周辺論点を含む）
を復習すること（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第24回 第6回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第25回 第7回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第26回 第8回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第27回 第9回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第28回 第10回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間オンデマンド

第29回 第11回 問題演習 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】問題集等を使用し、授業で扱った論点をでき
るまで復習する（2時間程度）。

4時間対面

第30回 まとめ 定期試験に向けて総復習すること（4時間程度）。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 上級簿記　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日商簿記検定1級レベルの商業簿記を学ぶ。

授業の目的及び概要
この授業は、「初級簿記」・「中級簿記」の履修等を通じて、中級程度の商業簿記について十分な学修を行っている学生を対象に開設されるものであり、
会計専門職を目指すための土台となる知識を養うことを目的とする。近年の会計制度の改革とそれに伴う会計基準の整備等により複雑化した会計処
理について、最新の法令・会計基準に基づいた詳細な会計処理を学修する。この授業を履修することによって、「日本商工会議所簿記検定1級（商業簿
記・会計学）」の基礎を修得することができる。

学修の到達目標
・大企業の取引を理解し、仕訳できる。
・大企業の財務諸表を作成することができる。
・日商簿記検定１級（商業簿記・会計学）等の上級レベルの簿記の問題を解くことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「初級簿記」、「中級簿記」等の簿記科目および会計学関連の科目を履修し、日商簿記検定2級商業簿記以上の知識を確実に有していることが前提とな
ります。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各種問題については、返却後に解説いたします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本授業は、今までの簿記のレベルと比較できないほど難易度が上がること、意識の高い受講生が集まることから、遅刻・欠席・途中退室には厳しく対処
する。また、取り扱う内容は日商簿記２級までの範囲を完璧に理解していなければ太刀打ちできないものであり、その知識を前提として授業を進めるの
で、受講生は必ず日商簿記２級までの知識を持ち合わせておくように。
簿記を理解することにより、企業の経理事務に必要な会計知識だけでなく、財務諸表を読む力、基礎的な経営管理や分析力が修得できる。日商簿記の
最高峰である１級の取得は就職活動に有利なステータスとなる。本科目受講生は是非１級取得にチャレンジしてほしい。

なお、本授業を履修するには日商簿記２級資格取得及び「中級簿記」の単位を取得していること。
※第1回目の講義で実力確認テストを実施します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・合格テキスト 日商簿記1級 商業簿記・会計学 (2) Ver.17.0 (よくわかる簿記シリーズ) ，TAC簿記検定講座，
2021年

参考書

①合格テキスト 日商簿記1級 商業簿記・会計学 (1) Ver.17.0 (よくわかる簿記シリーズ) ，TAC簿記検定講座，
2021年
②合格テキスト 日商簿記1級 商業簿記・会計学 (3) Ver.17.0 (よくわかる簿記シリーズ) ，TAC簿記検定講座，
2021年

・9784813298984

①9784813298977
②9784813298991

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・オリエンテーション
・実力確認問題（中級簿記の範囲）

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授
業での説明事項とともに復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第2回 テーマ１：税金・税効果会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第3回 テーマ２：現金預金
テーマ３：金銭債権・貸倒引当金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第4回 テーマ４：有価証券 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面
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第5回 テーマ５：外貨換算会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第6回 テーマ6：デリバティブ取引 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第7回 テーマ７：有形固定資産 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第8回 テーマ７：有形固定資産（残り） 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第9回 テーマ８：リース取引 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第10回 テーマ９：無形固定資産・投資その他の資産 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第11回 テーマ１０：繰延資産、研究開発費等
テーマ１１：引当金

【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第12回 テーマ１２：退職給付会計 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第13回 テーマ１３：社債 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第14回 テーマ１４：純資産 【事前学修】テキストの該当箇所を読み、予習しておくこと
（2時間程度）。
【事後学修】テキストの授業で扱った箇所を再度読み、各
自問題集等を使用し復習しておくこと（2時間程度）。

4時間対面

第15回 まとめ（定期試験に向けて） 【事前学修】テキスト及び配布資料全てを事前に読んでお
くこと。
【事後学修】テキスト及び配布資料を全て読み直し、各自
の持っている日商簿記検定問題集等の該当問題を間違う
ことがないレベルまで解き、定期試験に備えること。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 原価計算論（経営学部）／原価計算（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 原価計算の基礎理論及び計算手法を学ぶ。

授業の目的及び概要
この授業は、「工業簿記」の履修等を通じて、中級程度の工業簿記について十分な学修を行っている学生を対象に開設されるものであり、会計専門職
を目指すための土台となる知識を養うことを目的とする。「日本商工会議所簿記検定1級」の検定試験で出題される範囲のみではなく、2級の範囲に含ま
れる論点の復習や要点の整理を含めながら、原価計算の基礎知識を土台として、理論的に応用分野をも学修する。この授業を履修することによって、
「日本商工会議所簿記検定1級（工業簿記・原価計算）」の基礎を修得することができる。

学修の到達目標
・日商簿記検定１級レベルの製品原価計算の技法を修得し、使用できる。
・原価計算の基礎理論を理解し、説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
各種テスト等は採点の上で解説します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

原価計算は公認会計士や企業の経理担当といった会計に関する仕事に就くことを目標としている方には必要な知識です。また、原価計算の基礎理論
や計算手法を身に付けることにより、企業のコスト管理を実施できるようになります。
日商簿記の最高峰である１級の取得は就職活動に有利なステータスとなります。本科目受講生は、是非日商簿記１級取得にチャレンジしてください。
【履修にあたっての注意】
本授業は、工業簿記の上位科目として位置付けられることから、履修にあたっては工業簿記の単位を取得していること、又は、日商簿記２級に合格して
いることが望ましいです。また、内容は工業簿記よりかなり難しいものとなるため、日々の自学自習も怠らないようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

日商簿記1級とおるテキスト工業簿記・原価計算Ⅱ 製品原価計算編，桑原知之他，ネットスクール出版，2021
年

参考書

① 日商簿記1級とおるトレーニング工業簿記・原価計算Ⅱ 製品原価計算編，桑原知之他，ネットスクール出
版，2021年
② 日商簿記1級とおるテキスト工業簿記・原価計算Ⅰ 管理会計編，桑原知之他，ネットスクール出版，2020年
③ 日商簿記1級とおるトレーニング工業簿記・原価計算Ⅰ 管理会計編，桑原知之他，ネットスクール出版，
2020年

9784781031729

① 9784781031736
② 9784781031705
③ 9784781031712

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト（工業簿記）

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第2回 工業簿記・原価計算の基礎
費目別計算の基本・応用

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第3回 費目別計算の基本・応用（続き）
製造間接費と部門別計算の基本

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第4回 製造間接費と部門別計算の基本（続き）
製造間接費と部門別計算の基本・応用

テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第5回 製造間接費と部門別計算の基本・応用（続き） テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第6回 個別原価計算 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第7回 総合原価計算の基本 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第8回 総合原価計算における仕損・減損の処理 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面
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第9回 工程別総合原価計算 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第10回 組別総合原価計算 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第11回 等級別総合原価計算 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第12回 連産品 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第13回 標準原価計算の基本 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第14回 標準原価計算の応用 テキストの授業で扱った箇所を再度読み、授業での説明
事項とともに復習しておくこと。

4時間対面

第15回 まとめ（定期試験に向けて） 定期試験に向けて総復習を行うこと。 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 監査論（経営学部）／会計監査（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34川口　将輝

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 会計監査の基礎理論の修得。

授業の目的及び概要
現代の市場経済では、企業に対して財務内容の開示が求められており、開示の主要な手段である財務諸表については、その適正性に関して独立した
公認会計士又は監査法人による監査が必要とされている。その意味で、財務諸表の監査は、市場経済を支える重要な役割を担っているといえる。この
授業は、財務諸表監査を中心とした監査の目的や機能、我が国における監査制度、監査基準の構成、監査実施のプロセスについて学修し、監査制度
についての理解を深めることが目的である。

学修の到達目標
・職業的専門家が実施する監査の意義や制度を理解し、説明することができる。
・監査の計画、実施及び報告に至る一連のプロセスを理解し、説明することができる。
・財務諸表分析の手法を駆使し、リスク評価ができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験等は返却し、解説と講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

監査は資本主義社会において重要なインフラストラクチャーとして機能していることから、監査に関する知識や考え方は、監査の実施者である公認会計
士はもちろんのこと、資本主義社会でビジネスに関わる全ての人が身に付ける必要があるといえます。そのため、監査に興味関心のある学生は、ぜひ
履修してください。
【履修にあたっての注意】
本授業で取り扱う監査論は、会計学に関する基本的な知識を前提とするので、受講生は以下の単位を取得していることが望ましいです。
・中級簿記
・会計学
また、本授業ではディスカッションを実施するため、積極的に参加してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

300010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

・はじめてまなぶ監査論（第2版），盛田良久・百合野正博・朴大栄 編著，中央経済社，2020年

参考書

・9784502342110
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・財務諸表監査制度の成立とその目的

【予習】テキスト第１章「財務諸表監査制度の成立とその
目的」を事前に読んでおくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第１章「財務諸表監査制度の成立とその
目的」を読み直し、講義で得た知識を確認すること（２時
間）。

4時間対面

第2回 ・経済社会を支える財務情報
・監査を要請する法律

【予習】テキスト第２章「経済社会を支える財務情報」、第３
章「監査を要請する法律」を事前に読んでおくこと（２時間
程度）。
【復習】テキスト第２章「経済社会を支える財務情報」、第３
章「監査を要請する法律」を読み直し、講義で得た知識を
確認すること（２時間）。

4時間対面

第3回 ・監査を担当する専門家 【予習】テキスト第４章「監査を担当する専門家」を事前に
読んでおくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第４章「監査を担当する専門家」を読み直
し、講義で得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第4回 ・監査基準（目的基準と一般基準） 【予習】テキスト第６章「監査基準（目的基準と一般基準）」
を事前に読んでおくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第６章「監査基準（目的基準と一般基準）」
を読み直し、講義で得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面
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第5回 ・監査の実施 【予習】テキスト第７章「監査の実施」を事前に読んでおくこ
と（２時間程度）。
【復習】テキスト第７章「監査の実施」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第6回 ・中間試験 【予習】テキスト第１章「財務諸表監査制度の成立とその
目的」、第２章「経済社会を支える財務情報」、第３章「監
査を要請する法律」、第４章「監査を担当する専門家」、第
6章「監査基準（目的基準と一般基準）」、第７章「監査の実
施」を読み、試験に備えること（2時間程度）。
【復習】テキスト第１章「財務諸表監査制度の成立とその
目的」、第２章「経済社会を支える財務情報」、第３章「監
査を要請する法律」、第４章「監査を担当する専門家」、第
6章「監査基準（目的基準と一般基準）」、第７章「監査の実
施」をを読み直し、中間試験範囲

4時間対面

第7回 ・監査の手続① 【予習】テキスト第８章「監査の手続」を事前に読んでおくこ
と（２時間程度）。
【復習】テキスト第８章「監査の手続」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第8回 ・中間試験解説
・監査の手続②

【予習】テキスト第８章「監査の手続」を事前に読んでおくこ
と（２時間程度）。
【復習】テキスト第８章「監査の手続」を読み直し、講義で
得た知識を確認すること（２時間）。

4時間オンデマンド

第9回 ・監査結果の報告① 【予習】テキスト第９章「監査結果の報告」を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第９章「監査結果の報告」を読み直し、講
義で得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第10回 ・監査結果の報告② 【予習】テキスト第９章「監査結果の報告」を事前に読んで
おくこと（２時間程度）。
【復習】テキスト第９章「監査結果の報告」を読み直し、講
義で得た知識を確認すること（２時間）。

4時間対面

第11回 ・ケーススタディ① 【予習】財務諸表分析で使用する指標を復習しておくこと 4時間対面

第12回 ・ケーススタディ② 【予習】財務諸表分析で使用する指標を復習しておくこと 4時間対面

第13回 ・ケーススタディ③ 【予習】財務諸表分析で使用する指標を復習しておくこと 4時間対面

第14回 ・ケーススタディ④ 【予習】財務諸表分析で使用する指標を復習しておくこと 4時間対面

第15回 ・まとめ 【予習】テキストとこれまでの配布資料を事前に読んでおく
こと（２時間程度）。
【復習】テキストとこれまでの配布資料を読み直し、講義で
得た知識を確認すること（２時間程度）。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 コーポレートファイナンス論（経営学部）／企業財務論（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

粂井　淳子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 企業価値の最大化

授業の目的及び概要
この授業は、企業における資金の調達・運用、設備投資等に関して包括的に学び、理論を正確に理解した上で、その応用力を身につけることができる
ことを目的とする。具体的には、会計情報を利用し、問題を解決できること、会計情報を意思決定に利用できること、基本的なファイナンスに関する理
論、企業における資金調達と資本構成の実態、資本コストの考え方やその算出方法、企業における配当政策、債券と株式の評価方法、現在価値の概
念を用いたキャッシュフローの評価方法等に関する知識を修得し、企業財務意思決定の基礎理論を理解することができることなどである。

学修の到達目標
基本的なコーポレートファイナンスの考え方を身につけ、グローバル化する現代ビジネスの諸課題に創造的に対応できる力を身につけることを到達目
標とする。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
確認テストについては授業中に講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

配布資料は、書き込み式です。授業に出席し、抜けているところを埋めてください。授業に出席できなかった場合には、ラーニングポータルの教材を確認
してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『コーポレートファイナンス　戦略と実践』，田中慎一、保田隆明著，ダイヤモンド社，2019年

参考書

『ファイナンス論・入門　イチからわかる証券投資と企業金融』2020　俊野雅司、白須洋子、時岡紀夫著　有斐
閣　
その他の参考書については、授業中に配布プリント等でお知らせします。

ISBN:978-4-478-10541-2

ISBN:978-4-641-16570-0

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ファイナンスの全体像 【予習】事前にシラバスに目を通しテキストの第1章の部分
を読んでおきましょう。
【復習】テキストの第1章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第2回 会計とファイナンス１　B/SとP/L 【予習】事前にテキストの第2章01及び02の部分を読んで
おきましょう。
【復習】テキストの第2章01及び02の部分や配布資料を読
み返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第3回 会計とファイナンス２　キャッシュフロー 【予習】事前にテキストの第2章03～07の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第2章03～07の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第4回 会計とファイナンス３　財務諸表の活用 【予習】事前にテキストの第3章01～03の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第3章01～03の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第5回 会計とファイナンス４　株式市場での評価 【予習】事前にテキストの第3章04～08の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第3章04～08の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面
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第6回 企業価値１　現在価値 【予習】事前にテキストの第4章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第4章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第7回 企業価値２　資本コスト 【予習】事前にテキストの第5章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第5章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第8回 企業価値３　事業評価 【予習】事前にテキストの第6章01～03の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第6章01～03の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第9回 企業価値４　企業価値 【予習】事前にテキストの第6章04～08の部分を読んでお
きましょう。
【復習】テキストの第6章04～08の部分や配布資料を読み
返し、講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第10回 企業価値５　類似会社比較法 【予習】事前にテキストの第7章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第7章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第11回 企業価値６　M＆A 【予習】事前にテキストの第8章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第8章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第12回 株主還元政策 【予習】事前にテキストの第9章の部分を読んでおきましょ
う。
【復習】テキストの第9章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第13回 IR戦略 【予習】事前にテキストの第10章の部分を読んでおきま
しょう。
【復習】テキストの第10章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第14回 ベンチャーファイナンス 【予習】事前にテキストの第11章の部分を読んでおきま
しょう。
【復習】テキストの第11章の部分や配布資料を読み返し、
講義で得た知識を確認してください。

4時間対面

第15回 まとめ 【予習】事前に確認テストの計算問題や用語について復習
しておきましょう。
【復習】テキストや参考書、配布資料を用いて用語や確認
テストの計算問題について復習し、講義で得た知識を確
認してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営分析Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234向山　敦夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 財務諸表分析に関する基礎的知識の習得

授業の目的及び概要
われわれが最も簡単に入手でき、かつ最も有用な情報は有価証券報告書です。企業を分析する主体は一般投資家（株主）・証券アナリスト・債権者（銀
行）・ファンドマネジャー・従業員（労働組合）・大学生（潜在的従業員）などさまざまです。企業を分析する視角は、代表的には収益性と安全性ですが、将
来性や成長性、CSR（企業の社会的責任）やESG情報などの重要性が増しています。この授業では、有価証券報告書に掲載されている財務諸表（貸借
対照表と損益計算書）を使ってさまざまな経営分析指標を説明し、また実際に算定することにより、企業を分析する知識の習得を目指します。

学修の到達目標
わが国の会計制度についての理解を深めるとともに、伝統的な経営分析指標について説明します。説明の後、実際の企業の財務諸表を使って指標を
算出し、企業業績・経営内容を分析することができるようになることが講義の目標です。自分が将来働きたいと思う企業や、名前は知っているけれども
企業の内容は知らないという企業の財務諸表をみて、経営内容（経営成績と財政状態）を分析することができる程度には理解を深めたいと思います。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義の進捗に合わせて理解度を確かめるためにミニ・テストをおこない、翌週に返却して解答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義内容の理解を深めるために、期間中に4回のミニ・テスト（小テスト）をおこないます。ミニ・テストは提出のみをチェックし、翌週返却して解答します。
過去の経験から言えば、単位取得率・成績評価は、出席率と強い相関を示しています（すなわち、講義に毎回出席し、きっちりミニ・テストをこなしていれ
ば、講義内容は理解できます）。成績評価の方法は第1回目に詳しく説明します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません。PowerPointの資料を使って説明します。

参考書

・太田康広（2018）『ビジネススクールで教える経営分析』日本経済新聞出版（ISBN978-4-532-11386-5）
・佐藤裕一（2012）『ビジュアル 経営分析の基本 〈第5版〉』日経文庫ビジュアル（ISBN978-4-532-11925-6）

なし

・ISBN978-4-532-11386-5
・ISBN978-4-532-11925-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方・評価方法等についてガイダンスをおこないます。 【予習】シラバスを事前に読んでおいてください。
【復習】PowerPointの資料や参考書などを確認しておいて
ください。

2時間対面

第2回 トライアングル体制と呼ばれた日本の会計制度の現状と歴史について
解説し、財務情報の入手方法について説明します。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「トラ
イアングル体制」や財務情報の入手方法について確認し
ておいてください。

4時間対面

第3回 損益計算書と貸借対照表の構造について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「損
益計算書と貸借対照表の構造」について確認しておいてく
ださい。

4時間対面

第4回 経営分析の目的と機能について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「経
営分析の目的と機能」について確認しておいてください。

4時間対面

第5回 損益計算書を用いて、企業の収益性分析の指標について説明します 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「収
益性分析の指標」を確認しておいてください。

4時間対面
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第6回 損益計算書を用いて、企業の収益性分析の指標について説明します
（売上と利益の関係）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「売
上高利益率」について確認しておいてください。

4時間対面

第7回 損益計算書を用いて、企業の収益性分析の指標について説明します
（資本と利益の関係）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「資
本利益率」について確認しておいてください。

4時間対面

第8回 貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の指標について説明します
（流動性指標を中心に）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「安
全性分析の指標（とくに流動性指標）」を確認しておいてく
ださい。

4時間対面

第9回 貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の指標について説明します
（固定性指標を中心に）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「安
全性分析の指標（とくに固定性指標）」を確認しておいてく
ださい。

4時間対面

第10回 貸借対照表を用いて、企業の安全性分析の指標について説明します
（資本構成を中心に）。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「安
全性分析の指標（とくに資本構成）」を確認しておいてくだ
さい。

4時間対面

第11回 実際の企業の財務諸表を利用して、経営内容を分析します（1）。 【予習】これまでのPowerPointの資料や参考書で財務諸
表を分析するための諸指標について事前に確認しておい
てください。
【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内容を確
認しておいてください。

4時間対面

第12回 実際の企業の財務諸表を利用して、経営内容を分析します（2）。 【予習】これまでのPowerPointの資料や参考書で財務諸
表を分析するための諸指標について事前に確認しておい
てください。
【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内容を確
認しておいてください。

4時間対面

第13回 実際の企業の財務諸表を利用して、経営内容を分析します（3）。 【予習】これまでのPowerPointの資料や参考書で財務諸
表を分析するための諸指標について事前に確認しておい
てください。
【復習】実際の企業の財務諸表を使って分析した内容を確
認しておいてください。

4時間対面

第14回 財務諸表分析の意義と限界について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「財
務諸表分析の意義と限界」について確認しておいてくださ
い。

4時間対面

第15回 講義の全体の流れを振り返ります。 【予習】これまでのPowerPointの資料・これまで実施したミ
ニ・テスト等を事前に確認しておくこと。
【復習】これまでのPowerPointの資料・これまで実施したミ
ニ・テスト等を確認し、講義を通じて得られた経営分析の
知識を復習すること。

5.5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営分析Ⅰ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234川口　将輝

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 財務諸表に関する知識及び分析の基礎の修得

授業の目的及び概要
【授業の概要】
この授業は、ビジネス会計検定3級相当の知識を学修する。
【授業の目的】
会計は「ビジネスの言語」といわれ、企業にとって不可欠なものである。財務諸表分析とは、企業が作成した財務諸表（決算書）を企業内外の利害関係
者が企業の財政状態、経営成績等を理解するために行う分析のことであり、 企業と関わるすべての人にとって必要な知識（会計リテラシー）の一つであ
る。そのため、企業が公表する財務諸表に関する知識及び分析の基礎を理解し、企業の経営状態を判断できるようになることを目指す。

学修の到達目標
・財務諸表の役割や仕組みを説明することができる。
・財務諸表分析の基本的手法を用いて、収益性・安全性、成長性の観点から財務諸表を分析することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間テストは返却し、解説と講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・「会計学」から繋がる授業と位置づけているため、事前に「会計学」を履修することを推奨します。
・電卓（12桁以上）を持参してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス会計検定試験公式テキスト３級＜第５版＞， 大阪商工会議所， 中央経済社， 2023年

参考書

ビジネス会計検定試験公式過去問題集３級＜第５版＞， 大阪商工会議所， 中央経済社， 2021年

9784502454219

9784502399312

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
実力確認テスト（会計学基礎の復習）

【事前】会計学基礎で学修した内容を復習する。（２時間程
度）
【事後】実力確認テストで理解が不十分だった箇所につい
て、会計学基礎で学修した内容を復習する。（２時間程
度）

4時間対面

第2回 第１章「財務諸表」とは
企業内容開示制度・監査制度を理解する

【事前】テキストの第１章を読む。（２時間程度）
【事後】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

4時間対面

第3回 第２章「貸借対照表」
貸借対照表の仕組みを理解する

【事前】テキストの第２章を読む。（２時間程度）
【事後】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

4時間対面

第4回 第３章「損益計算書」
損益計算書の仕組みを理解する

【事前】テキストの第３章を読む。（２時間程度）
【事後】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

4時間対面

第5回 第４章「キャッシュ・フロー計算書」
キャッシュ・フロー計算書の仕組みを理解する。

【事前】テキストの第４章を読む。（２時間程度）
【事後】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

4時間対面

第6回 第１回中間試験（第１章から第４章） 【事前】テキストの第１章から第４章を読み、試験の準備を
する。（４時間程度）

4時間対面
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第7回 第１回中間試験解説
第５章「財務諸表分析」
財務諸表分析の基礎を理解する

【事前】テキストの第５章第１節から第７節を読む。（２時間
程度）
【事後①】第１回中間試験で理解が不十分だった箇所につ
いて、テキストを再読する。（２時間程度）
【事後②】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

6時間対面

第8回 第５章「財務諸表分析」－安全性分析
安全性指標（支払能力）を理解する

【事前】テキストの第５章第８節を読む。（２時間程度）
【事後】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

4時間対面

第9回 第５章「財務諸表分析」－収益性分析
収益性指標（利益を稼ぐ力）を理解する

【事前】テキストの第５章第10節を読む。（２時間程度）
【事後】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

4時間対面

第10回 第５章「財務諸表分析」－１株当たり分析
１株当たり分析（株価は高いか低いか）を理解する

【事前】テキストの第５章第11節を読む。（２時間程度）
【事後】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

4時間対面

第11回 第５章「財務諸表分析」－キャッシュ・フロー分析
キャッシュ・フロー情報（資金のバランス）を理解する

【事前】テキストの第５章第９節を読む。（２時間程度）
【事後】授業で扱った箇所を再読し、理解を定着させる。
（２時間程度）

4時間対面

第12回 第２回中間試験（第５章） 【事前】テキストの第５章を読み、試験の準備をする。（４時
間程度）

4時間対面

第13回 第２回中間試験解説
定期試験に向けた練習問題

【事後①】第２回中間試験で理解が不十分だった箇所につ
いて、テキストを再読する。（２時間程度）
【事後②】練習問題を再度解き、理解を定着させる。（２時
間程度）

4時間対面

第14回 定期試験に向けた練習問題 【事後】練習問題を再度解き、理解を定着させる。（４時間
程度）

4時間対面

第15回 まとめ 【事前】テキストの全頁を読み、理解が不十分な箇所を確
認する。（２時間程度）
【事後】テキストの全頁を読み、試験の準備をする。（４時
間程度）

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営分析Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　234
経営学部　34

向山　敦夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 財務諸表分析に関する応用的知識の習得

授業の目的及び概要
企業を分析する主体は、一般投資家（株主）・証券アナリスト・債権者（銀行）・信用調査会社・ファンドマネジャー・従業員（労働組合）・大学生（潜在的従
業員）などさまざまです。企業を分析する視角は、代表的には収益性や安全性ですが、将来性や成長性、CSR（企業の社会的責任）やESG情報などの
重要性が増しています。この授業では「経営分析Ⅰ」の知識を前提にして、授業の前半（第1回～第8回）は講義形式、授業の後半（第9回～第15回）は
受講生自身でさまざまな経営分析指標を用いて有価証券報告書に掲載されている財務諸表（貸借対照表と損益計算書）を分析するプレゼンテーション
をおこないます。

学修の到達目標
「経営分析Ⅰ」の知識を前提にして、自分が将来働きたいと思う企業や関心のある企業、名前は知っているけれども中味は知らないという企業の財務
諸表をみて、経営内容（経営成績と財政状態）の分析をおこないます。さらに、CSR/ESG情報を分析することにより、多角的に企業を分析・評価すること
ができるための理解を深めたいと思います。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
「経営分析Ⅰ」の単位を取得していること。すでに「経営分析Ⅰ」の基礎知識を取得していること前提にして講義を進めます。

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
講義の進捗に合わせて理解度を確かめるためにミニ・テストをおこない、返却して解答します。受講生によるプレゼンテーションに対しては、他の受講生
からコメントシートを提出してもらいます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

第1回目の授業で詳しく説明しますが、一人2回ずつ、PowerPointの資料を作成してプレゼンテーションをおこないますので、PowerPointの使い方に慣れ
ておいてください。
他の受講生の迷惑になる行為は慎むこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0060

0201010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません。PowerPointの資料を使って説明します。

参考書

・太田康広（2018）『ビジネススクールで教える経営分析』日本経済新聞出版（ISBN978-4-532-11386-5）
・佐藤裕一（2012）『ビジュアル 経営分析の基本 〈第5版〉』日経文庫ビジュアル（ISBN978-4-532-11925-6）

なし

・ISBN978-4-532-11386-5
・ISBN978-4-532-11925-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 講義の進め方・評価方法等についてガイダンスをおこないます。 【予習】シラバスを事前に読んでおいてください。
【復習】PowerPointの資料や参考書などを確認しておいて
ください。

2時間対面

第2回 トライアングル体制と呼ばれた日本の会計制度の変革について解説す
るとともに、財務情報の入手方法について説明します。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「トラ
イアングル体制」や財務情報の入手方法について確認し
ておいてください。

4時間対面

第3回 損益計算書と貸借対照表の構造について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「損
益計算書と貸借対照表の構造」について確認しておいてく
ださい。

4時間対面

第4回 損益計算書を中心にして、企業の収益性分析の指標について説明しま
す。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「収
益性分析の指標」を確認しておいてください。

4時間対面

第5回 貸借対照表を中心にして、企業の安全性分析の指標について説明しま
す。

【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「安
全性分析の指標」を確認しておいてください。

4時間対面
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第6回 損益分岐点分析について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で「損
益分岐点分析」について確認しておいてください。

4時間対面

第7回 証券投資で用いられる基本的な指標について解説します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で
「PERとPBR」を確認しておいてください。

4時間対面

第8回 CSR（企業の社会的責任）やESG情報の分析について説明します。 【予習】参考書や関連する資料を事前に読んでおいてくだ
さい。
【復習】PowerPointの資料や関連する資料・参考書で
「CSR/ESG情報」について確認しておいてください。

4時間対面

第9回 これまでの講義内容のとりまとめをおこないます。また、第１回目のプレ
ゼンテーションについての説明をおこないます。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

3.5時間オンデマンド

第10回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションをおこないます（１）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第11回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションをおこないます（２）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第12回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションをおこないます（３）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第13回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションで指摘された課題を修正して、第２回目のプレゼン
テーションをおこないます（４）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第14回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションで指摘された課題を修正して、第２回目のプレゼン
テーションをおこないます（５）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面

第15回 具体的な企業の財務諸表を利用して経営内容を分析し、第１回目のプ
レゼンテーションで指摘された課題を修正して、第２回目のプレゼン
テーションをおこないます（６）。

【予習】PowerPointの資料や関連する資料をもとに、プレ
ゼンテーション用の資料を作成してください。
【復習】プレゼンテーションに対してコメントシートを提出す
るとともに、PowerPointの資料の修正点を確認しておいて
ください。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 財務会計論Ⅰ＜財務会計論＞（経営学部）／財務会計（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤原　大花

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 財務会計理論の学修

授業の目的及び概要
この授業は、簿記・会計の上級者を対象に開設されるものであり、会計専門職を目指すための土台となる知識を養うことが目的である。「初級簿記」・
「中級簿記」・「上級簿記」といった複式簿記による技術的側面の学修を中心としたものに対し、なぜそのような仕訳をするのかという会計処理の理論的
側面を学修するものである。この授業を履修することによって、会計学の基礎概念や会計基準の構造を理解することができ、税理士試験（財務諸表論）
や公認会計士試験（財務会計）の基礎を修得することができる。

学修の到達目標
・主要な会計基準とその理論的問題や背景を理解し、説明することができる。
・財務会計に関する理論を理解し、会計処理を説明できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
中間試験等は採点の上で解説します。授業で説明した内容の問いかけや疑問点の質問に回答します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目は、「上級簿記」を理論的に支える科目となります。税理士試験（財務諸表論）、公認会計士試験（財務会計）で出題される範囲全般を広く浅く
取り上げる予定です。したがって、これらの受験を考えている人は、必ず履修してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定のテキストはありません。必要な資料（会計基準等）を適宜案内いたします。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・実力確認テスト

会計学、中級簿記、上級簿記等のテキストを使用し、内容
を思い出してくるようにすること。

4時間対面

第2回 ・財務会計の機能
・財務会計の基礎概念

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。

4時間対面

第3回 ・損益会計 配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。

4時間対面

第4回 ・資産会計 配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。

4時間対面

第5回 ・概念フレームワーク（財務報告の目的・会計情報の質的特性） 配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。

4時間対面

第6回 ・概念フレームワーク（財務諸表の質的特性・財務諸表における認識と
測定）

配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに復習し
ておくこと 。
【中間試験に向けて】
第6回目までの範囲の総復習を行い、中間試験に備える
こと。

4時間対面

第7回 ・中間試験 第6回目までの範囲の総復習を行い、中間試験に備える
こと。

4時間対面

第8回 ・棚卸資産 【事前】棚卸資産に関する簿記の問題を解き、現状の会計
処理を確認しておくこと
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面
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第9回 ・中間試験の解説と復習 中間試験で間違った問題を中心に復習すること。 4時間オンデマンド

第10回 ・固定資産 【事前】固定資産に関する簿記の問題を解き、現状の会計
処理を確認しておくこと
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第11回 ・リース取引 【事前】リース取引に関する簿記の問題を解き、現状の会
計処理を確認しておくこと
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第12回 ・引当金
・資産除去債務

【事前】引当金及び資産除去債務に関する簿記の問題を
解き、現状の会計処理を確認しておくこと
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第13回 ・自己株式 【事前】自己株式に関する簿記の問題を解き、現状の会計
処理を確認しておくこと。
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第14回 ・税効果会計 【事前】税効果会計に関する簿記の問題を解き、現状の会
計処理を確認しておくこと。
【事後】配布資料を再度読み、授業での説明事項とともに
復習しておくこと 。

4時間対面

第15回 まとめ 定期試験に向けて総復習を行うこと。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 経営情報論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234津田　博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 企業情報システムのオペレーションマネジメント及びDX（デジタルトランスフォーメーション）の理論と実践を学修する。

授業の目的及び概要
この科目は専門共通科目です。企業の生産、販売、物流、管理等全般的な業務とそれを支援する情報システムのオペレーションマネジメントを学ぶこと
により、企業がどのように情報システムを活用してどのような成果を上げているかを学びます。特に、パナソニックグループの事例を用いて情報システム
が企業のバリューチェーンでどのような役割を果たしているか、そしてDX（デジタルトランスフォーメーション）の取組も学びます。
各回授業の前半は一般的な企業の生産、販売、物流、管理等について解説し、後半ではパナソニックグループの具体的な運用について説明します。
実際の企業がどのような業務を実施し、情報システムがどう業務支援をしているかを学ぶことは、学生時代のみならず、就職してからも役立つ内容で
す。

学修の到達目標
・経営情報システムの歴史や発展形態を理解し説明できる。
・企業活動の基本構造である調達、製造、販売、物流、人事、経理、法務、情報システム個々の機能と相互のつながりが理解できる。
・企業のビジネスプロセスとそれを支援する情報システムのオペレーションマネジメントを理解し説明できる。
・DXの意義と構築プロセスを把握し説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
試験については、授業支援システム Learning Portal に解答と解説を掲載します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目で
は、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経営情報論Ⅰを履修しておいてください。経営情報論Ⅰで理解した情報をベースに実践的な内容について学修します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0500

003020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

資料を配布します。

参考書

参考になる図書、論文、資料については随時案内いたします。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス及び授業の概要
・企業の諸機能とシステム化
・パナソニックの会社概要

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第2回 情報システム発展の変遷
・第１次情報システムから第４次情報システム
・時代区分ごとのシステム利活用

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第3回 組織・業務
・組織
・業務システム
・SCM（サプライチェーンマネジメント）
・データウエアハウス（DWH）とビジネスインテリジェンス（BI）

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第4回 営業企画
・マーケティング
・WEBサイト
・ECサイト
・サブスクリプション

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面
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第5回 受注業務
・営業業務
・生産管理業務
・物流業務などとの業務連携

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第6回 生産管理
・生産管理の目的と生産管理方式
・PSI（Production、Sales、Inventory）業務
・MRP（Material Requirements Planning）

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第7回 調達業務
・調達業務
・調達プロセス
・サプライヤ管理
・間接材調達

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第8回 物流業務
・保管
・荷役
・包装
・流通加工
・輸送
・情報システム

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第9回 経理業務
・財務会計
・管理会計
・一般会計
・業績管理
・予実管理

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第10回 人事業務
・人事部門の役割
・働き方
・グローバル人事の取組

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第11回 法務
・企業法務
・契約・取引法務
・コンプライアンス管理

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第12回 情報システム1
・システム企画
・要件定義
・システム設計
・プログラミング
・テスト
・移行

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第13回 情報システム2
・プロジェクトマネジメント
・情報システム部門の役割

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第14回 パナソニックのDX
・プロセスを変革する事例
・生産管理のDX
・調達業務のDX
・経理業務のDX

Learning Portalの講義プリントをよく読み、予習しておいて
ください。（2時間）
授業中に解説したテーマについて課題レポートを提出して
下さい。（2時間）

4時間対面

第15回 授業全体の総括を⾏います。 これまで学んだ内容を復習し、課題レポートを提出して下
さい。（4時間）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理論Ⅰ（経営学部）／情報処理論（基礎理論）（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスで使えるExcelの修得

授業の目的及び概要
企業経営において、環境分析、戦略策定、マーケティング面で、データ分析の役割が大きくなっている。また、新たな価値を創造する上で必要な気づき
を得るためにも、データから有用な知見を如何に抽出するかが社会的な関心となっている。この授業ではデータの可視化、報告、意思決定などのデータ
分析に関連した一連のプロセスを身に付けることを目的とする。授業では実践的な課題に取り組むことで、修得した知識の定着を図る。情報処理の基
礎とデータベースの概要について理解するとともに、Excelを用いたデータ管理・活用の手法を学び、ビジネス現場において必要となる顧客名簿や売り上
げデータ等の多様なデータを適切に管理・活用する技能を身に付ける。

学修の到達目標
①データの可視化、報告、意思決定などのデータ分析に関連した一連のプロセスを理解している。
②データベースの概念や特徴について説明できる。
③Excelをデータベースとして活用し、各種データの管理・検索・集計・分析を行うことができる。
④上記③を実施するため、テーブル作成、データ入力、データの取り込み、データの加工、データの並び替え、データの抽出、関数やピポットテーブルを
用いた集計などExcelの各種機能を使うことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネス現場で使えるスキルを身に付けられるよう演習を繰り返してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

030

005020

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

できるExcelデータベース 入力・整形・分析の効率アップに役立つ本2019/2016/2013＆Microsoft365対応、早
坂清志＆できるシリーズ編集部、インプレス、2020年

参考書

978-4-295-01028-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンス
データベースの特徴と作り方

テキストの13～22ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第2回 情報処理の基礎理論
・テーブルの作成とデザインの変更
・演習課題

予習：テキストの23～38ページを事前に読んで授業を受て
ください。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第3回 効率的なデータ入力
・データ入力、ドロップダウンリスト、入力規制、郵便番号辞書、入力時
のメッセージ等
・演習課題

予習：テキストの39～70ページを事前に読んで授業を受け
てください。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第4回 データの取り込み
・データのコピー、貼り付け、CSVデータ、外部データの取り込み等
・演習課題

予習：テキストの71～106ページを事前に読んで授業を受
けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第5回 表記の統一
・TRIM関数、ASC関数、JIS関数、SUBSTITUTE関数、検索と置換、条
件付き書式、COUNTIF関数等
・演習課題

予習：テキストの107～134ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第6回 データの取り出し
・構造化参照式、PHONETIC関数、VLOOKUP関数、INDEX関数、
COUNTA関数、MID関数、LEFT関数
・演習課題

予習：テキストの135～162ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面
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第7回 データの並び替え
・複数項目の並び替え、ユーザー設定リスト、セルの文字や色で並び替
え等
・演習課題

予習：テキストの163～182ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第8回 フィルター機能によるデータの抽出
・テキストフィルター、ワイルドカード、数値フィルター、トップテン等
・演習課題

予習：テキストの183～214ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第9回 条件付き書式でデータの傾向を可視化
・上位/下位ルール、セルの協調表示ルール、カラースケール、データ
バー、アイコンセット等
・演習課題

予習：テキストの215～236ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第10回 目標に沿った方法でデータを分析
 ・小計、SUMIF関数、COUNTIF関数等
・演習課題

予習：テキストの237～256ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第11回 ピッポトテーブルによるデータ集計
・ピポットテーブル、クロス集計
・演習課題

予習：テキストの257～274ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第12回 大量データの処理
・Power Queryの機能、データの取得、CSV形式等
・演習課題

予習：テキストの275～305ページを事前に読んで授業を
受けて下さい。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第13回 復習
第1章から第５章までの復習を行います。

予習：資料を読んでおいてください。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間対面

第14回 復習
第６章～第１２章までの復習

予習：資料を読んでおいてください。
復習：授業で作成したエクセルを再度実行させて下さい。

4時間オンデマンド

第15回 定期試験レポート作成 【予習】今までの復習をしておいて下さい。
【復習】定期試験レポートで取り組んだ内容を見直して下
さい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報処理論Ⅱ（経営学部）／情報処理論(テクノロジ)（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ Pythonによるデータ分析/機械学習

授業の目的及び概要
この授業は、データ分析ツールやデータ分析システム等を利用することで、実践的な諸問題に対する様々な分析方法を身に付けることを目的とする。近
年の情報処理技術の進歩によりアルゴリズムやデータ構造に関する高度な知識が無くとも、分析ツールや分析システム等を利用することで、膨大な情
報を処理することが可能となった。授業では、これらのツールやシステムを利用しながらデータから新たな知見を抽出する様々な手法ついて学修する。
プログラミング言語は、データ分析に広く使われているPythonを用いる。

学修の到達目標
①データ分析の必要性を理解する。
②Pythonの基本的な文法を理解し、コーディングすることができる。
③Pythonライブラリーを使ってデータ分析をすることができる。
④AIにおける機械学習の基礎を理解する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシートを翌週の授業で紹介し、質問への回答や補足説明をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ビジネス現場で使えるスキルを身に付けられるよう演習を繰り返してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

0０4010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

スッキリわかるPythonによる機械学習入門、須藤秋良、インプレス、2021年

参考書

978-4-295-00994-8
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業ガイダンス
Pythonの基礎文法

テキストの11～20ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第2回 AIと機械学習
・AIの定義
・機械学習の基礎知識
・Pythonの基礎文法①

テキストの31～50ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第3回 機械学習に必要な基礎統計学
・データの種類
・基礎統計量
・統計学でよく使われるグラフ
・Pythonの基礎文法②

テキストの53～74ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第4回 機械学習によるデータ分析の流れ
・目的の明確化
・データの収集と前処理
・モデルの選択と学習
・モデルの評価
・Pythonの基礎文法③

テキストの75～89ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第5回 機械学習体験 第４章（前半）
・pandas入門
・データの前処理
・モデルの準備と機械学習の実行
・モデルの評価

テキストの91～126ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

－283－



第6回 機械学習体験 第４章（後半）
・pandas入門
・データの前処理
・モデルの準備と機械学習の実行
・モデルの評価

テキストの91～126ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間対面

第7回 4章練習問題 テキストの127～130ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第8回 教師あり学習の理解を深める　第５章
事例1：分類　（前半）
・データの前処理
・モデルの作成と学習
・モデルの評価
・決定木の図の作成

テキストの136～177ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第9回 教師あり学習の理解を深める　第５章
事例1：分類　（後半）
・データの前処理
・モデルの作成と学習
・モデルの評価
・決定木の図の作成

テキストの136～177ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第10回 5章練習問題 テキストの178～184ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第11回 教師あり学習の理解を深める　第6章
事例２：回帰　（前半）
・データの前処理
・モデルの作成と学習
・モデルの評価
・回帰式による影響度の分析

テキストの188～229ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第12回 教師あり学習の理解を深める　第6章
事例２：回帰　（後半）
・データの前処理
・モデルの作成と学習
・モデルの評価
・回帰式による影響度の分析

テキストの188～229ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第13回 ６章練習問題 テキストの230～235ページを事前に読んで授業を受け、
授業後に復習してください。

4時間対面

第14回 復習
第４～第６章

テキストの92～235ページを事前に読んで授業を受け、授
業後に復習してください。

4時間オンデマンド

第15回 定期試験レポート 復習の内容を学修しておいてください。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 情報管理論＜情報管理論Ⅰ＞（経営学部）／情報管理概論（経済学部） 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234増本　貴士

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 現代社会の人々の意思決定や行動は、多種多様な情報に基づいてなされている。本講義では「現代社会に溢れる情報を管理することで、どう利潤最大
化をするか」を講義する。

授業の目的及び概要
本講義では、様々な具体的事例を通して、「“情報”をどう“管理”すれば、利潤最大化になるか」を考察する。それにより、現代社会が今後もどう発展す
る可能性があるのかを探り、情報を管理する大切さを学ぶ。特に、理論（学理、解釈）と実践（実務）を融合させて講義を行う。

学修の到達目標
１．理論と実践の融合から、現代社会における「情報をどう管理すれば利潤最大化になるか」に答えられる学力を身に付けること。
２．現代社会での情報管理の現状に関する基礎的知識を習得し、自分がどう情報管理を行えば利潤最大化になるかを考え、答えを出せる学力を身に
付けること。
３．資料や事実を基にした考察を文章表現し、自分自身のオリジナルレポートとして執筆できること。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
１．グループディスカッションとプレゼンテーションの内容を講評します。
２．レポートの講評を行い、優秀なレポートは授業中に紹介します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

情報管理は実際のビジネス活動そのものに直結し、ICTを活用した現代社会で活躍するための必須の知識です。現代社会においては「ヒト・モノ・カネ・
情報・ナレッジ」という経営5資源が今後の経営に大きな影響を与え、この情報とナレッジを本講義では学びます。履修生の皆さんが卒業後に社会で活
躍する基盤になるように、理論と実務を融合した内容で講義します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
グループディスカッション、その解決
提案のプレゼンテーション。左記２つ
の合計が25%、2回行って50%。

030

00200

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

レジュメを配布する。

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回　「情報」と「管理」を学ぶとは（オリエンテーション、ガイダンス）

〇担当教員の自己紹介
〇授業の受け方の説明（特に、グループディスカッション、プレゼンテー
ション）
〇授業内容の説明
〇単位認定の仕方の説明（レポート各10点×２、グループディスカッショ
ン及びプレゼンテーション各25点×２、定期試験30点）

復習：授業内容の振り返りを行う 2時間対面

第2回 第2回　情報とは何か①

〇情報の定義
〇情報をどう収集・分析するか
〇情報をどう評価するか

予習：新聞記事検索で、情報の収集・分析・評価について
調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第3回 第3回　情報とは何か②

〇情報からどうメリットを得るか
〇情報をどう活かして行動し、利潤最大化になるか
〇情報経済論から「中古市場」を考える
〇売り手と買い手の情報量から、マーケティングを考える

予習：google検索で、情報経済論、中古市場、売り手と買
い手の情報量について調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第4回 第4回　管理とは何か①

〇CRM（Customer Relationship Management）とは

予習：google検索で、CRMについて調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面
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第5回 第5回　管理とは何か②

〇顧客価値とは
〇One to Oneマーケティングとは

予習：google検索で、顧客価値、One to Oneマーケティン
グについて調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第6回 第6回　グループディスカッションの仕方・評価方法

〇グループディスカッションの仕方・評価方法を学ぶ

予習：google検索等で、「問題の構造化」について調べて
おく
復習：グループディスカッションの仕方・評価方法を復習
し、第7回目でのお題について考えておく

6時間オンデマンド

第7回 第7回　グループディスカッションとプレゼンテーション①

〇第2～6回の授業内容を基に、各学生チームが「どう顧客情報を管理
すれば利潤最大化になるか」を考える
〇チームで議論した内容を基にプレゼンテーション資料の原案を作成
する

予習：自分自身で「どう顧客情報を管理すれば利潤最大
化になるか」を考えておく
復習：自分自身のチームで話し合った内容をまとめ、提出
日までに提出すること

6時間対面

第8回 第8回　グループディスカッションとプレゼンテーション②

〇第8回で作成したプレゼンテーション資料を基に、プレゼンテーション
を行う
〇プレゼンテーション内容のQ&A、担当教員の講評を行う

予習：第7回の内容をまとめ、Q&Aに回答できるようにして
おく
復習：講評を受けて、より良いプレゼンテーション資料にす
べく、加筆・修正する

6時間対面

第9回 第9回　データベース①

〇データベースとは
〇なぜ、情報を蓄積し、流通させるのか

予習：新聞記事検索で、データベースについて調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第10回 第10回　データベース②

〇情報セキュリティの３原則
〇OECDの個人情報８原則

予習：google検索で、情報セキュリティの３原則、OECDの
個人情報８原則について調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第11回 第11回　ナレッジマネジメント①

〇ナレッジマネジメントとは

予習：google検索で、ナレッジマネジメントについて調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第12回 第12回　ナレッジマネジメント②

〇知識創造のためのナレッジマネジメント

予習：新聞記事検索で、ナレッジマネジメントを活用した企
業の実例について調べる
復習：授業内容の振り返りを行う

3時間対面

第13回 第13回　グループディスカッションとプレゼンテーション③

〇第9～12回の授業内容を基に、各学生チームが「ナレッジマネジメント
で、とある企業の利潤最大化をどう行うか」を考える
〇チームで議論した内容を基にプレゼンテーション資料の原案を作成
する

予習：自分自身が考える「ナレッジマネジメント」について
まとめておく
復習：自分自身のチームで話し合った内容をまとめ、提出
日までに提出すること

6時間対面

第14回 第14回　グループディスカッションとプレゼンテーション④

〇第13回で作成したプレゼンテーション資料を基に、プレゼンテーション
を行う
〇プレゼンテーション内容のQ&A、担当教員の講評を行う

予習：第13回の内容をまとめ、Q&Aに回答できるようにし
ておく
復習：講評を受けて、より良いプレゼンテーション資料にす
べく、加筆・修正する

6時間対面

第15回 第15回　まとめ

〇「情報を管理することで得られる利潤最大化とは何か」に自分自身の
回答を出す
〇優秀レポートの紹介、プレゼンテーション内容の振り返り

予習：「情報を管理することで得られる利潤最大化とは何
か」に自分自身の回答を準備する
復習：これまでの授業を振り返る

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ＩＣＴビジネス論＜ＩＣＴビジネス論Ⅰ＞ 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ＩＣＴ、インターネットを活用したマーケティングを含む企業活動の基本を理解する。

授業の目的及び概要
ＩＣＴ、インターネットの進化により経営環境が著しく変化するなか、企業の様々な面においてＤＸ化を進化させるデジタル人材が広く求められている。こ
れら社会的なニーズに応えることができるようにＩＣＴ、インターネットを活用したマーケティングを含む企業活動について事例をもとに学修する。

学修の到達目標
（１）ＩＣＴ、インターネットを活用した新規ビジネスモデルを、企画・策定するために必要な基礎知識を説明できる。
（２）ＩＣＴ、インターネットを活用・経由したマーケティングのために必要な基本となる理論や基本概念を説明できる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回講義の最後にミニッツシートを書いていただきます。優秀な回答については、翌週、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

技術面や社会面をはじめ経営環境が著しく変化するなか、ＩＣＴを活用したビジネスの基礎知識を習得し、新たな価値を創造していく力を身につけること
が求められています。ビジネス事例を通じて一緒に基本を学んでいきましょう。またＩＣＴビジネス論Ⅱをあわせて履修することをお勧めします。

毎回、予習レポートの作成と、授業前に予習レポートを発表していただく機会を設定します。
※毎回、講義前にラーニングポータルを確認してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0050

004010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

1からのデジタルマーケティング，西川英彦・澁谷覚，碩学舎，2019，ISBN9784502289910　2400円

参考書

参考になる図書、論文、資料については案内いたします。

9784502289910
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法、授業計画、成績評価等について説明します。

事前学修としてシラバスを事前に読み、授業の目的等を
理解しておくこと。（２時間程度）
事後学修として授業で配布した資料を読んでICTビジネス
論Ⅰの概略等を復習しておくこと。（２時間程度）

4時間対面

第2回 デジタル社会のマーケティング
アマゾン社を事例にデジタル社会のリーチとリッチネスについて学びま
す。

事前学修としてテキストの「第1章デジタル社会のマーケ
ティング」を事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第1章デジタル社会のマーケ
ティング」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。（2
時間程度）

4時間対面

第3回 デジタル社会の消費者行動
食べログ社を事例にデジタル社会の消費者行動について学びます。

事前学修としてテキストの「第2章デジタル社会の消費者
行動」を事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第2章デジタル社会の消費者
行動」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。（2時
間程度）

4時間対面

第4回 デジタル社会のビジネスモデル
メルカリ社を事例にプラットフォーム　ネットワーク効果ついて学びます。

事前学修としてテキストの「第3章デジタル社会のビジネス
モデル」を事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第3章デジタル社会のビジネス
モデル」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。（2時
間程度）

4時間対面

第5回 デジタル・マーケティングの基本概念
無印良品社を事例にマーケティング・ミックスについて学びます。

事前学修としてテキストの「第4章デジタル・マーケティング
の基本概念」を事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第4章デジタル・マーケティング
の基本概念」を読んで授業で得た知識を復習しておくこ
と。（2時間程度）

4時間対面
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第6回 製品戦略の基本
アップル社を事例にデジタル財　IoTについて学びます。

事前学修としてテキストの「第5章製品戦略の基本」を事
前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第5章製品戦略の基本」を読ん
で授業で得た知識を復習しておくこと。（2時間程度）

4時間対面

第7回 製品戦略の拡張
レゴ社を事例にクラウドソーシングについて学びます。

事前学修としてテキストの「第6章製品戦略の拡張」を事
前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第6章製品戦略の拡張」を読ん
で授業で得た知識を復習しておくこと。（2時間程度）

4時間対面

第8回 第1回～第7回のまとめ 事前学修としてテキストの「第1章、第2章、第3章、第4章、
第5章、第6章」を事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修として第1回から第7回までの資料およびテキス
トの「第1章、第2章、第3章、第4章、第5章、第6章」を読ん
で授業で得た知識を復習しておくこと。（2時間程度）

4時間対面

第9回 価格戦略の基本
ANA社を事例に時期、顧客に対応したダイナミック・プライシングを学び
ます。

事前学修としてテキストの「第7章価格戦略の基本」を事
前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第7章価格戦略の基本」を読ん
で授業で得た知識を復習しておくこと。（2時間程度）

4時間対面

第10回 価格戦略の拡張
エアビーアンドビー社を事例に電子決済について学びます。

事前学修としてテキストの「第8章価格戦略の拡張」を事
前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第8章価格戦略の拡張」を読ん
で授業で得た知識を復習しておくこと。（2時間程度）

4時間対面

第11回 チャネル戦略の基本
ユニクロ社を事例にダイレクトモデル　オムニチャンネルについて学び
ます。

事前学修としてテキストの「第9章チャネル戦略の基本」を
事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第9章チャネル戦略の基本」を
読んで授業で得た知識を復習しておくこと。（2時間程度）

4時間対面

第12回 チャネル戦略の拡張
ウーバー社を事例に消費者間取引　シェアリング・エコノミーを学びま
す。

事前学修としてテキストの「第10章チャネル戦略の拡張」
を事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第10章チャネル戦略の拡張」
を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。（2時間程
度）

4時間対面

第13回 プロモーション戦略の基本
ローソン社を事例にインターネットを活用したプロモーションを学びま
す。

事前学修としてテキストの「第11章プロモーション戦略の
基本」を事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第11章プロモーション戦略の
基本」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。（2時
間程度）

4時間対面

第14回 プロモーション戦略の拡張
トリップアドバイザー社を事例にクチコミ　共同格付けを学びます。

事前学修としてテキストの「第12章プロモーション戦略の
拡張」を事前に読んでおくこと。（2時間程度）
事後学修としてテキストの「第12章プロモーション戦略の
拡張」を読んで授業で得た知識を復習しておくこと。（2時
間程度）

4時間対面

第15回 総括
これまでの春学期のまとめ

事前学修としてテキストや授業で配布した資料等を事前
に読み、予習しておくこと。（3時間程度）
事後学修としてテキストや授業で配布した資料等でこれま
で学修した部分を復習しておくこと。（3時間程度）

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 海外フィールドスタディ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の韓国人学生と交流し「気づき」を得る

授業の目的及び概要
世界の情勢が大きく変化する中でICTビジネスは発展を続けている。その中でもアジアにおけるICTビジネスはアメリカと二分するグローバルビジネスの
中心地である。ICTビジネスのアジアダイナミズム中心地としての韓国には国際的に展開するICT企業が多数ある。ビジネスの分野でグローバルに常に
新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。
学生に事前学習として、ICTまたはコンテンツ産業に関わる課題を設定させ、その情報収集や調査等を事前に取り組組む。現地において想定した課題
についての調査や検討を行い、相違点について考える。IoTやICTビジネス企業（Samsung, Naver等）を訪問しイノベーションの最先端を理解し、グロー
バル・メディア・コンテンツ関連企業（Hibe等）の訪問等を通じてマーケティング戦略の理解を深める。それに加え、現地でのフィールドワークを行うことに
より、政治、経済、文化、言語等の学修をする。

学修の到達目標
（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解することができる。
（２）ICT企業のアジアダイナミクスについて概説することができる。
（３）韓国ICT企業視察やKカルチャーのビジネス現場を訪問することで、そのビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、グローバル化するビ
ジネス意義について説明することができる。
（４）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じていくことで、その国の特徴や多様性を理解することができ
る。
（５）現地での韓国語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向
上、並びに国際理解と国際性の涵養することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートや発表報告は授業中に紹介したり、良い質問や課題についてはディスカッションしていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思いま
す。そのためにも、学⽣はプログラムにおける積極性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要です。
日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで文化とは
何か、社会とは何かを、普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理や不慣れな状況を体験することで、
国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
現地での研修評価

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 "プログラムの概要説明と意義と意図について理解
渡航に当た っての注意（危機管理オリエンテーション（ビザ情報含む）、
 
・グループ分けと取り組む課題について話し合い、テーマや取り組み方
を決める"

事後学修：韓国現代文化特徴について調べ、自分の関心
をまとめておく

2時間対面

第2回 現代韓国社会と文化について理解を深め、その発展の過程を考える 事前学修：現代韓国社会の特徴とアジアでの経済的発展
について調べる
事後学修：世界的に流行するKカルチャーの強みや戦略
について調べまとめておく

4時間対面

第3回 Kカルチャーのビジネス戦略とその発展について学び、理解を深める 事前学修：日本でのKカルチャーの人気の理由や戦略に
ついて考える
事後学修：文化とビジネスマーケティングの可能性につい
て理解を深めるため、Kカルチャーの事例について調べる

4時間対面
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第4回 アジアダイナミズムと韓国のICTビジネスについて理解を深める 事前学修：サムスン、LG、Naverとはどのような企業で、日
本市場での知名度について調べておく
事後学修：グローバルなICTビジネスとそのビジネス課題
について調べ理解を深める

4時間対面

第5回 日本のICTビジネス企業の特徴について 事前学修：日本におけるICT企業の規模やビジネス内容
について理解を深める
事後学修：韓国と日本のICTビジネスの違いについて調
べ、現地企業訪問で学修したいことを明確にしておく

4時間対面

第6回 現地での学修
フィールドワーク①

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第7回 現地での学修
現地企業訪問①

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第8回 現地での学修
フィールドワーク②

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第9回 現地での学修
フィールドワーク③

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第10回 現地での学修
現地企業訪問②

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかをかんがえ、企業訪問レポート作成

4時間対面

第11回 現地での学修
フィールドワーク④

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第12回 現地での学修
現地企業訪問③

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第13回 現地での学修
フィールドワーク⑤

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：これまで得られた情報と知識についてまとめ、
グループでプレゼン内容ついてディスカッション

4時間対面

第14回 帰国後のグループワーク
課題発表のまとめ作業

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題についてまと
めておく。
事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレゼン
作成

6時間対面

第15回 成果発表
海外フィールドスタディについての成果発表のフィードバックと総括

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プレゼン
資料等について読み返し、成果と課題について 明らかに
しておく 
事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修にどの
ように生かすかを考える

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 海外フィールドスタディ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の韓国人学生と交流し「気づき」を得る

授業の目的及び概要
世界の情勢が大きく変化する中でICTビジネスは発展を続けている。その中でもアジアにおけるICTビジネスはアメリカと二分するグローバルビジネスの
中心地である。ICTビジネスのアジアダイナミズム中心地としての韓国には国際的に展開するICT企業が多数ある。ビジネスの分野でグローバルに常に
新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。
学生に事前学習として、ICTまたはコンテンツ産業に関わる課題を設定させ、その情報収集や調査等を事前に取り組組む。現地において想定した課題
についての調査や検討を行い、相違点について考える。IoTやICTビジネス企業（Samsung, Naver等）を訪問しイノベーションの最先端を理解し、グロー
バル・メディア・コンテンツ関連企業（Hibe等）の訪問等を通じてマーケティング戦略の理解を深める。それに加え、現地でのフィールドワークを行うことに
より、政治、経済、文化、言語等の学修をする。

学修の到達目標
（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解することができる。
（２）ICT企業のアジアダイナミクスについて概説することができる。
（３）韓国ICT企業視察やKカルチャーのビジネス現場を訪問することで、そのビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、グローバル化するビ
ジネス意義について説明することができる。
（４）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じていくことで、その国の特徴や多様性を理解することができ
る。
（５）現地での韓国語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向
上、並びに国際理解と国際性の涵養することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートや発表報告は授業中に紹介したり、良い質問や課題についてはディスカッションしていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思いま
す。そのためにも、学⽣はプログラムにおける積極性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要です。
日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで文化とは
何か、社会とは何かを、普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理や不慣れな状況を体験することで、
国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
現地での研修評価

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 "プログラムの概要説明と意義と意図について理解
渡航に当た っての注意（危機管理オリエンテーション（ビザ情報含む）、
 
・グループ分けと取り組む課題について話し合い、テーマや取り組み方
を決める"

事後学修：韓国現代文化特徴について調べ、自分の関心
をまとめておく

2時間対面

第2回 現代韓国社会と文化について理解を深め、その発展の過程を考える 事前学修：現代韓国社会の特徴とアジアでの経済的発展
について調べる
事後学修：世界的に流行するKカルチャーの強みや戦略
について調べまとめておく

4時間対面

第3回 Kカルチャーのビジネス戦略とその発展について学び、理解を深める 事前学修：日本でのKカルチャーの人気の理由や戦略に
ついて考える
事後学修：文化とビジネスマーケティングの可能性につい
て理解を深めるため、Kカルチャーの事例について調べる

4時間対面
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第4回 アジアダイナミズムと韓国のICTビジネスについて理解を深める 事前学修：サムスン、LG、Naverとはどのような企業で、日
本市場での知名度について調べておく
事後学修：グローバルなICTビジネスとそのビジネス課題
について調べ理解を深める

4時間対面

第5回 日本のICTビジネス企業の特徴について 事前学修：日本におけるICT企業の規模やビジネス内容
について理解を深める
事後学修：韓国と日本のICTビジネスの違いについて調
べ、現地企業訪問で学修したいことを明確にしておく

4時間対面

第6回 現地での学修
フィールドワーク①

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第7回 現地での学修
現地企業訪問①

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第8回 現地での学修
フィールドワーク②

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第9回 現地での学修
フィールドワーク③

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第10回 現地での学修
現地企業訪問②

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかをかんがえ、企業訪問レポート作成

4時間対面

第11回 現地での学修
フィールドワーク④

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第12回 現地での学修
現地企業訪問③

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第13回 現地での学修
フィールドワーク⑤

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：これまで得られた情報と知識についてまとめ、
グループでプレゼン内容ついてディスカッション

4時間対面

第14回 帰国後のグループワーク
課題発表のまとめ作業

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題についてまと
めておく。
事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレゼン
作成

6時間対面

第15回 成果発表
海外フィールドスタディについての成果発表のフィードバックと総括

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プレゼン
資料等について読み返し、成果と課題について 明らかに
しておく 
事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修にどの
ように生かすかを考える

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 海外フィールドスタディ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 世界に対する関⼼を⾼め、同世代の韓国人学生と交流し「気づき」を得る

授業の目的及び概要
世界の情勢が大きく変化する中でICTビジネスは発展を続けている。その中でもアジアにおけるICTビジネスはアメリカと二分するグローバルビジネスの
中心地である。ICTビジネスのアジアダイナミズム中心地としての韓国には国際的に展開するICT企業が多数ある。ビジネスの分野でグローバルに常に
新しい挑戦を続けている企業の実態を自らの目で確かめることで、国際的なビジネス感覚や最新の経営学上の課題を学ぶことが肝心である。
学生に事前学習として、ICTまたはコンテンツ産業に関わる課題を設定させ、その情報収集や調査等を事前に取り組組む。現地において想定した課題
についての調査や検討を行い、相違点について考える。IoTやICTビジネス企業（Samsung, Naver等）を訪問しイノベーションの最先端を理解し、グロー
バル・メディア・コンテンツ関連企業（Hibe等）の訪問等を通じてマーケティング戦略の理解を深める。それに加え、現地でのフィールドワークを行うことに
より、政治、経済、文化、言語等の学修をする。

学修の到達目標
（１）事前学習を通じて、研修先の政治、経済、文化、言語学び、理解することができる。
（２）ICT企業のアジアダイナミクスについて概説することができる。
（３）韓国ICT企業視察やKカルチャーのビジネス現場を訪問することで、そのビジネス戦略やマーケティング戦略への理解を深め、グローバル化するビ
ジネス意義について説明することができる。
（４）歴史・文化施設や世界遺産などを訪問することで、研修先の国の歴史と文化を肌で感じていくことで、その国の特徴や多様性を理解することができ
る。
（５）現地での韓国語研修並びに、提携先大学生・留学生との交流を通して、異なる人々との協働を促し、言語運用能力とコミュニケーション能力の向
上、並びに国際理解と国際性の涵養することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートや発表報告は授業中に紹介したり、良い質問や課題についてはディスカッションしていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

世界に対する興味・関⼼を広げ、⾃国の歴史・⽂化・社会について研修先国との歴史・⽂化・社会との相違から、多くの「気づき」を得てほしいと思いま
す。そのためにも、学⽣はプログラムにおける積極性が強く求められ、どんどん⾒聞きし、経験していく姿勢が重要です。
日本ではなく、全く異なった歴史や文化背景をもつ国に行くことで、「日本」という枠組みから離れ「マイノリティー」になってみる。そうすることで文化とは
何か、社会とは何かを、普段自分が当たり前と思っていた状況とは正反対の状況で考えることになります。危機管理や不慣れな状況を体験することで、
国際感覚を研ぎ澄ますことが大切です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
現地での研修評価

00

004030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 "プログラムの概要説明と意義と意図について理解
渡航に当た っての注意（危機管理オリエンテーション（ビザ情報含む）、
 
・グループ分けと取り組む課題について話し合い、テーマや取り組み方
を決める"

事後学修：韓国現代文化特徴について調べ、自分の関心
をまとめておく

2時間対面

第2回 現代韓国社会と文化について理解を深め、その発展の過程を考える 事前学修：現代韓国社会の特徴とアジアでの経済的発展
について調べる
事後学修：世界的に流行するKカルチャーの強みや戦略
について調べまとめておく

4時間対面

第3回 Kカルチャーのビジネス戦略とその発展について学び、理解を深める 事前学修：日本でのKカルチャーの人気の理由や戦略に
ついて考える
事後学修：文化とビジネスマーケティングの可能性につい
て理解を深めるため、Kカルチャーの事例について調べる

4時間対面
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第4回 アジアダイナミズムと韓国のICTビジネスについて理解を深める 事前学修：サムスン、LG、Naverとはどのような企業で、日
本市場での知名度について調べておく
事後学修：グローバルなICTビジネスとそのビジネス課題
について調べ理解を深める

4時間対面

第5回 日本のICTビジネス企業の特徴について 事前学修：日本におけるICT企業の規模やビジネス内容
について理解を深める
事後学修：韓国と日本のICTビジネスの違いについて調
べ、現地企業訪問で学修したいことを明確にしておく

4時間対面

第6回 現地での学修
フィールドワーク①

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第7回 現地での学修
現地企業訪問①

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第8回 現地での学修
フィールドワーク②

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第9回 現地での学修
フィールドワーク③

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第10回 現地での学修
現地企業訪問②

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかをかんがえ、企業訪問レポート作成

4時間対面

第11回 現地での学修
フィールドワーク④

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：今回得られた情報と知識についてまとめ、次の
フィールドワークでの方法や目標を考える

4時間対面

第12回 現地での学修
現地企業訪問③

事前学修：訪問先の企業情報及びビジネス戦略について
調べ、関連する日本企業との違いを把握。
事後学修：現地学修や自分の課題の取り組みができてい
たかを考え、企業訪問レポート作成

4時間対面

第13回 現地での学修
フィールドワーク⑤

事前学修：課題の調査のための方法や情報を準備する
事後学修：これまで得られた情報と知識についてまとめ、
グループでプレゼン内容ついてディスカッション

4時間対面

第14回 帰国後のグループワーク
課題発表のまとめ作業

事前学修：企業訪問レポートとグループ課題についてまと
めておく。
事後学修：グループで討議した内容に基づいてプレゼン
作成

6時間対面

第15回 成果発表
海外フィールドスタディについての成果発表のフィードバックと総括

事前学修：これまでのグループで議論し作成した プレゼン
資料等について読み返し、成果と課題について 明らかに
しておく 
事後学修：グループ課題発表を今後の⾃⾝の学修にどの
ように生かすかを考える

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅠ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （１）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC400点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

０103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法　Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

①9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction：受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、各種
英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
英文の基本：文の種類と条件（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
英文の基本：文の種類と条件（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
英文の基本：文の種類と条件（３）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
英文の基本：主要な品詞（１）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
英文の基本：主要な品詞（２）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
英文の基本：主要な品詞（３）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
英文の基本：文の形・節構造（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
英文の基本：文の形・節構造（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
英文の基本：文の形・節構造（３）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
英文の基本：時制と相（１）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
英文の基本：時制と相（２）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
英文の基本：時制と相（３）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
英文の基本：時制と相（４）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 英文基本の総まとめ ・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅠ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （１）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC400点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

０103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法　Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

①9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction：受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、各種
英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
英文の基本：文の種類と条件（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
英文の基本：文の種類と条件（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
英文の基本：文の種類と条件（３）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
英文の基本：主要な品詞（１）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
英文の基本：主要な品詞（２）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
英文の基本：主要な品詞（３）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
英文の基本：文の形・節構造（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
英文の基本：文の形・節構造（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
英文の基本：文の形・節構造（３）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
英文の基本：時制と相（１）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
英文の基本：時制と相（２）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
英文の基本：時制と相（３）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
英文の基本：時制と相（４）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 英文基本の総まとめ ・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅠ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

経済学部　1234
経営学部　234

藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （１）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC400点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

０103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法　Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

①9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction：受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、各種
英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
英文の基本：文の種類と条件（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
英文の基本：文の種類と条件（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
英文の基本：文の種類と条件（３）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
英文の基本：主要な品詞（１）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
英文の基本：主要な品詞（２）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
英文の基本：主要な品詞（３）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
英文の基本：文の形・節構造（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
英文の基本：文の形・節構造（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
英文の基本：文の形・節構造（３）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
英文の基本：時制と相（１）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
英文の基本：時制と相（２）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
英文の基本：時制と相（３）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
英文の基本：時制と相（４）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 英文基本の総まとめ ・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （２）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC500点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

0103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法 Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

ISBN9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction : 受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、評価
方法、各種英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
名詞（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
名詞（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
代名詞（１）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
代名詞（２）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
形容詞、限定詞（１）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
形容詞、限定詞（２）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
副詞（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
副詞（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
接続詞、接続副詞（１）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
接続詞、接続副詞（２）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
前置詞（１）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
前置詞（２）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
総まとめ（１）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 課題テスト（14）
総まとめ（２）
課題（15）

・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 Practical Business EnglishⅡ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234藤崎　好子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ ビジネス実践英語 （２）

授業の目的及び概要
ビジネスの場における英語コミュニケーションに必要な基礎英語力（語彙・文法・構文・表現）を養う。

学修の到達目標
ビジネス英語の基礎となる英語を学び、英語力TOEIC500点相当以上を目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業や課題のフィードバックは、授業時間内での解説・試験・メール等を利用して実施する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

母語が日本語でない受講者は、日本語能力N２以上あることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

0103010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

ビジネス英語を磨く英文法 Smart Reference、Z会編集部、Z会、2018年、ISBN9784862902351

参考書

ISBN9784862902351
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 Introduction : 受講上の留意点、授業内容、授業の進め方、課題、評価
方法、各種英語検定試験の紹介等
課題（１）

・授業での説明を踏まえ、今年度１年間の各種英語関連
試験の受験計画を立てる。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第2回 課題テスト（１）
名詞（１）
課題（２）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第3回 課題テスト（２）
名詞（２）
課題（３）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面
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第4回 課題テスト（３）
代名詞（１）
課題（４）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第5回 課題テスト（４）
代名詞（２）
課題（５）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第6回 課題テスト（５）
形容詞、限定詞（１）
課題（６）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第7回 課題テスト（６）
形容詞、限定詞（２）
課題（７）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第8回 課題テスト（７）
副詞（１）
課題（８）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第9回 課題テスト（８）
副詞（２）
課題（９）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第10回 課題テスト（９）
接続詞、接続副詞（１）
課題（10）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第11回 課題テスト（10）
接続詞、接続副詞（２）
課題（11）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第12回 課題テスト（11）
前置詞（１）
課題（12）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第13回 課題テスト（12）
前置詞（２）
課題（13）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第14回 課題テスト（13）
総まとめ（１）
課題（14）

・今回の授業内容を振り返り、授業中に取ったノート内容
を参考に纏めて整理する。
・次回授業のテキスト範囲を予習し、問題があれば解いて
おく。
・予習過程で解りにくかった箇所をマークし、授業中に質
問する用意をする。
・与えられた課題に取り組む。

2時間対面

第15回 課題テスト（14）
総まとめ（２）
課題（15）

・今学期の全ての授業内容を振り返り、授業中に取った
ノート内容を参考に纏めて整理する。
・今学期の全ての授業内容を振り返り、自分が強化すべ
き項目を確認して今後の課題とする。
・返却された今学期全ての課題を見直し、今後取り組むべ
き項目を認識する。

2時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本経済論Ⅰ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 日本の経済データの読み方

授業の目的及び概要
この授業では、日本経済の現状を把握する上で必要な、経済データ（経済指標）の見方について学びます。まず、データを見る上で必要な基礎知識を
説明し、経済全体の動向を捉えるための経済データとしてGDP（国内総生産）と景気動向指数を取り上げます。次いで、企業部門の動向を捉えるための
経済データ（生産、設備投資など）、家計部門を捉えるための経済データ（消費、雇用など）についてそれぞれ学び、さらに経済の体温とも言うべき物価
について学びます。政府、日銀は、これら経済データの全体から、景気動向を分析する文書を定期的に発表していますが、その読み方も説明します。ま
た、政府、日銀や経済の調査機関（シンクタンク）は、現状を把握した上で、将来の予測を行っていますが、予測手法の基本も学びます。こうした一連の
知識を身に付けることで、新聞の経済面に掲載される経済データに関する記事を読みこなし、生活や将来の仕事に役立てられるようになることを目指し
ます。

学修の到達目標
・経済データを読むための基礎知識を身に付ける。
・経済全体と物価を捉える経済指標について説明できる。
・企業部門、家計部門を捉える経済指標を説明できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシート、課題の結果については、授業内またはLearning Portalでフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経済データの読み方を習得すれば、世の中の流れがわかるようになります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

予測の達人が教える経済指標の読み方，新家義貴，日本経済新聞出版，2017年

参考書

9784532357030
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目標や到達目標等についてガイダンスを行います。 【予習】Learning Portalに掲載する配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間オンデマンド

第2回 何が景気循環をもたらすのかについて学びます。 【予習】テキスト第1章の1～3と配布資料を事前に読んで
おいて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 経済データを読み解くための基礎知識について学びます。 【予習】テキスト第1章の4と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 経済データのチェックポイントについて学びます。 【予習】テキスト第2章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 経済全体の動向を捉える経済データ（GDP、景気動向指数）について学
びます。

【予習】テキスト第3章の1、2と配布資料を事前に読んでお
いて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 企業部門を捉える経済データ（貿易）について学びます。 【予習】テキスト第4章の1と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 企業部門を捉える経済データ（生産、企業収益）について学びます。 【予習】テキスト第4章の2、3と配布資料を事前に読んでお
いて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 企業部門を捉える捉える経済データ（景況感）について学びます。 【予習】テキスト第4章の4と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 企業部門を捉える捉える経済データ（設備投資）について学びます。 【予習】テキスト第4章の5と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 家計部門を捉える経済データ（雇用・賃金）について学びます。 【予習】テキスト第5章の1と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 家計部門を捉える経済データ（消費）について学びます。 【予習】テキスト第5章の2と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 物価を捉える経済データについて学びます。 【予習】テキスト第5章の3と配布資料を事前に読んでおい
て下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 月例経済報告について学びます。 【予習】テキストコラム4、コラム5と配布資料を事前に読ん
でおいて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 経済見通しについて学びます。 【予習】テキスト第6章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 経済予測の方法について学びます。 【予習】テキスト第6章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 日本経済論Ⅱ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234米山　秀隆

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 現代日本経済の構造

授業の目的及び概要
この授業では、現代の日本経済を理解する上で重要なトピックスを取り上げ、経済学の知識や分析道具を使って、理解を深めていきます。取り上げるト
ピックスは、日本経済の成長の歩み、労働市場、産業構造、環境・エネルギー、金融、財政、地域、社会保障、グローバル化などです。これら日本経済
の様々な側面は、一見、どうしてそのような状況になったのかを理解しにくい場合でも、経済学の枠組みを使えば、その構造がよくわかることがありま
す。現象の背後に隠れたメカニズムを解き明かしながら、現代の日本経済が直面する課題の全体像に迫っていきます。経済学といっても、使うのは最
低限の基礎的な部分で、その都度必要な知識は説明していきます。経済学的に考えてみる習慣は、普段の生活や将来の仕事にも役立つはずです。

学修の到達目標
・日本経済の成長の歩みについて説明できる。
・日本の労働市場や産業構造、環境・エネルギー問題について説明できる。
・日本の金融や財政、社会保障の問題について説明できる
・日本の地域経済やグローバル化の問題について説明できる。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
コメントシート、課題の結果については、授業内またはLearning Portalでフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

日本経済の課題の全体像について理解を深めておくことは、個々の専門的な勉強に進んでいく上での基礎となります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

70０

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

日本経済論（第2版），宮川努・細野薫・細谷圭・川上淳之，中央経済社，2021年

参考書

9784502374814
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目標や到達目標等についてガイダンスを行います。 【予習】テキスト第1章とLearning Portalに掲載する配布資
料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第2回 高度成長はなぜ実現できたのかについて学びます。 【予習】テキスト第2章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第3回 バブルとその後の長期停滞について学びます。 【予習】テキスト第3章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第4回 労働市場の構造変化と所得格差について学びます。 【予習】テキスト第4章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第5回 中小企業・ベンチャー企業の役割について学びます。 【予習】テキスト第5章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド
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第6回 産業構造の変化と日本経済の盛衰について学びます。 【予習】テキスト第6章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第7回 環境・エネルギー問題の克服について学びます。 【予習】テキスト第7章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第8回 日本の金融システムについて学びます。 【予習】テキスト第8章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第9回 デフレと非伝統的金融政策について学びます。 【予習】テキスト第9章と配布資料を事前に読んでおいて下
さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第10回 財政の維持可能性について学びます。 【予習】テキスト第10章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第11回 地域経済と政府の役割について学びます。 【予習】テキスト第11章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第12回 人口減少と社会保障について学びます。 【予習】テキスト第12章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第13回 国際経済の中の日本経済について学びます。 【予習】テキスト第13章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】テキスト、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第14回 これからの日本経済（平成経済から令和経済へ）について学びます。 【予習】テキスト第14章と配布資料を事前に読んでおいて
下さい。
【復習】教科書、配布資料を読み直し、講義で得た知識を
確認して下さい。

4時間オンデマンド

第15回 経済財政白書について学びます。 【予習】配布資料を事前に読んでおいて下さい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
下さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 世界経済論（経営学部）／国際経済学Ⅱ＜世界経済論＞（経済学部） 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経済学部専門教育科目
経営学部専門教育科目

テーマ 世界経済の現状と課題

授業の目的及び概要
経済のグローバル化が進行していく中で、これまでは想定していなかったような多様な課題や問題が惹起してきており、時にそれが国内や地域の経済
社会にも大きな影響を及ぼすような事態へと展開していくことも珍しくなくなっている。
本講義では、国際舞台の上で繰り広げられている様々な経済活動をピックアップして、その状況や実態を解明していくとともに、そこに潜む課題や問題
点をあぶりだし、さらに対策や今後の見通しなどについても探究していくことを目的としている。
本講義を通して、現実の国際社会で起きている主要な経済問題についての理解を深めるとともに、それが国内や地域経済にどのようにリンクしている
かという視座も得られるであろう。こうしたグローバルな視点を涵養していくことで、我々が直面している身近な問題についても、あらゆる角度からより広
く深く思考していくことが可能になるだろう。
本科目は、国際経済コースを選択した学生に求められる、世界経済の主要論点や海外の経済事情への理解を深めていくことを目的としており、本コー
スの基本科目であり中核科目となっている。

学修の到達目標
（１）世界経済の実態について認識を深め、あらゆる角度から説明することができる。
（２）世界が直面している経済問題について、その対応策を導き出すことができる。
（３）世界経済の動向と各国・地域の経済との関係を把握し、グローバルな視点で複雑化する諸課題の本質を読み解くことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
テストの内容や解答方法については、授業の中で解説する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

講義資料を熟読して予習をするとともに、授業中には必ずノートを取ることが重要である。中間テストや定期試験に対応するには、講義内で示されるポ
イントを理解しておくことがカギとなるため、欠かさずに授業に出席することが求められる。また、普段から新聞やニュースを通して、世界の政治経済事
情に触れておくと良いでしょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

500

350015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特定のテキストは使用しない。毎回の講義資料をラーニングポータル上に掲載するので、各自で取得しておく
こと。

参考書

随時、授業の中で紹介していく。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
講義の進め方や評価の方法を説明し、世界経済の概況を主要な経済
指標を示して解説する。

講義資料に目を通して、学習する内容を把握しておくとと
もに、復習として、ノートに書き取った内容は読み返し、更
に授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは追記
して、ノートやファイルの整理を行いながら、講義の内容を
まとめておくと良いでしょう。

4時間対面

第2回 世界経済の主要な課題である貧困と格差の実態とその要因について
説明する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第3回 途上国の経済発展に向けた取り組みとして行われている先進国による
支援や開発援助について概説する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面
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第4回 グローバル経済の象徴ともなっている国際分業とサプライチェーンの現
状とその課題について考えていく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第5回 海外直接投資（FDI）の状況やそのメリット及び課題について日本企業
にも焦点を当てて学んでいく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第6回 移民や難民、出稼ぎなど人が国境を越えて移動している実態ならびに
問題点などについて解説する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第7回 アジアア太平洋地域で活況を呈している経済統合に向けた取り組みと
その課題について学習していく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第8回 世界経済にも大きなインパクトを与えているグローバルマネーの動向を
世界の金融システムの仕組みと共に学んでいく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第9回 定期的に惹起する通貨危機や金融危機などの経済危機を主要な事例
を取り上げながら解説する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第10回 世界的にも注目されつつある食糧問題とその対応策について日本国内
の状況も考慮しながら説明する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第11回 国際舞台で繰り広げられている資源獲得競争の実態を日本の視点も
取り入れながら概説する。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第12回 近年顕著になってきた米中間の経済覇権争いについてその状況と今後
の課題及び見通しを考えていく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第13回 異なる体制間での経済競争が激化していく中で整備されてきた経済安
全保障について学習していく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第14回 グローバル化の功罪と世界経済の今後の行方についてこれまでの講
義を振り返りながら考えていく。

講義資料を熟読して予習を行うとともに、復習として、ノー
トに書き取った内容は読み返し、更に授業で学んだことや
思ったこと、考えたことなどは追記して、ノートやファイルの
整理を行いながら、講義の内容をまとめておくと良いでしょ
う。

4時間対面

第15回 定期試験に向けて 定期試験に関する案内に沿って、各自で試験に向けた課
題に取り組んでください。これまでの学習を通して学んだ
こと、分かったこと、発見したこと、難しかったこと、興味や
関心を抱いたこと、などについて振り返りを行ってくださ
い。授業で学んだことや思ったこと、考えたことなどは、復
習としてノートやファイルに整理して、まとめておくと良いで
しょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 商法・会社法概論＜企業法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234川口　将輝

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ ビジネスの基本ルールとしての会社法の基礎的知識の修得。

授業の目的及び概要
この授業では、法学分野の専門科目の中でも、ビジネスの基本ルールとしての会社法について学修します。会社法を体系的に理解することを目的とし
て、株式会社に係る制度の意義・趣旨・機能等についてわかりやすく解説します。講義で学んだ知識の修得度を確認するために小テストを実施します。

学修の到達目標
・会社法の基礎的知識を説明することができる。
・株式会社に関する制度の意義・趣旨・機能等について説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
小テストは返却し、解説と講評を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・法律を扱う授業であり、聞き馴染みのない法律用語が多く登場する。法律を初めて学ぶ学生は理解に時間を要することが想定されるため、予習と復習
を怠らないようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

700

00300

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

はじめての会社法（第11版），尾崎哲夫，自由国民社，2019年

参考書

①最新会社法がよくわかる本（ 第2版），遠藤誠，秀和システム，2020年
②ベーシック会社法入門（第8版），宍戸善一，日本経済新聞出版社，2020年

9784426122058

①9784798062570
②9784532114220

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・会社法の基本的な考え方について学びます。

【予習】テキストの「『会社法』って何だろう？」（12頁～18
頁）を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストを「『会社法』って何だろう？」（12頁～18
頁）を読み直し、講義で学んだ知識を確認してください。ま
た「用語チェック」（19頁～20頁）を解いてください。

4時間対面

第2回 株式会社について学びます。 【予習】テキストの第1章「株式会社とは」（22頁～25頁）を
事前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「株式会社とは」（22頁～25頁）を読み直
し、講義で学んだ知識を確認してください。

4時間対面

第3回 株式会社と持株会社について学びます。 【予習】テキストの「株式会社とは」（25頁～26頁）、「持株
会社」（130頁～132頁）を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「株式会社とは」（25頁～26頁）、「持株
会社」（130頁～132頁）を読み直し、講義で学んだ知識を
確認してください。また、「用語チェック」（27頁～28頁、133
頁）を解いてください。

4時間対面

第4回 株式会社の設立について学びます。 【予習】テキストの「株式会社の設立」（30頁～36頁）を事
前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「株式会社の設立」（30頁～36頁）を読
み直し、講義で学んだ知識を確認してください。また、「用
語チェック」（37頁～38頁）を解いてください。

4時間対面

第5回 株式と株主、株主の権利、株主平等の原則、株式の種類、株主の義
務、株券、株主名簿について学びます。

【予習】テキストの「株式」（40頁～48頁）を事前に読んでお
いてください。
【復習】テキストの「株式」（40頁～48頁）を読み直し、講義
で学んだ知識を確認してください。

4時間対面
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第6回 株式の譲渡、株式の担保差し入れ、株式の消却・併合・分割、株式無
償割当て、特別支配株主の株式等売渡請求、単元株制度について学
びます。

【予習】テキストの「株式」（48頁～54頁）を事前に読んでお
いてください。
【復習】テキストの「株式」（48頁～54頁）を読み直し、講義
で学んだ知識を確認してください。また、「用語チェック」
（55頁～56頁）を解いてください。

4時間対面

第7回 会社の機関、株主総会について学びます。 【予習】テキストの「株式会社の機関」（58頁～67頁）を事
前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「株式会社の機関」（58頁～67頁）を読
み直し、講義で学んだ知識を確認してください。

4時間対面

第8回 取締役・取締役会について学びます。 【予習】テキストの「株式会社の機関」（68頁～74頁）を事
前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「株式会社の機関」（68頁～74頁）を読
み直し、講義で学んだ知識を確認してください。

4時間対面

第9回 監査役について学びます。 【予習】テキストの「株式会社の機関」（75頁～78頁）を事
前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「株式会社の機関」（75頁～78頁）を読
み直し、講義で学んだ知識を確認してください。また、「用
語チェック」（79頁～80頁）を解いてください。

4時間対面

第10回 計算書類、資本金、剰余金の分配について学びます。 【予習】テキストの「企業会計」（82頁～92頁）を事前に読
んでおいてください。
【復習】テキストの「企業会計」（82頁～92頁）を読み直し、
講義で学んだ知識を確認してください。また、「用語チェッ
ク」（93頁～94頁）を解いてください。

4時間対面

第11回 募集株式・新株予約権・社債について学びます。 【予習】テキストの「募集株式・新株予約権・社債」（96頁～
102頁）を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「募集株式・新株予約権・社債」（96頁～
102頁）を読み直し、講義で学んだ知識を確認してくださ
い。また、「用語チェック」（103頁～104頁）を解いてくださ

4時間対面

第12回 定款の変更、解散と清算について学びます。 【予習】テキストの「定款の変更」（106頁～107頁）、「解散
と清算」（110頁～113頁）を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「定款の変更」（106頁～107頁）、「解散
と清算」（110頁～113頁）を読み直し、講義で学んだ知識
を確認してください。また、「用語チェック」（108頁、114頁）
を解いてください。

4時間対面

第13回 組織変更、会社の合併について学びます。 【予習】テキストの「組織変更・組織再編」（116頁～119頁）
を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「組織変更・組織再編」（116頁～119頁）
を読み直し、講義で学んだ知識を確認してください。

4時間対面

第14回 会社の分割、株式交換・株式移転について学びます。 【予習】テキストの「組織変更・組織再編」（120頁～121頁）
を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストの「組織変更・組織再編」（120頁～121頁）
を読み直し、講義で学んだ知識を確認してください。また、
「用語チェック」（122頁）を解いてください。

4時間対面

第15回 会社再建・特別清算について学んだあと、授業全体を総括します。 【予習】テキストの「会社再建・特別清算」（124頁～126頁）
を事前に読んでおいてください。
【復習】会社再建・特別清算の「用語チェック」（127頁）を解
いてください。テキストとこれまでの配布資料を読み直し、
講義で学んだ知識を総復習してください。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 企業コンプライアンスとリスク管理　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234田坂　駿佑

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 企業コンプライアンスやリスク管理に関わる問題とその対処方法について学ぶ。

授業の目的及び概要
企業は日々さまざまな困難（リスク）に直面をしており、それに対処することが求められている。そのようなリスクには、地震、洪水・台風といった自然災
害にとどまらず、企業の不祥事や事故なども含まれる。これらのリスクを適切に管理し、経営の安定を図ることは近年ますますその重要性が高まってき
ている。この講義の目的は、この企業リスク・マネジメントについて、企業活動において生じる具体的なリスクを知り、その対処方法等を学ぶことで、企業
の総務・法務・人事部門等リスクマネージメントに携わる仕事がどういうものかを理解すると同時に、企業内で活躍する人材として必要なリスク管理に関
わる知識を修得することにある。授業のレベルとしては、会社法等の知識があることが望ましいが、知識がなくとも会社組織について興味を持っていれ
ば十分に理解できる程度のレベルである。

学修の到達目標
企業リスクの概念、その種類等について説明することができる。
さまざまな企業リスクの場面に応じて、その対処方法について、説明をすることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回アンケート機能によりコメントを受け付けます。その記入内容についてフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

企業・組織内での仕事に興味があること。
会社法などの知識があることが望ましい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

400

200040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。配布資料を用いて授業を行います。

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 １．イントロダクション、リスク概念と企業リスク
イントロダクションとして本講義の概要を説明するとともに、リスクの概
念と種類について検討を行う。

【予習】配布資料を事前に読んでおいてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第2回 ２．経営リスクのマネジメントとリスク対応のプロセス
企業が困難に対処するために実施する様々な活動と、リスク・マネジメ
ントとの関係について検討する。

【予習】配布資料を事前に読んで、事例について検討して
おいてください。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第3回 ３．環境変化に伴う新たなリスクに対する戦略と組織
環境変化への対応が求められる企業にとってのリスクは何か、新たなリ
スクに対応するための企業としての戦略と組織について検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第4回 ４．企業の内部統制構築義務と会社法
実際に企業において内部統制構築義務が課される場面を紹介し、企業
における内部統制構築義務と会社法の関係等について検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面
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第5回 ５．企業のコンプライアンス体制①（組織作り）
企業におけるコンプライアンスのための組織作り、リスクマネージメント
の手法について検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第6回 ６．企業のコンプライアンス体制②（法制度）
公益通報者保護法、個人情報保護法等の企業のコンプライアンスに関
わる法制度について検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第7回 ７．金融商品取引法上のコンプライアンス体制
情報開示制度等の金融商品取引法上、企業に求められるコンプライア
ンス体制、金融商品取引法と会社法の関係等について検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第8回 ８．企業の法的責任とレピュテーションリスクについて
企業が活動する中で負う法的責任とレピュテーションリスクの関係につ
いて検討する。
また、授業内で中間試験を実施する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第9回 ９．企業の情報に関するリスク管理
企業における個人情報の管理体制と情報漏洩時の対処方法について
実例を元に検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第10回 10．欠陥製品による事故のリスク管理
欠陥製品が生じた場合の企業に対するリコール、欠陥製品が生じた場
合の調査、対処方法について実例を元に検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第11回 11．企業の役員・従業員に関わるリスク管理
企業内でパワハラ・セクハラ等の人的な各種リスクについて、関連する
法令とリスクが生じた場合の対処方法について実例を元に検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第12回 12．緊急事態発生時のリスク管理
自然災害や感染症など、企業外から生じるリスクに対する企業としての
リスク管理について実例を元に検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第13回 13．企業不祥事対応の実務①（事実調査・第三者委員会について）
企業内で不祥事が発生した場合の企業としての対応について実例を元
に検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第14回 14．企業不祥事対応の実務②（調査後のリスク分析、対応策の構築に
ついて）
企業内で不祥事が発生した場合の企業としての対応について実例を元
に検討する。

【予習】配布資料を読んで、事例について検討しておいてく
ださい。
【復習】配布資料を読み直し、講義で得た知識を確認して
ください。不明な点についてはコメントシートに記入するほ
か、次回授業の冒頭等で質問を積極的に行ってください。

4時間対面

第15回 15．総括
今学期で学んだ内容の総括を行う。

【予習】これまでの配布資料を読んでおいてください。
【復習】これまでの授業回の配布資料を読み直し、講義で
得た知識を総復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 雇用関係法　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

234

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 労働基準法・労働契約法を中心とした雇用関係法の内容を習得し、その背景にある理念や基本的な考え方を理解する。

授業の目的及び概要
雇用関係法は、労働法の一分野であり、労働者個人と使用者（企業）との労働契約関係（雇用関係）を扱うルールである。具体的には、賃金や労働時
間、解雇等に関するルールを扱う。社会的にニュースとなる労働問題の多くは、雇用関係法の領域に関わるものであり、日常生活にとっても非常に重要
な法分野である。本講義では、雇用関係法を形成する法ルールの内容について概説する。また、それと合わせて、雇用関係法に関する最近の立法の
動向についても触れる予定である。本授業は、単なる条文暗記ではなく、法の趣旨目的やその背景にある理念を理解することを目的とする。

学修の到達目標
・雇用関係法に関する基本的な事項について理解し、説明することができる。
・職場で出会う基本的な労働問題を理解し、その解決方法を法的に考えることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・授業内容に関する質問については適宜回答する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・本授業では多くの法律・判例を扱うため、予習および復習を充分にしなければならない。
・日ごろから雇用問題に関するニュース等に接しておくことや、各自のアルバイト経験の中で遭遇する法的問題について意識しておくことが授業の理解
に役立つ。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
持参する参考文献 : 労働六法、木内
洋育、旬報社、2021年を参考にする。700

30000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『労働法』、川田知子、長谷川聡、弘文堂 2020年
授業は配布するレジュメに沿って行う。
労働六法、木内洋育、旬報社、2021年を参考すること。

参考書

詳しくは初回の授業で説明する。
①荒木尚志『労働法 第5版』(弘文堂 2022年)
②村中孝史、荒木尚志『労働判例百選第10』(有斐閣 2022年)

9784335358388

①9784641243576
②9784641115576

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業のガイダンス（授業の進め方や成績評価の説明など）
労働法の沿革・体系

・事前に必ずシラバスを読むこと（0.5時間程度）。
・学習した内容について説明できるように、レジュメや参考
書を用いて復習すること（3.5時間程度）。

4時間対面

第2回 雇用関係法の当事者（労働者・使用者） ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第3回 労働契約の成立（採用・募集） ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第4回 労働契約の基本的内容とその決定方法 ・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第5回 賃金（1）
・賃金の意義と体系
・賃金の保護

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第6回 賃金（2）
・賞与・退職金
・最低賃金制度

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第7回 労働時間（1）
・労働時間概念
・労働時間の現象と規制
・時間外労働

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面
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第8回 労働時間（2）
・柔軟な労働時間制度
・適用除外制度
・休日

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第9回 ・年次有給休暇
・育児介護休業法

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第10回 労働契約の終了(1)
・解雇
・合意解約
・懲戒解雇

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第11回 労働契約の終了（2）
・解雇以外の終了事由
・退職
・定年制

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第12回 労働条件の変更
・当事者の合意による変更
・不利益変更

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第13回 人事
‐配転・出向
‐昇進・降格

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第14回 懲戒
・企業の規律と対応
・懲戒処分

・（予習）ラーニングポータルでアップされている授業用レ
ジュメや資料を用いて十分に予習する（2時間）。
・（復習）レジュメの確認問題を解けるようにする（2時間）。

4時間対面

第15回 総まとめ
・試験に向けて全体の復習をすること

・試験に向けて全体の復習をすること（4時間） 4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 租税法Ⅰ＜租税法＞ 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

34川口　将輝

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 租税法の基礎的知識の修得。

授業の目的及び概要
この授業では、法学分野の専門科目の中でも、租税法について学修します。租税法の初学者を対象に、租税に関する基本的な概念、基礎的知識の修
得を目的として、主として所得税法についてわかりやすく解説します。

学修の到達目標
・租税に関する基本的な概念、基礎的知識を説明することができる。
・社会で起きている租税に関する問題について、その論点・争点を理解することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・中間テストは返却し、解説と講評を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

本科目の担当教員は、公認会計士（日本公認会計士協会会員）であり、監査法人にて様々な監査業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験
を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・法律を扱う授業であり、聞き馴染みのない法律用語が多く登場する。法律を初めて学ぶ学生は理解に時間を要することが想定されるため、予習と復習
を怠らないようにしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

600

40000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

基礎から学べる租税法〔第3班〕），谷口勢津夫・一高龍司・野一色直人・木山泰嗣，弘文堂，2022年

参考書

9784335358999
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ・ガイダンス
・租税法律主義を理解する

【予習】テキストの序「租税法を『基礎』から学ぶにあたっ
て」P1～4を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第2回 所得税①
所得税の概要を理解する

【予習】テキストの第２章「所得税」Ⅰ「所得税の概要」を事
前に読んでおいてください。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第3回 所得税②
各種所得を理解する①

【予習】テキストの第２章「所得税」Ⅱ「各種所得の意義と
金額の計算」を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第4回 所得税③
各種所得を理解する②

【予習】テキストの第２章「所得税」Ⅱ「各種所得の意義と
金額の計算」を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第5回 所得税④
収入金額と必要経費、収入金額および必要経費の期間帰属を理解す
る

【予習】テキストの第２章「所得税」Ⅲ「収入金額の意義と
計算」、Ⅳ「必要経費の意義と計算」、Ⅴ「収入金額および
必要経費の年度帰属」を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面
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第6回 所得税⑤
損益通算、損失の繰越控除、所得控除、税額の計算を理解する

【予習】テキストの第２章「所得税」Ⅵ「損益通算および損
失の繰越控除」、Ⅶ「所得控除」、Ⅷ「税額の計算」を事前
に読んでおいてください。
【復習】テキストのを読み直し、講義で学んだ知識を確認し
てください。

4時間対面

第7回 第１回中間試験 【予習】第１回から第５回を振り返り、中間試験の準備をし
てください。

6時間対面

第8回 ・第１回中間試験解説
・消費税①
消費税の概要を理解する

【予習】テキストの第３章「消費税」Ⅰ「消費税の概要」を事
前に読んでおいてください。
【復習①】第１回中間試験で理解が不十分だった箇所につ
いて、テキストを読み直してください。
【復習②】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認し
てください。

4時間対面

第9回 消費税②
課税対象を理解する

【予習】テキストの第３章「消費税」Ⅱ「課税の対象（課税物
件）」を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第10回 消費税③
非課税取引および輸出免税、納税義務者を理解する

【予習】テキストの第３章「消費税」Ⅲ「非課税取引および
輸出免税」Ⅳ「納税義務者」を事前に読んでおいてくださ
い。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第11回 消費税④
課税標準、税額の計算、仕入税額控除等を理解する

【予習】テキストの第３章「消費税」Ⅴ「課税標準および税
額の計算」Ⅵ「仕入税額控除等」を事前に読んでおいてく
ださい。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第12回 第２回中間試験 【予習】第７回から第１０回を振り返り、中間試験の準備を
してください。

4時間対面

第13回 ・第２回中間試験解説
・法人税①
法人税の概要を理解する

【予習】テキストの第１章「法人税」Ⅰ「法人税の概要」を事
前に読んでおいてください。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第14回 法人税②
益金および損金の意義と算入時期を理解する

【予習】テキストの第１章「法人税」Ⅱ「益金および損金の
意義と算入時期」を事前に読んでおいてください。
【復習】テキストを読み直し、講義で学んだ知識を確認して
ください。

4時間対面

第15回 まとめ 【復習】テキストとこれまでの配布資料を読み直し、講義で
学んだ知識を総復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1徳丸　義也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面
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第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面

－321－



第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面
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第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面
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第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1引地　夏奈子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面
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第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面

－329－



第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面

－330－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1勝　健真

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面

－331－



第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面

－332－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面

－333－



第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面
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第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面
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第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面

－339－



第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面

－340－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、これから経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを
目的としています。1クラス20名程度の少人数の授業空間を活かして、教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、
成果と課題について確認していきます。
さらに、大学での学修習慣と経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、マーケティン
グ基礎、会計学基礎の学修内容と連動し、それらの分野の内容を素材としたインプット（調べ学修）、アウトプット（取りまとめ、発表）学修に取り組みま
す。
以上の学修を通して、大学生活を送る上での必要な能力や態度、そして経営学に関する専門基礎力を身につけることを目指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（大学での学びと授業の受け方、授業計画、到達目標、成績
評価等の説明）
目標レポートの作成

本科目のシラバスを読み込むとともに、基礎演習で取り組
む内容について理解を深めておいて下さい。
大学で学ぶことの意義や大学での目標等、これから大学
生活をスタートする上で、具体的なイメージを作るようにし
て下さい。

4時間対面

第2回 キャンパスツアー
ノートテイキング

キャンパスマップを確認して、大学の施設を活用するイ
メージを持ち、各施設の場所などを覚えるようにして下さ
い。
ノートテイキングに関する資料を読み返し、大学における

4時間対面

第3回 図書館ガイダンス 動画教材の中の「書籍の借り方」を再度確認し、実際に図
書館で興味のある書籍を1冊以上借りた後、その本を読ん
でおいてください。

4時間オンデマンド

第4回 レポート作成講座① レポート作成に関する資料を読み返し、重要なポイントを
復習するようにして下さい。
レポート添削実践のワークシートに取り組み、次回の授業
までに提出するようにして下さい。

4時間対面

第5回 レポート作成講座② 授業資料を復習し、レポートの構成要件について理解を
深めておいて下さい。
出典の書き方を定着させるためのワークに取り組み、次
回の授業までに提出するようにして下さい。

4時間対面
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第6回 会計学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第7回 会計学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第8回 会計学基礎との連携③ 第6回から第8回までの授業資料を復習し、会計学基礎で
学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第9回 経営学基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第10回 経営学基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第11回 経営学基礎との連携③ 第9回から第11回までの授業資料を復習し、経営学基礎
で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 マーケティング基礎との連携① 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第13回 マーケティング基礎との連携② 授業で取り扱う課題に関連した内容について事前に知ら
せますので、その内容について下調べしてから授業に臨
んで下さい。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第14回 マーケティング基礎との連携③ 第12回から第14回までの授業資料を復習し、マーケティン
グ基礎で学んだ知識を定着させることに努めてください。
「ワークシート」等の資料の復習に取り組むとともに、宿題
が課された場合、それに取り組んで下さい。

4時間対面

第15回 定期試験の準備
春学期の振り返り

今春学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容
と照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点をまとめ
ておいて下さい。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついて、より具体的に検討してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1片岡　浩史、畑佐　伸英

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 大学における学び方・アカデミックスキルの修得および経営学部で学ぶための予備知識の習得

授業の目的及び概要
科⽬等履修⽣が⽇本で⼤学⽣活を送る上で必要な能⼒・態度等を⾝につけることを⽬的とした科⽬です。⼤学においては、 科目等履修生が日本で大
学生活を送る上で必要な能力態度等を身につけることを目的と した科目です。 大学においては、 ⾃ら学び、⾏動する主体的な学修態度が重要です。
この科⽬では、そのような⼤学における学び⽅や学修技法（アカデミック 自ら学び丶 行動する主体的な学修態度が重要です。 この科目では、 そのよう
な大学における学び方や学修技法 (ア力デミ ツク スキル）を学びつつ、⼤学における良好な⼈間関係のもと、他者への理解やコミュニケーション能⼒
の向上、将来に向けたキャリア意識の形成を主な目的とします。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出された課題につきコメントなどを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業を通じ、⼤学における学び⽅の態度・姿勢や学修技法を⾝につけるとともに、⼤学⽣活における豊かな⼈間関係を築いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

クラスごとに担当教員が指⽰します。

参考書

クラスごとに担当教員が指⽰
します。ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイ ダンス シラバス 授業計画説明、 ガイダンス：シラバス・授業計画
説明、履修相談等 
春学期の振り返り と秋学期の目標設定

ガイダンスの内容についての復習・春学期の⽬標を達成 
ガイダンスの内容についての復習

2時間対面

第2回 希望進路に関係するワーク①
日本での就職について

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第3回 希望進路に関係するワーク②
日本での就職のシステムについて

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第4回 希望進路に関係するワーク③
日本での就職に必要な資格取得について

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第5回 希望進路に関係するワーク④
日本での就職　業界と職種

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第6回 経営学を学ぶ① 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第7回 経営学を学ぶ② 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第8回 経営学を学ぶ③ 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第9回 図書館の使い方　専門書の探し方 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面
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第10回 パワーポイントの使い方とプレゼン課題選び 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第11回 プレゼン発表テーマの設定
グループ分け

事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

4時間対面

第12回 プレゼン発表① 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

6時間対面

第13回 プレゼン発表② 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

6時間対面

第14回 プレゼン発表③ 事前学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う
事後学習　担当教員の指⽰に従って予習を⾏う

6時間オンデマンド

第15回 秋学期の学⽣⽣活を振り返って⾃⼰評価し、大学入学に向けて目標を
考える

秋学期の学⽣⽣活を振り返って⾃⼰評価する 2時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面
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第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

－347－



第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面

－348－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

－349－



第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面

－350－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1引地　夏奈子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面
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第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面
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第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面

－354－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

－355－



第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面

－356－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

－357－



第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面

－358－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1勝　健真

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

－359－



第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面

－360－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1徳丸　義也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

－361－



第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面

－362－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

－363－



第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

－365－



第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面

－366－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 基礎演習B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 4年間の経営学の学修に向けた基礎作り

授業の目的及び概要
この科目は、経営学を中心とした4年間の学修を進めていく上で必要な学修の見通しを立て、着実に実践していくことができるようにすることを目的として
います。そのため、秋学期も引き続き教員等からのアドバイスを受けながら学修計画を立てるとともに、その進捗状況、成果と課題について確認してい
きます。また、必修となっているインターンシップや、経営学を中心とした学修との関連性等について理解を深め、円滑・効果的に実践できるように指導
していきます。
さらに、経営学の学修基盤を形成することも目的としています。同じ専門基礎科目に位置づけられている経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎
の学修結果と連動し、それらの分野の内容を素材として、実際に企業・組織が抱えている課題について、PBLの学修方法を用いて実践します。
具体的には、グループでの活動を中心として、インプット（課題の背景や解決に向けた考え方についての調べ学修）、アウトプット（解決内容についての
取りまとめ、発表）学修に取り組んでいきます。
以上の学修を通して、経営学に関する専門基礎力を身につけるとともに、社会人、企業人として活躍していく上で必要な知識・技能を身につけることも目
指します。

学修の到達目標
①経営学基礎、会計学基礎、マーケティング基礎で学んだ知識のアウトプットを通して、基礎的な専門用語を理解することができる
②2年生開始時に各自の興味関心から適切に専攻（コース）を選択できる
③資格等に関する情報を捉え、学修計画を作成し、１つの資格に合格することできる
④基本的なプレゼンテーションやレポートの作成ができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
課題等に取り組み、それについて教員がコメントする等のフィードバックを実施します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目の履修を通して、4年間の大学生活、とりわけ経営学の学修の見通しを立てるとともに、その基盤を形成することができるように努めて下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等の説明）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期のどのようなことに取り組みたい
か？等、秋学期の抱負や目標をまとめておいて下さい。

4時間対面

第2回 プレゼンテーション講座 授業資料を読み返し、スライド作成時のポイントと、発表
のやり方についての理解を深めておいて下さい。
スライド作成のワークに取り組み、次回の授業までに提出
するようにして下さい。

4時間オンデマンド

第3回 合同発表会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えらえた課題についての情報収集
を行い、調査内容まとめておいて下さい。

4時間対面

第4回 合同発表会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面

第5回 合同発表会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成等） 各自が合同発表会に向けた情報収集・調査を行い、その
内容を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにして
きて下さい。

4時間対面
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第6回 合同発表会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料の見直し・修
正を行うようにして下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第7回 合同発表会に向けた取組⑤（調査、まとめ作業、スライド作成、発表練
習等）

グループで役割分担し、全体のスライド資料を完成させて
下さい。
グループ毎に発表練習を行うようにして下さい。

4時間対面

第8回 合同発表会に向けた取組⑥（クラス発表会） スライド資料を見直し、誤字・脱字、書式、出典の記載方
法などの最終チェックを行って下さい。
グループ毎にクラス発表会で出てきた改善点を洗い出し、
次回の合同発表会に向けて、発表練習を行うようにして
下さい。

4時間対面

第9回 合同発表会① 他のクラスの発表を聴いた上で、他のクラスのスライド資
料と自分たちのグループのスライド資料を照らし合わせ
て、比較・検討して下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第10回 合同発表会② すべてのグループの発表を聴いた上で、自分たちのグ
ループとの比較を行い、良かった点、改善点をまとめてお
いて下さい。
合同発表会に関するワークシートを完成させて提出する
ようにして下さい。

4時間対面

第11回 合同授業の振り返り
期末レポートの作成

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認するようにして下さい。
合同発表会に向けた取組に関する期末レポートの作成に
取り組んで下さい。

4時間対面

第12回 コースガイダンス
次年度演習ガイダンス

コースガイダンスの資料を復習し、コースの理解を深める
ようにして下さい。
コースガイダンス、次年度演習ガイダンスを踏まえ、自分
の興味・関心、将来の進路就職、資格取得等とも照らし
て、希望するコースや演習クラスについて検討して下さ

4時間対面

第13回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由等） 自身の長所や短所についてまとめてくることに加えて、希
望するコースや演習クラスについて詳しく調べてきてくださ
い。
作成した演習申込書について、誤字・脱字、内容面・形式
面等を再点検して下さい。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験方法を改めて確認し、各科目の
授業内容の復習を行い、定期試験に向けた準備を計画的
に進めてください。

6時間対面

第15回 秋学期の振り返り
振り返りレポートの作成

秋学期の学修状況について、学期初頭に計画した内容と
照らし合わせて振り返り、良かった点や改善点についてま
とめて来てください。
振り返り結果を踏まえて、春休みや2年生の取組にどのよ
うに活かしていくのかということを検討し、具体的なスケ
ジュールを立ててください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ マーケティング戦略及びマネジメントに関する専門知識及び技能を修得し、市場・顧客ニーズを発見し、その解決につながる商品及びサービスのマーケ
ティング戦略を提案する能力を身につける。

授業の目的及び概要
戦略的マーケティング活動における商品企画や開発担当、営業担当として収益の創造及び顧客関係性の構築ができる人材を育成することを目的とす
る。そのため、マーケティング思考に関する基礎力の醸成、就職活動に向けた準備（やりたい仕事の探索）を演習を通して実践していく。具体的には、以
下を学修できる環境及びプログラムを提供する。
①マーケティングマネジメント理論の修得
②PBL型学習の「考える力」の基礎固め
③体験・探求型学修による実践感覚の体験

学修の到達目標
①商品・サービスを販売するための仕組み（市場調査、企画、プロモーション、消費者行動等）の基本理論が理解と説明ができる。
②商品・サービスの企画・開発、プロモーション等にかかわる企画や運営、顧客価値創造のための課題解決提案の基礎力を身に付く。
③デジタルマーケティングの概念を理解し、リアルとネットの顧客関係性構築力を身に付けることができる。
④顧客やステークフォルダーと協働しながら、戦略的マーケティング思考により新たな価値創造ための基礎力を身に付けることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
ゼミ内でリアルタイムで双方向にフィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見
学、体験学習

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

実務家教員のもとで、企業が求めている「理論と実践の融合」ができるマーケティング人材育成をテーマに演習Ⅰ、演習Ⅱ、演習Ⅲと継続してゼミで研
究したいと考えている学生の受講を期待しています。高度なマーケティング人材になるための基礎力育成の極めて実践的な内容になります。またゼミ
は、少人数で教員とゼミ生が直接交流することができる数少ない機会です。ゼミで知り合った友人は、大学時代はもちろん、卒業後も友人であり続ける
関係性を構築することができます。単に勉強する場だけではなく、学生生活、そして社会人になってからも含めて、皆さんが有意義に過ごすことができる
ようなかんきょうを提供します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末レポート

00

030030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

阿部誠（2018）「図解大学4年間のマーケティングが10時間で学べる」KADOKAWA

参考書

参考になる図書・雑誌、論文、資料については随時案内します。

ISBN 978-4-04-602330-8
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス・理論学修①」
授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについて、授
業計画の詳細とともに説明します。
春休みの課題である「ビブリオバトル」の発表

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと（1.5時間程度）

3時間対面

第2回 「理論学修②」
春休みの課題である「ビブリオバトル」の発表

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

3時間対面

第3回 「理論学修③」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

3時間対面

第4回 「理論学修④」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

3時間対面

第5回 「理論学修⑤」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

3時間対面
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第6回 「理論学修⑥」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

3時間対面

第7回 「理論学修⑦」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

3時間対面

第8回 「理論学修⑧」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

3時間対面

第9回 「理論学修⑨」
企業のマーケティング実務者による特別講義

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

3時間対面

第10回 「PBL型学修プログラム①」
グループ別にマーケテイング分析対象企業を選定し、活動方針、計画
を検討する。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

3時間対面

第11回 「PBL型学修プログラム②」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施しプレゼン資料
の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

3時間対面

第12回 「PBL型学修プログラム③」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施しプレゼン資料
の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

3時間対面

第13回 「PBL型学修プログラム④」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施しプレゼン資料
の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

3時間対面

第14回 「PBL型学修プログラム⑤」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析結果をプレゼンする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

3時間対面

第15回 「まとめ」
これまでの学修内容を総括し、グループ別プレゼン内容を整理し個人レ
ポート化するための準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

6時間オンデマンド

－370－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ マーケティング・サイエンス

授業の目的及び概要
マーケティング・サイエンスはマーケティングに関わる諸問題についてデータに基づき意思決定を行うための学問である。本講義はデータ・ドリブン・マー
ケティングを理解し、意思決定におけるデータ分析や解釈を行えるためにマーケティング・サイエンスの知識やノウハウを身につけることを目的とする。
また、マーケティングの諸問題を発見し、データに基づく適切な意思決定を行うため、経済・経営のトレンド、ニュースについて議論しつつ、経営基礎数学
も取り扱う。学生研究発表大会にマーケティングのためのデータ分析をテーマとし出場する。

学修の到達目標
1．マーケティングに関わる諸問題を発見し、解決案を提案することができる。
2．問題解決や意思決定のためにデータの必要性を理解し、適切な統計的手法を用い、結果の導出することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習は遅刻欠席・授業中の私語使用は厳禁となりますが、議論(特に、批判的発言)はいつも大歓迎です。演習の時間には十分演習に集中しましょ
う。
お互い励ましあいながら、一緒にマーケッティングの考え方やテクニックを身につき、学生生活を充実しながらもより広い社会への進出を目標として頑張
りましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0201070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

マーケティング・サイエンス入門、古川一郎・守口剛・阿部誠、有斐閣アルマ、2011年

参考書

9784641124387
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自己紹介、今後の進め方についてのオリエンテーション

「マーケティング概論」の授業内容を完璧に復習しておくこ
と。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第2回 第1章「ビジネス・チャンスの発見」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第3回 第2章「消費者行動」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第4回 第3章「マーケティング情報の収集と活用」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第5回 第4章「マーケティング戦略の決定」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面
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第6回 第5章「背品デザイン」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第7回 第6章「プライシング」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第8回 第7章「コミュニケーションと広告」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第9回 第8章「プロモーション」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第10回 第11章「現代マーケティング①」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第11回 第11章「現代マーケティング②」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第12回 ディスカッション①
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第13回 ディスカッション②
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第14回 ディスカッション③
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第15回 春学期の総括
春学期に扱ったマーケティング・サイエンスの振り返り

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 映画づくりを通してプロモーションを学ぶ

授業の目的及び概要
本演習は、マーケティング戦略コースに該当します。映像制作を通じてプロモーション（広告・パブリシティ）理論を実践から学び、さらに制作に必要なプ
レゼンテーション能力・コミュニケーション能力を向上させることを目的とします。
八尾市の産業をテーマに「やお80映画祭」の作品を制作します。（10月末出品予定・複数可）
モノづくりの現場や観光産業等をリサーチし、伝えるテーマを決めて撮影・編集を行います。
また取材や撮影時に必要となる、情報を円滑に引き出すプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力の向上を図ります。
効果的に人に伝える撮影・編集・演出を学び、社会人担っても使える動画制作の技術を身に付けます。

学修の到達目標
①制作意図を取材対象者や関係者にコミュニケーションをとりプレゼンテーションできる。
②映画祭に向けたプロモーションを意識した作品制作。
③人にわかりやすく伝える動画を作ることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
途中段階で内容確認、ディスカッションを行い補足説明を加えてフィードバックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

映像制作は人間関係とこだわりが大切です。
苦しくても妥協をしないでモノを創り出すと、良い思い出と良い友人ができます。
チームワークを大切にして絆を深めていきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
制作作品（テーマ・構成・撮影・編集）
を総合的に判断します00

001060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①ビジネス動画の教科書　オリカワ　シュウイチ　ペンコム　2020年

参考書

①「動画制作」プロの仕掛け52  鎮目博道　日本実業出版社　2021年
②伝え方が９割　佐々木圭一　ダイヤモンド社　2014年
③けっきょく、よはく　ingectar-e　シナノ印刷　2018年
④瞬時に「話す」「書く」技術　橋本淳司　すばる舎　2011年

①978-4-295-40433-0

①978-4-534-05832-4
②978-4-478-01721-0
③978-4-8026-1169-5
④978-4-88399-986-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価について説明しま
す
授業計画は進捗度やフィールドワークの関係上変更する場合がありま
す

【事前】
シラバスを読んで準備しておく
【事後】
目的についてふりかえる

2時間対面

第2回 【撮影の基本を学ぶ】
撮影機材の扱いに慣れる。
撮影方法によって、人はどう感じるか、伝え方の基本を学びます。

【事前】
テキストP56-P104を読んでおくこと
【事後】
撮影方法を復習すること

4時間対面

第3回 【構成・撮影】
動画を作る練習をします

【事前】
課題の原稿を作成する
【事後】
撮影した映像のプレビューと再編集をする

6時間対面

第4回 【プレビュー】
作品を見てディスカッション

【事前】
テキストP164-P194を読み編集する
【事後】
補撮と再編集

6時間対面

第5回 【プレビュー】
再編集後の作品をみてディスカッション

【事前】
指摘された部分を修正し動画を完成させる
【事後】
評価指摘された箇所の見直し

4時間対面
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第6回 【やお80映画祭と八尾のみどころについて学ぶ】
作品テーマを決めるヒントになります

【事前】
やお映画祭、八尾市の事前資料を読んでおく
【事後】
動画視聴後レポート提出をする

4時間オンデマンド

第7回 【リサーチ】
作品テーマを決めるための調査を行う

【事前】
八尾市の興味を持った項目を更に調べておく
【事後】
調査した内容からテーマを絞る

4時間対面

第8回 【テーマ】
取材先を決めテーマを絞る

【事前】
調査した内容からテーマを絞る
【事後】
テーマ内容から構成を作る

4時間対面

第9回 【映像制作の活動】
構成を作る

【事前】
構成作成の事前準備をします
【事後】
構成から必要な準備を洗い出す

4時間対面

第10回 【映像制作の活動】
取材相手にアポイントを取り取材・撮影の準備をします

【事前】
構成から必要な準備を洗い出す
【事後】
撮影に向けた準備をします

4時間対面

第11回 【映像制作の活動】
取材相手にアポイントを取り取材・撮影の準備をします

【事前】
撮影に向けた準備をしますテキストP106-P124を読んでお
くこと
準備ができたら撮影を始める
【事後】
撮影を始めます

4時間対面

第12回 【映像制作の活動】
取材・撮影（個別指導）

【事前】
撮影
テキストP126-P162を読んでおくこと
【事後】
撮影を行う

4時間対面

第13回 【動画制作の活動】
編集

【事前】
編集に向けた準備をします
テキストP196-P232を読んでおくこと
【事後】
残りの編集を始めます

6時間対面

第14回 【プレビュー】
作品を見てディスカッション

【事前】
撮影に向けた準備をします
テキストP164-P194を読んでおくこと
【事後】
ディスカッション後の再編集を行う

4時間対面

第15回 【授業のふりかえりとまとめ】 【事後】
授業についてふりかえる
【事後】
夏季休暇に向けて撮影準備をする

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2粂井　淳子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ ライフタイムとファイナンス（税を中心に）

授業の目的及び概要
近年の経済環境においては、貯蓄から投資へと資産形成の方法を変えていく必要があります。この演習では、ライフタイムにおけるファイナンスに関し
て税を中心にテーマを設定し、調査、研究することでさまざまな状況におけるファイナンスを理解することを目的とします。
専門演習ⅠAでは、租税制度、金融資産運用、年金制度、不動産等などライフタイムにおけるファイナンスについて調べ、ファイナンスの課題について考
えます。

学修の到達目標
・ライフタイムに関わるファイナンスについて税を中心に広く知識を修得し、その内容を発表する。
・Office365の機能を使って、学修や研究成果の発表等に役立てる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは研究や調査を行い発表し、それを他のゼミ生や教員と意見を交換する場です。積極的に参加しましょう。また、成果をファイルに残して、レポート
や卒業研究にも役立てるようにしましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0202060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

授業中にお知らせします。

参考書

瀧澤ななみ著(2022年5月)2022-23年版　みんなが欲しかった！FPの教科書　2級・AFP　TAC出版
その他授業中にお知らせします。

授業中にお知らせします。

9784300101407

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　春学期の目標を立てましょう。
事後学修　春学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 SPI対策 事前学修　普段から少しずつSPIに取り組んでおきましょ
う。
事後学修　SPI模試などを受け結果を検討しましょう。

4時間オンデマンド

第3回 租税制度等１
概要

事前学修　租税制度等について、図書館等を利用して調
べてみましょう。
事後学修　授業の内容を、租税制度等の概要としてまと
めましょう。

4時間対面

第4回 租税制度等２
調査

事前学修　租税制度等についてさらに詳しく調べましょう。
事後学修　各自調査したことを概要に付け加えてまとめま
しょう。

4時間対面

第5回 租税制度等３
発表

事前学修　調査結果をパワーポイントにまとめましょう。
事後学修　研究発表について振り返り、今後の研究発表
に役立てましょう。

4時間対面

第6回 金融資産運用１
概要

事前学修　金融資産運用について、図書館等を利用して
調べてみましょう。
事後学修　授業の内容を、金融資産運用の概要としてま
とめましょう。

4時間対面

第7回 金融資産運用２
調査

事前学修　金融資産運用についてさらに詳しく調べましょ
う。
事後学修　各自調査したことを概要に付け加えてまとめま
しょう。

4時間対面
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第8回 金融資産運用３
発表

事前学修　調査結果をパワーポイントにまとめましょう。
事後学修　研究発表について振り返り、今後の研究発表
に役立てましょう。

4時間対面

第9回 年金制度等１
概要

事前学修　年金制度等について、図書館等を利用して調
べてみましょう。
事後学修　授業の内容を、年金制度等の概要としてまと
めましょう。

4時間対面

第10回 年金制度等２
調査

事前学修　年金制度等についてさらに詳しく調べましょう。
事後学修　各自調査したことを概要に付け加えてまとめま
しょう。

4時間対面

第11回 年金制度等３
発表

事前学修　調査結果をパワーポイントにまとめましょう。
事後学修　研究発表について振り返り、今後の研究発表
に役立てましょう。

4時間対面

第12回 不動産等１
概要

事前学修　不動産等について、図書館等を利用して調べ
てみましょう。
事後学修　授業の内容を、不動産等の概要としてまとめま
しょう。

4時間対面

第13回 不動産等２
調査

事前学修　不動産等についてさらに詳しく調べましょう。
事後学修　各自調査したことを概要に付け加えてまとめま
しょう。

4時間対面

第14回 不動産等３
発表

事前学修　調査結果をパワーポイントにまとめましょう。
事後学修　研究発表について振り返り、今後の研究発表
に役立てましょう。

4時間対面

第15回 春学期の振り返り 事前学修　春学期を振り返ってみましょう。
事後学修　夏休みの課題研究と秋学期の計画を立てま
しょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略の基礎知識の修得と、それらに基づいて事例を分析します。

授業の目的及び概要
この演習の最終目的は、身の回りの具体的な経営現象・経営情報を、経営戦略の基本的な知識に基づいて分析できるようになることです。また、経営
戦略の知識の修得やグループワークや発表を通じて、未知のことに対する情報収集能力、自分の考えを構築し、他者に伝える力、また、協働する力を
培うことを目的としています。ぜひ、これらの活動を通じて、自身が将来どのような形で社会に携わりたいか、また、そのためには学生生活の中で何を養
うべきかについて考える機会としてください。また、演習は主体的な学びの場です。他の演習生から学ぶことで、お互いに切磋琢磨していきましょう。
　講義の攻勢は、前半は書籍の輪読、後半はそれらで得た知識を用いて事例分析を行い、発表し、レポートを作成する流れになっています。また、機会
を見て、外部講師を招いた講演を行うので、経営戦略の現実について学びましょう。

学修の到達目標
①経営戦略についての基本的な書籍を要約し、内容を説明することができる。
②グループワークをする上で、自分の担当箇所だけではなく、発表全体を把握している。
③自分が関わっていないテーマに対しても関心を持ち、専門性に基づいた新たな視点で質問・意見を提示することができる。
④経営戦略の基本的な知識に基づいて、事例の分析をすることができる。
⑤経営戦略の知識と事例を関連づけ、論述することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・演習時間内に課題や発表について、適宜、達成点と改善点についてコメントをします。
・演習時間内にグループディスカッションやグループワークを実施する際は、行き詰まった際に適宜アドバイスを行います。
・輪読については、補足説明を行います。
・レポートについては、提出後に各人にコメントを送付します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■授業計画について
　他の科目の中間試験、資格試験等を考慮して、発表の回数や講演の日時が変わる可能性があります。
■勉強方法（輪読について）
・予習：前半はテキストの要約をします。必ず、テキストを持参して、発表担当以外の箇所も事前に読んで、理解できなかった箇所に「？」をつけておきま
しょう。
・授業中：発表や解説を聞いて、疑問点が解消できたか確認しましょう。確認できなかった場合、質問しましょう。また、重要な用語についての説明をメモ
するために、ノートを持参しましょう。
・復習：重要な図と専門用語を中心にもう一度、テキストを読みましょう。
■受講態度に関する注意事項
・遅刻をする人を待ちません。始業と同時に講義を始めます。
・自分が発表ではない時に発表内容と無関係な作業をしている人は、出席をしていないものとみなします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0040

0302010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

MBAの経営戦略が10時間でざっと学べる，菅野寛， KADOKAWA，2020 年

参考書

9784046047502
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
・授業全体の流れについて
・グループ分けと担当箇所の決定

【事前学習】
テキストの目次に目を通し、経営学基礎、経営管理論Iで
習ったことがあれば、印をつけてくる。
わからない用語に別の印をつけてくる。
【事後学習】
授業の流れをスケジュール帳に記入しておく。
テキストの担当箇所を読んでおく。

4時間対面
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第2回 輪読の準備【オンデマンド】
・発表資料の作り方講座
・プレゼンテーションの方法講座
・基礎演習のレポートフィードバック
オンデマンドで10分程度の動画を3本見た後、発表資料の作成を行い
ます。グループで連絡を取り合いながら、協力して課題に取り組んでく
ださい。
*動画視聴後にラーニングポータルのテストを受験することで出席とみ
なします。

【事前学習】
自分が提出した基礎演習の期末レポートを見返しておき
ましょう。
【事後学習】
資料作成を行い、グループメンバー全員が担当箇所の要
点について理解している状態にしておいてください。

4時間オンデマンド

第3回 輪読①
グループで要約を発表した後、解説とワークをします。
最後に学んだ内容について、3問程度の小テストを実施します。

【事前学習】
テキストの該当箇所を読んで、疑問点に印をつけてくる。
【事後学習】
重要な箇所を再度読んで、理解できたか確かめる。

4時間対面

第4回 輪読②
グループで要約を発表した後、解説とワークをします。
最後に学んだ内容について、3問程度の小テストを実施します。

【事前学習】
テキストの該当箇所を読んで、疑問点に印をつけてくる。
【事後学習】
重要な箇所を再度読んで、理解できたか確かめる。

4時間対面

第5回 輪読③
グループで要約を発表した後、解説とワークをします。
最後に学んだ内容について、3問程度の小テストを実施します。"

【事前学習】
テキストの該当箇所を読んで、疑問点に印をつけてくる。
【事後学習】
重要な箇所を再度読んで、理解できたか確かめる。

4時間対面

第6回 輪読④
グループで要約を発表した後、解説とワークをします。
最後に学んだ内容について、3問程度の小テストを実施します。

【事前学習】
テキストの該当箇所を読んで、疑問点に印をつけてくる。
【事後学習】
重要な箇所を再度読んで、理解できたか確かめる。

4時間対面

第7回 外部講師による講演
・大企業の経営課題・スタートアップの経営課題をテーマに講演を聞き
ます。講演の内容や日程は前後する可能性があります。

【事前学習】
進捗報告会を受けて、さらに情報調査し、そこから考察を
行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行
う。
【事後学習】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。新し
いテーマについて考える。

4時間対面

第8回 輪読⑤
グループで要約を発表した後、解説とワークをします。
最後に学んだ内容について、3問程度の小テストを実施します。

【事前学習】
テキストの該当箇所を読んで、疑問点に印をつけてくる。
【事後学習】
重要な箇所を再度読んで、理解できたか確かめる。

4時間対面

第9回 輪読⑥
グループで要約を発表した後、解説とワークをします。
最後に学んだ内容について、3問程度の小テストを実施します。

【事前学習】
テキストの該当箇所を読んで、疑問点に印をつけてくる。
【事後学習】
重要な箇所を再度読んで、理解できたか確かめる。

4時間対面

第10回 グループワーク①
事例分析を行います。これが期末レポートのテーマになるので、しっか
り取り組みましょう。

レポート作成講座
レポート作成の方法について復習をします。

【事前学習】
テーマに関するワークシートに自分の考えを記入してくる
こと。
レポート作成の手引きを見返しておきましょう。
【事後学習】
発表資料を作成する。

4時間対面

第11回 グループワーク②

研究発表大会に向けたテーマ決め

【事前学習】
発表資料を作成する。
【事後学習】
発表資料を作成する。

4時間対面

第12回 グループワーク③

研究発表大会に向けたテーマ決め

【事前学習】
発表資料を作成する。
【事後学習】
発表の練習をする。

4時間対面

第13回 発表会

研究発表大会のテーマ決定

【事前学習】
発表の練習をする。
【事後学習】
期末レポートを書き始める。

4時間対面

第14回 期末レポート作成
添削をしますので、ある程度書き上げてきてください。

【事前学習】
期末レポートを作成する。
【事後学習】
期末レポートを手引きに沿って添削し、提出する。

4時間対面

第15回 春学期の振り返りと夏休みの過ごし方について 【事前学習】
春学期に達成できたこととできなかったことについて考え
ておく。
【事後学習】
添削されたレポートを再提出する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ アフターコロナにおける旅行業界の課題分析と新たなサービスについて考える

授業の目的及び概要
コロナ禍の経済情勢を分析し、アフターコロナにおける観光事業（国内・国外）のあり方を考えることができるようにします。消費者のニーズ、需要につい
て情報を自ら集め、観光業界で今何が必要とされているかを考察していきます。キャリア意識の形成と企業がもとめるアクティブな人材の養成を目標と
します。実社会において想定される、商品・サービスの概要と提供方法、業界の構造、産業の動向、収益、経営環境の変化などビジネス課題に取り組
みます。

学修の到達目標
①観光・旅行業界の現状課題を理解し、説明することができる。
②消費者の意思決定過程の基本が理解できる。
③観光・旅行業界の基本的な仕組みを説明することが出来る。
④観光ビジネスの特性について説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レジュメ、プレゼンテーション、調査報告等について随時、講評や質問へのフィードバックを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経営学の専門分野に進むにあたっては、しっかりとした基礎理論の理解が必要です。また実際の経営組織の実態や課題に直接触れることで、基礎理
論の理解を物差しに解釈や分析する経験がたいへん重要です。これらがより専門的な深い学修への導きとなります。身近な旅行や観光事業の仕組み
を通して、今の時代の経営や人材のあり方について考えましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

1からの観光，高橋一夫ほか，碩学舎，2010年

参考書

978-4502674105
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 自己紹介
ガイダンス 
授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価等について説明し
ます。 
調査や理解度等の関係で、授業計画の変更する場合が あります。 
事前に、シラバスを読んで授業の目的や自分が興味があることなどを
考えておきましょう。

事前に、シラバスを読んで授業の目的や自分が関心があ
ることなどを調べて，纏めておく
1年生の基礎演習最終日に出された課題をしてくる：「第１
章の２」を読んでまとめてくる

4時間対面

第2回 アフターコロナでの観光事業の課題について
旅行業界の特性と現状

事前学習：コロナ前とコロナ後の観光事業の変化につい
て考えておく（2時間）
事後学修：旅行業界の特性と現状について、コロナ前とコ
ロナ後で違いを深め、集客に何が必要かをまとめる（2時
間）

4時間対面

第3回 第２章１
観光マネジメントの特性１
営業形態から見た旅行業

事前学習：3〜4ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：集客力について他の類似施設の例を考察し、
旅行業のマネジメント必要性についてま止める（２時間）

4時間対面

第4回 第２章２
観光マネジメントの特性２
流通業としての役割

事前学習：4〜5ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：観光ビジネスの特性、流通業としての役割につ
いて事例をまとめる（２時間）

4時間対面

第5回 第２章３
観光マネジメントの特性3
インターネット時代の到来

事前学習：5～8ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：これまでの宿泊経験から疑問に思っていたこと
を調べる。予約の仕方の変化、インターネットアプリの利
点と不利点をまとめる（２時間）

4時間対面
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第6回 第３章１
「クラブツーリズム」が顧客に提供するもの
クラブツーリズムという会社（最近話題となった観光特急などを参考に
何をしている会社なのか）

事前学習：8～9ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：クラブツーリズムの宿泊販売とオンライン販売
について実例をしらべる。何を付加価値としているか（２時
間）

4時間対面

第7回 第３章２
観光事業のイノベーション
顧客を企業活動に参画させる最新の動向や仕組みを考える。

事前学習：9～10ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：旅行業界のイノベーションについて実例を調べ
る（２時間）

4時間対面

第8回 第３章３
観光事業のイノベーション
仲間づくりのための「場」や「機会」の提供としての旅行とその形態

事前学習：11～15ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：クラブツーリズムや他社の事例を集め、その違
いをまとめる（２時間）

4時間対面

第9回 第３章４
クラブツーリズム・モデルのまとめ
チームで事例比較を行い、クラブツーリズムの目指す旅行とはについて
発表

事前学習：48～52ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：クラブツーリズムの目指す旅行とはについて要
点を整理

4時間対面

第10回 第４章
旅行商品（募集型企画旅行商品）が顧客に提供している便益（メリット）

事前学習：52～55ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：アフターコロナでの募集型企画旅行商品の利
点と課題点についてまとめる（２時間）

4時間対面

第11回 チームワーク研究
テーマ　旅行商品のコモディティ化について、
旅行業が担ってきた「販売代理機能」と「購買代理機能」という流通とし
ての役割がどのように変わっていくかを考える

事前学習：６〜７ｐのコラムを読んで、要点をまとめとおく
（２時間）
事後学修：旅行業が担ってきた「販売代理機能」と「購買
代理機能」という流通としての役割の行方についてまとめ
る（２時間）

4時間対面

第12回 チームワーク研究
テーマ　旅行商品のコモディティ化について
グループ発表１

事前学習：6～７ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：たのグループ発表の良い点・悪い点、新しい発
見についてまとめる（２時間）

4時間対面

第13回 チームワーク研究２
テーマ　サーバクション・フレームワークについて
趣味の仲間かっら旅の仲間へと仲間づくりのサポートとしてのツアー旅
行の意義

事前学習：12～14ｐのコラムを読んで、要点をまとめとおく
（２時間）
事後学修：顧客の企業活動への参画について、その具体
的な事例を調べてまとめる（２時間）

4時間対面

第14回 チームワーク研究
グループ発表
ツアーの前から後にかけての顧客の組織化と顧客の企業活動への参
画について

事前学習：ツアーの前から後にかけての顧客の組織化に
ついて、一連の具体的な中身事例を調べてまとめる（２時
間）
事後学修：発表内容を再度振り返り、観光の主要産業に
ついて現状理解を深める（２時間）

4時間対面

第15回 春学期の振り返り
旅行業者が提供している商品・サービスの本質について考えてみる
課題レポートとして提出

事前学習：17～18ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：旅行業者が提供している商品・サービスの本
質について調べてことをまとめる（２時間）

春学期のまとめとふりかえりをおこないます。夏休みの旅
行計画を幾つか立ててみましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 基本的な経営理論を学習しながら、それに基づき様々な経営現象を理解する。

授業の目的及び概要
現代社会における経済主体として大きな影響力を持つ企業、その組織や活動を理解することは、社会の一員として欠かせないことです。特に経営学部
の学生はそれらを理解するだけではなく、論理的に説明する力が必要です。この授業では、1年生の時に学習した理論を確かめながら、経営現象を理
解・説明するうえで必要な情報を自ら探し、纏め、発表する練習をします。それを通して経営学部生としての基本素養を身に着け、将来に社会人・企業
人として活躍していく上で必要な知識や技能の基盤を築くことを目的にします。

学修の到達目標
①経営現象を説明するためのツールとして経営学の基本的な理論が理解できる。
②自ら情報を収集し、それをまとめて資料を作成することができる。
③他人の意見を聞きながら自分の意見を表現し、より良い結果を導き出すことができる。
④他人と協力して得られた成果をプレゼンテーションとして発表することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
演習内の報告や課題について、演習内で振り返りとそれについての話し合いの時間を設けます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習は、教員の指導の下で学生自らが積極的に行動することが学びの前提になる科目です。より積極的な参加がより大きな学びや成長に繋がが
ることを意識しながら行動してください。そして、グループワークでは、結果物を得るまでのプロセスの中で、責任感を持ってお互いに協力しながら取り組
んでください。教員と受講生、そして受講生同士がお互いに良い影響を与えるよう、授業に臨んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし
適宜、必要な資料を指定します。

参考書

監修 吉田 和夫,大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) 『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』, 同文館出版.

特になし

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
自己紹介・演習についての説明をします。

【事前学習】
自己紹介・自己アピール・学びたいことを考える。

【事後学習】
取り組みたいテーマを考える。

4時間対面

第2回 【テーマ１/グループ・ワーク：テーマ選定】
テーマ説明、選定、計画樹立、情報収集、資料作成を行います。

【事前学修】
企業・経営学に関わる指定の資料の読み込む。

【事後学修】
グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち合わせを
行う。

4時間対面

第3回 【テーマ１/グループ・ワーク：進捗報告会①】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面
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第4回 【テーマ１/グループ・ワーク：進捗報告会②】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第5回 【テーマ１/グループ・ワーク：発表会】
発表と質疑の後、感想や意見を交換します。

【事前学習】
進捗報告会を受けて、さらに情報調査し、そこから考察を
行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行
う。

【事後学習】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。

4時間対面

第6回 【テーマ２/グループ・ワーク：テーマ選定】
テーマ説明、選定、計画樹立、情報収集、資料作成を行います。

【事前学修】
企業・経営学に関わる指定の資料の読み込む。

【事後学修】
グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち合わせを
行う。

4時間対面

第7回 【テーマ２/グループ・ワーク：進捗報告会①】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第8回 【テーマ２/グループ・ワーク：進捗報告会②】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第9回 【テーマ２/グループ・ワーク：発表会】
発表と質疑の後、感想や意見を交換します。

【事前学習】
進捗報告会を受けて、さらに情報調査し、そこから考察を
行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行
う。

【事後学習】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。

4時間対面

第10回 【テーマ３/グループ・ワーク：テーマ選定】
テーマ説明、選定、計画樹立、情報収集、資料作成を行います。

【事前学修】
企業・経営学に関わる指定の資料の読み込む。

【事後学修】
グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち合わせを
行う。

4時間対面

第11回 【テーマ３/グループ・ワーク：進捗報告会①】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第12回 【テーマ３/グループ・ワーク：進捗報告会②】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第13回 【テーマ３/グループ・ワーク：発表会】
発表と質疑の後、感想や意見を交換します。

【事前学習】
進捗報告会を受けて、さらに情報調査し、そこから考察を
行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行
う。

【事後学習】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。

4時間対面

第14回 【振り返りト秋学期に向けてのガイダンス】
春学期の総括と秋学期に向けてのガイダンスを行います。

【事前学習】
振り返りシートを記入する。

【事後学習】
レポート作成の準備を行う。次回の夏休みの計画発表会
に向けて準備を行う。

4時間対面

第15回 【夏休みの計画発表会】 【事前学習】
夏休みの計画発表に向けて準備を行う。

【事後学習】
レポートを作成する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2勝　健真

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 人的資源の開発
－リーダーに求められる資質・能力の分析－

授業の目的及び概要
本科目では、経営を行う上で必要とされる経営資源（ヒト、モノ、カネ、情報）の中で、「ヒト」にクローズアップした人的資源の開発について考えます。
モノ、カネ、情報は、「ヒト」によって動いています。ヒトがモノを使い、カネを動かし、情報を扱うことで、企業活動が成り立ちます。つまり、「ヒト」は経営資
源の中で最も重要ではないでしょうか。
この「ヒト」というのは、ビジネスにおいては、リーダーのことでもあります。リーダーには、企業組織を引っ張り、部下のパフォーマンスを引き出すことが
求められます。
このようなことから、リーダーに求められる資質・能力とは何なのか？ということを主要なテーマとして掲げて授業を展開していきます。
具体的には、「ヒト」を動かすとはどういうことなのか？部下のモチベーションを高めるために必要なことは何なのか？といったこと等について分析・検討
します。
そして、本科目の学修を通して、自己分析能力や論理的思考力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力等を向上させ、企業や組織を動かす
人材としての素養を養っていきます。

学修の到達目標
①リーダーに求められる資質・能力ついて理解し、説明することができる。
②学んだ知識や自分の考えを文章で論理的に書くことができる。
③自分の考えや意見をまとめて、他者にわかりやすく伝えることができる。
④他者と協力・協働しながら、物事を進めることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループ、または個人による発表・報告や、提出物に対するフィードバックを随時行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目は、学生の皆さんの主体的・積極的な姿勢が最も重要です。そのためには、失敗を恐れず様々なことに挑戦する気持ちを持って、実際に行動
に移していってもらいたいです。失敗や苦悩は、ヒトを成長させる大きな原動力となります。
楽な道と苦しい道があったときは、迷わず苦しい道を選べるヒトになってほしいです。その選択をしたことが必ず、のちに大きな成果（力）となって現れる
はずです。
共に成長していきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0302050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料は、授業時に適宜配布します。

参考書

適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等）
目標レポートの作成

組織をまとめるリーダーとは、どのような人物であるかを
考え、まとめてくる。
これまでの人生を振り返って、最も印象に残っているリー
ダー（指導者・教師等）を一人挙げ、その理由についてま
とめくる。

4時間対面

第2回 自己分析①（インパクトのある自己紹介について考える） 授業資料（レジュメ）を読み返し、重要なポイントを復習し
ておくこと。
自分の長所と短所についてまとめてくる。

4時間対面

第3回 自己分析②（発表原稿の作成と発表練習） 授業資料（レジュメ）を読み返し、重要なポイントを復習し
ておくこと。
80秒間自己紹介に向けて、各自発表の練習をしておく。

4時間対面

第4回 80秒間自己紹介のスライド作り 自己紹介スライドを作成するにあたって、スライドに入れ
込む内容について考えてくる。
スライド資料を見直し、適宜修正を加え、発表練習をして
おく。

4時間対面
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第5回 80秒間自己紹介 自身の発表を振り返り、他の学生の発表と比較して、良
かった点や、反省点・改善点をまとめておく

4時間対面

第6回 ゲストスピーカーセッション（現役のプロ卓球リーグ「京都カグヤライズ」
の社長兼監督による講演会）

「Tリーグ」「京都カグヤライズ」について調べてくる
講演会を聴いて、今後自分が高めていきたい能力等につ
いてまとめておく。

4時間対面

第7回 コミュニケーション能力について考える①（コミュニケーション能力につ
いての解説、コミュニケーショントレーニング）

授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を復習してお
く。
教員が指定した資料を読み、コミュニケーションを図る上
で重要ポイントについてまとめてくる。

4時間対面

第8回 コミュニケーション能力について考える②（発表資料作成） 各自発表資料を見直し、適宜修正を加え、自分の考えを
まとめておく。

4時間対面

第9回 コミュニケーション能力について考える③（グループディスカッション） グループディスカッションの結果を踏まえて、うまくできた
点、できなかった点を振り返り、その理由についてまとめ
ておく。

4時間対面

第10回 グループワーク①（グループ編成、テーマ分析、役割分担） 「ディスカッション」と「ディベート」の違いについて調べてく
る。
役割分担に基づき、与えられた課題について図書館やイ
ンターネットで調査してくる。

4時間対面

第11回 本の読み方講座
レポート作成講座

期末レポートのテーマと関連した書籍を図書館で借り、そ
の本を読んでおく。
レポート作成に関するワークに取り組み、次回の授業まで
にLearning Portalに提出する。

4時間オンデマンド

第12回 グループワーク②（ディスカッション、調査、まとめ作業） 各自が情報収集・調査を行い、調査内容をまとめて、次回
の授業で報告できるようにする。

4時間対面

第13回 グループワーク③（ディスカッション、調査、まとめ作業） グループ毎に集まり、報告資料を見直し、適宜修正を加
え、全員が報告のイメージを持っておくこと。
レポート作成の手引きを参照しながら、期末レポートの作
成に取り組む。

4時間対面

第14回 グループワーク報告会 報告会の結果を踏まえて、自分たちのグループの改善点
を改めて検討するとともに、個々人でもグループワーク全
体を通した改善点・反省点を考える。
レポート作成の手引きを参照しながら、期末レポートの作
成に取り組む。

4時間対面

第15回 春学期の総括
振り返りレポートの作成

春学期の学修状況や自身の行動について振り返り、評価
できる点や反省点・改善点をまとめて、発表するための準
備をしておく。
振り返り結果を踏まえて、夏休みや秋学期の取り組みに
ついてより具体的に検討し、行動計画を作成する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ マーケティング戦略及びマネジメントに関する専門知識及び技能を修得し、市場・顧客ニーズを発見し、その解決につながる商品及びサービスのマーケ
ティング戦略を提案する能力を身につける。

授業の目的及び概要
戦略的マーケティング活動における商品企画や開発担当、営業担当として収益の創造及び顧客関係性の構築ができる人材を育成することを目的とす
る。そのため、マーケティング思考に関する基礎力の醸成、就職活動に向けた準備（やりたい仕事の探索）を演習を通して実践していく。具体的には、以
下を学修できる環境及びプログラムを提供する。
①マーケティングマネジメント理論の修得
②PBL型学習の「考える力」の基礎固め
③体験・探求型学修による実践感覚の体験

学修の到達目標
①商品・サービスを販売するための仕組み（市場調査、企画、プロモーション、消費者行動等）の基本理論が理解と説明ができる。
②商品・サービスの企画・開発、プロモーション等にかかわる企画や運営、顧客価値創造のための課題解決提案の基礎力を身に付く。
③デジタルマーケティングの概念を理解し、リアルとネットの顧客関係性構築力を身に付けることができる。
④顧客やステークフォルダーと協働しながら、戦略的マーケティング思考により新たな価値創造ための基礎力を身に付けることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
ゼミ内でリアルタイムで双方向にフィードバックしていく。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見
学、体験学習

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

実務家教員のもとで、企業が求めている「理論と実践の融合」ができるマーケティング人材育成をテーマに演習Ⅰ、演習Ⅱ、演習Ⅲと継続してゼミで研
究したいと考えている学生の受講を期待しています。高度なマーケティング人材になるための基礎力育成の極めて実践的な内容になります。またゼミ
は、少人数で教員とゼミ生が直接交流することができる数少ない機会です。ゼミで知り合った友人は、大学時代はもちろん、卒業後も友人であり続ける
関係性を構築することができます。単に勉強する場だけではなく、学生生活、そして社会人になってからも含めて、皆さんが有意義に過ごすことができる
ような環境を提供します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
学生研究発表大会の成果と期末レ
ポート00

020030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

春学期終了時に指定する。

参考書

参考になる図書・雑誌、論文、資料については随時案内します。これらは研究段階で活用してください。

特になし

特になし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス・理論学修①」
授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについて、授
業計画の詳細とともに説明します。
夏休みの課題である「ビブリオバトル」の発表

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第2回 「理論学修②」
夏休みの課題である「ビブリオバトル」の発表
学生研究発表大会（PBL型学修プログラム）の準備開始

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第3回 「理論学修③」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第4回 「理論学修④」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第5回 「理論学修⑤」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面
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第6回 「理論学修⑥」
指定教科書の輪読

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第7回 「PBL型学修プログラム①」
グループ別にマーケテイング分析対象企業を選定し、学生研究発表大
会に向けて活動方針、計画を策定する。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

4時間対面

第8回 「PBL型学修プログラム②」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施し学生研究発
表大会の資料の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

4時間対面

第9回 「PBL型学修プログラム③」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施し学生研究発
表大会の資料の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

4時間対面

第10回 「PBL型学修プログラム④」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施し学生研究発
表大会の資料の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

4時間対面

第11回 「PBL型学修プログラム⑤」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施し学生研究発
表大会の資料の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

4時間対面

第12回 「PBL型学修プログラム⑥」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施し学生研究発
表大会の資料の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

4時間対面

第13回 「PBL型学修プログラム⑦」
グループ別に選定した企業のマーケティング分析を実施し学生研究発
表大会の資料の準備をする。

・授業ではPBL型学修の発表準備、講義中はメモを録りな
がら、講義内容を理解すること
・授業後は、発表資料の振返り重要な内容を復習しておく
こと

4時間対面

第14回 「理論学修⑨」
企業のマーケティング実務者による特別講義

・授業ではテキストの事前学修（輪読の発表準備）、講義
中はメモを録りながら、講義内容を理解すること
・授業後は、授業資料（レジュメ）を読んで、重要な内容を
復習しておくこと

4時間対面

第15回 「まとめ」
これまでの学修内容を総括し、学生研究発表大会の内容を整理し個人
レポート化するための準備をする。

事前学修として、これまでのグループで議論し作成した研
究大会発表資料等について読み返し、成果と課題につい
て明らかにしておく。
事後学修として、これまでのグループ研究を今後の自身
の個人レポート化にどのようにつなげていくのかについて
検討する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 映画づくりを通してプロモーションを学ぶ

授業の目的及び概要
本演習は、マーケティング戦略コースに該当します。映像制作を通じてプロモーション（広告やパブリシティ）理論を実践から学び、さらに制作に必要なプ
レゼンテーション能力・コミュニケーション能力を向上させることを目的とします。
八尾市の産業をテーマに「やお80映画祭」の作品を制作します。
モノづくりの現場や観光産業等をリサーチし、伝えるテーマを決めて撮影・編集を行います。
また取材や撮影時に必要となる、情報を円滑に引き出すプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力の向上を図ります。
効果的に人に伝える撮影・編集・演出を学び、社会人になっても使える動画制作の技術を身に付けます。

学修の到達目標
①制作意図を取材対象者や関係者にコミュニケーションをとりプレゼンテーションできる。
②映画祭に向けたプロモーションを意識した作品制作。
④人にわかりやすく伝える動画を作ることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
途中段階で内容確認、ディスカッションを行い補足説明を加えてフィードバックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

映像制作は人間関係とこだわりが大切です。
苦しくても妥協をしないでモノを創り出すと、良い思い出と良い友人ができます。
チームワークを大切にして絆を深めていきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

30
制作作品（テーマ・構成・撮影・編集）
を総合的に判断します00

001060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

①ビジネス動画の教科書　オリカワ　シュウイチ　ペンコム　2020年

参考書

①「動画制作」プロの仕掛け52  鎮目博道　日本実業出版社　2021年
②伝え方が９割　佐々木圭一　ダイヤモンド社　2014年
③けっきょく、よはく　ingectar-e　シナノ印刷　2018年
④瞬時に「話す」「書く」技術　橋本淳司　すばる舎　2011年

①978-4-295-40433-0

①978-4-534-05832-4
②978-4-478-01721-0
③978-4-8026-1169-5
④978-4-88399-986-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス・スケジュール】
授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価について説明しま
す
授業計画は進捗度やフィールドワークの関係上変更する場合がありま
す
映画祭に向けた進行状況・スケジュール確認

【事前】
やお映画祭提出作品の制作準備
【事後】
制作作品のブラッシュアップを図る

4時間対面

第2回 【映像制作の活動】
取材・撮影（個別指導）

【事前】
やお映画祭提出作品の制作準備
【事後】
制作作品のブラッシュアップを図る

4時間対面

第3回 【プレビュー】
作品を見てディスカッション

【事前】
やお映画祭提出作品の制作準備
【事後】
制作作品のブラッシュアップを図る

4時間対面

第4回 【プレビュー】
作品を見てディスカッション

【事前】
やお映画祭提出作品の制作準備
【事後】
制作作品のブラッシュアップを図る

4時間対面

第5回 【提出作品の最終チェック】
作品の提出

【事前】
やお映画祭提出作品の完成
【事後】
取材関係者への挨拶

4時間対面

－387－



第6回 【中間まとめ・プレゼンテーション手法】
学生研究発表大会にむけ、これまでのまとめと発表準備

【事前】
これまでの振り返りをしておく
【事後】
動画視聴後レポート提出をする

4時間オンデマンド

第7回 【学生研究発表大会の準備】 【事前】
学生研究発表大会にむけた報告準備
【事後】
発表資料のブラッシュアップを図る

4時間対面

第8回 【学生研究発表大会の準備】 【事前】
学生研究発表大会にむけた報告準備
【事後】
発表資料のブラッシュアップを図る

4時間対面

第9回 【学生研究発表大会の準備】 【事前】
学生研究発表大会にむけた報告準備
【事後】
発表資料のブラッシュアップを図る

4時間対面

第10回 【学生研究発表大会の準備】 【事前】
学生研究発表大会にむけた報告準備
【事後】
発表資料のブラッシュアップを図る

4時間対面

第11回 【学生研究発表大会の準備】 【事前】
学生研究発表大会にむけた報告準備
【事後】
発表資料のブラッシュアップを図る

4時間対面

第12回 【学生研究発表大会の準備】 【事前】
学生研究発表大会にむけた報告準備
【事後】
発表資料のブラッシュアップを図る

4時間対面

第13回 【学生研究発表大会の準備】 【事前】
学生研究発表大会にむけた報告準備
【事後】
発表資料のブラッシュアップを図る

6時間対面

第14回 【学生研究発表大会の準備】 【事前】
学生研究発表大会にむけた報告準備
【事後】
発表資料のブラッシュアップを図る

4時間対面

第15回 【授業のふりかえりとまとめ】 【事後】
授業についてふりかえる
【事後】
来期に向けて撮影準備をする

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2金　勝鎭

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ マーケティング・サイエンス

授業の目的及び概要
マーケティング・サイエンスはマーケティングに関わる諸問題についてデータに基づき意思決定を行うための学問である。本講義はデータ・ドリブン・マー
ケティングを理解し、意思決定におけるデータ分析や解釈を行えるためにマーケティング・サイエンスの知識やノウハウを身につけることを目的とする。
また、マーケティングの諸問題を発見し、データに基づく適切な意思決定を行うため、経済・経営のトレンド、ニュースについて議論しつつ、経営基礎数学
も取り扱う。学生研究発表大会にマーケティングのためのデータ分析をテーマとし出場する。

学修の到達目標
1．マーケティングに関わる諸問題を発見し、解決案を提案することができる。
2．問題解決や意思決定のためにデータの必要性を理解し、適切な統計的手法を用い、結果の導出することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でマーケティングに関する経営戦略立案・運営管理やデータ分析・統計分析などの職務に従事してきた。本科目では、
これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習は遅刻欠席・授業中の私語使用は厳禁となりますが、議論(特に、批判的発言)はいつも大歓迎です。演習の時間には十分演習に集中しましょ
う。
お互い励ましあいながら、一緒にマーケッティングの考え方やテクニックを身につき、学生生活を充実しながらもより広い社会への進出を目標として頑張
りましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0201070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

マーケティング・サイエンス入門、古川一郎・守口剛・阿部誠、有斐閣アルマ、2011年

参考書

9784641124387
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
秋学期のゼミの運営方針や進め方について説明します。

「マーケティング概論」の授業内容を完璧に復習しておくこ
と。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第2回 第1章「ビジネス・チャンスの発見」
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第3回 研究進捗発表(2)
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第4回 研究進捗発表(3)
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第5回 研究進捗発表(4)
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

－389－



第6回 研究進捗発表(5)
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第7回 研究進捗発表(6)
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第8回 研究進捗発表(7)
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第9回 研究進捗発表(8)
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第10回 研究進捗発表(9)
学生研究発表大会の準備
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第11回 研究進捗発表(10)
学生研究発表大会の準備
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第12回 研究進捗発表(11)
学生研究発表大会の出場
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

第13回 研究進捗発表(12)
学生研究発表大会の振り返り
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第14回 研究進捗発表(13)
学生研究発表大会の振り返り
スモール・ディスカッション

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間オンデマンド

第15回 秋学期の総括
秋学期に扱ったマーケティング・サイエンスの振り返り

配布資料とテキストの該当箇所について、十分に予習して
おくこと。
配布資料とテキストの授業で扱った箇所を十分に理解し、
復習しておくこと。

4時間対面

－390－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2粂井　淳子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ ライフタイムとファイナンス（税を中心に）

授業の目的及び概要
近年の経済環境においては、貯蓄から投資へと資産形成の方法を変えていく必要があります。この演習では、ライフタイムにおけるファイナンスに関し
て税を中心にテーマを設定し、調査、研究することでさまざまな状況におけるファイナンスを理解することを目的とします。
専門演習ⅠBでは、専門演習ⅠAで調べたファイナンスの課題について、さらに深く研究し、その研究成果をレポートやスライドを使ったプレゼンテーショ
ンで発表します。

学修の到達目標
・ライフタイムに関わるファイナンスについて専門書などを用いて深く研究し、その内容を発表する。
・Office365の機能を使って、学修や研究成果の発表等に役立てる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは研究や調査を行い発表し、それを他のゼミ生や教員と意見を交換する場です。積極的に参加しましょう。また、成果をファイルに残して、レポート
や卒業研究にも役立てるようにしましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0202060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

授業中にお知らせします。

参考書

授業中にお知らせします。

授業中にお知らせします。

授業中にお知らせします。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自由研究発表１

事前学修　夏休みの自由研究の発表準備をしましょう。
事後学修　研究成果を振り返り、今後の研究を考えましょ
う。

4時間対面

第2回 自由研究発表２ 事前学修　自由研究発表の準備をしましょう。
事後学修　研究成果を振り返り、今後の研究を考えましょ
う。

4時間対面

第3回 自由研究発表３ 事前学修　自由研究発表の準備をしましょう。
事後学修　研究成果を振り返り、今後の研究を考えましょ
う。

4時間対面

第4回 自由研究発表４ 事前学修　自由研究発表の準備をしましょう。
事後学修　研究成果を振り返り、今後の研究を考えましょ
う。

4時間対面

第5回 研究発表大会準備１ 事前学修　共同研究のチーム編成を行い、リーダーを決
めましょう。
事後学修　編成チームで学生研究発表大会のテーマや
概要を決めましょう。

4時間対面

第6回 発表大会準備２ 事前学修　準備を進めましょう。
事後学修　準備を進めましょう。

4時間対面

第7回 発表大会準備３ 事前学修　準備を進めましょう。
事後学修　準備を進めましょう。

4時間対面

第8回 発表大会準備４ 事前学修　研究発表大会で自分たちの研究成果のプレゼ
ンテーションを考えましょう。
事後学修　プレゼンテーション資料を完成させましょう。

4時間対面

－391－



第9回 発表大会準備５ 事前学修　発表の予行演習の準備を行いましょう。
事後学修　各自の役割分担部分について、入念に準備し
ましょう。

4時間対面

第10回 期末レポート課題について 事前学修　期末レポートのテーマについて考えておきま
しょう。
事後学修　レポート作成の注意に従ってレポートを作成し
ましょう。

4時間オンデマンド

第11回 個人研究と調査 事前学修　秋学期について学修したことをさらに詳しく調
べましょう。
事後学修　秋学期について学修したことをさらに詳しく調
べましょう。

4時間対面

第12回 資料作成 事前学修　調査したことをまとめてレポートを作成しましょ
う。
事後学修　調査したことをまとめてレポートを作成しましょ
う。

4時間対面

第13回 発表と討論 事前学修　調査結果を発表し、討論しましょう。
事後学修　発表や討論について振り返りましょう。

4時間対面

第14回 発表と討論 事前学修　調査結果を発表し、討論しましょう。
事後学修　発表や討論について振り返りましょう。

4時間対面

第15回 秋学期の振り返り 事前学修　秋学期を振り返ってみましょう。
事後学修　大学生活の締めくくりには、専門科目と卒論に
加え、就職活動の準備も必要です。将来のことも考えて計
画を立てましょう。

4時間対面

－392－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ アフターコロナにおける旅行業界の課題分析と新たなサービスについて考える

授業の目的及び概要
コロナ禍の経済情勢を分析し、アフターコロナにおける観光事業（国内・国外）のあり方を考えることができるようにします。消費者のニーズ、需要につい
て情報を自ら集め、観光業界で今何が必要とされているかを考察していきます。キャリア意識の形成と企業がもとめるアクティブな人材の養成を目標と
します。春学期で学修した観光・旅行ビジネスの理論や事例をもとに、より具体的な業界の分野別取り組みを考察していきます。

学修の到達目標
①観光・旅行業界の現状課題を理解し、説明することができる。
②消費者の意思決定過程の基本が理解できる。
③観光・旅行業界の基本的な仕組みを説明することができる。
④観光ビジネスの特性について説明することができる。
⑤文書作成からプレゼンテーション、ディスカッションを通じて考える力、表現する力を身につけることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントを随時行っていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経営学の専門分野に進むにあたっては、しっかりとした基礎理論の理解が必要です。また実際の経営組織の実態や課題に直接触れることで、基礎理
論の理解を物差しに解釈や分析する経験が大変重要です。これらがより専門的な深い学修への導きとなります。身近な旅行や観光事業の仕組みの理
解を通して、今の時代の経営や人材のあり方について考えましょう。顧客側のニーズや選択の過程と観光事業者側の意思やサービスがどのように結び
ついていくのかを考えて行きます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

1からの観光，高橋一夫ほか，碩学舎，2010年

参考書

978-4502674105
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 
春学期の振り返り

授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価等について説明し
ます。 
調査や理解度等の関係で、授業計画の変更をともなう場合が ありま
す。
夏休みの旅行とその予約方法やホテル利用について発表
学生研究発表大会参加について説明し、その大筋のテーマを考える

事前に、シラバスを読んで授業の目的や実際に旅行した
内容についてその詳細をまとめておく（2時間）
実際に利用したホテルや旅行ツアーがどのような価値提
供をしていたかをまとめる。（2時間）

4時間対面

第2回 第２章１
ホテル業の実際
現代のホテルと旅館の違いを理解し、色々なホテルのランクや仕様に
ついて調べてみよう
研究発表大会チーム分けを行います

事前学習：19〜21ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：日本のホテルと欧米のホテルの違いについて
理解し、色々な予約アプリ、ネットでのホテルサイトで確認
しまとめる（２時間）

4時間対面

第3回 第２章２
ホテルの機能と日本のホテル経営の特徴
ホテルの機能とは？旅館・民宿・ホテルの違いとは

事前学習：20～24ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：本来の宿泊機能からニーズに応えた様々な機
能について理解を深め、ホテルがどのような「場」としてこ
れから期待されるかをまとめる（２時間）

4時間対面

第4回 第２章３
日本のホテル市場に変革をもたらした外資系ホテル
パークハイアット東京の場合（ホテル事業のグローバル化とホテル業界
におけるラグジュアリー市場）

事前学習：27～30ｐを読んで、サイトなどを含めパークハイ
アット東京についての情報をまとめとおく（２時間）
事後学修：ホテル業界におけるラグジュアリー市場につい
て他の外資系ホテルの事例について調べる（２時間）

4時間対面
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第5回 第２章４
日本のホテル市場に変革をもたらした外資系ホテル
パークハイアット東京の経営戦略　ブランド戦略とターゲット

事前学習：31～34ｐを読んで、経営戦略の要点をまとめと
おく（２時間）
事後学修：日系ホテル企業の星野リゾートの経営戦略に
ついて調べ、比較する（２時間）

4時間対面

第6回 日本のホテル業界について
ホテル業界の差別化と戦略を調べてみよう
・ビジネスホテルとラグジュアリーホテル
・旅館と民宿
それぞれのターゲットと強みの分析（３C）

事前学習：日本のホテル業界の「地図」を調べる（２時間）
事後学修：アパホテルや星野リゾートの収益性の仕組み
について調べみよう（２時間）

4時間対面

第7回 ホテルの運営形態について
ホテルビジネスにおける所有・経営・運営の構造

事前学習：24～26ｐとコラム読んで、要点をまとめとおく（２
時間）
事後学修：最近のリーガロイヤルホテルの買収について
調べ、その影響を考えてみよう（２時間）

4時間対面

第8回 ホテルの収益システム（レベニュー・マネジメント）
利益最大化のビジネス戦略とは（アパホテルと東横インの違い）
顧客満足度を向上させるメリットと口コミは購買の意思決定に影響を与
える要因の関係について

事前学習：32～34ｐとコラムを読んで、要点をまとめとお
く。顧客のホテル選択における方法とホテル側のニーズ
把握の方法を考える。（２時間）
事後学修：実際のホテルの価格設定の動きについてネッ
トやホテルサイトで実例を調べ、口コミなど顧客がホテル
を選択する場合の過程との関係について調べる（２時間）

4時間対面

第9回 グループワーク１
ホテルの多機能化とそのニーズ
ホテルの価値空間の変化

事前学習：33～34ｐのまとめを読み「考えてみよう」につい
て調べてくる（２時間）
事後学修：東京オリンピックでのキーワード「おもてなし」の
意味について調べてみる（２時間）

4時間対面

第10回 グループワーク２
ホテルの多機能化とそのニーズ
サービスとホスピタリティの違いについて考えてみる

事前学習：ビジネスホテルと観光ホテルでのサービスとホ
スピタリティの違いについてサイトからわかる違いを調べ
る（２時間）
事後学修：「おもてなし」とは何なのか？それは日本人と外
国人では受け取り方は違うのか考えてみよう（２時間）

4時間対面

第11回 グループワーク３
ホテルの多機能化とそのニーズ
コロナの前と後ではどんな違いがあるか
（安全意識とサービス意識）

事前学習：コロナで高まった安全意識について調べみよう
（２時間）
事後学修：安全意識から簡素化されたサービスについて
その妥当性について考えてみよう（２時間）

4時間対面

第12回 グループワーク４
ホテルの多機能化とそのニーズ
アフターコロナでの日本のホテル業界のビジネス戦略（インバウンドに
対して）

事前学習：コロナによって窮地に立たされていたホテル業
界の課題を調べてみよう（２時間）
事後学修：ホテル経営の多角化・多機能化事例を確認し、
外資系ホテルのの成功要因を考えてみよう（２時間）

4時間対面

第13回 グループワーク２
ホテルの多機能化とそのニーズ
アフターコロナでのホテル業界のビジネス戦略について発表会

事前学習：３C分析やフレームワークを事例研究からまと
める（２時間）
事後学修：他グループの発表からどのような学修があった
かをまとめてみよう（２時間）

4時間オンデマンド

第14回 ホテル業のまとめ
多機能化へのニーズの意味と顧客価値のあり方の変化
宿泊施設から交流の場としてのホテル

事前学習：実際に幾つかのホテルロビーを訪問し、どのよ
うな「場」として意識できるか体験してみよう（２時間）
事後学修：ホテル事業の顧客経験価値のあり方について
調べる（２時間）

4時間対面

第15回 秋学期の振り返り
3年生になるにあたって自分に必要なこと（資格・就活の準備）を明確化
する

これまで学んできた観光に関する内容を振り返り、学んで
きたプロセス・知識の獲得について自己評価をする。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 研究発表大会に向けて、経営戦略論の基礎的な知識を用いて、事例の分析を行い、課題に対して結論を出せるようになることを目指します。

授業の目的及び概要
この演習の最終目的は、身の回りの具体的な経営現象・経営情報を、経営戦略の基本的な知識に基づいて分析できるようになることです。また、経営
戦略の知識の修得やグループワークや発表を通じて、未知のことに対する情報収集能力、自分の考えを構築し、他者に伝える力、また、協働する力を
培うことを目的としています。ぜひ、これらの活動を通じて、自身が将来どのような形で社会に携わりたいか、また、そのためには学生生活の中で何を養
うべきかについて考える機会としてください。また、演習は主体的な学びの場です。他の演習生から学ぶことで、お互いに切磋琢磨していきましょう。
　講義の構成は、前半は研究発表大会に向けての調査と資料作り、後半はそれらもとにレポートを作成し、書く力の向上を図ります。演習は準備をして
きたものを共有する場です。作業は家でやってくることを心がけましょう。

学修の到達目標
①ある特定の課題に対して、専門知識を用いて分析することができる。
②特定の課題を追求するために、どのような情報が必要か考え、収集することができる。
③自らのアイデアをプレゼンテーションにし、口頭で説明することができる。
④リサーチクエッションから結論までの大まかな流れを文章化することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・演習時間内に課題や発表について、適宜、達成点と改善点についてコメントをします。
・演習時間内にグループディスカッションやグループワークを実施する際は、行き詰まった際に適宜アドバイスを行います。
・演習時間外にチームミーティングを行い、適宜アドバイスをします。
・レポートについては、提出後に各人にコメントを送付します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■授業計画について
　他の科目の中間試験、資格試験、研究発表大会の日程を考慮して、発表の回数や講演の日時が変わる可能性があります。
■研究発表大会までの取り組み方
・事前・事後学修：グループワークを行い、目標まで作業を進めてきましょう。
・演習中：その日のテーマについて自分達の調査内容や発表資料を見直す時間にしましょう。
■成績評価について
成績はグループワークへの貢献度（参加をしているかどうか）、授業内での発表、授業期間中のレポートによって評価します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０00

0355015

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

MBAの経営戦略が10時間でざっと学べる，菅野寛， KADOKAWA，2020 年

参考書

9784046047502
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
・夏休みの振り返り
・秋学期の流れ
・研究発表大会に向けて

【事前学修】
夏休みの目標を振り返りっておきましょう。
夏休み中に発表資料を一度作っておきましょう。
【事後学修】
全体の流れをスケジュール帳に書き込んでおきましょう。
グループワークを進めておきましょう。

4時間対面

第2回 研究発表大会準備①
審査基準の見直しと資料作成の質問会

【事前学修】
審査基準を読み直して、自分達の資料の不足点を洗い出
しておきましょう。週一のチーム指導を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、自分達の調査や資料を見直しましょう。

4時間対面

第3回 研究発表大会準備②
資料作成の注意点と全体共有

【事前学修】
グループワークを進めておきましょう。週一のチーム指導
を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、自分達の調査や資料を見直しましょう。

4時間対面
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第4回 研究発表大会準備③
資料仮完成
発表資料を完成させて、審査基準と照らし合わせて確認しましょう。

【事前学修】
グループワークを進めておきましょう。週一のチーム指導
を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、自分達の調査や資料を見直しましょう。

4時間対面

第5回 研究発表大会準備④
資料の見直し
・発表資料の体裁を整えましょう。
発表の練習
・誰がどうやって説明するのがわかりやすいか考えましょう。

【事前学修】
グループワークを進めておきましょう。週一のチーム指導
を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、発表の練習をしておきましょう。

4時間対面

第6回 ゼミ内発表会
・発表の予行演習をします。お互いにフィードバックし合って、優勝を目
指しましょう。

【事前学修】
本番と同様に練習をしておきましょう。週一のチーム指導
を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、修正することや説明の文言を洗練させま
しょう。

4時間対面

第7回 研究発表大会の振り返り
・発表の自己採点
・審査員からのフィードバックをします。

【事前学修】
発表大会を振り返って、チームとしての達成点・課題点、
個人としての達成点・課題点を考えておきましょう。
【事後学修】
反省点を活かして、秋学期の過ごし方について考えましょ
う。

4時間対面

第8回 本の読み方講座・引用の方法講座 【事前学修】
指定図書を入手しておきましょう。
【事後学修】
引用について復習しておきましょう。

4時間対面

第9回 レポート作成講座
　講義中にレポートを作成します。講義中にレポートを作成します。わか
らないことは質問しましょう。

【事前学修】
発表資料を見返して、不足している点は追加調査しておき
ましょう。
【事後学修】
授業中に書ききれなかった箇所を書いておきましょう。

4時間対面

第10回 レポート作成講座
　講義中にレポートを作成します。講義中にレポートを作成します。わか
らないことは質問しましょう。

【事前学修】
質問したい項目をあらかじめ考えておきましょう。
【事後学修】
授業中に書ききれなかった箇所を書いておきましょう。

4時間対面

第11回 レポート作成講座
　講義中にレポートを作成します。講義中にレポートを作成します。わか
らないことは質問しましょう。

【事前学修】
質問したい項目をあらかじめ考えておきましょう。
【事後学修】
授業中に書ききれなかった箇所を書いておきましょう。

4時間対面

第12回 次年度にやりたいこと募集

レポート完成

【事前学修】
次年度にやりたいことをあらかじめ考えておきましょう。
【事後学修】
体裁を整えて、レポートを提出しましょう。おそらく演習募
集があるので、必ず申請しましょう。

4時間対面

第13回 レポートのフィードバックと再提出 【事前学修】
次年度にやりたいことをあらかじめ考えておきましょう。
【事後学修】
フィードバックを踏まえて、レポートを提出しましょう。

4時間対面

第14回 動画教材を見て事例分析
　経営戦略がよくわかる動画教材を視聴します。今までの知識を動員し
て、感想を書きましょう。

【事前学修】
指定されたテーマについて、検索しておきましょう。
【事後学修】
他に普段に経営戦略の知識が使えないか考えてみましょ
う。

4時間対面

第15回 秋学期の振り返りと就職活動について【オンデマンド】
・30分程度の動画を視聴後、振り返りアンケート、模擬エントリーシート
（おそらくビジネスキャリア研究で作成を指定されるものをブラッシュアッ
プするイメージです）を作成して出欠を確認します。
・レポートを必ず提出しましょう。

【事前学修】
秋学期に達成できたことと課題点について考えておきま
しょう。
【事後学修】
次年度に向けて計画を立て、振り返りアンケートの記入を
しましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 基本的な経営理論を学習しながら、それに基づき様々な経営現象を理解する。

授業の目的及び概要
現代社会における経済主体として大きな影響力を持つ企業、その組織や活動を理解することは、社会の一員として欠かせないことです。特に経営学部
の学生はそれらを理解するだけではなく、論理的に説明する力が必要です。この授業では、1年生や春学期に学習した理論を確かめながら、経営現象
を理解・説明するうえで必要な情報を自ら探し、纏め、発表する練習をします。それを通して経営学部生としての基本素養を身に着け、将来に社会人・企
業人として活躍していく上で必要な知識や技能の基盤を築くことを目的にします。

学修の到達目標
①経営現象を説明するためのツールとして経営学の基本的な理論が理解できる。
②自ら情報を収集し、それをまとめて資料を作成することができる。
③他人の意見を聞きながら自分の意見を表現し、より良い結果を導き出すことができる。
④他人と協力して得られた成果をプレゼンテーションとして発表することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
演習内の報告や課題について、演習内で振り返りとそれについての話し合いの時間を設けます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この演習は、教員の指導の下で学生自らが積極的に行動することが学びの前提になる科目です。より積極的な参加がより大きな学びや成長に繋がが
ることを意識しながら行動してください。そして、グループワークでは、結果物を得るまでのプロセスの中で、責任感を持ってお互いに協力しながら取り組
んでください。教員と受講生、そして受講生同士がお互いに良い影響を与えるよう、授業に臨んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし
適宜、必要な資料を指定すます。

参考書

監修 吉田 和夫,大橋 昭一, 編集 深山 明, 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, (2015) 『最新 基本経営学用語辞典 改
訂版』, 同文館出版.

特になし

978-4495357160

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
秋学期の演習について説明をします。
夏休みの成果について報告会を行います。

【事前学習】
春学期の演習で発表した夏休みの計画などについてプレ
ゼンテーションの準備をする。グループワークのテーマ決
めを行う。

【事後学習】
取り組みたいテーマを考える。

4時間対面

第2回 【テーマ１/グループ・ワーク：テーマ選定】
テーマ説明、選定、計画樹立、情報収集、資料作成を行います。

【事前学修】
企業・経営学に関わる指定の資料の読み込む。

【事後学修】
グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち合わせを
行う。

4時間対面

第3回 【テーマ１/グループ・ワーク：進捗報告会①】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面
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第4回 【テーマ１/グループ・ワーク：進捗報告会②】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第5回 【テーマ１/グループ・ワーク：発表会】
発表と質疑の後、感想や意見を交換します。

【事前学習】
進捗報告会を受けて、さらに情報調査し、そこから考察を
行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行
う。

【事後学習】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。

4時間対面

第6回 【テーマ２/グループ・ワーク：テーマ選定】
テーマ説明、選定、計画樹立、情報収集、資料作成を行います。

【事前学修】
企業・経営学に関わる指定の資料の読み込む。

【事後学修】
グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち合わせを
行う。

4時間対面

第7回 【テーマ２/グループ・ワーク：進捗報告会】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第8回 【テーマ２/グループ・ワーク：発表会】
発表と質疑の後、感想や意見を交換します。

【事前学習】
進捗報告会を受けて、さらに情報調査し、そこから考察を
行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行
う。

【事後学習】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。

4時間対面

第9回 【テーマ３/グループ・ワーク：テーマ選定】
テーマ説明、選定、計画樹立、情報収集、資料作成を行います。

【事前学修】
企業・経営学に関わる指定の資料の読み込む。

【事後学修】
グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち合わせを
行う。

4時間対面

第10回 【テーマ３/グループ・ワーク：進捗報告会】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第11回 【テーマ３/グループ・ワーク：発表会】
発表と質疑の後、感想や意見を交換します。

【事前学習】
進捗報告会を受けて、さらに情報調査し、そこから考察を
行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行
う。

【事後学習】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す

4時間対面

第12回 【テーマ4/グループ・ワーク：テーマ選定】
テーマ説明、選定、計画樹立、情報収集、資料作成を行います。

【事前学修】
企業・経営学に関わる指定の資料の読み込む。

【事後学修】
グループメンバー間とのコミュニケーション・打ち合わせを
行う。

4時間対面

第13回 【テーマ4/グループ・ワーク：進捗報告会】
発表に向けての準備、進捗について報告をします。

【事前学修】
進捗報告会に向けて自分達で調査し、そこから考察を行
う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行う。

【事後学修】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。完
成に向けて資料と発表の完成度を上げる。

4時間対面

第14回 【テーマ4/グループ・ワーク：発表会】
発表と質疑の後、感想や意見を交換します。

【事前学習】
進捗報告会を受けて、さらに情報調査し、そこから考察を
行う。発表資料を作成し、プレゼンテーションの練習を行
う。

【事後学習】
フィードバックを受けて、反省点と改善点を洗い出す。

4時間対面

第15回 【まとめ】
秋学期の総括と3年生に向けてのガイダンスを行います。

【事前学習】
振り返りシートを記入する。3年生の計画発表に向けて準
備を行う。

【事後学習】
レポートを作成する。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅠB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2勝　健真

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 人的資源の開発
－リーダーに求められる資質・能力－

授業の目的及び概要
本科目では、経営を行う上で必要とされる経営資源（ヒト、モノ、カネ、情報）の中で、「ヒト」にクローズアップした人的資源の開発について考えます。
モノ、カネ、情報は、「ヒト」によって動いています。ヒトがモノを使い、カネを動かし、情報を扱うことで、企業活動が成り立ちます。つまり、「ヒト」は経営資
源の中で最も重要ではないでしょうか。
この「ヒト」というのは、ビジネスにおいては、リーダーのことでもあります。リーダーには、企業組織を引っ張り、部下のパフォーマンスを引き出すことが
求められます。
このようなことから、リーダーに求められる資質・能力とは何なのか？ということを主要なテーマとして掲げて授業を展開していきます。
具体的には、「ヒト」を動かすとはどういうことなのか？部下のモチベーションを高めるために必要なことは何なのか？といったこと等について分析・検討
します。
そして、本科目の学修を通して、自己分析能力や論理的思考力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力等を向上させ、企業や組織を動かす
人材としての素養を養っていきます。

学修の到達目標
①リーダーに求められる資質・能力の中を理解し、説明することができる。
②学んだ知識や自分の考えを文章で論理的に書くことができる。
③自分の考えや意見をまとめて、他者にわかりやすく伝えることができる。
④他者と協力・協働しながら、物事を進めることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
グループ、または個人による発表・報告や、提出物に対するフィードバックを随時行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この科目は、学生の皆さんの主体的・積極的な姿勢が最も重要です。そのためには、失敗を恐れず様々なことに挑戦する気持ちを持って、実際に行動
に移していってもらいたいです。失敗や苦悩は、ヒトを成長させる大きな原動力となります。
楽な道と苦しい道があったときは、迷わず苦しい道を選べるヒトになってほしいです。
その選択をしたことが必ず、のちに大きな成果（力）となって現れるはずです。
共に成長していきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0302050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは指定しません。
必要な資料は、授業時に適宜配布します。

参考書

適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス（演習の進め方、授業計画、到達目標、成績評価等）
目標レポートの作成

夏休みにどのように過ごしてきたか？計画と照らし合わせ
てどうだったか？秋学期はどのようなことに取り組みたい
か？等、各自考えをまとめて報告できるようにしておく。

4時間対面

第2回 図書館ガイダンス（研究発表大会に向けた図書の検索、及び専門学修
のための情報検索）

動画教材の中の書籍の借り方を再度確認し、実際に図書
館で専門書、または論文を借り、精読しておく。
出典の書き方に関するワークシートを完成させ、Learning 
Portalに提出する。

4時間オンデマンド

第3回 研究発表大会に向けた取組①（グループ編成、テーマ設定、役割分担） 役割分担に基づき、与えられた課題について情報収集を
行い、次回の授業で報告できるようにすること。

4時間対面

第4回 研究発表大会に向けた取組②（調査、まとめ作業、スライド作成） 研究発表大会に向けた情報収集・調査を行い、その内容
を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにすること。

4時間対面

第5回 研究発表大会に向けた取組③（調査、まとめ作業、スライド作成） 研究発表大会に向けた情報収集・調査を行い、その内容
を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにすること。

4時間対面
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第6回 研究発表大会に向けた取組④（調査、まとめ作業、スライド作成） 研究発表大会に向けた情報収集・調査を行い、その内容
を取りまとめて、次回の授業で報告できるようにすること。
中間報告会に向けて、グループ間で発表の流れについ
て、共通理解を図っておく。

4時間対面

第7回 研究発表大会に向けた取組⑤（中間報告会、プレゼンテーション講座） スライド資料を見直し、適宜修正を加え、グループ全員が
報告のイメージを作っておくこと。
プレゼンテーション講座の資料を復習し、正しい発表のや
り方についての理解を深めておく。

4時間対面

第8回 研究発表大会に向けた取組⑥（調査、まとめ作業、スライド作成、発表
練習）

発表資料に記載する参考・引用文献の記載方法につい
て、チェック・修正を行う。
発表資料に記載する理論や用語についての理解をさらに
深めておく。

4時間対面

第9回 研究発表大会に向けた取組⑦（調査、まとめ作業、スライド作成、発表
練習）

グループ毎に集まり、質疑応答に対する対策や発表練習
を繰り返し行うこと。
発表資料に記載する理論や用語についての理解をさらに
深めておく。

4時間対面

第10回 研究発表大会に向けた取組⑧（クラス発表会） 他のグループの発表を聴いて、自分たちのグループとの
比較を行い、強みや改善点を明確にしておく。
研究発表大会の本番に向けた最終チェックをしておく。

4時間対面

第11回 研究発表大会の振り返り
レポート作成講座

レポート作成の手引きを復習し、レポートの基本的な書式
や構成要件等を確認しておく。
期末レポート（研究発表大会に向けた取組）の作成に取り
組む。

4時間対面

第12回 演習申込書の作成(自己PR、志望理由書等） 作成した演習申込書の内容について、誤字脱字がない
か、正しい内容・形式で記載できているか等を再点検す

4時間対面

第13回 目標設定（冬休みから定期試験までの計画立案） 各自が作成した目標設定シートを改めて見直し、実際に
行動に移していく。
期末レポート（研究発表大会に向けた取組）の作成に取り
組む。

4時間対面

第14回 定期試験の準備
次年度演習クラスの顔合わせ

定期試験の時間割と試験の実施形態について確認し、定
期試験に向けた準備を進める。
期末レポート（研究発表大会に向けた取組）の作成に取り
組む。

4時間対面

第15回 秋学期の総括
振り返りレポート作成

振り返り結果を踏まえて、春休みの計画や次年度の目標
等について検討し、実際の行動に移すためのスケジュー
ルを立てる。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3徳丸　義也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ サイバー空間とリアル空間ををつなぐデジタルマーケティングの学び－ベーカリーパンの商品開発システムの企画･構築を通じたPBL型学修

授業の目的及び概要
サイバー空間とリアル空間をつなぐデジタルマーケティングやビジネスシステムについて学修しながら、実践的なビジネス課題の解決を試みます。前年
度よりベーカリー(パン製造小売業)と連携して構築してきた「商品企画･販売システム」を引き継ぎ、マーケティング戦略にかかわる課題解決を進めてい
きます。課題解決のための主体的な学修能力、意見を聞き話し合うコミュニケーション力、責任や協調性のチームワーク力や等を身につけていきます。

学修の到達目標
①マーケティング戦略の基礎的概念を理解する
②事業システムの基礎的概念を理解し説明することができる
③デジタル技術を通じた事業システムの課題について考え、意見を述べることができる
④チーム活動を通じて課題解決に貢献し、コミュニケーション力やチームワーク力を身につけることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートおよびプレゼンテーション、実践活動についての講評を行ないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

実際の会社を想定してゼミ内にマーケティングの業務部門を設置して、対外的にもベーカリー企業との連携しながら責任を果たしていきます。理論力と
実践力が試されます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

西川秀彦編著『１からのデジタル･マーケティング』　碩学舎　2019年
テキストは授業で使用しますので必ず購入してください。

参考書

牧田 幸裕（2017）「デジタルマーケティングの教科書」東洋経済新報社

ISBN  :  978-4502289910

ISBN-13　978-4492557792

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法　　授業計画　到達目標　成績評価について説明し
ます。　
授業計画は進捗度やフィールドワークの関係上変更する場合がありま
す。

事前にシラバスを読んで準備しておく。
授業後目的についてふりかえる。

4時間対面

第2回 ベーカリーの「商品企画･販売システム」づくり
前年度からの事業内容の引き継ぎ
戦略本部　商品企画部　価格システム部　流通システム部　販売促進
部

事前に前年度事業内容についての情報収集をしておくこ
と。。
授業後、引き継いだ事業内容についてふりかえること。

4時間対面

第3回 ベーカリーの「商品企画･販売システム」づくり
各部の「本年度事業計画」の検討と作成

事前に事業計画について考えておくこと。
授業後、事業計画についてふりかえること。

4時間対面

第4回 ベーカリーの「商品企画･販売システム」づくり
各部の「本年度研究計画」の検討と作成

事前に研究計画について考えておくこと。
授業後、研究計画についてふりかえること。

4時間対面

第5回 『1からのデジタルマーケティング』
第1章および第2章

事前に、第1章および第2章を予習しておくこと。
授業後、第1章および第3章を復習しふりかえること。

4時間対面

第6回 『1からのデジタルマーケティング』
第3章および第4章

事前に、第３章および第４章を予習しておくこと。
授業後、第３章および第４章を復習しふりかえること。

4時間対面

第7回 『1からのデジタルマーケティング』
第５章および第６章

事前に、第５章および第６章を予習しておくこと。
授業後、第５章および第６章を復習しふりかえること。

4時間対面

第8回 『1からのデジタルマーケティング』
第７章および第８章

事前に、第７章および第８章を予習しておくこと。
授業後、第７章および第８章を復習しふりかえること。

4時間対面
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第9回 『1からのデジタルマーケティング』
第９章および第10章

事前に、第９章および第10章を予習しておくこと。
授業後、第９章および第10章を復習しふりかえること。

4時間対面

第10回 『1からのデジタルマーケティング』
第11章および第12章

事前に、第11章および第12章を予習しておくこと。
授業後、第11章および第12章を復習しふりかえること。

4時間対面

第11回 デジタルマーケティングをふりかえる動画教材にもとづくレポート作成
次々回の授業までに作成提出

事前に、レポート作成について検討しておくこと。
授業後、レポートの作成。

4時間オンデマンド

第12回 ベーカリーの「商品企画･販売システム」づくり
システムのコンセプトデザイン①

事前にコンセプトデザインについて検討しておくこと。
授業後、コンセプトデザインについてふりかえること。

4時間対面

第13回 ベーカリーの「商品企画･販売システム」づくり
システムの運営方法の検討

事前に運営方法について検討しておくこと。
授業後、運営方法についてふりかえること。

4時間対面

第14回 ベーカリーの「商品企画･販売システム」づくり
企画書の作成

事前に企画書について検討しておくこと。
授業後、企画書についてふりかえること。

4時間対面

第15回 授業のふりかえりとまとめ 事前に授業についてふりかえる
授業後授業についてふりかえる

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 競争戦略・事業戦略・企業戦略の基本的理論や法則に基づいて、事例分析を行う。

授業の目的及び概要
この演習の最終目的は、身の回りの具体的な経営現象・経営情報を、経営戦略の基本的な知識に基づいて分析し、課題発見とその解決策の提案をす
る素養をつける事です。また、経営戦略の知識の修得やグループワークや発表を通じて、未知のことに対する情報収集能力、自分の考えを構築し、他
者に伝える力、また、協働する力を培うことを目的としています。
　講義の構成は、①決められた事例について、経営戦略論の基本的な知識を用いて分析を行い、②戦略上の課題を指摘し、③課題解決のためにはど
のような打ち手を打つべきかについてディスカッションを行います。①については担当グループを決めて、発表資料を作成し、講義の冒頭でプレゼン
テーションをしてもらいます。

学修の到達目標
①経営戦略についての基本的な理論・法則を実例に当てはめて、分析することができる。
②自身の経営戦略的な見地からの見解を口頭で説明することができる。
③自身の経営戦略的な見地からの見解を文章で表現することができる。
④テーマに対して、専門的・論理的な観点から問題意識を持ち、それに対する解や解決策を提案することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・演習時間内・外に課題や発表について、適宜、達成点と改善点についてコメントをします。
・演習時間内にグループディスカッションやグループワークを実施する際は、行き詰まった際に適宜アドバイスを行います。
・レポートについては、提出後に各人にコメントを送付します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／反転授業／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■授業計画について
・他の科目で扱う事例やワークの所要時間に応じて、予定を変更する可能性があります。グループラインやTeamsの投稿をよく確認しておいてください。
　
■取り組み方
・予習：発表担当チームは準備をし、適宜、zoomやTeamsで課外指導を受けてください。また、発表担当以外のチームはTeamsに掲載される資料を読ん
でおき、その企業について調べておきましょう。
・授業中：発表担当チームの発表を聞いて、ワークを行います。発表を聞いていないとワークができないので、集中して取り組んでください。
・復習：講義を踏まえて、ミニッツレポートの作成をしてきてください。
■成績評価について
成績評価は、成果発表(20)・ミニッツレポート(30)・期末課題のレポート(50)によって行います。
期末課題のレポートは、自分の発表を把握しているだけでは作成できません。他の人の発表をよく聞き、毎回のディスカッションに真剣に取り組むように
してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

０0

０20800

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

講義中に指定した資料を読んでください。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
・授業全体の流れの確認
・ケーススタディの説明とグループ分け
・春学期の目標シート記入

【事前学修】
シラバスを読んでおき、疑問点を洗い出しておく。また、春
学期の目標とそれに向けた計画を考えておく。
【事後学修】
グループワークの準備を行う。

4時間対面

第2回 【オンデマンド】
・プレゼンテーションの方法講座
・参考文献の書き方講座と期末課題のフィードバック
・テーマ１　業界構造と競争戦略
　事例についての動画視聴とディスカッションのテーマ　
オンデマンドの動画を視聴し、ラーニングポータルの課題に答えてくださ
い。

【事前学修】
資料をダウンロードし、いつでも参照可能にしておくこと。
【事後学修】
ラーニングポータルの課題に解答し、できなかった箇所は
復習しておくこと。また、ディスカッションの準備をしておく
こと。

4時間オンデマンド
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第3回 テーマ１　業界構造と競争戦略
　グループ発表①　ディスカッションテーマについて
　ディスカッション
キーワード：ファイブ・フォース、移動障壁、参入障壁、模倣困難性、後
発者優位

【事前学修】
第2回の講義動画を参照に、グループごとにディスカッショ
ンをしてくること。また、発表に当たっているグループは発
表資料を作成してくること。
【事後学修】
講義で学んだことをもとに、ミニッツレポートを作成するこ
と。

4時間対面

第4回 テーマ２　競争戦略と3つの基本戦略について
　グループ発表② 事例紹介
　ディスカッション
キーワード：３つの基本戦略、規模の経済性、サプライチェーン事業シ
ステム

【事前学修】
資料の指定された箇所を読み、動画教材がある場合は視
聴をしておくこと。また、発表にあたっているグループは発
表資料を作成してくること。
【事後学修】
グループ発表とディスカッションをもとに、さらに深く議論で
きるよう企業や経営戦略に関する知識について調べてくる
こと。

4時間対面

第5回 テーマ２　競争戦略と3つの基本戦略について
　グループ発表③ディスカッションテーマについて
　ディスカッション

キーワード：３つの基本戦略、規模の経済性、サプライチェーン事業シ
ステム

【事前学修】
前回の発表をもとに、グループごとにディスカッションをし
てくること。また、発表に当たっているグループは発表資
料を作成してくること
【事後学修】
講義で学んだことをもとに、ミニッツレポートを作成するこ
と

4時間対面

第6回 テーマ３　環境変化と企業戦略
　グループ発表④ 事例紹介
　ディスカッション

キーワード：プロダクト・ライフサイクル、PPM、破壊的イノベーション、先
発者優位、後発者優位

【事前学修】
資料の指定された箇所を読み、動画教材がある場合は視
聴をしておくこと。また、発表にあたっているグループは発
表資料を作成してくること。
【事後学修】
グループ発表とディスカッションをもとに、さらに深く議論で
きるよう企業や経営戦略に関する知識について調べてくる
こと。

4時間対面

第7回 テーマ３　環境変化と企業戦略
　グループ発表④ ディスカッション
　ディスカッション

キーワード：プロダクト・ライフサイクル、PPM、破壊的イノベーション、先
発者優位、後発者優位

【事前学修】
前回の発表をもとに、グループごとにディスカッションをし
てくること。また、発表に当たっているグループは発表資
料を作成してくること
【事後学修】
講義で学んだことをもとに、ミニッツレポートを作成するこ
と。

4時間対面

第8回 事例研究の中括
・エビデンスの集め方
・自分達の発表資料のブラッシュアップ
　自分達が作った資料を持参してください。

【事前学修】
自分達が作った資料を整理し、何を追加すればより説得
力のあるプレゼンテーションになるかを考えてみましょう。
【事後学修】
自分たちの発表の資料を修正し、発見事項がはっきりと
わかるようなプレゼンテーションにしましょう。

4時間対面

第9回 事例研究最終発表会①
ディスカッションを踏まえて、最終発表会をします。

*研究発表大会の審査基準等の発表があると思います。

【事前学修】
自分たちの発表の資料を再考し、良い内容より良い発表
にしておきましょう。
【事後学修】
研究発表大会のテーマを考えておきましょう。また、達成
できたことと反省点を考えておきましょう。

4時間対面

第10回 事例研究最終発表会②
ディスカッションを踏まえて、最終発表会をします。

【事前学修】
自分たちの発表の資料を再考し、良い内容より良い発表
にしておきましょう。
【事後学修】
研究発表大会のテーマを考えておきましょう。また、達成
できたことと反省点を考えておきましょう。

4時間対面

第11回 レポート作成①
　レポート作成計画書の作成
研究発表大会のテーマとグループ決定

【事前学修】
レポート作成の手引きに再度目を通しておくこと。
【事後学修】
レポート計画書を完成させておくこと。

4時間対面

第12回 レポート作成②
　本文を書き出し
　わからないことがあれば、質問しましょう。

【事前学修】
レポートの作成をある程度進めておくこと。
【事後学修】
レポートを完成させること。研究発表大会で扱うテーマに
ついて大まかに調べておくこと。

4時間対面

第13回 研究発表大会についてのグループワーク
　審査基準と研究発表の構造について
　研究計画の策定

【事前学修】
研究発表のテーマについて下調べをしておきましょう。
【事後学修】
審査基準を見て、発表の構造をイメージし、何を調査すべ
きかリスト化しましょう。

4時間対面

第14回 期末レポート添削
　完成したレポートを印刷して持参してください。

【事前学習】
期末レポートを完成させて持参してください。
【事後学習】
期末レポートを手引きに沿って添削し、提出しましょう。

4時間対面

第15回 春学期の振り返りと夏休みの過ごし方について
　研究発表大会に向けての作業計画就職活動
　課外活動の計画を作ります。

【事前学修】
春学期に達成できたこと・課題を考えておきましょう。ま
た、夏休み中に研究発表大会に向けてどんなことをする
べきか考えておきましょう。
【事後学修】
授業評価アンケートや振り返りアンケートに答えておきま
しょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3粂井　淳子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ライフタイムとファイナンス

授業の目的及び概要
近年の経済環境においては、貯蓄から投資へと資産形成の方法を変えていく必要があります。この演習では、ライフタイムにおけるファイナンスに関し
てテーマを設定し、調査、研究することでさまざまな状況におけるファイナンスを理解することを目的とします。
専門演習ⅡAでは、租税制度、金融資産運用、年金制度、不動産等などライフタイムにおけるファイナンスについて調べ、ファイナンスの課題について考
えます。

学修の到達目標
・ライフタイムに関わるファイナンスについて広く知識を修得し、その内容を発表する。
・Office365の機能を使って、学修や研究成果の発表等に役立てる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは研究や調査を行い発表し、それを他のゼミ生や教員と意見を交換する場です。積極的に参加しましょう。また、成果をファイルに残して、レポート
や卒業研究にも役立てるようにしましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0202060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

授業中にお知らせします。

参考書

瀧澤ななみ著(2022年5月)2022-23年版　みんなが欲しかった！FPの教科書　2級・AFP　TAC出版
その他授業中にお知らせします。

授業中にお知らせします。

9784300101407

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　春学期の目標を立てましょう。
事後学修　春学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 SPI対策 事前学修　普段から少しずつSPIに取り組んでおきましょ
う。
事後学修　SPI模試などを受け結果を検討しましょう。

4時間オンデマンド

第3回 租税制度等１
概要

事前学修　租税制度等について、図書館等を利用して調
べてみましょう。
事後学修　授業の内容を、租税制度等の概要としてまと
めましょう。

4時間対面

第4回 租税制度等２
調査

事前学修　租税制度等についてさらに詳しく調べましょう。
事後学修　各自調査したことを概要に付け加えてまとめま
しょう。

4時間対面

第5回 租税制度等３
発表

事前学修　調査結果をパワーポイントにまとめましょう。
事後学修　研究発表について振り返り、今後の研究発表
に役立てましょう。

4時間対面

第6回 金融資産運用１
概要

事前学修　金融資産運用について、図書館等を利用して
調べてみましょう。
事後学修　授業の内容を、金融資産運用の概要としてま
とめましょう。

4時間対面

第7回 金融資産運用２
調査

事前学修　金融資産運用についてさらに詳しく調べましょ
う。
事後学修　各自調査したことを概要に付け加えてまとめま
しょう。

4時間対面

－405－



第8回 金融資産運用３
発表

事前学修　調査結果をパワーポイントにまとめましょう。
事後学修　研究発表について振り返り、今後の研究発表
に役立てましょう。

4時間対面

第9回 年金制度等１
概要

事前学修　年金制度等について、図書館等を利用して調
べてみましょう。
事後学修　授業の内容を、年金制度等の概要としてまと
めましょう。

4時間対面

第10回 年金制度等２
調査

事前学修　年金制度等についてさらに詳しく調べましょう。
事後学修　各自調査したことを概要に付け加えてまとめま
しょう。

4時間対面

第11回 年金制度等３
発表

事前学修　調査結果をパワーポイントにまとめましょう。
事後学修　研究発表について振り返り、今後の研究発表
に役立てましょう。

4時間対面

第12回 不動産等１
概要

事前学修　不動産等について、図書館等を利用して調べ
てみましょう。
事後学修　授業の内容を、不動産等の概要としてまとめま
しょう。

4時間対面

第13回 不動産等２
調査

事前学修　不動産等についてさらに詳しく調べましょう。
事後学修　各自調査したことを概要に付け加えてまとめま
しょう。

4時間対面

第14回 不動産等３
発表

事前学修　調査結果をパワーポイントにまとめましょう。
事後学修　研究発表について振り返り、今後の研究発表
に役立てましょう。

4時間対面

第15回 春学期の振り返り 事前学修　春学期を振り返ってみましょう。
事後学修　夏休みの課題研究と秋学期の計画を立てま
しょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略×文系の数理データサイエンス
「ランチェスター戦略による市場攻略への応用」

授業の目的及び概要
経営学部の授業で学ぶ、生産管理論（八井田先生）、情報処理論（中川先生）、ビジネス統計学（深瀬）、マーケティングリサーチ（深瀬）等の知識やスキ
ルを経営戦略の研究に発展させ、学外のコンテストで他大学と研究成果を競う中で実践力を磨いていきます。

春学期は、PCを使い、イギリスの自動車工学のエンジニア、ランチェスター(1916)による「戦争と飛行機」という軍事戦略の論文で論じられた「ランチェス
ター戦略」を研究し、マーケティング戦略における市場攻略に応用します。
なお、戦争を数式で考えるランチェスターの研究は英国政府に採用され、第一次大戦で英国空軍を強化し、その後、第二次大戦前後の英米で軍事作
戦の科学的研究である「OR」へと発展し、終戦後は経営戦略に応用されています。

学修の到達目標
1．問題構造を簡単な数理モデルで表現する。
2．PCを使って時間的な状況変化をシミュレートできる。
3．上記に必要な経営学の関連科目の基礎的な素養を修得する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
ゼミ報告について、コメントし、補足説明を加えてフィードバックする。
グループ・プロジェクトの企画については、事前に問題点の指摘し（ダメ出し）、フィードバックする。
学外に投稿するレポートについては、進捗が早いグループに対して、コメントし指導する。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

➊1月26日の顔合わせで、テキスト第1章（pp.1-20)の理解と、p.6,p9,p10のExcel課題を宿題としました。
4月のゼミは第２章から勉強します。

➋指導教員の『ビジネス統計学Ⅰ』、『ビジネス統計学Ⅱ』、『マーケティング・リサーチ』を履修して下さい。
ランチェスターの法則において、戦況の時間的変化を数式化すると微分方程式体系になります。一般解の導出までは求めず、公式として使用したいと
考えていますが、対数とネピア数ｅを含む複雑な数式となります（テキストp.52参照）。
ビジネス統計1（深瀬）を履修しないと、ゼミの勉強が厳しくなります。
❸「生産管理論」（八井田先生）、「情報処理論Ⅰ」（中川先生）、「情報処理論Ⅱ」（中川先生）を履修して下さい。
ゼミでAIも使用するので、特に「情報処理論Ⅱ」（中川先生）のpythonの実習で、機械学習の考え方を学んで下さい。

❹学外のコンテストに出場する予定です。
日本経済新聞社の「中学生。高校生・大学生のための株式投資学習コンテスト」
NTTデータ数理システムの「学生研究奨励賞」コンテスト

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
ゼミ運営、クラス親睦への貢献

020

0202030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『Excelで学ぶランチェスター戦力』、中野明、オーム社、2009年、2600円（税別）

参考書

➊『ランチェスター販売戦略１　戦略入門』、田岡信夫、サンマーク出版、1992　534円（税込み）
➋『ランチェスター販売戦略２　市場参入戦略』、田岡信夫、サンマーク出版、1992　534円（税込み）
❸『ランチェスター弱者必勝の戦略』、竹田陽一、サンマーク出版、1993　534円（税込み）

ISBN978-4-274-06774-7

➊ISBN978-4-7631-8234-0 
C0134
➋ISBN978-4-7631-8235-7 
C0134
❸ISBN978-4-7631-8254-8 
C0134

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 自己紹介
ガイダンス
テキスト輪読報告の担当者割り当て
チーム・ビルド
ユングの性格分類とMBTI

【予習】なし
【復習】MBTI性格タイプ診断（1時間）
【企画】キャンパス内を視察して問題点を考える（３時間）

4時間対面

第2回 2-1 ランチェスターの1次法則 １．テキストpp.を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第3回 2-2 　1次法則における戦況変化シミュレーション １．テキストpp.22-26を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面
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第4回 2-3 ランチェスターの2次法則 １．テキストpp.27-43を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第5回 2-4 2次法則における戦況変化シミュレーション
2-5 劣勢を跳ね返したネルソン提督の戦略

１．テキストpp.44-61を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第6回 3-1 ランチェスター法則から得られること
3-2 ランチェスター戦略の戦略哲学

１．テキストpp.64-72を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第7回 3-3 シェアを上げるためのマーケティング理論 １．テキストpp.77-83を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第8回 4-1 市場シェア目標値の考え方 １．テキストpp.を86-92理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第9回 4-2 新たな市場シェア目標値の設定 １．テキストpp.93-99を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第10回 4-2 新たな市場シェア目標値の設定
4-3 市場シェアと射程距離理論
チーム編成

１．テキストpp.を100-105理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第11回 4-4 市場占拠率の5つの型
ハーフィンダール指数（補足）
SPI

１．テキストpp.106-110を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間オンデマンド

第12回 5-1 3つの要素で有望市場を見つけ出す
5-2 3点攻略法で市場に攻め入る

１．テキストpp.112-123を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第13回 5-3 市場シェアをいかに計算するのか
5-4 ABC分析を活用したランク計算（p.135まで）

１．テキストpp.124-135を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第14回 5-4 ABC分析を活用したランク計算 １．テキストpp.136-156を理解してくる
２．事例をExcelで計算する

4時間対面

第15回 総括と研究計画 【企画】秋学期に企画を実行できるよう、夏休み中の予定
を話し合う（4時間）

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 日本の組織の人的資源管理

授業の目的及び概要
本演習は、人材・組織マネジメントコースに該当します。
人生において、働くことは大きな部分を占めています。職場における仕組み、制度、経営者や働く者の意識を学ぶことは、社会に出る前の準備として必
要となります。また、就職活動をする上でも参考となります。大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解
し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。皆さんが実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつか
ることと思います。その際に、使える知識・考え方を身につけて頂きます。
人的資源管理の各トピックスについて、興味・関心のある項目を担当し、講師役として発表してもらいます。また、他の講師役の発表を聞いて、疑問点・
論点について、討議の中から学んでいきます。
秋学期の研究発表大会での研究発表、卒論につながる個人研究のテーマにつながるテーマを探しながら、学修してもらいます。

学修の到達目標
現在の働く場における人的資源管理の基本的な問題について、実態、制度、背景などを理解し、解決に向けての⾃分の意⾒を持ち、口頭や⽂章で他
者に理解してもらえるように伝える能⼒を⾝につけます。
• 人的資源管理の基本的な問題について、実態を分析し、課題を抽出することができる。
• その課題、現象が起きている理由・背景、仕組みについて調べ考えることができる。
• 課題解決に向けての⾃分の意⾒を形成し、他者に表明し、理解してもらうことができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
優秀なレポートは、演習中に紹介します。演習での発表については、直後に講評をします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

人的資源管理論の単位を取得していない学生は、必ず今年度履修して下さい。
職場で起こる問題・課題に常に積極的に関心を持って下さい。皆様の関心のあるものを題材にしていきます。
演習は、考え、議論する時間です。時間中は、積極的に参加して下さい。
結論ではなく、「考える道筋」を重視して下さい。世の中の悩ましい問題には、「定番の答」はありません。様々な筋の通った考え方で、結論は違っていて
も「答」はいくつもあります。自ら考え新たな「答」を創り出してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0402040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし
（注）第1回ガイダンスで、説明します。

参考書

①経験から学ぶ人的資源管理[新版]，上林憲雄・厨子直之・森田雅也，有斐閣，2018年
②マネジメント・テキスト 人事管理入門(新装版)，今野浩一郎・佐藤博樹，日本経済新聞出版，2022年

なし

①9784641184398
②9784532135287

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
演習の進め方、成績評価、発表の割り振り等を説明します。
1月に伝えていた課題について、発表をしてもらいます。

【予習】シラバスを見て、内容を確認して下さい。春休みの
課題図書を読み直して下さい。発表予定者は、発表の準
備をしておいてください。
【復習】演習の内容を思い出し、復習します。

4時間対面

第2回 日本的雇用慣行、日本的働き方の仕組み 【予習】日本的雇用慣行、大部屋主義、メンバーシップ型
雇用等について調べておきます。
【復習】授業の内容を思い出し、配付資料を読んで理解し
ておきます。

4時間オンデマンド

第3回 1月に伝えていた課題について、発表をしてもらいます。 【予習】発表予定者は、発表の準備をしておいてください。
発表者以外の方も発表項目について、自分なりに調べて
おいてください。
【復習】演習の内容を思い出し、復習します。

4時間対面

第4回 組織は人をどのように雇い入れるのか(採用・異動） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面
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第5回 組織は人をどのように育てるのか（キャリア開発・人材育成・教育訓練） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第6回 組織は仕事の結果をどのように評価するのか（評価・考課） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第7回 組織は人をどのように処遇するのか（昇進・昇格） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第8回 組織は人にどのような報酬を与えるのか（賃金・福利厚生・退職金） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第9回 組織は人の安全と健康をどのように守っているのか（安全・衛生） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第10回 組織は労働組合とどのように関わるのか（労使関係） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第11回 組織は辞めていく人とどのように関わるのか（退職） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第12回 多様化する働く人たちを組織はどう管理するのか（女性労働・高年齢者
雇用）

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第13回 多様化する雇用形態を組織はどう管理するのか（非正規雇用） 【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第14回 多様化する労働時間と場所を組織はどう管理するのか（裁量労働・在
宅勤務）

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面

第15回 多様化する働く意味づけを組織はどう管理するのか（ワーク・ライフ・バ
ランス）

【予習】テキスト、参考書等の該当箇所を読んで、わからな
い用語等を調べておきます。発表者に対する質問項目を
考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、該当箇所をもう一度読ん
で理解しておきます。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ デジタル・マーケティングや技術マネジメントが主要なテーマです。

授業の目的及び概要
興味のある業界または企業、製品・サービスに関するデジタル・マーケティングに焦点を当てて、これまで学修してきた経営学の知識を駆使し課題を見
つけ、自らのアイデアでソリューションを考え提案していただきます。この提案までの過程で、問題発見力や解決力、議論のための技術といったビジネス
パーソンに求められる能力を研鑽し、社会において活躍できる人材を目指します。この際、経営学だけでなく問題や課題の発見の技法、アイデア創出な
ど、ビジネスに役立つさまざまなスキルを学ぶ必要があります。これらについては必要に応じて講義の実施や資料を配布します。また自らのアイデアを
精緻化するためには、他者との議論が効果的です。そのためには、自分の考えを適切に説明できる表現能力が求められます。これらの点からこの演習
では、自己表現のためのトレーニングと議論の機会を積極的に設けたいと思います。また本学で実施される「学生研究発表大会」に参加しプレゼンする
ことも重要なトレーニングの機会であり、これについても当演習の目的を満たすための重要項目の一つとして考えています。

学修の到達目標
（１）経営学の理論に基づきビジネス上の課題を見出し、適切な解決法を考察し提案することができる。
（２）自分の考えを他者に分かりやすく説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

課題発見やプレゼンテーションに関する能力を高める機会を提供する演習であり、そのため自主的に実践して学ぶ要素も多くなります。結果として学生
の皆さんには能動的な姿勢が必要となります。
※毎回、講義前にラーニングポータルを確認してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし

参考書

講義の中で参考書を紹介します。

特にありません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション。本演習の目標と予定の確認など。 【予習】シラバスを読んでください。
【復習】配布資料を読んでください。※自分が興味を持っ
た業界に関してネット記事や新聞など用意して、なぜそれ
に興味をもったのか説明する準備をしてください。

1時間対面

第2回 リアルな経営を知る：提示された経営学キーワードをもとに、ある企業に
ついて調べて発表してもらいます。

【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持った
業界に関してネット記事や新聞など用意して、なぜそれに
興味をもったのか説明する準備をしてください。
【復習】配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第3回 リアルな経営を知る：経営学のキーワードをもとに、ある企業について
調べて発表してもらいます。
(またはロジカルシンキングなどの講義を予定しています。)

【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持った
業界に関してネット記事や新聞など用意して、なぜそれに
興味をもったのか説明する準備をしてください。
【復習】配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第4回 ロジカルシンキングの基本的な考え方と使い方を学ぶために課題を
チームで議論します。

【予習】配布資料を読んでください。
【復習】配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第5回 ロジカルシンキングの使い方を学ぶために課題をチームで議論します。 【予習】課題についての考察をお願いします。配布資料を
読んでください。
【復習】配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第6回 研究テーマやリサーチクエスチョンについての講義と、チームで最終発
表するテーマに関する議論を行います。

【予習】自分が興味を持った発表テーマに関してネット記
事や新聞など用意して、なぜそれに興味をもったのか説
明する準備をしてください。
【復習】配布資料を読みなおしてください。

1時間対面
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第7回 研究テーマやリサーチクエスチョンについての講義と、チームで最終発
表するテーマに関する議論を行います。
（扱うテーマについて各チームで発表します。）

【予習】最終発表するテーマについて、チーム内のアイデ
アの収斂をしてください。
【復習】議論した内容や配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第8回 先行研究や資料を探す：学内に用意されている検索システムを使って
雑誌記事や論文検索を行います。図書館で書籍を借りることも検討中
です。

【予習】どのような資料を探すか検討をつけておいてくださ
い。
【復習】議論した内容や配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第9回 発表のアウトラインの作成および資料作成のためのアウトラインの準備
をお願いします。
この内容をプレゼンしていただき中間報告とします。

【予習】最終発表するテーマと、どのような内容かを説明
するための発表準備をお願いします。
【復習】議論した内容や配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第10回 分析とディスカッション 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第11回 分析とディスカッション 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第12回 発表準備 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第13回 最終発表と議論① 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第14回 最終発表と議論② 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第15回 総括 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。夏休みの宿題（予定）。

1時間オンデマンド

－412－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 食料品の流通・マーケティング研究

授業の目的及び概要
本演習は、企画マーケティングコースに該当します。本演習は、食料品流通のしくみ、食品産業の現状やマーケティング活動などについて理解を深める
ことが目的です。演習での活動を通じて、自分で問題を発見する能力、その問題に関する調査結果を整理し、自分なりの考えをまとめる能力、わかりや
すく発表し、質疑応答やディスカッションできる能力を高めていきます。春学期は、主に1．食料品の流通のしくみ、2．流通の基本的な役割、考え方、3．
食料品の流通や食品企業のマーケティング活動に関する基礎データの収集、整理の方法などを学んでいきます。

学修の到達目標
1．食料品の流通のしくみ、流通の基本的な役割・考え方を理解する
2．調査内容を整理し、その内容を他者に伝えることができる
3．グループワークに積極的に参加し、他者と協力して行動することができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習の大部分がグループでの活動になります。グループワークに主体的・積極的に参加することを期待します。グループワークに積極的に参加（他
の発表者への積極的なフィードバックや質問含む）し、他者と協力して行動する学生を評価します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

食品の流通経済学　菊地哲夫　農林統計出版　2013年

参考書

フードシステムの経済学　時子山ひろみ・荏開津典生　医歯薬出版　第6版　2019年
その他の参考書については、授業中に適宜紹介します。

9784897322827

9784263707401

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　授業の概要、到達目標、成績評価の方法等について説明します。テ
キスト報告のグループ分けを行います。

事前：シラバスを読んでください。
事後：ガイダンスでの説明内容を復習するとともにテキス
トを一読してください。

4時間対面

第2回 テキスト報告の準備
　食料品流通に関する基礎的な説明を行った後、テキストの概要、テキ
スト報告のルール等を説明します。テキスト報告の担当を決めます。

事前学習：グループで相談し、テキスト報告の担当箇所を
考えてください。
事後学習：テキストを読み、報告準備を進めてください。

4時間対面

第3回 テキスト報告（1章・2章・3章）
　報告担当者が担当箇所を報告後、全員で意見交換を行います。

事前学習：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分
の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備（資
料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第4回 テキスト報告（4章・5章・6章）
　報告担当者が担当箇所を報告後、全員で意見交換を行います。

事前学習：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分
の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備（資
料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第5回 テキスト報告（7章・8章・9章）
　報告担当者が担当箇所を報告後、全員で意見交換を行います。

事前学習：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分
の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備（資
料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面
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第6回 テキスト報告（10章・11章・12章）
　報告担当者が担当箇所を報告後、全員で意見交換を行います。

事前学習：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分
の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備（資
料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第7回 テキスト報告（13章・14章・テキスト全体の振り返り）
　報告担当者が担当箇所を報告後、全員で意見交換を行います。

事前学習：報告箇所を読み、意見交換ができるよう自分
の考えをまとめてください。報告担当者は、報告準備（資
料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第8回 食料品の流通および食品企業に関する基礎データの収集・整理
　食料品の流通や食品企業のマーケティング活動に関する基礎データ
の収集・整理に向けた準備（グループで調査するテーマの設定、調査内
容、担当について相談等）を行います。

事前学習：食料品の流通や食品企業のマーケティング活
動に関する基礎データを調べておいてください。
事後学習：今回の意見交換を踏まえて、報告準備をしてく
ださい。

4時間対面

第9回 調査の実施
　グループごとに担当箇所の進捗状況について報告後、全員で意見交
換を行います。

事前学習：報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第10回 調査の実施
　グループごとに担当箇所の進捗状況について報告後、全員で意見交
換を行います。

事前学習：報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第11回 調査の実施
　グループごとに担当箇所の進捗状況について報告後、全員で意見交
換を行います。

事前学習：報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第12回 調査の実施
　グループごとに担当箇所の進捗状況について報告後、全員で意見交
換を行います。

事前学習：報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第13回 報告会
　調査結果の報告会を行います。報告後、質疑応答、意見交換を行い
ます。

事前学習：報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第14回 報告会
　調査結果の報告会を行います。報告後、質疑応答、意見交換を行い
ます。

事前学習：報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第15回 春学期のまとめ
　春学期のまとめを行います。

事前学習：グループ発表で取り組んだ内容をまとめてくだ
さい。
事後学習：これまでの授業内容を復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡA　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ アフターコロナにおける旅⾏業界の課題分析と新たなサービスについて考える

授業の目的及び概要
コロナ禍の経済情勢を分析し、アフターコロナにおける観光事業（国内・国外）のあり⽅を考えることができるようにします。消費者のニーズ、需要につい
て情報を⾃ら集め、観光業界で今何が必要とされているかを考察していきます。キャリア意識の形成と企業がもとめるアクティブな⼈材の養成を⽬標と
します。実社会において想定される、商品・サービスの概要と提供⽅法、業界の構造、産業の動向、収益、経営環境の変化などビジネス課題に取り組
みます。

学修の到達目標
①観光・旅⾏業界の現状課題を理解し、説明することができる。 
②消費者の意思決定過程の基本が理解できる。
③観光・旅⾏業界の基本的な仕組みを説明することが出来る。
④観光ビジネスの特性について説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レジュメ、プレゼンテーション、調査報告等について随時、講評や質問へのフィードバックを⾏います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経営学の専⾨分野に進むにあたっては、しっかりとした基礎理論の理解が必要です。また実際の経営組織の実態や課題に直接触れることで、基礎理
論の理解を物差しに解釈や分析する経験がたいへん重要です。これらがより専⾨的な深い学修への導きとなります。
⾝近な旅⾏や観光事業の仕組みを通して、今の時代の経営や⼈材のあり⽅について考えましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

1からの観光，⾼橋⼀夫ほか，碩学舎，2010年

参考書

978-4502674105
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ⾃⼰紹介 ガイダンス
授業の⽬的と⽅法、授業計画、到達⽬標、成績評価等に
ついて説明します。

事前に、シラバスを読んで授業の⽬的や⾃分が関⼼があ
ることなどを調べて，纏めておく
1年⽣の基礎演習最終⽇に出された課題をしてくる：
「第１章の２」を読んでまとめてくる

4時間対面

第2回 事前に、シラバスを読んで授業の⽬的や⾃分が関⼼があることなどを
調べて，纏めておく
1年⽣の基礎演習最終⽇に出された課題をしてくる：
「第１章の２」を読んでまとめてくる
事前学習：コロナ前とコロナ後の観光事業の変化について考えておく（2
時間）
事後学修：旅⾏業界の特性と現状について、コロナ前とコロナ後で違い
を深め、集客に何が必要かをまとめる
（2時間）

事前学習：コロナ前とコロナ後の観光事業の変化につい
て考えておく（2時間）
事後学修：旅⾏業界の特性と現状について、コロナ前とコ
ロナ後で違いを深め、集客に何が必要かをまとめる（2時
間）

4時間対面

第3回 第２章１
観光マネジメントの特性１営業形態から⾒た旅⾏業

事前学習：3〜4ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：集客⼒について他の類似施設の例を考察し、
旅⾏業のマネジメント必要性についてま⽌める（２時間）

4時間対面

第4回 第２章２
観光マネジメントの特性２流通業としての役割

事前学習：4〜5ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：観光ビジネスの特性、流通業としての役割につ
いて事例をまとめる（２時間）

4時間対面

第5回 第２章３
観光マネジメントの特性3インターネット時代の到来

事前学習：5〜8ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：これまでの宿泊経験から疑問に思っていたこと
を調べる。予約の仕⽅の変化、インターネットアプリの利
点と不利点をまとめる（２時間）

4時間対面
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第6回 第３章１
「クラブツーリズム」が顧客に提供するもの
クラブツーリズムという会社（最近話題となった観光特急などを参考に
何をしている会社なのか）

事前学習：8〜9ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：クラブツーリズムの宿泊販売とオンライン販売
について実例をしらべる。何を付加価値としているか
（２時間）

4時間対面

第7回 第３章２
観光事業のイノベーション
顧客を企業活動に参画させる最新の動向や仕組みを考える。

事前学習：9〜10ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：旅⾏業界のイノベーションについて実例を調べ
る（２時間）

4時間対面

第8回 第３章３
観光事業のイノベーション
仲間づくりのための「場」や「機会」の提供としての旅⾏とその形態

事前学習：11〜15ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：クラブツーリズムや他社の事例を集め、その違
いをまとめる（２時間）

4時間対面

第9回 第３章４
クラブツーリズム・モデルのまとめ
チームで事例⽐較を⾏い、クラブツーリズムの⽬指す旅
⾏とはについて発表

事前学習：48〜52ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：クラブツーリズムの⽬指す旅⾏とはについて要
点を整理

4時間対面

第10回 第４章
旅⾏商品（募集型企画旅⾏商品）が顧客に提供している便益（メリット）

事前学習：52〜55ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：アフターコロナでの募集型企画旅⾏商品の利
点と課題点についてまとめる（２時間）

4時間対面

第11回 チームワーク研究
テーマ  旅⾏商品のコモディティ化について、
旅⾏業が担ってきた「販売代理機能」と「購買代理機能」という流通とし
ての役割がどのように変わっていくかを考える

事前学習：６〜７ｐのコラムを読んで、要点をまとめとおく
（２時間）
事後学修：旅⾏業が担ってきた「販売代理機能」と「購買
代理機能」という流通としての役割の⾏⽅についてまとめ
る（２時間）

4時間対面

第12回 チームワーク研究
テーマ 旅⾏商品のコモディティ化についてグループ発表１

事前学習：6〜７ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：たのグループ発表の良い点・悪い点、新しい発
⾒についてまとめる（２時間）

4時間対面

第13回 チームワーク研究２
テーマ  サーバクション・フレームワークについて
趣味の仲間かっら旅の仲間へと仲間づくりのサポートとしてのツアー旅
⾏の意義

事前学習：12〜14ｐのコラムを読んで、要点をまとめとおく
（２時間）
事後学修：顧客の企業活動への参画について、その具体
的な事例を調べてまとめる（２時間）

4時間対面

第14回 チームワーク研究グループ発表
ツアーの前から後にかけての顧客の組織化と顧客の企業活動への参
画について

事前学習：ツアーの前から後にかけての顧客の組織化に
ついて、⼀連の具体的な中⾝事例を調べてまとめる（２時
間）
事後学修：発表内容を再度振り返り、観光の主要産業に
ついて現状理解を深める（２時間）

4時間対面

第15回 春学期の振り返り
旅⾏業者が提供している商品・サービスの本質について考えてみる
課題レポートとして提出

事前学習：17〜18ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：旅⾏業者が提供している商品・サービスの本
質について調べてことをまとめる（２時間）

4時間オンデマンド

－416－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3徳丸　義也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ サイバー空間とリアル空間ををつなぐデジタルマーケティングの学び－ベーカリーパンの商品開発システムの企画･構築を通じたPBL型学修

授業の目的及び概要
サイバー空間とリアル空間ををつなぐデジタルマーケティングやビジネスシステムについて学修しながら、実践的なビジネス課題の解決を試みます。前
年度よりベーカリー(パン製造小売業)と連携して構築してきた「商品企画･販売システム」を引き継ぎ、マーケティング戦略にかかわる５つの部門ごとの
課題解決を進めていきます。課題解決のための主体的な学修能力、意見を聞き話し合うコミュニケーション力、責任や協調性のチームワーク力や等を
身につけていきます。

学修の到達目標
①マーケティング戦略の基礎的概念を理解する
②事業システムの基礎的概念を理解し説明することができる
③デジタル技術を通じた事業システムの課題について考え、意見を述べることができる
④チーム活動を通じて課題解決に貢献し、コミュニケーション力やチームワーク力を身につけることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートおよびプレゼンテーション、実践活動についての講評を行ないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

実際の会社を想定してゼミ内にマーケティングの業務部門を設置して、対外的にもベーカリー企業との連携しながら責任を果たしていきます。理論力と
実践力が試されます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

西川秀彦編著『１からのデジタル･マーケティング』　碩学舎　2019年
テキストは授業で使用しますので必ず購入してください。

参考書

牧田 幸裕（2017）「デジタルマーケティングの教科書」東洋経済新報社

ISBN  :  978-4502289910

ISBN-13　978-4492557792

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
授業の目的と方法　　授業計画　到達目標　成績評価について説明し
ます。　
授業計画は進捗度やフィールドワークの関係上変更する場合がありま
す。

事前にシラバスを読んで準備しておく。
授業後目的についてふりかえる。

4時間対面

第2回 学生研究発表大会にむけたグループ研究（準備１） 事前に準備内容について考えておくこと
授業後準備内容についてふりかえる

4時間対面

第3回 学生研究発表大会にむけたグループ研究（準備２） 事前に準備内容について考えておくこと
授業後準備内容についてふりかえる

4時間対面

第4回 学生研究発表大会にむけたグループ研究（調査１） 事前に調査内容について考えておくこと
授業後調査内容についてふりかえる

4時間対面

第5回 学生研究発表大会にむけたグループ研究（調査２） 事前に調査内容について考えておくこと
授業後調査内容についてふりかえる

4時間対面

第6回 学生研究発表大会にむけたグループ研究（まとめ１） 事前にまとめについて考えておくこと
授業後まとめについてふりかえる

4時間対面

第7回 学生研究発表大会にむけたグループ研究（まとめ２） 事前にまとめについて考えておくこと
授業後まとめについてふりかえる

4時間対面

第8回 学生研究発表大会にむけたグループ研究（プレゼン１） 事前にプレゼンについて考えておくこと
授業後プレゼンについてふりかえる

4時間対面

第9回 学生研究発表大会にむけたグループ研究（プレゼン２） 事前にプレゼンについて考えておくこと
授業後プレゼンについてふりかえる

4時間対面
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第10回 動画教材にもとずくグループ研究のふりかえり
次々回の授業までにレポートを提出する

事前にこれまでの取り組みをふりかえる。
授業後これまでの取り組みについてのレポートー作成。

4時間オンデマンド

第11回 各自の研究課題について（準備） 事前に各自の研究課題の準備について考える
授業後各自の研究課題の準備についてふりかえる

4時間対面

第12回 各自の研究課題について（調査） 事前に各自の研究課題の調査について考える
授業後各自の研究課題の調査についてふりかえる

4時間対面

第13回 各自の研究課題について（まとめ） 事前に各自の研究課題のまとめについて考える
授業後各自の研究課題のまとめについてふりかえる

4時間対面

第14回 各自の研究課題について（プレゼン） 事前に各自の研究課題のプレゼンについて考える
授業後各自の研究課題のプレゼンについてふりかえる

4時間対面

第15回 授業のふりかえりとまとめ 事前に授業についてふりかえる
授業後授業についてふりかえる

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3粂井　淳子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ライフタイムとファイナンス

授業の目的及び概要
近年の経済環境においては、貯蓄から投資へと資産形成の方法を変えていく必要があります。この演習では、ライフタイムにおけるファイナンスに関し
てテーマを設定し、調査、研究することでさまざまな状況におけるファイナンスを理解することを目的とします。
専門演習ⅡBでは、専門演習ⅡAで調べたファイナンスの課題について、さらに深く研究し、その研究成果をレポートやスライドを使ったプレゼンテーショ
ンで発表します。

学修の到達目標
・ライフタイムに関わるファイナンスについて専門書などを用いて深く研究し、その内容を発表する。
・Office365の機能を使って、学修や研究成果の発表等に役立てる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

ゼミは研究や調査を行い発表し、それを他のゼミ生や教員と意見を交換する場です。積極的に参加しましょう。また、成果をファイルに残して、レポート
や卒業研究にも役立てるようにしましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0202060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

授業中にお知らせします。

参考書

授業中にお知らせします。

授業中にお知らせします。

授業中にお知らせします。

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
自由研究発表１

事前学修　夏休みの自由研究の発表準備をしましょう。
事後学修　研究成果を振り返り、今後の研究を考えましょ
う。

4時間対面

第2回 自由研究発表２ 事前学修　自由研究発表の準備をしましょう。
事後学修　研究成果を振り返り、今後の研究を考えましょ
う。

4時間対面

第3回 自由研究発表３ 事前学修　自由研究発表の準備をしましょう。
事後学修　研究成果を振り返り、今後の研究を考えましょ
う。

4時間対面

第4回 自由研究発表４ 事前学修　自由研究発表の準備をしましょう。
事後学修　研究成果を振り返り、今後の研究を考えましょ
う。

4時間対面

第5回 研究発表大会準備１ 事前学修　共同研究のチーム編成を行い、リーダーを決
めましょう。
事後学修　編成チームで学生研究発表大会のテーマや
概要を決めましょう。

4時間対面

第6回 発表大会準備２ 事前学修　準備を進めましょう。
事後学修　準備を進めましょう。

4時間対面

第7回 発表大会準備３ 事前学修　準備を進めましょう。
事後学修　準備を進めましょう。

4時間対面

第8回 発表大会準備４ 事前学修　研究発表大会で自分たちの研究成果のプレゼ
ンテーションを考えましょう。
事後学修　プレゼンテーション資料を完成させましょう。

4時間対面
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第9回 発表大会準備５ 事前学修　発表の予行演習の準備を行いましょう。
事後学修　各自の役割分担部分について、入念に準備し
ましょう。

4時間対面

第10回 期末レポート課題について 事前学修　期末レポートのテーマについて考えておきま
しょう。
事後学修　レポート作成の注意に従ってレポートを作成し
ましょう。

4時間オンデマンド

第11回 個人研究と調査 事前学修　秋学期について学修したことをさらに詳しく調
べましょう。
事後学修　秋学期について学修したことをさらに詳しく調
べましょう。

4時間対面

第12回 資料作成 事前学修　調査したことをまとめてレポートを作成しましょ
う。
事後学修　調査したことをまとめてレポートを作成しましょ
う。

4時間対面

第13回 発表と討論 事前学修　調査結果を発表し、討論しましょう。
事後学修　発表や討論について振り返りましょう。

4時間対面

第14回 発表と討論 事前学修　調査結果を発表し、討論しましょう。
事後学修　発表や討論について振り返りましょう。

4時間対面

第15回 秋学期の振り返り 事前学修　秋学期を振り返ってみましょう。
事後学修　大学生活の締めくくりには、専門科目と卒論に
加え、就職活動の準備も必要です。将来のことも考えて計
画を立てましょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 研究発表大会や卒業論文計画書作成に向けて、競争戦略・企業戦略の基礎的な知識を用いて、事例の分析を行い、課題に対して結論を出せるように
なることを目指します。

授業の目的及び概要
この演習の最終目的は、身の回りの具体的な経営現象・経営情報を、経営戦略の基本的な知識に基づいて分析できるようになることです。また、経営
戦略の知識の修得やグループワークや発表を通じて、未知のことに対する情報収集能力、自分の考えを構築し、他者に伝える力、また、協働する力を
培うことを目的としています。ぜひ、これらの活動を通じて、自身が将来どのような形で社会に携わりたいか、また、そのためには学生生活の中で何を養
うべきかについて考える機会としてください。また、演習は主体的な学びの場です。他の演習生から学ぶことで、お互いに切磋琢磨していきましょう。
　また、前半は研究発表大会に向けての調査と資料作り、後半はそれらもとに1パラグラフレポートを作成し、リサーチ・クエッションの立て方や、深く思考
する方法の修得を図ります。また、卒業研究計画書を作成します。

学修の到達目標
①経営戦略についての知識を用いて、事例の分析や企業の課題発見と解決に向けた提案ができる。
②専門性に基づいた自身のアイデアをプレゼンテーションにして説明することができる。
③自分が関わっていないテーマに対しても関心を持ち、専門性に基づいた新たな視点で質問・意見を提示することができる。
④専門性に基づいて、自身の選んだテーマについての研究の意義を説明することができる。
⑤卒業研究の主な構成要素について理解し、自分の興味・関心のあるテーマを当てはめてみることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・演習時間内に課題や発表について、適宜、達成点と改善点についてコメントをします。
・演習時間内にグループディスカッションやグループワークを実施する際は、行き詰まった際に適宜アドバイスを行います。
・輪読については、補足説明を行います。
・レポートについては、提出後に各人にコメントを送付します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

■授業計画について
　他の科目の中間試験、資格試験、研究発表大会の日程を考慮して、発表の回数や講演の日時が変わる可能性があります。
■研究発表大会までの取り組み方
・事前・事後学修：グループワークを行い、目標まで作業を進めてきましょう。
・演習中：その日のテーマについて自分達の調査内容や発表資料を見直す時間にしましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

030700

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
・夏休みの振り返り
・秋学期の流れ
・研究発表大会に向けて

【事前学修】
夏休みの目標を振り返りっておきましょう。
夏休み中に発表資料を一度作っておきましょう。
【事後学修】
全体の流れをスケジュール帳に書き込んでおきましょう。
グループワークを進めておきましょう。

4時間対面

第2回 【オンデマンド】
研究発表大会準備①
審査基準の見直しと資料作成
動画教材を視聴後、ラーニングポータルのテストに答えてください。

【事前学修】
審査基準を読み直して、自分達の資料の不足点を洗い出
しておきましょう。週一のチーム指導を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、自分達の調査や資料を見直しましょう。

4時間オンデマンド

第3回 研究発表大会準備②
　資料作成の注意点と全体共有

【事前学修】
グループワークを進めておきましょう。週一のチーム指導
を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、自分達の調査や資料を見直しましょう。

4時間対面
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第4回 研究発表大会準備③
資料仮完成
　発表資料を完成させて、審査基準と照らし合わせて確認しましょう。

【事前学修】
グループワークを進めておきましょう。週一のチーム指導
を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、自分達の調査や資料を見直しましょう。

4時間対面

第5回 研究発表大会準備④
資料の見直し
　発表資料の体裁を整えましょう。
発表の練習
　誰がどうやって説明するのがわかりやすいか考えましょう。

【事前学修】
グループワークを進めておきましょう。週一のチーム指導
を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、発表の練習をしておきましょう。

4時間対面

第6回 ゼミ内発表会
　発表の予行演習をします。お互いにフィードバックし合って、優勝を目
指しましょう。

【事前学修】
本番と同様に練習をしておきましょう。週一のチーム指導
を予約しましょう。
【事後学修】
講義を受けて、修正することや説明の文言を洗練させま
しょう。

4時間対面

第7回 研究発表大会の振り返り
　発表の自己採点
　審査員からのフィードバックをします。

【事前学修】
発表大会を振り返って、チームとしての達成点・課題点、
個人としての達成点・課題点を考えておきましょう。
【事後学修】
反省点を活かして、秋学期の過ごし方について考えましょ
う。

4時間対面

第8回 卒業論文執筆に向けて
　どうやって1万2000字も書くのか
　テーマの決め方

【事前学修】
興味のあるテーマを多角的に選んで複数持ってきましょ
う。
【事後学修】
選んだテーマについて、調べてみましょう。

4時間対面

第9回 文章の書き方講座
　深く考えて書くことをテーマに、1パラグラフレポートを作成します。
卒業研究のテーマ案

【事前学修】
選んだテーマについてどんな専門知識を使うと面白い分
析ができそうか考えてみましょう。
【事後学修】
１パラグラフレポートの作成を開始しましょう。また、卒論
のテーマについて、調査をしてみましょう。

4時間対面

第10回 研究計画書作成
本、論文の検索方法

【事前学修】
卒業論文のテーマについて、リサーチ・クエッションを作っ
てみましょう。
【事後学修】
リサーチ・クエッションに関係ありそうな本や論文を探して
みましょう。

4時間対面

第11回 研究計画書作成 【事前学修】
リサーチ・クエッションに関係のありそうな本を複数リスト
化してみましょう。
【事後学修】
仮説を立てて、どんなことを調べれば検証できそうか考え
てみましょう。研究計画書の案を提出しましょう。

4時間対面

第12回 研究計画書作成のフィードバック
レポートの添削
　レポートを印刷したものを持参してください。

【事前学修】
1パラグラフレポートを印刷して持ってきましょう。研究計画
書を提出しておきましょう。
【事後学修】
レポートを提出しておきましょう。研究計画書を仮完成させ
ましましょう。

4時間対面

第13回 研究計画書とレポートのフィードバックと再考すべきポイントの解説 【事前学修】
次年度にやりたいことをあらかじめ考えておきましょう。
【事後学修】
フィードバックを踏まえて、レポートを提出しましょう。

4時間対面

第14回 研究計画書の再提出 【事前学修】
研究計画書を再提出できるように準備しておいてくださ
い。
【事後学修】
体裁をよく確認して提出をしてください。

4時間対面

第15回 秋学期の振り返りと専門演習IIBにむけて 【事前学修】
秋学期に達成できたことと課題点について考えておきま
しょう。
【事後学修】
次年度に向けて計画を立てましょう。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 経営戦略×文系の数理データサイエンス
「ランチェスター戦略による市場攻略への応用」

授業の目的及び概要
1年目は「局所的な問題」に対して、PCソフトや文系の易しい数学を使い、OR、ゲーム理論、統計学、AI等の問題解決のスキルを実習形式で修得し、
「数理データサイエンス」による理論的な解決を研究します。経営学部の授業で学ぶ、生産管理論（八井田先生）、情報処理論（中川先生）、ビジネス統
計学（深瀬）、マーケティングリサーチ（深瀬）等の知識やスキルを経営戦略の研究に発展させ、研究成果を学外のコンテストで他大学と競う中で実践力
を磨いていきます。

学修の到達目標
１．「局所的な問題」に対して、「数理データサイエンス」による理論的な解決ができる。
２．「数理データサイエンス」の具体的な問題解決スキルとして、OR、ゲーム理論、統計学、AI、数理モデルのいずれかを修得する。
３．課題を発見し、その解決に向け、メンバー間で切磋琢磨することができる「学習する組織」を構築する。
４．他大学の学生の研究にも目を向け、標準レベルのスケール感を養う。
５．戦況における優勢と劣勢を正しく判断し、用いる戦略を的確に使い分けられる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
報告に対して、コメントしてフィードバックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

プロジェクトの取組成果を段階的に評価していきます。
授業の最後に、グループワークの貢献度をメンバー内で相互評価し、成績に反映します。

１．授業への積極的な参加度・取組み（30%)：プロジェクトの進捗状況、友達の報告に対する貢献
２．成果発表（口頭・実技）（30％）：学生研究発表大会での報告（11月）
３．【定期試験】レポート試験（30%)；NTTデータ数理システム投稿（12月）、日本経済新聞社投稿（1月）
４．【その他】：クラス運営の貢献（10%)

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
秋学期の活動日程と、具体的な成績
評価法については、「この科目の履修
にあたって」参照

030

030030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『Excelで学ぶランチェスター戦略 』、中野 明、ohmsha、

参考書

ISBN-13   :   978-4274067747
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 夏休み中の研究成果について、グループ単位で個別指導する。（事業
戦略の策定）
　グループA
　グループB
　グループC

夏休み中にグループで研究テーマの設定とパートの分担
を話し合い、研究成果について報告を準備しておくこと（4
日間）

4時間対面

第2回 夏休み中の研究成果について、グループ単位で個別指導する。（事業
戦略の策定）
グループD　
グループE
グループF

前回の報告で、自分のチーム、他のチームが指摘された
点を修正してくること（４時間）

4時間対面

第3回 企画したプロジェクトを実施・運営する１（事業戦略の実践） 計画通りに進んでいるか確認しながら、調整する（4時
間）。

4時間対面

第4回 企画したプロジェクトを実施し、運営する２（事業戦略の実践） 計画と実際の結果について、グループで総括し、改善点を
考察する（4時間）

4時間対面
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第5回 考察結果の報告（事業戦略の検証および見直し）
　グループA
　グループB
　グループC
　グループD
　グループE
　グループF

プロジェクトの報告書を作成（３時間）
プロジェクトの報告書を作成と修正（１時間）

4時間対面

第6回 企業と業界の研究

日経ストックリーグに向けた株式投資のスクリーニングとポートフォリオ
作成（PC実習）
選定した企業の株式銘柄にに500万円を分散投資する。

プロジェクトのテーマに関連する企業を10～20社の範囲で
選定してくる。
選定した企業の概要、選定理由をまとめてくる。

4時間対面

第7回 学生研究発表大会に向けたプレゼン練習（実践学習の報告） プレゼン用パワーポイントを作成し、練習してくる（4時間） 4時間対面

第8回 学生研究発表大会に向けたプレゼンの最終リハーサル（実践学習の報
告）

メモ等を見ないで報告できるよう、練習してくる。
質問に対する対応を考える。

4時間対面

第9回 NTTデータ数理に投稿する「学生研究奨励賞」論文の作成①（実践学
習の報告）

論文の作成
論文の修正

4時間対面

第10回 NTTデータ数理に投稿する「学生研究奨励賞」論文の作成②（実践学
習の報告）

論文の作成
論文の修正

4時間対面

第11回 日経新聞社「中学生・高校生・大学生のための株式投資学習コンテス
ト」投稿レポート作成①（実践学習の報告）

論文の作成
論文の修正

4時間対面

第12回 日経新聞社「中学生・高校生・大学生のための株式投資学習コンテス
ト」投稿レポート作成②（実践学習の報告）

論文の作成
論文の修正

4時間対面

第13回 日経新聞社「中学生・高校生・大学生のための株式投資学習コンテス
ト」投稿レポート最終チェック（実践学習の報告）

論文を最終調整して提出する。 4時間対面

第14回 4年生の卒業研究について
就活について

４年次の卒業研究について、テーマを絞り込んでくる
テーマに関する参考文献や先行研究を集めておく

4時間オンデマンド

第15回 360度相互評価
振り返り

今学期を振り返り、来学期までの課題を課す（4時間） 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ デジタル・マーケティングや技術マネジメントが主要なテーマです。

授業の目的及び概要
この演習では、興味のある業界または企業、製品・サービスに関するデジタル・マーケティングに焦点を当てて、これまで学修してきた経営学の知識を
駆使し課題を見つけ、自らのアイデアでソリューションを考え提案していただきます。この提案までの過程で、問題発見力や解決力、議論のための技術
といったビジネスパーソンに求められる能力を研鑽し、社会において活躍できる人材を目指します。この際、経営学だけでなく問題や課題の発見の技
法、アイデア創出など、ビジネスに役立つさまざまなスキルを学ぶ必要があります。これらについては必要に応じて講義の実施や資料を配布します。ま
た自らのアイデアを精緻化するためには、他者との議論が効果的です。そのためには、自分の考えを適切に説明できる表現能力が求められます。これ
らの点からこの演習では、自己表現のためのトレーニングと議論の機会を積極的に設けたいと思います。また本学で実施される「学生研究発表大会」に
参加しプレゼンすることも重要なトレーニングの機会であり、これについても当演習の目的を満たすための重要項目の一つとして考えています。

学修の到達目標
（１）経営学の理論に基づきビジネス上の課題を見出し、適切な解決法を考察し提案することができる。
（２）自分の考えを他者に分かりやすく説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・提出物や口頭の報告に関してフィードバックします。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

課題発見やプレゼンテーションに関する能力を高める機会を提供する演習であり、そのため自主的に実践して学ぶ要素も多くなります。結果として学生
の皆さんには能動的な姿勢が必要となります。
※毎回、講義前にラーニングポータルを確認してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特になし

参考書

講義の中で参考書を紹介します。

特になし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 オリエンテーション：　本演習の目標と予定の確認など。そのほか進捗
があれば報告。

【予習】発表事項があればその準備。
【復習】配布資料を読んでください。

1時間対面

第2回 テーマの探索：　学生研究発表大会についての説明とそれに向けた取
り組みを説明します。

【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持った
業界に関してネット記事や新聞など用意して、なぜそれに
興味をもったのか説明する準備をしてください。
【復習】配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第3回 テーマの探索(または基礎的な講義を予定しています。) 【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持った
業界に関してネット記事や新聞など用意して、なぜそれに
興味をもったのか説明する準備をしてください。
【復習】配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第4回 テーマの探索(または基礎的な講義を予定しています。) 【予習】配布資料を読んでください。自分が興味を持った
業界に関してネット記事や新聞など用意して、なぜそれに
興味をもったのか説明する準備をしてください。
【復習】配布資料を読みなおしてください。

1時間対面

第5回 分析とディスカッション(または基礎的な講義を予定しています。)。 【予習】発表資料を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第6回 分析とディスカッション(または基礎的な講義を予定しています。)。 【予習】発表資料を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面
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第7回 発表準備とディスカッション 【予習】発表資料を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第8回 発表準備とディスカッション 【予習】発表資料を作成し発表準備をしてください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第9回 発表準備とディスカッション 【予習】発表資料を作成し発表準備をしてください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第10回 発表内容と議論についてのディスカッション 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第11回 分析とディスカッション 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第12回 分析とディスカッション 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第13回 分析とディスカッション 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第14回 ゼミ内最終発表 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。

1時間対面

第15回 ゼミ内最終発表　全講義の総括 【予習】最終発表する内容を作成してください。
【復習】議論した内容や配布資料をもとに発表資料を改善
してください。夏休みの宿題（予定）。

1時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 日本の組織の人的資源管理

授業の目的及び概要
本演習は、人材・組織マネジメントコースに該当します。
大学卒業後、社会に出て働く際に、職場において⽣じている様々な問題、現象について理解し、解決する能力を身につけることを授業の目的とします。
皆さんが実際に就職し働く現場では、様々な人にまつわる悩ましい問題に１年目からぶつかることと思います。その際に、使える知識・考え方を身につ
けて頂きます。実践を意識した課題解決の方策について、力点を置いて論じていきます。
学生研究発表大会でのグループ発表、卒業研究につながる個人研究が中心となります。

学修の到達目標
現在の働く場における人的資源管理の様々な専門的な問題について、実態、制度、背景などを理解し、解決に向けての⾃分の意⾒を持ち、口頭や⽂
章で他者に理解してもらえるように伝える能⼒を⾝につけます。
• 人的資源管理の現代の悩ましい専門的な問題について、実態を分析し、課題を抽出することができる。
• その課題、現象が起きている理由・背景、仕組みについて調べ考えることができる。
• 課題解決に向けての⾃分の意⾒を形成し、他者に表明し、理解してもらうことができる。
• 他者との議論により、⾃分の意⾒を修正・改善することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
研究発表大会での発表、事前練習などについては、直後に講評をします。個人研究の最終レポートは、講評コメントを付して返却します。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

職場で起こる問題・課題に常に積極的に関心を持って下さい。皆様の関心のあるものを選んで研究テーマにして下さい。
演習は、考え、議論する時間です。時間中は、積極的に参加して下さい。
結論ではなく、「考える道筋」を重視して下さい。世の中の悩ましい問題には、「定番の答」はありません。様々な筋の通った考え方で、結論は違っていて
も「答」はいくつもあります。自ら考え新たな「答」を創り出してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

①経験から学ぶ人的資源管理[新版]，上林憲雄・厨子直之・森田雅也，有斐閣，2018年
②マネジメント・テキスト 人事管理入門(新装版)，今野浩一郎・佐藤博樹，日本経済新聞出版，2022年

なし

①9784641184398
②9784532135287

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
演習の進め方、成績評価、グループ発表の割り振り等を行います。

【予習】夏休みに考えておいたテーマ設定候補の整理をし
ておきます。
【復習】グループで興味のあるテーマに関連する情報を収
集します。

4時間対面

第2回 グループ研究に関連する人材・組織マネジメントについての諸問題に関
する最近のトピックスについて説明します。

【予習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連する文
献を読んでおきます。
【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえて、グ
ループで興味のあるテーマ・論点に関連する情報を収集
します。

4時間オンデマンド

第3回 グループ研究のテーマ設定・論点抽出 【予習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連する文
献を読んでおきます。
【復習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連する情
報を収集します。

4時間対面

第4回 研究テーマと骨子 【予習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連する文
献を読み、骨子を作成します。
【復習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連する情
報を収集します。

4時間対面

第5回 研究テーマと骨子 【予習】グループで興味のあるテーマ・論点に関連する文
献を読み、骨子を完成します。
【復習】骨子を発展させる文献等情報を収集します。

4時間対面
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第6回 研究発表の概要 【予習】文献等を読み込み、骨子を発展させ概要を作成し
ていきます。
【復習】概要を加筆・修正等していきます。

4時間対面

第7回 研究発表の概要 【予習】文献等を読み込み、骨子を発展させ概要を作成し
ていきます。
【復習】概要を加筆・修正等していきます。

4時間対面

第8回 研究発表の充実 【予習】概要を発展させるよう更なる情報収集、文献読み
込み、調査等を行います。
【復習】さらに発表資料を加筆・修正等していきます。

4時間対面

第9回 研究発表の充実 【予習】概要を発展させるよう更なる情報収集、文献読み
込み、調査等を行います。
【復習】演習の内容を思い出し、さらに発表資料を加筆・修
正等していきます。

4時間対面

第10回 研究発表大会の直前リハーサル 【予習】研究発表大会用スライド、原稿等を精査して、発表
の練習をしておきます。
【復習】演習でのリハーサルの反省・改善すべき点を思い
出し、さらに本番に向けて、発表の練習を行います。

4時間対面

第11回 学生研究発表大会の振り返り 【予習】研究発表大会での発表の反省・改善すべき点、他
のグループ等の発表の良かった点等まとめておきます。
【復習】演習で挙げられた指摘等含めて、今後の個人研究
に活かせるようまとめておきます。

4時間対面

第12回 個人研究のテーマ選定 【予習】個人研究のテーマについて、考えておきます。
【復習】演習の内容を思い出し、テーマをさらに精査すると
ともに、関連文献等を収集します。

4時間対面

第13回 先行研究等の整理 【予習】テーマに関連する先行研究等を読み込み、まとめ
ておきます。
【復習】さらに関連の文献を読み込みます。

4時間対面

第14回 個人研究の骨子 【予習】研究の骨子を作成します。
【復習】演習の指摘等を踏まえて加筆・修正していきます。

4時間対面

第15回 個人研究の概要 【予習】個人研究の概要を作成します。
【復習】レポート提出に向けて、演習での指摘等を踏まえ
て、加筆・修正等して、完成していきます。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ 食料品の流通・マーケティング研究

授業の目的及び概要
本演習は、企画マーケティングコースに該当します。本演習は、食料品流通のしくみ、食品産業の現状やマーケティング活動などについて理解を深める
ことが目的です。演習での活動を通じて、自分で問題を発見する能力、その問題に関する調査結果を整理し、自分なりの考えをまとめる能力、わかりや
すく発表し、質疑応答やディスカッションできる能力を高めていきます。秋学期は、主に春学期に学修した内容を踏まえたうえで、研究テーマをグループ
で設定し、調べた内容を報告後、全員で議論を重ねることにより、卒業論文作成のための準備を段階的に進めていきます。
　また、研究発表大会に向けた準備も進めていきます（原則全員参加とします）。

学修の到達目標
1．研究テーマに関する基礎的、専門的知識を身につけることができる
2．調査内容を整理し、その内容を他者にわかりやすく伝えることができる
3．グループワークに積極的に参加し、他者と協力して行動することができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
授業内の課題、問題については、適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本演習の大部分がグループでの活動になります。グループワークに主体的・積極的に参加することを期待します。グループワークに積極的に参加（他
の発表者への積極的なフィードバックや質問含む）し、他者と協力して行動する学生を評価します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません

参考書

研究テーマに応じて、適宜紹介します

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　授業の概要、到達目標、成績評価の方法等について説明します。グ
ループ分けを行います。

事前：シラバスを読んでください。
事後：ガイダンスでの説明内容を復習するとともに研究
テーマの案を考えてください。

4時間対面

第2回 研究テーマの設定
　各グループで研究テーマを決定します。研究テーマについて報告した
後、意見交換し研究課題を設定してもらいます。

事前学習：研究テーマの案をいくつか考えてください。
事後学習：意見交換を踏まえて、研究テーマを振り返り、
研究計画を立ててください。

4時間対面

第3回 研究テーマの設定
　研究課題について報告した後、意見交換を行います。

事前学習：意見交換を踏まえたうえで、研究テーマと研究
課題をまとめ、報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：意見交換を踏まえて、研究課題を振り返り、研
究計画を立ててください。

4時間対面

第4回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第5回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第6回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面
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第7回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第8回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第9回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第10回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第11回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第12回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第13回 報告会
　調査結果の報告会を行います。報告後、質疑応答、意見交換を行い
ます。

事前学習：報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第14回 報告会
　調査結果の報告会を行います。報告後、質疑応答、意見交換を行い
ます。

事前学習：報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告や報告後の意見交換を踏まえて、今回の
内容の振り返りをしてください。

4時間対面

第15回 秋学期のまとめ
　秋学期のまとめを行います。

事前学習：グループ発表で取り組んだ内容をまとめてくだ
さい。
事後学習：これまでの授業内容を復習してください。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 専門演習ⅡB　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G3

経営学部専門教育科目

テーマ アフターコロナにおける旅⾏業界の課題分析と新たなサービスについて考える

授業の目的及び概要
コロナ禍の経済情勢を分析し、アフターコロナにおける観光事業（国内・国外）のあり⽅を考えることができるようにします。消費者のニーズ、需要につい
て情報を⾃ら集め、観光業界で今何が必要とされているかを考察していきます。キャリア意識の形成と企業がもとめるアクティブな⼈材の養成を⽬標と
します。春学期で学修した観光・旅⾏ビジネスの理論や事例をもとに、より具体的な業界の分野別取り組みを考察していきます。

学修の到達目標
①観光・旅⾏業界の現状課題を理解し、説明することができる。
②消費者の意思決定過程の基本が理解できる。
③観光・旅⾏業界の基本的な仕組みを説明することができる。
④観光ビジネスの特性について説明することができる。
⑤⽂書作成からプレゼンテーション、ディスカッションを通じて考える⼒、表現する⼒を⾝につけることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントを随時⾏っていきます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

経営学の専⾨分野に進むにあたっては、しっかりとした基礎理論の理解が必要です。また実際の経営組織の実態や課題に直接触れることで、基礎理
論の理解を物差しに解釈や分析する経験が⼤変重要です。これらがより専⾨的な深い学修への導きとなります。⾝近な旅⾏や観光事業の仕組みの理
解を通して、今の時代の経営や⼈材のあり⽅について考えましょう。顧客側のニーズや選択の過程と観光事業者側の意思やサービスがどのように結び
ついていくのかを考えて⾏きます。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

003070

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

1からの観光，⾼橋⼀夫ほか，碩学舎，2010年

参考書

978-4502674105
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
春学期の振り返り

授業の⽬的と⽅法、授業計画、到達⽬標、成績評価等について説明し
ます。
調査や理解度等の関係で、授業計画の変更をともなう場合が ありま
す。
夏休みの旅⾏とその予約⽅法やホテル利⽤について各自発表
学⽣研究発表⼤会参加について説明し、その⼤筋のテーマを考える

事前に、シラバスを読んで授業の⽬的や実際に旅⾏した
内容についてその詳細をまとめておく（2時間）
実際に利⽤したホテルや旅⾏ツアーがどのような価値提
供をしていたかをまとめる。（2時間）

4時間対面

第2回 第２章１
ホテル業の実際
現代のホテルと旅館の違いを理解し、⾊々なホテルのランクや仕様に
ついて調べてみよう
研究発表⼤会チーム分けを⾏います

事前学習：19〜21ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：⽇本のホテルと欧⽶のホテルの違いについて
理解し、⾊々な予約アプリ、ネットでのホテルサイトで確認
しまとめる（２時間）

4時間対面

第3回 第２章２
ホテルの機能と⽇本のホテル経営の特徴
ホテルの機能とは？旅館・⺠宿・ホテルの違いとは？

事前学習：20〜24ｐを読んで、要点をまとめとおく（２時間）
事後学修：本来の宿泊機能からニーズに応えた様々な機
能について理解を深め、ホテルがどのような「場」としてこ
れから期待されるかをまとめる（２時間）

4時間対面

第4回 第２章３
⽇本のホテル市場に変⾰をもたらした外資系ホテル
パークハイアット東京の場合（ホテル事業のグローバル化とホテル業界
におけるラグジュアリー市場）

事前学習：27〜30ｐを読んで、サイトなどを含めパークハイ
アット東京についての情報をまとめとおく（２時間）
事後学修：ホテル業界におけるラグジュアリー市場につい
て他の外資系ホテルの事例について調べる（２時間）

4時間対面
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第5回 第２章４
⽇本のホテル市場に変⾰をもたらした外資系ホテル
パークハイアット東京の経営戦略 ブランド戦略とターゲット

事前学習：31〜34ｐを読んで、経営戦略の要点をまとめと
おく（２時間）
事後学修：⽇系ホテル企業の星野リゾートの経営戦略に
ついて調べ、⽐較する（２時間）

4時間対面

第6回 ⽇本のホテル業界について
ホテル業界の差別化と戦略を調べてみよう
・ビジネスホテルとラグジュアリーホテル
・旅館と⺠宿
それぞれのターゲットと強みの分析（３C）

事前学習：⽇本のホテル業界の「地図」を調べる（２時間）
事後学修：アパホテルや星野リゾートの収益性の仕組み
について調べみよう（２時間）

4時間対面

第7回 ホテルの運営形態について
ホテルビジネスにおける所有・経営・運営の構造

事前学習：24〜26ｐとコラム読んで、要点をまとめとおく（２
時間）
事後学修：最近のリーガロイヤルホテルの買収について
調べ、その影響を考えてみよう（２時間）

4時間対面

第8回 ホテルの収益システム（レベニュー・マネジメント） 利益最⼤化のビジネ
ス戦略とは（アパホテルと東横インの違い）
顧客満⾜度を向上させるメリットと⼝コミは購買の意思決定に影響を与
える要因の関係について

事前学習：32〜34ｐとコラムを読んで、要点をまとめとお
く。顧客のホテル選択における⽅法とホテル側のニーズ
把握の⽅法を考える。（２時間）
事後学修：実際のホテルの価格設定の動きについてネッ
トやホテルサイトで実例を調べ、⼝コミなど顧客がホテル
を選択する場合の過程との関係について調べる（２時間）

4時間対面

第9回 グループワーク１
ホテルの多機能化とそのニーズホテルの価値空間の変化

事前学習：33〜34ｐのまとめを読み「考えてみよう」につい
て調べてくる（２時間）
事後学修：東京オリンピックでのキーワード「おもてなし」の
意味について調べてみる（２時間）

4時間対面

第10回 グループワーク２
ホテルの多機能化とそのニーズ
サービスとホスピタリティの違いについて考えてみる

事前学習：ビジネスホテルと観光ホテルでのサービスとホ
スピタリティの違いについてサイトからわかる違いを調べ
る（２時間）
事後学修：「おもてなし」とは何なのか？それは⽇本⼈と外
国⼈では受け取り⽅は違うのか考えてみよう（２時間）

4時間対面

第11回 グループワーク３
ホテルの多機能化とそのニーズ
コロナの前と後ではどんな違いがあるか
（安全意識とサービス意識）

事前学習：コロナで⾼まった安全意識について調べみよう
（２時間）
事後学修：安全意識から簡素化されたサービスについて
その妥当性について考えてみよう（２時間）

4時間対面

第12回 グループワーク４
ホテルの多機能化とそのニーズ
アフターコロナでの⽇本のホテル業界のビジネス戦略
（インバウンドに対して）

事前学習：コロナによって窮地に⽴たされていたホテル業
界の課題を調べてみよう（２時間）
事後学修：ホテル経営の多⾓化・多機能化事例を確認
し、外資系ホテルのの成功要因を考えてみよう（２時間）

4時間対面

第13回 グループワーク２
ホテルの多機能化とそのニーズ
アフターコロナでのホテル業界のビジネス戦略について

事前学習：３C分析やフレームワークを事例研究からまと
める（２時間）
事後学修：発表の内容を作成準備する（２時間）

4時間オンデマンド

第14回 ホテル業のまとめ
多機能化へのニーズの意味と顧客価値のあり⽅の変化宿泊施設から
交流の場としてのホテル
グループでまとめたことを発表

事前学習：実際に幾つかのホテルロビーを訪問し、どのよ
うな「場」として意識できるか体験してみる（２時間）
事後学修：ホテル事業の顧客経験価値のあり⽅について
まとめる（２時間）

4時間対面

第15回 秋学期の振り返り
3年⽣になるにあたって⾃分に必要なこと（資格・就活の準備）を明確化
する

これまで学んできた観光に関する内容を振り返り、学んで
きたプロセス・知識の獲得について⾃⼰評価をする。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4島本　克彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究テーマを明確にして卒業研究に取り組む。

授業の目的及び概要
卒業研究Aでは、研究テーマに関する先行論文・著書を収集し、個人報告と意見交換を行いながら、卒業論文を作成するための研究計画書を完成させ
ることが目的です。4年間にわたる学修の集大成として、情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション力が身につくように指導しま
す。

学修の到達目標
・研究テーマに関する基礎的知識および専門的知識を身につけることができる。
・情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人報告については、講評とアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・主体的・積極的に個人報告と意見交換に取り組むことを期待します。
・意欲的に卒業論文の作成に取り組むことを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
報告資料の内容、報告の内容と仕
方、意見交換への貢献、研究計画書
等のの内容を総合的に評価します。

00

00040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。

参考書

各自の研究テーマに応じて、適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要及び到達目標、成績評価の方法等についてガイダンスを行
います。

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流れを
つかんでおいてください。
【事後学修】卒業論文を作成するための研究計画につい
て考えてください。

4時間対面

第2回 卒業論文を作成するためのガイダンスを行います。 【事前学修】配布資料を事前に読んでおいてください。
【事後学修】配布資料を読み直し、ポイントを整理してくだ
さい。

4時間対面

第3回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面

第4回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面

第5回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面
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第6回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面

第7回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面

第8回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第9回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第10回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第11回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第12回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第13回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第14回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第15回 この演習の総括を行います。 【事前学修】これまでの研究報告の内容および作成した報
告資料を読み直しておいてください。
【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を今後の
研究の展開にどのようにつなげていくのかを検討してくだ
さい。

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究

授業の目的及び概要
この演習では、卒業論文または卒業レポートの完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発表やディスカッションを行ないながら
取り組んでいきます。

学修の到達目標
大学での学修の集大成として卒業論文または卒業レポートを完成させることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行ないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストはありません。適宜、資料を紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　春学期の目標を立てましょう。
事後学修　春学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 発表とディスカッション１ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第3回 発表とディスカッション２ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第4回 発表とディスカッション３ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第5回 発表とディスカッション４ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第6回 発表とディスカッション５ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第7回 発表とディスカッション６ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第8回 発表とディスカッション７ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面
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第9回 発表とディスカッション８ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第10回 発表とディスカッション９ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第11回 発表とディスカッション１０ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第12回 発表とディスカッション１１ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第13回 中間報告提出および発表 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第14回 中間報告提出および発表：続き 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第15回 春学期の振り返り。
夏季休業中のTO DO(すべきこと)指示。

事前学修　春学期を振り返ってみましょう。
事後学修　秋学期に向けて計画を立てましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究課題をテーマとして設定し卒業研究に取り組む

授業の目的及び概要
卒業研究Aでは卒業論文の完成に向けて、卒業論文のテーマを明確にするための情報の収集や文献の検索を中心に行います。さらに、テーマに基づ
き自ら調査分析を計画し、実行することを目指します。またこの授業で卒業論文に取り組むことにより、論理構成力を身につけることを目的とします。こ
の研究課程を通して、経営学やマーケティングの専門知識・能力の高度化を図り、幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめ
ざし、経営において生じる諸課題を解決する力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
・自らの関心や問題意識を経営学の観点から研究課題を研究計画書にプランし、それに基づき自ら調査分析を計画し実行することができる。
・研究成果を卒業研究（卒業レポートや卒業論文）にまとめ、報告・発表することができる。
・研究過程において、柔軟な発想と行動力をもって新たな価値を創造していく力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
演習内の報告、プレゼンテーション資料や研究課題については、適宜演習内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

自分で情報を集め、考え、建設的な議論を行う等演習への主体的な姿勢での積極的な参加を期待します。卒業研究を通じて社会人としての実践力を
身につけ、 幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざし、一緒に学んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
パワーポイントやレジュメの内容、報
告の仕方、議論・研究への貢献、研
究計画の内容評価

00

0201010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

参考になる図書、論文、資料については適宜案内いたします。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価、秋の中間報告
会などについて、授業計画の詳細とともに説明します。
さらに３年生（専門演習ⅡＢ）１４回目と１５回目に作成した「研究計画書
案」の確認をします。

事前学修として、３年生（専門演習ⅡＢ）の１４・１５回目に
行った卒論に関する研究計画書を再度確認し、卒業研究
に対する自身の持つイメージについて考えておくこと。（2
時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。また執筆開始できる者から執筆を開始する
（2時間程度）

4時間対面

第2回 「テーマの選定と報告、指導＆執筆（1）」
卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）のテーマについての概要の設
定、報告、指導を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、研究計画書（テーマやリサーチクエスチョ
ン）に基づき、卒業論文をどのような構成に基づき説明す
るかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。また執筆開始できる者から執筆を開始する
（2時間程度）

4時間対面

第3回 「テーマの選定と報告、指導＆執筆（2）」
卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）のテーマについての概要の設
定、報告、指導を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、研究計画書（テーマやリサーチクエスチョ
ン）に基づき、卒業論文をどのような構成に基づき説明す
るかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。また執筆開始できる者から執筆を開始する
（2時間程度）

4時間対面
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第4回 「中間報告会のための卒業論文執筆（１）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第5回 「中間報告会のための卒業論文執筆（２）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第6回 「中間報告会のための卒業論文執筆（３）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第7回 「中間報告会のための卒業論文執筆（４）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第8回 「中間報告会のための卒業論文執筆（５）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第9回 「中間報告会のための卒業論文執筆（6）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第10回 「中間報告会のための卒業論文執筆（7）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第11回 「中間報告会のための卒業論文執筆（8）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第12回 「中間報告会のための卒業論文執筆（9）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第13回 「中間報告会のための卒業論文執筆（10）」
卒業論文（中間報告会のための執筆）の進捗状況について報告、指導
を受ける。他の学生の内容も参考にする。

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておく。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第14回 「中間報告会のための準備（1）」
中間報告会において卒業論文の内容をどのように説明するかの発表ト
レーニング

事前学修として、卒業論文に関する進捗についてどのよう
に報告するかを準備しておくことと、どのように発表するか
を検討しておく（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。執筆内容や必要に応じて研究計画書の是正
も行う（2時間程度）

4時間対面

第15回 「総括」
この授業の総括を行います。

事前学修として、これまでの研究に関して作成した各種資
料等について読み返し、成果と課題について明らかにして
おく。（2時間程度）
事後学修として、これまでに取り組んだ結果を秋学期の展
開にどのようにつなげていくのかについて検討する。（2時
間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究

授業の目的及び概要
この演習では、卒業論文または卒業レポートの完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発表やディスカッションを行ないながら
取り組んでいきます。

学修の到達目標
大学での学修の集大成として卒業論文または卒業レポートを完成させることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行ないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストはありません。適宜、資料を紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　春学期の目標を立てましょう。
事後学修　春学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 発表とディスカッション１ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第3回 発表とディスカッション２ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第4回 発表とディスカッション３ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第5回 発表とディスカッション４ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第6回 発表とディスカッション５ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第7回 発表とディスカッション６ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第8回 発表とディスカッション７ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面
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第9回 発表とディスカッション８ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第10回 発表とディスカッション９ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第11回 発表とディスカッション１０ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第12回 発表とディスカッション１１ 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　卒業論文作成のために参考文献や資料、企
業研究を続けましょう。

4時間対面

第13回 中間報告提出および発表 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第14回 中間報告提出および発表：続き 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第15回 春学期の振り返り。
夏季休業中のTO DO(すべきこと)指示。

事前学修　春学期を振り返ってみましょう。
事後学修　秋学期に向けて計画を立てましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ キャンパス内課題の科学的解決

授業の目的及び概要
「北風と太陽」のイソップ寓話は、人を動かすには、強制的に従わせるパターナリズムよりも自主性に委ねるリバタリズムの方が、効率性（低コスト化）と
有効性（実績）で勝ることを説いている。例えば、八尾駅前には違法駐輪自転車が後をたたないが、もし仮に「駐輪禁止」の表示を「廃棄自転車。ご自由
にお持ち帰り下さい」と書き換えたら、この問題を費用も労力も掛けずに解消できるだろうか。
このような自主的な行動を促し社会を向上させる「ナッジ（nudge）理論」を開発した行動経済学者のセイラー（Richard H. Thaler）に、2017年にノーベル経
済学賞が授与され、この理論の応用がアメリカの企業を中心に世界に広まった。最近、バナナマンを起用した住友生命の保険商品のテレビCMを見た
人もいるだろう。本演習では、「キャンパス内の科学的な課題解決」を研究テーマとし、行動経済学理論に基づく事業計画を立案する。効果検証の実験
結果をデータ解析しながら、卒業までに快適な大学環境の改善実績を残す。なお、事業対象は学内課題に限り、予算も事前の支援体制もないが、実現
可能性が高く優れた企画であれば認める。

①森本紘文君(2004卒)「金融工学学習のためのクラブ「財テク研究会」設立」
➁大和望さん等（2010卒）「経法大生をおしゃれにするプロジェクト」
➂秋月晃輔君等（2015卒）「キャンパス・レストランの満足度改善の提案」
➃奴田原広樹君等(2019演習ⅠB)「スクールバスの待ち行列解消に関する研究」
➄BLP（2019年）「大学図書館利用調査に基づく読書愛好家のペルソナ像分析」

学修の到達目標
1．行動経済学の理論を理解して企業戦略に応用することができる。
2．不利な境遇でも自責化し活路を拓ける。
3．教員の授業科目で学んだデータ解析スキルを用いて、事業計画の見直しができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
ゼミ報告について、コメントし、補足説明を加えてフィードバックする。
グループ・プロジェクトの企画については、事前に問題点の指摘し（ダメ出し）、フィードバックする。
学外に投稿するレポートについては、進捗が早いグループに対して、コメントし指導する。
アクティブ・ラーニングの取組み

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

1．３人単位でチームを編成し、チーム間での連携を図って下さい。
2．指導教員の『ビジネス統計学Ⅰ』、『ビジネス統計学Ⅱ』、『マーケティング・リサーチ』を履修して下さい。
3．プロジェクトの成果を、学術的なレポートにまとめて、日経新聞社の「中学生。高校生・大学生のための株式投資学習コンテスト」、NTTデータ数理シ
ステムの「学生研究奨励賞コンテスト」等に投稿してもらう予定です。
4．上記の口頭報告の場として、全チームが、学内の「学生研究発表大会」に参加参加します。

【成績評価詳細】
授業への積極的な参加度・取組み(15%) 質疑応答、コメント
授業期間中の小テスト、レポート課題等(15％)：研究計画書
成果発表（口頭・実技(30%)）：テーマに関する先行研究を２回報告
定期試験・レポート試験（30%）：5000字レポート
その他(10%)；進路実現への取組み

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
その他(10%)；進路実現への取組み

030

0301515

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

『行動経済学入門』筒井義郎ほか東洋経済新報社、2400円＋税　（3年次に購入済み）

参考書

①大竹文雄『行動経済学の使い方』岩波文庫（赤）、2019年、920円（税込み）
②『失敗しない商品企画教えます』神田範明・小久保雄介、日科技連、2019年、I3000円＋税

『大阪経済法科大学　深瀬澄研究室　2021年度門下生卒業研究論集』（ゼミ室内で閲覧
『大阪経済法科大学　深瀬澄研究室　2020年度門下生卒業研究論集』（ゼミ室内で閲覧）
『大阪経済法科大学　深瀬澄研究室　2019年度門下生卒業研究論集』（ゼミ室内で閲覧）
『大阪経済法科大学　深瀬澄研究室　2018年度門下生卒業研究論集』（ゼミ室内で閲覧）
『大阪経済法科大学　深瀬澄研究室　2017年度門下生卒業研究論集』（ゼミ室内で閲覧）
『大阪経済法科大学　深瀬澄研究室　2016年度門下生卒業研究論集』（ゼミ室内で閲覧）

SBN978-4-492-31497-5

①ISBN：978-4-00-431795-1
②SBN978-4-8171-9667-5

ISBN

ISBN
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授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 卒業研究のテーマの絞り込み結果の報告
グループ報告

春休み中に、グループワークでテーマを絞り込んでおく。
指摘事項を参考に改善

4時間対面

第2回 進路面談1
自己PR、ガクチカ

個人でESを作成
指摘を参考に改善

4時間対面

第3回 進路面談2
企業研究と自己PR①（8人）

個人でESを作成
指摘を参考に改善

4時間対面

第4回 進路面談3
企業研究と自己PR②（8人）

個人でESを作成
指摘を参考に改善

4時間対面

第5回 卒業論文の書き方 研究計画書の更新 4時間オンデマンド

第6回 卒業研究の概要報告 グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第7回 研究テーマの現状と課題、リサーチクエスチョン
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第8回 先行研究のリストアップ
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第9回 先行研究の概要報告①
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第10回 先行研究の概要報告②
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第11回 先行研究の概要報告③
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第12回 テーマに関連する理論と分析手法①
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第13回 テーマに関連する理論と分析手法②
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第14回 研究計画書の報告①
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面

第15回 研究計画書の報告②
グループ報告

グループワークでまとめる
指摘を参考に改善

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4徳丸　義也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究課題を設定し卒業研究に取組む

授業の目的及び概要
卒業研究Aでは、卒業研究での卒業論文の完成に向けて、テーマや研究課題を設定する研究計画書の作成を目指します。先輩学生の卒業論文を参
考にするとともに、専門演習Ⅱでレポートにまとめた経営学の専門分野であるマーケティング論を中心に先行研究のレビューを中心に学修を進めていき
ます。さらに、自らの研究テーマの絞り込みを進めながら事例企業等の調査研究を進め卒業論文に結びつけていきます。卒業論文の作成を通じて経営
学の専門知識・能力の高度化を図り、就業力の育成に資する科目です。

学修の到達目標
自らの関心や問題意識を研究課題として設定することができる。
自ら調査・検討したことを理論的、実証的に分析することができる。
研究成果を卒業論文にまとめることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートおよびプレゼンテーション、卒業研究についての講評および指導を行ないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学
習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での学修の集大成としての卒業研究です。記憶に残る、記録に残る研究成果を残してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価について説明しま
す。
なお、授業計画の順序は研究計画の進捗状況によって変更することが
あります。

事前にシラバスを読んで授業の目的を考えておくこと。
授業後は、授業の目的についてふりかえること。

4時間対面

第2回 卒業研究のテーマの設定と進め方の検討
研究計画書の作成手順についての検討①

事前に卒業研究のテーマの設定について検討しておくこ
と。
授業後は、卒業研究のテーマの設定についてふりかえる
こと。

4時間対面

第3回 卒業研究のテーマの設定と進め方の検討
研究計画書の作成手順についての検討①

事前に卒業研究のテーマの設定について検討しておくこ
と。
授業後は、卒業研究のテーマの設定についてふりかえる
こと。

4時間対面

第4回 卒業研究のテーマの設定と進め方の検討
先輩学生の卒業論文から学ぶ①

事前に先輩学生の卒業論文を読んでおくこと。
授業後は、先輩学生の卒業論文についてふりかえること。

4時間対面

第5回 卒業研究のテーマの設定と進め方の検討
動画教材にもとづくレポートの作成
次々回の授業までに提出

事前に動画教材先を読んでおくこと。
授業後は、動画教材についてレポートを作成。

4時間オンデマンド

第6回 卒業研究計画書の作成準備
先行研究のレビュー①

事前に先行研究について調べておくこと。
授業後は、先行研究についてふりかえること。

4時間対面

第7回 卒業研究計画書の作成準備
先行研究のレビュー②

事前に先行研究について調べておくこと。
授業後は、先行研究についてふりかえること。

4時間対面

第8回 卒業研究計画書の作成準備
先行研究のレビュー③

事前に先行研究について調べておくこと。
授業後は、先行研究についてふりかえること。

4時間対面
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第9回 卒業研究計画書の作成準備
事例企業等の調査研究①

事前に事例企業等について調べておくこと。
授業後は、事例企業等についてふりかえること。

4時間対面

第10回 卒業研究計画書の作成準備
事例企業等の調査研究②

事前に事例企業等について調べておくこと。
授業後は、事例企業等についてふりかえること。

4時間対面

第11回 卒業研究計画書の作成準備
事例企業等の調査研究②

事前に事例企業等について調べておくこと。
授業後は、事例企業等についてふりかえること。

4時間対面

第12回 卒業研究計画書の作成と報告①
プレゼンテーション

事前に卒業研究計画書について検討しておくこと。
授業後は、卒業研究計画書についてふりかえること。

4時間対面

第13回 卒業研究計画書の作成と報告②
プレゼンテーション

事前に卒業研究計画書について検討しておくこと。
授業後は、卒業研究計画書についてふりかえること。

4時間対面

第14回 卒業研究計画書の作成と報告②
プレゼンテーション

事前に卒業研究計画書について検討しておくこと。
授業後は、卒業研究計画書についてふりかえること。

4時間対面

第15回 これまでの研究計画の総括 事前に卒業研究計画書について検討しておくこと。
授業後は、卒業研究計画書についてふりかえること。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業論文作成

授業の目的及び概要
卒業研究Aでは、卒業研究Bでの卒業研究の完成に向けて、テーマを設定し、研究計画を立て、データや参考文献の収集などの準備を行う。
また、個人発表では研究内容をまとめて伝えるスキルを身につけることを目的とする。

学修の到達目標
・経営学の視点から卒業研究テーマを設定する（研究のリサーチ・クエスチョンは何か）。
・研究計画書を作成する。
・参考文献から必要な知識を習得し、学問の到達点を知る。
・データや資料の調査や分析を自ら行う。
・論文の執筆要領を習得する。
・卒業研究の骨子を作成し、報告・発表する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
途中段階で進捗状況等の確認を行い、卒業研究の作成の指導を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文を着実に作成することが唯一の演習の目標です。各自の研究テーマに意欲的に取り組むこと。特に大学院進学を希望している方は、充実した
論文の作成に努力すること。また、他のゼミ生の発表やそれに対する教員の講評・指摘についても、関心を持って聞いておくこと。他のゼミ生の報告に
対する指摘事項が自分の研究にも当てはまる場合は、必ずそれらを踏まえ修正しておくこと。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

リサーチ・マインド 経営学研究法，藤本隆宏・新宅純二郎・粕谷誠・高橋伸夫・阿部誠，有斐閣，2005年

なし

9784641122383

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
本演習の進め方、成績評価等の説明を行う。また、専門演習ⅡBで提
出した個人研究レポートについて、講評する。

【予習】専門演習ⅡBで提出した個人研究レポートを確認
し、卒業論文作成に向けて、どのように作業を進めていく
のかを考える。
【復習】演習でのレポートの講評を踏まえ、今後の論文作
成に向けて、具体的に作業スケジュール等を検討する。

4時間対面

第2回 日本的雇用慣行、日本的働き方の仕組みについて、学修する。 【予習】日本的雇用慣行、大部屋主義、メンバーシップ型
雇用等について調べておく。
【復習】演習での内容を思い出し、配付資料を読んで理解
する。

4時間オンデマンド

第3回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第4回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第5回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第6回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面
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第7回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第8回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第9回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第10回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第11回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第12回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第13回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第14回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第15回 【本演習の総括】
卒業研究計画書について発表し、まとめを行う。

【予習】卒業研究計画書についてまとめたものを事前に準
備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、研究計画書の修正等を
行う。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究テーマを明確にして卒業研究に取り組む。

授業の目的及び概要
卒業研究Ａでは、研究テーマに関する先行論文・著書を収集し、個人報告と意見交換を重ねながら、卒業論文を完成させることが目的です。4年間にわ
たる勉学の集大成として、情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
・経営学の視点から卒業研究テーマを設定できる
・研究計画書を作成できる
・参考文献から必要な知識を習得できる
・データや資料の調査や分析ができる
・論文の執筆要領を習得できる
・卒業研究の骨子を作成し、報告・発表できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人報告については、講評とアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での集大成となる卒業研究を完成させることが本演習科目の最終目標です。
各自の研究テーマにしっかり取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
報告資料の内容、報告の仕方と内
容、意見交換への貢献、研究計画の
内容を総合的に評価

００

０0040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布します。

参考書

よくわかる卒論の書き方　第２版　白井利明　高橋一郎　ミネルヴァ書房

ー

978-4-623-06572-1

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の概要及び到達目標、成績評価の方法等についてガイダンスを行
います。

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流れを
つかんでおいてください。
【事後学修】卒業論文を書くための研究計画について考え
てください。

4時間対面

第2回 卒業論文を作成するためのガイダンスを行います。 【事前学修】配布資料を事前に読んでおいてください。
【事後学修】配布資料を読み直し、ポイントを整理してくだ
さい。

4時間オンデマンド

第3回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出
し、それを報告した後、意見交換を行います。これらを踏
まえて研究計画を立てていきます。

4時間対面

第4回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面

第5回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面
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第6回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面

第7回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

4時間対面

第8回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第9回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第10回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第11回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第12回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第13回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第14回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

4時間対面

第15回 【本演習の総括】
卒業研究計画書について発表し、まとめを行う。

【事前学修】これまでの研究報告の内容および作成した報
告資料を読み直しておいてください。
【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を、今後
の研究の展開にどのようにつなげていくのかについて検
討してください。

4時間対面

－448－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究：計画と準備と執筆

授業の目的及び概要
卒業研究Aでは、卒業研究Bでの卒業研究完成に向けて、テーマを設定し、研究計画を立て、データや参考文献の収集、卒論の執筆方法など、秋学期
スタート時の中間発表に向けて具体的に執筆の指導を行う。また、個人発表では研究内容を論理的にまとめて伝えるスキルを身に着けることを目的と
する。

学修の到達目標
・マーケティング戦略分析、BtoBマーケティング、営業サイエンスの視点から卒論テーマを設定する（研究のリサーチクエスッチョンは何か）
・研究計画書を早期に完成させることができる
・先行研究、参考文献から必要な情報・知識が習得できる
・データや資料の調査や分析を行うことができる
・論文の執筆要領を習得することができる
・卒業研究の骨子を作成し、報告・発表できる段階に到達することができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
卒業研究計画書については、適宜チェックして返却するとともに、なるべくゼミ生全員で共有したいと思います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での集大成となる卒業研究を完成させることが本演習科目の最終目標である。各自の研究テーマにしっかり計画的に取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

100
研究計画書に基づいた論文タイトル、
概要、章立て（シナリオ）が明確になっ
ている状態で中間発表をする。

00

0０00

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

特に指定しません。

参考書

授業中に適宜提示します。

特になし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、研究計画の立て方などに
ついて、授業計画の詳細とともに説明します。

ガイダンスの説明内容について復習する 2時間対面

第2回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第3回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第4回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面
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第5回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第6回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第7回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第8回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第9回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第10回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第11回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第12回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第13回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第14回 「卒業研究完成に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッショ
ン」
研究テーマ設定方法（課題や調査方法）について学びます。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

4時間対面

第15回 「卒業研究に向けて個人研究テーマの設定・発表とディスカッション」
卒業研究の50%完成を目指す。

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4津田　博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究課題を設定し卒業研究に取り組む

授業の目的及び概要
演習ⅢAでは、演習ⅢBでの卒業論文の完成に向けて、卒業論文のテーマを明確にするための情報の収集や文献の検索を行います。さらに、自ら設定
したテーマに基づき調査分析を計画し、実行します。またこの授業で卒業論文を書くことにより、論理構成力を身につけることを目的とします。卒業論文
の作成を通じて経営学やICTの専門知識・能力の高度化を図り、幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざし社会人として
の基礎や実践力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
自らの関心や問題意識を研究課題として設定することができる。
自ら調査分析を計画し、実行することができる。
研究成果を卒業レポートや卒業論文にまとめることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
演習内の報告、プレゼンテーション資料や研究課題については、適宜演習内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目で
は、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

自分で情報を集め、考え、建設的な議論を行う等演習への主体的な姿勢での積極的な参加を期待します。卒業研究を通じて社会人としての実践力を
身につけ、 幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
研究計画書及び卒業論文の中間発
表の内容評価00

020030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。配布資料を用いて授業を行います。

参考書

参考になる図書、論文、資料については随時案内いたします。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについて、授
業計画の詳細とともに説明します。

事前学修として、卒業研究の対象をどのようなものにする
か等卒業研究に対する自身の持つイメージについて考え
ておくこと。（2時間程度）
事後学修として、卒業研究活動に自身がどのように取り
組むことができるかについて、自身で考えまとめておき、
次回以降の授業や課外で実践できるようにする。（2時間
程度）

4時間対面

第2回 「テーマの選定と報告、指導（1）」
卒業論文のテーマについての概要の設定、報告、指導を受ける。他の
学生の内容も参考にする。

事前学修として、各自のテーマ選定に係る資料の収集、
整理に取り組み、研究テーマの選定に役立てられるよう
資料作成する。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。（2時間程度）

4時間対面

第3回 「テーマの選定と報告、指導（2）」
卒業論文のテーマについての概要の設定、報告、指導を受ける。他の
学生の内容も参考にする。

事前学修として、各自のテーマ選定に係る資料の収集、
整理に取り組み、研究テーマの選定に役立てられるよう
資料作成する。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。（2時間程度）

4時間対面

第4回 「テーマの選定と報告、指導（3）」
卒業論文のテーマについての概要の設定、報告、指導を受ける。他の
学生の内容も参考にする。

事前学修として、各自のテーマ選定に係る資料の収集、
整理に取り組み、研究テーマの選定に役立てられるよう
資料作成する。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定内容と各資料とを整理
し復習する。（2時間程度）

4時間対面
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第5回 「研究計画の作成と報告、指導（1）」
卒業論文のテーマの選定をもとに、問題意識、課題設定、章別編成、
予想される結論、主要参考文献リストに関する方向性を見出すことがで
きるように、研究計画の作成、報告、指導を受ける。他の学生の内容も
参考にする。

事前学修として、各自の研究計画の作成に係る資料の収
集、整理に取り組み、研究テーマにむけて役立てられるよ
うにする。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定、研究計画の内容と各
資料とを整理し復習する。（2時間程度）

4時間対面

第6回 「研究計画の作成と報告、指導（2）」
卒業論文のテーマの選定をもとに、問題意識、課題設定、章別編成、
予想される結論、主要参考文献リストに関する方向性を見出すことがで
きるように、研究計画の作成、報告、指導を受ける。他の学生の内容も
参考にする。

事前学修として、各自の研究計画の作成に係る資料の収
集、整理に取り組み、研究テーマにむけて役立てられるよ
うにする。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定、研究計画の内容と各
資料とを整理し復習する。（2時間程度）

4時間対面

第7回 「研究計画の作成と報告、指導（3）」
卒業論文のテーマの選定をもとに、問題意識、課題設定、章別編成、
予想される結論、主要参考文献リストに関する方向性を見出すことがで
きるように、研究計画の作成、報告、指導を受ける。他の学生の内容も
参考にする。

事前学修として、各自の研究計画の作成に係る資料の収
集、整理に取り組み、研究テーマにむけて役立てられるよ
うにする。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定、研究計画の内容と各
資料とを整理し復習する。（2時間程度）

4時間対面

第8回 「研究計画の作成と報告、指導（4）」
卒業論文のテーマの選定をもとに、問題意識、課題設定、章別編成、
予想される結論、主要参考文献リストに関する方向性を見出すことがで
きるように、研究計画の作成、報告、指導を受ける。他の学生の内容も
参考にする。

事前学修として、各自の研究計画の作成に係る資料の収
集、整理に取り組み、研究テーマにむけて役立てられるよ
うにする。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表やディスカッション、説明の
内容をもとに各自のテーマの選定、研究計画の内容と各
資料とを整理し復習する。（2時間程度）

4時間対面

第9回 「卒業論文の作成（1）」
研究計画書に基づき卒業論文を作成する。問題意識、課題設定、章別
編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の卒業研究内
容も参考にする。

事前学修は、各自卒業論文執筆に向けた準備（論文サー
ベイ、レジュメ作成等）をする（2時間程度）。
事後学修は、今回のディスカッションに基づいて、卒業論
文執筆に向けた準備を進める（2時間程度）。

4時間対面

第10回 「卒業論文の作成（2）」
研究計画書に基づき卒業論文を作成する。問題意識、課題設定、章別
編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の卒業研究内
容も参考にする。

事前学修は、各自卒業論文執筆に向けた準備（論文サー
ベイ、レジュメ作成等）をする（2時間程度）。
事後学修は、今回のディスカッションに基づいて、卒業論
文執筆に向けた準備を進める（2時間程度）。

4時間対面

第11回 「卒業論文の作成（3）」
研究計画書に基づき卒業論文を作成する。問題意識、課題設定、章別
編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の卒業研究内
容も参考にする。

事前学修は、各自卒業論文執筆に向けた準備（論文サー
ベイ、レジュメ作成等）をする（2時間程度）。
事後学修は、今回のディスカッションに基づいて、卒業論
文執筆に向けた準備を進める（2時間程度）。

4時間対面

第12回 「卒業論文の作成（4）」
研究計画書に基づき卒業論文を作成する。問題意識、課題設定、章別
編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の卒業研究内
容も参考にする。

事前学修は、各自卒業論文執筆に向けた準備（論文サー
ベイ、レジュメ作成等）をする（2時間程度）。
事後学修は、今回のディスカッションに基づいて、卒業論
文執筆に向けた準備を進める（2時間程度）。

4時間対面

第13回 「卒業論文の作成（5）」
研究計画書に基づき卒業論文を作成する。問題意識、課題設定、章別
編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の卒業研究内
容も参考にする。

事前学修は、各自卒業論文執筆に向けた準備（論文サー
ベイ、レジュメ作成等）をする（2時間程度）。
事後学修は、今回のディスカッションに基づいて、卒業論
文執筆に向けた準備を進める（2時間程度）。

4時間対面

第14回 「卒業論文の中間発表」
卒業論文の中間発表を行う。問題意識、課題設定、章別編成、予想さ
れる結論、主要参考文献リスト等他の学生の中間発表も参考にする。

事前学修は、各自卒業論文中間発表に向けた準備（論文
サーベイ、レジュメ作成等）をする（2時間程度）。
事後学修は、今回の中間発表の評価コメントに基づいて、
卒業論文の改善計画を作成する（2時間程度）。

4時間対面

第15回 「総括」
この授業の総括を行います。

事前学修として、これまでの研究に関して作成した各種資
料等について読み返し、成果と課題について明らかにして
おく。（2時間程度）
事後学修として、これまでの卒業研究に取り組んだ結果を
今後の研究の展開にどのようにつなげていくのかについ
て検討する。（2時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4引地　夏奈子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究テーマを明確にして卒業研究に取り組む。

授業の目的及び概要
卒業研究Ａでは、研究テーマに関する先行論文・著書を収集し、個人報告と意見交換を重ねながら、卒業論文を完成させることが目的です。4年間にわ
たる勉学の集大成として、情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
・研究テーマに関する基礎的および専門的知識を身につけることができる。
・情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人報告については、講評とアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学4年間の集大成です。今まで以上に主体的・積極的に個人報告と意見交換に取り組むことを期待します。
悔いの残らない1年にしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
PowerPointなど報告資料の内容、報
告の仕方と内容、意見交換への貢
献、研究計画の内容を総合的に評価

00

04000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。

参考書

各自の研究テーマに応じて、適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要及び到達目標、成績評価の方法等についてガイダンスを行
います。

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流れを
つかんでおいてください。
【事後学修】卒業論文を書くための研究計画について考え
てください。

4時間対面

第2回 卒業論文を作成するためのガイダンスを行います。 【事前学修】配布資料を事前に読んでおいてください。
【事後学修】配布資料を読み直し、ポイントを整理してくだ
さい。

6時間対面

第3回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

6時間対面

第4回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

6時間対面

第5回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

6時間対面
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第6回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

6時間対面

第7回 【研究テーマと研究計画】
研究テーマがもっている課題、問題点、争点などを洗い出し、それを報
告した後、意見交換を行います。これらを踏まえて研究計画を立ててい
きます。

【事前学修】各自の研究テーマがもっている課題、問題
点、争点などを洗い出し、それを報告するための準備（先
行論文・著書の収集、報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の報告と意見交換を踏まえて、研究計画

6時間対面

第8回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

6時間対面

第9回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

6時間対面

第10回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

6時間対面

第11回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

6時間対面

第12回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

6時間対面

第13回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

6時間対面

第14回 【個人報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究の進捗状況を報告し、意見交換を行い
ます。

【事前学修】各自の研究計画に基づいて、報告の内容を
整理し、報告の準備（先行論文・著書の収集、報告資料の
作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直してください。

6時間対面

第15回 春学期の総括を行います。 【事前学修】これまでの研究報告の内容および作成した報
告資料を読み直しておいてください。
【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を、今後
の研究の展開にどのようにつなげていくのかについて検
討してください。

6時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業論文執筆のための基礎づくり

授業の目的及び概要
本演習は、企画マーケティングコースに該当します。本演習は、流通、マーケティングに関する研究テーマを自ら設定し、論文著書などの先行研究の収
集、研究テーマに関する調査を実施し、個人報告と意見交換を行うことにより、卒業論文執筆のための基礎を作ることが目的です。個人報告では、自分
で調査した内容や自分の考えを他者にわかりやすく伝える力（コミュニケーション能力）を中心に身につけることができるようにしていきます。

学修の到達目標
1．研究テーマを設定することができる
2．研究テーマに関する基礎的、専門的知識を身につけることができる
3．研究テーマについて調査した内容をまとめ、他者にわかりやすく伝えることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文は、大学で自身が取り組んできた学修の集大成です。各自、設定した研究テーマにしっかりと取り組むことを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

００0

０303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません

参考書

研究テーマに応じて、適宜紹介します

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　授業の概要、到達目標、成績評価の方法等について説明します。

事前：シラバスを読んでください。
事後：ガイダンスでの説明内容を復習するとともに研究
テーマを考えてください。

4時間対面

第2回 研究テーマの設定
　設定した研究テーマについて報告した後、意見交換してもらいます。

事前学習：研究テーマを設定し、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：意見交換を踏まえて研究テーマを振り返り、研
究計画を立ててください。

4時間対面

第3回 研究テーマの設定
　研究課題について報告した後、意見交換を行います。

事前学習：意見交換を踏まえたうえで、研究テーマと研究
課題をまとめ、報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：意見交換を踏まえて研究課題を振り返り、研究
計画を立ててください。

4時間対面

第4回 先行研究の収集
　研究テーマに関連する先行研究（論文、著書など）を収集し、その内
容を報告後、意見交換を行います。

事前：収集した先行研究の内容をまとめ、報告準備（資料
作成）をしてください。
事後：意見交換を踏まえて報告内容の振り返りをしてくだ
さい。

4時間対面

第5回 先行研究の収集
　研究テーマに関連する先行研究（論文、著書など）を収集し、その内
容を報告後、意見交換を行います。

事前：収集した先行研究の内容をまとめ、報告準備（資料
作成）をしてください。
事後：意見交換を踏まえて報告内容の振り返りをしてくだ
さい。

4時間対面

第6回 先行研究の収集
　研究テーマに関連する先行研究（論文、著書など）を収集し、その内
容を報告後、意見交換を行います。

事前：収集した先行研究の内容をまとめ、報告準備（資料
作成）をしてください。
事後：意見交換を踏まえて報告内容の振り返りをしてくだ
さい。

4時間対面
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第7回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第8回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第9回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第10回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第11回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第12回 調査の実施
　研究テーマについて調査した内容を報告後、意見交換を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第13回 報告会
　これまでの調査内容を報告した後、意見交換を行います。

事前学習：これまでの調査内容を整理した資料を作成し、
報告準備をしてください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第14回 報告会
　これまでの調査内容を報告した後、意見交換を行います。

事前学習：これまでの調査内容を整理した資料を作成し、
報告準備をしてください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第15回 春学期のまとめ
　春学期のまとめを行います。

事前学習：これまでの研究内容を踏まえたうえで、今後の
研究計画を整理してください。
事後学習：秋学期に向け今後の研究計画を検討してくだ
さい。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4八井田　收

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究：計画と準備

授業の目的及び概要
経営学部の人材養成理念・目的に基づき、「経営学を中心とする幅広い専門知識と多様な応用能力を修得し、技術革新やグローバル化の進展によっ
て産業や社会システムが変化する中で、実践的な課題解決力を備え、現代ビジネスの諸課題に主体的・創造的に対応できる人材の育成を目指しま
す。
卒業研究Aでは、卒業研究Bでの卒業研究の完成に向けて、テーマを設定し、研究計画を立て、データや参考文献の収集などの準備などの指導を行い
ます。また、個人発表では研究内容をまとめて伝えるスキルを身につけることを目的とします。

学修の到達目標
以下の内容を到達目標とします。
・経営学の視点から卒業研究テーマを設定する（研究のリサーチ・クエスチョンは何か）。
・研究計画書を作成する。
・参考文献から必要な知識を習得する。
・データや資料の調査や分析を自ら行う。
・論文の執筆要領を習得する。
・卒業研究の骨子を作成し、報告・発表する。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
途中段階で内容の確認を行い、卒業研究計画の完成に向けた指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、海外との国際ビジネスや取引契約から交渉、さらには税関との対応といった貿易実務
およびマネジメント経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かし、貿易論における理論だけでなく現場の経験や知見を授業の中で提供す
る。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での集大成となる卒業研究を完成させることが本演習科目の最終目標です。各自の研究テーマにしっかり取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０
０

００

０70０30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布します）

参考書

リサーチ・マインド 経営学研究法、藤本隆宏・他、 有斐閣アルマ、2005年、

なし

978-4641122383

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
・本演習の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行う。
・卒業研究について準備や進め方について説明する。

ガイダンスの説明内容について復習する。 4時間対面

第2回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・「研究計画書」「卒業論文作成の手引き」について、解説する。
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第3回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面
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第4回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第5回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第6回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第7回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第8回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・教材を使ってオンデマンド授業を行う。（教材は別途指示する）
・オンデマンド授業後にレポートを課す。

・オンデマンド授業の目的を理解し、授業に臨むこと
・授業後は、授業内容を振り返って、重要な内容を復習し
ておくこと

4時間オンデマンド

第9回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第10回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第11回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第12回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究計画書の内容についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第13回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、問題提起（リサーチクエスチョン）や文献調査などについて、卒
業研究計画書の報告を行う。
・卒業研究計画書を踏まえて、卒業論文作成に向けて参考文献などの
準備の指導を行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第14回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、問題提起（リサーチクエスチョン）や文献調査などについて、卒
業研究計画書の報告を行う。
・卒業研究計画書を踏まえて、卒業論文作成に向けて参考文献などの
準備の指導を行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第15回 【本演習の総括】
・卒業研究計画書を踏まえて、卒業論文作成に向けて参考文献などの
準備の指導を行う。

・卒業研究計画書と進捗状況について復習する。
・足りないところは、計画を立て、追加調査・分析を行う。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究：計画と準備

授業の目的及び概要
卒業研究Aでは、卒業研究Bでの卒業研究の完成に向けて、テーマを設定し、研究計画を立て、データや参考文献の収集などの準備などの指導を行い
ます。
また、個人発表では研究内容をまとめて伝えるスキルを身につけることを目的とします。

学修の到達目標
・経営学の視点から卒業研究テーマを設定する（研究のリサーチ・クエスチョンは何か）
・研究計画書を作成する
・参考文献から必要な知識を習得する
・データや資料の調査や分析を自ら行う
・論文の執筆要領を習得する
・卒業研究の骨子を作成し、報告・発表する

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
途中段階で内容の確認を行い、卒業研究計画の完成に向けた指導を行います

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での集大成となる卒業研究を完成させることが本演習科目の最終目標です。各自の研究テーマにしっかり取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

007030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布します）

参考書

大橋 昭一 (監修), 深山 明 , 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, 吉田 和夫 編集 『最新 基本経営学用語辞典』同文舘
出版、2015年、

なし

978-4495357166

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
本演習の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行う。

ガイダンスの説明内容について復習する。 4時間対面

第2回 【卒業論文の書式と形式の確認と説明】
卒業論文に求められる形式と書式、構成の説明を行います。
※オンデマンドで実施します。論文作成時に不安があれば、この回の動
画を何度も確認するようにしてください。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間オンデマンド

第3回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第4回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面
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第5回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第6回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第7回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第8回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第9回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第10回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第11回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第12回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第13回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第14回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第15回 【本演習の総括】
卒業研究計画書について発表し、まとめを行う。

・卒業研究計画書と進捗状況について復習する。
・足りないところは、計画を立て、追加調査・分析を行う。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究テーマに基づき卒業研究に取り組む。

授業の目的及び概要
卒業研究Aでは、演習ⅡBで設定した研究テーマに基づき卒業研究Bでの卒業論文の完成に向けて、情報の収集や文献の検索、先行研究のレビューを
行い、卒論での「問い」明確にします。その後問いを解くための「研究目的」を明らかにすることで、章立ての道筋を作り、研究計画書にまとめます。卒論
を作成する目的は、大学での学修の総まとめであるとともに、就職後に必要となる論理的な思考能力と文書作成能力を培うものです。また資料収集や
先行研究のリサーチなどでつけるIT活用能力も企業で役立つスキルです。卒業論文の作成を通じて経営学の専門知識・能力の高度化を図り、幅広い
視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざし社会人としての基礎や実践力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
・研究テーマに関する基礎的および専門的知識を文書化することができる。
・情報収集力、読解力、論理的思考力、IT活用能力を使って研究に必要なデータ、情報などを適切に見つけ出し文書化することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人報告については、講評とアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学学修の総まとめである卒業論文をつくることが本演習の目的です。ハードルは高いですが、一歩一歩地道な学修を重ねて、ぜひ完成させましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
期末までに作成できた論文の内容

００

０００50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。

参考書

参考になる図書、論文、資料については随時案内します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
授業の目的、到達目標、成績評価の方法などについて説明します。

【事前学修】
シラバスを読んで演習の進め方を理解しておいてくださ
い。
【事後学修】
卒論を書くための研究の「問い」、「目的」を考えてくださ
い。

4時間対面

第2回 「研究テーマと研究計画」
各自研究テーマの「問い」、「目的」などを洗い出し
先行研究との比較で内容の議論を行う。

【事前学修】
卒論を書くための研究の「問い」、「目的」を考えてくださ
い。
【事後学修】
授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深めて
ください。

4時間対面

第3回 「研究テーマと研究計画」
各自研究テーマの「問い」、「目的」などを洗い出し
先行研究との比較で内容の議論を行う。

【事前学修】
授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてくださ
い。
【事後学修】
授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深めて
ください。

4時間対面

第4回 「研究テーマと研究計画」
各自研究テーマの「問い」、「目的」などを洗い出し
先行研究との比較で内容の議論を行う。

【事前学修】
授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてくださ
い。
【事後学修】
授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深めて
ください。

4時間対面
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第5回 「研究テーマと研究計画」
各自研究テーマの「問い」、「目的」などを洗い出し
先行研究との比較で内容の議論を行う。

【事前学修】
授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてくださ
い。
【事後学修】
授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深めて
ください。

4時間対面

第6回 「研究テーマと研究計画」
各自研究テーマの「問い」、「目的」などを洗い出し
先行研究との比較で内容の議論を行う。

【事前学修】
授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてくださ
い。
【事後学修】
授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深めて
ください。

4時間対面

第7回 「研究テーマと研究計画」
各自研究テーマの「問い」、「目的」などを洗い出し
先行研究との比較で内容の議論を行う。

【事前学修】
授業中に議論した内容で情報の収集と整理をしてくださ
い。
【事後学修】
授業中に議論した内容で研究の「問い」、「目的」を深めて
ください。

4時間対面

第8回 「個人別報告」
作成した研究テーマの「問い」、「目的」に対して
論文の章立て、各章の概要を報告し、意見交換する。

【事前学修】
研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深めていく
ための情報収集、内容執筆をすすめ
授業での意見交換に備える。
【事後学修】
授業内で意見交換した内容を反映させてください。

4時間対面

第9回 「個人別報告」
作成した研究テーマの「問い」、「目的」に対して
論文の章立て、各章の概要を報告し、意見交換する。

【事前学修】
研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深めていく
ための情報収集、内容執筆をすすめ
授業での意見交換に備える。
【事後学修】
授業内で意見交換した内容を反映させてください。

4時間対面

第10回 「個人別報告」
作成した研究テーマの「問い」、「目的」に対して
論文の章立て、各章の概要を報告し、意見交換する。

【事前学修】
研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深めていく
ための情報収集、内容執筆をすすめ
授業での意見交換に備える。
【事後学修】
授業内で意見交換した内容を反映させてください。

4時間対面

第11回 「個人別報告」
作成した研究テーマの「問い」、「目的」に対して
論文の章立て、各章の概要を報告し、意見交換する。

【事前学修】
研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深めていく
ための情報収集、内容執筆をすすめ
授業での意見交換に備える。
【事後学修】
授業内で意見交換した内容を反映させてください。

4時間対面

第12回 「個人別報告」
作成した研究テーマの「問い」、「目的」に対して
論文の章立て、各章の概要を報告し、意見交換する。

【事前学修】
研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深めていく
ための情報収集、内容執筆をすすめ
授業での意見交換に備える。
【事後学修】
授業内で意見交換した内容を反映させてください。

4時間対面

第13回 「個人別報告」
作成した研究テーマの「問い」、「目的」に対して
論文の章立て、各章の概要を報告し、意見交換する。

【事前学修】
研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深めていく
ための情報収集、内容執筆をすすめ
授業での意見交換に備える。
【事後学修】
授業内で意見交換した内容を反映させてください。

4時間対面

第14回 「個人別報告」
作成した研究テーマの「問い」、「目的」に対して
論文の章立て、各章の概要を深め研究テーマに反映させる。

【事前学修】
研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深めていく
ための情報収集、内容執筆をすすめる。
【事後学修】
研究テーマの「問い」、「目的」に対して、内容を深めていく
ための情報収集、内容執筆をすすめる。

4時間オンデマンド

第15回 「総括」
この授業の総括を行います。

【事前学修】
これまで作成してきた論文内容を振り返り、整理してくださ
い。
【事後学修】
授業内で意見交換した内容を論文に反映させて、卒業研
究Bに向けて備えてください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4島本　克彦

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究テーマを明確にして卒業研究に取り組む。

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは、卒業研究Aでの研究計画書に基づき、個人報告と意見交換を行いながら、卒業論文を完成させることが目的です。4年間にわたる学修
の集大成として、情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション力が身につくように指導します。

学修の到達目標
・研究テーマに関する基礎的知識および専門的知識を身につけることができる。
・情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション力を身につけることができる。
・研究成果を卒業論文にまとめることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人報告については、講評とアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

・主体的・積極的に個人報告と意見交換に取り組むことを期待します。
・意欲的に卒業論文の作成に取り組むことを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
報告資料の内容、報告の内容と仕
方、意見交換への貢献を総合的に評
価します。

00

00040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。

参考書

各自の研究テーマに応じて、適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要及び到達目標、成績評価の方法、10月をめどに卒業論文
にまとめる等についてガイダンスを行います

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流れを
つかんでおいてください。
【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を今後の
研究の展開にどのようにつなげていくのかについて検討し
てください。

4時間対面

第2回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

4時間対面

第3回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

4時間対面

第4回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

4時間対面

第5回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

4時間対面

－463－



第6回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

4時間対面

第7回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

4時間対面

第8回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告と意見交換を行い、
指導を受けます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第9回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告と意見交換を行い、
指導を受けます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第10回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告と意見交換を行い、
指導を受けます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間オンデマンド

第11回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告と意見交換を行い、
指導を受けます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第12回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告と意見交換を行い、
指導を受けます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第13回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告と意見交換を行い、
指導を受けます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第14回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告と意見交換を行い、
指導を受けます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第15回 この演習の総括を行います。 【事前学修】研究成果である卒業論文を読み返してくださ
い。
【事後学修】これまでに培ってきた情報収集力、読解力、
文章力、論理的思考力、コミュニケーション力を今後の
キャリアにどのように活かすのかについて考えてみてくだ
さい。

5時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究

授業の目的及び概要
この演習では、卒業論文または卒業レポートの完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発表やディスカッションを行いながら取り
組んでいきます。

学修の到達目標
大学での学修の集大成として卒業論文または卒業レポートを完成させることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行ないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストはありません。適宜、資料を紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　秋学期の目標を立てましょう。
事後学修　秋学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 中間報告提出および発表（春学期からの続き） 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第3回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第4回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第5回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第6回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面
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第7回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第8回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第9回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第10回 卒業論文・卒業レポート発表１ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第11回 卒業論文・卒業レポート発表２ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第12回 卒業論文・卒業レポート発表３ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第13回 卒業論文・卒業レポート発表４ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第14回 卒業論文・卒業レポート発表５ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第15回 研究の総括および講評 事前学修　大学での研究の総括をしましょう。
事後学修　今後の目標を考えましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究に取り組み完成させる。

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは卒業論文を完成させます。これまでの授業での学修をふまえ、自らの関心や問題意識のもとに調査・検討してきた内容に、理論的、実
証的な分析を加えていきます。また卒業論文に取り組むことにより、論理構成力を身につけることを目的とします。卒業研究をつうじて経営学やマーケ
ティングの専門知識・能力の高度化を図り、幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざし、経営において生じる諸課題を解
決する力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
・自らの関心や問題意識を経営学の観点から研究課題として設定し、自ら調査分析を計画し実行することができる。
・研究成果を卒業研究（卒業レポートや卒業論文）にまとめ、報告・発表することができる。
・研究過程において、柔軟な発想と行動力をもって新たな価値を創造していく力を身につけることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
演習内の報告、プレゼンテーション資料や研究課題については、適宜演習内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

自分で情報を集め、考え、建設的な議論を行う等演習への主体的な姿勢での積極的な参加を期待します。卒業研究を通じて社会人としての実践力を
身につけ、 幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざし、一緒に学んでいきましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
パワーポイントやレジュメの内容、報
告の仕方、議論・研究への貢献、研
究計画の内容評価

00

0201010

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキスト指定は行いません。必要な資料を適宜配布します。

参考書

参考になる図書、論文、資料については随時案内いたします。

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについて、授
業計画の詳細とともに説明します。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の完成にむけてどのように取り組み、どのような
ものにするか等卒業研究の完成に対する自身の持つイ
メージについて考えておくこと。（2時間程度）
事後学修として、卒業研究の執筆にむけ、自身がどのよう
に取り組むことができるかについて、自身で考えまとめて
おき、次回以降の授業や課外で実践できるようにする。（2
時間程度）

4時間対面

第2回 「卒業研究の中間発表（報告）（1）」
卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の内容と進捗を発表、報告し、
指導を受ける。問題意識、課題設定、章別編成、予想される結論、主要
参考文献リスト等他の学生の卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面

第3回 「卒業研究の中間発表（報告）（2）」
卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の内容と進捗を発表、報告し、
指導を受ける。問題意識、課題設定、章別編成、予想される結論、主要
参考文献リスト等他の学生の卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面
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第4回 「卒業研究の中間発表（報告）（3）」
卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の内容と進捗を発表、報告し、
指導を受ける。問題意識、課題設定、章別編成、予想される結論、主要
参考文献リスト等他の学生の卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面

第5回 「卒業研究の中間発表（報告）（4）」
卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の内容と進捗を発表、報告し、
指導を受ける。問題意識、課題設定、章別編成、予想される結論、主要
参考文献リスト等他の学生の卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面

第6回 「卒業研究の中間発表（報告）（5）」
卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）の内容と進捗を発表、報告し、
指導を受ける。問題意識、課題設定、章別編成、予想される結論、主要
参考文献リスト等他の学生の卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面

第7回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（1）」
研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）としてまとめるた
め、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業研究
（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組み、報告資
料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第8回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（2）」
研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）としてまとめるた
め、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業研究
（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組み、報告資
料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第9回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（3）」
研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）としてまとめるた
め、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業研究
（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組み、報告資
料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第10回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（4）」
研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）としてまとめるた
め、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業研究
（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組み、報告資
料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第11回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（5）」
研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）としてまとめるた
め、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業研究
（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組み、報告資
料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第12回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（6）」
研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）としてまとめるた
め、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業研究
（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組み、報告資
料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第13回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（7）」
研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）としてまとめるた
め、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業研究
（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組み、報告資
料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第14回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（8）」
研究成果を卒業研究（卒業論文又は卒業レポート）としてまとめるた
め、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業研究
（卒業論文又は卒業レポート）の執筆に取り組み、報告資
料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第15回 「総括」
この授業の総括を行います。

事前学修として、これまでの取り組んできた卒業研究に関
して、成果と課題について明らかにしておく。（2時間程度）
事後学修として、これまでの卒業研究に取り組んだ結果を
今後の自身のキャリアにどのようにつなげ、発展していく
のかについて検討する。（2時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究

授業の目的及び概要
この演習では、卒業論文または卒業レポートの完成に向けて、研究計画を作成し、先行研究を調査し、ゼミでの発表やディスカッションを行いながら取り
組んでいきます。

学修の到達目標
大学での学修の集大成として卒業論文または卒業レポートを完成させることを目標とします。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
発表や提出物に対するコメントにより行ないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学で学修した専門知識を活かして、卒業研究に取り組みましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0252550

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストはありません。適宜、資料を紹介します。

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス 事前学修　秋学期の目標を立てましょう。
事後学修　秋学期の計画を確認しましょう。

4時間対面

第2回 中間報告提出および発表（春学期からの続き） 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第3回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第4回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第5回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第6回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面
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第7回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第8回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第9回 中間報告提出および発表：続 事前学修　発表準備を行いましょう。
事後学修　授業中に出た質問・コメントへのリプライ（回
答）を考えること。また、引き続き、卒業論文作成のために
参考文献や資料、企業研究を続けましょう。

4時間対面

第10回 卒業論文・卒業レポート発表１ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第11回 卒業論文・卒業レポート発表２ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第12回 卒業論文・卒業レポート発表３ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第13回 卒業論文・卒業レポート発表４ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第14回 卒業論文・卒業レポート発表５ 事前学修　卒業論文・卒業レポート発表の準備。
事後学修　卒業論文・卒業レポート発表の加筆修正。

4時間対面

第15回 研究の総括および講評 事前学修　大学での研究の総括をしましょう。
事後学修　今後の目標を考えましょう。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4八井田　收

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究：準備と完成

授業の目的及び概要
経営学部の人材養成理念・目的に基づき、「経営学を中心とする幅広い専門知識と多様な応用能力を修得し、技術革新やグローバル化の進展によっ
て産業や社会システムが変化する中で、実践的な課題解決力を備え、現代ビジネスの諸課題に主体的・創造的に対応できる人材の育成を目指しま
す。
卒業研究Bでは、卒業研究Aで立てた研究計画に基づき、研究発表や研究論文を通して自らの考えをまとめ、卒業研究の完成を目的とします。

学修の到達目標
以下の内容を到達目標とします。
・経営学の視点から卒業研究テーマを設定する（研究のリサーチ・クエスチョンは何か）。
・研究計画書に沿って研究の予実績管理ができる。
・参考文献から必要な知識を習得することできる。
・データや資料の調査や分析を自ら行うことができる。
・論文の執筆要領を習得することができる。
・卒業研究を完成させることできる（卒業論文と報告・発表）
※※卒業論文の評価は審査基準に基づいて行います。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
途中段階のディスカッションや中間報告会を通して内容の確認を行い、卒業研究の完成に向けて指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、大手製造企業（電機メーカー）において、海外との国際ビジネスや取引契約から交渉、さらには税関との対応といった貿易実務
およびマネジメント経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かし、貿易論における理論だけでなく現場の経験や知見を授業の中で提供す
る。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での集大成となる卒業研究を完成させることが本演習科目の最終目標である。各自の研究テーマにしっかり取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

０
０

００

０70０30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布します）

参考書

リサーチ・マインド 経営学研究法、藤本隆宏・他、 有斐閣アルマ、2005年

なし

978-4641122383

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
本演習の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明

ガイダンスの説明について復習し、各自の卒業研究に向
けての準備を行う

4時間対面

第2回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・「卒業論文作成の手引き」について、解説する。
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究作成の準備状況についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第3回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・「卒業論文作成の手引き」について、解説する。
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究作成の準備状況についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第4回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・「卒業論文作成の手引き」について、解説する。
・問題提起（リサーチクエスチョン）、データ収集、文献調査などの卒業
研究作成の準備状況についてディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面
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第5回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・教材を使ってオンデマンド授業を行う。（教材は別途指示する）
・オンデマンド授業後にレポートを課す。

・オンデマンド授業の目的を理解し、授業に臨むこと
・授業後は、授業内容を振り返って、重要な内容を復習し
ておくこと

4時間オンデマンド

第6回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、卒業研究の中間報告を行う。
・論文の構成や内容について、修正や追加のディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第7回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、卒業研究の中間報告を行う。
・論文の構成や内容について、修正や追加のディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第8回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、卒業研究の中間報告を行う。
・論文の構成や内容について、修正や追加のディスカッションを行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第9回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、卒業研究の完成版について報告を行う。
・「卒業論文作成の手引き」に従い、修正について指導を行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第10回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、卒業研究の完成版について報告を行う。
・「卒業論文作成の手引き」に従い、修正について指導を行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第11回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、卒業研究の完成版について報告を行う。
・「卒業論文作成の手引き」に従い、修正について指導を行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第12回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・各自、卒業研究の完成版について報告を行う。
・「卒業論文作成の手引き」に従い、修正について指導を行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第13回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・「卒業論文作成の手引き」に従い、書式チェックなどの些細な修正につ
いて指導を行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第14回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
・「卒業論文作成の手引き」に従い、書式チェックなどの些細な修正につ
いて指導を行う。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第15回 【本演習の総括】
各自の卒業研究の成果について、講評とフィードバックを行う。
※卒業論文の評価は審査基準に基づいて行います。

大学での集大成である卒業研究に対する講評・フィード
バックについて復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究テーマを明確にして卒業研究に取り組む

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは、卒業研究Aでの研究計画に基づき、個人報告と意見交換を重ねながら、卒業論文又は卒業レポートを完成させることが目的です。
4年間にわたる勉学の集大成として、情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
・経営学の視点から卒業研究テーマを設定できる
・研究計画書を作成できる
・参考文献から必要な知識を習得できる
・データや資料の調査や分析ができる
・論文の執筆要領を習得する
・卒業研究の骨子を作成し、報告・発表できる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人報告については、講評とアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での集大成となる卒業研究を完成させることが本演習科目の最終目標です。
各自の研究テーマにしっかり取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
報告資料の内容、報告の仕方と内
容、意見交換への貢献を総合的に評００

０0040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布します。

参考書

よくわかる卒論の書き方　第２版　白井利明　高橋一郎　ミネルヴァ書房

ー

978-4-623-06572-1

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
授業の概要及び到達目標、成績評価の方法等についてガイダンスを行
います。

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流れを
つかんでおいてください。
【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を、今後
の研究の展開にどのようにつなげていくのかについて検
討してください。

4時間対面

第2回 【卒業論文の記載方法】
きまり・書き方

【事前学修】配布資料を事前に読んでおく
【事後学修】論文の作成にかかる

4時間オンデマンド

第3回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第4回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第5回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面
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第6回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第7回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第8回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第9回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第10回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第11回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第12回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第13回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第14回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

4時間対面

第15回 【本演習の総括】
秋学期の総括を行います。

【事前学修】研究成果である卒業論文を読み返してくださ
い。
【事後学修】これまでに培ってきた情報収集力、読解力、
文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を、今後
のキャリアにどのように活かすのかについて考えてみてく
ださい。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4津田　博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究課題を設定し卒業研究に取り組む

授業の目的及び概要
演習ⅢBでは、演習ⅢAでの研究計画に基づき卒業論文を完成させます。これまでの授業での学修をふまえ、自らの関心や問題意識のもとに調査・検
討してきた内容に、理論的、実証的な分析を加えていきます。またこの授業で卒業論文を書くことにより、論理構成力を身につけることを目的とします。
卒業論文の作成を通じて経営学やICTの専門知識・能力の高度化を図り、幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざし社
会人としての基礎や実践力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
自らの関心や問題意識を研究課題として設定することができる。
自ら調査分析を計画し、実行することができる。
研究成果を卒業レポートや卒業論文にまとめることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
演習内の報告、プレゼンテーション資料や研究課題については、適宜演習内でフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目で
は、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

自分で情報を集め、考え、建設的な議論を行う等演習への主体的な姿勢での積極的な参加を期待します。卒業研究を通じて社会人としての実践力を
身につけ、 幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人をめざします。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
卒業研究の内容評価

00

020030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。配布資料を用いて授業を行います。

参考書

参考になる図書、論文、資料については随時案内いたします。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、成績評価などについて、授
業計画の詳細とともに説明します。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の完成にむけてどのように取り組み、どのような
ものにするか等卒業研究の完成に対する自身の持つイ
メージについて考えておくこと。（2時間程度）
事後学修として、卒業研究の執筆にむけ、自身がどのよう
に取り組むことができるかについて、自身で考えまとめて
おき、次回以降の授業や課外で実践できるようにする。（2
時間程度）

4時間対面

第2回 「卒業研究の中間発表（報告）（1）」
卒業論文の内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。問題意識、課題
設定、章別編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の
卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面

第3回 「卒業研究の中間発表（報告）（2）」
卒業論文の内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。問題意識、課題
設定、章別編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の
卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面
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第4回 「卒業研究の中間発表（報告）（3）」
卒業論文の内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。問題意識、課題
設定、章別編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の
卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面

第5回 「卒業研究の中間発表（報告）（4）」
卒業論文の内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。問題意識、課題
設定、章別編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の
卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面

第6回 「卒業研究の中間発表（報告）（5）」
卒業論文の内容と進捗を発表、報告し、指導を受ける。問題意識、課題
設定、章別編成、予想される結論、主要参考文献リスト等他の学生の
卒業研究内容も参考にする。

事前学修として、これまで卒業研究に取り組んだことより、
卒業研究の内容を進捗状況に応じてまとめておく。（2時
間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を卒
業研究の執筆にむけ、自身で考えをまとめて復習してお
く。（2時間程度）

4時間対面

第7回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（1）」
研究成果を卒業論文としてまとめるため、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業論文
の執筆に取り組み、報告資料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第8回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（2）」
研究成果を卒業論文としてまとめるため、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業論文
の執筆に取り組み、報告資料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第9回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（3）」
研究成果を卒業論文としてまとめるため、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業論文
の執筆に取り組み、報告資料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第10回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（4）」
研究成果を卒業論文としてまとめるため、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業論文
の執筆に取り組み、報告資料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第11回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（5）」
研究成果を卒業論文としてまとめるため、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業論文
の執筆に取り組み、報告資料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第12回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（6）」
研究成果を卒業論文としてまとめるため、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業論文
の執筆に取り組み、報告資料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第13回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（7）」
研究成果を卒業論文としてまとめるため、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業論文
の執筆に取り組み、報告資料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第14回 「卒業研究執筆状況の報告、指導（8）」
研究成果を卒業論文としてまとめるため、随時報告し、指導を受ける。

事前学修として、これまでに取り組んだことより、卒業論文
の執筆に取り組み、報告資料をまとめる。（2時間程度）
事後学修として、授業での発表、報告と指導の内容を踏ま
えて、卒業研究の執筆に取り組み復習する。（2時間程度）

4時間対面

第15回 「総括」
この授業の総括を行います。

事前学修として、これまでの取り組んできた卒業研究に関
して、成果と課題について明らかにしておく。（2時間程度）
事後学修として、これまでの卒業研究に取り組んだ結果を
今後の自身のキャリアにどのようにつなげ、発展していく
のかについて検討する。（2時間程度）

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業論文完成

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは、卒業研究Aで立てた研究計画に基づき、研究発表や研究論文を通して自らの考えをまとめ、卒業論文を完成させる。

学修の到達目標
・経営学の視点から卒業研究テーマを設定することができる（研究のリサーチ・クエスチョンは何か）。
・研究計画書に沿って研究を進捗させることができる。
・参考文献から必要な知識を習得し、学問の到達点を知ることができる。
・データや資料の調査や分析を自ら行うことができる。
・論文の執筆要領を習得し、卒業研究を完成させることができる（卒業論文と報告・発表）。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
途中段階で内容の確認を行い、卒業研究の完成に向けて指導を行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文を完成することが唯一の演習の目標です。各自の研究テーマに意欲的に取り組むこと。特に大学院進学を希望している方は、充実した論文
の作成に努力すること。また、他のゼミ生の発表やそれに対する教員の講評・指摘について
も、関心を持って聞いておくこと。他のゼミ生の報告に対する指摘事項が自分の研究にもある場合は、必ずそれらを踏まえ修正しておくこと。毎日着実に
書いていくと必ず完成に近づいていくので、辛くても諦めず、努力して下さい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00０

０07030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

リサーチ・マインド 経営学研究法，藤本隆宏・新宅純二郎・粕谷誠・高橋伸夫・阿部誠，有斐閣，2005年

なし

9784641122383

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
演習の進め方、評価方法等の説明。夏休みの各自の研究進捗状況の
報告。

【予習】夏休みの研究の進捗状況を確認し、卒業論文完
成に向けて、どのように作業を進めていくのかを考える。
【復習】今後の論文完成に向けて、具体的に作業スケ
ジュール等を調整・検討する。

4時間対面

第2回 各研究テーマに関連する人材・組織マネジメントについての諸課題に関
する最近のトピックスについて説明する。

【予習】研究テーマに関する最新の先行研究等を整理して
おく。
【復習】演習の内容を踏まえて、研究テーマ・論点に関連
する情報をさらに収集する。

4時間オンデマンド

第3回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第4回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第5回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第6回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面
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第7回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第8回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第9回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第10回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第11回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第12回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第13回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う。

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第14回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
論文作成の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

【予習】報告内容をまとめたものを事前に準備する。
【復習】演習における自身の報告に対する指摘、他の報告
者の報告に対する指摘を踏まえ、論文作成を進める。

4時間対面

第15回 【本演習の総括】
各自の卒業研究の成果について、講評とフィードバックを行う。

【予習】卒業研究について、振り返る。
【復習】卒業研究の成果等を、今後の大学院での研究活
動や社会生活で、役立つよう心がける。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究：計画と準備、執筆完成

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは、卒業研究Aで立てた研究計画に基づき、研究発表や研究論文を通して自らの考えをまとめて論理的思考力を培い、卒業研究の完成を
目的とする。

学修の到達目標
・経営・マーケティングの視点から卒業テーマを設定する（研究のリサーチクエスッチョンは何か）
・研究計画書を作成することができる
・参考文献から必要な情報・知識を習得することができる
・データや資料の調査や分析を行うことができる
・論文の執筆要領を習得することができる
・卒業研究を完成させる（卒業論文と報告・発表）ことができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
卒業研究論文については、適宜添削して返却するとともに、なるべくゼミ生全員で共有したいと思います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

本科目の教員は、約25年に亘り大手民間企業に勤務した後、コンサルティング会社を経営し、マーケティング分析、企業経営戦略、顧客政策、海外ビジ
ネス支援など、多くのコンサルティング実績を積み重ねてきた。これらの実務経験を活かし、具体的な事例を紹介しながらマーケティングに関する実践
的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での集大成となる卒業研究を完成させることが本演習科目の最終目標である。各自の研究テーマにしっかり取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

100
卒業研究の完成

00

0000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

研究テーマに沿った専門書を各自で選択

参考書

研究テーマに沿った専門書を各自で選択

特になし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
授業の目的・目標、授業の進め方・受け方、研究計画の立て方などに
ついて、授業計画の詳細とともに説明します。

ガイダンスの説明内容について復習し、各自の卒業研究
に向けての準備を行う（1時間程度）

2時間対面

第2回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第3回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第4回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

－479－



第5回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第6回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第7回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第8回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第9回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第10回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第11回 「卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション」、課題や調査結
果の進捗報告、ディスカッション、発表などを行う

・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第12回 「卒業論文の完成」 ・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第13回 「卒業論文発表①」 ・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第14回 「卒業論文の発表②」 ・発表(報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと(1.5時間程度）
・授業ではメモを取りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容をもとに復
習すること(1.5 時間程度）

4時間対面

第15回 「本演習の総括」
各自の卒業研究の成果について講評とフィードバックを行う。

大学の集大成である卒業研究に対する講評・フィードバ
ックについて復習する。（1.0時間程度）

6時間オンデマンド

－480－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4徳丸　義也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究課題を設定し卒業研究に取組む

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは、卒業研究Aでの研究計画書に基づき卒業レポートあるいは卒業論文を完成させます。今までのゼミ活動や講義での学修をふまえ、自
らの関心や問題意識のもとに調査・検討してきた内容に、理論的、実証的な分析を加えていきます。それらを卒業レポートや卒業論文に結びつけていき
ます。 卒業レポートや卒業論文の作成を通じて経営学の専門知識・能力の高度化を図り、就業力の育成に資する科目です。

学修の到達目標
自らの関心や問題意識を研究課題として設定することができる。
自ら調査・検討したことを理論的、実証的に分析することができる。
研究成果を卒業レポートや卒業論文にまとめることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
レポートおよびプレゼンテーション、卒業研究についての講評および指導を行ないます。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での学修の集大成としての卒業研究です。記憶に残る、記録に残る研究成果を残してください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0
0

00

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の目的と方法、授業計画、到達目標、成績評価について説明しま
す。
なお、授業計画の順序は研究計画の進捗状況によって変更することが
あります。

事前にシラバスを読んで授業の目的を考えておくこと。
授業後は、授業の目的についてふりかえること。

4時間対面

第2回 卒業論文の作成準備
研究計画書の再検討

事前に研究計画書について検討しておくこと。
授業後は、研究計画書についてふりかえること。

4時間対面

第3回 卒業論文の作成準備
先行研究のレビュー①

事前に先行研究について調べておくこと。
授業後は、先行研究についてふりかえること。

4時間対面

第4回 卒業論文の作成準備
先行研究のレビュー②

事前に先行研究について調べておくこと。
授業後は、先行研究についてふりかえること。

4時間対面

第5回 卒業論文の作成準備
先行研究のレビュー③

事前に先行研究について調べておくこと。
授業後は、先行研究についてふりかえること。

4時間対面

第6回 卒業論文の作成準備
事例企業等の調査研究①

事前に事例企業等について調べておくこと。
授業後は、事例企業等についてふりかえること。

4時間対面

第7回 卒業論文の作成準備
事例企業等の調査研究②

事前に事例企業等について調べておくこと。
授業後は、事例企業等についてふりかえること。

4時間対面

第8回 卒業論文の作成準備
事例企業等の調査研究③

事前に事例企業等について調べておくこと。
授業後は、事例企業等についてふりかえること。

4時間対面

第9回 卒業論文の中間報告①
動画教材にもとづくレポートの作成 
次々回の授業までに提出

事前に動画教材にもとづくレポートについて検討しておくこ
と。
授業後は、動画教材にもとづくレポート作成すること。

4時間オンデマンド

第10回 卒業論文の中間報告② 事前に中間報告について検討しておくこと。
授業後は、中間報告についてふりかえること。

4時間対面

－481－



第11回 卒業論文の中間報告③ 事前に中間報告について検討しておくこと。
授業後は、中間報告についてふりかえること。

4時間対面

第12回 卒業論文の完成
中間報告についての指導と修正①

事前に中間報告についての指導について検討しておくこ
と。
授業後は、中間報告の指導、修正についてふりかえるこ
と。

4時間対面

第13回 卒業論文の完成
中間報告についての指導と修正②

事前に中間報告についての指導について検討しておくこ
と。
授業後は、中間報告の指導、修正についてふりかえるこ
と。

4時間対面

第14回 卒業論文の完成
中間報告についての指導と修正③

事前に中間報告についての指導について検討しておくこ
と。
授業後は、中間報告の指導、修正についてふりかえるこ
と。

4時間対面

第15回 総括とふりかえり 事前に全体の総括について考えておくこと。
授業後は、全体の総括についてふりかえること。

4時間対面

－482－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4引地　夏奈子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究テーマを明確にして卒業研究に取り組む。

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは、卒業研究Aでの研究計画に基づき、個人報告と意見交換を重ねながら、卒業論文又は卒業レポートを完成させることが目的です。4年
間にわたる勉学の集大成として、情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
・研究テーマに関する基礎的および専門的知識を身につけることができる。
・情報収集力、読解力、文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を身につけることができる。
・研究成果を卒業論文又は卒業レポートにまとめることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人報告については、講評とアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

1年間の集大成です。今まで以上に主体的・積極的に個人報告と意見交換に取り組むことを期待します。
意欲的に卒業論文の作成に取り組むことを期待します。 悔いのない1年を過ごしてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

60
PowerPointなど報告資料の内容、報
告の仕方と内容、意見交換への貢献
を総合的に評価

00

00040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。

参考書

各自の研究テーマに応じて、適宜紹介します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 授業の概要及び到達目標、成績評価の方法等についてガイダンスを行
います。

【事前学修】シラバスを読んで、この演習の全体の流れを
つかんでおいてください。
【事後学修】これまでに取り組んできた研究成果を、今後
の研究の展開にどのようにつなげていくのかについて検
討してください。

6時間対面

第2回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

6時間対面

第3回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

6時間対面

第4回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

6時間対面

第5回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

6時間対面

－483－



第6回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

6時間対面

第7回 【卒業研究の中間報告と意見交換】
卒業論文の完成に向けて、研究成果を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】卒業研究の中間報告として、各自の研究成果
を整理し報告する準備（報告資料の作成など）をしてくださ
い。
【事後学修】今回の中間報告と意見交換を踏まえて、報告
内容を見直し充実させてください。

6時間対面

第8回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

6時間対面

第9回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

6時間対面

第10回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

6時間対面

第11回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

6時間対面

第12回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

6時間対面

第13回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

6時間対面

第14回 【卒業研究のまとめ】
研究成果を卒業論文にまとめるために、個人報告を行い、指導を受け
ます。

【事前学修】卒業研究のまとめとして、各自の研究成果を
報告する準備（報告資料の作成など）をしてください。
【事後学修】今回の個人報告、意見交換と指導の内容を
卒業論文にまとめてください。

6時間対面

第15回 秋学期の総括を行います。 【事前学修】研究成果である卒業論文を読み返してくださ
い。
【事後学修】これまでに培ってきた情報収集力、読解力、
文章力、論理的思考力、コミュニケーション能力を、今後
のキャリアにどのように活かすのかについて考えてみてく
ださい。

6時間オンデマンド

－484－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4深瀬　澄

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ AI時代に向けた卒業研究による科学的問題解決力の養成

授業の目的及び概要
業研究論文の作成を体験することは、ロジカルシンキングの実践的な訓練でもあり、ビジネスの現場で必要とされる構想力、情報処理、分析力、問題解
決力、表現力等が総合的に養われるはずです。研究テーマや学期はじめの完成度によっては、学外の懸賞論文への投稿や、AIによる分析手法を導入
したより高度な分析に挑戦することも指導します。

秋学期は、春学期の研究計画書の作成、夏休みに作成した5000字の要約の上に、理論と実証分析に重点を置き、修正を重ねていきながら、12000字
の学術的な卒業論文を完成させます。論文は加筆修正の過程で仕上がっていくものであり、この過程で新たにいろいろなことを学ぶため、とても重要で
す。

学修の到達目標
卒業論文の作成を通して、以下の知識。スキル、能力を獲得すること
１．学術的な先行研究の内容を理解し、テーマを多面的な視点から捉えることができる
２．専門的な理論や分析手法を用いて、テーマを分析・考察することができる
３．学術的な表記方法を用いて、学術論文としての体裁を整えることができる
４．既存の知識・情報を編集するだけでなく、新しい知識を創造することができる
５．根拠や論理に基づき、説得力のある主張ができる
６．読者の反応を想定し、公開に耐えうる論文に仕上げることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
夏休み明けに提出するレポート、毎回の報告に対して講評を行い、改善点、参考文献を紹介してフィードバックする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

12000字の論文を提出することは、「卒業研究」（4単位）の単位取得の必要条件ではあるが十分条件ではないことに注意して下さい。
つまり、仕上がりの遅い人は、論文の指導に時間がかえられなくなり十分にフィードバックすることができません。
最悪、論文に致命的な問題点があっても修正の機会を逸してしまい、不合格にせざるをえない場合もあることを念頭に置いてください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

10
ゼミ運営の貢献度

040

020030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

筒井義郎/著 佐々木俊一郎/著 山根承子/著 グレッグ・マルデワ『行動経済学入門』東洋経済、２０１７年（3
年次に使用）

参考書

大竹文雄『行動経済学の使い方』岩波文庫、978-4-00-431795-1
田村正紀(2016)『リサーチ・デザイン　経営知的創造の基本技術』2016年以降の最新版、（白桃書房)、2,381円
＋税
『2016年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習室で閲覧）
『2017年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習室で閲覧）
『2018年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習室で閲覧）
『2019年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習室で閲覧）
『2020年度深瀬澄研究室門下生卒業研究論集』（演習室で閲覧）

9784492314975

ISBN978-4-561-26457-6

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 夏休みレポート審査1 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第2回 夏休みレポート審査2 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第3回 夏休みレポート審査3 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第4回 夏休みレポート審査4 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第5回 卒業論文提出者中間報告1    
1報告につき30分

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第6回 卒業論文提出者中間報告2    
1報告につき30分

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

－485－



第7回 卒業論文提出者中間報告3    
1報告につき30分

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第8回 卒業論文提出者中間報告4    
1報告につき30分

自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第9回 直前リハーサル 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第10回 卒業論文提出者最終審査 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第11回 卒業論文提出者最終審査 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第12回 卒業論文提出者最終審査 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第13回 卒業論文提出者最終審査 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面

第14回 卒業レポート提出者最終審査 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間オンデマンド

第15回 卒業レポート提出者最終審査 自分や友達が指摘された内容を参考に、次回までに指摘
箇所を改善し、充実を図ること

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業論文の作成

授業の目的及び概要
本演習は、企画マーケティングコースに該当します。本演習では、専門演習ⅢAで立てた研究計画に基づき卒業論文もしくは卒業レポートを完成させる
ことが目的です。春学期に引き続き、研究テーマに関する調査を実施し、個人報告と意見交換を行い、その内容を踏まえ、卒業論文もしくは卒業レポー
トの作成に取り組みます。個人報告では、研究テーマに関する基礎的、専門的知識を深めるとともに自分で調査した内容や自分の考えを他者にわかり
やすく伝える力（コミュニケーション能力）を中心に身につけることができるようにしていきます。

学修の到達目標
1．研究テーマに関する基礎的、専門的知識を身につけることができる
2．研究テーマについて調査した内容をまとめ、他者にわかりやすく伝えることができる
3．研究成果を卒業レポートや卒業論文としてまとめることができる

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
適宜授業内にフィードバックやコメント、アドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文は、大学で自身が取り組んできた学修の集大成です。各自、設定した研究テーマにしっかりと取り組むことを期待します。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

0303040

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

とくに指定しません

参考書

研究テーマに応じて、適宜紹介します

なし

なし

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ガイダンス
　授業の概要、到達目標、成績評価の方法等について説明します。

事前：シラバスを読んでください。
事後：ガイダンスでの説明内容を復習するとともに今後の
研究計画をまとめ、報告準備（資料作成）をしてください。

4時間対面

第2回 卒業論文の作成準備
　見直しを行った今後の研究計画と研究スケジュールを報告後、意見
交換を行います。

事前学習：今後の研究計画と研究スケジュールをまとめ
報告準備（資料作成）をしてください。
事後学習：報告後の意見交換を踏まえて、報告内容の見
直しをしてください。

4時間対面

第3回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第4回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第5回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第6回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面
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第7回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第8回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第9回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第10回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第11回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第12回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第13回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第14回 卒業論文の作成
　卒業論文をまとめるために実施した調査の内容を報告後、意見交換、
指導を行います。

事前学習：調査内容をまとめ、報告準備（資料作成）をし
てください。
事後学習：報告後の意見交換、指導の内容を踏まえて、
卒業論文をまとめてください。

4時間対面

第15回 秋学期のまとめ
　秋学期の総括を行います。

事前学習：これまでの研究成果をまとめてください。
事後学習：1年間の研究活動全体の振り返りをしてくださ
い。

4時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業研究：準備と完成

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは、卒業研究の完成に向けて、卒業研究Aで設定したテーマ、研究計画を基に、データや参考文献の収集、そして論文執筆に向けての指
導を行います。
また、個人発表では研究内容をまとめて伝えるスキルを身につけることを目的とします。

学修の到達目標
・参考文献から得た知識を文書化することができる
・データや資料の調査や分析を自ら行うことが出来る
・卒業研究の内容をまとめ、その内容を簡潔に報告・発表することができる。
・執筆要領などのルールに従って、卒業論文として自らの考えをまとめることができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
途中段階で内容の確認を行い、卒業研究の完成に向けて指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学での集大成となる卒業研究を完成させることが本演習科目の最終目標です。各自の研究テーマにしっかり取り組んでください。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

000

007030

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし（テキストの指定はしないが、適宜資料等を配布します）

参考書

大橋 昭一 (監修), 深山 明 , 廣瀬 幹好, 海道 ノブチカ, 吉田 和夫 編集 『最新 基本経営学用語辞典』同文舘
出版、2015年、

なし

978-4495357166

ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【ガイダンス】
本演習の進め方、評価方法、受講者の心得等の説明を行う。

ガイダンスの説明内容について復習する。 4時間対面

第2回 ※オンデマンド
【卒業論文の執筆にあたっての注意事項の説明と卒業論文に求められ
る構成・内容の説明】
春学期・夏休み中に調べた資料や調査結果を実際に文章へとまとめて
いく際の注意と卒業論文に求められる構成・内容の説明を行います。
同時に、進捗状況の確認を行います。

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での説明の内容を基に復習する

4時間オンデマンド

第3回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第4回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面
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第5回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第6回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第7回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第8回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第9回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第10回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第11回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第12回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第13回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第14回 【卒業論文に向けて個人研究の発表とディスカッション】
課題や調査結果の進捗報告、ディスカッション，発表などを行う

・発表（報告）内容をまとめたものを事前に準備してゼミに
臨むこと
・授業ではメモを録りながら、ゼミにおける指導や説明内
容を理解すること
・授業での発表やディスカッション、説明の内容を基に復
習する

4時間対面

第15回 【本演習の総括】
各自の卒業研究について、講評とフィードバックを行う。

卒業研究に対して講評・フィードバックし、復習する。 4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4中川　隆広

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

演習

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 研究テーマに基づき卒業研究に取り組む。

授業の目的及び概要
卒業研究Bでは、卒業研究Aでまとめた研究計画書に基づき、卒業論文を書き進めます。卒論を作成する目的は、大学での学修の総まとめであるととも
に、就職後に必要となる論理的な思考能力と文書作成能力を培うものです。また資料収集や先行研究のリサーチなどでつけるIT活用能力も企業で役
立つスキルです。卒業論文の作成を通じて経営学の専門知識・能力の高度化を図り、幅広い視点から社会・地域の課題解決や活性化に貢献できる人
をめざし社会人としての基礎や実践力を身につけられるようにしていきます。

学修の到達目標
・研究テーマに関する基礎的および専門的知識を文書化することができる。
・情報収集力、読解力、論理的思考力、IT活用能力を使って研究に必要なデータ、情報などを適切に見つけ出し文書化することができる。
・研究計画書に基づき卒業論文を作成することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
個人報告については、講評とアドバイスを行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、1986年に大手電機メーカーに入社し、物流企画部等を経て、2014年には本社情報企画部部長、2021年には本社情報戦略部部
長に就任するなど、同社の情報システムに関する実務経験を30年以上積んでいる。本科目では、これらの経験を生かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

大学学修の総まとめである卒業論文をつくることが本演習の目的です。ハードルは高いですが、一歩一歩地道な学修を重ねて、ぜひ完成させましょう。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
作成した資料およびレポート、論文の
内容００

０００50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

指定しません。

参考書

参考になる図書、論文、資料については随時案内します。

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 「ガイダンス」
授業の目的、到達目標、成績評価の方法、卒業論文完成への手順な
どについて説明します。

【事前学修】
シラバスを読んで演習の進め方を理解しておいてくださ
い。
【事後学修】
各自で作成していた研究計画と本日の授業にもとづき、卒
業論文をブラッシュアップしてください。

4時間対面

第2回 「卒業研究の中間報告」
卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を報告できるように整理し
てください。
【事後学修】
授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させてく
ださい。

4時間対面

第3回 「卒業研究の中間報告」
卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を報告できるように整理し
てください。
【事後学修】
授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させてく
ださい。

4時間対面

第4回 「卒業研究の中間報告」
卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を報告できるように整理し
てください。
【事後学修】
授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させてく
ださい。

4時間対面
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第5回 「卒業研究の中間報告」
卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を報告できるように整理し
てください。
【事後学修】
授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させてく
ださい。

4時間対面

第6回 「卒業研究の中間報告」
卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を報告できるように整理し
てください。
【事後学修】
授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させてく
ださい。

4時間対面

第7回 「卒業研究の中間報告」
卒業論文の途中経過を報告し、意見交換を行います。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を報告できるように整理し
てください。
【事後学修】
授業中に議論した内容で卒業論文の内容を充実させてく
ださい。

4時間対面

第8回 「卒業研究のまとめ」
これまで書き進めた卒業論文を完成させるために点検と推敲を行いま
す。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してくださ
い。
【事後学修】
授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に向け
て推敲してください。

4時間対面

第9回 「卒業研究のまとめ」
これまで書き進めた卒業論文を完成させるために点検と推敲を行いま
す。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してくださ
い。
【事後学修】
授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に向け
て推敲してください。

4時間対面

第10回 「卒業研究のまとめ」
これまで書き進めた卒業論文を完成させるために点検と推敲を行いま
す。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してくださ
い。
【事後学修】
授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に向け
て推敲してください。

4時間対面

第11回 「卒業研究のまとめ」
これまで書き進めた卒業論文を完成させるために点検と推敲を行いま
す。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してくださ
い。
【事後学修】
授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に向け
て推敲してください。

4時間対面

第12回 「卒業研究のまとめ」
これまで書き進めた卒業論文を完成させるために点検と推敲を行いま
す。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してくださ
い。
【事後学修】
授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に向け
て推敲してください。

4時間対面

第13回 「卒業研究のまとめ」
これまで書き進めた卒業論文を完成させるために点検と推敲を行いま
す。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してくださ
い。
【事後学修】
授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に向け
て推敲してください。

4時間対面

第14回 「卒業研究のまとめ」
これまで書き進めた卒業論文を完成させるために点検と推敲を行いま
す。

【事前学修】
各自で書き進めている卒業論文を点検し推敲してくださ
い。
【事後学修】
授業中に確認した内容で、卒業論文の内容を完成に向け
て推敲してください。

4時間オンデマンド

第15回 「総括」
この授業の総括を行います。

【事前学修】
完成させた卒業論文を読み返し、振り返ってください。
【事後学修】
卒業論文作成過程で身に付けた、論理的思考能力、IT活
用力などが、これからのキャリアの強みとなるように再確
認してください。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 卒業論文　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

4卒業研究A・B担当教員

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

4単位

講義

G4

経営学部専門教育科目

テーマ 卒業論文の作成

授業の目的及び概要
「卒業研究Ａ・Ｂ」では、「卒業論文の手引」を使いながら、教員の指導のもとに卒業論文を完成させます。
３年次に選んだ自分の所属ゼミの専攻分野の中から卒業研究テーマを確定し、そのテーマに基づく研究計画書を作成します。その後、研究計画書に基
づき、資料収集、考察等を進めるとともに、研究の経過報告を行いながら、卒業論文を完成させます。
卒業論文は、大学4年間に積み重ねてきた全ての知識と技能を活用して取り組む、大学における学びの集大成といえるものです。

学修の到達目標
卒業論文を作成することによって、幅広い専門知識と多様な応用能力だけでなく、ディプロマ・ポリシーが掲げる課題解決力や情報活用能力などの知
識・能力が身についていることを確認することができます。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
アドバイス・添削等の指導を行います。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

卒業論文を作成するためには、講義科目で学修した知識や分析手法・思考法に基づき、演習をはじめとした各科目で身につけた情報収集力、文献理
解力、文章力、分析力、課題解決能力、ICTスキル等を十全に発揮し、自身の集中力と忍耐力の全てをもって取り組むことが必要です。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

100
卒業論文

00

0000

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

―

参考書

―
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 卒業論文の書き方、スケジュール、および評価基準についてのガイダン
ス―

事前に、「卒業論文の手引」を用いて書き方等を学修する
こと。
授業後は書き方等を振り返ること。
―

4時間対面

第2回 卒業論文テーマについての検討および絞り込み 事前に、卒業論文テーマについて検討すること
授業後、卒業論文テーマについて絞り込むこと

4時間対面

第3回 卒業論文テーマに関連する先行研究①のレビュー
卒業論文テーマに関連する専門分野についての書籍、論文のレビュー

事前に、卒業論文テーマに関連する先行研究①を精読す
る
授業後、先行研究についてふりかえる

4時間対面

第4回 卒業論文テーマに関連する先行研究①のまとめと要約 事前に、先行研究①のまとめと要約を検討する
授業後、先行研究①のまとめと要約についてふりかえる

4時間対面

第5回 先行研究①のまとめと要約についての研究指導 事前に、先行研究①のまとめと要約について再検討する
授業後、研究指導に基づいて先行研究①のまとめと要約
を精査する

4時間対面

第6回 卒業論文テーマに関連する先行研究②のレビュー
卒業論文テーマに関連する専門分野についての書籍、論文のレビュー

事前に、卒業論文テーマに関連する先行研究②を精読す
る
授業後、先行研究②についてふりかえる

4時間対面

第7回 卒業論文テーマに関連する先行研究②のまとめと要約 事前に、先行研究②のまとめと要約を検討する
授業後、先行研究②のまとめと要約についてふりかえる

4時間対面

第8回 先行研究②のまとめと要約についての研究指導 事前に、先行研究②のまとめと要約について再検討する
授業後、研究指導に基づいて先行研究②のまとめと要約
を精査する

4時間対面
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第9回 卒業論文の研究対象、事例、事象についての調査 事前に、研究対象、事象、事例について情報を収集する
授業後、研究対象、事例、事象について情報を精査する

4時間対面

第10回 研究対象、事例、事象の分析方法の検討 事前に、研究対象、事象、事例の分析方法を検討する
授業後、研究対象、事例、事象の分析方法をふりかえる

4時間対面

第11回 研究対象、事例、事象の分析方法についての研究指導 事前に、分析方法について再検討する
授業後、研究指導に基づいて分析方法を精査する

4時間対面

第12回 研究計画書の作成、成文化
卒業論文テーマ、問題意識、先行研究、分析方法等を研究計画書とし
てまとめる

事前に、研究計画書の作成準備と検討をおこなう
授業後、研究計画書についてふりかえる

4時間対面

第13回 研究計画書の報告・発表と研究指導① 事前に、研究計画書について検討する
授業後、発表および研究指導に基づいて研究計画書を精
査する

4時間対面

第14回 研究計画書の報告・発表と研究指導② 事前に、研究計画書について検討する
授業後、発表および研究指導に基づいて研究計画書を精
査する

4時間対面

第15回 これまでの卒業研究をふりかえる 事前に　これまでの卒業研究の成果と課題を検討する
授業後、これまでの卒業研究の課題の解決策を検討する

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア基礎A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1佐々木　研

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求め
られる就業力を培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会
理解、産業・企業理解、職業理解」をテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア形成に向けた自
己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。
さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア基礎Ａの目標は以下のとおりである。
①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てることができる。
②自分自身の特長（長所・短所・興味・能力・価値観）について自分なりに理解している。
③経営学部での学びや現代社会の変化を踏まえ、職業や働き方を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、事業会社に勤務しながら、社会貢献事業の一環として、まちづくりやキャリア教育事業等に携わり、現在は若者の「働く」価値観
を変えるミライ企業プロジェクトを中心に、大学のキャリア教育事業や企業の経営サポートなどに従事している。本科目では、これらの実務経験を活かし
て、社会理解、業界企業理解、職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK（⽇経HR編集部著）

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
キャリアとは何か、キャリア開発で何を学ぶかについてガイダンスを行
う。

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し 、改め
てこれまでの学生生活を振り返る。

2時間対面

第2回 【オンデマンド】【自己理解】大学生活を考えよう①
学生生活の過ごし方のポイントを理解し、学生時代に「やって良かった
こと・やれば良かったこと」を知る。

【予習】学就BOOK「4章・5章・6章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「4章・5章・6章」・パワーポイント資料を
読み直し、大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第3回 【自己理解】大学生活を考えよう②
サークル・部活、インターンシップ、留学の魅力を知り、今後の大学生活
を考える。

【予習】学就BOOK「8章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「8章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【自己理解】大学生活を考えよう③
資格の魅力・大学で取得可能な資格について知り、大学生活を考える。

【予習】学就BOOK「9章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「9章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第5回 【自己理解】大学生活を考えよう④
文章作成のポイントを理解し、今後の大学生活、就職活動に繋げる。

【予習】学就BOOK「スタディスキル」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「スタディスキル」を読み直し、文章作成
のポイントについて復習する。

4時間対面

第6回 【職業理解】金融リテラシーの重要性について
ファイナンシャルプランニングについて学び、お金・時間の使い方につい
て理解を深める。

【予習】学就BOOK「２章」を事前に読んでおく。
【復習】配布された資料を読み直し、ファイナンシャルプラ
ンニングについて復習する。

4時間対面

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第6回までの内容を復習する。

6時間対面
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第8回 【職業理解】就職活動について知る①
新規学卒労働市場と就職活動の流れについて理解する。

【予習】学就BOOK「11章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「11章」、パワーポイント資料を読み直
し、新規学卒労働市場と就職活動の流れについて復習す
る。

4時間対面

第9回 【職業理解】就職活動について知る②
就業力に求められる汎用的技能（数量的スキル）について確認し、自身
がどのように向きあっていくか計画する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第10回 【職業理解】就職活動について知る③
正規雇用・非正規雇用の違いを理解する。

【予習】正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調
べ、理解を深める。
【復習】配布された資料を読み直し、正規雇⽤・非正規雇
⽤について復習する。

4時間対面

第11回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成①
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学就BOOK「1章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「1章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第12回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成②
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】イノベーション・今後変わっていく働き方について事
前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、イノベーションで
今後変わっていく仕事・働き方について復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成③
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振り返
る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内にて指示を受けた業界について事前に調
べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働く上で大切なこ
と・留意すべきポイントンについて復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア基礎A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求め
られる就業力を培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会
理解、産業・企業理解、職業理解」をテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア形成に向けた自
己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。
さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア基礎Ａの目標は以下のとおりである。
①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てることができる。
②自分自身の特長（長所・短所・興味・能力・価値観）について自分なりに理解している。
③経営学部での学びや現代社会の変化を踏まえ、職業や働き方を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK（⽇経HR編集部著）

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
キャリアとは何か、キャリア開発で何を学ぶかについてガイダンスを行
う。

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し 、改め
てこれまでの学生生活を振り返る。

2時間対面

第2回 【オンデマンド】【自己理解】大学生活を考えよう①
学生生活の過ごし方のポイントを理解し、学生時代に「やって良かった
こと・やれば良かったこと」を知る。

【予習】学就BOOK「4章・5章・6章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「4章・5章・6章」・パワーポイント資料を
読み直し、大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第3回 【自己理解】大学生活を考えよう②
サークル・部活、インターンシップ、留学の魅力を知り、今後の大学生活
を考える。

【予習】学就BOOK「8章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「8章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【自己理解】大学生活を考えよう③
資格の魅力・大学で取得可能な資格について知り、大学生活を考える。

【予習】学就BOOK「9章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「9章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第5回 【自己理解】大学生活を考えよう④
文章作成のポイントを理解し、今後の大学生活、就職活動に繋げる。

【予習】学就BOOK「スタディスキル」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「スタディスキル」を読み直し、文章作成
のポイントについて復習する。

4時間対面

第6回 【職業理解】金融リテラシーの重要性について
ファイナンシャルプランニングについて学び、お金・時間の使い方につい
て理解を深める。

【予習】学就BOOK「２章」を事前に読んでおく。
【復習】配布された資料を読み直し、ファイナンシャルプラ
ンニングについて復習する。

4時間対面

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第6回までの内容を復習する。

6時間対面
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第8回 【職業理解】就職活動について知る①
新規学卒労働市場と就職活動の流れについて理解する。

【予習】学就BOOK「11章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「11章」、パワーポイント資料を読み直
し、新規学卒労働市場と就職活動の流れについて復習す
る。

4時間対面

第9回 【職業理解】就職活動について知る②
就業力に求められる汎用的技能（数量的スキル）について確認し、自身
がどのように向きあっていくか計画する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第10回 【職業理解】就職活動について知る③
正規雇用・非正規雇用の違いを理解する。

【予習】正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調
べ、理解を深める。
【復習】配布された資料を読み直し、正規雇⽤・非正規雇
⽤について復習する。

4時間対面

第11回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成①
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学就BOOK「1章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「1章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第12回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成②
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】イノベーション・今後変わっていく働き方について事
前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、イノベーションで
今後変わっていく仕事・働き方について復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成③
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振り返
る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内にて指示を受けた業界について事前に調
べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働く上で大切なこ
と・留意すべきポイントンについて復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア基礎A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求め
られる就業力を培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会
理解、産業・企業理解、職業理解」をテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア形成に向けた自
己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。
さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア基礎Ａの目標は以下のとおりである。
①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てることができる。
②自分自身の特長（長所・短所・興味・能力・価値観）について自分なりに理解している。
③経営学部での学びや現代社会の変化を踏まえ、職業や働き方を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK（⽇経HR編集部著）

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
キャリアとは何か、キャリア開発で何を学ぶかについてガイダンスを行
う。

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し 、改め
てこれまでの学生生活を振り返る。

2時間対面

第2回 【オンデマンド】【自己理解】大学生活を考えよう①
学生生活の過ごし方のポイントを理解し、学生時代に「やって良かった
こと・やれば良かったこと」を知る。

【予習】学就BOOK「4章・5章・6章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「4章・5章・6章」・パワーポイント資料を
読み直し、大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第3回 【自己理解】大学生活を考えよう②
サークル・部活、インターンシップ、留学の魅力を知り、今後の大学生活
を考える。

【予習】学就BOOK「8章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「8章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【自己理解】大学生活を考えよう③
資格の魅力・大学で取得可能な資格について知り、大学生活を考える。

【予習】学就BOOK「9章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「9章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第5回 【自己理解】大学生活を考えよう④
文章作成のポイントを理解し、今後の大学生活、就職活動に繋げる。

【予習】学就BOOK「スタディスキル」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「スタディスキル」を読み直し、文章作成
のポイントについて復習する。

4時間対面

第6回 【職業理解】金融リテラシーの重要性について
ファイナンシャルプランニングについて学び、お金・時間の使い方につい
て理解を深める。

【予習】学就BOOK「２章」を事前に読んでおく。
【復習】配布された資料を読み直し、ファイナンシャルプラ
ンニングについて復習する。

4時間対面

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第6回までの内容を復習する。

6時間対面
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第8回 【職業理解】就職活動について知る①
新規学卒労働市場と就職活動の流れについて理解する。

【予習】学就BOOK「11章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「11章」、パワーポイント資料を読み直
し、新規学卒労働市場と就職活動の流れについて復習す
る。

4時間対面

第9回 【職業理解】就職活動について知る②
就業力に求められる汎用的技能（数量的スキル）について確認し、自身
がどのように向きあっていくか計画する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第10回 【職業理解】就職活動について知る③
正規雇用・非正規雇用の違いを理解する。

【予習】正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調
べ、理解を深める。
【復習】配布された資料を読み直し、正規雇⽤・非正規雇
⽤について復習する。

4時間対面

第11回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成①
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学就BOOK「1章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「1章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第12回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成②
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】イノベーション・今後変わっていく働き方について事
前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、イノベーションで
今後変わっていく仕事・働き方について復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成③
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振り返
る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内にて指示を受けた業界について事前に調
べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働く上で大切なこ
と・留意すべきポイントンについて復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア基礎A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1佐々木　研

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
ビジネスキャリア基礎Ａは、ビジネスキャリア基礎Ｂとともに、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求め
られる就業力を培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。
この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、「社会
理解、産業・企業理解、職業理解」をテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。 そして、これらの理解を通じて、将来のキャリア形成に向けた自
己の目標を設定し、学生時代に取り組むべき諸課題を認識する。
さらに、専門教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア基礎Ａの目標は以下のとおりである。
①将来のキャリア形成に向けて学生時代に取り組むべき諸課題を認識し、今後の計画を立てることができる。
②自分自身の特長（長所・短所・興味・能力・価値観）について自分なりに理解している。
③経営学部での学びや現代社会の変化を踏まえ、職業や働き方を理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、事業会社に勤務しながら、社会貢献事業の一環として、まちづくりやキャリア教育事業等に携わり、現在は若者の「働く」価値観
を変えるミライ企業プロジェクトを中心に、大学のキャリア教育事業や企業の経営サポートなどに従事している。本科目では、これらの実務経験を活かし
て、社会理解、業界企業理解、職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK（⽇経HR編集部著）

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
キャリアとは何か、キャリア開発で何を学ぶかについてガイダンスを行
う。

【復習】授業内で使用した配布資料などを読み直し 、改め
てこれまでの学生生活を振り返る。

2時間対面

第2回 【オンデマンド】【自己理解】大学生活を考えよう①
学生生活の過ごし方のポイントを理解し、学生時代に「やって良かった
こと・やれば良かったこと」を知る。

【予習】学就BOOK「4章・5章・6章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「4章・5章・6章」・パワーポイント資料を
読み直し、大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第3回 【自己理解】大学生活を考えよう②
サークル・部活、インターンシップ、留学の魅力を知り、今後の大学生活
を考える。

【予習】学就BOOK「8章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「8章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【自己理解】大学生活を考えよう③
資格の魅力・大学で取得可能な資格について知り、大学生活を考える。

【予習】学就BOOK「9章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「9章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第5回 【自己理解】大学生活を考えよう④
文章作成のポイントを理解し、今後の大学生活、就職活動に繋げる。

【予習】学就BOOK「スタディスキル」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「スタディスキル」を読み直し、文章作成
のポイントについて復習する。

4時間対面

第6回 【職業理解】金融リテラシーの重要性について
ファイナンシャルプランニングについて学び、お金・時間の使い方につい
て理解を深める。

【予習】学就BOOK「２章」を事前に読んでおく。
【復習】配布された資料を読み直し、ファイナンシャルプラ
ンニングについて復習する。

4時間対面

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第6回までの内容を復習する。

6時間対面
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第8回 【職業理解】就職活動について知る①
新規学卒労働市場と就職活動の流れについて理解する。

【予習】学就BOOK「11章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「11章」、パワーポイント資料を読み直
し、新規学卒労働市場と就職活動の流れについて復習す
る。

4時間対面

第9回 【職業理解】就職活動について知る②
就業力に求められる汎用的技能（数量的スキル）について確認し、自身
がどのように向きあっていくか計画する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第10回 【職業理解】就職活動について知る③
正規雇用・非正規雇用の違いを理解する。

【予習】正規雇⽤・非正規雇⽤の違いについて⾃⾝で調
べ、理解を深める。
【復習】配布された資料を読み直し、正規雇⽤・非正規雇
⽤について復習する。

4時間対面

第11回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成①
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学就BOOK「1章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「1章」・パワーポイント資料を読み直し、
大学生活の取り組みについて復習する。

4時間対面

第12回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成②
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】イノベーション・今後変わっていく働き方について事
前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、イノベーションで
今後変わっていく仕事・働き方について復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びとキャリア形
成③
学部での学びを通じて、自身の未来や社会の未来を考える。

【予習】学部での学習内容を見直し、学びについて振り返
る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内にて指示を受けた業界について事前に調
べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働く上で大切なこ
と・留意すべきポイントンについて復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア基礎B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1坂口　穂波

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
ビジネスキャリア基礎Bは、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求め
られる就業力を培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。さらに、専門
教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。
 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、
「様々な働き方を知る」・「業界について考える」などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザインをイメージしつ
つ、社会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュ
ニケーション能力をはじめとする汎用的基礎力を養成する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア基礎Bの目標は以下のとおりである。
①自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。
②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集ができる。
③経営学部の学びを踏まえ、自身の将来や社会で働くことについて関心を持つことができている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK（⽇経HR編集部著）

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
社会人基礎力診断＋企業動向を知る

【予習】学就BOOK「10章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「10章」、パワーポイント資料を読み直
し、社会⼈基礎⼒について復習する。

2時間対面

第2回 【職業理解】社会人基礎力について考える①
ビンゴゲームとディスカッションを通して、社会人基礎力について理解す
る。

【予習】社会人基礎力について調べ、ワークシートに記入
する。
【復習】配布資料等を読み直し、社会人基礎力について再
度確認する。

4時間対面

第3回 【職業理解】社会人基礎力について考える②
仕事の現場で奮闘する社会人に関する動画を視聴し、仕事に向き合う
姿勢や価値観について観察し、グループでディスカッションすることで、
社会人に求められる諸要素について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、社会人基礎力
を身につけるためには何が必要か確認する。

4時間対面

第4回 【自己理解】様々な働き方を知る①
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第5回 【自己理解】様々な働き方を知る②
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面
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第6回 【オンデマンド】【職業理解】特別講演①
働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンの基本的知識を習得す
る。

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンに
ついて事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間オンデマンド

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第7回までの内容を復習する。

6時間対面

第8回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する①
職種・業種の体系、内容について理解し、各自の興味・関心、強みと重
ねて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料を読み直し、 「職種・業界」について再度
確認する。

4時間対面

第9回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する②
業界について理解を深め、卒業後の進路について考える。

【予習】職種、業種について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、職種、業種につい
て復習する。

4時間対面

第10回 【職業理解】「業界」について考える①（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）
グループワーク「チョコレートが消費者に届くまで」
グループワークを通じて、業界間のつながりを理解する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界間のつながりを再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第11回 【職業理解】「業界」について考える②（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）　グループ発
表
前回の取り組みのグループ発表及び講評・まとめ（サプライチェーンの
観点を解説など）

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備をする。
【復習】グループ発表の振り返りと身の回りにある商品・
サービスの業界間のつながりを検討し、理解を深める。

4時間対面

第12回 【職業理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内で扱われる業界について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、業界の働き方に
ついて復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう①
先輩学生による学生生活に関する講演を聞き、成長する学生生活につ
いて考える。

【予習】学就BOOK「7章・8章・9章」を事前に読んでおく。
【復習】講演資料・学就BOOK「7章・8章・9章」を読み直し、
成長する学生生活について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう②
1年間を振り返り、2年生からの計画をたてる。

【予習】学部での学習内容を見直し、学部での学びについ
て振り返る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア基礎B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1佐々木　研

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
ビジネスキャリア基礎Bは、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求め
られる就業力を培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。さらに、専門
教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。
 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、
「様々な働き方を知る」・「業界について考える」などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザインをイメージしつ
つ、社会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュ
ニケーション能力をはじめとする汎用的基礎力を養成する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア基礎Bの目標は以下のとおりである。
①自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。
②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集ができる。
③経営学部の学びを踏まえ、自身の将来や社会で働くことについて関心を持つことができている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、事業会社に勤務しながら、社会貢献事業の一環として、まちづくりやキャリア教育事業等に携わり、現在は若者の「働く」価値観
を変えるミライ企業プロジェクトを中心に、大学のキャリア教育事業や企業の経営サポートなどに従事している。本科目では、これらの実務経験を活かし
て、社会理解、業界企業理解、職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK（⽇経HR編集部著）

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
社会人基礎力診断＋企業動向を知る

【予習】学就BOOK「10章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「10章」、パワーポイント資料を読み直
し、社会⼈基礎⼒について復習する。

2時間対面

第2回 【職業理解】社会人基礎力について考える①
ビンゴゲームとディスカッションを通して、社会人基礎力について理解す
る。

【予習】社会人基礎力について調べ、ワークシートに記入
する。
【復習】配布資料等を読み直し、社会人基礎力について再
度確認する。

4時間対面

第3回 【職業理解】社会人基礎力について考える②
仕事の現場で奮闘する社会人に関する動画を視聴し、仕事に向き合う
姿勢や価値観について観察し、グループでディスカッションすることで、
社会人に求められる諸要素について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、社会人基礎力
を身につけるためには何が必要か確認する。

4時間対面

第4回 【自己理解】様々な働き方を知る①
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第5回 【自己理解】様々な働き方を知る②
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面
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第6回 【オンデマンド】【職業理解】特別講演①
働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンの基本的知識を習得す
る。

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンに
ついて事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間オンデマンド

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第7回までの内容を復習する。

6時間対面

第8回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する①
職種・業種の体系、内容について理解し、各自の興味・関心、強みと重
ねて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料を読み直し、 「職種・業界」について再度
確認する。

4時間対面

第9回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する②
業界について理解を深め、卒業後の進路について考える。

【予習】職種、業種について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、職種、業種につい
て復習する。

4時間対面

第10回 【職業理解】「業界」について考える①（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）
グループワーク「チョコレートが消費者に届くまで」
グループワークを通じて、業界間のつながりを理解する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界間のつながりを再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第11回 【職業理解】「業界」について考える②（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）　グループ発
表
前回の取り組みのグループ発表及び講評・まとめ（サプライチェーンの
観点を解説など）

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備をする。
【復習】グループ発表の振り返りと身の回りにある商品・
サービスの業界間のつながりを検討し、理解を深める。

4時間対面

第12回 【職業理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内で扱われる業界について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、業界の働き方に
ついて復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう①
先輩学生による学生生活に関する講演を聞き、成長する学生生活につ
いて考える。

【予習】学就BOOK「7章・8章・9章」を事前に読んでおく。
【復習】講演資料・学就BOOK「7章・8章・9章」を読み直し、
成長する学生生活について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう②
1年間を振り返り、2年生からの計画をたてる。

【予習】学部での学習内容を見直し、学部での学びについ
て振り返る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア基礎B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1佐々木　研

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
ビジネスキャリア基礎Bは、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求め
られる就業力を培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。さらに、専門
教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。
 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、
「様々な働き方を知る」・「業界について考える」などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザインをイメージしつ
つ、社会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュ
ニケーション能力をはじめとする汎用的基礎力を養成する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア基礎Bの目標は以下のとおりである。
①自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。
②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集ができる。
③経営学部の学びを踏まえ、自身の将来や社会で働くことについて関心を持つことができている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

本科目の担当教員は、事業会社に勤務しながら、社会貢献事業の一環として、まちづくりやキャリア教育事業等に携わり、現在は若者の「働く」価値観
を変えるミライ企業プロジェクトを中心に、大学のキャリア教育事業や企業の経営サポートなどに従事している。本科目では、これらの実務経験を活かし
て、社会理解、業界企業理解、職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK（⽇経HR編集部著）

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
社会人基礎力診断＋企業動向を知る

【予習】学就BOOK「10章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「10章」、パワーポイント資料を読み直
し、社会⼈基礎⼒について復習する。

2時間対面

第2回 【職業理解】社会人基礎力について考える①
ビンゴゲームとディスカッションを通して、社会人基礎力について理解す
る。

【予習】社会人基礎力について調べ、ワークシートに記入
する。
【復習】配布資料等を読み直し、社会人基礎力について再
度確認する。

4時間対面

第3回 【職業理解】社会人基礎力について考える②
仕事の現場で奮闘する社会人に関する動画を視聴し、仕事に向き合う
姿勢や価値観について観察し、グループでディスカッションすることで、
社会人に求められる諸要素について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、社会人基礎力
を身につけるためには何が必要か確認する。

4時間対面

第4回 【自己理解】様々な働き方を知る①
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第5回 【自己理解】様々な働き方を知る②
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面
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第6回 【オンデマンド】【職業理解】特別講演①
働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンの基本的知識を習得す
る。

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンに
ついて事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間オンデマンド

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第7回までの内容を復習する。

6時間対面

第8回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する①
職種・業種の体系、内容について理解し、各自の興味・関心、強みと重
ねて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料を読み直し、 「職種・業界」について再度
確認する。

4時間対面

第9回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する②
業界について理解を深め、卒業後の進路について考える。

【予習】職種、業種について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、職種、業種につい
て復習する。

4時間対面

第10回 【職業理解】「業界」について考える①（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）
グループワーク「チョコレートが消費者に届くまで」
グループワークを通じて、業界間のつながりを理解する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界間のつながりを再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第11回 【職業理解】「業界」について考える②（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）　グループ発
表
前回の取り組みのグループ発表及び講評・まとめ（サプライチェーンの
観点を解説など）

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備をする。
【復習】グループ発表の振り返りと身の回りにある商品・
サービスの業界間のつながりを検討し、理解を深める。

4時間対面

第12回 【職業理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内で扱われる業界について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、業界の働き方に
ついて復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう①
先輩学生による学生生活に関する講演を聞き、成長する学生生活につ
いて考える。

【予習】学就BOOK「7章・8章・9章」を事前に読んでおく。
【復習】講演資料・学就BOOK「7章・8章・9章」を読み直し、
成長する学生生活について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう②
1年間を振り返り、2年生からの計画をたてる。

【予習】学部での学習内容を見直し、学部での学びについ
て振り返る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア基礎B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G1

経営学部専門教育科目

テーマ 将来を見据えた学生生活の設計

授業の目的及び概要
ビジネスキャリア基礎Bは、ビジネスキャリア基礎Ａに続き、卒業後の生涯にわたる「生き方・学び方・働き方（＝キャリア）」を考えながら、社会人に求め
られる就業力を培う科目である。就業力とは、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力となる。さらに、専門
教育科目での学びを踏まえつつ、経営学部生として身につけるべきキャリアスキルを涵養する。
 この授業では、日本の経済・社会情勢の変化やグローバル化の進展を踏まえ、卒業後の進路選択で重要となる社会観と職業観を養成するため、
「様々な働き方を知る」・「業界について考える」などをテーマとして、課題に取り組むことで就業力を培う。そして、将来のキャリアデザインをイメージしつ
つ、社会人として求められる能力とは何かを考えその養成を図る。そのため、最新のキャリア事情を踏まえて、様々なワーク課題に取り組みつつ、コミュ
ニケーション能力をはじめとする汎用的基礎力を養成する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア基礎Bの目標は以下のとおりである。
①自分自身の長所や短所を自分なりに理解し、言語化できる。
②社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集ができる。
③経営学部の学びを踏まえ、自身の将来や社会で働くことについて関心を持つことができている。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は採点し、翌週の授業にて総評を⾏う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

グループワーク

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

授業を通じて、卒業後の進路に関する視野を広げ、将来のキャリアデザインについて積極的に取り組む姿勢・価値観を培うことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

ーー

30ーー30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

学就BOOK（⽇経HR編集部著）

参考書

978-4-89112-167-9
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
社会人基礎力診断＋企業動向を知る

【予習】学就BOOK「10章」を事前に読んでおく。
【復習】学就BOOK「10章」、パワーポイント資料を読み直
し、社会⼈基礎⼒について復習する。

2時間対面

第2回 【職業理解】社会人基礎力について考える①
ビンゴゲームとディスカッションを通して、社会人基礎力について理解す
る。

【予習】社会人基礎力について調べ、ワークシートに記入
する。
【復習】配布資料等を読み直し、社会人基礎力について再
度確認する。

4時間対面

第3回 【職業理解】社会人基礎力について考える②
仕事の現場で奮闘する社会人に関する動画を視聴し、仕事に向き合う
姿勢や価値観について観察し、グループでディスカッションすることで、
社会人に求められる諸要素について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、社会人基礎力
を身につけるためには何が必要か確認する。

4時間対面

第4回 【自己理解】様々な働き方を知る①
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面

第5回 【自己理解】様々な働き方を知る②
仕事観と働き方の変遷、多様な価値観に触れ、自分自身が大切にした
い生き方・働き方について考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、講義で得た知識を確認す
る。

4時間対面
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第6回 【オンデマンド】【職業理解】特別講演①
働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンの基本的知識を習得す
る。

【予習】働き方改革やダイバーシティ＆インクルージョンに
ついて事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、働き⽅について復
習する。

4時間オンデマンド

第7回 中間試験 【復習】これまでの学修についての中間試験を実施するの
で、第7回までの内容を復習する。

6時間対面

第8回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する①
職種・業種の体系、内容について理解し、各自の興味・関心、強みと重
ねて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料を読み直し、 「職種・業界」について再度
確認する。

4時間対面

第9回 【職業理解】「職種」「業種」について理解する②
業界について理解を深め、卒業後の進路について考える。

【予習】職種、業種について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、職種、業種につい
て復習する。

4時間対面

第10回 【職業理解】「業界」について考える①（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）
グループワーク「チョコレートが消費者に届くまで」
グループワークを通じて、業界間のつながりを理解する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界間のつながりを再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第11回 【職業理解】「業界」について考える②（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝと産業）　グループ発
表
前回の取り組みのグループ発表及び講評・まとめ（サプライチェーンの
観点を解説など）

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備をする。
【復習】グループ発表の振り返りと身の回りにある商品・
サービスの業界間のつながりを検討し、理解を深める。

4時間対面

第12回 【職業理解】特別講演②
ゲスト講師による「企業が求める人材像」について知る。

【予習】講義内で扱われる業界について事前に調べる。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、業界の働き方に
ついて復習する。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう①
先輩学生による学生生活に関する講演を聞き、成長する学生生活につ
いて考える。

【予習】学就BOOK「7章・8章・9章」を事前に読んでおく。
【復習】講演資料・学就BOOK「7章・8章・9章」を読み直し、
成長する学生生活について復習する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】学部での学びと自身のキャ
リアについて考えよう②
1年間を振り返り、2年生からの計画をたてる。

【予習】学部での学習内容を見直し、学部での学びについ
て振り返る。
【復習】パワーポイント資料を読み直し、学部の学び・進路
特性を踏まえた仕事について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 【予習】学期内の学修についての期末課題を授業内で実
施するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2林　紫乃

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 将来の生き方・働き方（キャリア）を考え描く（デザイン）

授業の目的及び概要
この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来
像を実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけることを目標とする。授業の目標を達成するために、講義をベースとしながらもペアワー
クやグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。
授業の概要としては、まず、「働くことの意味」について、他者の考えについても参考に、自分なりの考えをまとめる。次に社会人基礎力とそれを構成す
る3つの力、すなわち「考える力」「行動する力」「チームで働く力」について、社会人の方々の行動を観察することなどを通して理解し、表現する。そして、
企業、社会の仕組みを確認しつつ、「職種」「業界」について理解し、自分の興味・関心と結びつけてみる。さらに「業界」について、業界間のつながりを理
解し、将来の選択肢を広げる。
また、就職試験、さらには社会人として活躍するために必要なコミュニケーションスキルや数量的スキルなどの汎用的技能について、自分の現在のスキ
ルを見極め、各自のスキルアップに向けた取り組みへとナビゲーションする機会を設定する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア研究Ａの授業到達目標は以下の通りである。
①「生きること」「働くこと」について、自分なりの考えをまとめ説明することができる。 
② 社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集を行い、それに対する自身の考えを表現することができる。
③「自分自身」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ説明することができる。 
④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、課題に取り組むことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

——

30——30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、授業を進める。

参考書

「CAREER ROAD 2023（キャリアセンター発刊）」、キャリタス就活2025「業界MAP」

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【職業理解】ガイダンス
キャリアデザインに必要な素養・技能を修得することの意義を確認し、
授業の概要を紹介する。

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 得た知
識を確認する。

2時間対面

第2回 【自己理解】「生きること」「働くこと」について考える①（キャリアアン
カー）
各種ツールを使って、自己の価値観について分析する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】授業内で使用したレジュメ等を読み直し、「日本的
雇用慣行、新規学卒労働市場、多様な雇用形態の仕組
み等」について復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える②（ダイバーシティ）
「働き方改革」や「ダイバーシティ」をテーマに、講義とグループワークを
通じて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、学部に関連のある業界及
びSDGsに取り組む企業について理解を深める。

4時間対面

第4回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える③（SDGs）
学部の主な進路先とこれからの企業選びのモノサシを理解し、各自の
興味・関心、強みと重ねてみる。（SDGs）

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、学部に関連のある業界及
びSDGsに取り組む企業について理解を深める。

4時間対面

第5回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える④（観察とディスカッ
ション）
職場で奮闘する社会人の動画を視聴し、働くことの意義・価値観につい
て考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、働くことの意味
や社会人基礎力の重要性を確認する。

4時間対面
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第6回 「生きること」「働くこと」について考える⑤（特別講演）
社会人による「生きること、働くことの意味」についての講演を聴き、「働
くことの意味」について考える。
※ゲストスピーカー

【予習】ゲストスピーカーの属する業界や企業についてイ
ンターネット等で事前に調査し、質問等を準備する。
【復習】配布資料等を読み直し、 「生きること、働くことの
意味」について再度確認する。

4時間対面

第7回 「生きること」「働くこと」のまとめ　※中間課題
第6回までのまとめ（レポート作成）を行う。

【予習】「生きること」「働くこと」に関する中間課題を授業内
で実施するので、第6回までの内容を復習する。
【復習】「生きること」「働くこと」を振り返り、講義で得た知
識を確認する。

6時間対面

第8回 【職業理解】業界研究入門①グループワーク
グループで特定の業界内企業の比較研究に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界の研究と理
解」を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界内企業の比較を再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第9回 【職業理解】業界研究入門②グループワーク 
前回につづき、グループワークを通して、特定の業界内企業の比較研
究に取り組み、中間発表をする。

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備を行う。
【復習】作成した業界内企業の比較を再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第10回 【職業理解】業界研究入門③グループワーク
前回につづき、完成した業界内企業の比較研究成果を発表する。

【予習】前回の授業で完成したワークシートの発表準備を
行う。
【復習】発表を振り返り、興味関心がある業界の比較研究
を進め、理解を深める。

4時間対面

第11回 【オンデマンド】
【自己理解】「自己」を理解し表現する①（自己分析にどう向き合うか） 
自己分析の意義とあり方について考える。★適性検査実施

【予習】CAREER ROAD「自己分析①」を事前に読んでお
く。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間オンデマンド

第12回 【自己理解】「自己」を理解し表現する②（自分の興味・関心・強みの認
識） 
各種ツールを使って、自己の経験を棚卸し、自己を分析する。（マインド
マップ・ジョハリの窓） ★適性検査の振り返り

【予習】CAREER ROAD「自己分析②③」を事前に読んで
おく。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第13回 【自己理解】「自己」を理解し表現する③（自分の弱みの認識・克服） 
各種ツールを使って、自己の経験を棚卸し、自己を分析する。（リフレー
ミング）

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】「自己」を理解し表現する④
（自分の興味・関心・強みの認識） 
学部で学んだことを棚卸し、自己を分析する。

【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】「自己」を理解
し表現する④（自分の興味・関心・強みの認識） 
学部で学んだことを棚卸し、自己を分析する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題
これまで学修してきた内容について総括する。夏休みに取り組むことを
確認する。

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を授業内で実施
するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 将来の生き方・働き方（キャリア）を考え描く（デザイン）

授業の目的及び概要
この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来
像を実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけることを目標とする。授業の目標を達成するために、講義をベースとしながらもペアワー
クやグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。
授業の概要としては、まず、「働くことの意味」について、他者の考えについても参考に、自分なりの考えをまとめる。次に社会人基礎力とそれを構成す
る3つの力、すなわち「考える力」「行動する力」「チームで働く力」について、社会人の方々の行動を観察することなどを通して理解し、表現する。そして、
企業、社会の仕組みを確認しつつ、「職種」「業界」について理解し、自分の興味・関心と結びつけてみる。さらに「業界」について、業界間のつながりを理
解し、将来の選択肢を広げる。
また、就職試験、さらには社会人として活躍するために必要なコミュニケーションスキルや数量的スキルなどの汎用的技能について、自分の現在のスキ
ルを見極め、各自のスキルアップに向けた取り組みへとナビゲーションする機会を設定する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア研究Ａの授業到達目標は以下の通りである。
①「生きること」「働くこと」について、自分なりの考えをまとめ説明することができる。 
② 社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集を行い、それに対する自身の考えを表現することができる。
③「自分自身」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ説明することができる。 
④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、課題に取り組むことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

——

30——30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、授業を進める。

参考書

「CAREER ROAD 2023（キャリアセンター発刊）」、キャリタス就活2025「業界MAP」

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【職業理解】ガイダンス
キャリアデザインに必要な素養・技能を修得することの意義を確認し、
授業の概要を紹介する。

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 得た知
識を確認する。

2時間対面

第2回 【自己理解】「生きること」「働くこと」について考える①（キャリアアン
カー）
各種ツールを使って、自己の価値観について分析する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】授業内で使用したレジュメ等を読み直し、「日本的
雇用慣行、新規学卒労働市場、多様な雇用形態の仕組
み等」について復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える②（ダイバーシティ）
「働き方改革」や「ダイバーシティ」をテーマに、講義とグループワークを
通じて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、学部に関連のある業界及
びSDGsに取り組む企業について理解を深める。

4時間対面

第4回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える③（SDGs）
学部の主な進路先とこれからの企業選びのモノサシを理解し、各自の
興味・関心、強みと重ねてみる。（SDGs）

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、学部に関連のある業界及
びSDGsに取り組む企業について理解を深める。

4時間対面

第5回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える④（観察とディスカッ
ション）
職場で奮闘する社会人の動画を視聴し、働くことの意義・価値観につい
て考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、働くことの意味
や社会人基礎力の重要性を確認する。

4時間対面
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第6回 「生きること」「働くこと」について考える⑤（特別講演）
社会人による「生きること、働くことの意味」についての講演を聴き、「働
くことの意味」について考える。
※ゲストスピーカー

【予習】ゲストスピーカーの属する業界や企業についてイ
ンターネット等で事前に調査し、質問等を準備する。
【復習】配布資料等を読み直し、 「生きること、働くことの
意味」について再度確認する。

4時間対面

第7回 「生きること」「働くこと」のまとめ　※中間課題
第6回までのまとめ（レポート作成）を行う。

【予習】「生きること」「働くこと」に関する中間課題を授業内
で実施するので、第6回までの内容を復習する。
【復習】「生きること」「働くこと」を振り返り、講義で得た知
識を確認する。

6時間対面

第8回 【職業理解】業界研究入門①グループワーク
グループで特定の業界内企業の比較研究に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界の研究と理
解」を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界内企業の比較を再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第9回 【職業理解】業界研究入門②グループワーク 
前回につづき、グループワークを通して、特定の業界内企業の比較研
究に取り組み、中間発表をする。

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備を行う。
【復習】作成した業界内企業の比較を再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第10回 【職業理解】業界研究入門③グループワーク
前回につづき、完成した業界内企業の比較研究成果を発表する。

【予習】前回の授業で完成したワークシートの発表準備を
行う。
【復習】発表を振り返り、興味関心がある業界の比較研究
を進め、理解を深める。

4時間対面

第11回 【オンデマンド】
【自己理解】「自己」を理解し表現する①（自己分析にどう向き合うか） 
自己分析の意義とあり方について考える。★適性検査実施

【予習】CAREER ROAD「自己分析①」を事前に読んでお
く。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間オンデマンド

第12回 【自己理解】「自己」を理解し表現する②（自分の興味・関心・強みの認
識） 
各種ツールを使って、自己の経験を棚卸し、自己を分析する。（マインド
マップ・ジョハリの窓） ★適性検査の振り返り

【予習】CAREER ROAD「自己分析②③」を事前に読んで
おく。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第13回 【自己理解】「自己」を理解し表現する③（自分の弱みの認識・克服） 
各種ツールを使って、自己の経験を棚卸し、自己を分析する。（リフレー
ミング）

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】「自己」を理解し表現する④
（自分の興味・関心・強みの認識） 
学部で学んだことを棚卸し、自己を分析する。

【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】「自己」を理解
し表現する④（自分の興味・関心・強みの認識） 
学部で学んだことを棚卸し、自己を分析する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題
これまで学修してきた内容について総括する。夏休みに取り組むことを
確認する。

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を授業内で実施
するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 将来の生き方・働き方（キャリア）を考え描く（デザイン）

授業の目的及び概要
この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来
像を実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけることを目標とする。授業の目標を達成するために、講義をベースとしながらもペアワー
クやグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。
授業の概要としては、まず、「働くことの意味」について、他者の考えについても参考に、自分なりの考えをまとめる。次に社会人基礎力とそれを構成す
る3つの力、すなわち「考える力」「行動する力」「チームで働く力」について、社会人の方々の行動を観察することなどを通して理解し、表現する。そして、
企業、社会の仕組みを確認しつつ、「職種」「業界」について理解し、自分の興味・関心と結びつけてみる。さらに「業界」について、業界間のつながりを理
解し、将来の選択肢を広げる。
また、就職試験、さらには社会人として活躍するために必要なコミュニケーションスキルや数量的スキルなどの汎用的技能について、自分の現在のスキ
ルを見極め、各自のスキルアップに向けた取り組みへとナビゲーションする機会を設定する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア研究Ａの授業到達目標は以下の通りである。
①「生きること」「働くこと」について、自分なりの考えをまとめ説明することができる。 
② 社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集を行い、それに対する自身の考えを表現することができる。
③「自分自身」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ説明することができる。 
④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、課題に取り組むことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

——

30——30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、授業を進める。

参考書

「CAREER ROAD 2023（キャリアセンター発刊）」、キャリタス就活2025「業界MAP」

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【職業理解】ガイダンス
キャリアデザインに必要な素養・技能を修得することの意義を確認し、
授業の概要を紹介する。

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 得た知
識を確認する。

2時間対面

第2回 【自己理解】「生きること」「働くこと」について考える①（キャリアアン
カー）
各種ツールを使って、自己の価値観について分析する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】授業内で使用したレジュメ等を読み直し、「日本的
雇用慣行、新規学卒労働市場、多様な雇用形態の仕組
み等」について復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える②（ダイバーシティ）
「働き方改革」や「ダイバーシティ」をテーマに、講義とグループワークを
通じて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、学部に関連のある業界及
びSDGsに取り組む企業について理解を深める。

4時間対面

第4回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える③（SDGs）
学部の主な進路先とこれからの企業選びのモノサシを理解し、各自の
興味・関心、強みと重ねてみる。（SDGs）

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、学部に関連のある業界及
びSDGsに取り組む企業について理解を深める。

4時間対面

第5回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える④（観察とディスカッ
ション）
職場で奮闘する社会人の動画を視聴し、働くことの意義・価値観につい
て考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、働くことの意味
や社会人基礎力の重要性を確認する。

4時間対面
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第6回 「生きること」「働くこと」について考える⑤（特別講演）
社会人による「生きること、働くことの意味」についての講演を聴き、「働
くことの意味」について考える。
※ゲストスピーカー

【予習】ゲストスピーカーの属する業界や企業についてイ
ンターネット等で事前に調査し、質問等を準備する。
【復習】配布資料等を読み直し、 「生きること、働くことの
意味」について再度確認する。

4時間対面

第7回 「生きること」「働くこと」のまとめ　※中間課題
第6回までのまとめ（レポート作成）を行う。

【予習】「生きること」「働くこと」に関する中間課題を授業内
で実施するので、第6回までの内容を復習する。
【復習】「生きること」「働くこと」を振り返り、講義で得た知
識を確認する。

6時間対面

第8回 【職業理解】業界研究入門①グループワーク
グループで特定の業界内企業の比較研究に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界の研究と理
解」を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界内企業の比較を再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第9回 【職業理解】業界研究入門②グループワーク 
前回につづき、グループワークを通して、特定の業界内企業の比較研
究に取り組み、中間発表をする。

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備を行う。
【復習】作成した業界内企業の比較を再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第10回 【職業理解】業界研究入門③グループワーク
前回につづき、完成した業界内企業の比較研究成果を発表する。

【予習】前回の授業で完成したワークシートの発表準備を
行う。
【復習】発表を振り返り、興味関心がある業界の比較研究
を進め、理解を深める。

4時間対面

第11回 【オンデマンド】
【自己理解】「自己」を理解し表現する①（自己分析にどう向き合うか） 
自己分析の意義とあり方について考える。★適性検査実施

【予習】CAREER ROAD「自己分析①」を事前に読んでお
く。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間オンデマンド

第12回 【自己理解】「自己」を理解し表現する②（自分の興味・関心・強みの認
識） 
各種ツールを使って、自己の経験を棚卸し、自己を分析する。（マインド
マップ・ジョハリの窓） ★適性検査の振り返り

【予習】CAREER ROAD「自己分析②③」を事前に読んで
おく。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第13回 【自己理解】「自己」を理解し表現する③（自分の弱みの認識・克服） 
各種ツールを使って、自己の経験を棚卸し、自己を分析する。（リフレー
ミング）

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】「自己」を理解し表現する④
（自分の興味・関心・強みの認識） 
学部で学んだことを棚卸し、自己を分析する。

【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】「自己」を理解
し表現する④（自分の興味・関心・強みの認識） 
学部で学んだことを棚卸し、自己を分析する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題
これまで学修してきた内容について総括する。夏休みに取り組むことを
確認する。

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を授業内で実施
するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア研究A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2林　紫乃

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 将来の生き方・働き方（キャリア）を考え描く（デザイン）

授業の目的及び概要
この授業では、これに続くビジネスキャリア研究Ｂとともに、自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来
像を実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけることを目標とする。授業の目標を達成するために、講義をベースとしながらもペアワー
クやグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。
授業の概要としては、まず、「働くことの意味」について、他者の考えについても参考に、自分なりの考えをまとめる。次に社会人基礎力とそれを構成す
る3つの力、すなわち「考える力」「行動する力」「チームで働く力」について、社会人の方々の行動を観察することなどを通して理解し、表現する。そして、
企業、社会の仕組みを確認しつつ、「職種」「業界」について理解し、自分の興味・関心と結びつけてみる。さらに「業界」について、業界間のつながりを理
解し、将来の選択肢を広げる。
また、就職試験、さらには社会人として活躍するために必要なコミュニケーションスキルや数量的スキルなどの汎用的技能について、自分の現在のスキ
ルを見極め、各自のスキルアップに向けた取り組みへとナビゲーションする機会を設定する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア研究Ａの授業到達目標は以下の通りである。
①「生きること」「働くこと」について、自分なりの考えをまとめ説明することができる。 
② 社会課題や業界・企業について関心を持って情報収集を行い、それに対する自身の考えを表現することができる。
③「自分自身」について理解するとともに、将来の目標を実現するために必要なことをまとめ説明することができる。 
④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、課題に取り組むことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

——

30——30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、授業を進める。

参考書

「CAREER ROAD 2023（キャリアセンター発刊）」、キャリタス就活2025「業界MAP」

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【職業理解】ガイダンス
キャリアデザインに必要な素養・技能を修得することの意義を確認し、
授業の概要を紹介する。

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 得た知
識を確認する。

2時間対面

第2回 【自己理解】「生きること」「働くこと」について考える①（キャリアアン
カー）
各種ツールを使って、自己の価値観について分析する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】授業内で使用したレジュメ等を読み直し、「日本的
雇用慣行、新規学卒労働市場、多様な雇用形態の仕組
み等」について復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える②（ダイバーシティ）
「働き方改革」や「ダイバーシティ」をテーマに、講義とグループワークを
通じて考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、学部に関連のある業界及
びSDGsに取り組む企業について理解を深める。

4時間対面

第4回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える③（SDGs）
学部の主な進路先とこれからの企業選びのモノサシを理解し、各自の
興味・関心、強みと重ねてみる。（SDGs）

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、学部に関連のある業界及
びSDGsに取り組む企業について理解を深める。

4時間対面

第5回 【職業理解】「生きること」「働くこと」について考える④（観察とディスカッ
ション）
職場で奮闘する社会人の動画を視聴し、働くことの意義・価値観につい
て考える。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】動画およびワークシートを振り返り、働くことの意味
や社会人基礎力の重要性を確認する。

4時間対面
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第6回 「生きること」「働くこと」について考える⑤（特別講演）
社会人による「生きること、働くことの意味」についての講演を聴き、「働
くことの意味」について考える。
※ゲストスピーカー

【予習】ゲストスピーカーの属する業界や企業についてイ
ンターネット等で事前に調査し、質問等を準備する。
【復習】配布資料等を読み直し、 「生きること、働くことの
意味」について再度確認する。

4時間対面

第7回 「生きること」「働くこと」のまとめ　※中間課題
第6回までのまとめ（レポート作成）を行う。

【予習】「生きること」「働くこと」に関する中間課題を授業内
で実施するので、第6回までの内容を復習する。
【復習】「生きること」「働くこと」を振り返り、講義で得た知
識を確認する。

6時間対面

第8回 【職業理解】業界研究入門①グループワーク
グループで特定の業界内企業の比較研究に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界の研究と理
解」を事前に読んでおく。
【復習】作成した業界内企業の比較を再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第9回 【職業理解】業界研究入門②グループワーク 
前回につづき、グループワークを通して、特定の業界内企業の比較研
究に取り組み、中間発表をする。

【予習】前回の授業で使用したワークシートを提出（発表）
できるよう事前準備を行う。
【復習】作成した業界内企業の比較を再度確認し、不足点
は調査する。

4時間対面

第10回 【職業理解】業界研究入門③グループワーク
前回につづき、完成した業界内企業の比較研究成果を発表する。

【予習】前回の授業で完成したワークシートの発表準備を
行う。
【復習】発表を振り返り、興味関心がある業界の比較研究
を進め、理解を深める。

4時間対面

第11回 【オンデマンド】
【自己理解】「自己」を理解し表現する①（自己分析にどう向き合うか） 
自己分析の意義とあり方について考える。★適性検査実施

【予習】CAREER ROAD「自己分析①」を事前に読んでお
く。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間オンデマンド

第12回 【自己理解】「自己」を理解し表現する②（自分の興味・関心・強みの認
識） 
各種ツールを使って、自己の経験を棚卸し、自己を分析する。（マインド
マップ・ジョハリの窓） ★適性検査の振り返り

【予習】CAREER ROAD「自己分析②③」を事前に読んで
おく。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第13回 【自己理解】「自己」を理解し表現する③（自分の弱みの認識・克服） 
各種ツールを使って、自己の経験を棚卸し、自己を分析する。（リフレー
ミング）

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等で振り返り、 理解した自己を再度確認
する。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】「自己」を理解し表現する④
（自分の興味・関心・強みの認識） 
学部で学んだことを棚卸し、自己を分析する。

【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】「自己」を理解
し表現する④（自分の興味・関心・強みの認識） 
学部で学んだことを棚卸し、自己を分析する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題
これまで学修してきた内容について総括する。夏休みに取り組むことを
確認する。

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を授業内で実施
するので、第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2林　紫乃

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 将来の生き方・働き方（キャリア）を考え描く（デザイン）

授業の目的及び概要
この授業では、春学期のビジネスキャリア研究Aに続き、自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像
を実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけることを目標とする。授業の目標を達成するために、講義をベースとしながらもペアワーク
やグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。
授業の概要としては、まず、「企業研究」について、特定の業界の企業比較を通して業界特性や企業研究の方法を理解する。次に、自己理解にどのよう
に向き合うかについて理解した上で、様々なツールを用いて、自己の振り返りと自己分析と進め、理解を深める。さらに自分の強みを社会で通用する強
みに練り上げ、自己PRとして完成させる。
また、就職試験、さらには社会人として活躍するために必要なコミュニケーションスキルや数量的スキルなどの汎用的技能について、自分の現在のスキ
ルを見極め、各自のスキルアップに向けた取り組みへとナビゲーションする機会を設定する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア研究Bの授業到達目標は以下の通りである。
①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて表現できる。
②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、希望進路を実現するための計画について考える準備ができている。
③将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事ができる。
④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、課題に取り組むことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

——

30——30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、授業を進める。

参考書

「CAREER ROAD 2023（キャリアセンター発刊）」、キャリタス就活2025「業界MAP」

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
夏休みの振り返りを行い、授業概要についてガイダンスを実施する。

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 演習で
得た知識を確認する。

2時間対面

第2回 【自己理解】自己分析①自分の経験を整理する
学生時代の経験や学部での学びについて、ワークシート等に書き出す
ことにより、自分の経験を整理する。

【予習】CAREER ROAD「具体的なエピソードを探す」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「具体的なエピソードを探す」を読
み直し、授業内で配布したワークシートを用いて復習す
る。

4時間対面

第3回 【自己理解】自己分析②「学生時代に力を入れたこと」を文章で表現す
る
前回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、文章表現および口頭練習
を行う。

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、自己分析について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】自己分析③「学生時代に力
を入れたこと」を完成させる
これまでの授業を振り返り、ワークを通じて、学生生活を通じた自身の
強みを発見し文章化する。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を読み直し、自
己PRについて復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第5回 【オンデマンド】
【就業力】自己分析④文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書
こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を読み直し、自
己PRについて復習する。

4時間対面

第6回 【就業力】自己分析⑤「エントリーシート」にまとめる
これまでの学習を通じて得られた自己について模擬エントリーシートに
まとめる。 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】特別講演の内容を振り返り、自身の自己PRを再考
する。

6時間対面

第7回 【就業力】社会人基礎力を培う②（アサーション） 
相手を尊重しつつ、自分自身の意見、気持ちを適切に伝える方法を学
び、その大切さを認識する。ペアやグループでワークを行い、アサーショ
ンの有用性を体感する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、「アサーション」について
再度確認し、学生生活の場で活用する。

4時間対面

第8回 【就業力】実践トレーニング①グループディスカッション（メリット・デメリッ
ト分析）
グループディスカッションについて、その実施意図や評価ポイント、基本
的な進行方法を理解する。

【予習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を読み
直し、グループディスカッションについて復習する。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】実践トレーニング②グルー
プディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を読み
直し、グループディスカッションについて復習する。

4時間対面

第10回 【自己理解】実践トレーニング①1分間自己PR①
自己分析、企業研究をもとに企業が求める人材像に沿って、簡潔に自
己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第11回 【就業力】実践トレーニング②1分間自己ＰＲ②
自己ＰＲ動画作成に向けて準備した、原稿や動画を活用し、グループ
ワークでの相互評価を通じて自身の課題に気づく。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習する。

4時間対面

第12回 【職業理解】実践トレーニング③集団面接①
面接の基本的な所作のマナーを理解する。また、「集団面接」につい
て、その意図や評価ポイントを理解する。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】実践トレーニング④集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】実践トレーニング⑤個人面接
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 将来の生き方・働き方（キャリア）を考え描く（デザイン）

授業の目的及び概要
この授業では、春学期のビジネスキャリア研究Aに続き、自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像
を実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけることを目標とする。授業の目標を達成するために、講義をベースとしながらもペアワーク
やグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。
授業の概要としては、まず、「企業研究」について、特定の業界の企業比較を通して業界特性や企業研究の方法を理解する。次に、自己理解にどのよう
に向き合うかについて理解した上で、様々なツールを用いて、自己の振り返りと自己分析と進め、理解を深める。さらに自分の強みを社会で通用する強
みに練り上げ、自己PRとして完成させる。
また、就職試験、さらには社会人として活躍するために必要なコミュニケーションスキルや数量的スキルなどの汎用的技能について、自分の現在のスキ
ルを見極め、各自のスキルアップに向けた取り組みへとナビゲーションする機会を設定する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア研究Bの授業到達目標は以下の通りである。
①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて表現できる。
②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、希望進路を実現するための計画について考える準備ができている。
③将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事ができる。
④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、課題に取り組むことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

——

30——30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、授業を進める。

参考書

「CAREER ROAD 2023（キャリアセンター発刊）」、キャリタス就活2025「業界MAP」

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
夏休みの振り返りを行い、授業概要についてガイダンスを実施する。

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 演習で
得た知識を確認する。

2時間対面

第2回 【自己理解】自己分析①自分の経験を整理する
学生時代の経験や学部での学びについて、ワークシート等に書き出す
ことにより、自分の経験を整理する。

【予習】CAREER ROAD「具体的なエピソードを探す」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「具体的なエピソードを探す」を読
み直し、授業内で配布したワークシートを用いて復習す
る。

4時間対面

第3回 【自己理解】自己分析②「学生時代に力を入れたこと」を文章で表現す
る
前回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、文章表現および口頭練習
を行う。

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、自己分析について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】自己分析③「学生時代に力
を入れたこと」を完成させる
これまでの授業を振り返り、ワークを通じて、学生生活を通じた自身の
強みを発見し文章化する。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を読み直し、自
己PRについて復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第5回 【オンデマンド】
【就業力】自己分析④文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書
こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を読み直し、自
己PRについて復習する。

4時間対面

第6回 【就業力】自己分析⑤「エントリーシート」にまとめる
これまでの学習を通じて得られた自己について模擬エントリーシートに
まとめる。 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】特別講演の内容を振り返り、自身の自己PRを再考
する。

6時間対面

第7回 【就業力】社会人基礎力を培う②（アサーション） 
相手を尊重しつつ、自分自身の意見、気持ちを適切に伝える方法を学
び、その大切さを認識する。ペアやグループでワークを行い、アサーショ
ンの有用性を体感する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、「アサーション」について
再度確認し、学生生活の場で活用する。

4時間対面

第8回 【就業力】実践トレーニング①グループディスカッション（メリット・デメリッ
ト分析）
グループディスカッションについて、その実施意図や評価ポイント、基本
的な進行方法を理解する。

【予習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を読み
直し、グループディスカッションについて復習する。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】実践トレーニング②グルー
プディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を読み
直し、グループディスカッションについて復習する。

4時間対面

第10回 【自己理解】実践トレーニング①1分間自己PR①
自己分析、企業研究をもとに企業が求める人材像に沿って、簡潔に自
己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第11回 【就業力】実践トレーニング②1分間自己ＰＲ②
自己ＰＲ動画作成に向けて準備した、原稿や動画を活用し、グループ
ワークでの相互評価を通じて自身の課題に気づく。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習する。

4時間対面

第12回 【職業理解】実践トレーニング③集団面接①
面接の基本的な所作のマナーを理解する。また、「集団面接」につい
て、その意図や評価ポイントを理解する。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】実践トレーニング④集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】実践トレーニング⑤個人面接
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2朴　亨珠

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 将来の生き方・働き方（キャリア）を考え描く（デザイン）

授業の目的及び概要
この授業では、春学期のビジネスキャリア研究Aに続き、自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像
を実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけることを目標とする。授業の目標を達成するために、講義をベースとしながらもペアワーク
やグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。
授業の概要としては、まず、「企業研究」について、特定の業界の企業比較を通して業界特性や企業研究の方法を理解する。次に、自己理解にどのよう
に向き合うかについて理解した上で、様々なツールを用いて、自己の振り返りと自己分析と進め、理解を深める。さらに自分の強みを社会で通用する強
みに練り上げ、自己PRとして完成させる。
また、就職試験、さらには社会人として活躍するために必要なコミュニケーションスキルや数量的スキルなどの汎用的技能について、自分の現在のスキ
ルを見極め、各自のスキルアップに向けた取り組みへとナビゲーションする機会を設定する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア研究Bの授業到達目標は以下の通りである。
①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて表現できる。
②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、希望進路を実現するための計画について考える準備ができている。
③将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事ができる。
④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、課題に取り組むことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

——

30——30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、授業を進める。

参考書

「CAREER ROAD 2023（キャリアセンター発刊）」、キャリタス就活2025「業界MAP」

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
夏休みの振り返りを行い、授業概要についてガイダンスを実施する。

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 演習で
得た知識を確認する。

2時間対面

第2回 【自己理解】自己分析①自分の経験を整理する
学生時代の経験や学部での学びについて、ワークシート等に書き出す
ことにより、自分の経験を整理する。

【予習】CAREER ROAD「具体的なエピソードを探す」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「具体的なエピソードを探す」を読
み直し、授業内で配布したワークシートを用いて復習す
る。

4時間対面

第3回 【自己理解】自己分析②「学生時代に力を入れたこと」を文章で表現す
る
前回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、文章表現および口頭練習
を行う。

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、自己分析について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】自己分析③「学生時代に力
を入れたこと」を完成させる
これまでの授業を振り返り、ワークを通じて、学生生活を通じた自身の
強みを発見し文章化する。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を読み直し、自
己PRについて復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第5回 【オンデマンド】
【就業力】自己分析④文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書
こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を読み直し、自
己PRについて復習する。

4時間対面

第6回 【就業力】自己分析⑤「エントリーシート」にまとめる
これまでの学習を通じて得られた自己について模擬エントリーシートに
まとめる。 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】特別講演の内容を振り返り、自身の自己PRを再考
する。

6時間対面

第7回 【就業力】社会人基礎力を培う②（アサーション） 
相手を尊重しつつ、自分自身の意見、気持ちを適切に伝える方法を学
び、その大切さを認識する。ペアやグループでワークを行い、アサーショ
ンの有用性を体感する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、「アサーション」について
再度確認し、学生生活の場で活用する。

4時間対面

第8回 【就業力】実践トレーニング①グループディスカッション（メリット・デメリッ
ト分析）
グループディスカッションについて、その実施意図や評価ポイント、基本
的な進行方法を理解する。

【予習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を読み
直し、グループディスカッションについて復習する。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】実践トレーニング②グルー
プディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を読み
直し、グループディスカッションについて復習する。

4時間対面

第10回 【自己理解】実践トレーニング①1分間自己PR①
自己分析、企業研究をもとに企業が求める人材像に沿って、簡潔に自
己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第11回 【就業力】実践トレーニング②1分間自己ＰＲ②
自己ＰＲ動画作成に向けて準備した、原稿や動画を活用し、グループ
ワークでの相互評価を通じて自身の課題に気づく。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習する。

4時間対面

第12回 【職業理解】実践トレーニング③集団面接①
面接の基本的な所作のマナーを理解する。また、「集団面接」につい
て、その意図や評価ポイントを理解する。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】実践トレーニング④集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】実践トレーニング⑤個人面接
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア研究B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

2林　紫乃

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 将来の生き方・働き方（キャリア）を考え描く（デザイン）

授業の目的及び概要
この授業では、春学期のビジネスキャリア研究Aに続き、自分の将来の生き方・働き方を自分の興味や強みなどを見極めながら考え描き、その未来像
を実現するために必要な技能と態度・姿勢について身につけることを目標とする。授業の目標を達成するために、講義をベースとしながらもペアワーク
やグループワークを適宜採り入れながら、授業を進める。
授業の概要としては、まず、「企業研究」について、特定の業界の企業比較を通して業界特性や企業研究の方法を理解する。次に、自己理解にどのよう
に向き合うかについて理解した上で、様々なツールを用いて、自己の振り返りと自己分析と進め、理解を深める。さらに自分の強みを社会で通用する強
みに練り上げ、自己PRとして完成させる。
また、就職試験、さらには社会人として活躍するために必要なコミュニケーションスキルや数量的スキルなどの汎用的技能について、自分の現在のスキ
ルを見極め、各自のスキルアップに向けた取り組みへとナビゲーションする機会を設定する。

学修の到達目標
ビジネスキャリア研究Bの授業到達目標は以下の通りである。
①自分自身の長所や短所について客観性も踏まえて表現できる。
②自身の将来や進路選択に主体性を持てており、希望進路を実現するための計画について考える準備ができている。
③将来の進路選択に前向きであり、困難があっても適切なサポートを受けながら前に進む事ができる。
④学部の進路として想定される業界について、業界間のつながりや特色について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）については、翌週の授業で質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

この授業での学修は将来の進路選択において重要な指標となるため、授業内で積極的に発言し、課題に取り組むことを期待する。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

——

30——30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

テキストは使用せず、動画の視聴やプリントを配付し、授業を進める。

参考書

「CAREER ROAD 2023（キャリアセンター発刊）」、キャリタス就活2025「業界MAP」

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【自己理解】ガイダンス
夏休みの振り返りを行い、授業概要についてガイダンスを実施する。

【復習】授業内で使用した配布資料等を読み直し、 演習で
得た知識を確認する。

2時間対面

第2回 【自己理解】自己分析①自分の経験を整理する
学生時代の経験や学部での学びについて、ワークシート等に書き出す
ことにより、自分の経験を整理する。

【予習】CAREER ROAD「具体的なエピソードを探す」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「具体的なエピソードを探す」を読
み直し、授業内で配布したワークシートを用いて復習す
る。

4時間対面

第3回 【自己理解】自己分析②「学生時代に力を入れたこと」を文章で表現す
る
前回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、文章表現および口頭練習
を行う。

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、自己分析について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】自己分析③「学生時代に力
を入れたこと」を完成させる
これまでの授業を振り返り、ワークを通じて、学生生活を通じた自身の
強みを発見し文章化する。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を読み直し、自
己PRについて復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第5回 【オンデマンド】
【就業力】自己分析④文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書
こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を読み直し、自
己PRについて復習する。

4時間対面

第6回 【就業力】自己分析⑤「エントリーシート」にまとめる
これまでの学習を通じて得られた自己について模擬エントリーシートに
まとめる。 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」を事前に読んで
おく。
【復習】特別講演の内容を振り返り、自身の自己PRを再考
する。

6時間対面

第7回 【就業力】社会人基礎力を培う②（アサーション） 
相手を尊重しつつ、自分自身の意見、気持ちを適切に伝える方法を学
び、その大切さを認識する。ペアやグループでワークを行い、アサーショ
ンの有用性を体感する。

【予習】配布資料を事前に読んでおく。
【復習】配布資料等を読み直し、「アサーション」について
再度確認し、学生生活の場で活用する。

4時間対面

第8回 【就業力】実践トレーニング①グループディスカッション（メリット・デメリッ
ト分析）
グループディスカッションについて、その実施意図や評価ポイント、基本
的な進行方法を理解する。

【予習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を読み
直し、グループディスカッションについて復習する。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】実践トレーニング②グルー
プディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「グループディスカッション」を読み
直し、グループディスカッションについて復習する。

4時間対面

第10回 【自己理解】実践トレーニング①1分間自己PR①
自己分析、企業研究をもとに企業が求める人材像に沿って、簡潔に自
己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第11回 【就業力】実践トレーニング②1分間自己ＰＲ②
自己ＰＲ動画作成に向けて準備した、原稿や動画を活用し、グループ
ワークでの相互評価を通じて自身の課題に気づく。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習する。

4時間対面

第12回 【職業理解】実践トレーニング③集団面接①
面接の基本的な所作のマナーを理解する。また、「集団面接」につい
て、その意図や評価ポイントを理解する。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】実践トレーニング④集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】実践トレーニング⑤個人面接
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第15回 まとめ・期末課題 
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。

【予習】CAREER ROAD「集団面接」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「集団面接」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3中嶋　孝恵

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業にて2003年から現在まで総務・人事担当者として、新卒採用の実務に長年携わっている。また、本学の様々なキャリア
支援行事に従事しており、2009年から2014年の期間にはキャリアセンターでのキャリア相談員としての実績も有している。本科目では、これらの実務経
験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3玉利　有紀子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタント等を有し、各種求職者セミナーや企業内研修における講師として活動しており、幅広い世代を対
象にしたキャリア支援活動の実績と経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指
導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3石井　里奈

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、キャリアコンサルタント有資格者であり、専門学校での学生就職指導や民間企業での人事採用等の業務に携わってきた。本科
目では、これらの実務経験を活かして、自己分析や業界・企業研究に関する実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3大島　淑恵

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3全　允子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタントを有し、民間企業で留学生の就職支援を行ってきた。また、ハローワークの職業訓練講師として
キャリアコンサルティングの業務に従事している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を
行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3石井　里奈

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、キャリアコンサルタント有資格者であり、専門学校での学生就職指導や民間企業での人事採用等の業務に携わってきた。本科
目では、これらの実務経験を活かして、自己分析や業界・企業研究に関する実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面

－539－



第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3玉利　有紀子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタント等を有し、各種求職者セミナーや企業内研修における講師として活動しており、幅広い世代を対
象にしたキャリア支援活動の実績と経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指
導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面

－543－



第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3大島　淑恵

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践A　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3中嶋　孝恵

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてグループワーク
を中心に授業を進める。この科目では、主に「自己分析」、「業界・企業研究」、「志望動機作成」に取り組む。
自己を客観的に捉え、論理的に表現する力を身に付けながら、企業研究や業界研究などを通じて産業への知識を深めることで、自らの強みと職業とを
リンクさせる志望動機の素地を形成し、職業人となるための基礎力を養成する。
授業においては、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など
実践を通して学ぶ。

学修の到達目標
①自分自身の長所や短所について、根拠や具体的な経験に基づいて、客観性をもって説明ができる
②社会課題や業界・企業について主体的に研究・探索を行うと共に、多角的な視点を持って思考することができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動することができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持っており、ある程度自分で考え、対処ができる。又、必要な際は助言を求めることができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について、理解し説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）は、翌週の授業で返却し、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業にて2003年から現在まで総務・人事担当者として、新卒採用の実務に長年携わっている。また、本学の様々なキャリア
支援行事に従事しており、2009年から2014年の期間にはキャリアセンターでのキャリア相談員としての実績も有している。本科目では、これらの実務経
験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】ガイダンス
雇用情勢、採用活動スケジュール、授業の流れ等についてガイダンス
を行い、自らの経験の棚卸に取り組む。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行う。

2時間対面

第2回 【自己理解】エントリーシートの作成に向けて①
就職活動で求められるエントリーシートの作成に向けて、自身の経験の
棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシートとは」、「具体的な
エピソードを探す」を読み直し、復習する。

4時間対面

第3回 【職業理解】企業研究入門①業界理解
日経新聞に関する動画教材を視聴し、業界理解を深める。グループ
ワークを通して、業界・企業研究の方法や情報収集の重要性について
理解する。

【予習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を事前
に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「社会・仕事について知る」を読み
直し、業界・職種について復習する。

4時間対面

第4回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門②企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解に取り組む。

4時間対面

第5回 【職業理解】
企業研究入門③BtoB企業を知る（特別講演）
「BtoB」「BtoC」について理解する。学部特性に合わせた日経新聞の動
画教材等を活用し、業界・企業への理解を広げるとともに、グループ
ディスカッションを通して理解を深める。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み、各業界のBtoB,BtoC企業について復習する。

4時間対面
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第6回 【職業理解】
企業研究入門④企業の探し方、求人票の見方
動画を視聴し、ナビサイトを活用してのインターンシップ参加に向けて、
企業の探し方と求人票の見方を学ぶ。関心を持った企業へ実際にエン
トリーを行い、企業研究を行う。併せて、情報収集のポイントや調べ方
を、実践を通して理解する。

【予習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「就職活動を知る」「社会・仕事に
ついて知る」を読み直し、就職先の探し方について復習す
る。

4時間オンデマンド

第7回 【自己理解】
志望動機を考える①
学部特性を踏まえ、志望動機の評価ポイントを知り、採用者側の意図を
理解する。これまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえて、応募企業
を1社選び、志望動機を作成する。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を事前に読ん
でおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」を読み直し、
志望動機作成について復習する。

4時間対面

第8回 【就業力】
文章表現力養成講座「読み手に伝わる文章を書こう」（特別講演）
報道記者や人事局などマスコミ業界で幅広い活躍経験をもつゲストス
ピーカーが、読み手に伝わる文章を書くためのポイントを具体的に解説
する。
※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第9回 【自己理解】
エントリーシートの作成に向けて②
第８回の講演を踏まえ、就職活動で求められるエントリーシートの作成
に向けて、自身の経験の棚卸し、言語化を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第10回 【職業理解】
志望動機を考える②
第8回の講演を踏まえ、応募企業の選定と志望動機作成を進め、グ
ループワークを通じて、作成した志望動機の足りない点や課題に気づ
き、改善を行う。

【予習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自己PRを考える」「志望動機を考
える」を読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第11回 【自己理解】
志望動機を考える③
第10回の授業を踏まえて、面接場面を想定し、口頭練習を行い、自身
の課題に気づき、表現の修正等を行う。

【予習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「志望動機を考える」「面接試験」を
読み直し、最終課題に向けた準備を進める。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第13回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第14回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
実践トレーニング③　グループディスカッション
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第15回 まとめ
春学期全体を振り返り、自身の課題への対応や今後の就職活動、公務
員試験準備に向けて、これからやるべきことについて整理にする。
※期末課題提出

【予習】春学期の学修に関する期末課題（エントリーシート
の作成）を授業内で実施するので、第14回までの内容を
復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3玉利　有紀子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタント等を有し、各種求職者セミナーや企業内研修における講師として活動しており、幅広い世代を対
象にしたキャリア支援活動の実績と経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指
導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3中嶋　孝恵

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業にて2003年から現在まで総務・人事担当者として、新卒採用の実務に長年携わっている。また、本学の様々なキャリア
支援行事に従事しており、2009年から2014年の期間にはキャリアセンターでのキャリア相談員としての実績も有している。本科目では、これらの実務経
験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3石井　里奈

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、キャリアコンサルタント有資格者であり、専門学校での学生就職指導や民間企業での人事採用等の業務に携わってきた。本科
目では、これらの実務経験を活かして、自己分析や業界・企業研究に関する実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、36年間、民間放送局でテレビ番組の企画・制作の他に、企業と連携した商品開発や、販売促進、大型イベントの運営等にも責任
者として携わってきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3大島　淑恵

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3全　允子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタントを有し、民間企業で留学生の就職支援を行ってきた。また、ハローワークの職業訓練講師として
キャリアコンサルティングの業務に従事している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を
行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3石井　里奈

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、キャリアコンサルタント有資格者であり、専門学校での学生就職指導や民間企業での人事採用等の業務に携わってきた。本科
目では、これらの実務経験を活かして、自己分析や業界・企業研究に関する実践的な教育を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3大島　淑恵

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3玉利　有紀子

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、国家資格キャリアコンサルタント等を有し、各種求職者セミナーや企業内研修における講師として活動しており、幅広い世代を対
象にしたキャリア支援活動の実績と経験を有している。本科目では、これらの実務経験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指
導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面

－568－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 ビジネスキャリア実践B　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

3中嶋　孝恵

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

講義

G3

経営学部専門教育科目

テーマ ・希望進路の実現に向けて、就業力の向上をはかる。 
・卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成する。

授業の目的及び概要
この授業では、卒業後の進路を主体的かつ能動的に決定するために必要な就業力を養成することをねらいとし、演習の特性を活かしてワークを中心に
授業を進める。このうちこの科目では、就職活動に際しての実践力養成を行うことを目的とする。
授業において、双方向型実践型形式、課題解決型授業（PBL）を行う。例えば、グループディスカッション、志望動機形成力、集団面接、個人面接など実
践を通して学ぶ。
また、授業後半には、進路を決定した4年生が「キャリアメンター」として参画し、アドバイス等を行う。

学修の到達目標
①自身の強みを将来どのように活かしたいか具体的且つ効果的に述べることができる。
②社会課題や業界・企業について、主体的に研究・探索し、思考を深めると共に自身の志望動機や将来のキャリア展望と結びつけて表現ができる。
③自身の希望進路を実現するための計画について、自律的且つ具体的に考え、行動ができる。
④困難に直面した際も自身で乗り越えるマインドや戦略を持ち対処ができ、自身の体験談を基に周りに助言を行うことができる。
⑤学部の進路として想定される業界の特色、求められる人材について理解し、説明することができる。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
提出物（コメントシート等）等、質問への回答や補足説明をする。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

本科目の担当教員は、民間企業にて2003年から現在まで総務・人事担当者として、新卒採用の実務に長年携わっている。また、本学の様々なキャリア
支援行事に従事しており、2009年から2014年の期間にはキャリアセンターでのキャリア相談員としての実績も有している。本科目では、これらの実務経
験を活かして、自己理解・社会理解・職業理解に関する具体的な指導を行う。

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

本科目の学修にあたっては、課題への積極的取り組みと課題提出が不可欠である。これらの課題にしっかりと取り組んでいれば、就職活動や公務員採
用試験に必要な汎用的基礎力、就業力が着実に身に付いてくる。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

40
期末課題

--

30--30

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

CAREER ROAD2023（購入不要）

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【就業力】
ガイダンス
春学期および夏休みの体験を振り返り、今後の就職活動の目標とスケ
ジュールを確認し、実践力を高める。

【復習】ワークシート課題に取り組み、次回以降の授業に
向けた事前準備を行い、課題を提出する。

2時間対面

第2回 【自己理解・就業力】
応募書類を再確認するこれまでの自己分析、業界・企業研究を踏まえ
て、応募企業を1社選び、応募書類を作成する。

【予習】CAREER ROAD「エントリーシート」を事前に読んで
おく。
【復習】CAREER ROAD「エントリーシート」を読み直し、応
募書類を作成する。

4時間対面

第3回 【就業力】
特別講演：ビジネスマナーの基本（プロカメラマンによる「外見力」講座）
選考での印象面の重要性についての説明動画を視聴する。動画選考
や証明写真における表情・髪型等による印象の違いや業界・企業の特
徴を踏まえ、具体的に解説する。

【予習】CAREER ROAD「マナーの基本」を事前に読んでお
く。
【復習】CAREER ROAD「マナーの基本」を読み直し、特に
服装のマナーについて復習する。

4時間オンデマンド

第4回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接①
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の基
本について復習し、課題に取り組む。

4時間対面

第5回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接②
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、面接の応
用について復習し、課題に取り組む。

4時間対面
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第6回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解】
企業研究入門③企業実務家から業界・職種を知る（特別講演）
学部特性に合わせた企業実務家による特別講演を行い、企業が求め
る人材像を知り、同業他社比較の重要性や職種を知り、情報収集の重
要性を理解する。

【予習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「業界とは何か」「業界研究と理解」
を読み直し、業界理解を深める。

4時間対面

第7回 【職業理解】就職活動とキャリア
これまでの学習を通じて得られた学びから、自身の希望進路を実現す
るために必要なことについて内省し、まとめる。
 ※中間課題提出

【予習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を事
前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「自分のしたいことを考える」を読
み直し、中間課題に取り組む。

6時間対面

第8回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション①
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第9回 【専門を学ぶことによる自身の強みの理解 】
実践トレーニング　グループディスカッション②
学部特性に合わせ、採用選考で実施されるグループディスカッションの
テーマを想定し、実践練習に取り組む。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、グループ
ディスカッション選考について理解を深める。

4時間対面

第10回 【就業力】
実践トレーニング　集団面接③
「集団面接」の実践練習を通して、集団面接特有の雰囲気に慣れるとと
もに、簡潔に自己表現する力を養う。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、集団面接
について復習する。

4時間対面

第11回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接①
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第12回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接②
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第13回 【就業力】
実践トレーニング 個人面接③
「個人面接」について、その意図や評価ポイントを理解する。実践練習
を通して、個人面接における対話力をつける。

【予習】CAREER ROAD「面接試験」を事前に読んでおく。
【復習】CAREER ROAD「面接試験」を読み直し、個人面接
について復習する。

4時間対面

第14回 【職業理解】労働法について
内定後～入社まで、入社後の基本的な労働に関する法律に関して理解
する。

【予習】別途準備する資料を事前に読んでおく。
【復習】就職活動に必要な労働法の基礎知識を復習す
る。

4時間対面

第15回 まとめ
これまで学修してきた内容について振り返りを行い、総括する。 
※期末課題提出

【予習】秋学期の学修に関する期末課題を実施するので、
第14回までの内容を復習する。

4時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅠ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ インタ－ンシップ（就業体験学習）を通じて社会、働く意味、そして自分を知る。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うも
ので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。この授業は、その事前準備として、企
業、団体、事業所等への派遣にあたっての準備として、インターンシップの意義・目的についての理解を深めることを目的としている。また、毎回の授業
終了後、課題を作成することで、成果と課題を認識する。

学修の到達目標
企業・団体・事業所等におけるインターンシップに向けて、主体的な職業選択に向けた動機づけと準備を行うとともに、希望進路の実現に不可欠な就職
活動に対する意識を高める。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回、講義終了後、講義内容に関する課題を提出する。
・担当教員が提出した課題についてコメントする。
・コメントを元に自身を振り返って、今後の就業体験に活かす。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

＜重要＞インターンシップは実習先において社会人としてのマナーが厳しく問われる。そのため、欠席・提出課題の遅延等は、論外である。自覚して臨
んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

050

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 【インターンシップとキャリア形成Ⅰ】
担当教員より、授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授
業の概要を説明する。併せて、外部講師による「インターンシップ参加
に向けたコミュニケーション講座」を実施する。

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。（2時間30分程度）
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。（30分程度）

3時間オンデマンド

第2回 【インターンシップとキャリア形成Ⅱ】
インターンシップに参加した先輩学生のインタビュー動画を視聴し、イン
ターンシップに参加する心得等を学ぶ。

【予習】事前学修として、インターンシップに参加する意義・
目的について事前に準備しておく。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第3回 【ビジネスマナーⅠ】
ゲスト講師による講義を通じて、ビジネス社会で求められる素養、ビジ
ネスマナー、コミュニケーションスキルを養い、社会人にとって必要な素
養・能力等を理解する。

【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第4回 【ビジネスマナーⅡ】
ゲスト講師による講義を通じて、ビジネス社会で求められる素養、ビジ
ネスマナー、コミュニケーションスキルを養い、社会人にとって必要な素
養・能力等を理解する。

【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第5回 【2023年の企業・業界最新動向を知るⅠ】
授業の中で取り上げられた業界・企業について理解するとともに、講演
者によるフィードバック等から、業界・職種への理解を深める。

【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第6回 【2023年の企業・業界最新動向を知るⅡ】
授業の中で取り上げられた業界・企業について理解するとともに、講演
者によるフィードバック等から、業界・職種への理解を深める。

【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド
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第7回 【2023年の企業・業界最新動向を知るⅢ】
授業の中で取り上げられた業界・企業について理解するとともに、講演
者によるフィードバック等から、業界・職種への理解を深める。

【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第8回 【これまでの総括】
これまでの講義の内容を振り返るとともに、今後インターンシップで体験
したいこと、身につけたいことを整理して、ワークシートにまとめる。

【予習】事前学習として、これまでの授業内容の振り返りを
行い、学びについて振り返る。（2時間程度）
【復習】事後学修として、今後インターンシップで体験した
いこと、身につけたいことを整理して、ワークシートにまと
める。（3時間程度）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234酒井　立夫

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 働く現場の見学型プログラムを通じて、実際の企業等における労働の実態に触れて、将来の進路や職業の選択に向けた職業観を養う。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9月）や春季休暇期間（2・3月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うもの
で、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。しかしながら、インターンシップ先を選ぶ
にあたっても、企業等において働くということ、各業界、企業、職場の実情等について、知識、情報に乏しく、選択に苦慮している学生が多い。
そのため、働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等について、知ることにより、将来の進路や職業の選択に向
けた職業観を養う。今年度は、地域の製造業を中心に、見学型プログラムを行うこととしている。受け入れ先との調整が済み、プログラムが確定次第、
参加募集を行うこととする。実施時期は、受け入れ先との調整次第であるが、10月～2月の間に設定する見込みであり、前半部分、後半部分と開催時
期が2つに分かれることもあり得る。募集時の要領に具体的な記載を行うので、注意されたい。

学修の到達目標
働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等について知り、実際の企業等における労働の実態に触れることによ
り、将来の進路や職業の選択に向けた職業観を養う。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
プログラム実習中に作成する日誌は、提出後、担当者から返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

＜重要＞見学型プログラム参加にあたっては、社会人としてのマナーを守ることは当然必要です。欠席・遅刻、早退はしないこと。また、受け入れ先のご
厚意で見学させてもらっていることを充分認識し、積極的な態度で参加をしてもらいたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

004060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション
授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説明
する。本見学型プログラムの意義と目的について概要を説明する

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第2回 事前研修
見学先企業、業界等について、基礎的な知識を学んでおく。併せて、ビ
ジネス社会で求められる素養、ビジネスマナー、コミュニケーションスキ
ル等社会人にとって必要な常識等について理解する。

【予習】事前学修として、見学先企業、業界等について自
分なりに調べておく。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第3回 企業等における見学プログラム①（1日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第4回 企業等における見学プログラム②（1日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第5回 企業等における見学プログラム③（2日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面
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第6回 企業等における見学プログラム④（2日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第7回 企業等における見学プログラム⑤（3日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第8回 企業等における見学プログラム⑥（3日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。
プログラムのレポートの作成・提出
見学型プログラム全体のレポートを作成し、プログラム参加の成果と今
後の課題を認識する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。これまでの内容
の振り返りを行っておく。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめるとともに、全体レポートも作成し、プ
ログラム参加の成果と今後の課題を認識する。

1時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234竹田　次郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 働く現場の見学型プログラムを通じて、実際の企業等における労働の実態に触れて、将来の進路や職業の選択に向けた職業観を養う。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9月）や春季休暇期間（2・3月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うもの
で、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。しかしながら、インターンシップ先を選ぶ
にあたっても、企業等において働くということ、各業界、企業、職場の実情等について、知識、情報に乏しく、選択に苦慮している学生が多い。
そのため、働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等について、知ることにより、将来の進路や職業の選択に向
けた職業観を養う。今年度は、地域の製造業を中心に、見学型プログラムを行うこととしている。受け入れ先との調整が済み、プログラムが確定次第、
参加募集を行うこととする。実施時期は、受け入れ先との調整次第であるが、10月～2月の間に設定する見込みであり、前半部分、後半部分と開催時
期が2つに分かれることもあり得る。募集時の要領に具体的な記載を行うので、注意されたい。

学修の到達目標
働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等について知り、実際の企業等における労働の実態に触れることによ
り、将来の進路や職業の選択に向けた職業観を養う。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
プログラム実習中に作成する日誌は、提出後、担当者から返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

＜重要＞見学型プログラム参加にあたっては、社会人としてのマナーを守ることは当然必要です。欠席・遅刻、早退はしないこと。また、受け入れ先のご
厚意で見学させてもらっていることを充分認識し、積極的な態度で参加をしてもらいたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

004060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション
授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説明
する。本見学型プログラムの意義と目的について概要を説明する

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第2回 事前研修
見学先企業、業界等について、基礎的な知識を学んでおく。併せて、ビ
ジネス社会で求められる素養、ビジネスマナー、コミュニケーションスキ
ル等社会人にとって必要な常識等について理解する。

【予習】事前学修として、見学先企業、業界等について自
分なりに調べておく。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第3回 企業等における見学プログラム①（1日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第4回 企業等における見学プログラム②（1日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第5回 企業等における見学プログラム③（2日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面
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第6回 企業等における見学プログラム④（2日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第7回 企業等における見学プログラム⑤（3日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第8回 企業等における見学プログラム⑥（3日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。
プログラムのレポートの作成・提出
見学型プログラム全体のレポートを作成し、プログラム参加の成果と今
後の課題を認識する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。これまでの内容
の振り返りを行っておく。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめるとともに、全体レポートも作成し、プ
ログラム参加の成果と今後の課題を認識する。

1時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 働く現場の見学型プログラムを通じて、実際の企業等における労働の実態に触れて、将来の進路や職業の選択に向けた職業観を養う。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9月）や春季休暇期間（2・3月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うもの
で、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。しかしながら、インターンシップ先を選ぶ
にあたっても、企業等において働くということ、各業界、企業、職場の実情等について、知識、情報に乏しく、選択に苦慮している学生が多い。
そのため、働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等について、知ることにより、将来の進路や職業の選択に向
けた職業観を養う。今年度は、地域の製造業を中心に、見学型プログラムを行うこととしている。受け入れ先との調整が済み、プログラムが確定次第、
参加募集を行うこととする。実施時期は、受け入れ先との調整次第であるが、10月～2月の間に設定する見込みであり、前半部分、後半部分と開催時
期が2つに分かれることもあり得る。募集時の要領に具体的な記載を行うので、注意されたい。

学修の到達目標
働く現場の見学型プログラムに参加することにより、各業界、企業、職場の実情等について知り、実際の企業等における労働の実態に触れることによ
り、将来の進路や職業の選択に向けた職業観を養う。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
プログラム実習中に作成する日誌は、提出後、担当者から返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

＜重要＞見学型プログラム参加にあたっては、社会人としてのマナーを守ることは当然必要です。欠席・遅刻、早退はしないこと。また、受け入れ先のご
厚意で見学させてもらっていることを充分認識し、積極的な態度で参加をしてもらいたい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

004060

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション
授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説明
する。本見学型プログラムの意義と目的について概要を説明する

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第2回 事前研修
見学先企業、業界等について、基礎的な知識を学んでおく。併せて、ビ
ジネス社会で求められる素養、ビジネスマナー、コミュニケーションスキ
ル等社会人にとって必要な常識等について理解する。

【予習】事前学修として、見学先企業、業界等について自
分なりに調べておく。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第3回 企業等における見学プログラム①（1日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第4回 企業等における見学プログラム②（1日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第5回 企業等における見学プログラム③（2日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面
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第6回 企業等における見学プログラム④（2日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第7回 企業等における見学プログラム⑤（3日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめる。

1時間対面

第8回 企業等における見学プログラム⑥（3日目）
企業等における見学プログラムを通じて、当該業界、企業、職場の実情
等について知り、実際の企業等における労働の実態を認識する。その
後、実習日誌を作成する。
プログラムのレポートの作成・提出
見学型プログラム全体のレポートを作成し、プログラム参加の成果と今
後の課題を認識する。

【予習】事前学修として、見学先企業、当該業界、職業の
現状、今後の展望などについて調べる。これまでの内容
の振り返りを行っておく。
【復習】事後学修として、見学結果や学んだこと等につい
て実習日誌にまとめるとともに、全体レポートも作成し、プ
ログラム参加の成果と今後の課題を認識する。

1時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅡ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234氏田　壮一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ インターンシップの準備として、注目されている業界の特徴をやさしく解説をする。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9月）や春季休暇期間（2・3月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うもの
で、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。しかしインターンシップ先を選ぶにあた
り、各業界、企業、職場の実情等について、知識、情報に乏しく、選択に苦慮している学生が多い。
そこで、本講義ではオンデマンド形式にて、日本の主要業界に関する基本的な情報を説明する。また毎回の授業終了後、課題を作成することで業界へ
の理解を深める。

学修の到達目標
インターンシップ先を選択する際に役に立つ、主要な業界に関する基礎的な情報の把握と、就職活動に対する意識を高める。

授業の方法
この科目は遠隔授業で行われます。詳細についてはLearning Portalを確認してください。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
毎回の講義で提出されたレポートについて、必要に応じてフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング
の取組み

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

【重要：毎週実施】毎週８回実施のオンデマンド授業となっている。ラーニングポータルでビデオを見た後、レポートを作成し提出することで出席となる。
また卒業のために必要な単位が含まれる授業である。履修者は最後まで受講し単位を取得すること。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

0050

00500

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 第1回　ガイダンス：
　授業の設計、オンデマンドの説明、産業界の動向分析、求められる人
材など

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。（2時間30分程度）
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。（30分程度）

3時間オンデマンド

第2回 第2回　業界解説①：製造業（半導体など）の業界説明を行います。 【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第3回 第3回　業界解説②：観光（国内インバウンド）などの業界説明を行いま
す。

【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第4回 第4回　業界解説③：不動産・ＩＴ・物流などの業界説明を行います。 【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第5回 第5回　業界解説④：流通・小売業界などの業界説明を行います。 【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド
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第6回 第6回　2023年の企業・業界最新動向を知る・前編：
2023年度のキーワード紹介、日経ＢＰ等の情報収集の方法、講演者に
よるフィードバック等から、業界・職種への理解を深める。

【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

4時間オンデマンド

第7回 第７回　2023年の企業・業界最新動向を知る・後編：
2023年度のキーワード紹介、日経ＢＰ等の情報収集の方法、講演者に
よるフィードバック等から、業界・職種への理解を深める。

【予習】事前学修として、指定された業界の最新動向や今
後の展望などについて調べる。（2時間程度）
【復習】事後学修として、講義の内容について再確認して
おく。（2時間程度）

1時間オンデマンド

第8回 第７回　これまでの総括：
これまでの講義の内容を振り返るとともに、今後インターンシップで体験
したいこと、身につけたいことを整理して、ワークシートにまとめる。

【予習】事前学習として、これまでの授業内容の振り返りを
行い、学びについて振り返る。（2時間程度）
【復習】事後学修として、最終レポート提出に向けた講義
内容の整理を行う（3時間程度）

5時間オンデマンド
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅢ　 2023年度秋学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234徳丸　義也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ インターンシップ（就業体験学習）を通じて社会、働く意味、そして自分を知る。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うも
ので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。企業、団体、事業所等への派遣にあ
たっては、学内で事前のガイダンスと研修を実施し、インターンシップの意義・目的についての理解を深めた後、受入事業所において、1週間（実働５日
間）以上の実習を行う。実習終了後、体験レポートを作成することで、インターンシップの成果と課題を認識する。

学修の到達目標
企業・団体・事業所等における一定期間の就業体験を行い、大学における学習と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自立を
意識することを目標とする。さらに、主体的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、社会観・職業観を含む就業力を育成し、希望進路の実現に不
可欠な就職活動に対する意識を高める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実習中に作成する日誌は、提出後、キャリアセンターより返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

―

＜重要＞この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、インターンシップの基本的な意義目的について理解してお
くこと。
なお、インターンシップは実習先において社会人としてのマナーが厳しく問われる。そのため、欠席・遅刻・早退は論外である。自覚して臨んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

―
―

――

―50―50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

指定テキストはありません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション 【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第2回 事前研修 【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。
【復習】事後学修として、事後学修として、講義とグループ
ワークの内容について再確認しておく。

1時間対面

第3回 インターンシップ派遣先等において実習①（1日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第4回 インターンシップ派遣先等において実習②（2日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第5回 インターンシップ派遣先等において実習③（3日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第6回 インターンシップ派遣先等において実習④（4日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面
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第7回 インターンシップ派遣先等において実習⑤（5日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行い、体験レ
ポートの作成に活かす。

1時間対面

第8回 体験レポートの作成・提出
インターンシップ派遣先企業等にて行った就業体験について、体験レ
ポートを作成し、インターンシップの成果と課題を振り返り、社会人とし
て必要なビジネススキル等について復習を行う。

【予習】事前学修として、これまでの実習内容の振り返りを
行い、体験レポートの作成に活かす。
【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社会人とし
ての自らのあり方について考える。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅢ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234徳丸　義也

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ インターンシップ（就業体験学習）を通じて社会、働く意味、そして自分を知る。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験）を行うも
ので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。企業、団体、事業所等への派遣にあ
たっては、学内で事前のガイダンスと研修を実施し、インターンシップの意義・目的についての理解を深めた後、受入事業所において、1週間（実働５日
間）以上の実習を行う。実習終了後、体験レポートを作成することで、インターンシップの成果と課題を認識する。

学修の到達目標
企業・団体・事業所等における一定期間の就業体験を行い、大学における学習と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自立を
意識することを目標とする。さらに、主体的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、社会観・職業観を含む就業力を育成し、希望進路の実現に不
可欠な就職活動に対する意識を高める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実習中に作成する日誌は、提出後、キャリアセンターより返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

―

＜重要＞この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、インターンシップの基本的な意義目的について理解してお
くこと。
なお、インターンシップは実習先において社会人としてのマナーが厳しく問われる。そのため、欠席・遅刻・早退は論外である。自覚して臨んでほしい。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

―
―

――

―50―50

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

指定テキストはありません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション 【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。

1時間対面

第2回 事前研修 【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。
【復習】事後学修として、事後学修として、講義とグループ
ワークの内容について再確認しておく。

1時間対面

第3回 インターンシップ派遣先等において実習①（1日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第4回 インターンシップ派遣先等において実習②（2日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第5回 インターンシップ派遣先等において実習③（3日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面

第6回 インターンシップ派遣先等において実習④（4日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。

1時間対面
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第7回 インターンシップ派遣先等において実習⑤（5日目）
インターンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告として実
習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身に着け、ビジネ
スに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行い、体験レ
ポートの作成に活かす。

1時間対面

第8回 体験レポートの作成・提出
インターンシップ派遣先企業等にて行った就業体験について、体験レ
ポートを作成し、インターンシップの成果と課題を振り返り、社会人とし
て必要なビジネススキル等について復習を行う。

【予習】事前学修として、これまでの実習内容の振り返りを
行い、体験レポートの作成に活かす。
【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社会人とし
ての自らのあり方について考える。

6時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅣ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234岡村　俊一郎

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ インタ－ンシップ（就業体験学習）を通じてビジネス、働く意味、そして自分を知り、足りない部分を補うきっかけとする。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9月）や春季休暇期間（2・3月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験若しくは
PBL型学修）を行うもので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。この授業の実施
にあたっては、学内で事前のガイダンスと研修を実施し、インターンシップの意義・目的についての理解を深めた後、学内での小集団活動において、企
業の課題解決に向けた5日間に渡る実習を行う。 実習終了後、参加者全体で報告を行い、体験レポートを作成することで、インターンシップの成果と課
題を認識する。

学修の到達目標
大手企業からの課題を解決するために、一定期間の実習を行い大学における学修と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自
立を意識することを目標とする。さらに、主体的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、ビジネス体験を通して就業力を育成し、希望進路の実現に
不可欠な就職活動に対する意識（大手志向）を高める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回、講義終了後、実習日誌を作成する。
・実習日誌内容については、全講義の終了後、担当者からフィードバックする。
・フィードバックされた内容を元に自身を振り返って、PDCAサイクルマネジメントを経験し、今後の就業体験に活かす。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

夏季実習日程：２０２２年９月１２日（月）～９月１６日（金）【予定】
※上記日程に加え、事前学修会を実施する場合があります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
最終成果物として企業様の前でプレ
ゼンして講評をいただく。その結果も
参考にして成績評価を実施する

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ＰＢＬ型インターンシップで学ぶこと
・授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説
明する。併せて、インターンシップの意義と目的について概要を説明す
る。
・企業から提示された課題について直接企業から説明を受ける。

事前学修として、シラバス等の内容を確認する。
事後学修として、説明があった内容について再確認する。

1.5時間対面

第2回 企業課題の理解
・グループ討議訓練
グループ討議の留意事項、発表訓練、評価項目等について確認し、社
会人にとって必要な素養・能力等を理解する。業界・業種の違いを理解
し、企業から提示された課題を理解し、企業への質疑応答を通じて、解
決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を作成することで、振り返り
を行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジネスに関する基本的
な素養を培う。

事前学修として、グループ討議を進めるにあたっての基本
的な留意事項を事前に準備する。
事後学修として、グループ討議に関する講義内容につい
て再確認する。

1時間対面

第3回 グループ討議（小集団活動）①
業界・業種の違いを理解し、企業から提示された課題を理解し、企業へ
の質疑応答を通じて、解決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を
作成することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、
ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第4回 グループ討議（小集団活動）②
業界・業種の違いを理解し、企業から提示された課題を理解し、企業へ
の質疑応答を通じて、解決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を
作成することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、
ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面
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第5回 グループ討議（小集団活動）③
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組む。実習日誌を作成
することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジ
ネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第6回 グループ討議（小集団活動）④
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組む。実習日誌を作成
することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジ
ネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第7回 発表の準備・練習
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組み、発表に向けて準
備を行う。実習日誌を作成することで、振り返りを行い、社会人としての
行動規範を身につけ、ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第8回 まとめ・最終発表会
全体発表会を行い、企業からのフィードバックを受ける。総括を行うこと
で、インターンシップの成果と課題を認識する。

事前学修として、これまでの実習日誌と取りまとめた体験
レポートを読み返し、成果と課題について再確認する。事
後学修として、最終発表会における自他の発表内容・結
果を踏まえて、社会人としての自らのあり方について考え
る。

1時間対面
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実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅣ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234仲川　直毅

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ インタ－ンシップ（就業体験学習）を通じてビジネス、働く意味、そして自分を知り、足りない部分を補うきっかけとする。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9月）や春季休暇期間（2・3月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験若しくは
PBL型学修）を行うもので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。この授業の実施
にあたっては、学内で事前のガイダンスと研修を実施し、インターンシップの意義・目的についての理解を深めた後、学内での小集団活動において、企
業の課題解決に向けた5日間に渡る実習を行う。 実習終了後、参加者全体で報告を行い、体験レポートを作成することで、インターンシップの成果と課
題を認識する。

学修の到達目標
大手企業からの課題を解決するために、一定期間の実習を行い大学における学修と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自
立を意識することを目標とする。さらに、主体的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、ビジネス体験を通して就業力を育成し、希望進路の実現に
不可欠な就職活動に対する意識（大手志向）を高める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回、講義終了後、実習日誌を作成する。
・実習日誌内容については、全講義の終了後、担当者からフィードバックする。
・フィードバックされた内容を元に自身を振り返って、PDCAサイクルマネジメントを経験し、今後の就業体験に活かす。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

夏季実習日程：２０２２年９月１２日（月）～９月１６日（金）【予定】
※上記日程に加え、事前学修会を実施する場合があります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
最終成果物として企業様の前でプレ
ゼンして講評をいただく。その結果も
参考にして成績評価を実施する

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ＰＢＬ型インターンシップで学ぶこと
・授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説
明する。併せて、インターンシップの意義と目的について概要を説明す
る。
・企業から提示された課題について直接企業から説明を受ける。

事前学修として、シラバス等の内容を確認する。
事後学修として、説明があった内容について再確認する。

1.5時間対面

第2回 企業課題の理解
・グループ討議訓練
グループ討議の留意事項、発表訓練、評価項目等について確認し、社
会人にとって必要な素養・能力等を理解する。業界・業種の違いを理解
し、企業から提示された課題を理解し、企業への質疑応答を通じて、解
決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を作成することで、振り返り
を行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジネスに関する基本的
な素養を培う。

事前学修として、グループ討議を進めるにあたっての基本
的な留意事項を事前に準備する。
事後学修として、グループ討議に関する講義内容につい
て再確認する。

1時間対面

第3回 グループ討議（小集団活動）①
業界・業種の違いを理解し、企業から提示された課題を理解し、企業へ
の質疑応答を通じて、解決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を
作成することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、
ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第4回 グループ討議（小集団活動）②
業界・業種の違いを理解し、企業から提示された課題を理解し、企業へ
の質疑応答を通じて、解決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を
作成することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、
ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面
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第5回 グループ討議（小集団活動）③
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組む。実習日誌を作成
することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジ
ネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第6回 グループ討議（小集団活動）④
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組む。実習日誌を作成
することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジ
ネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第7回 発表の準備・練習
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組み、発表に向けて準
備を行う。実習日誌を作成することで、振り返りを行い、社会人としての
行動規範を身につけ、ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第8回 まとめ・最終発表会
全体発表会を行い、企業からのフィードバックを受ける。総括を行うこと
で、インターンシップの成果と課題を認識する。

事前学修として、これまでの実習日誌と取りまとめた体験
レポートを読み返し、成果と課題について再確認する。事
後学修として、最終発表会における自他の発表内容・結
果を踏まえて、社会人としての自らのあり方について考え
る。

1時間対面

－588－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅣ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234城戸　亮

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ インタ－ンシップ（就業体験学習）を通じてビジネス、働く意味、そして自分を知り、足りない部分を補うきっかけとする。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9月）や春季休暇期間（2・3月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験若しくは
PBL型学修）を行うもので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。この授業の実施
にあたっては、学内で事前のガイダンスと研修を実施し、インターンシップの意義・目的についての理解を深めた後、学内での小集団活動において、企
業の課題解決に向けた5日間に渡る実習を行う。 実習終了後、参加者全体で報告を行い、体験レポートを作成することで、インターンシップの成果と課
題を認識する。

学修の到達目標
大手企業からの課題を解決するために、一定期間の実習を行い大学における学修と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自
立を意識することを目標とする。さらに、主体的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、ビジネス体験を通して就業力を育成し、希望進路の実現に
不可欠な就職活動に対する意識（大手志向）を高める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回、講義終了後、実習日誌を作成する。
・実習日誌内容については、全講義の終了後、担当者からフィードバックする。
・フィードバックされた内容を元に自身を振り返って、PDCAサイクルマネジメントを経験し、今後の就業体験に活かす。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

夏季実習日程：２０２２年９月１２日（月）～９月１６日（金）【予定】
※上記日程に加え、事前学修会を実施する場合があります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
最終成果物として企業様の前でプレ
ゼンして講評をいただく。その結果も
参考にして成績評価を実施する

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ＰＢＬ型インターンシップで学ぶこと
・授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説
明する。併せて、インターンシップの意義と目的について概要を説明す
る。
・企業から提示された課題について直接企業から説明を受ける。

事前学修として、シラバス等の内容を確認する。
事後学修として、説明があった内容について再確認する。

1.5時間対面

第2回 企業課題の理解
・グループ討議訓練
グループ討議の留意事項、発表訓練、評価項目等について確認し、社
会人にとって必要な素養・能力等を理解する。業界・業種の違いを理解
し、企業から提示された課題を理解し、企業への質疑応答を通じて、解
決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を作成することで、振り返り
を行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジネスに関する基本的
な素養を培う。

事前学修として、グループ討議を進めるにあたっての基本
的な留意事項を事前に準備する。
事後学修として、グループ討議に関する講義内容につい
て再確認する。

1時間対面

第3回 グループ討議（小集団活動）①
業界・業種の違いを理解し、企業から提示された課題を理解し、企業へ
の質疑応答を通じて、解決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を
作成することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、
ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第4回 グループ討議（小集団活動）②
業界・業種の違いを理解し、企業から提示された課題を理解し、企業へ
の質疑応答を通じて、解決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を
作成することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、
ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

－589－



第5回 グループ討議（小集団活動）③
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組む。実習日誌を作成
することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジ
ネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第6回 グループ討議（小集団活動）④
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組む。実習日誌を作成
することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジ
ネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第7回 発表の準備・練習
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組み、発表に向けて準
備を行う。実習日誌を作成することで、振り返りを行い、社会人としての
行動規範を身につけ、ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第8回 まとめ・最終発表会
全体発表会を行い、企業からのフィードバックを受ける。総括を行うこと
で、インターンシップの成果と課題を認識する。

事前学修として、これまでの実習日誌と取りまとめた体験
レポートを読み返し、成果と課題について再確認する。事
後学修として、最終発表会における自他の発表内容・結
果を踏まえて、社会人としての自らのあり方について考え
る。

1時間対面

－590－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 インターンシップⅣ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234登坂　一博

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

1単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ インタ－ンシップ（就業体験学習）を通じてビジネス、働く意味、そして自分を知り、足りない部分を補うきっかけとする。

授業の目的及び概要
インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（8・9月）や春季休暇期間（2・3月）において、企業や地方公共団体などでの実習（＝就業体験若しくは
PBL型学修）を行うもので、実習を通じて社会や職業への理解を深め、将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成する。この授業の実施
にあたっては、学内で事前のガイダンスと研修を実施し、インターンシップの意義・目的についての理解を深めた後、学内での小集団活動において、企
業の課題解決に向けた5日間に渡る実習を行う。 実習終了後、参加者全体で報告を行い、体験レポートを作成することで、インターンシップの成果と課
題を認識する。

学修の到達目標
大手企業からの課題を解決するために、一定期間の実習を行い大学における学修と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社会的・職業的自
立を意識することを目標とする。さらに、主体的な職業選択に向けた動機づけを行うとともに、ビジネス体験を通して就業力を育成し、希望進路の実現に
不可欠な就職活動に対する意識（大手志向）を高める。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
―

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認すること。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
・毎回、講義終了後、実習日誌を作成する。
・実習日誌内容については、全講義の終了後、担当者からフィードバックする。
・フィードバックされた内容を元に自身を振り返って、PDCAサイクルマネジメントを経験し、今後の就業体験に活かす。

アクティブ・ラーニング
の取組み

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

夏季実習日程：２０２２年９月１２日（月）～９月１６日（金）【予定】
※上記日程に加え、事前学修会を実施する場合があります。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

50
最終成果物として企業様の前でプレ
ゼンして講評をいただく。その結果も
参考にして成績評価を実施する

00

00050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

なし
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 ●ＰＢＬ型インターンシップで学ぶこと
・授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説
明する。併せて、インターンシップの意義と目的について概要を説明す
る。
・企業から提示された課題について直接企業から説明を受ける。

事前学修として、シラバス等の内容を確認する。
事後学修として、説明があった内容について再確認する。

1.5時間対面

第2回 企業課題の理解
・グループ討議訓練
グループ討議の留意事項、発表訓練、評価項目等について確認し、社
会人にとって必要な素養・能力等を理解する。業界・業種の違いを理解
し、企業から提示された課題を理解し、企業への質疑応答を通じて、解
決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を作成することで、振り返り
を行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジネスに関する基本的
な素養を培う。

事前学修として、グループ討議を進めるにあたっての基本
的な留意事項を事前に準備する。
事後学修として、グループ討議に関する講義内容につい
て再確認する。

1時間対面

第3回 グループ討議（小集団活動）①
業界・業種の違いを理解し、企業から提示された課題を理解し、企業へ
の質疑応答を通じて、解決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を
作成することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、
ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第4回 グループ討議（小集団活動）②
業界・業種の違いを理解し、企業から提示された課題を理解し、企業へ
の質疑応答を通じて、解決に向けたグループ討議を行う。実習日誌を
作成することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、
ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

－591－



第5回 グループ討議（小集団活動）③
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組む。実習日誌を作成
することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジ
ネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第6回 グループ討議（小集団活動）④
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組む。実習日誌を作成
することで、振り返りを行い、社会人としての行動規範を身につけ、ビジ
ネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第7回 発表の準備・練習
グループ討議を通じて、企業の課題解決に取り組み、発表に向けて準
備を行う。実習日誌を作成することで、振り返りを行い、社会人としての
行動規範を身につけ、ビジネスに関する基本的な素養を培う。

事前学修として、企業に関する業界の最新動向や今後の
展望などについて調査する。
事後学修として、授業内容について実習日誌にまとめ、次
の授業に活かす。

1時間対面

第8回 まとめ・最終発表会
全体発表会を行い、企業からのフィードバックを受ける。総括を行うこと
で、インターンシップの成果と課題を認識する。

事前学修として、これまでの実習日誌と取りまとめた体験
レポートを読み返し、成果と課題について再確認する。事
後学修として、最終発表会における自他の発表内容・結
果を踏まえて、社会人としての自らのあり方について考え
る。

1時間対面

－592－



実務経験のある教員に
よる授業科目

科目名 海外インターンシップ　 2023年度春学期開講年度

配当年次

単位数

授業形態（方法）

担当者

科目ナンバリング

グレード

科目区分

1234片岡　浩史

科目ナンバリングは下記を参照してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html

2単位

実習

G2

経営学部専門教育科目

テーマ 東南アジアやオーストラリアでの就業体験を通じ、異文化理解を深め、グローバルマインドを養う。

授業の目的及び概要
海外インターンシップは、授業のない夏季休暇期間（８・９月）や春季休暇期間（２・３月）において、東南アジア、オーストラリアなどの日系企業等での就
業体験するプログラムである。海外での実習を通じて将来の進路や職業の選択に向けた社会観・職業観を養成するとともに、グローバル人材で求めら
れる素養や態度、価値観について理解を深める。海外の企業、団体、事業所等への派遣にあたっては、学内での事前ガイダンス受講を必須とする。

学修の到達目標
海外インターンシップは、海外の日系企業・事業所等における就業体験を行い、大学における学習と社会での実習経験を結びつけることで、将来の社
会的・職業的自立を意識することを目標とする。さらに、異文化社会における就業体験により、海外でのワークスタイル、海外勤務の職務特性、現地ス
タッフとの協働について理解を深め、グローバル人材で求められる素養や態度、価値観を培う。また、英語コミュニケーション能力の向上、国際的視野
の涵養、海外で活躍できるグローバル人材への準備、そして、最終的には日本国内外での広いフィールドで活躍できることを目指す。

授業の方法
この科目は対面授業で行われます。

履修の条件・注意
ー

DPとの関連
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下のURLから確認してください。
https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html

フィードバックの方法
実習中に作成する日誌は、提出後、担当者から返却する。返却した日誌を元に自身を振り返って、次の実習に活かすこと。

アクティブ・ラーニング
の取組み

ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習

テキスト

各教員のオフィスアワー受付曜日・時間・場所については、Universal Passportの「オフィスアワー」ページに掲載しています。
※なお、非専任講師については、担当授業前、終了後の教室や講師控室等での質問、相談を受け付けています。

海外現地での円滑なコミュニケーションには、一定レベルの英語コミュニケーション能力が必要。そのため、研修前か研修後のTOIEC®受験（IPも可）を
必須とする。
この科目を履修する際には、必ず、キャリアセンターで開催する説明会に参加して、海外インターンシップの基本的な意義目的について理解しておくこ
と。
なお、海外インターンシップは国内でのインターンシップと同様に、社会人としてのマナーが厳しく問われる。さらに、派遣先地域・国の治安状況は比較
的安定しているものの、日本国内とは異なることを肝に銘じておく。

オフィスアワー

この科目の履修に
あたって

00

0203050

その他(%)
【定期試験】

筆記試験（WEB試
験含む）（％）

【定期試験】
レポート試験（％）

中間試験(%)成果発表
（口頭・実技）(%)

授業期間中の小テ
スト、レポート課題

等(%)

授業への積極的な
参加度・取組み(%)

成績評価の方法・基準

なし

参考書

指定テキストはありません。
ISBN

ISBN

授業回 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の学修時間授業形式

第1回 イントロダクション・ガイダンス
授業の目的、授業の進め方、成績評価の方法など、授業の概要を説明
する。併せて、インターンシップの意義と目的について概要を説明する。

【予習】事前学修として、シラバス等の内容を確認してお
く。（30分程度）
【復習】事後学修として、説明があった内容について再確
認しておく。（30分程度）

1時間対面

第2回 事前研修①（ビジネスマナー講座）
ゲスト講師による講義とグループワークを通じて、ビジネス社会で求め
られる素養、ビジネスマナー、コミュニケーションスキルを養い、社会人
にとって必要な素養・能力等を理解する。

【予習】事前学修として、社会人としての基本的な部分を
事前に準備しておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第3回 事前研修②（現地事情理解講座）
ゲスト講師による講義を通じて渡航先の政治・経済事情、文化、歴史に
関する理解を深める。

【予習】事前学修として、現地の歴史・文化・経済などの情
報や治安に関する新聞・ニュースに接し、雇用や社会情
勢に関心を高めておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第4回 事前研修③（危機管理講座）
海外の治安状況を踏まえ、危機管理に対する基本事項を理解する。

【予習】事前学修として、現地の歴史・文化・経済などの情
報や治安に関する新聞・ニュースに接し、雇用や社会情
勢に関心を高めておく。（30分程度）
【復習】事後学修として、講義とグループワークの内容に
ついて再確認しておく。（30分程度）

1時間対面

第5回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習①（1日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、派遣先に関わる業界の最新動向
や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面
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第6回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習②（2日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第7回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習③（3日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第8回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習④（4日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第9回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑤（5日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第10回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑥（6日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第11回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑦（7日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第12回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑧（8日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第13回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑨（9日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、次の就業体験に活かしていく。（30分程度）

1時間対面

第14回 海外インターンシップ派遣先企業等において実習⑩（10日目）
海外インタ－ンシップ派遣先企業等にて就業体験を行い、業務報告とし
て実習日誌を作成することで、社会人としての行動規範を身につけ、ビ
ジネスに関する基本的な素養を培う。

【予習】事前学修として、引き続き派遣先に関わる業界の
最新動向や今後の展望などについて調べる。（30分程度）
【復習】事後学修として、就業体験結果について実習日誌
にまとめ、これまでの実習内容の振り返りを行い、体験レ
ポートの作成に活かす。（30分程度）

1時間対面

第15回 レポート作成・提出
企業実習の総括を行うことで、海外インターンシップの成果と課題を認
識する。

【予習】事前学習として、これまでの実習内容の振り返りを
行い、体験レポートの作成に活かす。（30分程度）
【復習】事後学修として、社会、働く意味、そして社会人とし
ての自らのあり方について考える。（30分程度）

1時間対面
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